
講ll蜜馨難1蕪　縫嚢lilil葵馨灘箋lllll

ll…1鑛難ミi羅羅鍵llili　鐵li　ll　1蕪iilii　き灘iiきiliilililiiiiil難li難ilil繋llliii　iil……i箋1　liliil　羅灘ll難liii

　1婁欝　1驚灘嚢難1灘灘蓬　ili｛iiiき　き警iき鱗1

　i　難き　難き謬　　箋1　　箋　　　lllき　

1灘1籔1灘1麓　…lllllll嚢慧1饗llllllllil灘欝illi難1

難ll撃iiiil蓬llll羅1繋箋繋





粕
川
麟
嘘鼻
騨　　　鑑

　　　ノ　　リ鷺

“
　し．楓
、ノ
ノ・　’》P

　～；■㌧
渚馨．！島

々聖
簸、も

糞，薗

欝
理
セ

ン
タ

　1





芳賀団地遺跡群第1巻

芳賀東部団地遺跡1

　　　　古墳～平安時代編その1
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赤城南麓航空写真（南方上空から）

下端を東西に走る大正用水の北側一帯が芳賀

東部団地遺跡である。西寄セ）の一大住宅団地

は、かつての芳賀北部団地遺跡である。
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巻頭図版3
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遺跡全体航空写真（北方上空から）

レ3～4付近の竪穴式住居跡と掘立柱建物跡群（東から）
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F・Aの堆積状況（H449号住居跡）

竪穴式住居跡の調査のようす
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　上毛三山のひとつの赤城山は、群馬を代表する名山である。赤城山は、裾野が

長く広がりをもっている・山麓には多くの湧水増が散在し、そこに端を発する開

折谷により、舌状台地が良く発達している。この台地上には古くから人が住み、

今に多くの遺跡地を残している。

　また、赤城山は、1四季折々の姿、形の美しさにより古代から人々の信仰の対象

ともなっている。

　この赤城山南麓の芳賀の地に住宅団地・工業団地造成が計画され前橋市教育委

員会と同発掘調査団が中心となり、昭和48年から昭和55年にかけ8ケ年間の長き

　　　　オにわたり発掘調査を実施した。その結果、約40hαに及ぶ広大な面積を全面発掘調

査を実施することができ多大な成果を上げることができました。

　特に、遺跡、遺構においては、縄文時代の住居跡を始め古墳、奈良、平安時代

の住居跡、製鉄跡等々が1740余も発見されており、遺物においては遺物整理箱約

800箱に及ぶ貴重な文化遺産が発見されました。

　ここに、芳賀団地遺跡調査報告書第1巻を刊行するにあたり遺構、遺物、写真、

図面等を整理検討した結果芳賀東部団地遺跡の谷東側を中心といたしました。今

後は、各遺跡の位置、時代、性格等を検討してあと4巻の刊行を計画しており全

5巻になる予定です。

　芳賀団地遺跡調査報告書を順次刊行して全5巻が完成した暁には「和名類従抄」

に記載されている「芳賀」郷の所在・性格や土器の型式編年、住居空間の構成、

住居地の変遷、住居の選地、文化の交流圏等々を解明する重要な資料を提供でき

るものと確信しております。　　　　　　　　　　　　　　　．　　一

　最後に炎暑酷寒の中で黙々とフイルドの作業に携った方々、専門的な立場から

御指導、御助言をたまわった故尾崎喜左雄、新井房夫、野村哲、三辻利一氏を初

め、奈良国立文化財研究所等々の研究者、研究機関の方々、前橋市関係各課、前

橋工業団地造成組合の各位に厚くお礼を申し上げます。

昭和59年3月

前橋市教育委員会

　教育長　金　　井　　博　　之
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1　本書は、前橋工業団地造成組合による、工業及び住宅団地の造成に伴い事前調査された、前橋市嶺町・勝沢町・小

坂子町・鳥取町・小神明町・五代町の計40hαに及ぶ、芳賀団地遺跡の発掘調査報告書第一巻である。

2　芳賀団地遺跡群は、北部団地遺跡（嶺・勝沢・小坂子町。48・49年度調査。約3．6hα）、西部団地遺跡（鳥取・小神

明・五代町。50年度調査。約2．5hα）、東部団地遺跡（鳥取・小坂子・五代町。51～55年度調査。｛党・78hα）の3遺跡

から成り立つ。

3　調査の実施は、前橋工業団地造成組合の委託を受けて、芳賀団地造成地内埋蔵文化財発掘調査団が行なった。

4　芳賀団地遺跡群の報告書は全5巻を予定しており、その内訳は、東部団地遺跡3巻、北部団地遺跡1巻、西部団地

遺跡1巻で、記述の順に刊行を予定している。

5　芳賀東部団地遺跡は、東西を谷地に挾まれた2つの台地と、両台地間ゐ谷地の北寄りに南端をのぞかせる台地の、

計3つの台地から成り立つ。本書は、東側台地に所在する土師器を伴う遺構を中心に収録したものである。なお、第

2巻は西側台地と中央台地の土師時代の遺構・遺物を、第3巻は東部団地遺跡全体の縄文時代と中・近世の遺構・遺

物を収録する予定である。

6　調査の組織及び調査担当者、調査員については、本文の「1、発掘調査に至る経過と調査の組織」をご参照願いた

い0

7　本書に係わる遺物の整理は、中澤充裕（担当者）、唐澤保之（担当者）、中束彰子（調査員）が中心となって行った。

8　本書の作成に係わる整理作業は、昭和56年度から実施されたが、昭和58年度からは発掘調査に直接携わった者を中

心に編集・執筆委員を委嘱し、報告書の整理・刊行のための組織化を計った。

　　　　編集委員
　　松島栄治（前橋第二高校教諭）

　　松　本　浩　一（群馬県立埋蔵文化財センター次長）

　　相　澤　貞　順（前橋市立女子高校教諭）

　　中　澤　充　裕（旧姓福田、前橋市立芳賀中学校教諭）

　　福　田　紀　雄（前橋市教育委員会社会教育課文化財保護係長）

　　唐澤保之（同上、主任）

　　　　執筆委員
　　川　合　　　功（群馬大学附属中学校教官）　・

　　中　村　富　夫（群馬県教育委員会文化財保護課指導主事〉

　　木　部　日出雄（前橋市立天神小学校教諭）

　　石　川　克　博く群馬県史編さん室専門員）

　　白　石　凌　海（東福寺）

　　富澤敏弘（群馬県教育委員会文化財保護課文化財保護主事）

　　井　野　誠　一（赤堀村立赤堀小学校教諭）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　痴

　　飯　塚　　、誠（群馬県埋蔵文化財調査センター文化財保護主事）

　　川崎　始（大胡町立大胡小学校教諭）

　　田　口　正　美（前橋市立荒砥中学校教諭）

　　杉　浦　つや子（佐波郡東村立東小学校教諭）

　　唐　澤　裕　美（旧姓入内島、前橋市立東小学校教諭）

　　中束彰子．
　　江　原　　　清（前橋市永明公民館主任）

　　松　村　親　樹（前橋市収税課主事）

　　鵤　木　晋　一（前橋市教育委員会社会教育課文化財保護係主事）



　　中　野　和　夫（同上、主事）

　　福田瑞穂（同上、主事）
　　近　藤　昭　一（同上、主事）

9　本書の編集は、上記編集委員にょるが、基本的な編集方針については、上記組織化以前に事務局で決定したもので

ある。事務局側の編集は、整理開始の昭和56年度を中澤充裕が、昭和57・58年度を唐澤保之が担当した。執筆は編集

委員と執筆委員で行った。文末には文責を明記した。

10本書を作成するのにあたり、遺物・図面整理、図版作成等に対し、下記の方々の手を煩わした。記して感謝の意を

表するものである。

・中束彰子（調査員）、金井君江（調査員）、粟岡エミ子、青柳宏枝、安藤友美、鬼形美由起、亀井弘美、岸朱美、木部

　理有子、佐藤久実子、佐藤里恵、柴崎まさ子、渋川則子、白川栄恵、城田和泉、新保一美、須田まさえ、須藤圭子、

　竹内敏江、橋本礼子、福島裕子、布施恵子｛洞口恵美子、江部美鈴（旧姓渡辺）

11遺物写真の撮影は、新保一美、城田和泉が行った。

12航空写真の撮影は、前橋市在住たつみ写真スタジオの宇貫達男氏による。

13　本書の各種一覧書は、新保一美、須藤圭子の両名が中心になって作成した。

14発掘調査及び本書の作成にあたり、下記の諸氏、諸機関に御協力をいたたいた。記して感謝の意を表するものであ

る。

新井　房夫（群馬大学教授）

飯島静男

石川正之助（群馬県史編さん室補佐兼専門委員）

井上　唯雄（群馬県教育委員会文化財保護課参事）

大江　正行（群馬県埋蔵文化財センター主任）

　桂　　　敬（東京工業大学製鉄祉研究会）

　高塚　秀治（同　上）

　右島　和夫（群馬県教育委員会文化財保護課指導主事）

　三辻　利一（奈良教育大学教授）

．宮本長二郎（奈良国立文化財研究所）

東京工業大学製鉄吐研究会

15発掘調査にあたっては、担当者・調査員の他に約100名に及ぶ発掘作業員と事務員による御協力があった。この方々
P
の
協
力 なしでは発掘調査及び報告書の作成は成し得なかっあであろう。巻末ではあるが、記して感謝の意を表するし

だいである（奥付参照）。

16　関係図面及び出土遺物の整理・保管は、前橋市教育委員会教育課文化財保護係が行っている。



凡 例

1　本書における遺構記号は次のように表わす。（）の略称は主に付図で使用する

　　J……縄文式土器を伴う遺構

　　　　國　J1号住居跡（略称J－1）、」1号土墳（略称JP－1）

　　H……土師器を伴う遺構

　　　　圓・H1号住居跡’（略称H－1）、H1号土墳（略称HP－1）、

　　K……掘立柱建物跡

　　　　國　1号掘立柱建物跡（略称K－1）

　　T……製鉄祉

　　　　國　1号製鉄祉（略称丁一1）

　　W……溝

　　　　例　1号溝（略称W－1）

　　F……B軽石降下後の土壊

　　　　1画　F1号土墳（略称FP－1）

2　芳賀東部団地遺跡では、西側台地から調査を始めていぐ。従って、東側台地分を収録した本書の遺構番号は、西側

台地の続きとなるた南、各遺構は途中番号から始まることになる。また、昭和55年度調査分については、各遺構の通

算番号の後に、55年度遺構番号を（）で表わした。

3　遺構挿図中のセクション・エレベーションの基準線標高は、「L．」または基準線上の数値である。掘立柱建物跡の．

基準線標高は、挿図の左隅に記載してある。同じ図中でその標高以外のものは、その部分の基準線上に数値を入れた。

4　本書における遺構の実測図は漏、遺物の実測図は％を療則とする。，遺構・遺物によってはその限りではないものも

ある。

5　本書で使用している竪穴式住居跡の部位名称及びスクリーントーンは、遺構見本図のとおりである。

6　遺物実測図の表現方法は、見本図のとおりである。

7　遺構の記述は、原則として下記の竪穴式住居跡の記述方法に準じたが、古墳等は原則の限りではない。また、条件

次第で適宜省略した。

　　位置　グリッド上、及び調査区域全体の中の位置。位置する場所の地形、周囲の遺構との関係。

　　形状　形・規模・壁・隅角・周溝・方位・張り出し等の施設。面積は煽図上で、プラニメーターにより3回計測

　　　　し、その平均値。方位は長軸方向で測定。

　　床面　踏み固め部分、床面の起伏具合、貼床、焼土の散布状況等。

　　ピット　位置・形状・傾き・柱痕の有無及び柱痕径・規模・その他。

　　炉　　位置・形態・規模・構造・焼土の厚さ等。

　　カマド　位置・構築材・形・規模・火床面と住居床面との比高差等。

　　貯蔵穴　位置・形状・規模。

　　遺物　種類・出土位置・出土状況・床

　　　　面とのレベル差等。

　　テフラ　純層またはそれに近い状態で

　　　　認められた場合は、その種類及

　　　　び床面からの距離。その他。

　　重複関係　重複している遺構名・重複

　　　　箇所“新旧関係等。

　　その他　遺構の性格に係わること、ま

　　　　たは特記事項。



8　遺構挿図中の方位は、磁北を表わす。

9　掘立柱建物跡（K）のピット番号は、原

則として北東隅をP1として、反時計回り

　に番号をつけている。

10遺物の記述は、原則として土師器、須恵

　器、灰粕陶器、鉄製品、石製品、その他の

　順で行っている。記述内容は、器種名、器

　形形状の特徴、成形及び調整法、付着物等

　である。

11遺物挿図で、遺物番号のとなりに（覆）

　とあるものは遺構内覆土中出土、（カ）と一

　あるものはカマド内出土を表わし、それ以

　外のものは、原則として発掘調査時に床面

　ないし床面付近で出土．したものを意味す

　る。

12本文中の遺物写真の縮尺は、不統一であ

　る。

13遺物写真中の遺物番号と遺物挿國の番号

　は、対応させているq

14土器の各器種ごとの名称は、便宜的に使

　用したもので、その機能を検討した上で使

　用しているものではない。

　　従って「　　型土器」の略称と考えられ

　たい。

15溝及び溝状遺構地層断面の「N・S、E・

W」は方向を示す。

16　竪穴式住居跡と掘立柱建物跡は、図版等

　のつごうで遺構順になっていないものも若』

　干ある6その場合、前後の頁または挿図目

　次をご参照願いたい。重複している場合は

　原則として若い遺構番号の所で扱ってい

　る。
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芳賀東部団地遺跡1





1　発掘調査に至る経過と調査の組織『

　　1　発掘調査がはじまるまでく昭和45年度～47年度＞

　昭和35年、「消費都市から生産都市」への転換を目標に、10ケ年総合整備計画を開始した前橋市は群馬県と共同で「前

橋工業団地造成組合」を発足させ、首都圏市街地開発区域としての指定も受け、工業団地造成事業に着手した。その後．，

「調和と秩序ある近代都市前橋」の実現に努め、工業団地に付随して住宅団地や流通団地も計画、造成し、これらの事

業は今日まで引継がれてきている。こうした造成計画の一部に芳賀地区団地造成計画もあった。芳賀北部団地は住宅団

地として昭和45年に用地買収を始め、芳賀西部工業団地、芳賀東部団地（住宅団地と工業団地）はそれぞれ昭和46年か

ら用地買収が始められた。

　群馬県内において大規模な開発が計画され、推進されるのも芳賀地区団地造成と相前後した時期である。鉄道建設審

議会が運輸省に東北・上越・成田の三新幹線建設を答申したのは昭和46年1月であり、同年8月に日本道路公団東京建

設局が関越自動車道の計画路線（東松山～渋川間）を発表、9月莚は上武国道の路線発表がなされた。この時期、すで

に進められていた群馬用水事業、東北自動車道があり、一挙に県内の開発が進められようとした時期である。これち開

発計画のなかで、特に関越自動車道が上野国分寺と国分尼寺との中間を通過する計画であることからr国分寺を守る会」

が結成され、国分寺遺跡を中心として、大規模な開発から文化財を保護しようとする運動が展開された。市民の文化財

保護に対する関心が一段と高まってきたのがこの頃からである。

　こうした社会状況のなかで、芳賀地区団地造成に伴う埋蔵文化財の問題が行政上最初にとりあげられたのは昭和45年

11月である。前橋工業団地造成組合（管理者は群馬県知事、事務局は前橋市役所内）は市教育委員会を経由し、県教育

委員会に対し、団地造成に伴う埋蔵文化財の取扱いについて協議を行った。これについて、県教育委員会は前橋工業団

地造成組合と前橋市教育委員会とに次のような回答を出した。

　1　埋蔵文化財の取扱いについては、現状保存を検討され、その被害を最小限にとどめること。

　　この現状保存の方法等については前橋市教育委早余の意見を尊重されたし｝。

　2　やむを得ず破壊する埋蔵文化財については、事前の調査を実施し、完全な記録保存をとること。

　　この場合の調査については、前橋市教育委員会の指導を受け、貴組合において実施されたい。

　3　事前調査に要する費用については原因者である貴組合において負担されたい。

　4　その他、文化財保護上必要な助言、指導等については、当教育委員会においてもできるだけの措置をはかるもの

　　である。．

　その後、昭和46年度には前橋工業団地造成組合と市教育委員会との間で、団地造成、埋蔵文化財の取扱いについて何

の連絡もなかった。昭和48年2月になり、埋蔵文化財の発掘調査を市教育委員会へ依頼する方向で話し合いは進められ、

昭和48年3月20日にいたり、前橋工業団地造成組合から市教育委員会へ芳賀北部団地内の埋蔵文化財発掘調査が正式に

依頼された。これを受けて・市教育委員会では3月27日・文化庁への埋蔵文化財発掘届を県教育委員会へ提出した・4

月17日、県教育委員会文化財保護課ではこの届出書では問題があるとして、下記理由を付けて市教育委員会へ返却して

きた。

　1　担当者1名では、広大な地域の発掘調査には問題があると思料されること（調査計画不明）。

　2　該地域は、縄文時代遺跡としては、相当重要なものと考えられるので、調査の慎重を要するこ≧。

　3　団地造成計画が提出資料だけでは不十分であること。

　4　前橋工業団地造成組合と市教育委員会とで、この発掘調査について、基本的な契約が締結さ紅ているか否か不明

　　であること。（両者の十分な事前協議がなされているか。）

　　2　芳賀北部団地遺跡の調査〈昭和48・49年度＞

　昭和48年度、市教育委員会は芳賀北部団地遺跡の発掘調査を実施するに当り、まず、この県教育委員会の措置への対

応が必要であった。市教育委員会では前橋工業団地造成組合と具体的に協議を重ね、芳賀団地造成地内埋蔵文化財発掘

調査団を結成（表1）し、調査団規約（表2）を作成した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　発掘調査に至る経過と調査の組織　1



それとともに、調査団と前橋工業団地造成組合との間で．「埋蔵文化財包蔵地発掘調査委託契約書」（表3）を締結した。

表一1　芳賀北部団地遺跡発掘調査団構成（昭和48年屋）

団　 長

副団長
顧　 問

．．ノノ

〃

〃

〃

幹　 事

〃

〃

〃

〃

参　 与

〃

ノノ

〃

〃

発掘調査担当者

，〃

発掘調査員

調査補助員
事
， 務局員『’

岩渕　 威

藤島清多
藤井精一
伊藤　 順

阿部正六
内山博治
清水　 実

富沢・　宏
上原有良司
小森益男
宮田勝己
金『井隆作
松田徳松
山田武麿
中沢右吾
松島・栄治
丸山知良
相沢貞順
松島栄治
阿久津宗二
川合’　功

・大沼克彦’
小林敏夫．
依．田治雄

教有次長
都市計画部長

助　 役『

教・育長
総務部長
商工部長
財政課長
社会教育課長．
学校教育課長

工業課長
宅地開発課長

総務課長（教育委員会）

文化財調査委員

　〃
　〃’
　ノノ

’
〃

育英高校教諭

前工高教諭（文化財調査員）

社会教育課係長

社会教育課主事、現場主任

臨時職員
群馬県立聾学校教諭

藤岡市立小野小学校教諭

小中学校教諭他教育委員会事務局職員

青木恒司
阿部明雄
今一井信好
主
、 代　 清

天
、 野昭二
町田趙夫
大塚正夫
十野正斌
武藤’『　茂

酒井正保
奈良友一
福田和代

工業課次長

工業課主事

．〃主任
．宅地開発課次長　　・

、〃工務係長

　〃．主任

　〃技師
社会教育課次長

　〃主任
　ノノ

芳賀公民館長

社会教育課主事補

　表一2　前橋市芳賀団地造成地内埋蔵文化財発掘調査団規約、

（名称）
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第一条　本団は、芳賀団地造成地埋蔵文化財発掘調査団（以下「調査団」という。）と称する。

（所在地）

第2条　調査団の事務所は、前橋市教育委員会社会教育課内に置く。現場事務所を芳賀公民館におく。

（目　的）

第3条　本団は、芳賀団地造成地内の埋蔵文化財を発掘調査し、遺構め全容を明らかにするとともに、保存又は記録保

　　　存し、あわせて文化財保護に資することを目的とする。

（事業）

第4条　本団は、前条の目的を達成するために、次の事業を行う。

　　　1，埋蔵文化財の発掘調査．

　　　2，調査資料（遺構、遺物）．の収集、整理、記録。

　　　3，調査報告書の作成、出版。

　　　4，その他

（経費）

第5条　本団の経費は、次に掲げるもので支弁する。

　　　1，　前橋市工業団地造成組合の事業委託料

　　　2？その他

（会計年度）

第6条　本団の会計年度は毎年4月1日に始まり、翌年3月31日までとする。

（役員、調査担当者等）

第7条　調査団に団長、、副団長、幹事、調査担当者、調査員、調査補助員、事務局員若干名を置く。

第8条　調査団に会計監査2名をおき、団長が委嘱する。

第9条　調査団に専門委員、顧問および参与をおくことができる。

第10条　団長は調査団を代表し、．副団長は団長を補佐する。調査担当者は、、本団の調査を推進する。

　　　事務局は本団の調査の経理、管理等を行う。

（会議）

第11条　会議はすべて団長が招集する。

（委任）

第12条　調査団の運営について必要な事項は、団長が定める。

第13条　調査の事業実施にあたっては別に調査団細則で定める。

第14条　発掘調査の推進その他必要な事項は調査担当者及び調査員で運営する。

（付則）

第15条　この規約は調査団において出席者の過半数の同意により改正または廃止することができる。1

第16条　この規約は昭和48年5月7日より施行する。

　　　　　　　　　　　専門委員　　　調査団長　　　顧問及び参与

　　　　　　　　　　　　　囲　　　　　　　　　　　　　　　　　　調　　　　　監
　　　　　　　　　　　　　　　　　　査　　　　　査
　　　　　　　　　　　　　　　　　　担
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当

　　　　　　　　　　　　　　　　　　章

　　　　　　　　　　　　　　　　　圏

　　　　　　　　　　　　　　　　　幽

　表一3　埋蔵文化財包蔵地発掘調査委託契約書

　群馬県前橋市芳賀北部団地造成事業地区内における埋蔵文化財包蔵地の発掘調査（以下「発掘調査」という。）の実施

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　発掘調査に至る経過と調査の組織　3



に関する業務（以下r業務」という・）壱こついて委託者前橋工業団地造成組合（以下r甲」という・〉と受託者芳賀聯

造成地内埋蔵文化財発掘調査団（以下「乙」という。）との問に次のとおり委託契約を締結する。

（総則）

『
第

1条　乙は、別紙の発掘調査実施計画書に従って、業務を実施するものとする。

　　2　乙は、F業務の実施に必要な土地所有者等の承諾を取りまとめるものとし、かつ法令の規則に基づく諸届出等を

　　　甲にかわって行うものとする。

（期間）

第2条乙の発掘作業は、昭和48年5月・日から昭和48年・・月3・日までとし、昭和49年3月3・日まで1；業務を完了す

　　　るものとする。

　（費用）

第3条　甲が業務に関する費用として、乙に支払う金額は金18，000，000円以内とする。

　　2　前項の費用の支払方法にっbては、乙の業務に支障のないよう甲、乙協議して定める。，

　（作業の実施）

第4条　乙は、業務の実施に当って、甲の施行する事業の工程に支障のないように努めるとともに、甲は、乙の業務が

　　　円滑に実施できるよう便宜を供するものとする。

　　2　乙は、業務の実施に当っては、作業箇所に作業標示をし、関係者に腕章等を着用させるものとする。

　（作業日誌）

第5条　乙は、発掘の実施中作業日誌を作成し、申はその指示を求めることができるものとする。

　（出土品の取扱い）

第6条　発掘された出土品の処置については、甲、乙協議のうえ乙が甲の名において法令の定めるところにより処置す

　　　るものとする。

　（中間報告）

第7条甲は、必要のある場合ば、乙に対し業務の進行状況にっヤ〉て報告を求めることができるものとする。

　（追加調査）

第8条　乙は、この発掘調査地区内において、さらに本格的調査を行なう必要があると認める区域につし｝ては、甲と協

　　　議し、別途の発掘調査委託契約により、調査を実施するものとする。

　（決算および精算）．

第9条　乙は、業務が完了したときは、業務に要した費用について決算を行ない、決算書を甲に提出するものとする。

　　2　甲は、前項の決算書の提出を受けたときは、当該決算書にもとづき、第3条により約定した金額の範囲内にお

　　　いて、乙と協議して精算を行うものとする。

　（発掘調査報告書）

第10条　乙は、業務が完了したときは、発掘調査報告書を添えて発掘調査完了報告書を甲に提出するものとする。

　（協議）

第11条　この契約に定めない事項、または契約の事項について疑義を生じた場合は、甲、乙協議して定めるものとする。

　この契約の証として、契約書2通を作成し、甲、、乙それぞれ記名捺印のうえ各自1通を保有する。』

　　昭和48年5月1日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　前橋工業団増造成組合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　管理者　　神　田　坤　六　團

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乙　前橋市千代田町一丁目8－8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　芳賀団地造成地内埋蔵文化財発掘調査団

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　団長　　岩渕　　威㊥

　この契約書により発掘調査は発掘調査実施計画書（表4）に基づいて進めることとなった。
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　表一4　発掘調査実施計画書

1．発掘調査の目的

　　前橋市工業団地造成組合が芳賀団地を造成しようとするに朱だち、埋蔵支化財の保存のため学術的に発掘調査を

　実施し、保護しようとする。

2．遺　跡　名
①嶺町桂正田遺跡　11，882㎡（第一次調査）

②小坂子町五反田遺跡　　19，286㎡（〃二次〃）

③勝沢町新次郎遺跡　　16，244㎡（〃三次〃）

④　　〃　勝沢城遺跡一　13，345㎡（〃四次〃）
　　　　　（鼻高、番城）

3．遺跡の状況

　　調査地区は標高155m～200mの起伏に富んだ南傾斜の土地で、地質は60cmの耕土下は関東ローム層を基磐として

　いる。1遺物の散布状況および予備調査では、縄文文也中期の遺構（住居跡）が検出され、土器、石器の出土が、か

　なり多い。土地所要者は前工団。

4．発掘調査団の構成　　（別紙のとおり）

5．発掘作業日程　　　昭和48年5月7日～49年3月

6．発掘調査委託費　　概算　1800万円　　一一次調査分

7．報告書作成部数　　　　　　500部

8．その他

　　発掘調査は造成地域全体に20m四方の方眼をかぶせ区画ごとに綿密な調査をし遺構を検出する。　’

これら条件整備をする一方、改めて4月23日、埋蔵文化財発掘届を提出したるかくして、最初の調査団会議を5月ク

臼に開催するとともにその日から発掘調査をはじめた。昭和48年度における発掘調査は次のとおりである。

◇1次調査　昭和48年5肩7日～7月21日

　市教育委員会社会教育課文化財保護担当職員1名と臨時調査員1名とを中心として地元作業員の協力を得て作業が

進められた。この問に発掘調査団の再編成がなされ、新たに専門委員が設置され、調査担当者、調査員が増員、委嘱

．された（表5）。

表一5　専門委員

専門委員
　　〃

　　〃

調　査　員

　　〃

　　〃

尾

近

森

田

中

石

崎

藤

田

島

村

川

喜左雄

義　雄

秀　策

桂　男

富　夫

克　博

東国古文化研究所長

県文化財保護課長

県文化財保護係長

高崎市立養護学校教諭

共愛学園教諭

伊勢崎市立南小学校教諭

◇2次調査　昭和48年7月23日～8月31日

　学校の夏休みを利用し、調査担当者、調査員が現場作業に従事し、また調査補助員として群馬大学歴史研究部学生、

高崎経済大学考古学クラブ学生、前橋工業高等学校歴史研究部、前橋育英高等学校郷土部、高崎高等学校郷土部、埼

玉県幸手商業高等学校郷土部の生徒が加わり、地元作業員の方々と合せて一日平均46人という規模で調査が進められ

た。

◇3次調査　昭和48年9月1日～10月31日

　調査体制が再び1次調査の状態にもどった。この問、10月20臼に社会教育課では文化財保護担当職員を2名増員し

た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　発掘調査に至る経過と調査の組織　5



◇4次調査　昭和48年11月1日～昭和49年3月31日

2名の増員により調査体制をやや整え調査を推進した。

昭和48年度中に発掘調査した遺構・遺物は多いが、住居跡だけをみると縄文時代25、土師器使用時代41であった。ま

た、・発掘調査が終了した面積は約2hαである。

なお、調査団長として献身的な努力をされてきた岩渕威教育次長が昭和49年に急逝され、調査団にとって大きな痛手

　　　　　　　＼であった。

昭和49年度は市教育委員会社会教育課に文化財保護係が設置され、係長以下5人の職員が置かれた。これらにともな

い調査団の構成も改められた（表6）。

，表一6　昭和49年度調査団構成

団『　長

副団長
専門委員
　〃
顧　 問

〃

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

参　・与
ノノ

ノノ

〃

発掘調査担当者

　ノノ

調査員
　〃
　〃
幹　 事

　〃
　〃
　〃
事務局員
　．〃

　ノノ

　ノノ

　〃
　〃
　ノノ

　〃
　〃
　〃
　ノノ

富沢　 宏

藤島清多
尾崎喜佐雄
近藤義雄
藤井精一
阿部正六
内山博治
伊藤　 順

清水　 実

奈良三郎
松田徳．松
中沢右吾1
山田武麿
丸山知良’

・相 沢．貞順

川合　功
松島栄治
中村富夫
江原　 清

小森益男
宮田勝己
金井隆作
上原有良司
小野正斌
小林八郎
前田真一
梅山千秋
主代　 清

立川宏二
細野松三郎
加藤通明
町・ 田趙夫
大塚正夫
阿久津宗二

社会教育課長

都市計画部長

東国古文化研究所長

県文化財保護課長

助　 役

総務．部長

商工部長

教育長
教育次長
財政課長
文化財調査委員

’　　ノノ

　『ノノ

　〃
社会教育課主事

　〃
社会教育課文化財保護係長

社会教育課文化財保護係主事

社会教育課文化財保護係主事補

工業課長
宅地開発課長

総務課長（教育委員会）

学校教育課長

社会教育課次長卜

工業課次長

工業課主任

工業課主事
宅地開発課次長

宅地開発課庶務係長

宅地開発課移転係長

宅地開発課工務係長

宅地開発課主任

宅地開発課技師

社会教育課社会教育係長
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〃

〃

〃

〃

酒井正保
．木　　．村』三治郎

中嶋隆二．
斉田節子

社会教育課社会教育係主任

芳賀公民館長

社会教育課主任

社会教育課主事

調査団規約、委託契約書、発掘調査実施計画書は基本的には前年と同じである。

昭和49年度の調査は次のように進められた。

◇5次調査　昭和49年4月1日～5月5日　・

前年度から継続していた地区の調査を終了させた。5次調査終了後、係職員は地元作業員の方々と王山古墳の調査

を実施し（5月15日～7月25日）、引き続き山王廃寺1次調査も実施した（7月22日～9月6日）。その一方で芳賀北．

部団地遺跡の調査を再開した。

◇6次調査　昭和49年7月22日～昭和50年2月28日

6次調査をもうて、約2年にわたる芳賀北部団地遺跡の発掘調査は終了した。

発見された遺構・遺物は膨大に数量になるが住居跡だけをあげると縄文時代31、土師器使用時代237（掘立柱建物跡6

を含む）にのぼっている。終了した調査面積は約3・6hαである。

　3　芳賀西部工業団地遺跡の調査〈昭和50年度＞

昭和50年度、、市教育委員会では今後の開発事業に対応し、文化財保護に対する市民の期待に答えるため、社会教育課

文化財保護係の定員を1名増員し◎名とした。しかし、この時期に文化財保護係の仕事も埋蔵文化財だけでなく、一般

行政事務としてより弘い文化財保護行政への対応が行われるようになってきていた。芳賀西部工業団地造成面積は20．2

hαあり、この内遺跡地と推定される面積は9．5hαである。調査団長に尾崎喜左雄氏を迎え、調査団組織を改めて調査に取

り組んだ（表7）。

・表一7　芳賀西部工業団地遺跡発掘調査団組織（昭和50年度）

団　 長

副団長
顧　 問

〃

ノノ

幹　事
〃

〃

〃

〃

発掘担当者

　〃
　〃
調査員
　〃
　ノノ

　〃
事務局員

　〃
　〃

尾崎喜左雄
清水　 実

伊藤　 順

藤島清多
森田．誠芝
金井隆作
富沢　 宏

宮田勝己
小森益男
松島栄治
尾’崎喜左雄

相沢貞順
．川合　 功

松島栄治
中村、富夫
石川克博
江原　 清

小野正斌
中島・隆二
斉田節子

東国古文化研究所長

教育次長

教育長
都市計画部長

商工部長
総務課長（教育委員会）

社会教育課長

宅地開発課長

工業課長
社会教育課文化財保護係長

東国古文化研究所長

社会教育課主事

　〃
社会教育課文化財保護係長

社会教育課主事

　〃
　、．〃

社会教育課次長

．社会教育課主任

　〃
　　　1　発掘調査に至る経過と調査の組緯　7



ノノ

ノノ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

主代　 清

加藤通明
町田趙夫
大塚正’夫
小林八郎
保坂高義
前田真一
梅山千秋

宅地開発課次長　　　．

宅地開発課工務係長・，

宅地開発課主任

　〃
工業課次長

工業課主任

　〃
工業課主事

◇1次調査　昭和50年5月8～7月31日

遺構の分布範囲を確認する試掘調査を中心に進められた。そのなかで、縄文時代住居跡3、古墳3、その他の遺構

15が発掘調査された。

1次調査終了後、2次調査までの間に国指定史跡蛇穴山古墳の環境整備事業に伴なう発掘調査（8月1日～16日）と

山王廃寺跡2次調査（8月18日～31日）とが実施された。

◇2次調査　9月8日～12月24日

この調査により芳賀西部工業団地遺跡の発掘調査は終了した。

この遺跡において発見調査された主な遺構は縄文時代住居跡7、配石遺構3、弥生ピット1、古墳31である。

　4　芳賀東部団地遺跡の調査〈昭和51年度～昭和55年度＞

芳賀北部・芳賀西部の各遺跡調査を終了し・遺構実測は委託業務として出す等・大規模開発に対すう発握調査の形も

次第に定着化してきた。一方、発掘調査資料の累積のため報告書作成への対策と準備とが大きな課題となってきた。し』

かし、当面芳賀東部団地遺跡の調査を推進させることが先決であると考えられ、調査は進められた。

◇昭和51年度　昭和51年6月、7日～昭和52年1月8日

昭和51年度はこれら一応め安定した体制のなかで社会教育課長を調査団長として、調査団組織を改め調査が進めら

れた（表8）。

表一8　芳賀東部薗地遺跡発掘調査団組織（昭和51年度）

団　－長

副団長
　ノノ

顧　 問

〃
◎

〃

〃

〃

担当者．
．〃

　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
調査員
事務局員

下田文太郎
宮田勝己
小森益男
尾崎喜左雄
中村利三郎
清水　 実

藤島清多
森田誠芝
尾崎喜左雄
松島栄治
相沢貞順
中村富夫
石川克博
江原　 清

富沢敏弘』
黒沢晴美
小野正斌

社会教育課長

宅地開発課長

工業課長
東国古文化研究所長

総務・部長
教育長職務代理者・教育次長

都市計画部長

商工部長

社会数育課文化財保護係長、

〃　　社会教育主事

〃主事
〃主事
〃　　社会教育主事

〃臨時職員

〃臨時職員

〃次長
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〃

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

〃

〃

ノノ

ノノ

ノノ

〃

中島．隆二
斉田節子

－松井　 尚

主
． 代　清
加藤通明
町田趙夫
大塚正夫
小森泰夫
小林八郎
・前田’真一

梅山千秋

〃主任
〃’主任
ノノ

宅地開発課次長

〃工務係長

〃主任
〃主任
〃

工業課次長

〃主任
〃主事

昭和51年度の埋蔵文化財発掘調査通知では20hαが造成面積とされており、この内遺跡地と推定される面積は14．5hα

であった。この年度に発掘調査を終了させた面積は3．6hαで、主な遺構は縄文時代住居跡5、土師器使用時代住居跡

84（掘立柱建物跡3を含む）である。

◇昭和52年度　昭和52年5月10日～昭和53年1月28日

昭和52年度は社会教育課文化財保護係の体制も調査団組織もほぼ同じ構成で調査は進められた。本年度の実施計画

書において、団地造成計画面積は45hαとなり、この内遺跡地と推定される面積が36．5hαと判明した。本年度調査終了

した面積は5．5hGで、主な遺構は縄文時代住居跡13、土師器使用時代住居跡21、製鉄跡2等である。

なお、昭和48年度の芳賀北部団地の調査以来、調査団の専門委員、調査団長、顧問、担当者等として本調査に貢献

してこられた尾崎喜左雄博士が昭和53年1月4日逝去され、調査団にとって主柱を失った感じであった。

◇昭和53年度　昭和53年5月8日～昭和54年2月28日　、

本年度は文化財保護係の職員定数を10名に増員し、発掘調査団も教育次長を調査団長として組織を改め、調査を実

施した（表9）。

表一9　芳賀東部団地遺跡発掘調査団組織（昭和53年度）

団　 長

副団長
　〃
　ノノ
顧
．
　 問

〃

〃

〃

幹　 事

ノノ

ノノ

発掘担当者

　ノノ

　ノノ・

　〃
調査員
　〃
　ノノ

清水　 実

小森益，男
藤島清多
藤沢守夫

．高橋藤治
金井博之
山田武麿
奈良三郎
大沢敏雄
宮田勝己
P高橋和一
松島栄治
相沢貞順『
中村富夫
富沢敏．弘
福田紀雄
池田茂則
江原　 清

教育次長
商工部長
都市計画部長

社会教育課長

助　 役

教育長’
学
識 経験者（群馬大学教授）

企画財政部長

工業課長
宅地開発課長

総務課長（教育委員会）

．　文化財調査委員（前橋第二高校教諭）

社会教育課文化財保護係長

　〃　　主事　　（文化財保護係）

　〃　　主事補（　　〃　　）

社会教育課主任　社会教育主事（　　〃　　）

　〃　　主事　　（文化財保護係）

　〃　　主事　社会教育主事（文化財保護係）

　　　1　発掘調査に至る経過と調査の組織　　9



　〃
　〃
　ノノ

　〃
事務局長㈱

事務局員
　〃
　〃
　〃

．〃

　〃
　〃
　ノノ

　〃
　ノノ

　〃
　ノノ

　ノノ

　ノノ

唐沢保之
井野誠二
飯塚　 誠

川崎　 始

』
藤 沢守夫
本問　 怜

若林健二
中嶋フサ子
中根良一
山田ちとせ
矢崎祐一
前田真一
遠藤龍一
高橋伸之
酒井昭司
井野　 清

小林泰之
加』　藤』　通　　明

大塚正夫

社会教育課主事　　（文化財保護係）

〃　　主事補（　　〃　　）

〃　　主事補（　　〃　　）

〃　　主事補（　　〃．　　）

社会教育課長
ヘノい

総務課次長（教育委員会）

社会教育課管理係長

〃　　主任　　（管珪係）

．〃　　主事補（　〃　）

文化財保護係臨時職員

工業課次長

　　　　〆工業課工業開発係長

工業課主任（開発係）

〃　主任（〃）
宅地開発課次長

宅地開発課換地第一係長

〃　　技師（換地第一課）

〃工務係長
〃　　主任（工務係）

　調査を終了した面積は6．5hαで、遺構としては縄文時代住居跡21、土師器使用時代住居跡109（掘立柱建物跡26を含

む）等遺構総数は266におよんでいる。

◇昭和54年度　昭和54年5月8一日～昭和55年2月20日

　本年度は土地改良事業に伴う埋蔵文化財発掘調査も加わる．こととなり、文化財保護係定数を15名莚増具し》調査団

、　組織も拡充して調査を実施した（表10）。

表一10　芳賀東部団地遺跡発掘調査団組織（昭和54年度）1

団　 長

副薗長
　〃
　ノノ

顧　 問

〃

〃

〃

〃

幹　 事

〃

ノノ

〃

発掘担当者

　〃
　ノノ

　〃

佐藤寅雄’
小
森 益男
藤島清，多
藤沢守夫
山田武麿
高橋藤治
金井博之
奈良三郎
吉田　 弘

平松　 弘

斉藤和雄
宮田勝己
本問　 怜

松島栄治
相沢貞順
福田、紀雄
中村富夫

教育次長
商工部長
都市計画部長

社会教育課長

学識経験者（群馬大学教授）

助一役
教育長
企画財政部長

教育次長・
企画財政課長

工業課長
宅地開発課長

総務課長（教育委員会）

文化財調査委員（前橋第二高校教諭）

社会教育課文化財保護係長

〃　　主任　　（文化財保護係）社会教育主事

〃　　主任　　（　　〃　　）

10



　〃
　ノノ

調査員
　〃
　ノノ

　〃
　〃
　〃
　ノノ

　〃
　〃
　ノノ

事務局長㈱

事務局員

　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃　P

　〃
　〃
　ノノ

　ノノ，

　ノノ

　ノノ

　〃
　〃
　〃
　〃
　〃

富沢敏弘
’飯塚，誠
木部日出雄
福田充裕
池田茂則
唐沢保之
松村親樹
井野誠一
川崎　 始

田口正美
入内島裕美，
杉浦つや子
藤沢守夫
荒木昭之
若林健二
中嶋フサ子
中根良一
白田潤子
山田ちどせ
木・暮雄一
渡辺勝利

』飯塚朝一
真塩浩一
矢崎祐一
雨田真一
遠藤龍一
馬場　 章

高橋伸之
酒井昭司
井野　 清

小林泰之
加藤通明
大塚正夫
井上裕一
宮田光代
森村幸男
奈良克二

〃　　主事　　（　』〃

〃　　主事補（　　〃

〃主任（〃
〃　　主任　　（　　〃一

〃主事（〃
〃主事（〃
〃主事（〃
〃　　主事補（　　〃

〃　　主事補（　　ノ／

〃　　主事補（　　〃

〃　　主事補（　　〃

〃　　主事補（　　〃

社会教育課長

総務課次長（教育委員会）　．

社会教育課次長

社会教育課主任　　（管理係）

〃　　主事　　（　〃　）

文化財保護係臨時職員

　〃企画財政課次長

企画財政課理財係長

〃　　主事　　（理財係）

企画財政課主事（　〃　）

工業課次長
工業課工業開発係長

　〃　　　主任（開発係）
』
〃
　
　
　 主任（　〃　）

　〃　　　主任（　〃　）

宅地開発課
宅地開発課換地第一係長

　〃　　　　技師（換地第一係）

　〃　工事係長
　〃　　　　主任（工務第一係）

技　　　　　師（換地第一係）

工業課主任（工業開発係）

〃　主事（　〃　）

〃　主事補（　〃　　）

発掘調査終了面積は6．5hqで、遺構としては縄文時代住居跡11、土師器使用時代住居跡86、掘立柱建物跡89等があり

総数は314である。

◇昭和55年度　昭和55年4月21日～11月14日

本年度の発掘調査団構成はほぼ前年と同じである（表11）。

1　発掘調査に至る経過と調査の組織　刀



表一11　芳賀東部団地遺跡発掘調査団組織（昭和55年度）

団・長
副団長
　〃
　〃
顧　 問

〃

〃

〃

ノノ

〃

幹　 事

〃

ノノ

〃

発掘担当者

　〃
　〃
　ノノ

　〃
・〃

　〃
調査員
　〃
　〃
　〃
　ノノ

　ノノ

　〃
　ノノ

　ノノ

　ノノ
事務局長（兼）

事務局員
　ノノ

　〃
　〃
　〃
　〃
　ノノ

　ノノ

　〃
　ノノ

　ノノ’

佐藤寅雄
斉藤和雄、
宮田勝己
片　貝　高四郎・．

山田武麿’
高橋藤治
金．井博之’

藤
島
清 多

奈良三郎
吉田．　弘．
木暮雄一
二瓶益己
主代　 清

本問　 怜

松島栄治．・
相　沢F貞　順

松本浩一
福由紀雄
福田充裕
唐沢保之
松村親樹
木部日出雄
池田茂則
鵤木普一
井野誠一
飯塚　 誠

川崎　 始

田口正美
入内島裕美
杉浦つや子
近藤昭一

』片　貝　高四郎

荒木昭之
若林健二
中嶋フサ子
渡辺一彦
新井明美
野口晴』美
茂木早苗
亀井正美
渡辺勝利
飯塚朝一
真塩浩一

教育次長
商工部長
都市計画部長

社会教育課長

学識経験者（群大名誉教授〉

助　 役

教育長
総務部長一
財政部長．
教育次長，

財政課長
工業課長
宅地開発課長

総務課長（教育委員会）

文化財調査員（前橋第二高校教諭）

前橋市立女子高校教諭

社会教育課文化財保護係長

社会教育課主任（文化財保護係）社会教育主事

　〃（〃）、
社会教育課主事（

　〃　（
社会教育課主任（

社会教育課主事（

　〃　（
　〃　（
　ノノ

　〃

ノノ

ノノ

〃

ノノ

ノノ

ノノ

）社会教育主事

）．

）社会教育主事

）

）

）

社会教育課主事補　文化財保護係　社会教育主事

　ノノ

　〃
社会教育課嘱託

社会教育課長

総務課次長（教育委員会）

社会教育課次長

社会教育課主任（管理係）

㌧社会教育課主事（　〃　）、

文化財保護係臨時職員

　ノノ

　〃
財政課次長
財政課理財係長

財政課主任　理財係）

財政課主事補（　〃　）

ヱ2



ノノ

ノノ

』
ノ
ノ

〃

〃

ノノ

〃

〃

〃

〃

『ノノ

〃

〃

〃

ノノ

〃

一〃

矢崎祐一
前田真一
遠藤龍一、
馬場　 章

宮内光代
．高橋伸之
森村幸男
横堀広美
竹内弘昌
加藤通明
井野　 清

小林泰之
井上裕一
大塚正夫
羽鳥　 等

野本和男
原沢保孝

，工業課次長
工業課工業開発係長　　・

工業課主任（開発係）

　　〃（．〃）

　　〃（〃）
　　〃（〃）

工業課主任（　〃　）

工業課主事（　〃　）

宅地開発課次長

　　ノノ
・宅地開発課換地第一係長　　’

宅地開発課主任（換地第一係）一

宅地開発課技師（　　ノノ　　）

宅地開発課工務第一係長

宅地開発課技師（工務第一係）

宅地開発課工務第二係長

宅地開発課主任（工務第二係）　一

発掘調査終了面積は10．6hαである。遺構は縄文時代住居跡8、古墳時代住居跡75、奈良・平安時代住居跡149、掘立

柱建物跡76等で総数は645におよんでいる。

芳賀東部団地造成計画薗積45hα中、遺跡地と推定される面積38．9hGのうち上武国道予定地と0．2hαの抜根不可能な藪地

を除いて、全ての発掘調査必要面積を終了した。昭和51年度から55年度の調査終了まで5年間での実質延べ調査日数は

693．5日、この問に作業に従事した作業員の方々の延べ人数は28，432人である。主な遺構としては縄文時代住居跡が58、　、

土師器使用時代の竪穴住居跡495、掘立柱建物跡189と膨大な数にのぼっている。　　・

’1　発掘調査に至る経過と調査の組織　13



II　遺跡の立地と環境

　遺跡地は、前橋市鳥取町、小坂子町、五代町にかけての地に所在する。この地は、昭和29年に前橋市へ吸収合併され

たもので、それまでは勢多郡芳賀村の一部分であった。このため、遺跡地を含んだ旧芳賀村の地域は、現在前橋市にお

いては、芳賀地区の呼称もある。

　芳賀地区のこと旧勢多郡芳賀村の地は、関東平野の北端に悠然と構える上毛三山の一つ、赤城山南麓の斜面に在って、

南北に細長い不等辺三角形状を呈している。頂点にあたるその北端は標高620mで、底辺にあたる南端は旧利根川の河川

敷とされる沖積地でその標高は110mを数え、その南端から北端にいたる平均傾斜はほぼ％oを測る。こうした芳賀地区の

地勢を更に傾斜分布で概観すると、大きく11度、8度そして4度部分に分けるζどができる。これを標高に合わせてみ

ると、11度部分はおおよそ標高460m以上の地となり、8度部分は標高360～460m地域、』そして4度部分は標高360m以下

の地域となる。これら傾斜分布のうち、11度および8度部分にあたる標高360m以上の地は、本地域の北部高所にあたり、

その面積は、約2．51㎡で芳賀地区全体のほぼ14％を占めている。これに対し、傾斜分布4度部分すなわち標高360m以下の

地は、北部高所の地に続く山麓の地域で、その面積は13．68㎞2で芳賀地区全体の約86％となり、芳賀地区の殆んどはこの

部分に含まれることになる。

　ところで、こうした傾斜分布からみる芳賀の地形は、傾斜変換線を境にして大きく変化することに気付く。就中、8

度部分から4度部分へ変化する標高約360mの等高線を境にしてその変化は著しい。即ち、標高360m以上の傾斜分布8度

および11度の部分の地形は、地区北端に位置する鶉山を頂点として扇状地状に火山岩層によって形成され、山腹的要素一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が強く、その大部分は明治30年代までは山林・原野としての景

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　観を保っていたという。これに対し、標高360m以下の土地は、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　600m　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　傾斜変換線付近の湧水を源とする川水によっての浸蝕が目立ち、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ここを谷頭とする開析谷が、地区南端の旧利根川河川敷の沖積
　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地に向かってよく発達している。なお、現在こうした地形上に
　　　　　　　　　　　　　　　　》’500m

群馬用水

大正用水

400m

300m

　、ノ　，、1

　北部団地遺跡

　　　．≡矯、／
　　　●・東部団地遺跡

．。　　1＼
♪西部団地遺跡．

．　●　●　　　　　　　　　V

　　　、

0

120m

200m

2，000m

芳賀地区地形図

は、開析谷中の低地には水田が、谷と谷の問の丘陵性の台地上

には集落が、そして周辺には畑が開かれ、人間生活に直接深い

係わりをもつ所となっている。

　芳賀地区における遺跡・遺物の分布は、芳賀地区の約86％を

占める上記傾斜分布4度地域、すなわち標高360m以下の地域の

高所において、その殆んどの場所で認められている。このこと

は、芳賀地区の約86％の地域が遺跡地あるいはそれに係わりを

もつ場所であることを示すと共に、今日にみる芳賀地区の、人

間生活の舞台としての歴史は、遠く．原始・古代社会にまで潮る

ことを示唆している。すなわち、芳賀地区において発見され調

査された遺跡は、おおよそ表一12のとおりである。

　なお、表一12のほか芳賀地区では、昭和10年の調査において

’
6 4基の古墳が在るとされ、赤城山南麓では、旧荒砥村、粕川村、

旧桂萱村についで古墳の多い所とされている。その地域的内訳

は、小坂子27基、五代11基、勝沢9基、嶺7基、1鳥取5基、端気

4基、小神明1基とされている。ところで、こうした数値は、

古墳存在の実数を示すものではない。例えば、昭和50年に実施

された芳賀西部団地遺跡では、昭和10年の調査の折にはその対’

象とはならなかった墳丘の平夷された古墳が31基も発見され調

査されている。また、同じような例が、鳥取町の西田遺跡、芳

賀東部団地遺跡あるいは嶺町東公田地内にもあり、少なくとも

14
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図一2　芳賀東部団地遺跡地形図
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7～8基の古墳の存在が新たに確認されている。従って、これらの古墳を併せると～芳賀地区は、実に100基もの古墳が

存在することになり、赤城山南麓における古墳の集中地域の一つとされている。なお、これら古墳の築造期は、6世紀後『

半以降とみられ、先記、古墳文化期の住居跡等と併せセ、この地域の繁栄の様子がうかがわれる。

　また、こうした古墳文化時代に続く、奈良・平安時代に関して、平安時代前半につくられた『和名抄』では、上野国

．勢多郡の郷名として、深田、田邑、芳賀、桂萱、真壁、深渠、深沢、藤沢、時沢など9郷をあげている。このうち、芳

賀は、明治22年村制確立の際、本地区の村名として採用され、本地区との係わりを匂わせた。事実、本地区の南端、旧

利根川河川敷にある沖積地に接する崖の上に位置する「端気」（はけ）とされる地名は、地形的特色によって付けられた

地名で、古くからの地名とされ、これが転化して芳賀（はが）となったとされ、古代芳賀郷は～端気の地を中心に成立

していたものとの一般的考えがある。また、これとは別に、『言海』では、「はが」とは、とりもちで鳥を捕えることと

記している。ところで、芳賀地区には鳥取の地名があり、上野国神名帳では、勢多郡内に鳥取明神の存在を記載してお

り、これもまた古くからの地名であり、そこには「鳥取部」が居住していたものとみられ、芳賀郷の成立は、それに起

因するものとも思われている。何れにしろ、倭名抄にみる芳賀郷は、現芳賀地区の一部とする観方が強い。加えて、藤

沢郷についても・最近本地区内にあてる考えが強い・すなわち・藤沢とさμる地名は・本地区を含めて・今日勢多郡下

にはない。しかし、河川名には藤沢川とよばれるものがあり、これが芳賀地区費ほぼ北方から南方に向って貫流してい

る。そして、，この藤沢川とその支流に挾まれて「勝沢」の地名がある。勿論、藤沢と勝沢とでは、文字も読み方も異な

る。ところで、この勝沢の地を中心とした藤沢川に沿った地域は、前記したように近年における発掘調査によって、奈

良・平安時代の住居跡群が数多く確認されており、この地が奈良・平安時代に一核心であった感が強い。そこに明治以

来、しばしば識者によって指摘されてきた、藤沢の藤の字の草かんむりが欠落し、勝に変化して勝沢とされる地名が生

じたとする考えも、必ずしも否定しきれない。すなわち、藤沢郷もまた芳賀地区に存在したとする可能性が高い。これ

を要するに芦賀地区は、古墳文化時代に引続いて奈良・平安の時代においても、赤城山南麓における核心的地域の一つ

と思考され、その政治的、社会的そして文化的性格並びに役割については極めて注目に値するものがある。なお古代末

期において、本地区から南橘地区にかけて「細井」および「青柳」の御厨が設置されたのも、仁治4（1243）年在銘の

国指定重要文化財、善勝寺の鉄造阿弥陀如来坐像もこうした歴史的事情を背景としたものではないだろうか。

　本芳賀東部団地遺跡は、こうした芳賀地区の中、鳥取、小坂子、』五代町にかけての地にあり、その面積は、32．78hαに

も及ぶ広大な遺跡で、市道芳賀地区304号線（農面道路）を挾んで、西限より約600mを隔てた谷地までの範囲で、南端の

標高はほぼ142m、北端の標高は165血を数え、南北端の標高差は23mで、平均傾斜度は2．5度である。なお、遺跡地中ほ

ぼ北から南方に向かって、やや東よりの位置に谷地が貫通し、それより東西両側の台地との比高は6～7mを数え、低地

である谷の部分は主に水田に、高地の大部分は畑地に利用されていた。　　　．　　　　　　　　　　　　　　（松島）

、

18



皿・調査及び整理の経過

　芳賀東部団地遺跡は、昭和51年度から55年度までの5年問に、約33hαの発掘調査を実施した。各年度の調査地区の設

定に当っては、前橋工業団地造成組合の造成計画及び土地の買収状況を鑑み、調査団の対応できる範囲内で、図一3の

ように年度ごとに調査地区を設定し、調査に取り組むことにした。地区名は、53年度からの通算番号で表わしているが、

．グランドの北半部分のみ「グランド」としている。
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　第1巻に収録した遺構は、芳賀東部団地遺跡のうち、東側の台地に係わるもので、17区と21－2区を54年度に、残りの

18区、19区、20－1区を55年度に調査を実施したものである。55年度調査予定分の20－2区、20－3区については、抜

根不可能の藪地であること、湧水が激しいこと等により、調査を断念した。55年度の冬期からは、社会教育課文化財保

護係分室（元総社町、元総社南小学校敷地内）に作業現場を移し、整理作業に入った。以下、本書に係わる部分について、

月別に調査の経過を追って見ることにする。

昭和54年11月　26日から17区にグリットを設定し、試掘調査を開始する。まもなく遺構の存在が確認される。27日、奈

　　　　　　良国立文化財研所から、西村．・岩本両氏を招き、磁機探査を実施する。

　　　12月．3日から21－2区にグリットを設定し、試掘調査に入る。竪穴式住居跡1、』溝2等が確認される。下旬

　　　　　　までに17区、21－2区の調査を終了する。28日、残務整理を行ない、御用納めを迎える。

　　　1月　発掘現場で、図面の整理、遺物の洗浄、ナンバーリング、復元、鉄器のサビ落し等を行う。下旬から2

　　　　　　月上旬にかけて、次年度（55年度）調査予定地の地層の堆積状況を調査し、重機による表土剥ぎの際の

　　　　　　基礎資料とする。1月から3月は54年度調査分の概報（未刊）づくりに主力をそそぐ。

　　　2月　25日から3月29日まで、次年度調査予定地の19区全域を、バックフォーで遺構確認面までの掘削作業を，

　　　　　　実施する。

　　　3月　8日、次年度調査に備え、プレハブを東側台地の21－2区に移転する。下旬には、54年度芳賀東部団地

　　　　　　遺跡のまとめと55年度調査計画の資料づくりをする。2与・26日、群馬大学教養部野村哲教授に依頼し、

　　　　　　住居跡カマド内の熱残留磁機の調査をする。31日、54年度分の残務整理を終了する。この日、昭和55年度

　　　　　　の発掘調査実施計画書及び予算書を前橋工業団地造成組合に提出する。

　　　4月　1日、委託契約を締結する。上旬から、55年度調査に伴う諸事務、諸準備を開始する。担当者会議で、

　　　　　　前年度に表土剥ぎの実施していない20－1区、18区は、20m間隔の南北または東西方向のトレンチを入

　　　　　　れ、遺構及び遺物の分布状況を確認した上で、重機による遺構確認面までの掘削を行うことにする。ま

　　　　　　た、遺構番号は、とりあえず今までの芳賀東部で使用している通算番号を止め、55年度を意味する「5」

　　　　　　を遺構名の略称の前につけて、「5H－1（土師器使用の竪穴式住居跡）」、「5K－1（掘立柱建物跡）」

　　　　　　のように1番から出発するこζにした・15日から現地で諸準備にかかる・17日、昭和55年度の調査団の

　　　　　　結成にともなう委嘱式と第1回調査団会議を開催する。21日、昨年度に遺構確認面まで重機で掘削して

　　　　　　おいた19区から調査を開始する。併行して、写真・図面の整理、土器の洗浄を行う。26日には、現地で

　　　　　　調査団長・副団長のあいさつがある。調査開始後、市商政課・工業課、及び商工部長の来訪が相次ぐ。

　　　　　　この月、12軒の竪穴式住居跡の調査に着手する。

　　　5月　先月に引き続き19区の調査を継続する。19区の道の東側からは、竪穴式住居跡の他に、北部に4棟、南

　　　　　　部に2棟の掘立柱建物跡を検出する。後者の建物跡は、後の20－1区の調査で判明するが、一大掘立柱

　　　　　　建物跡群の北端が現われたものであった。中旬からは、土器の洗浄と併行して、3名の整理作業員で土

　　　　　　器の復元を開始する。下旬から、西側台地14－4区にバックフォーを入れ、遺構確認面まで全面掘削に

　　　　　　入る。ここは、昨年度までの周囲の調査の状況から、遺構の存在が確実視されていた所である。

　　　6月　19区は、道西の45・、46・49・50号溝で周囲を囲まれた所を除き、竪穴式住居跡と掘立柱建物跡の調査を

　　　　　　終了させる。溝と土墳の調査は継続する。3日から調査の主力は、西側台地の14－4区に移る。6日に

　　　　　　は、掘削の終了した14－4区から、その南の14－3区ヘバックフォrを移す。16日から14－3区にも調

　　　　　　査に入る。20－1区及び18区では、9日から全面に20～40m間隔の南北または東西方向のトレンチを設定

　　　　　　し、バックフォーで遺構確認面まで試掘を行い、遺構・遺物の分布状況を確認する。その結果、20－1

　　　　　　区では1号墳の周囲でほとんど遺構が確認されず、道東と古墳からやや離れた南北両側に遺構の集中す

　　　　　　ることが判明したので、後者を先に遺構確認面まで全面掘削することにした。この区では、南側に石田

　　　　　　川期の住居跡、北測に真問・国分期の住居跡が、東の谷地に向かう斜面には掘立柱建物跡の集中してい

　　　　　　ることが確認された。18区では、東半分に3基の古墳と石田川期の住居跡が濃密に分布し、西半では南

　　　　　　北に走る浅い窪地のためほとんど遺構はなく、17区から続く溝2条が検出されただけであった。18区の

　　　　　　東半部分は、上記した20－1区の掘削終了後、全面遺構確認面まで掘削することとした。
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　　16日　第1回目の航空写真の撮影を行う。

　　調査が軌道にのり、多くの遺構・遺物が発見されると、芳賀中学校生徒、県立女子大学生等の見学が相

　　次ぎ、市広報の表紙写真の撮影も行われた。

　　天候は強風で砂塵の舞う日が多く、調査に苦慮する。

　　この月は、調査の主力を14－4区、14－3区に注ぎ、20－1区と18区の遺構確認に専念した月であった。

7月　6月下旬から7月中旬にかけて雨の日が多くなる。2日には、、遺跡の中央を南北方向に斜めに走る道路

　　がゆるんで、使用不能になる。

　　調査の主力は再び東側台地にもどり、前月に掘削した20－1区東斜面から順次西へ向かって調査を開始

　　する。上旬までは掘立柱建物跡群を中心に、中旬からは住居跡を中心に調査をする。また、この月から、

　　墳丘の一部を残す1号墳の調査も開始する。15日に、群馬大学教育学部新井房雄教授に、テフラを中心

　　とする土層鑑定を依頼する。

　　先月に引き続き、永明小学校児童・龍谷大学生・県埋蔵文化財調査センター井上次長他の見学・来訪が

　　続く。市教育委員会教育長・教育次長の視察がある。

8月　前月に続き20－1区の調査に全力を注ぐ。中旬からは、遺構確認面までの掘削の終了した18区東半部分

　　の調査にも入る。下旬には、1号墳周辺の遺構のほとんど見られない部分を除6て、ほぼ調査の終了し

　　た20－1区を引き払い、19区の未調査部分（45・46・49・50号溝で四囲を囲まれた範囲）の調査に入る。

　　18区では住居跡と古墳が、19区では住居跡と掘立柱建物跡が確認されたが、bずれも住居跡を優先して’

　　調査をする。1号墳は引き続き調査中。

　　この月も、前橋市新規採用教職員、群馬県史関係者等の見学があった。29日には、NHKが発掘調査風

　　景の撮影・取材を行った。24日の日曜日には、親子体験発掘を開催し、多数の参加を得、好評を博した。

　　また、30日には、作業員研修を実施し、県立歴史博物館・県立埋蔵文化財調査センター・高崎正観寺遺

　　跡等の見学を行った。

　　夏休みを利用して、県立女子大学と前橋市立女子高校の郷土史クラブの参加を得て、調査は大いにはか

　　どった。

9月　調査の中心は18区と19区の四囲が溝に囲まれた部分に移っている。18区では、竪穴式住居跡の他に2～4『

　　号墳の調査も実施し、この月で18区の調査はほぼ終了する。掘立柱建物跡と竪穴式住居跡が濃密に分布

　　した19区の調査も、9月一杯でほぼ終了する。20－1区では、7月から始めた1号墳の調査も終了する。

　　また、この区では、6月のトレンチ調査で遺構のほとんど見られなかった1号墳周辺に、10m間隔のトレ

　　ンチを入れなおして再度バックフォーによる試掘を実施すると、石田川期の竪穴式住居跡を中心に、古

　　墳の西側に濃密に、他でも散在することが確認されたので、1号墳周辺地区も遺構確認面まで全面掘削

　　を施すことになうた。これで、本台地の調査対象地区ぞは、18区西半部分を除く全面を調査することに

　　なった。

　　5日には、県立埋蔵文化財調査センター井上唯雄次長に御指導を願い、2基の製鉄吐の調査を実施した。

　　また、2日には、第2回目の航空写真の撮影を実施した。

　　引き続き多くの見学者が来訪した。群馬県史古代史部会（黛弘道、松島栄治両氏他）、大胡町の文化財担

　　当者、芳賀小学校教職員他。

10月　この月は強風や雨が相次ぎ、調査に苦慮する。9月に実施した、1号墳周辺地区の掘削が終了したので

　　調査の中心は再び20－1区にもどる。18区と19区は上旬まで残務整理を行う。下旬から、西側台地のグ

　　ランド下南半部分（14－5区）の調査に入る。この月から、調査の終了した区ごとに、’ローリングタワー

　　を組んで、全体写真の撮影を始める・21日、第2回調査団会議を開催する。この席で、芳賀団地遺跡全体

　　　（北部、西部、東部）の調葺終了を控え、今まで調査概要を報告するとともに、今後の整理と報告書の

　　刊行について討議された。整理と報告書の刊行は市費で実施し、新総合計画の中に取り入れる必要のあ

　　る4と、本年度の調査終了に伴い調査団を解消させること、12年間4）整理・刊行計画は長すぎるので再

　　検討を要すること、市民に芳賀団地遺跡にういてPR及び還元する立場から、報告書のダィジェスト版

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　III調査及び整理の経過　21
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的なもの（後の写真集『芳賀の発掘』）をつくること等が確認された。

見学者に、前橋市政モニター一行他があり、18日には東国古文化研究所主催の現地見学会がもたれた。

朝に寒さを感じる季節となる。いよいよ残るは14－5区だけである。併行して、調査区域全体の未調査

遺構等の確認を行う。いずれも、20日にはほぼ終了する。また、この日に、第3回の航空写真の撮影を

行う。下旬には、遺跡からの撤収に向けて、発掘器材及び室内の整理を行う。

29日、前教研社会科部会の見学があった。

2日、文化財保護係分室へ、器材・道具等の搬入を行い、現地を引き払う。以後、分室では調査員他4

名で遺物の復元を行う。13日、芳賀農協会議室に於て、発掘作業員を対象に、発掘成果の説明及び慰労

会を開く。この年の分室作業は26日で終了する。

24日、奈良県の元興寺文化財研究所に、55年度芳賀団地遺跡出土鉄製品の保存処理を委託する。

24日、調査団の解団式を開く。この席で、芳賀団地遺跡の今後の取り扱いとして、市費による整理作業

及び報告書の刊行、写真集「芳賀の発掘」の刊行が決定される。29日、前橋工業団地造成組合に決算書

を提出する。

土器の復元を中心とする整理作業を継続する。

第1巻に収録予定の土器の復元を終了する。

遺物実測及び遺構図面の検討に着手。併行して、遺構・遺物図面の墨入れ、版組を開始する。

芳賀団地遺跡の元担当者を中心に、報告書作成のための組織化に向けて、第1回準備会を開く。

歴代の文化財保護係長を中心に、上記組織化のための第2回準備会を開く。

編集委員及び執筆委員の委嘱を行う。併せて、執筆委員会を開く。

原稿依頼に伴う遺構データー一覧表の作成に着手。同時に原稿執筆依頼開始。

編集委員会を開く。

印刷所に第1回分の原稿を渡す。編集委員会を開き、土器の器種名・成形・調整用語等の検討を行う。

土器の胎土分析を、奈良教育大学三辻教授に依頼する。土器の実測及びデーター一覧表の作成終了。遺

構・遺物図面の墨入れ・版組が一部を除いてほぼ終了。

製鉄関係遺物の化学分析を、東京工業大学製鉄吐研究会桂敬・高塚秀治両氏に依頼する。第1回原稿の

校正開始。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）

作業風景
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lV　調査の方法

　調査を実施するに当って、あらかじめ対象地全域に20m方眼の基準杭を打った。これの設定に当っては、東西方向と南

北方向にそれぞれ任意の2点を結ぶ線を直交させ、これを基準に20m杭を設定した。南北方向の杭列は、基準線以東を

イ・ロ・ハ、以西をA・B・Cで呼称し、東西方向の杭列は基準線以北を1・2・3、以南を101・102・103と呼称した。

各々の20m杭の名称は、南北方向と東西方向の呼称を組を合わせて、例えばA1やイ101のように呼ぶことにした。四方

を20m杭で囲まれた1区画の名称は、南西隅の杭の名称で表わすことにした。20m四方の1区画は更に2m四方の小単位

’に区画し、南西隅のものから北に向かって1・2・3とアラビア数字で表わし、以下図のように並列的に100まで番号を

ふった。この小区画の名称は、例えばA1－1のように呼称した。調査に当っては、この小区画を下図のように試掘し、

遺構・遺物の検出状況により、周囲に拡張する方針をとった。

　ところで、第1巻に扱う東側台地では、54年度に調査した17区と21－2、区については上記の小区画試掘方式を取った

が、55年度調査分の18・19・21－1区にっいては、短期間に約10hαの調査を必要としたため、試　　（次頁下段につづく）

101

102

2

1

B－1 A－1 イー1

10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

イー101

9 19 20 39 49 59 69 79 89 99

8 18 28 38 48 58 68 78 88 98

7 17 27 37 47 57 67 77 87 97

6 16 26 36 46 56 66 76 86 96

5 15 25 35 45 55 65 75 85 95

4 14 24 34 44 54 64 74 84 94

3 13 23 33 43 53 63 73 83 93

2 12 22 32 42 52 62 72 82 92

1 11 21 31 41 51 61 71 81 91

20m イー102

i蓑ii蓑…婁ii

20m

　　　B
※細目部分：試掘個所

A イ 口

図一4　グリット模式図
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V　基本層序

　第1巻で扱う範囲は、一台地で約10hαの広さに及ぶが、基本的な層序関係は同一と見られた。しかし、深い耕作や人

為的削平は至る所に見られ、窪地や遺構と関連する所にのみ残存する地層もある。例えば、浅問山噴出にかかるB軽石

や榛名山の一峰ニツ岳噴出によるF・A層等である。そこで、本書では｛自然地形と遺構の両者に見られる地層を加味

した下図右側の柱状図を基本層序に設定レ、その層序番号で統一することにした。各層の内容は次のとおりである。

第1、層

第II層

第III層

第IV層

第V層
第VI層

　第Vll層

　第WI層

　第IX

　第X層

　XI層

　遺構確認面は、石田川期の住居跡がVII層上面、奈良・平安時代の住居跡がV層上面である。遺構とテフラとの関係は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　B軽石純層（III層）を覆土中に持つものとして平安時代の竪穴式住居跡・

　　自然地形　　’　　　・遺構　　　　　溝・古墳周掘、F・A層（VI層）は石田川期の竪穴式住居跡覆土中と古
　　　　　　　　　　　　（復元）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　墳の構築面下に堆積する。遺構を直接に埋める覆土と軽石との関係は、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　C軽石のみを混ぜるもの（VII層）に、石田川期の住居跡とH土墳、C軽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　石とニツ岳系の軽石を混ぜるもの（IV・V）に、奈良・平安時代の竪穴

　　　　　、ミミニニニニ　　　　　　　　　式住居跡・掘立柱建物跡・製銀遺構・古墳（周掘）・H土墳・溝、B軽石

　　　　　　　＼　　　　　　　　＼＼　　　　　　　　　を混ぜるものに溝・F土墳がある。
　　　　　＼＼　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　＼＼＼ヤ＼　　　　　　　　　　　　なお、遺構内の覆土は基本的には図の層序番号と対応すべきものであ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼＼　＼　＼ぐ　　　　　　　　るが、本書ではIV・V・VII層に対応する覆土については、各遺構ごとに

　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　＼＼・　＼　　　　　　　　　別に記号を用いて土層説明を行っている。　　　　　　　　　　（唐澤）
　　　　　＼　　　　　　＼
　　　　　＼　　　　　　＼
　　　　　　＼　　　　　．＼
　　　　　　　＼　　　　　＼　　　　＼
　　　　　　＼　　　　＼
　　　　　　＼　　　＼
　　　　　　　＼　　　　＼
　　　　　　　＼　　＼　　　　　　　　　　　（前頁のつづき）
　　　　　　　　＼＼・
　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　掘方法を変え、上記20m杭に沿って東西または南北方向に幅1．5mのトレ
　　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンチを対象地全域に設定し、．これをバックフォーで遺構確認面まで掘削

　　　　　　　　　　　　　　　　　　し、．遺構「・遺物の検出状況によって、広域に拡張する方針とした。この

　　　　　　　　　　　　　　　　　　結果、東側台地では18区西半を除く全面を遺構確認面まで掘削すること

　　　　図一5　地層柱状図　　　　　　　　になった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　個々の遺構については、原則として十文字に土層観察用のベルトを設

　　　　　　　　　　　　　　　　　　定した。遺構内ゐ遺物は、比較的床面に近いものを平面図に図化した。

　　　　　　　　1　　　　　　　1個々の遺構平面図（10承び全体図菰「は）・測量業者に委託した・

　なお、上記20m杭の南北基準線は、磁北より27．5。東に偏している6　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　（唐澤）

耕作により撹乱された層。遺跡全体に見られる。砂質味のある黒褐色土。厚さ20～25cm。．

　B軽石を多量に含む砂質土層。色調は灰色がかった黒褐色土。大部分が遺構内覆土中に見られる。

　B軽石純層。遺構内覆土中にのみ認められる。古墳周掘では15～20cmを測る。上半は紫色を帯びた灰層。

　黒褐色土6自然地形の一部で見られるが、住居跡内の覆土の一部にも対応するものであろう。20cm前後。

　黒色土。C軽石とニツ岳系の両者の軽石を混ぜる。褐色昧を帯びることが多い。厚さは10～20cmが一般的。

　F・A純層、またはF・Aブロックの集積層。自然地形では残存しない。ニツ岳系の角閃石安山岩を混ぜ

　る淡褐色の灰層。厚さ5cm前後る．

　漆黒色土。C軽石を多量に混ぜる。自然地形の一部でC軽石の純層に近い所もある。厚さ4～8cm。

　黒色土。軽石をほとんど混ぜない。褐色味を帯びる。厚さ10c血前後。

暗褐色土・・一ムヘの漸移層1・厚さ20cm前後・

　褐色土。・一ムヘの漸移層2，厚さ10～15cm前後。
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VI遺構と遺物

1概 要

　芳賀東部団地遺跡全体の遺構の概要は次のとおりである。

　　縄文時代’竪穴式住居跡　58　土壌．103　　そ砂他　1『

　　古墳時代　　古墳　4　　竪穴式住居跡　約80

　　奈良・平安時代　　竪穴式住居跡　約420　　掘立柱建物跡　約200　　製鉄；吐　5　　溝　74　　土墳　約500

　　中・近世城跡i土壌271井戸9　　〔※灘袋O欝代の竪穴式住居跡〕
　これについては、今後整理が進む中で若干の変更が予想される所である。遺物量については次のとおりである。

　　縄文時代　　パン箱　約130

　　古墳・奈良・平安時代　　パン箱1約630

　　中・近世　　パセ箱　5箱と若干量

　芳賀東部団地遺跡は」南城南麓の浅い谷地に挾まれた東西の2つの大きな台地と＼その2つの台地の問にある谷地に

南端を差込む台地の、計3つの台地から成り立っている。報告書の第1巻では、3つの台地のうち、東側の台地を扱い、

内容的には、土師器を使用したいた時代の遺構に限定している。ただし、溝については、土師器の時代とそれ以降の時

代の両者があるが、内容的に密接に関連している所もあるので、第1巻に一緒に収録することにした。本書に収録され

た遺構は次のとおりである。

　　古墳時代　　古墳　4　　竪穴式住居跡　73　　土墳　4

　　奈良・平安時代　　竪穴式住居跡　109　掘立柱建物跡　63　製鉄；吐　2　　溝　3　　土壌　76

　　B軽石降下後　　溝　18

　土拡については、F・A降下前と考えられるものを古墳時代に入れたが、奈良・平安時代のものの中に古墳時代のも

のがあるかも知れない。

　次に遺構の種類ごとに概要を素描する。古墳は4基検出された。1・2号墳に横穴式石室を残存していた。4基とも

破壊は著しく、1号墳を除き墳丘はすっかり平夷されていた。1号墳は玄門を持つ石室で、床面からは直刀・鉄鎌・耳

環等の遺物が出土した。2号墳は玄室の根石列の一部と梱石を残し、床面上からは耳環・鉄鍬等が出土した。3号墳は

周堀のみで、1号墳同様の「渡り」がみられた。4号墳は調査区域内の北側％が調査され、主体部の堀り形の一部が検

出された。

　竪穴式住居跡は、石田川期のものは調査区域の南半に、奈良・平安時代のものは北半に分布の中心を置く。1号墳の

南西付近で馬蹄形に群集した石田川期住居跡群中には、大型住居跡や玉製品を出土する住居跡が集中した。東側斜面に

は奈良・平安時代の住居跡が濃密に分布するが、ここには大型の住居跡や鍔帯を出土する住居跡が在る。奈良・平安時

代の住居跡は、．群ごとに一定の区域内で建て替えを繰り返すようすがみられた。

　掘立柱建物跡の大部分は、奈良・平安時代の住居跡群中に包括され、柱穴内の覆土や遺物からもその時代のものとみ、

られる。しかし、一部では石田川期の住居跡群中のものもあり、問題を残す。規模・形状では、両者の問に違いはない。

掘立柱建物跡の配列は、L字型のものと、そうでないものとの2者がある。前者は大規模なものや、鍔帯を出土する竪穴

式住居跡に近接してつくられていた。竪穴式住居跡群中には、掘立柱建物跡を含むグループ、含まないグループ、更に，

前者では、倉に想定される総柱建物跡を含むものと含まないものがあり、検討を要する点である。

　製鉄祉は2基検出され、・1基は製錬肚、1基は鍛冶祉である。前者には鍛冶祉も併設される。製錬杜は、円形の竪穴・

の中に、炉掘り形とその前に附設された作業場が認められた。炉の残存状態は余り良好ではないが、炉奥壁に元位置を

留めるとみられる一石が貼りついていた。

　奈良・平安時代とB軽石降下後の溝は、排水を兼ねながらも区画設定が主目的とみられ、走向も直線的で、直角に折．

れたり、他の溝と直交、平行するなど、掘削時の企画性を推測させる。集落との係わり方に検討を要する。

　土塙については、大部分が性格不明で昂るが、F182号土壌底面から完形の灰粕陶器と須恵器の椀が出土した。墓墳に

伴う副葬品の可能性もある。　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　』　　　　　　　　・　　　　（唐澤）
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2　古 墳

　　　1号古墳（図版9～13）

位置　　ル1、2、ヲ1、2。芳賀東部団地遺跡東側台地では、，台地南半に集中する古墳時代初期の住居跡群と、北半

　に集中する奈良～平安時代の住居跡群とに区分され、両者の分布する範囲は一線をもって画されていた。古墳は台地

　南半の古墳時代初期の住居跡の集中する区域に4基確認され、北半の区域では1基も存在していない。

　　本墳は、4基確認された古墳のうち北端に位置するもので、2、3、4号墳の北250mのところにあり、その周辺に

　近接する古墳はない。

墳丘及び外部施設　　墳丘の周囲にテラス状の平坦面と周堀をもつ円墳である。調査時点では、墳丘南半はすでに畑耕

　作等により削平されていたが、北半では1．5～2mほどの土盛りが残り、わずかに古墳の面影をとどめていた。墳丘の

　盛り土は、古墳構築時の表土であった黒色土層（榛名山ニツ岳の爆裂により噴出した軽石一FP一を含む）の上に直に

　積み上げている。墳丘原形をわずかにとどめた部分での墳丘切断面（東西）でみると、立体部である石室構築の工程

　にしたがい、石室に接する内側から順次土を盛り上げ、盛り土の範囲を次第に広げつつ高さを増していく過程が如実

　に示されている（付図1）。調査時に残った盛り土の高さは、旧地表上1mのところまでである。この盛り土は、石室を

　中心において、直径16．4mほどの円形に積み上げたものとみられる。

　　盛り土の周辺には、旧地表である黒色土層を整形したテラス状の平坦面が全周し（図6）、この外側に周堀がある。

　テラス状遺構の幅は北半部で広く、南半部で狭く一様でないが、幅の広がる北半では約4．5m、南半では約3．5mほどで

　ある。なお、北西部では、このテラス状遺構の周堀内への一部張り出しがみられる。張り出し部での幅は約5．5mであ

　る。テラス状遺構は、古墳構築時の地表を利用したもので、盛り土はなされていないが、その周囲に掘られた周堀の

　存在により、構築当初は、基段をもつ2段築成の古墳のように見えたことと考えられ、テラス状遺構を含めた範囲ま

　でを墳丘とみることが妥当であろう。ここまでを含めた墳丘の規模は直径約22．7m（東西）である。

　　周堀は、テラス状遺構の周囲をほぼ全周するが、墳丘南端において一部途切れる。周堀の形状はかなり不正形で、

　その外周の形状は円形にはならない。特に西側では直線に近い傾向を示す。このため、周堀の幅も一様ではないが、

　全体的にみて、テラス状遺構と同様に北半が広く南半が狭い傾向がみられる。北では幅約8m、深さ60cm前後、南で幅

　約2．5m、深さ40cm前後、西では幅約3．5m、深さ50cm前後である。周堀外周まで含めた規模は、東西径が約35m、南北

　径は約35．5mである。埴輪の配列はない。
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図一8　1号古墳遺物出土状態及び石室断面図



　図6の墳丘復元図にもみるように、石室入口は、墳丘内にかなり入り込んだ位置に開口する。この石室開口部の位

　置からすると、石室入口前には、前庭の存在が予測されるが、調査時にはその様相を把握する資料を得ることはでき

　なかった。前述のとおり、墳丘南半は耕作等によりほとんど削平され、石室先端の石も除去された様子からみて、削

　平、除去されたことも考えられる。

内部主体　　自然石を積み上げた横穴式両袖形石室を主体部とする。

　石室は、古墳構築時の地表である黒色土層を東西幅6．60mほどの範囲で、『2段掘り50～60¢mの深さに掘りくぼめた

　「掘り形」のほぼ中央に構築している。石室壁石の根石は、この「掘り形」底面に直接設置されている。石室左右の

　側壁は自然石（川原石）を積み上げているが、玄室にやや大ぶりの石を使用しているのに対し、羨道には比較的小ぶ

　りの石を使用する傾向がある。奥壁には1，5m×1．3mの大形の石を据え、西側壁との間にできた間隙に川原石を積み上

　げている。玄室入口部には柱状の石を選定して設置し、玄門を構成している。天井石はすでに除去され、石室の高さ

　の正確なところは不明である。石室の裏込めは壁石裏面に50～80cmほどの厚さに大小の礫を入れて壁石を補強し、そ

　の外周は石積みをして崩落を防いでいる。’外周石組と「掘り形」法面との問には間隙がある。

　以上の「掘り形」や裏込めの外周石組からみると、石室入口先端の部分は、墳丘南半逢削平する際に取り除かれた

　ものとみられる。現存した部分での計測値は次のとおりで勤るが、石室全長及び羨道長はこれより根石1～2石分は

　長かったものである。

　　石室全長　536cm（現状）　　玄室長　339cm　　同奥幅　176cm　　同中央幅　185cm　同前幅　156cm

　　羨道長　197cm（現状）　　同奥幅　77cm

　玄室平面形には胴張りの傾向がみられる。玄室床面は「掘り形」底面を整地した上に人頭大の川原石を敷き並らべ、

　さらに、小円礫を10～15cmほどの厚さに敷き上げて構成していた。出土遺物はこの小円礫上に置かれていた。なお、・

　羨道部床面には、川原石の敷き石は認められない。

遺物　　玄室奥半分は、床面下敷石も取り除くほどに撹乱されていたが、幸い前半分の部分が残され、鉄製品を．中心に

　副葬品の一部が出土した。遺物は東西側壁に接した≧ころに集中していた。東壁に接したところでは、直刀、鉄鍍等

　が多く確認できた。西壁に接しては、直刀が1本確認されただけである。埋葬当初から東壁部に対し、西壁部への副

　葬は少なかったものとみられる。

　墳丘からの出土遺物はない。なお、本古墳の墳丘下に竪穴住居跡2戸が確認されている。縄文時代と石田川期の土

　器を使用する住居である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（松本）
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図一9　1号古墳出土遺物　（1）

出土遺物　　土師器・甕（2）、調整は全体に雑。外面は、口縁部に粘土紐痕を残す指押え、胴部はヘラナデ、内面は、

口縁部にヘラナデ、胴部はヘラ削り。H382号住の覆土中出土か。高圷（4）、外面は光沢をも．つヘラミガキ、内面は柱

部に横方向のヘラ削り、裾部に横方向のヘラナデ。墳頂部撹乱層から出土。　須恵器　甕（1）、口縁部と肩部。やや白

みがかった灰色で、堅緻な焼成。外面は、口縁部にヘラ状工具によるロクロナデ、肩部は縦方向の平行叩目文の上に、

紋様状にヘラによるロクロナデ、内面は口縁部にロクロナデ、肩部は同心円文の叩目を指ナデで消す。内外面に自然粕。

周堀内出土。　石製品　管玉（5）、1号墳裏込め付近出土。　その他（3）、土師質の焼成。横方向に3段の縦のハケ「

目状用貝の押突qその上にヘラによる沈線。内面は斜ヘラナデ。墳頂部撹乱層出土。（唐澤）
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表r13　刀及び刀装具データー覧表

　直刀・小刀 （）は残存長　　（単位　cm）

遺物番号 全長 身　巾 棟　厚

茎 目　　　　釘
関 ．備　　　考

長 巾 厚 孔 長 径

図10－1 74．8 2．8 0．7 10．8 2．2 0．6 1 1．6 0．4 両関 師鋒。西壁側で出土。

一2 67．7 3．0 0．7 16．3 2．1 0．6 1 2．5 0．5 両　関 師鋒。東壁側で出土。

図11－3 （11．2） 1．4

　　31

（3．9） 1．1 0．4 刃　関

茎と刃部の両側を欠損。
石室中央やや奥壁寄りの
撹乱を受けた床面から出
土。

鍔 （単位cm）

遺物番号 長　径 短径 厚 備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考

図11－1 7．9 6．5 o．2 倒卵形。8窓。周縁部のみ厚さ0．5cm。　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
図10－2直刀の茎に装着して出土・

その他の刀装具　 （単位cm）

遺物番号
外　　径 内　　径

厚 備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考
長 短 長 短

図10－1a 3．9 2．3 2．9 1．2 0．7 図10－1直刀の関付近に装着して出土。

一2a 3．2 2．3 2．5 1．6 0．35 幅1．15cm。図10－2直刀、刃部の関に接して装着されて出土。

図11－2 4．9 4．0 3．3 2．75 0．6 図10－2直刀の茎に近接して出土。

表一14　鉄鍍データー一覧表’

（）は残存長　　（単位　cm）

遺物番号 全　長
鋒 柄 茎

備　　　　　考
長 巾 厚 長 断　面 長 断面

図11－4 5．7
　2．9
（膓挟巾）

0．2 無　茎

図11r5 （4．0）
（2．5）

（膓挟巾） 0．25 無　茎

図11－6 （13．0〉 （不明） （不明） （不明） （9．0） 長方形 3．8 長方形

図11－7 （11．9） （不明） （不明） （不明） （11．9）、 長方形 （不明） （不明） 片刃箭式とみられる。

図11－8、 15．4 2．7 0．8 0．25 8．9 長方形 3．6 長方形 片刃箭式

図11－9 16．4 11．6 0．65 0．2 10．6 長方形 4．0 長方形 片刃箭式

図11－10 （15．9） （不明） （不明） （不明〉 （10．9） 五角形 4．9 台　形
片刃箭式とみられる。柄
断面は長方形の一角を削
る形。

画11－11 （6．8） （不明） （不明） （不明） （1．8） 長方形 4．9 円形ぎみ 片刃箭式とみられる。

図11－12 （7．4） （不明〉 （不明） （不明） （3．0） 長方形 4．9 円
．

形 片刃箭式とみられる。

図11－13 （7．5） （不明） （不明） （不明） （7．5） 長方形 （不明） （不明） 柄の一部分のみ残存。片
刃箭式か。

図11－14 （12．7分〉 （不明） （不明） （不明） （8．0分） 長方形 4．9 長方形
柄の部分で同一個体とみ
られる2片に分かれる。
片刃箭式とみられる。

図1↓一15 （10．4分） （不明） （不明） （不明〉 （6．0分） 長方形 4．6 円　形
茎全体に木質付着。片刃
箭式とみられる。

図11－16 （9．7） （0．5） （不明） （不明） （9．2） 長方形 （不明） （不明） 片刃箭式
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　　2号古墳（図版14・15）

位置　　ラ107、ム107。11号墳の南約250mに群在する3基の古墳のうち、東側に位置する古墳である。本墳の東約15m

　は谷地に落ちる崖になっており、台地の東端に所在する。東及び南には3、4号墳が近接している。周囲には石田川期

　の土器を伴う住居跡が濃密に分布しており、427・429号の両住居跡と重複している。本墳の方が新しい時期の産物で

　ある。

墳丘及び外部施設　　周堀が全周する円墳である。調査時点では墳丘はすっかり平夷されており、もとの形をまったく

　とどめていなかった。周堀及び主体部掘り形の確認層はIX～X層（ロrム漸移層）であり、古墳築造時の表土の認め

　られる1号墳から判断して、古墳築造時の表土下で40cm前後掘削されているものと見られる。したがって盛り土等は

　まったく認められなかった。

　周堀はほぼ正円形に全周している。周堀内側径は現状で12．6fn前後で、ほぼ一定している。周堀の幅は一様ではなく、

　主体部奥壁方向ゐ北東に広く、主体部入口方向の南西に狭くなる傾向が見られる。前者で幅2．2m、深さ40cm、後者で
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幅0．9m、深さ30cmである。これに削平された分を考慮すると幅で0．5～1m前後広がり、深さで40cm前後プラスされる

ものと見られる。

石室入口は、1周堀より内側に約3m入った所に開口する。この石室開口部の位置からすると、前庭の存在が予測され

るが、古墳築造時の表土下まで削平されているため、この部分の様相を把握する資料は得ることができなかった。

周堀の内外及び本墳の付近から、埴輪の出土はまったく認められなかった。
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内部主体　　左壁に自然石7石、右壁に同1石の根石列と梱石のみを残存した横穴式石室である。

　石室は、南北4．7ni、東西2．5m前後の掘り形の中に構築している。石室壁石の根石及び梱石は、掘り形の底面に直接

　設置されている。石室の壁石で残存していたのは根石のみで、左壁で7石、右壁で1石であった。他はすべて取り払

　われていた。このうち右壁の1石は、梱石との位置関係及び玄室床面の敷き石の分布状況から見て、10cm前後内側に

　入っており、現位置のものとは認めにくい。左壁の根石は玄室部に6石、羨道部に1石で、掘り形及び裏込めの状況

　から見て、羨道部にもう1石分置かれていたものと考えられる。根石は30～50cmの自然石の横口面を内に向けて配列

　しているが、奥壁に接する石のみやや大ぶりなものを使用している。これらの問にできた問隙には小さな川原石を挾

　み込んでいる。

　羨道部に残存している1石は、玄室部の根石列より約10cm内に寄せて袖としている。右壁には対応する根石が現存

　しないので断定しかねるが、石室の平面形は両袖形の横穴式石室であったものと推測される。梱石は袖に接して、玄

　室寄りに3石設置されている。床面敷石の分布状況及び掘り形との位置関係から見て、当初から3石で現位置を保っ

　ているものと見られる。梱石は偏平な石を使用しており、その上面は石敷床面より5～10cm高い。

　現存した部分での計測値は次のとおりであるが、石室全長及び羨道部長はこれより根石1石分（約50cm）は長かっ

　たものと見られる。

　　石室全長　325cm　　玄室長　270cm　　同奥幅　95cm前後（推定）　　同前幅（梱石幅）　90cm

　　奥壁～梱石間　240cm（推定）　　羨道長　54cm　　梱石奥行　30¢m

　　石室床面は、梱石を境にして玄室部に敷き石が認められたが、羨道部にはまったく認められなかった。こ㊨ような

　傾向は1号墳でも見られた。敷き石は10ん20cmの川原石を中心に小礫を混ぜて掘り形床面に敷きつめていた。

　　石室裏込めは、壁石同様に左壁側に比較的良く残っていた。壁石裏側に40cm前後の厚さに大小の礫を入れて壁石を

　補強していた。裏込め外周は、玄室部側でほぼ掘り形法面に接しており、羨道部側では若干離れているが、全体とし

　て掘り形法面まで礫を充填しようとしたものと考えられる。

出土遺物　　玄室中央奥壁寄りの敷き石上から耳環3、鉄鍍1、鉄片1が出土した。耳環のうち東西に30cm離れて対象

　的な位置に出土した2ケ（図14－1・2）は、現位置を保っているものと見られる。　　　　　　　　　　　（唐澤）
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図一14　2号古墳出土遺物

出土遺物　　青銅製品　耳環（1～3）、1と3

は出土位置から対とみられる。いずれも長円形

ぎみである。1は、外径30×27．5㎜、内径19×

16㎜、切込幅3㎜、断面6㎜、2は外径31×28

㎜、内径15×14㎜、切込幅2．5㎜、‘断面7㎜。3

は、外径30×28㎜、内径18×16．5㎜、切込幅4

㎜、断面6㎜。2と3には鍍金を残存する。

鉄製品　鎌（4）、刀部先端と茎の大部分を欠損

・する。残存長は、刃部2。4cm、茎3．4cmである。

　　　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）

　　　3号古墳（図版15・16）

位置　　ネ108。3基群在している古墳のうち西側に位置するもので、2号墳の西40mに所在する。本墳の西には、自然

　の浅い窪地が南北に走っており、周囲の石田川期住居跡の分布の西限を画している。

墳丘及び外部施設　　隅丸方形に近い周塊のみを残存する古墳である。，2号墳同様調査時点では墳丘はすっかり平夷

　されており、もとの形をまったくとどめていなかった。表土をはぐとすぐX層（漸移層）が現われ、古墳築造時の表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　べ　土下を40cm以上掘削しているものと見られる。古墳の南西部に2ケ所、3×3．5m、深さ40cmの竪穴状の土墳が認めら

　れたが、この底部には重機のキャタビラの痕跡が明瞭に残っていた。2号墳を含め、本墳付近一帯を削平した重機の

　可能性が高い。2つの土拡内には、本墳の主体部のものとも見られる大小の石塊を含む砂礫がつまっていたが、土拡

　の位置及び土拡底面のキャタビラの痕跡から見て、本土墳は主体部とは関係のないものである。主体部の様相を把握

　できる資料は得られなかった。

　　周堀は、外周で隅丸方形、内周で不整形を程している。南側は丸みを持ったカーブを描きながら途切れ亡おり、幅

　広い「渡り」とも言える様相を程している。1号墳から推して、この部分に向かって石室入口部が開口していたもの

　と思われる。周堀の幅は一様ではなく、東・西・北の中央で幅広くかつ深い。それらをつなぐ部分では幅が非常に狭

　く、深さも浅くなっている。前者で周堀幅3．4～4m、深さ33～44cmで、周堀西側南端のみ97cmと特に深くなっているじ

　後者は幅0．9～1．3m、深さ14～22cmで小規模である。周堀の規模は外周で、東西21m、南北19．5mである。周堀の様相

　は全体に1号墳と良く似ている。

　　西側南端の周堀中（前記した周堀で最も深い所）からは、底面から20～60cm浮いて、人頭大のものを中心に多量の

　石塊が出土した。これらの中に遺物はまったく認められなかったが、周堀覆土中に見られる浅間山噴出にかかるB軽

　石純層下のものである。これがB軽石降下前の古墳の破壊（崩壊）を物語るのか、あるいは単に当時の窪地に石塊を

　投げ入れたのか不明である。周堀中でこのような様相を示すのは、ここ1ケ所だけである。
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　　周堀の内外及び本墳の周囲から、埴輪の出土はまったく認められなかった。

出土遺物底面にキャタビラ痕を有する土墳中からは、外面にハケ自を持つ石田川期の土師器甕小片が、周堀中からは

　須恵器長頸瓶？（1）、高台椀等が若干出土している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）
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142、1m
II E
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III
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1

4 勿
1．黒色土。C軽石とニツ岳系軽石混。

1二1＋ローム粒。

2．暗褐色土。ローム粒少量混。

3．暗褐色土。ローム粒多量混。

4．暗褐色土。多量のローム粒。ロームブロッタ。

5．暗褐色土。ローム層中の軽石を混ぜ縄文遺構を埋める

覆土に似る。

6．褐色土。ローム主体。ブロック状に2層を混ぜる。

0 1m

図一16　3号古墳周掘地層断面図

VI遺構と遺物　37



出土遺物　　須恵器　長頸瓶か、（1）、口縁部片。口縁部先端を内轡させながら尖らす。内外

面には顕著なロクロ痕を残し》自然粕がかかる。胴部との接着法は、胴部器壁の上に頸部を

置く。色調は灰色で、極めて堅緻は焼成である。　　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）

1

0 10cm

図一17　3号古墳出土遺物

　　　4号古墳（図版16）

位置　　ラ108～109、ム108～109。最も南側に位置する古墳で、位置関係から見て、古墳の南側の一部は東西に走る大

　正用水路により破壊されている。大正用水路の北側は生活道路となっているため調査区域から外しているので、本墳の

　調査は北半部のみで、面積は古墳全体の40％程度である。

　本墳を含めこの地区に群在しているのはわずか3基だが、地形の連続性から見て、南に延びる調査区域外の台地に

　も、多くの古墳が群在していたことが考えられる。・

墳丘及び外部施設　　2●3号墳同様、調査時点では墳丘はすっかり平夷されており、もとの面影をまったくとどめて

　いなかった。生活道路面は調査地点より高い所にあるので、道路端を利用して、古墳全体を見通す切断面をつくり、

　地層観察を行った（付図1）。この結果、生活道路下では、表土の下には盛土が見られず、所々にVI層のF・A純層が

　認められ、大部分はその下のVll層ないしWl層の黒色土であった。一段低い調査区では、表土下はX層のロームヘの漸

　移層であった。以上から、一段高い生活道路で、すでに古墳築造時の表土下まで削平され、調査区域内ではこれが更

　に40cm前後削平されていることが判明した。

　　周堀は2．4m前後の幅で、1号墳や3号墳に比べ概してきれいな弧を描いているが、北西部でやや広がって4．5m前後

　の周堀幅となっている。周堀の深さは、北西部の幅の広い所で58cmとやや深いが、他の所でも30～57cmであり、全体

　に一定の深さと言える。周堀の広がりの規模は不明だが、現状のままで復元すると、周堀径は内周で27m前後、外周で

　30m弱の円墳が想定される6

　周堀の内外及び本墳周囲から、埴輪の出土はまったく認められなかった。　　　　　　．

内部主体　　直接的に主体部を物語る資料は得られなかったが、本墳の中心に近い所に、主体部に伴う掘り形と見られ

　る土墳の一部が検出された（図19）。地層断面の観察によると、現状で東西3．6m、南北1．4m、深さ1mで、2段に掘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　削されている。段差は約35cmである。埋土は土墳上段を黒色

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土で埋め、この中央部を再度掘り上げロームを主体とする褐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　色土で埋填しているが、この際、上段底部を35cm程掘削して
　　　一』一

　　　凹
、鑑。

ミ翼曇

総・

＼

～ 〆
～

＼

1

2

段差ができたものと推測される（付図1）。

　　この土拡が、古墳の主体部に伴う掘り形と見られる理由は、

①周掘径を復元すると、その中心点が土拡北端から南4．3mの

位置にくること。これは1号墳の墳丘盛り土の中心点の位置

　とほぼ一致する。②1号墳の主体部掘り形が2段に掘削され、

　これと共通していること。③1号墳において、主体部掘り形

　を一旦埋填してから、再度掘り上げて石室を設置しているこ

　と。④この土墳の検出された部分が、長方形の主体部掘り形

　の東北の隅とすれば、主軸は南東に向かって延びており、横

　穴式古墳の主体部が南方向に開口する例が多bのに合致する

　こと。⑤生活道路をはさんで、土壌の南にかって大石があっ

　たという地元の証言が得られたことの、以上5点である。以

　上により、本土壌は古墳主体部の掘り形と考えられ、1号墳

　との共通性や⑤の大石から見て、本古墳は横穴式石室と推定

　される。

出土遺物　　周堀西側の調査区域南端に近い所で、底面から約

．30cm浮いて土師器平底甕（1）、同圷（2）が出土した。　　（唐澤）

0 10cm

図一18　4号古墳出土遺物

出土遺物　　土師器　甕（1）、下脹れの胴部に厚い器壁。胴部

外面のヘラ削り調整は雑。口縁部内外面はヘラ状工具による横

ナデか。頸部内面に小口状道具によるハケ目。　圷（2）、内轡

する．高い口縁部。口縁部と底部内面に横ナデ。　　　（唐澤）
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〃
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1．黒色土。C軽石とニツ岳系の軽石混。

2．黒褐色土。小量のローム粒混。軽石同上。

3．暗褐色土。多量のローム粒・ロームブロック。
『
4
．

暗褐色土。多量のローム粒。

5．黒褐色土。若干のローム粒。軽石1に同じ。

6．暗褐色土。比較的多量のローム粒。

7．黒褐色土。ロームブロック（ピットを埋める％

8．黒褐色土。若干のローム粒。1に似る。

0 1m

図一20　4号古墳周堀地層断面図
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3　竪穴式住居跡

　概要

　芳賀東部団地遺跡全体で、合計553軒の竪穴式住居跡を検出している。内訳は、縄文時代58軒、古墳・奈良・平安時代

459軒である。本書に収録した分は、東側台地の土師器を伴出する住居跡で、古墳時代（石田川期）73軒、奈良・平安時

代109軒の、計182軒である。第2巻目で扱う西側台地の土師器住居跡のようすと比較すると、西側台地は石田川期の住

居跡がなく、古墳時代後期（南関東の編年で鬼高IIIに相応する時期）から奈良・平安時代まで集落が続くのに対して、

東側台地では、上記の石田川期住居の廃絶した後、古墳時代後期に横穴式古墳が構築され、奈良時代前後（南関東の編

年で真間式に相応する時期）から再び集落が形づくられていく、といった違いがある。

　東側台地では、石田川期と奈良・平安時代の住居跡の分布に、顕著な違いがみられる。すなわち、石田川期の住居跡

は、調査区域中程の1号墳の北側付近に北限を置き、古墳と共に分布の中心を南側に持つのに対して、奈良・平安時代

の住居跡は、石田川期の北限付近を南限とし、東側傾斜面に高い密度で分布する。後者の奈良・平安時代の住居跡につ

いては、古墳時代の墓域を避け、東側の谷地を重視している（例えば、ここに当時の水田が埋もれていることも考えら

れる）ことと関連しているものとも考えられる。

　石田川期の住居跡を方位別にみると、ほぼ3つのグループにまとめられる。南北方向の軸を、（1）、磁北より5。前後以

内で西に振るグループ、（2）、東に15。前後振るグループ、（3）、東に300前後振るグループの3者である。それぞれのグルー

プ内での重複はないが、（1）と（2）の間で2カ所認められる。果して、これが時期差を表わすものかどうか、今後検討

を要する所である。ヌ101付近には、一定の空間を囲んで馬蹄形に密集する住居跡群がある。この空間中に一棟の掘立柱

建物跡があるが、石田川期のものかどうかは不明である。また、ここからは、際立って大型の住居跡（H416号住）や細

長い住居跡（H466号住）が検出されている。管玉、同未製品、勾玉、同模造品もここの住居跡群から出土した。

　奈良・平安時代の住居跡は、まとまりを持った群で存在するのが基本とみられる。この中には、掘立柱建物跡を含む

ものと含まないものの2者がある。東側斜面中には大型の住居跡（H359号住、H395・396号住）や、鍔帯の出土する住

居跡（H364号住）があって、両者の群に包括される掘立柱建物跡のみL字型に配列することが注目される。　（唐澤）
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馬蹄形に群集する石田川期の堅穴式住居跡
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H267号住居跡　　（図版17）
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住居跡全体

1．黒色土。東端に焼土粒。

2．黒色土。黒褐色土ブロック。

3．黒褐色土。ロームブロッタ。

4．黒褐色土。ロームブロック。

5．黒褐色土。焼土ブロック・焼土粒。

5彪

カマド

1．黒褐色土。焼土粒。

2．赤褐色土。焼土ブロッタ。

0 1m
図一21　H267号住居跡 一

H267号住居跡　　位置　17区調査区域の南端付近、ヨ

109～110にかけて所在する。周囲には3軒の住居跡と

4棟の掘立柱建物跡があり、これで一群を構成する。－

本遺構の東側には、南北に走る台地上の浅い窪地があ

り、この部分には39・40号溝以外の遺構は存在しない。

形状　東西方向にやや長い隅丸長方形の住居で、規模

は南北2．92m、東西3．82mを測る。南東隅貯蔵穴部分に

は弱い張り出しがみられる。東壁はカマド袖部分に向

かって弧を描く。面積9．5㎡、長軸方向N－1070－E、

壁高37～53cmを測る。周溝は北壁と西壁下及び東壁北

側に存在する。幅8～16cm、深さ2～7cmである。　カ

マド　短辺の東壁南寄りに付設する。カマド両側の壁

は袖に向かうように弧を描いており、それを利用して

袖とする。この袖部分及び燃焼部には石材を利用した

ようすがうかがえるが、調査時にはすでに動いており、

現位置をとどめなかった。また、右袖部は燃焼部の位

置から考えて、粘土等で20～25cm内へ延びていたもの

と推測される。全長約90cm（推定）、燃焼部長35cm（推

定）、袖部内幅約40cm（推定）。煙道部は一段高くなっ

ている。貯蔵穴付近の石は、カマドから焼土が延びて

いる（灰をかき出したものとみられる）ことを考え合

わせて、カマドの石材ともみられる。　貯蔵穴　南東

隅のやや西寄りに位置する。この部分のコーナーには、

若干の張り出しを持たせる。隅丸長方形ぎみで、67×

54cm、深さ21cmである。　遺物　カマド内及び焚口付

近から貯蔵穴付近にかけての床面から、土師器甕片（1）

が出土した。カマド先端の煙道部分には土師器甕が置

かれていたような形で出土した。覆土中からは須恵器

圷（3）、同椀（2・4・5）等が出土『した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（唐澤裕）
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図一22　H267号住居跡出土遺物 0 10cm

出土遺物　　土師器　甕（1）、典型的なコ字状口縁甕である。口縁部は内外面とも横ナデを施すが、外面には顕著な指

頭痕を残す。口縁部立ち上がり部（頸部）の上下の境には凹線をめぐらし、肩部と口縁外反部との境を明確にしている。』

胴部外面は横ヘラ削り、内面はていねいな横ヘラナデである。　須恵器　圷（3）、ロクロ整形。底部には回転糸切り痕

を残す。体部外面には顕著なロクロ痕を残す。内面の底部中央は凹ます。胎土中には小礫が多く、その盛りあがりのた

め器面は荒れている。色調は灰色で、体部外面は黒灰色を呈す。焼成は堅緻である。　椀（2・4・5）、付高台。2は

台形の高台に、直線的に延びる体部を持つ。口縁端部はやや肥厚する傾向を持つ。高台の内面接着は雑である。色調は

淡灰褐色で部分的に灰色になる。焼成は甘い。口縁部内面に油煙状の黒色付着物。4は底部を欠損するが、台付椀とみ

られる。調整は内外面とも毛皮状のもので白クロ目を消すていねいなつくりである。うすい器壁で、口縁部端に行くほ

どうすくなる。暗灰褐色で、堅緻な焼成。内面にr＋」の墨書。5は底部のみ残存する。高台の形状及び接着は雑であ

る。2・4・5の椀はいずれも底部に回転糸切り痕を残す。ロクロの回転方向は右である。　　　　　　　　（唐澤）
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H269号住居跡　　（図版17）
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図一24　第269号住居跡
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H268号住居跡　　位置　タ109に所在する。

本遺構を挾んで、南北に267・271号住居跡が

あるσ南側には4棟の掘立柱建物跡がある。

形状　南北にやや長い台形状の小型住居跡

で、規模は南北に2．85m、東西2．4mを測る。

東壁中程では、カマド長軸に直交するように

壁の走向を変化させているため、壁線に出入

がある。面積は6．3㎡、長軸方向はN－1。一W、

壁高は15－29cm。北壁と西壁下には、幅5～14

cm、深さ1～2cmの周溝をめぐらす。　ピッ

ト　南東を除く隅角に径20cm前後、深さ6

～29cmのピット　（P1・P2・P7）がある。

小型の本住居跡に相応する柱穴とみられる。

カマド左手のP3～P5は、間敷切り的な機
能を持つものと考えられる。深さは2～19cm。、

南西隅の不整形のP6は深さ14cmで、ここに

ゼットを持つ例は多い。住居外のP8は深さ

28cmで、住居との関係は不明である。　カマ

ド東壁南寄りにあり、壁外に掘り込む。左

袖部分は地山を若干掘り残す。全長82cm、燃

焼部長40cm、袖部内幅50cm、カマド先端の立

ち上がり角度は30。である。火床面は住居床面

より8cm程度低くなっている。燃焼部先端の

小ピットは、支柱の抜いた跡ともみられる。

　　　　　　　　　　　　　　（唐澤裕）

269号住居跡　　位置　調査区域西側の北、又

6に所在する。台地の西縁部より60cmほど東

に寄った平坦な部分に当る。　形状　2．76×

3．53mの短形を呈しており、長軸方向N
－92。一E、面積8．1㎡、壁高62～68cmである。

西壁及び南壁はやや外に膨らんでおり｛更に

南壁はかすかに内傾している。『ピット床

面に合計11個のピットがあるが、やや小ぶり

のP3・5を除くと、東西の心々150cm、短軸

北側の心々120cm、南側の心々150cmの総柱建

物の柱穴状を呈した位置関係にある。P4・

9の掘り形がややしっかりとしている（棟持

柱か？）外は、いずれも以かよった規模であ

る。P1、深さ19．5cm・P2、深さ53。5cmを除

くといずれも深さは30～40cmであり、四隅に

あるP2・P6・P8・P10の4つのピットは300×

240cmの長方形の角に非常によく一致してお

り企画性が窺える。なお、P3・5の性格は

不明である。　その他　カマド・貯蔵穴等の

施設は認められなかったが、床面のほぼ中央

南東寄りの部分において、地床炉跡と考えら

れる長円形（74×54cm）の焼け込みを検出し

た。　遺物一床面及び覆土中において遺物は

全く認められなかったが、P6・P7の傍に、

比較的扁平な人頭大の割れ石が残っていた。

　　　　　　　　　　　　　　（飯塚）
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H270号住居跡　　（図版18）
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H270号住居跡　　位置　調査区域最南端の

台地上先端部分、タ110に所在する。直ぐ南側

を大正用水が東流し、これより南は急に傾斜

が強くなる。　形状　ほぼ南北に長軸を持ち、

南壁側がやや開がる隅丸台形。壁は南壁が階

段状に斜行している他はほぼ直線である。東

壁は西壁に比べ南側が約30cm、南壁の直線距

離は北壁に比べ東側が約60cm長くなってい

る。南北4m、東西3．1mで長軸方向はN
－2。一E、面積10．8㎡、壁高18～38cmである。

西壁のほとんどと、東壁、北壁の一部に深さ

2～4cmの浅い周溝をめぐらすす　ピット

住居内に9個、住居南東隅外側に1個検出さ

れ、このうちP1、P3、・P4、P8を住居
の形、掘り形の規模等から柱穴と推定。P7

は南壁が階段状に外方に張り出していること

なども考え合わせると出入口施設に伴うもの

という見方もできる。カマド　東壁南寄り。

全長92cm、袖部内幅80cm、燃焼部長72cm、壁

への掘り込み角度67。で、壁外掘り込み82cm。

焚口部分から手前に特に焼土が多く、火床面

は床面とほぼ同じ高さである。　遺物　カマ

ド右袖部前から須恵器長頸瓶下半部（2〉、P4

東側床面から土製紡錘車（1〉出土。　　（松村）

住居跡全体

1．黒色土。ローム粒・焼土。

2．黒色土。ローム粒・焼土・炭化物。

3．黒色土。黒色強。ローム粒・焼土・炭化物。

4．黒色土。ローム粒・ロームブロック。

5．黒色土。ローム粒・ロームブロッタ。

カマド

1．黒色土。ローム粒。

2．黒色土とローム粒の混土層。

3．黒色土とローム粒の混土層。焼土。

4．焼土主体。小量の黒色土。

5．黒色土とローム粒の混土層。

0 1m
図一25　H270号住居跡
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図一26　H270号住居跡出土遺物
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　　H271号住居跡　　（図版18）

出土遺物　　須恵器　瓶（2）、長頸瓶とみられる。胴部上半は欠失する。外面調整は紐積み（推定）後、ロクロ回転を

利用するヘラナデ、その後毛皮状のものでロクロナデを施す。内面はロクロ回転利用の指ナデである。底部外面は、当

初からの細かい凹凸が残り、荒れたようになっている。高台はていねいに接着する。　甕（3）、大甕の肩部小片。内面

は同心内状のタタキ目をうすく残すが、外面については不明である。最後の調整はていねいな横ヘラナデ及び手のひら

等の押しつけとみられる。　その他　紡錘車（1）、須恵質。黒灰色で堅緻な焼成。　　　　　　　　　　　　（唐澤）
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1．黒色土。

2．黒色土とローム粒の混土層。

図一27　H271号住居跡
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H271号住居跡　　位置　タ109に所在する。

すぐ東は南北に走る台地上の浅い窪地となっ・

ている。南西方向には、ほぼ同時期とみられ

る3軒の竪穴式住居跡と4棟の掘立柱建物跡

がある。　形状　南北方向に長軸を取る隅丸

長方形の小型住居で、規模は南北で2．8m、東

西1．9mを測る。平面は概して整然としたつく

りだが、南東隅の貯蔵穴と南西隅のP1部分

の所で東西幅が広い。面積5．1㎡、長軸方向N

－12。一E、壁高47～72cmで北側が高い。

ピット　南西隅に隅丸方形状のP1、南壁中

央付近の壁にかかってP2がある。前者はそ

の形状からして貯蔵穴的な機能を推定できる

のではなかろうか。深さは35cmである。後者

は底が住居平面に達しておらず、遺構検出面

からの深さは40cmである。性格は不明である。

カマド　東壁南寄り、住居外に構築しており、

煙道部左壁に4石分、右壁に1石分の石材を

残す。全長130cm、燃焼部長40cm、袖部内幅46

cm、煙道部立ち上がり角度56。である。火床面一

は住居床面より6cm低い。貯蔵穴　南東隅、

長方形で46×32cm、深さ24cmである。　遺物

床面または床面直上から土師器（1）、同小型

甕脚部（2）、須恵器圷（3～5）等が出土し

た。　重複関係　カマド部分先端とH大7号

土拡と重複する。本遺構が新しい。

　　　　　　　　　　　　　　（唐澤裕）
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図一28　H271号住居跡出土遺物 0 10cm

出土遺物　　土師器『甕（1・2）、両者は同個体の可能性がある。1はゆるやかに外反する口縁部を持つ小型甕で、調F

整は口縁部内外面に横ナデ（外面に指頭痕を残す）、肩部外面横ヘラ削り、同内面に横ヘラナデを施す。2は脚台付小型

甕の脚部で、粘土紐を指押さえした後、内外面に横ナデを施す。外面には粘土紐接合痕を残す。1・2とも色調は淡褐

色。　須恵器圷（3～5）、いずれも右回転のロクロ成形で、底部には回転糸切り痕を残す。3は厚めな器肉を持つ底

部に、浅く内轡する体部を持つ。体部内面にはロクロ痕を残すが、外面は消している。概してていねいなつくりである。

色調は暗褐色で、体部外面のみ黒褐色。4は口縁端部が肥厚して外反する圷で、器肉もほぽ一様でうすい。色調は灰色

で、表面に気泡状の小さい穴が多量に見受けられる。小礫を混ぜる。5は厚い底部の器肉に内轡する体部を持つが、口

縁部付近で壁厚を減じる。外面には顕著なロクロ痕を残す。色調は灰白色で体部外面のみ黒灰色。　　　　　（唐澤）
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H272号住居跡
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜ　　　　　P3、山1　魏3，謹1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　畔

　　　　　　　　　　　　　　　　貯蔵穴　　　　　　　　貯蔵穴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．茶褐色土。A　159．3＠m　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．』べ　　　　　2．茶褐色土。

　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　3．暗褐色土。
　　　　　　　　　％磁前岨．騰，＿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土粒を含む。カマド

1．赤褐色土。焼土化した粘土主体。　　　　，9．灰赤褐色土。焼土・灰・

2．灰白色土。粘土主体。　　　　　　　　　　　粘土・炭化粒混。

3．黒褐色土。黒色土に焼土を混ぜる。　　　10．灰褐色。ローム主体。灰

4．灰褐色土。粘土主体。　　　　　　　　　　　・炭化粒混。
5．灰褐色土。ローム粒主体．少量の焼土紅．11．灰褐色．10より混じり物

6・黒褐色土。　　　　　　　　　　　　　　　　の量が大・　　　　　　　　　　0　　　　　1卑

7．灰赤褐色土。焼土・灰・粘土の混土層。　　　　　　　　　　　　　　　　　　」一＝＝＝ヨ

8．茶褐色土．・一ム粒主体．かたい．　図一29H272号住居跡

3●暗髄土。ローム粒深さ32cmである。
を混ぜる。

4．ローム粒と黒色の

混土層。

H272号住居跡（5H－1）　　位置　調査区北端、

ヲ13～14に所在し、台地の東西位置の中央付近に当

り、全体として平担な所となっている。　形状　北々

西から南々東に長軸を持つ長方形で、南北3．9m、東

西2．7mである。東壁の北3分の1、西壁の南3分の1
』
が
内 に寄る。長軸方向はN－24。一E、面積は10．1

㎡、壁高62～69cmである。北半分の壁下と東南隅の

壁下には周溝をめぐらす。幅10～15cm、深さ5～3

cmである。　ピット床面2ヵ所（P1、P4）南

北の壁にかかって2ヶ所（P2、P3）ある。P4
は径が35cm前後、深さ25cmでカマドに付属する灰か

き穴と見られる。『P1は48×32cm、深さ・9cmで性格

は不明である。P2、P3は南北壁にかかって対象

的に位置にあるが、住居跡との関係は不明である。

カマド　東壁中央南寄り。右側袖部は20cm程の地山

を掘り残している。全長156cm、袖部内幅50cm、燃焼

部長76cm、壁への掘り込み角度38。で、壁外掘り込み

は110cmである。火床面は床面とほぼ同じ高さであ

る。　貯蔵穴　南東隅、長円形で規模は44×30cm、

　　　　　　　　遺物　カマド内及びカマド手前

付近床面から土師器甕（1、2）が、北東隅及び南

西隅に近い床面上からそれぞれ紡錘車（10）、砥石

　（11）が出土した。覆土中（5～7）からは墨書土

器、灰粕陶器（8・9）が出土している。　（近藤）
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図一30 H272号住居跡出土遺物

出土遺物　　土師器　甕（1～3）、1は厚い肩部・短く直立する口縁部に横ナデを施し、胴下半部外面はヘラ削り、内

面はハケが施される。緻密な胎土、堅い焼成を示す。2は口縁部・肩部ともに指頭痕を顕著に残し、口縁部は横ナデ、P

胴部外面はヘラ削り、内面はナデが施される。3は口唇部に浅い沈線状を巡らす小型甕である。台付甕であろうか。口

縁部は指頭痕を残す横ナデ、胴部外面はヘラ削りを施す。　須恵器　椀（5〉、ロクロ方向不明。底部切り離し後、断面

三角形の付高台。切り離し技法不明。　圷（4・6・7）、墨書片。判読不明。　灰粕陶器皿（8・9〉、8の高台は幅

が広く、外面　端部で弧状を成す。底部は回転ヘラ削りを施す。漬け掛け手法により、内面中央部及び高台部まで施粕

される。内面に直接重ね焼き痕を留める。9は漬け掛け手法により、体部上方内外面に施粕される。灰白色で硬い焼成

を示す。　石製品　紡錘車10は蛇紋岩製で重さ66・39である。砥石11は流紋岩で端部に紐通し様の穿孔昂り。　（中束）
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H273号住居跡　　（図版19）
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　　　　　3．茶褐色土。ローム粒主体。灰ブロッタ。
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H273号住居跡（5H－2）　　位置　調査区域

北端ヲ13に所在する。本遺構東33mは谷となる。

形状　南北4．17m、東西3．34mの長方形を呈し、

長軸方向はN－38．5。一E、面積は12．6㎡、壁高

69～84cmである。南壁下にかけて、周溝が認め

られる。なお、東壁にはカマド部分を除いて棚

状の段が付設されている。この棚状の段は、床

面から48cmの高さに設置されており、奥行52cm

前後を測る。長さは北側のもの2m、南側のもの

L3m前後である。　ピット　5個確認される。

P1～P4までは、その性格は不明である。柱

穴とするには、その配置からしてやや無理があ

るやにも思われる。深さは12～25cmと比較的浅

い。P5はカマドに付属する灰かき穴と見られ

る。覆土中からは多量の灰と焼土粒が認められ

た。　カマド　東壁南寄り。全長134cm、袖部内

幅30cm、燃焼部長30cm、壁への掘り込み角度36。

で、壁外掘り込みは114cmである。燃焼部左右に

都合6個の石材を使用する。　貯蔵穴　南東隅、

不整円形で46cm×40cm、深さ42cm。　遺物　東

壁に付設された北側の棚状の段上から土師器台

付甕（3）が伏せられて置かれたような状態で出

土している。また、南側棚状の段上から土師器

羽釜（2）の破片が、カマド内から土師器甕（6）

と小型甕（5）、床面から43cmの所で須恵器横翁が

出土。　テフラ　地層断面にB軽石純層が見ら

れた。　　　　　　　　　　　　　　（中澤）
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H273号住居跡出土遺物

5（カ）

0

6（カ）

10cm

図二32

出土遺物　　須恵器（1）、叩きしめ（内面には細い筋の同心円文内型をあて、外面には平行叩き目を施す）の後、ナデ

を施す。内面端部にみられる粘土しぽり目痕により、横翁の破片と考える。細砂粒を多量に含み、淡灰色の硬い焼成を

示す。　土師器　羽釜（2）、内外面に横ナデが施される。砂粒を多量に含む。色調は黄褐色。堅緻である。　小型甕（3・

5）、3は口唇部の一部に沈線状の形成をみる。口縁部横ナデ、胴部外面ヘラ削りが施される。肩部の張りは少ない。胴

下半部に施された横ナデにより、台付甕と考える。内面に炭化物が付着する。5は口縁部横ナデ、胴部外面ヘラ削りさ

れた、なで肩状の土器片である。　甕（4・6）、4はヘラ削りの施された底部破片。6は口唇部がやや内湾し、口縁部

横ナデ、肩部外面ヘラ削りされた厚手の破片。砂粒を含む。堅い焼成である。　　　　　　　　　　　　　　　（中束）

VI遺構と遺物　47



H274号住居跡
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鋤
　貯蔵穴
住居跡全体

1．黒褐色土。ローム粒が多い。

2．茶褐色土。ローム粒主体。

3．暗褐色土。ローム粒主体。やわらか

い0

4．暗褐色土。3に比べ明るい。

カマド

1．黒褐色土。

2．黒褐色土。若干の焼土粒を混ぜる。

3．暗褐色土。ローム粒を混ぜる。

図一33

匝

　　　　　　　　．ノ呈

　　　　　1245％
　　　　　3　　　　　4’　　　　7
撒　　彦％勿・

4．暗赤褐色土。焼‡粒・同ブロッタを

混ぜる。

414に比べ、焼土粒が多く、黒色味が

強い。

5．暗赤色土。多量の焼土を混ぜる。

6．暗赤色土。やや黒色味が強い。

7．暗褐色土。多量の白一ム粒を混ぜる。

　　貯蔵穴
　　1．黒褐色土。焼土ブロックを混ぜる。

　　2．黒褐色土。ロームを多く混ぜる。

　　　　　　0　　　　　1m
　　　　　　　－H274号住居跡

　住居跡全景

H274号住居跡（5Hr3）　　位置　調査区域北側のヲ13に

所在する。ここには本住居跡を含めて7軒の竪穴式住居跡が

まとまって存在している。　形状南北2．9m、東西2mの隅

丸不整方形で、南壁が内側に、北壁が外側に轡曲している。

長軸方向N－14。一E、面積5．6㎡、壁高54～66cmで北側が深く

なっている。柱穴・周溝は認められない。　カマド　東壁中

央南寄り、壁外に構築している。袖部は～東壁をカマド部分

で住居内に屈曲させて袖としている。燃焼部壁及び冠材には

石材を使用している。煙道は35cm程高くし東に延びている。

全長115cm、袖部内側40cm（現状）、燃焼部長◎3cm、煙道50cm、

壁への掘り込み角度67。である。住居内の焼石はカマド使用の

石材とも見られる。　貯蔵穴　南東隅、長円形。東半分は壁

をくり抜いてつくる。52×43cm、深さ27cm。　遺物・カマド

内から土師器甕（1、3）、同小型甕（2）、覆土中から須恵器

圷（4、5）が出土。　　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）
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出土遺物　　土師器　甕（1～3）、1・2

ともコの字状の口縁を持つ甕で、頸部と肩

部、または外反部との境を、ヘラ状工具（1）

または強い横ナデ（2）で明確につくり出し

ている。口縁部は外面に指頭痕を残す横ナ

デ、胴部外面はヘラ削り、内面はナデによ

り調整される。1の肩部内面は指による粘

土のナデ付け後、ヘラナデを施す。2の肩

部内面は斜めにナデを行う。3は胴下半部

で、外面と底部はヘラ削り、内面にはナデ

を施す。1・2は赤褐色で堅緻な焼成、3

は黄褐色で軟質である。　須恵器　圷（4・

5）、ロクロによる成形。4は青灰色の堅緻

な焼成、底部は肉厚で、回転糸切り後周辺

部に回転ヘラ削り調整を施す。底部と体部

の外面境目には浅い凹線をめぐらす。底部

・内面には渦巻状のロクロ目を残し、中央が

盛り上がる。5は黄色土がかった灰色で、

胎土に白色の小石を混ぜる。底部や体部の

一部に、淡褐色の所も認められる。表面に

は細い穴が多量に認められる。底面には回

転糸切り未調整痕を残す。軟質。　（唐澤）

図一34H274号住居跡出土遺物
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H275号住居跡
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B158．80m

木の根

　　　　　　　　　　ニし

勿＼舳撫影

黒褐色土。自然石が多く固くしまる。

黒褐色土。やや白っぽい。

．赤褐色土。焼土ブロッタを含む。

暗褐色土。ローム粒主体。

黒褐色土。黒色土主体。

．暗褐色土。ローム粒主体。

カマド

1．赤褐色土。焼土粒・ローム粒を混ぜる。

2．褐色土。かたくしまる。

3．黒褐色土。焼土・ロームブロック混。

4．黒褐色土。（掩乱層）

5．黒灰・焼土・炭化物・ローム粒の混土層。

6．白灰・ロームブロックの混土層。

H275号住居跡（5H－4）　　位置
ヲ13の南へ緩やかに傾斜する台地上に

立地している。隣接してH273号、H274

号、H276号住居跡の各住居跡が存在す

る。　形状　隅丸長方形の平面プラン

を有し、南北長3．71m、東西3．22mを測

る。面積は11．3m2である。周溝はカマ

ド～貯蔵穴部分を除く四周にめぐらさ

れている（深さ3～8cm、幅13～18cm）。

カマド　東壁のやや南寄りに存在す

る。左右袖は自然石を利用して構築さ

れており、袖部内幅は60cmを測る。カ

マド全長は150cm、燃焼部70cmの規模を

もつ。　貯蔵穴　南東隅で東壁に接す

る形で貯蔵穴が存在する。平面長円形

を呈し、深さは11cmと比較的浅めであ

る。この他には住居内にピットは存在

しなかった。　遺物　北西隅より砥石

（5）が出土した。上部に穴を穿した、所

謂「下げ砥」であるが、断面はほぼ長

方形を呈し、わずかに使用痕をとどめ

ている。この他、西壁、南壁近くの床

面上からは丸底の圷（1～3）が出土

している。　　　　　　　　　（田口）

0 1m
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住居跡全景

出土遺物　　土師器　圷（1～3）、1は口唇部がやや外傾し、底部ヘラ痕を明瞭に留める形状である。が、ヘラ削りに

よる稜は形成されず、むしろ口縁部横ナデとの中問に占める指頭痕が顕著である。2は口縁部が緩やかに立ち上がり、

横ナデが施される。底部はヘラ削りによりか僅に稜が形成される。横ナデ・ヘラ削りとの中問を占める指頭痕は不明瞭

である。3は口縁部の立ち上がりが短い。軟質であり、内外面とも磨耗が著しく、口縁部横ナデ、底部ヘラ削り痕が僅

かに認められる。　須恵器　圷（4）、ロクロ回転方向不明。底部回転糸切り痕を残す。体部は平滑な仕上げが施されて

いる。砂粒を多量に含み、軟質である。　石製品　砥石（5）、流紋岩製、端部に斜の穿孔が施されている。砥石は第272

号、第276号、第282号、第286号、第298号、第305号、第391号、第398号、第439号住居跡より出土しているが、穿孔形

態は、本住居跡及び第272号、第276号住居跡にみられる。　鉄製品　鎌（6）、先端部の破片である。　　　　　（中束）
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H276号住居跡　　（図版20）
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A158．90m

住居跡全体

1．黒色土。

2．黒褐色土。

3．黒褐色土。2より褐色が強い。

4．黒褐色土。ロームブロックを混ぜる。

5．褐色土。ロームブロックと黒褐色土の混土層。

6．黒色土。ニツ岳系の軽石を多量に含む。

7．褐色土。6に比ベロームブロックが少ない。

8．6に同じ。．

9．褐色土。ロームブロッタを主体とする層。

0
也

　　　　．ざ

、裟S

カマド

1．褐色土。かたくしまる。

2．赤褐色土。焼土ブロックを多量に含む。

3．黒色土層。灰主体。

4．褐色土。焼土、炭化物、ロームを含む。

O　F 1m

H276号住居跡（5H白、5）　　位置　調査区域

北端、標高159mの平担なヲ13～ワ13に所在す

る。　形状　ほぽ南北に長軸を持ち、カマドの

ある東壁側がやや開がる隅丸台形で、四隅の隅

丸の度合が強いため、全体に曲線化傾向を帯び

ている。南北3．6m、東西3．2mで、周溝はカマド

部分を除き全周している。深さ6～12cm、幅

10～18cmである。長軸方向はN－10。一Eで、面積

10．2㎡、壁高69～90cmである。ピット及び貯蔵

穴は検出されなかったが南壁が南東隅に向って

広がっており、ここに広い空間を持っている。

カマド　東壁南隅から3分の1の所にある。全

長114cm、袖部内幅、燃焼部長ともに推定で約50

cm、壁への掘り込み角度は44。である。火床面は

住居床面より約10cm掘り込まれている。カマド

袖はかつて住居内にあったと思われ、右袖部が

住居内側に25cm入っていることから焚口は壁に

対して斜めになっていて、このことは南東隅に

広い空．問を持つこととも符合して興味深い。

遺物　カマド及びカマド手前付近床面から土師

器長胴甕（5）が、カマド右袖付近から土師器大

型甕（4）が、『南壁周溝付近から圷（1、2）と砥石

（3）が出土した。他にカマド構築に使用したと

思われる焼石が住居内床面に散在していた。

　　　　　　　　　　　　　　　　（松村）

一図一37　H276号住居跡

7　 ～’”N

1
o　O〈9　・
　　　～！ρ’＞
ぐ）　　　一　　〆

グ

　グ
　　　＠
一1

　＼

　＼＼
　　獣　　『一駄

奨

N
、

4

／
ノ

！

’

一
ゆ臥 ＼

～
～

2

＼

＼
、

1
◎

一　2／，
　い1乃

　　1

甲
』口3図一38

＼
＼

　＼、・
　　　＼．、

　N
　　　ぺ

☆
　　　　　　し

＼◇・

H276号住居跡出土遺物
0

5

10cm

出土遺物　　土師器－圷（1・2）、1は口

縁部が緩やかに外傾し、内面底部及び口

縁部接合位置には、指頭圧により稜が形

成される。外面は底部ヘラ削りから、直

ちに幅の広い口縁部＝体部に移行し、口

縁部には横ナデが施される。更に、内面、

底部周辺は、ハケナデにより調整される。

2は口縁部が丸味を帯びつつ、やや外傾

する形状を示す。底部の規則的なヘラ削

りにより、僅かな稜線が形成され、口縁

部には横ナデが施される。口縁部横ナデ、

底部ヘラ削りとの中問に、不明瞭な指頭

痕が残る。内面には千鳥様の線刻がみら

れる。　甕（4・5）、4は受け口状を成

し、口縁部には横ナデ、肩部外面にはヘ

ラ削りが施される。胴張り状の大甕片で

あろうか。5は口縁部が緩やかに外反し、

なで肩状を示す。外面は口縁部横ナデ、

胴部ヘラ削りにより整形される。胴部の

器壁は2～3㎜と非常に薄い。胴下半部

には煤の付着がみられる。内面は口縁部

横ナデ、胴部はナデにより平滑な仕上げ

が施されている。胴部からやや下方寄り

に、粘土接合痕を留める。石製品砥
石（3）、端部に直径6．5㎜程の紐通し状の

穿孔が施され、縦方向の削痕が認められ

る。流紋岩製。　　　　　　　　（中束）．
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H277号住居跡
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　　　　窃
　　　　㊤　7　　　　ロ　　　　N　　　　o　　　　旨　　ロ　　』　　ノテ

葺
好一

§1

→、

　＼1

唄

難
　　　　陶
住居跡全体

1．

量に含む。

2．黒褐色土。

3．

土層。

4．3に焼土粒を混ぜる。

5．褐色土。

6．

体。

7．

混ぜる。

8．

混ぜる。

9．

混ぜる。
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1田

かヒ

い
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陣
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1肺

1　ノ

＼

暗褐色土。焼土粒を多

△
黒色土とローム粒の混

暗褐色土。ローム粒主

1にロームブロックを

2にロームブロックを

3にロームブロックを

159．10m

　カマド
　1．褐色土。焼土を多量に含む。

　2．褐色土。焼土粒を含む。

　3．褐色土。焼土ブロックを含む。

　4．3に比べ焼土ブロックが多い。

　5．暗褐色土。焼土粒、炭化物を含む。

　6．黒色土。焼土粒を含む。

　7．黒色土。　　　　　　　　　　　　　0　　　　　1m

　　　　　　　　　　　　一
図一39H277号住居跡

　H277号住居跡（5H－6）　　位置　ワ13の南へ緩やかに

　傾斜する台地上に立地しており、前述したH276号住居跡の

　北東方向に位置する。　形状　基本的には平面矩形のプラ

　ンを有するが、これに加えて北壁中央部、及び南東隅部に

　「張り出し」を持つ。北側張り出し部は床面において住居

　本来の床面レベルと差異はないが、わずかに住居に入りこ

　む形で溝が検出された。これに対して南東隅張り出し部は

　住居床面より10cm前後下がる傾向にあり、ここには灰の堆

A・積が見られた。「張り出し」を含めての計測値は最大値で南

　北4．7m、東西3．7mであり、面積は13㎡を測る。周溝はカマ

　ド部分、張り出し部分を除いたほとんどの部分に残ってい

　る。　カマド　東壁のやや南寄りに位置している。石材等

　の使用は見られず、代わって上部構造（側壁と天井）を白

　色粘土を積み上げてつくっている。全長は推定で130cmであ

　り、燃焼部長は現状で40cmである。　ピット　貯蔵穴は確

　認されなかったが、南壁に接して長円形（50cm×38cm）の

　ピットが存在する。　遺物　床面につく遺物の検出はな

A’かったが、覆土中、あるいはカマドの中（1）よりいくつかの

　遺物が出土している。　　　　　　　　　　　　　（田口）

乾醤灘畿

　住居跡全景

暴∫～

嚇6

1（カ）

12（覆）
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カマド全景
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／1一一

’』ド　勝一
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一灘鶴
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　　　　　　，

0 10cm

図一40　H277号住居跡出土遺物

出土遺物　　土師器　甕（1）、

コの字形を示す口縁部片であ

る。口唇部辺には浅い沈線を巡

らす。口縁部は点々と指頭痕を

留め、横ナデが施される。肩部

外面にはヘラ削りが施される。

口縁部外面には所々にヘラ痕を

残す。内面は平滑である。須

恵器　蓋（3）、右回転ロクロ使

用。天井部中央に扁平な凹状の

つまみが付けられる。周辺部は

ヘラ削り調整される。甕（4・

5）、ともに胴部片である。4は

内面に多少の当て具痕を残す

が、外面のは不明瞭。砂粒を多

量に含み、色調は青灰色、堅緻

である。内面に含有鉱物の溶解

がみられる。5は外面に格子状

叩き目痕、内面に当て具痕を残

す。色調は淡灰色。細砂粒を含

むが、焼成は堅緻である。　土

師質須恵器　椀（2）、体部はロ

クロ成形による凹凸を残し、底

部切り離しは回転糸切りであ

る。砂粒を多量に含む粗い胎土

を用いているが、焼きしまりは

良好。色調は淡褐色。　（中束）

VI遺構と遺物　51



H278号住居跡
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A159．30m　　　　　　　　　　　　A’

住居跡全体

1．黒色土。

2．黒色土。ローム粒を含む。

3．黒色土。小量の焼土を含む。

4．黒褐色土。ローム粒を多量に混ぜる。

5．黒褐色土。4に似る。

カマド

1．褐色土。焼土・ロームを含む。

2．赤褐色土。焼土ブロッタを多量に混ぜる。

　　　　　　　　　　図一41

．褐色土。

．赤褐色土。焼土・ローム・灰を含む。

．灰層。焼土を混ぜる。

．灰層。黒色。

．灰層。褐色がかっている。

貯蔵穴

1．黒色土。焼土・炭化物を混ぜる。

2．黒褐色土。焼土ブロックを混ぜる。

3。黒褐色土。ローム粒を含む。　　O

H278号住居跡

1m

一

H278号住居跡（5H－7）　　位置　調査区

域の北端中央付近のカ13に所在する。すぐ東

にはほぼ同時期と見られるH279・304号住居

跡がある。　形状　南北3．5m、東西2．8mの長

方形の住居跡である。壁は全体に直線的であ

るが、北壁は外側に轡曲している。南壁東端

は、方形に83cmの幅で南に13cm張り出させて

いる。その内側には貯蔵穴がつくられる。長

軸方向N－0。、面積5．8㎡、壁高38～48cmで北

壁が高くなっている。南壁と東壁南半を除き

周溝をめぐらす。幅8～13cm、深さ3～6cm
である。　床面　中央部は固く踏みしめられ

ているが、四壁下は比較的軟らかい。　ピッ

ト　南西隅に壁面に接して1個ある。規模は

70×58cm、深さ14cmで、貯蔵穴と同じ三角形

状を呈している。　カマド　東壁中央南寄り

に位置する。袖部は、東壁を14～20cm程住居

内に掘り残して袖としている。火床面は先の

とがった三角形状を呈しており、住居床面よ

り10cm程低くしている。煙道は火焼面から60

cm上に、30cmの長さで認められた。全長140cm、

袖部内幅58cm、燃焼部長54cm、壁への掘り込

み角度52。である。　貯蔵穴　南東隅、三角形

状を呈している。規模46×36cm、深さ30cmで

ある。内部から長さ12cmの石魂が出土した。

遺物　覆土中から土師器圷（1）、須恵器椀（2）、

紡錘車（3）が出土した。床面付近からの遺物

の出土は認められなかった。　　　（唐澤）

住居跡全景

〆揚
　イ 1（覆）

篭至！
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　　　3（覆）
　［

蝿灘謬『　。
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　　　　図一42　H278号住居跡出土遺物

10cm

　　　カマド全景

出土遺物　　土師器　圷（1）、やや丸味を帯びた平

底から、内轡ぎみに立ち上がる体部を持つ。外面は

口縁部横ナデ、体部及び底部ヘラ削り。内面は、体

部に放射状暗文、底部にラセン状暗文を施す。体部

の暗文は、2条を単位に平行に施こしたもののよう

である。色調は明茶褐色、胎土に砂粒を含む。　須

恵器　椀（2）、底部から、すくっと直線的に立ち上

がる体部を持つ。口唇部は丸みを持って肥厚する。

ロクロ成形で、体部外面にはロクロ痕の凹凸を残す。

底部は回転糸切り後、周縁部に高台を付す。接着は

ていねいである。高台と体部の外面境目には、ヘラ

先で細い沈線を施す。色調は青灰色で堅緻な焼成で

ある。胎土には白色の細い砂粒を混ぜる。　石製品

紡錘車（3）、輝石安山岩製、118．4g。一部欠損。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）
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H279号住居跡
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．褐色土。焼土粒を多量に含む。

．暗褐色土。ローム粒・焼土粒多量。

2に比べよ1）黒味が強い。

．黒褐色土。多量の灰を混ぜる。

　　　　　　図一43　H279号住居跡

5．黒色土。多量のC軽石。

6．暗褐色土。ロームブロック主体。

0L一1m

住居跡全景
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H279号住居跡（5H－8）　位置　力13の北端

に所在し、55年度調査中最も標高の高い部分に

位置する。J51号住居跡と重複する。　形状　隅

丸方形の平面プランを有するが、東方向に向

かって開き気味の傾向をもつ。南北4．6m、東西

長3．99mで、面積は推定で16．3㎡を測る。周溝

はカマド付近を除いて、ほとんど全周にめぐら

されている。長軸方向、N－7。一E。　ピット

北西隅と南東隅にそれぞれ円形と長円形の比較

的浅いピットが存在する。　カマド　東壁の南

寄りに燃焼部と煙道部の殆どを壁外に造り出し

た形で設置されており、袖部はロームを掘り残

す。右壁および天井部には焼けただれた石材が

残存していたが、その他に床面にも焼石が散乱

していた。また、床面中央南寄りには焼けた痕

跡が見られた　遺物　南壁下の周溝中央部より

ラセン状の線刻をもった土師器圷（3）が、覆土

中より土師器甕（4．5）、須恵器圷（1・2）が出

土している。　　　　　　　　　　　　（田口）

一
よ＼叉　　～

0
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10cm

図一44　H279号住居跡出土遺物

　　　南壁遺物3出土状態

出土遺物　　　土師器　圷（3）、体部は緩やかに開き、

口縁部でやや外反する。軟質。磨耗により、技法などは

不明瞭であるが、僅かに口縁部横ナデ、底部ヘラ削り痕

が認められる。内面にはラセン状暗文が施される。　甕

（4・5）、4は外面ヘラ削りの施された底部片で、内面

は平滑である。5は口縁部が受け口状を成し、内外面と

もに横ナデが加えられる。肩部外面はヘラ削り、内面は

平滑である。須恵器　圷（1・2）、1は口唇部がやや外

傾する。内外面ともに含有鉱物の溶解が著しく、製作技

法などは不明瞭である。色調は淡灰色。堅緻である。2

は右回転ロクロ使用。底部切り離しは回転糸切りによる。

内外面とも平滑であり、底部周辺部には手持ちヘラ削り

調整が加えられる。　　　　　　　　　　　　　（中束）
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H280号住居跡（図版20）
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住居跡全体

1．黒色土。

2．暗褐色土。

3．黒色土。ロームを多く含む。

4。黒隼土と褐色土の混土層。

5．褐色土。浮石等の混り物なし。

カマド

1．暗褐色土。

2．褐色土。やや焼けあり。

3．黒色土と褐色土の混土層。

務〃…

H280号住居跡（5H－9）　　位置　ヨ13に所

在し、52号溝の西に近接する位置にある。形

状南西隅が外側にやや膨らむものの、基本的

には隅丸方形の平面プランを有している。南北

4．1m、東西3．14mで、面積は11．8㎡である。N

－25。一Eの方位をとり、周溝は東壁南半を除く

全周にめぐらされている。　ピツト・北東隅の

近くに長軸86cm、短軸47cm、深さ60cmのピット

が存在する。・　カマド　東壁のやや南寄りに煙

道部を壁外に造り出した形で設けられていた。

左右袖部は凝灰岩を芯として造られており、さ

らに燃焼部には南北に袖部と同様、凝灰岩製の

支石が据えられていた。全長75cm、袖部内幅40

cm、燃焼部長36cmを測る。1貯蔵穴　南東隅に

不整円形の貯蔵穴が存在する。深さ16cmと比較

的浅めであるが、しっかりした掘り形をもって

いる。　遺物　カマド内及びカマド周辺の床面

上から土師器甕（7、8、9）が、貯蔵穴内より台

付小型甕（6）が出土している。また南壁下の周

溝中央部内より鉄津が、カマドの左前面床上よ

り鉄鎌？（5）がそれぞれ出土している。さらに

カマド覆土中からは墨書土器の土師器椀（2）が

出土している。　　　　　　　　　、　（田口）

0　　　　　1m

一・図一45　H280号住居跡

H281号住居跡（図版21）
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H281号住居跡（5H－10）　　位置　調査区域北端、ヨ

12にある。台地中央部よりやや東寄りの平担地に位置す

る。　形状　北西一南東に長軸を持つ隅丸台形で、南北3．

3m、東西2．5mである。東壁は西壁と比較して北側が、北

壁は南壁と比較して東側が、各45cm長い。長軸方向はN
－130－E、面積8．3㎡、壁高56ん71cmである。周溝は存在

しないる．ピット　床面に2個ある。P1は94×37cm、

深さ6cmである。P2は南壁直下に位置し、径35cm前後、

深さ9cmある。共に機能や性格は不明である。　カマド

東壁中央南寄りにある。左右袖部に30cm程の造り出しが

ある。全長105cm、袖部内幅38cm、燃焼部長37cm、壁への

掘り込み角度65。で、壁外掘り込みは79cmである。住居床

面とカマド燃焼部のレベル差は、約一5cmである。　貯

蔵穴　南東隅にある。不整形で、規模は54×34cm、深さ

12cmである。　遺物　カマド内から土師器甕（1～3）、

床面上で砥石（5）が出土した。　　　　　　　　　（鵤木γ

住居跡全体

1．茶褐色土。ローム粒主

体。

2．茶褐色土。

3．茶褐色土。

4．黒色土。

5．茶褐色土。

6．茶褐色土。

カマド

1．黄褐色土。自然石を含

む。

2．茶褐色土。多量の焼土・

ロームを混ぜる。

3．赤味を帯びた褐色土。

4．赤褐色土。焼土ブロッ

ク層。

図一46　H，281号住居跡

貯蔵穴

1．灰色土。小量の焼土粒

を混ぜる。

2．黄褐色土。ロームを主

体とする。

0 1m
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図一47　H280号住居跡出土遺物

H280号住居跡出土遺物

出土遺物　　土師器　椀（2）、付高台。口縁部横ナデ、体部外面は指頭痕及びヘラ削り痕を明瞭に留める。線刻部分に

国の墨書が認められる。内面はヘラ痕を残すが、平滑である。　圷（3・4）、3は体部及び底部に指頭痕を残し、平底

状を形成する。4は2と同様、口縁部横ナデ、体部下方ヘラ削りが施される。底部にも円形のナデが施され、付高台の

可能性が考えられる。　台付甕（6）、口縁部は緩やかに外反し、横ナデ、外面胴上半部は横、下半部は縦ヘラ削りされ

る。脚部は内外面とも横ナデにより平滑である。　甕（7～9）、7は口縁部中央付近からハの字形に開き、コの字状口

縁の退化形態を示す。8は口縁部中央が肥厚し、緩やかに開く。口唇部辺に浅い沈線を巡らす。9はコの字形態を留め、

横ナデにより中央部分に緩やかな稜が形成される。ともに口縁部横ナデ、胴部ヘラ削りが施されれる。内面はハケによ

り平滑となる。9は軽石や石英粒を多量に含み、胴下半部はやや脆弱である。7・8はカマド内出土の破片と接合する。

　須恵器　椀（1）、ロクロ回転方向不明。体部外面の凹凸は顕著である。内面は平滑で、中央部分には直径1cm程の凹

が形成される。底部の切り離しは回転糸切りによる。高台の作りは粗雑で、接合時の指頭痕を留める。色調は灰白色。

石粒や砂粒を含み、軟質である。　　鉄製品（5）、柄の破片であろうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　（中束）
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H282号住居跡（図版21）
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図一48　H282号住居跡，

1．茶色土。

2．黒褐色土。

3．褐色土。粘土質。

4．赤褐色土。焼土とローム
を混ぜる。

5．茶褐色土。多量の灰を含
む。

6．黒色の炭化物堆積層（黒
い灰？）

　　　　　　　　　　グ＿蔓＿．157．70m　　　　　　　　　　　　　　．互＿

鎌伽
　　　　　6
　　　7．茶色土。赤い粒子を含む

　　　砂質層。
　　　8．赤褐色土。赤い粒子を含

　　　む砂質層。

O 1m

一

H282号住居跡（5H－11）
位置　調査区域台地の北方東

寄り、ヨ11西端に所在する。

形状　南北4m、東西4mの

隅丸方形。方位はN
－13。一E、面積は15．6㎡、壁

高69～83cmである。西壁、北

、壁、東壁下北の3分の1には

周溝をめぐらす。幅8～12cm、

深さ5～9cmである。　ピッ

ト　P1、P2は出入口施設
に関係する柱穴とも見られ

る。　カマド　東壁南寄りに

ある。燃焼部右側に1石、左

側に2石を使用し、全長126

cm、袖部内幅34cm、壁への掘

り込み角度62。。火床面は床面

より10cm低くなっている。

遺物　1ん3はカマド内、4

は床面から出土。テフラ覆

土最上層（床面から65cm）に

B軽石純層。　　　　．（近藤）一

　
1
、
・・㍉＞ζ《一

，凝◇

△◇讃

　　＼

　　　　　　＼　　　＼
　　　　　　、　　　　　、　　　　、　　　屯　　　　、

1（カ）

　C疹＞Q〆へつ’．、

、痂☆め
。・課騨、

1灘武意
　螂、、　・＼＼・’

　　　　　　ぺべ

＼　　　　　　　　　　　＼　　＼

w　＼、塙
　　　、　　↓

と　　　　　　　と

　愚

w＼

曝　、

　　ヤ　　．牒．▽

、

／．ノノ

Fγ

　、4〃1

2（カ）

奪／
　　　　　＼

3（カ〉　　　　　1

　　　　口忽扉一り．

図一49H282号住居跡出土遺物 0

4

”

10cm

出土遺物　　土師器　甕（1～3）、3

個体ともに緩やかに外反する口縁部が

形成される。口縁部は内外面横ナデ、

胴上半部外面は横及び斜ヘラ削り、胴

下半部は縦ヘラ削りが施される。1は

・横ヘラ削りの幅が狭く、縦ヘラ削りが

整形の主体を占める。底部もヘラ削り

により小さく整えられる。2は胴下半

部のヘラ削りが入念に施される。ヘラ

の重複により磨き状を成す部分もみら

れる。全て内面は平滑であるが、3は

ヘラ痕を残す己2の底部中央にはヘラ

の集合により、僅かな高まりが生じて

いる。胎土はともに砂粒を多量に含む。

1では二次的な火熱を受けていること

も考えられ、軟質で脆い。2の胴下半

部外面には煤が付着する。　須恵器

蓋、ロクロ回転方向不明。天井部中央

に凹状の小さなつまみが付けられる。

周辺部には左への緩やかなヘラ調整が

加えられる。砂粒及び溶解した黒色鉱

物が散見される。色調は灰白色。やや

軟質である。　石製品　砥石（4）、5面

使用の痕跡を留める。荒目の砥石であ

る。特に一面に於ては、二条づつの斜

方向に走る削痕が認められる。輝石安

山岩製。　　　．　　　　　．（中束）
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H283号住居跡（図版22）
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　　H283号住居跡（5H－12）　　位置　調査区域

　　北端西寄りで、51号溝と52号溝に挾まれたタ12

　　に所在する。　形状　南北4．2m、東西5．1mの隅

　　丸長方形。北壁はほぼ直線的であるが、他はや

　　や外方に轡曲している。長軸方向N－ggo－E、

　　面積20．6㎡、壁高68～102cmで全体に北壁が高

　　い。東壁南半と南壁東半を除き周溝がめぐる。

　　幅8～14cm、深さ2～5cm。本住居跡は長軸方

　　向及び規模において他と異なる。　ピット　P

　　1は円形で径50cm前後、深さ35cm。P2は不整

，些　形で深さ15cm、底面も安定しない。P3は円形

　　で径60cm前後、深さ6cmで椀底形を程している。

　　P1とP3は位置及び形態から柱穴とも貯蔵穴
　　と見られるが、両者が同じ機能を持つものとは

　　考えにくい。　カマド　東壁中央南寄り。壁外

　　に構築し、掘り形内側及び天形部に白色粘土を

　　巻いている。焚口部にのみ袖石として安山岩を

　　使用している。燃焼部は先端を細くして煙道と

　　している。全長134cm、袖部内幅58cm、燃焼部長

　　80cm前後、壁への掘り込み角度49。である。　遺

　　物　大部分が土師器圷（1～11）で、他に土師器

　　甕（12）、須恵器蓋（13）、10数cmの長石数個が

　　ある。『これらは主に四壁沿いの床面ないし床面

　　直上から出土している。　　　　　　（唐澤）
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11の内面

底部布圧痕縁部外面には大きな黒斑が認められる。’いづれ

　　　も口縁部は内轡する。第3種は口縁部が直に立

　　　ち、内面底部に布圧痕を残す。第4種は口縁部

　5　’外面に指頭痕を残し、ここに指を当てて、口縁

　　　部を緩やかに外反させる。2の口縁部内外には、

　　　やや厚みを持った炭化物が附着する。甕（12）、

　8（覆）胴下位部のみ残存。胴部及び底部外面はヘラ削

　　　り。内面はヘラ状工具で粘土を削り、椀底状に

出土遺物．　土師器　圷（1～11）、規格及びつ

くりから、4種類認められる。第1種、口径

12～13cm、深さ3．5～4cmのもの。1～8が相当

する。底部は丸底で、中には8のように平底化

しており、深さ3cmと浅いものも見られる。第

2種口径15cm、深さ4．6cmで、第1種よりやや大

型のもの。9が相当する。第3種、口径16cm、

深さ5cm以上のもの。11が相当するが、底部欠

失のため深さは不明である。第4種、口径18cm、

深3．8cmの皿形のもの。10が相当する。つくりを

見ると、第1種と第2種は共通なつくりで、口

縁部横ナデ、体部～底部外面ヘラ削り、体部内1

面には指頭痕の凹凸を残す。5・6の底部～口

7
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を持つ。笠部外面は回転ヘラ削り調整が施され、

つくりはていねい。明るい灰色で堅緻。

　　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）

　　13　　　　　　　　　0

図一51H283号住居跡出土遺物

10cm

・VI遺構と遺物’57



H284号住居跡
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一　　　　一一　　1．黒色土とロームブロッタの

魏　　混土層・
　　P3　　　　　P3

　　　　　1．茶褐色。黒色土。
－．157．・・m．－P4

彪1：量響
　　　　　＿、3．茶褐色土。
　臼P4一

住居跡全体

　　　　　’み　　らマじ　の　　　　　　

懸　　P1
　　　らマ　　ゆ　　　　　ヂ

ー愚
　　P2

．茶褐色土。ローム粒主体。

1よ1）褐色味が強い。

黒褐色土。

．黒みを帯びた茶褐色土。柔らかい。

黒みを帯びた茶褐色土。しまりあ1）。

．赤みを帯びた茶褐色土。

カマド

1．黒褐色土。

2．赤味を帯びる褐色土。白色粘土を混ぜる。

3．赤褐色土。焼土化したローム。白色粘土。

4．褐色土。白色粘土を混ぜる。

5．赤色土。焼土化したローム主体。

6．赤褐色土。焼土ブロック・粘土ブロッタ。

7．褐色土。粘土主体。

0 1m

　住居跡全景

H284号住居跡（5H－13）　　位置　ヲ11に

所在する。他の7軒の住居跡と共にまとまり

を持った一群を成す。形状　長方形を呈す。

貯蔵穴状の施設と見られる張り出し部が、カ

マド左脇に確認された。その形状は不整方形

で、幅62cm、奥行50cmを測る。四壁はいづれ

も外方に丸い曲線を描く。規模は南北5．2m、

東西3．8mで、南北方向（N－25。一E）に長軸

を取る。面積は18．6㎡、壁高25～64cmで、北

壁側が高い。北壁から西壁にかけて周溝がみ

られる。幅10～20cm、深さ2～5cm。　ピッ

ト　15個確認され、規模の大きいP1～P4

は主柱穴と考えられる。深さはP1・P2が
23cm、P3、42cm、P4、34cmである。柱穴間の

距離は南北で3．6m、東西で1．8mである。その

他の小ピットは、深さが9～52cmで、補助的

な柱穴とも考えられる。　カマド　東壁南寄

りにある。カマドの主軸は、住居跡の長軸に

直交せず、東側で約150南に偏す。全長154cm、

燃焼部長72cm、袖部内幅45cm前後、煙道部の

壁への掘り込み角度は28。である。火床面は、

住居床面より14cm低い。　貯蔵穴　特定でき

るものはないが、カマド左脇の張り出し部に

貯蔵穴的な機能を想定することもできる。

遺物　床面または床面直上から、土師器甕

（1）、同圷（3）、灰粕陶器長頸瓶（2）が出土

した。P1北端付近で、床面から若干浮いて、

鉄鎌が出土した。　　　　　　　　　（中澤）

一図一52　H284号住居跡
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図一53　H284号住居跡出土遺物

　　　　　出土遺物　　土師器　甕（1）、コの字状口縁をもつ甕の破片で

　　　　　ある。口縁部は内外面横ナデ、肩部外面は横及び斜ヘラ削りを

　　　　　施す。内面は平滑である。軽石粒及び砂粒を多量に含む。　圷

　　　　　　（3）、平底状を成す圷である。口縁部は横ナデ、体部は指頭痕

　　　　　を残しつつ、ヘラ削りが施される。内面は器面の荒れが著しく、

　　　　　技術などは不明瞭である。酸化鉄粒及び軽石粒を多量に含む。
1
　　　　　灰粕陶器長頸瓶、胴下半部外面はロクロ回転利用のヘラ削り

　　　　　を施し、内面は成形時の凹凸を顕著に残す。底部を欠損してい

　　　　　るが、やや内側の上った低い高台部が付けられ、高台及び周辺
　3
　　　　　部はロクロ回転を利用した横ナデが施される。石粒を微量含む

　　10。m　　が、精選された胎土である。色調は灰白色。外面に刷毛塗りさ

　　　　　れた粕薬は、高台の一部にまで及び、さらにその上に淡緑色の

　　　　　自然粕がかかる。　　　　　　　　　　　　　　　　（中束）
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H285号住居跡（図版22）
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　　　　P8　　　　P7　P6
　P1～P8
　1．黒褐色土。

　2．暗褐色土。

　3．1にロームブロッタを混ぜる。
　4．褐色土。ローム粒を多量に混ぜる。

　5．黒色土。
　6．5にローム粒を混ぜる。

　P9
　1．黒褐色土。

　2．黒褐色土。　　　　　　　　　　　　　　0
　3．黒色土。　　　　　　　　　　　　L＿ニヒニ．二」

　4．暗褐色土。ローム粒を多量に混ぜる。

　　　　　　図一54　H285号住居跡

癖綴懸
13

1m

住居跡全体　　　10　　　　7

1．黒褐色土。
2．黒褐色土。ロームを混ぜる。

3．黒褐色土。やや黒味が強い。
4．暗褐色土。焼土ブロックを混ぜる。

5．黒褐色土。白色粘土を混ぜる。

6．暗褐色土。ロームを一面に混ぜる。

7．黒褐色土。
8．14に比ベローム粒が多い。

9．暗赤褐色土。一面に焼土を混ぜる。

10．黒褐色土。

11．黒褐色土。

12．黒褐色土。しまりなし。

13．暗褐色土。

14．褐色土。ローム粒を多量に混ぜる。

カマド

1．赤褐色土。粘土粒。焼土粒主体。

2．暗赤褐色土。焼土ブロックを混ぜる。

3．黒褐色土。
4．暗赤褐色土。

414に比べ焼土ブロッタが少い。
5．黒褐色土。
6．暗赤褐色土。

7．赤色土。（カマド天井と見られる）

8．4に比べ焼土ブロッタを多く混ぜる。
9．焼土ブロック主体層。

10．暗赤色土。灰白色粘質土を混ぜる。

11．10に比べ多量の灰白色粘質土を混ぜる。

12．暗赤褐色土。

13．黒褐色土。

14．暗褐色土。ローム粒比較的多量に混ぜる。

15．14に比べ焼土の量が多い。

　　　　出土遺物

　住居跡全景

H285号住居跡（5H－14）　　位置　ヲ11。

形状　南北4．3m、東西3．4mの隅丸長方形。南

壁中央の内側方向及び東壁の外側方向に轡曲

が認められる。長軸方向N－180－E、面積13．

7㎡、壁高33～76（北壁）cm。幅8～12cm、深

さ3～5cmの周溝をめぐらす。　ピット　P

1東半、P2、P6、P7とP1西半、P3、
P5、P7の二者の柱穴列が想定される。前

者は台形の平面形を程すが、各辺の方向が住

居四壁の走向とほぼ一致するので、建て替前

の柱穴と見られる。　カマド　東壁中央南寄

り。地山を掘り残して袖とし、住居内を燃焼

部、壁外を煙道部としている。全長145cm、袖

部内幅約70cm、燃焼部長50cm。　貯蔵穴　貯

蔵穴1、56×52cm、貯蔵穴2、32×30cm、深

さはいずれも25cm前後。前者の位置する南東

隅壁には角を取る工夫が見られる。遺物床
　　　　ピ面から土師器甕、同小型甕小片が、覆土中か

らは土師器甕（1）、須恵器圷（2）が出土して

いる。また、貯蔵穴2南端覆土中から砥石、

P5覆土中からは鉄津が出土している。　重

複関係　H298号住居跡と北東隅で切り合う
が、新旧関係は不明。　　　　　　　（唐澤）
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図一55H285号住居跡出土遺物

　　　　　土師器　甕（1）、胴上半部から上30％を残存し、下

半部は欠失する。丸く膨んだ胴部にコの字状の口縁部を付す。口

縁部の立ち上がり部分は「ハ」字状に内へ傾むき、その両端の肩

部や口縁外反部との境には凹線をめぐらして、口縁部立ち上がり

部分を明確にしている。調整は口縁部内外面に横ナデ、胴部外面

ヘラ削り、内面ヘラナデ。肩部内面は特に強くヘラナデを施して

おり、その痕跡はハケ目状になっている。胴部内面の調整は粗雑

である。器肉の厚さは5㎜で、普通のコの字状口縁甕の2倍の厚

さを持つ。色調は淡褐色で、胎土中に多量の小石を混ぜる。肩部

以下の胴部外面には、一面に厚く煤を付着する。1は形態及び調

整等から見て、コの字状口縁甕の退化形態と認められる。須恵器

圷（2）、小さな底部に内轡傾向を示しながらも直線的な体部を持

つ。法量はやや小さな部類に属す。体部外面には顕著なロクロ痕

を残す。底部外面は磨耗が著しいが、中央部が窪んでおり、若干

認められる痕跡からも、回転糸切り未調整と見られる。回転方向

は右方向である。色調はやや白っぽい灰色、胎土中には黒色粒子、

砂粒、5㎜大の小石を混ぜる。器肉は6～8㎜で、全体に厚いつ

くりである。50％残存。　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）
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H286号住居跡（図版23）
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重複部分（C－C’）　　催掬

1・茶褐色土。ローム粒主体。　H287号住

2．茶褐色土。やや黒っぽい。

3．茶褐色土。ローム粒主体。

a）茶褐色土。固くしまる。

b）茶褐色土。

カマド

1．黒褐色土。自然石を混ぜる。

2．茶褐色土。ローム粒主体。

A157．50m

　　　　’　　　　し　のぼ　ぬず

彬
　　P1
3．茶褐色土。黒色土を混ぜる。

4．赤褐色土。赤色のローム粒主体。

5．赤色土。焼土ブロック・赤色ローム粒主体。

6．茶褐色土。赤色を帯びたローム主体。

Pl
1．茶褐色土。

P2
1．黒色土。

2．茶褐色土。
　　　　　　　　　　図一56
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カマド全景（土師器甕を除く）

H286号住居跡（5H－15）　　位置　ワ11形状　南北3．4m、東西2．68mの長方形を呈し、長軸方向はN－12．5。一E

である。面積は11．3㎡、壁高53～41cmを測る。北東および北西隅は隅丸の傾向を示す。西壁下から北壁下半分にかけて

周溝が認められる。東壁カマド北側には2つの弓字状の張り出し部が確認される。いずれも方形を呈すが、北側のもの

は幅64cm、奥行40cm、南側のものは幅42cm、奥行40cmである。この弓字状の張り出し部の性格は不明であるが、貯蔵施

設の可能性もある。　ピット　7個確認される。P2は東西86cm、南北52cm、深さ42cmを測り、長方形を呈す。覆土に

は炭化粒や焼土粒が多く認められる。その壁面や床面には焼け跡は認められず、その性格は不明。P1、P3、P7は

その問の距離から柱穴の可能性もあるが、はっきりしない。　カマド　東壁南寄り。全長142cm、袖部内幅50cm、燃焼部

長72cm、その主軸は住居の長軸方向に直交せず、東側で約15。北に偏する。燃焼部および煙道部に石材を使用。とくに煙

道部は底部に石を敷き、その上に土師器甕5個体分をつなげて煙道をつくる。　貯蔵穴　可能性としては南東隅のP3

が考えられるが、カマド北側の弓字状張り出し部＝貯蔵穴にかわる施設の線も否定できない。事実、羽釜（12）や須恵

器椀（2）の破片がその床面より出土している。　遺物　P2近くから砥石（1）、P3近くより土師器の小型丸底土．（4）

が出土している。煙道部に使用された甕は（5．8～11）である。　重複　H287号住居跡よりも本遺構の方が旧い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中澤）
出土遺物　　土師器　甕（5～11）、口縁部完形復元5・6・8・10の口径は、19．2cm、19．2cm、18．4cm、18．8cmと非常

に規格的な値を示す。破片7・9・11についても、19～20cmの推定値である。全てカマド内での接合関係を示し、焼土

が付着する。5・8・9は特に顕著である。口縁部の形態は多様であるが、表面の整形技法は一貫している。胴上半部

内面はハケ又はヘラナデによる。6は粗いハケ目の上に縦の浅い沈線が残る。色調は6～8で白味を帯びた褐色、5

9～11は茶褐色を示す。10は焼きしまり良好。羽釜（12）、指頭痕を残す胴部から内轡形態の口縁部に移行する辺に、短

鍔部が形成される。外面には粗い横ナデを施し、内面は平滑である。礫及び砂粒を多量に含み、外面は淡褐色、内面

茶褐色を示す。　小型丸底土器（4）、口縁部外面は横ナデ、他は全て幅の狭いヘラ削りが施される。削りの重複により、

光沢を生じる。　須恵器　甕（13）、口縁部は内外面の凹凸が顕著である。肩部内面は粗い波状の当て具痕を残し、外面

及び口唇部周辺には自然粕がかかる。暗灰色、硬質である。羽釜とともに接合の主体はカマド内にある。　土師質須恵

器　境（2・3）、体部外面の凹凸は顕著で、2には粗いナデが加わる。内面は平滑である。底部は糸切り後低い高台部

が形成されるが、作りは粗雑である。色調は淡褐色。　石製品　砥石（1）、二面使用痕を留める、流紋岩製。　（中束）
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H287号住居跡（図版23）
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H286・287・288号住居跡関係図

H287号住居跡（5H－16）　　位置　ワ11。　形状　H286号住居跡

およびH288号住居跡と重複するため正確な規模は不明だが、南北4．16

m、東西3．34m、面積13㎡を測る。重複する部分をのぞいて他はみな隅

丸になる。長軸方向はN－27。一Eである。周溝は重複部分をのぞく壁

下に認められる。　ピット　10個確認されている。そのうちP9はH

288号住居跡構築のためにこわされた本遺構のカマド跡と思われる。他

の9個のピットはその性格が不明だが、P2、P4、P8の傾きをみ
ると、いずれも住居内側に傾斜しており、本遺構の柱穴跡とみられる。

また、このようにピットが片側に集中する傾向は本遺構と重複するH

286号、H288号住居跡にもみられるところである。　カマド　H288号

住居跡構築に伴い破壊されたと思われる。　貯蔵穴　不明。しかし、

P8の可能性もある。　遺物　東壁下の床面の中央部に土師器の破片

がみられた程度である。　重複関係　H286号、H288号住居跡と重複

する。H286号→本住居跡→H288号住居跡の順に新しくなる。（中澤）
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H288号住居跡（図版23）

灘
　OQ

　　あ

馨
　

撫
、

一

　＝π1

§＼ン

織

1・

嶺
刈

㎝

h

　ユ　　ロ　　り　ヂ

笏
　P6

　　　　り　　れ　　ノ

勿
　P1

ム．

　　　　　　　雲ご二，＼

　　　　　・　　　　　　　じr　ぺ
　　　　　　　　　　庭），，1

　／

い、轟．
驚藩霧’

　　　　　　　　　　　1。

住居跡全体

1．茶褐色土。ローム粒主体。

2．褐色土。ローム粒主体。

3．茶褐色土。ロームブロッタを混ぜる。

4．茶褐色土。

5．赤みを帯びた茶褐色土。焼土粒・炭化物。

6．黒みを帯びた茶褐色土。焼土ブロック。

7．茶褐色土。ローム粒主体。

8．茶褐色土。しま1）弱。

　A157．50m

鰭ひ
B157．30m ．旦二

．△二

．、「謡

攣慧舷
、集、

Pl

1．黒茶褐色土。自然石が多い。

2．茶褐色土。ローム粒が多い。

P6
1．茶褐色土。

2．茶褐色土。ローム主体。
図一61　H288号住居跡

0 1m

一

　カマド全景

H288号住居跡（5H－17）　　位置　ワ11。

形状　平行四辺形ぎみの隅丸方形を呈す。東

壁および北壁は外方にやや轡曲する。南北4．

04m、東西3．88mで長軸方向はN－19。一Eで

ある。　ピット・貯蔵穴　16個が確認される。

P1はカマド脇にあって円筒形を呈し、深さ

43cmを測り、本遺構に付属するピット中で一

番深い。性格は不明だが、貯蔵穴とも考えら

れる。P9、P10はH287号住居跡に付属する
カマド等の跡と見られる。径30cm前後のピッ

トが南壁下にとくに集中するものも本遺構の

特色といえよう。　カマド　東壁南寄りで、

主軸は東壁に対して直交する。全長168cm、燃

焼部長109cm、煙道部に底の抜けた土師器甕1

個体（1）を使用している。　遺物　床面より土

師器羽釜（3）灰粕陶器皿（4）、カマドより煙

道部に使用した甕以外の土師器甕（2）が出土

している。　重複関係　H287号住居跡と重複

し、本遺構が新しい。　　　　　　　（中澤）
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織鱗

4

1（カ）4図一62H288号住居跡出土遺物

3

0 10cm

出土遺物　　土師器　甕（1・2）、1は口縁部中央及び肩部との接合部に指頭痕を明瞭に留める。口唇部辺で受け口状

を成し、肩部はハの字形のなで肩となる。肩部外面は所々に指頭痕を残す粗い横ヘラ削り、のち胴下半部は縦ヘラ削り

を施す。口縁部は内外面横ナデ、胴部内面は横ヘラナデされる。胴部やや下方寄りに粘土接合痕を残す。微石粒を多量

に含む。色調は淡褐色。焼きしまり良好。2は直立に近い口縁の形態を示し、口唇部辺でやや外反する。口縁部横ナデ、

肩部ヘラ削りにより稜が形成される。1同様肩部外面は指頭痕を残す粗いヘラ削り、のち胴下半部は縦ヘラ削りが施さ

れる。肩部内面には荒いハケナデが施される。軽石粒を多量に含む。2個体とも所々に焼土が付着する。　羽釜（3）、

やや下向きに鍔部が形成される。内外面にナデを施す。酸化鉄粒や砂粒を含む粗い胎土、色調は暗褐色。　灰粕陶器　皿

（4）、外面はロクロ成形時の凹凸を留め、口唇部は丸味を帯びて、外反する。高台は外面下端部で弧状を成し、回転ヘ

ラ削りによる底部調整を施す。体部内面に粕薬が認められる。内面には淡緑色の粕だまりを生じ、さらに全面斑点状の自

然粕がかかる。微石粒を含む。色調は淡灰色。堅緻である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中束）
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H289号住居跡（図版24）
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　　　一　住居跡全体

　1．黒褐色土。C・

　F・Pを多く混ぜ
　る。
　1二1に比べ黒色が

　強い。
　2．黒褐色土。やや’

　褐色味が強い。ロ
　ーム粒。

1鵡重1、1こ比べ黒色が

01

総

02　　P7

　　　　　　　　　
◎P2ξ○◎．a．

　　◎P3，
05

＼

，ム

3．暗灰褐色土。多量の灰褐
色粘質土。

4．暗褐色土。ローム粒主体。

5．暗褐色土。多量のローム。

6．黒褐色土。しまりなし。

7．暗褐色土。ローム粒多量。

8。7に比ベローム粒が少い。

9．暗褐色土。ローム粒・炭

化物・焼土粒。　　　　　A157．20m
lO．黒褐色土。焼土粒。　　　一’

11．暗褐色土。ローム粒・炭

化物・焼土粒。

12．暗褐色土。ローム主体。

13．暗褐色土。ローム粒。ロー

ムブロッタ。

　0　　．　1m
　一一　　　　　　図一63H289号住居跡
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貯蔵穴　．

1．暗褐色土。ロー
ム・焼土粒を混ぜ
る。

雛
，窒

H289号住居跡（5H－18）　　位置　ヲ11。

形状　南北5m、東西4mの隅丸不整方形。北

西隅と南東隅で交わる2辺はほぼ直交関係に

あるが、他は鈍角になる。北壁東半と東壁北

半を内に寄せて形の破綻を防いでいる。西壁

中央のわずかな張り出しは、東壁中央やや北

側の壁の走向の変化点にほぼ対応し興味深

い。長軸方向N－120－E、面積17．4㎡、壁高

88～95cmで北側がやや高い。幅6～20cm、深

さ4～9cmの周溝をめぐらす。ピット南
壁下中央P3、35×34cm、深さ20cmで、出入

施設に伴うピットとも見られる。カマド前P

5、64×48cm、深さ16cmでカマドの灰かき穴

と見られる。他は性格不明。　カマド　東壁

中央南寄り。この部分の東壁は直線的で、そ

れにカマド中軸線が直交する。左袖部は地山

を造り出す。燃焼部は三角形を呈し、細い先

端を煙道とする。全長116cm、袖部内幅70cm前

後、燃焼部長56cm、煙道部傾斜角64。。，貯蔵

穴南東隅。長円形72×50cm～深さ29cm。貯

蔵穴のある南東隅壁は整った曲線とする。

遺物　カマド手前及び南壁付近を中心に土師

器甕（1）、同圷（2～5）、須恵器圷（6～10）

が、東壁沿い北半から羽口、鉄津、鉄製品（形

不明）が出土した。これらの大部分は床面又

は床面直上から出土している。　重複関係

西壁南半でH207号住居跡と切り合う。本住居

跡が旧い。　　　　　　　　　　　　（唐澤）．

～
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出土遺物

だが、外面に指頭痕を残す。肩部内面はヘラナデ調整を施す。

、

8（覆）

H289号住居跡出土遺物

’10

礪講躯

0」一cm
　　　　　　土師器　甕（1）、緩やかに外反する口縁部を持つ甕で、胴部に最大径を持つ。口縁部は内外面とも横ナデ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圷（2～5）、2は厚い器内を持つ、浅めの椀形。口縁

部内外面は横ナデ、体部内面横ナデ後放射状暗文、体部～底部外面はヘラ削りと見られる。底部内面外周に凹線をめぐ

らす。2・3は規模・つくり同じで、口縁部及び内面横ナデ、体部外面に指頭痕、底部外面ヘラ削り。4は2・3に比

．し一まわり小さいが、調整はほとんど同じである。底部から体部へ移行する所の内面には指頭痕が顕著で、ここに指を

当て折りまげたものと見られる。　須恵器　圷・（6～10）、6は底部回転ヘラ切り未調整で、底部内面に「×」印（焼成

前）を持つ。7・10は、底部回転糸切り未調整、7の糸目は他に比べ太い。8・9は底部回転糸切り後、周辺部を回転

ヘラ調整。体部外面下端には2段の回転ヘラ削りが認められる。いづれも焼成は堅緻で、7の外面には自然粕がかかる。

7・8・9の胎土には、砂粒以外に黒色粒子を含む。ロクロ回転方向はいづれも右回転　　　　　　　　　　　（唐澤）
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　　H290号住居跡（図版24）

H290号住居跡（5H－19）’　位置　調査区域西端、

ル9にある。台地中央部より北寄りの平担地に位置す・

る。西に接して南北に45号溝が走る。　形状　南北㌍

長軸を持つ隅丸長方形で、南北2．86m、東西2．33mであ

る。北・南・東壁はほぼ直線であるが、西壁は外方に

轡曲している。西壁と南壁は、相向かいの壁よりそれ

ぞれ約15cm長い。長軸方向はN－30。一E、面積6．8㎡、

壁高45～55cmである。周溝は存在しない。『『ピット　床

面に6個（P1～P6）ある。P1・P2一・P3・P
6が、形状や位置等から推して柱穴と考えられる。P

4・P5の性格や機能等については不明である。　力

、マド　東壁中央南寄りにある。焚き口付近には支石と

もみられる焼石がある。右袖部は鼠色の粘土質の土で

構築されている。全長108cm、袖部内幅75c瓜燃暁部長

58cm、壁への掘り込み角度35。で、壁外掘り込みは88cm

である。火床面は住居床面とほぼ同じ高さである。　貯

蔵穴　南東隅にあり、’円形で、規模は68×55cm、深さ

22cmである。　遺物　床面北部と南寄り中央より羽釜

片（1、2）、カマド手前床面より須恵器椀高台部分（3）、

南西隅から土師質須恵器圷底部片（4）、P3内より土

P師質須恵器長頸瓶底部片（5）が出土した。又、P2・

P4付近からは鉄津も出土している。’テフラ　床面

から約32cmの所に、B軽石層（純層〉が確認された。

その他　床面上に散在する数個の石はカマドに使用さ

れたとも思われる。　　　　　　　　　　　　（鵤木）
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総1
　貯蔵穴　　4

住居跡全体

1．黒色土。C軽石を混ぜる。

2．茶褐色土。ローム粒を多く含む。

3．茶褐色土。ロームブロッタを含む。

4．暗褐色土。

5．茶褐色土。

6．茶褐色土。ローム粒を多く含む。

7．茶褐色土。褐色味が強い

8．茶褐色土。ローム粒を多く含む。

9．茶褐色土。大粒のローム粒を多く含む。

10．茶褐色土。

カマド

1．・茶褐色土。多量のB軽石を含む。

2．茶褐色土。多量のローム粒を含む。

3』茶褐色土。若干の焼土粒を含む。

4．茶褐色土。

5．黄褐色土。ローム粒主体。若干の焼土粒。

貯蔵穴

1．茶褐色土。ローム粒を多く含む。

2．暗褐色土。多量の燐土粒を含む。

3．黄褐色土。

4．黄褐色土。　，

5．茶褐色土。

6．茶褐色土。

7．，暗褐色土。ロームブロックを混ぜる。

8．茶褐色土。多量のロームブロックを混ぜる。
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図一65　H290号住居跡 一

図一66H290号住居跡出土遺物

1出土遺物　　土師器　羽釜（1・2）、1・2とも体部成形

後断面三角形の鍔部が設けられ、横ナデが施される。胴部

外面には粗い縦ヘラ削りが施される。細石粒や砂粒を含む

粗い胎土を用い、色調は淡茶褐色を示す。1・2は同一個

体の可能性も考えられる。　須恵器　椀（3）、右回転ロク

ロ使用。底部切り離しは回転糸切りによる。高台部貼り付

け。高台は幅広く、粗雑な作りである。　土師質須恵器　圷

　（4〉、3同様右回転ロクロ使用。底部切り離しは回転糸切

りによる。雲母片を多量に含み、色調は淡褐色を示す。　長

頸瓶（5）、カマド内出土。器面の剥離が著しく、技法など

の観察は不可能である。高台部形成後、周辺部にはナデが

施される。細石粒や砂粒を少量含む。胎土は比較的緻密で

ある。色調は濃茶褐色を示す。　　　　　　　　　（中束）
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H291号住居跡（図版25）
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住居跡全体

1．黒褐色土。黒色みが強い。

2．黒褐色土。小ロームブロックを混ぜる。

3．黒褐色土。

4．暗褐色土。小量のローム粒を含む。

5．暗褐色土。多量のローム粒含む。

6．暗褐色土。

　　　　　　　図一67

．一旦

　　　　諺

カマド

1．黒色土。ローム粒を含む。

2．灰赤褐色土。焼土を多く含む。

3．黒褐色土。小量の焼土を含む。

4．灰白色土。粘土を多く含む。

5．黒褐色土。焼土・灰を含む。

H291号住居跡
0

　　　　H291号住居跡（5H－20）　　位置　ヲ13～14。bl

膿言醜認灘粥鳳盤
　　　　する。南西隅は純角で、東壁は南側が西壁より約
　ケユ

　糧　　　30cm長い。主軸方向N－25。一E、面積10．8㎡、壁
　一？
　　　　高43～55cmで北壁側が高い。東壁南半を除き、幅
　　ゆ
　　　　11～18cm、深さ3～6cmの周溝がめぐる。　ピッ

　　　　ト　住居内南西隅（P1）、南・北壁に接して住居

　　　　外（P2、P3）に存在する。P1は60×38cm、
　　　　深さ22～25cmで、覆土中より土師器の小片が出土

　　　　した。P2は64×58cm、深さ19cm（検出面から。

　　　　P3も同じ）。P3は68×52cm、深さ26cmで、住居

こ

o寸
の
キ
・1

1m

一

の壁に一部を切断されたような形を呈する。P2、

P3と同じような例はH272号住居跡にも認めら

れるが、これらは柱穴跡とも見られる。　カマド

東壁中央南寄り。両袖部付近には石材が見られる

が、極端に偏平（左袖部）だったり、壁から50cm

離れている（右袖部）など、袖石とは考えにくい

点がある。形状では全体が「く」字状に折れ、燃

焼部主軸は東壁に直交しないで、焚口側が北上が

りになる。全長約150cm、袖部内幅43じm、燃焼部長

50cm前後で、煙道部は一段高く50cm程続いている。

貯蔵穴南東隅。円形、32×28cm、深さ23cm、遺

物　カマド燃焼部奥の立ち上がり部分には、口縁

部を下にした土師器甕（1）が底部を除きほぼ完形

で出土した。貯蔵穴内からは土師器片、炭化物と

ともに、鉄津2が出土した。　　　　　（唐澤）
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図一68　H291号住居跡出土遺物

出土遺物　　土師器　甕（1）、一且ハの字状に内傾したものがゆるや

かに外反する口縁部を持つ甕で、胴部に最大径を持つ。口縁部は内外

面とも横ナデだが、外面には指頭痕を残す。口唇部外面には強い横ナ

デで凹線をめぐらす。胴部外面は上位で横方向、下位で縦方向のヘラ

削りを施す。肩部内面にはハケ目状の痕跡を残すヘラナデを持つ。口

縁部と胴部の境及び胴部中ほどには接合痕を残す。色調は褐色で、胎

土に砂粒を混ぜる。器肉は5～6㎜で、この手の甕ではやや厚い。土

師質須恵器　圷（2）、小さな底部を持つ椀形の圷で、外面及び底部内

面に顕著なロクロ痕を残す。底部回転糸切り未調整、色調口縁部灰褐

色、体部以下黒灰色。　椀（3）、付高台。外面にロクロ痕を残さない

ていねいなつくり。内面は剥落。淡赤褐色。　　　　　　　　（唐澤） H291号住居跡出土遺物
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住居跡全体

1．黒褐色土。粘性をもつ。

2．黒褐色土。多量の炭化物・焼土粒。

3．褐色土と黒色土の混土層。

4．3に比べC軽石・ニツ岳系軽石が多い。

5．褐色土。

6．褐色土と黒色土の混土層。

　　　

麺
カマド

1．黒褐色土。焼土を混ぜる。

2．黒色土。焼土ブロッタ・ロームブロッタ。

3．暗褐色土。焼土灰を若干含む。

4．黒色土とロームブロッタの混土層

貯蔵穴

／　1．黒色土。焼土粒・炭化物・灰。

　2．黄褐色土。

図一69　H292号住居跡
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H292号住居跡（5H－21）　　位置　力9

に所在し、49号溝と51号溝に挾まれている。

形状　各壁とも外方に若干膨らむ傾向をもっ

た隅丸方形の平面プランをもっている。南北

3．6m、東西3．44mで、面積11．7㎡である。方

位はN－41。一Eを向き、周溝は深さ2～5

cm、幅12～18cmのものが北壁、西壁及び東壁

の北半部に沿ってめぐらされている。　カマ

ド　東壁南寄りの位置に設置されていた。壁

｛外への掘り込みは64cmで、全長72cm、燃焼部

長55cm、袖部内幅58cmを測る。　貯蔵穴　南

東隅に長円形の貯蔵穴が存在するが、それ以

外のピットは見られなかった。長軸82cm、短

軸62cm、深さ22cmの規模をもつ。　遺物　床

面中央部北寄りに土師質須恵器椀（7）が、そ

の南より糸切り痕を留める須恵器圷（6）がそ

れぞれ出土している。また、この他覆土中か

らは土師器甕（1、2、3、4）、須恵器圷（5）

が出土している。　　　　　　　　　（田口）
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出土遺物　　土師器甕（1
～4）、コめ字形態を残存させる

1・3は、肩部の稜線が不明瞭

になりつつあり、3では指頭痕

が強調される。4は肩部がハの

字形に開き、内面には細かなハ

ケ目痕を残す。1・4は肩部外

面のヘラ削りが波状を成す。胴一

下半部外面は1・2とも縦ヘラ

削りである。1の底部内面には

肩部同様粗いハケ目が施され

る。　須恵器　圷（5・6）、2

個体ともに、底部切り離しは回

転糸切りによる。6は左回転の

ログロ使用。5は石粒を多量に

含み、色調は暗灰色。6は砂粒

を多量に含み、淡灰色、軟質で

ある。　土師質須恵器　椀（7・

8）、右回転ロクロ使用。底部切
’
り
離 しは回転糸切りによる。低

い高台部が設けられ、7は周辺

部に、・8は底部中央にまで調整

が及ぶ。小石や多量の雲母を含

．み、8では他に酸化鉄粒が散見

される。7は内外面にいぶしが

掛かる。8は淡褐色を示し、軟

質である。　　　、　（中束）
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住居跡全体

1．黒茶褐色土。皿層。焼土粒・自然石。

2．茶褐色土。ローム粒・炭化粒。

3．2に比べ粘性を増す。

4』赤茶褐色土。焼土化したローム。

5．茶褐色土。3に似る。

6．茶褐色土。ロームブロック主体。黒色土。（貼床）

陵

カマド

1．茶褐色土。若干の焼土粒。

2．茶褐色土。焼土ブロ・ジタ。粘性あり。

3．2に比べ焼土ブロックが少い。

4．茶褐色土。ロームが混じる。

5．赤茶褐色土。焼土ブロック・白色粘土。

6．赤褐色土。焼土ブロック主体。

A159．10m
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貯蔵穴

1．茶褐色土。焼土ブロッタ・粘土・炭化粒。

2．灰褐色土。

3．茶褐色土。ロームブロック・焼土ブロック。（貼床）
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図一72H293号住居跡出土遺物

H293号住居跡（5H－22）　　位置　ヨ13。　形状　南北3．82

m、東西3．42mの長方形を呈す。長軸方向はN－12。一E、面積

は12．3㎡を測る。北壁は直線を示し、南壁および西壁は外側に

やや轡曲しており、壁高66～86cmである。周溝はカマドと南東

隅を除く部分に確認できる。その深さ3～5cm、幅10～16cm。

カマド付近や住居内北辺に貼床が確認される。ロームブロック

や黒色土を混ぜた土で固められており、厚さは14～17cmを測る。

ピット　確認されていない。　カマド　東壁南寄り。全長150cm、

燃焼部60cm、袖部内幅70cmである。主軸方向は東壁に対し直角

とならずに、やや北へ偏して交わる。袖部は地山を掘り残し、

燃焼部および煙道部に石を使用する。　貯蔵穴　南東隅で長円

形を呈す。その規模は46×41cm、深さ30cm。　遺物　南壁南西

隅付近にて鉄製の鎌が出土している。レベルは床面より34cm上

を測る。．鎌の先を下に向け、いかにも流れ込んだ様子で発見さ

れている。南東隅床面付近からは、須恵器圷（2）が出土している。

また、西壁のほぼ中央部より蓋（1）が出土しているが、床面より

14cm上に位置し、本遺構に直接関係するかは疑問の残る．ところ

である。なお、覆土中より「神木」と墨書された土師器破片（4）

が発見されている。　　　　　　　　　　　　　　　　（中澤）

出土遺物　　土師器　圷（3・4）、3は底部がヘラ削りされた平底圷である。体部外面は指頭痕を顕著に残し、口唇部

周辺は横ナデが施される。口唇部外面が僅かに内傾し、内面に於て小さな玉縁状を形成する。内面は平滑である。砂粒

を含む。色調に淡茶褐色である。4は平底圷の底部破片である。内外面にr神木」と墨書される。古代の樹木信仰を彷彿
　　　　　　　　　　　　　　　　よりしろ
させる資料である。神木は神を迎える依代となり、また霊地を標示するものとして神聖視された樹木を指す。老木や巨

木、奇種逸品、特殊な外見を示すことなどが神木の要因となろう。松、杉、榎、柳、槻、楊、桜、梅、銀杏など種々の

樹木が神木となる。参考r定本柳田国男集」第11巻神樹箒　　須恵器　蓋（1）、つまみを欠損する小ぶりな蓋である。右回転ロ

クロ成形ののち、切り離され、天井部中央につまみが形成される。さらに周辺部には右回転ロクロ利用のヘラ調整が加

えられる。礫や砂粒を含み、鉱物の溶出もみられる。色調は暗灰色。堅緻である。　圷（2）、右回転ロクロ使用。底部

切り離しは回転糸切り。内面は平滑である。底部の周辺も平滑で、やや丸味を帯びる。底径は口径に対して小さく、口

径の％以下の数値を示す。礫や酸化鉄粒を多量に含む。色調は灰褐色。やや軟質である。　　　　　　　　　　（中束）
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図一74　H294号住居跡出土遺物

H294号住居跡（5Hr23）　　位置　力9
～ヨ9にまたが．った位置に所在し、51号溝

と本住居跡南東隅において重複する。　形状

南北3．15mに対して東西4．68mと、東西に細

長い点に特徴がある。北西隅の直角の他は北

東隅、南西隅共に隅丸の角をもった台形状の

平面プランを呈する。周溝は東壁のカマド部

分を除いてほぼ全周にめぐらられている。な

お、方位はN－800－Eをとる。　カマド　東

壁南寄りに据えられていた。左袖部には石材

の使用が認められるが、原則的には白色粘土

を左右両袖に使用しているようである。また、

左燃焼壁にも石材が残っていたが、燃焼面の

みが平夷に加工されており、しかも一部が造

り出し状になっていた。　遺物　本住居跡か

らは丸底の土師器圷が多数出土している。こ

の内でも特に（4）は床面近くより出土したも

のである。また、覆土中からではあるが滑石

製の紡錘車が出土していることも特筆すべき

ことである。　重複関係　　地層断面より51

号溝が本住居跡を切って造られていることが

判明している。　　　　　　　　　（田口）

出土遺物　　土師器　圷（1～7）、1は口縁

部に施された横ナデの幅が狭く、口唇部がや

や内傾する。体部内面及び口縁部外面の一部

に、煤状の痕跡が認められる。2は体部が緩

やかに外傾し、口唇部のみやや内傾する。3

～6は体部が緩やかに外傾する。4は底部外

面ヘラ削りから、直ちに口縁部横ナデに移行

する。6の底部には細かな波状を形成するへ

，ラ削りが施される。’7は体部が外傾し、口唇

部外面で小さな玉縁状を形成する。3は体部

内面にハケ目痕が巡る。5にも同様の技法を

みるが、3と比較してやや不明瞭である。1

～7は礫や軽石粒、多量の砂粒を含む。色調

は1・2・4・6・7で淡褐色、3は暗褐色、

5は淡茶褐色を示す。2は軟質で磨耗が著し
1
く
、 1・3・6・7は焼きしまり良好である。

甕（8）、粗い縦ヘラ削りの施された胴部片で

ある。内面に粘土接合痕を残す。砂粒を多量

に含む。外面は淡褐色、内面は茶褐色を示す。

須恵器　圷’（9）、右回転ロクロ使用6底部切

り離し技法不明。底部うず巻状の痕跡は、ロ

クロ回転を利用した調整痕か。砂粒を多量に

含む。色調は赤味を帯びた淡灰色を示し、口

唇部辺及び底部に煤の付着が認められる。軟

質である。　石製品　紡錘車（10）、滑石製で

重さは18．39である。表面は著しく磨耗して

いる。　　　　　　　　　　　　　（中束）
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住居跡全体及びカマド

　1．暗褐色土。焼土粒。炭化物。

1’．1に比べ褐色が強い。

2．1に多重の炭化物を混ぜる。

　3．ロームブロックと褐色との混土層。炭化物。

3’．3に比べ黒色土が多い。

4．暗褐色土。焼土粒。

　5．焼土ブロック主体。灰・ローム・黒色土。

　6．焼土粒と黒色土との混土層。

　7．黒褐色土。多量の灰・焼土粒。

7’．に比べ焼土粒が多い。

　8．焼土粒・焼土ブロックと灰の混土層。

　9．焼土層。
10．ローム粒主体層（根による撹乱か）。

北カマド（A－A’）

　1．黒色土。
2．黒色土とロームブロックの混土層。

　3．黒色土と焼土ブロックの混土層。

3’．3＋炭化物。焼土ブロックも多い。

4．焼土。一様に焼ける。

　5．赤褐色土。焼土ブロック主体。

　6．暗褐色土。灰・焼土。

　7．6＋焼土粒。

H295号住居跡（5H－24）　　位置　ワ9を中心とした地域に所在する。49号溝、50号溝、53号溝、46号溝の各溝状

遺構によって区画された地区の北辺に位置する。周辺に住居跡、掘立柱建物跡が数多く存在するもののく重複関係にあ

るものはない。　形状　南北方向に長軸の向きをとる隅丸長方形の平面プランを有する。南北5．62m、東西4．36mで、面

積は23㎡と広い。壁高も79～93cmと非常に深く、周溝が東壁の一部を除いてほぼ全周にめぐらされている。　カマド　現

状で東壁に南北に並んで2基のカマドが検出された。北側カマドは灰かき穴をきちんととどめ、燃焼部から煙道部へ移

行する地点に、左右2個の石材を据えでいる。全長152cm、燃焼部長62cm、袖部内幅74cmと規模も大きく、壁への掘り込

み角度も42。を測る。カマド主軸方位と住居跡主軸方位はほぼ直交する。北側カマドと接して存在する南側カマドは全長

108cm、燃焼部長74cm、袖部内幅65cmであり、北側カマドに比して小ぶりの様相を呈する。全長も短いことから、壁への

掘り込みの角度は63。と非常にきつい。主軸方位はN－47。一Eをとり、住居跡の主軸方位とは直交しない。2基のカマド

は形態、つくり等から考えて同時に存在したものではなく、各部の残存状況や左右壁の様相、及び位置関係から南側カ

マドが北側カマドに先行して構築されたものと推定される。　ピット　床面に3個（P1、P2、P4）、南北の壁にか

けて2個（P3、P5）存在する。P3とP5はそぜぞれ南壁、北壁のほぼ中央部に所在し対称的な位置にあること、

及び規模も似通っていることから柱穴の可能性をもつものと思われる。　遺物　覆土中より圷を中心として多数の土器

の出土をみた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（田口）
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図一76　H295号住居跡出土遺物
0 10cm

出土遺物　　土師器　小型甕（12）1コの字形態を残存させる口縁部は内外面横ナデ、肩部外面は横ヘラ削りが施される。

砂粒を多量に含む。　台付甕（13）、指頭痕を残しつつ、内外面にナデが施される。ナデは甕本体との接合部分及び脚端

部に於て顕著である。酸化鉄粒や多量の砂粒を含む。色調は茶褐色。　甕（14）、口縁部外面は指頭痕を残し、内外面横

ナデ。口唇部にはナデにより浅い沈線状が形成される。肩部外面横ヘラ削り、内面は平滑である。酸化鉄粒や砂粒を含

有する。色調は淡茶褐色。．　圷（15・16）、15は平底状を示す。底部はヘラ削り、体部外面は指頭痕を残す。口縁部にみ

られる横ナデの幅は狭い。内面は平滑である。砂粒を多量に含むが、焼きしまり良好。16は口唇部が内傾する平底圷の破

片である。’椀（17）、底部ヘラ削りにより平底状を形成する。体部外面は横ヘラ削り、口縁部は横ナデが施される。内面

は平滑である。多量の砂粒や微細な雲母を含む。色調は茶褐色。焼成は良好。　須恵器圷（1～8）、1～5及び7は

右回転ロクロ使用。底部の切り離しは回転糸切りによる。6と8はロクロ回転方向不明5底部切り離しは回転糸切りに

よる。8ではさらにその後に周辺部ヘラ調整が加えられる。1と3は軽石粒を多量に含み、色調は淡い暗灰色を示す。

軟質である。2は砂粒を含み、色調は淡灰色、軟質である。4は表面に黒色鉱物の溶出がみられる。色調は淡青灰色、

堅緻である。底部にはヘラ記号状の痕跡をみる。5は砂粒を含み、色調は淡灰色。軟質である。底部内外面に記号「井」

が認められる。6は砂粒を多量に含み、淡灰色、軟質である。7と8は軽石粒を多量に含み、暗灰色、軟質である。

椀（9～11）、10・11は右回転ロクロ使用。、底部の切り離しは回転糸切りにより、さらに高台部が貼付される。9はロ

クロ回転方向不明。高台部の周辺はナデ調整が施される。g・10は黒褐色の鉱物を多量に含む。色調は淡灰色、軟質で

ある。11は黒色鉱物の溶出がみられ、色調は青灰色、堅緻である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中束）

VI遺構と遺物　7Z



H296号住居跡

醜

1田

一
㎝
刈

の
の
目

匝

些・

A156．80m

憎

⑨
マら

響欝

．些

σ～

○～

◎？仏

ノ　　　　ヌ

膨　＼

＼囲

8

4
．窒

住居跡全景

1 3つ

7

1．黒褐色土。ローム粒。

2，黒褐色土。ロームブロック。上部に焼土粒。

3．赤褐色土。多量の焼土。ローム粒。

4．黒褐色土。若干の焼土。

5．褐色土。ローム粒・ロームブロック。

6．褐色土。多量のローム。

7．黒色土。少量のローム粒・焼土・炭化物。

8。白色粘土主体層。焼土・ロームブロック。

図一77　　H296号住居跡

6

霧5

0　　　　1m

一

H296号住居跡（5H－25）　　位置　調査区域

の北東、タ10～11に所在する。台地が東南方向

に傾斜を始める北西の端に当たる。　形状　北

西～南東に長軸を持つ長方形で、南北3．8m、東

西3．7mである。南西隅のみやや丸味を帯びてい

る。長軸方向はN－8。一W、面積13．9㎡、壁高

101cm～58cmである。カマド部分を除き壁下に周

溝をめぐらす。幅8～13cm、深さ1～8cmであ

る。南と北の壁は直線的でほぼ平行になってお

り、東と西の壁は外側に少し轡曲している。

ピット　床面に2個（P1、P3）、南壁にかかっ

て1個（P2）ある。P2は28×22cm、深さ14
cm、椀形で、焼土粒を含んだ黒色土で埋まって

いたが、貯蔵穴ではないと考えられる。P1

（50×37cm、深さ11cm）、P3（19×8cm、深さ

7cm）の性格は不明である。　カマド　東壁中

央やや南寄りにある。カマド主軸は住居長軸に

対し・て直角より3。南へ傾き、全長154cm、燃焼部長106cm、袖部内幅50cm前後、壁への掘り込み角度は46。で、壁外掘り込

みは132cmである。火床面は床面より8cm低い。袖部及び燃焼部は白色粘土で構築されている。　遺物　カマド手前やや

南寄り床面から土師器圷（1）が出土した。覆土中からは土師器圷（2～4）及び脚付甕（5）が出土している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（木部）
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図一78　・H296号住居跡出土遺物

5（覆）
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出土遺物　　土師器　圷（1～4）、内外面とも

に器面の荒れが著しく、技法などの観察は不明

瞭な点が多い。体部内面に放射状暗文、底部内

面にラセン状暗文を認める。色調は茶褐色。礫

や酸化鉄粒を含む。厚手で軟質。2は底部ヘラ

削りから滑らかに口縁部へと移行し、全体的に

丸味を帯びる。口縁部内外面に施された横ナデ

の幅は狭い。内面は平滑である。色調は茶褐色。

軽石粒や礫を含む。焼成良好。3は皿形を示す。

外面は器面の荒れが著しく、技法などは不明瞭。

僅かに、口縁部横ナデ、底部ヘラ削り痕を認め

る。内面は平滑である。色調は茶褐色。礫を含

み。軟質。4も3同様器形は皿形。口縁部は緩

やかに外傾する。底部ヘラ削り、口縁部横ナデ

により、稜線を形成する。色調は暗褐色。酸化

鉄粒や砂粒を含む。底部辺に煤付着。　台付甕

（5）脚部片。脚端部は内外面横ナデ。中央から

甕の接合部にかけて、粗いヘラ削り。甕内面に

指ナデ痕を認める。色調は淡褐色。軽石粒や多

量の砂粒を含み、軟質。　　　　　　　（中束）
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住居跡全体

1．黒色土。

2．黒褐色土。

3．黒色土。ロームブロック。

4．3に比ベローム粒が若干多い。

5．黒色土。

形

　　，旦
　し

諺

　　　．△

諺

カマド

1．黒褐色土。

2．黒褐色土。ロームブロック・焼土ブロック。

3．黒褐色土。

貯蔵穴

1．黒色土。多量のローム粒・ロームブロック。

Pl
1．黒色土。多量のローム粒・ロームブロック。

　住居跡全景

H297号住居跡（5H－26）　　位置　調査区

域の北西、ヲ11に所在する。台地の北側で、

少し西寄りのほぼ平担な所である。　形状

北東～南西に長軸を持つ隅丸不整方形で、南

北4m、東西3．8mである。南壁は、西方に向

かって約50cm内に寄っている。北東隅と南

西隅及び南西隅は若干張り出し気味で、H275

号住居跡と類似している。長軸方向はN－27．

5。一E、面積13．7㎡、壁高60～75cmである。周

溝はなし。　ピット　南西隅の床面に1個（P

1）あり、規模は58×28cm、深さ20cmで椀形

をしている。性格は不明である。カマド　東

壁南寄りにある。カマド主軸は北壁に平行で、

西壁にほぼ直交する。全長79cm、袖部内幅74

cm、燃焼部長74cm、壁への掘り込み角度75。で、

壁外掘り込み96cmである。火床面は住居床面

とほぼ同じ高さである。　貯蔵穴　南東隅、

長円形で規模は94×64cm、深さ12cmである。

遺物　カマド手前付近の床面から土師器甕が

出土した。覆土中からは土師器甕（2〉が出土し

ている。　重複関係　H289号住居跡と北東隅

で隣接している。新旧関係は本遺構の方が新

しいと推定される。　　　　　　　　（木部）

0 1m
一一図一79　H・297号住居跡
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図一80　H297号住居跡出土遺物

出土遺物　　土師器　甕（2）、口縁部から肩

部にかけて残存する小破片である。口縁部の

形態は、中央辺から緩やかに外傾し、内外面と

もに横ナデが施される。肩部外面は横ヘラ削

りが加えられる。肩部はなで肩状を示し、強

い張りはみられない。内面はナデにより平滑

な仕上げが施されている。色調は明褐色であ

る。砂粒を多量に含むが、焼きしまりは良好

である。　須恵器　甕（1）、大甕の胴部片で

ある。外面は細かな平行叩き目痕を残し、叩

き目の重複部分には、小さな平織り状の布圧

痕が付着する。内面には成形時の当て具痕を

残さず、ヘラにより平滑な調整が施されてい

る。礫や砂粒を多量に含有する。色調は外面

は暗灰色、内面では灰褐色を示す。焼きしま

りは良好である。　　　　　　　　　（中束）
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』枷　　勿白色粘土
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住居跡全体

1．黒褐色土。焼土粒。

2．黒褐色土。小量のローム粒・ローム

ブロック。

3．黒褐色土。ロームの大ブロッタを混

ぜる。

4．黒褐色土。多量のローム。やや褐色

強。

5．6層と同じだが、ロームブロ・ソタな

し。

6．　7にイ以るカf、しま1）なし。

7．1を基調とし、若干のロームブロッ

ク。

8．暗褐色土層。多量のローム粒。大ロ

ームブロック。

9．黒色土層。

10．1を基調とし、若干のローム粒。

11．黒褐色土。灰褐色土と若干の焼土粒。

カマド

1．黒褐色土。

2．黒褐色土。褐色味やや強い。

2二2に比べ多量のロームブロック。

3．暗灰褐色土。多量のローム粒。

4．暗灰褐色土。3より少量のローム

粒。

5．暗灰褐色土。白色粘土主体。焼土

粒。

6．黒褐色土。若干の白色粘土ブロッ

ク。

7．暗赤褐色土。一面に焼土・灰。

．＿旦i’8．灰層1。純粋な灰層。

　81灰層2。灰主体、7を混ぜる。

　9．暗褐色土。多量のローム。炭化物

　　灰。

　10．黒褐色土。小量のローム粒・炭化

　　物・焼土粒。
　　　　　0　　　　　1m
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　　　　　　　　　　図一81H298号住居跡　　　　　　　　　　　　　　　　　カマド全景

H298号住居跡（5H－27）　　位置　ヲ11。50号溝のすぐ北側で、他の7軒の住居跡とともに一群をなす。　形状　不

整方形を呈すが、全体に直線的で整然としたつくりである。東壁3．2m、西壁3．4m、南壁3．1m、北壁3。3m。東壁はカマ

ドを意識し、下端をカマド袖部に向かって住居内に寄せている。長軸方向N－25。一E、面積9．9㎡、壁高60～67cmで北壁

がやや高い。南東隅を除き、幅8～12cm、深さ2～6cmの周溝がめぐる。　ピット　住居中央北西寄り。円形、21×22

cm、深さ7cm。　カマド　東壁中央南寄り。掘り形の内側に袖部床面上で約30cmの厚さで白色粘土を巻く。両袖部及び

冠材には石材を使用する。燃焼部は方形を呈し、厚さ18～10cmの貼り床を施す。燃焼部先端はすぼめて煙道とする。白

色粘土の天井部が一部残存する。　遺物　南壁下から集中的に出土している。砥石（1）、須恵器圷（3）は床面ないし床

面直上から、釘状の鉄製品（2）及び土師器圷（4）は床面から12～13cm上から出土している。覆土中からは鉄鎌・鉄津

が出土している。　重複関係　南西隅でH285号住居跡と切り合う。新旧関係は不明。　　　　　　　　　　　（唐澤）
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図一82　H298号住居跡出土遺物

出土遺物　　土師器　圷（4）、緩やかな丸底か

ら立ち上がる体部は、口縁部でやや内傾する。

調整は外面で、口縁部横ナデ、底部ヘラ削り、

両者に挾まれた体部は指押えで指頭痕を残す。

内面は、口縁部から底部中ほどまで横ナデ、底

部中央は指頭痕を残す指ナデを施す。内面には

煤状の炭化物を薄く付着する。　須恵器　圷

（3）、ロクロ痕の弱いていねいなつくりで、内

轡する体部を持つ。底部は回転糸切り後、周辺

部に回転ヘラ削り調整を施すが、この中心が底

部中央にないため周辺部より内側にヘラ調整さ

れている所がある。体部下端は幅約5㎜の回転

ヘラ削りが加えられる。ロクロの回転方向は右

方向である。色調は黄色味がかった灰色で、部

分的に黄色味の強い所が見受けられる。焼成は

やや甘い。　鉄製品　釘（2）と見られるもので、

先端部7．5cm程を残存する。断面は11×7㎜の長

方形である。　石製品　扁平な形状をなす砥石

（1）で小さい方の小口面を除く5面が利用され

ている。流紋岩製。　　　　　　　　　（唐澤）
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．黒褐色土。若干のローム粒。焼土粒。

．暗褐色土。多めなローム粒。

．暗褐色土。多量のローム粒。

．黒褐色土。小量の焼土粒。ローム。

3．黒褐色土。やや褐色が強い。

4．褐色土。比較的多いローム粒。

5．褐色土。ローム粒主体。
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H299号住居跡
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図一83

2
笏 砺

　カマド全景

H299号住居跡（5H－28）　　位置　タ11。　形

状4．4m×3．3mの東西に細長い長方形。南・北

壁は内側に、東壁は外側に反る。長軸方向N

－117。一E、面積13．2㎡、壁高29～75cm、周溝幅

11～20cm、深さ3～6cm。　ピット　南・北壁

下に小ピツト。深さ8～11cm。　カマド　袖部

は地山を掘り残す。全長84cm、袖部内幅58cm、

燃焼部長56cm。遺物南壁中央の壁沿いに須恵

器圷（1）、同蓋（2、3）、土師器圷（5～9、11）、

8～12cmの長石、カマド冠材と見られる細長い

焼石等がまとまって出土した。東壁北半の壁沿

いからは墨書土器（13）が出土した。　（唐澤）
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図一84　H299号住居跡出土遺物

出土遺物　　土師器　圷（4～13）、規模・形態・調整等から5種類にわけられる。第1種（12・13）、内轡する口縁部を

持ち、最も深い器高を有する。13の底部内面には墨書（「茸」）。第2種（4・5）、第1種より浅い丸底。第1種同様半球

状を呈す。4の口縁部内面には油煙状の黒色炭化物付着。第3種（8～10）、口縁部内外面から底部内面中程にかけてハ

ケ状のヘラナデを施す。他では、この部分はすべて横ナデである。第4種（6・7）、口縁部と底部の境に弱い稜を持つ。

第5種（11）、平底ぎみの浅い底部に外反する口縁部を持つ。口径は他に比較し一まわり大きい。第1種から第5種まで

の調整痕を見ると、底部外面ヘラ削り、底部内面中心に指頭痕を残す指ナデ、底部から口縁部に移る内外面に指頭痕の

3者はいづれも共通する。　須恵暴　圷（1）、広い底部に浅い体部。底部全面に回転ヘラ削り調整。色調は灰白色で、

ていねいなつくり。　蓋（2・3）、3は内面に径11．4cmのかえりを持つ。笠部は中程まで回転ヘラ削り。灰色。2は3

と同じつくりと見られるが、灰白色で粗い胎土。須恵器のロクロ回転の方向は右。　　　　　　　　　　　　　（唐澤）
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住居跡全体

1．茶褐色土。

2．茶褐色土。ローム粒が多くなる。

3．茶褐色土。焼土粒・炭化粒。褐色強。

4．茶褐色土。

5．茶褐色土。焼土ブロッタを混ぜる。

6．茶褐色土。ローム粒主体。

7．茶褐色土。ロームブロッタ。

カマド

1．茶褐色土。多量のローム粒、若干の焼土粒。

2．茶褐色土。灰色がかる。焼土粒。

3．茶褐色土。焼土粒・焼土ブロック。

4．赤茶褐色土。焼土化したローム主体。

5．茶褐色土。焼土ブロック粒。赤みをおびる。

6．灰茶褐色土。灰・焼土。

7．赤褐色土。焼土化したローム主体。

8．黒茶褐色土。灰・焼土ブロック。

9．灰色土。灰主体。粘土・ロームブロック。

10．褐色土。ローム粒主体。

　　　　　Aノ
　く　　
　ド　　　　　　

㌧1∠9・7
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0 1m

住居跡全景

H300号住居跡（5H－29）　　位置　レ10。　形

状南北3．04m、東西2．75mの長方形を呈す。壁高

は39～66cm、面積8㎡、長軸方向はN－21。一Eで

ある。壁の状態をみると、北壁および東壁はやや

曲りくねり直線になっていない。西壁のみ直線傾

向が窺える。南東隅がやや不規則な形状を見せて

いる。周溝はカマド部分を除いて全ての壁下で認

められる。その深さは2～6cm、幅10～16cmを測

る。　ピット　床面からは確認されていない。　カ

マド　東壁南寄り。全長94cm、燃焼部長42cm、袖

部内幅65cmを測り、長さに比して幅広い感じを受

けるカマドの構築になっている。また、壁外への

掘り込みも94cmを測り、住居内に突き出るカマド

の部分は比較的少なくなっているといえよう。地

層断面から窺い知ることは、カマドを構築する材

は主として粘土と考えられる。　貯蔵穴　南東隅

と推定される。しかし、他の住居跡とは様子を異

にして、周溝がそのまま大きく深くなったような

状態である。50×50cm、深さ12cmである。　遺物

東壁近く、カマド脇より鉄製の鎌が出土する。し

かし、レベルは床面より15cm上を測り、本遺構と

の直接の関係は不明である。北東隅近くからは、

長円形の石が床面上より出土している。　重複関

係　本遺構の南東隅が土師ピットらしきものと重

複している。本遺構が旧。　　　　　　　（中澤）

一図一85　H300号住居跡

ノ

1

驚

マ

図一86　H300号住居跡出土遺物
0

　　2（覆）

乙

10cm

出土遺物’　土師器　圷（2・3）、2は口縁部

横ナデの幅が狭く、体部には指頭痕がみられる。

底部ヘラ削りは、緩やかな波状を形成する。内

面は平滑。器形は、丸味を帯びつつ外傾し、口

唇部でやや内傾する。精選された胎土。色調は

明茶褐色。焼成良好。3は口縁部が緩やかに外

傾する。口縁部横ナデの幅は広い。底部ヘラ削

りは、細かな波状を形成する。体部に弱い稜線

が生じる。内面は磨耗する。礫や酸化鉄粒、砂

粒を含む。色調は明褐色。軟質。　石製品　1

は楕円形で、片側がやや扁平である。上面には

斜方向に微細な削痕が走り、扁平部分周辺には

敲き痕が残る。すり石や敲き石として使用され

た可能性が考えられる。　　　　　　　（中束）
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H301・302・311号住居跡（図版25）
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C　155．20m ．型

住居跡全体

1．黒褐色土。

2．暗褐色土。多量のローム粒。焼土粒。

212に比べ黒色が強い。

3．暗褐色土。2よりローム粒が少い。

4．暗褐色土。多量のローム粒。

5．暗褐色土。小量のローム粒。

6．暗褐色土。

7．暗褐色土。多量のローム粒。㌧

8．黒褐色土。ロームブロック。

．9．暗褐色土。多量のローム粒。

818に似るが、ロームブロックを含まない。

10．暗褐色土。比較的多量のローム粒。

11，褐色土。ローム粒主体。

12．黒褐色土。焼土粒・炭化物。

13．黒褐色土。焼土ブロック・白色粘土ブロック。

14．暗褐色土。焼土粒・炭化物。

15．褐色土。ローム粒基調。

16．暗褐色土。

1612層に比べ黒色みが強い。

161基調を2におく。

17．暗褐色土。．多量のローム粒・若干の炭化物。

18．暗褐色土。小量のローム粒。

19．黒褐色土。

20，暗褐色土。多量のローム粒・同ブロック。

21．暗褐色土。ローム粒・同ブロック。

22．暗褐色土。多量のローム粒。

23．黒褐色土。

24．黒褐色土。小量のローム粒・同ブロッタ。

25．暗褐色土。多量のローム粒。

26．暗褐色土。多量のローム粒・ロームブロック。

　　　　　　　　D．155．20m

　　　　　じ　ひゅ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハノ

愚轟嵐藏一

B155．20m・

カマド（H311号住）

1．黒色土。多量の焼土粒。

2．茶褐色土。多量の焼土粒・焼土ブロッタ。

諺

．旦

カマド（H301号住）

。赤，褐色土。多量の白色粘土。焼土。

．赤褐色土。焼土化したローム主体。

．赤褐色土。焼土化・一ム主体．灰。

　灰主体層。焼土化したローム。

．」創

図一87H301・302・311号住居跡

搬繊

0 1m

一H301号住居跡（5H－30）　．位置　レ10。　形状　南北4．4m、東西3．4mの長方形。．南・北壁はやや内側に反る。南

壁は北壁に比べ西側が約20cm短かい。長軸方向N－23。一E、面積13．4㎡、壁高40～68．（北西側）cm。幅10～28cm、深さ

4～11cmの周溝がめぐっている。　ピット　住居中央。深さ10cmで、H302号住居跡のカマドの灰かき穴と見られる。　カ

マド　全長108cm、袖部内幅56cm、燃焼部長50cm前後。燃焼部先端を細くすぼめ煙道とする。煙道傾斜角25。。　遺物　カ

マド前付近を中心に土師器甕（1ん4）、同盤状圷（5）、鉄津、凝灰質砂岩と安山岩の焼け石が出土。これらは、出土レベ

ルから見てもカマド付近から流れ込んだものと認められる。　重複関係　H302号、H311号住居跡と切り合う5新旧関

係は琵lll）H3・・号の順である。．』　　』一　　　　　　　（唐澤）

H302号住居跡（5H－31）　　形状　東半分をH301号住居跡により破壊される。現状での規模は南北3．2m、東西2．9m

である。しかし、H301号住居跡のP1が本住居跡のカマド残存部分とすれば、ここまでの東西長は3．6mで、カマドが短

辺につく住居になる。また、面積は11．3㎡と推定される。壁は北壁に轡曲を認め、東壁に向かって開く台形が想定され

VI遺構と遺物　77



る。壁高は現状で67～37cmである。東西方向の方位はN－700－E。周溝は重複部分以外の所ではすべて認められる。幅

6～30cm、深さ5～8cm。　ピット　南西隅にのみ1個認められた。規模は94×74cm、深さ26cmである。　カマド　現

状では認められないので、H301号住居により破壊されたものとみられる。その点で興味深いのは、H301号住居跡のP

1は焼けが認められ、本住居跡のカマドに関連するものともみられる。　遺物　覆土中から若干の土師器・須恵器小片が

出土したのみである。　重複関係　H301号住居跡を参照。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）

H311号住居跡（5H－40）　　形状　北壁沿い全部と西壁沿いの一部を残存して、他はH301号住居に破壊される。（H

302号住居跡により破壊された可能性もある。）現存長は南北1．9m、東西3．18mである。西壁の方向はN－17。一Eである。

面積は5．9㎡以上である。壁高は46～39cmである。　カマド　H301号住居跡カマドと並んで北側にその先端を残存する。

束壁の延長線から想定すると壁外掘り込みは100cm以上のカマドとみられる。先端の壁への掘り込み角度は33。である。

遺物　本住居跡に関連する遺物は認められなかった。　重複関連　H301号住居跡を参照。　　　　　　　　　（唐澤）
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図一88　H301号住居跡出土遺物

H301号住居跡出土遺物

出土遺物　　土師器　甕（1～4）、1はいわゆるコの字状口縁を持

っ甕で、直に立ち上がる頸部を持つ。頸部は肩部との問に段差を設

け、両者を明確に分けている。胴部は最大径の所でややくの字状の掘

曲を感じさせる。調整は、口縁部外面に指頭痕を残す横ナデ、同内

面横ナデ、胴部外面ヘラ削り、同内面ナデ。胴部内面に接合痕を残

す。2・3は“く”の字状の口縁を持つ甕で、1同様に口縁部外面

に指頭痕を残す。3は口縁部と肩部の境に段差を設けるが、2は両

者がなだらかにつながる。2・3の胴部内面には斜方向（2）及び横

方向（3）のヘラナデの痕跡を残す。その他の成形・調整は1とまっ一

たく同じである。4は甕の胴下半部で、胴部及び底部外面にヘラ削

り、胴部内面に平滑なナデ、同下端にヘラナデの痕跡を残す。内面

にはやや剥落が多い。色調は1・2淡褐色、3・4赤褐色で、いづ

れも胎土中には細い砂粒が多い。なお、2の胴部外面に煤、口縁部

から肩部には焼土が付着する。　盤（5）、器高2cmの非常に浅い皿

形の土器。内面及び口縁部に横ナデ、底部外面にはヘラ削りを施す。

内面平滑。色調淡褐色、胎土に粗い砂粒・小石。　　　　　（唐澤）
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H303号住居跡（図版26）
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　　（石を抜いた跡）

BI54．70m

住居跡全体

1．茶褐色土，自然石が入る。

2．黒茶褐色土。

3．茶褐色土るローム。

4．黒茶褐色土。ロームブロック。

5．茶褐色土。ローム粒主体。

6．（不　明）

カマド

1．茶褐色土。焼土粒・炭化粒。

2．白色粘土とロームの混土層。焼土粒。

3．焼土化したローム主体。焼土ブロック。

4．茶褐色土。焼土粒。

5．赤色土。焼土ブロック主体。

6．灰赤褐色土。灰主体。焼土ブロッタ。

7．焼土化したローム主体。灰・炭化物。

　図一89　H303号住居跡
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　住居跡全景

H303号住居跡（5H－32）　　位置　調査区

域の北東、レ9～10に所在する。台地が東南

方向に傾斜し、やや低くなった北東の端に当

たる。　形状　北東～南西に長軸を持つ台形

で、南北4．2m、東西3．9mである。長軸方向は

N－24．5。一E、面積15．3㎡、壁高34～50cmで

ある。カマド部分を除き壁下に周溝をめぐら

す。幅10～16cm、深さ2～10cmである。壁は

すべて直線的だが、西壁は北に向かって約40

cm内に寄っている。　カマド　東壁南寄りに

あり、カマド主軸は西壁にほぼ直交する。全

長134cm、袖部内幅50cm、燃焼部長124cm、壁

への掘り込み角度は、燃焼部6。、先端部で85。

で、壁外掘り込みは122cmである。火床面は床

面より20cm低い。掘り形の内側及び天井部に

白色粘土使用。　貯蔵穴　南東隅。ほぼ円形

で40×40cm、深さ14cm。　遺物　住居跡中央『

部床面から土師器圷（1）が出土した。なお、

東壁にかかって出土した集石と本遺構との関

係は不明である。　　　　　　　　　（木部）

～　　こ二＼二．＿

　　、　　勢 1

譲一
ノ

2（覆）

≦三」一、　＼
　　　　　　　　　3（覆）

0 10cm

図一90　H303号住居跡出土遺物

H303号住居跡出土遺物

出土遺物　　土師器　圷（1・2）、1は口縁

部横ナデ、及び底部のヘラ削り整形により僅

かに稜が形成される。中間に残る指頭痕の幅

は狭い。内面はナデが施され、平滑である。

口縁部は緩やかに外傾する形状を示し、口唇

部はやや丸味を帯びる。色調は茶褐色である。

砂粒や微細な雲母片を多量に含有する。焼き

しまりは良好。内外面に点々と煤が付着する。

2は口縁部が緩やかに外傾する形状を示す。

底部はヘラ削り、口縁部は内外面に横ナデが

施される。内面はナデが加えられ、平滑であ

る。内面には部分的に炭化状の付着物がみら

れる。色調は淡茶褐色。砂粒や微細な雲母片

を多量に含有する。やや軟質である。　須恵

器蓋（3）、かえりの無い蓋の小破片である。

ロクロ成形である。使用ロクロの回転方向不

明。色調は淡灰色。砂粒を多量に含有するが、

焼きしまりは良好である。　　　　（中束）
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カマド全景

A159．30m
6
　　A’

．黒茶褐色土。焼土粒。

．赤茶褐色土。多めな焼土粒。

．褐色土。多めな焼土粒。炭化物。

．黒茶褐色土。ローム粒、炭化粒、焼土粒。

．赤茶褐色土。少量の焼土粒。

4

2裟

6．黒色土。根の跡か。

7．赤色土。焼土ブロッタ。

8．赤茶褐色土。多量の焼土粒、灰。

g．茶褐色土。灰主体。焼土粒。

10．赤茶褐色土。焼土粒、炭化粒、灰。

0 1m

一

，、セ許鞭醸

　　　　　ゆ　　　　蟻鞠

図一91H304号住居跡
紡錘車出土状態

H304号住居跡（5H－33）　位置　力13～ヨ13。　形状　南北5．06m、東西3．9mを測るが、東壁は西壁より60cmほど

長くなり、住居跡は台形を呈す。、壁はみな直線で、隅は北東および北西が直角を示し、南西隅は鈍角、南東隅は隅丸が

認められる。深さ5～10cm、幅12～26cmである。　ピット　3個確認される。P1は床面中央部より、やや北西に位置

する。P2、P3はともに南壁に近く、もしくは接して位置する。深さは16～21cm、その性格は不明である。　カマド

東壁南寄り。全長1．42m、燃焼部長95cm、袖部内幅58cmである。カマドを構築する材料は、その地層断面から考えるに主

として白色粘土と思われる。　貯蔵穴　南東隅。円形を呈し、66×52cmである。　遺物　北壁東寄りの周溝部より紡錘

車（10）、北壁中央部より刀子（11）が出土している。刀子の場合、床面より16cm上に位置しており出土位置も併せ考え

ると、本遺構に直接関係あるものとして捉えるには若干の疑問が残る。カマド南側で貯蔵穴近くから須恵器蓋（4）が

出土している。　重複関係　52号溝と重複する。切り合い関係は不明だが、覆土より本遺構が新とみられる。　（中澤）

出土遺物　　土師器　甕（1）、口縁部の形態はくの字形に外反する。外面は肩部から胴中央部辺まで斜ヘラ削り、胴下

半部には縦ヘラ削りが施される。内面胴中央やや下方寄りに粘土接合痕を残し、周辺部にはヘラ調整が加えられる。内

面の一部及び外面胴下半部に煤状の付着物が認められる。色調は明茶褐色。小型甕（2）、口縁部はくの字に近い形状

を示し、外反する。口縁部は内外面横ナデ、肩部外面は横ヘラ削り整形される。内面は横ヘラナデにより平滑である。

色調は暗褐色。軟質である。　圷（3）、全体的に丸味を帯びた形状を示す。底部はヘラ削り、口縁部は内外面横ナデ、

中間に指頭痕を残す。色調は明茶褐色。　須恵器　蓋（4）、右回転ロクロ使用。切り離し技法不明。天井部中央に凹状

の小さなつまみをもつ。周辺部は回転ヘラ削りによる調整が加えられる。砂粒を多量に含む。　圷（5・6）、5は左回

転ロクロ使用。底部切り離しは回転ヘラ切り。6は底部切り離し後、周辺部ヘラ調整。ともに黒色鉱物を多量に含む。

甕（7）、内面はロクロによる凹凸を残す。砂粒を含む。色調は灰褐色。　石製品　8は用途不明。9は端部に敲き痕あ

り。10は紡錘車、流紋岩製。　鉄製品　11は木片付着の刀子片。12はL字形金具。　　　　　　　　　　　　　（中束）
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H305号住居跡（5H－34）　位置　タ13。

形状　51号溝の構築のため、本遺構の半分以

上が破壊され、加うるに生活道路下に一部（東

壁部）あるため十分な発掘ができていない。

従ってく規模等については不明である。現状

で、壁高68～82cm、北西隅は直角を示してい

る。周溝は51号溝に破壊されていない部分に

ついては確認することができる。幅12～20cm

である。西壁の走行はN－25．5。一Eを測る。

『ピット　床面上からは確認されていない。’

カマド　おそらく東壁に構築されてはいるの

であろうが、形状の項で記したように道路下

になるため、確認調査はできていない。　貯

蔵穴　カマドと同様。　遺物　51号溝を挾ん

で砥石が2個出土している。砥石（4〉は51号

溝の西側、北壁近くの床面より出土。そのレ

ベルは床面より6cm上である。砥石（5）は51

号溝の東側、南壁（？）近くより出土してい

る。レベルは床面より2cm上を測る。また、

西壁近くと51号溝の東側の床面より土師器脚

付甕が3個体（1～3）出土している。　重
複関係　51号溝と重複し、本遺構が旧。．テ

フラ　B軽石層が地層最上部に床面から約55

cmの所で確認されているが、このB軽石層は

本遺構を直接覆うものではなく、51号溝を覆

うものとして捉えたい。　　　　　（中澤）

図一93　H305号住居跡
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図一94H305号住居跡出土遺物

出土遺物　　土師器　台付甕（1～3）、1は口縁部が歪み、手作りの様相を示す。口縁部は内外面横ナデ、肩部外面は

横ヘラ削り、胴部は斜ヘラ削り整形される。内面は横ヘラナデにより平滑である。脚部を欠損する。胴下端部に横ナデ

痕を残す。色調は明茶褐色。砂粒を含むが、焼きしまり良好。2は肩部が張り、口縁部内面には明確な稜線を形成する。

口縁部は指頭痕を残しつつ、内外面横ナデ、肩部外面は波状を形成する横ヘラ削りが施される。内面はナデにより平滑

である。ハの字形に開く脚部3は端部外面に指頭痕を残すが、横ナデされる。2と3は同一個体か。外面に煤が付着す

る。　須恵器　椀（6）、体部は内外面ともにロクロによる凹凸を残し、底部切り離しは回転糸切りによる。さらにその

後、低い高台を貼り付け、周辺部にはナデが施される。礫や微細な雲母片を多量に含む。口唇部を除く全面にいぶしが

掛かる。　石製品　磨耗の著しい砥石4・5が出土している。いづれも流紋岩製である。　　　　　　　　　　（中束）
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Ql1P2／’貯
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01　
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＼
　　住居跡全体
　　1．黒褐色土。大ロームブロック。

　　2．黒褐色土。若干のローム粒。

　　3．黒褐色土。
　　3’．3より黒色みが弱い。

　　4．暗褐色土。小量のローム粒。　．

　　5．暗褐色土。小量のローム粒・同ブロック。

　　6．黒褐色土。ロームブロック。

　　7．黒褐色土。
　　8．黒褐色土。若干のローム粒。
B’　　　9．黒褐色土。やや黒色み強。焼土粒。

．－
　　10．黒褐色土。小量のローム粒。

　　11．暗褐色土。多量のローム粒。焼土ブロッタ。

　　12．黒褐色土。焼土ブロック。

　　13．暗褐色土。多量のローム粒。

　　14．黒褐色土。
　　15．黒褐色土。焼土粒・炭化物。

　　16．暗褐色土。比較的多量の焼土粒。

　　17．黒褐色土。ローム粒・焼土粒。

　　18．黒褐色土。焼土粒。

H306号住カマド

1．暗赤褐色‡。多量のローム粒・同ブロック。　、

2．暗褐色土．ローム粒・焼土粒・灰．

3．灰褐色土。多量の灰。焼土粒。

4．暗褐色土。ローム粒・同ブロック主体。（貼床）

A156．40m 撹乱層
18

．窒

12

霧9　7疹　　　　励賜
　　　　H307号住

B155．50m

皿㍊

　　B〆
67

、燕1織

　　　　’　　　　　　ゆ　　　　　　　

一《一
　306号住カマド

b155．70m　b’

筋
貯蔵穴（307号住）

H307号住カマド

1．黒褐色土。耕作土主体。

2．暗赤褐色土。ローム粒・焼土粒。

3．黒褐色土。黒色み強。焼土粒。

4．暗褐色土。多量のローみ粒。焼土粒。

5．暗褐色土。ローム粒・焼土粒。．

5’．5に比べ、若干ローム粒が多い。

6．暗褐色土。ローム主体。焼土粒。

7．暗赤色土。焼土主体。（煙道壁か）

8．黒褐色土。

9．黒褐色土。多量の焼土。灰。

10．暗褐色土。比較的多量のローム粒・焼土粒。

貯蔵穴（H307号住）

1．黒褐色土。ローム粒・ロームブロック。

307号住カマド

0　　　1m

一図一95H306号・307号住居跡

H306号住居跡（5’H－35）　　位置　ヨ9～10。すぐ東側を52号溝が南北に走る。　形状　南北2．9m（推定）、東西2．

8mの隅丸方形と見られる。長軸方向N－20。一E、面積8㎡前後（推定）、壁高68～41cmで北西側が高い。重複部分を除

く壁下には幅8～18cm、深さ2～9cmの周溝がめぐる。　カマド　東壁中央南寄り。上体はH307号住居跡により破壊さ

れていたが、床面下に若干の掘り込みと灰、焼土粒の堆積が認められた。円形の燃焼部には2～6cmの厚さに貼床が認

められた。燃焼部先端は細くすぼめて煙道としている。全長90cm（現存長。以下同じ）、燃焼部長50cm、煙道部長50cm。

遺物　北西隅付近から土師器圷（1・2）が出土している。2は墨書土器である。　重複関係・住居跡南半をH307号住居

跡と切り合っている。本住居跡が旧い6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　『　（層澤）

H307号住居跡（5H－36）　形状　南北4．6m、東西3．1mの長方形。非常に細長い形態をとる。長軸方向N－27。一E、

面積14．8㎡、壁高67～36cmぞ北西側が高い。周溝は重複部分とカマド付近を除き認められる。幅10～20cm、深さ1～10

cm。　ピット　カマド右袖部（P1）と南壁下やや北寄り（P2）に所在する。深さはいずれも12cm。　カマド　東壁

中央南寄り。壁外につくる。左袖部には凝灰質砂岩を置く。燃焼部は全体に赤く焼け込んでいる。煙道部は燃焼部先端

を細くすぼめて一段高くする。焚口部には深さ約20cmの灰かき穴と見られるピットがある。全長120cm｛袖部内幅63cm（現

状）、燃焼部長80cm。　遺物　土師器甕（11）、同圷（8～10）、須恵器圷（3～6）、同高台境（7〉が出土している。3・5

は床面密着、他は床面上18cm以上または覆土中である。なおH306～307号住居跡の覆土中から鉄津・羽口・砥石出土。

重複関係北側でH306号住居跡を、カマド部分で52号溝を切る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）
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図一96　H306・307号住居跡出土遺物

出土遺物　　土師器　甕（11）、緩かに外反する口縁部を持つ甕で、胴部に最大径がくる。口縁部は下半がやや立ち上が

．りぎみになっているが、コの字状口縁甕の頸部ほど明確ではない。調整は、口縁部外面は上半分に指頭痕、下部にヘラ削

り痕を残す横ナデ、肩部に横または斜方向のヘラ削り、口縁部内面横ナデ、肩部内面ナデ。外面の口縁部と肩部の問に

段差はなく、なだらかに続く。口縁部外面の立ち上がり部分中ほどに接合痕が認められる。色調は赤褐色で、精選され

た粘土に細い砂粒を混ぜる。焼成良好。口縁部外面に焼土が付着する。　圷（1・2・．8～10）、3種類に分けられる。第

・1種（1？2）・やや扁平な丸底を持つ圷で・口径13・4～13・6cm・器高3・8cm。概して口縁部から底部になだらかに続く・

口縁部内外面から底部内面中ほどまでは横ナデ、底部外面ヘラ削り、同内面中心部は指頭痕を残す指ナデ、口縁部と底

部の境付近は内面に顕著な指頭痕、外面には指頭による押えの痕跡が見られる。口縁部は内外に指を当てて折り曲げた

ものと見られる。色調は淡褐色で、胎土に砂粒を含む。第2種（9）、第1種に似た形態を取るが、底部は平底の傾向が

強く｛規模も口径12cm、深さ3．6cmとやや小さい。成形及び調整は第1種とまっ、たく同じである。第3種（8・10）、底部

外端にヘラ削りの結果生じた弱い稜を持つ。口縁部外面に強い横ナデを施しているため、体部全体は緩かにS字状の曲

線を描く。また、底部内面は指頭痕が顕著に残り、凹凸が激しい。前2者に比較して概してつくりは雑である。口径12～13．

6c血（復元）、器高3．5cm前後（推定）で、第1種と第2種の中問の口径を持つ。成形・調整は、基本的には前2者と同じ

である。第1種は306号住居跡、第2種と第3種は307号住居跡から出土しており、時期差を示すものと見られる。　須

恵器　圷（3～6）、3は底部に薄く延ばした粘土板が貼りつけられ、二重底になっている。これは最初の底部器肉が薄

すぎたか、中央に穴があいたため、粘土板で補強したものと見られる。当初の底部の周縁部には回転ヘラ削り整形が施

されるが、中央部は不明である。補強後の底部は指をナデつけた程度で、雑な調整である。底部内面は指頭痕の凹凸が

激しい。底部補強の際め痕跡と見られる。体部外面は布状のものを当てロクロナデを施す。色調は白色の強い灰白色。

4は丸い腰を持ち、体部の立ち上がりが大きい。底部の切り離しは回転糸切り未調整。内面底部は平坦で広い。色調は

灰白色・精選された胎土に多量の黒色粒子を含む・つくりはていねいだが・やや焼成が甘い・5は4と享つたく同じ胎

土でつくられている。4に比べ径の大きい底部に、直線的な体部を持つ。底部の切り離しは回転ヘラ切り未調整。色調

は灰白色で、堅緻な焼成、つくりていねいである。体部内外面に自然粕がかかる。6は口縁部を欠失する。体部外面及

び底部内面に顕著なロクロ痕を残す。底部切り離しは回転糸切り未調整。色調は白色の強い灰白色、精選された胎土に

砂粒を混ぜる。焼成はやや甘い。圷3～6のロクロ回転の方向はすべて右である。3・5・6の底部外面には、乾燥前
についたワラまたは細竹様の細長い筒状の痕跡が認められる。　椀（7）、付高台。口径15』8cmの大形の椀で、やや深く、

直線的な体部を持つ。口唇部は若干肥厚する。高台は高く、ていねいに接着。回転糸切り未調整。色調は灰白色で、や

や甘い焼成。　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）
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H308・309号住居跡（図版26）
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H308・309住居跡重複状況

Q

H308号住居跡カマド全景

A155．50m

H308号住カマド

麺耐
A’

B155．50m ．旦

H308・309号住居跡全体

1．茶褐色土。焼土粒。

2．茶褐色土。ローム粒。

3．茶褐色土。焼土粒・炭化粒。

4．茶褐色土。

5．褐色土。ローム主体。

6．黒褐色土。ローム粒・焼土粒・炭化粒。

7．茶褐色土。焼土粒・炭化粒。

9．茶褐色土。多量のローム粒。

10．黒褐色土。焼土粒・炭化粒。

11．茶褐色土。

308号住カマド

1．黒褐色土。ローム粒・焼土粒。

2．暗褐色土。多量のローム粒。

3．黒褐色土。ローム粒・焼土粒。

H309号住カマド

砺笙
4．暗褐色土。多量の焼土。炭化物・ローム粒。

5．暗赤褐色土。多量の焼土粒。灰。

6．黒褐色土。焼土粒。

7．暗褐色土。ローム粒・焼土粒。

8．暗褐色土。多量のローム粒。

、9．褐色土。ローム粒主体。焼土粒。

309号住カマド

1．茶褐色土。焼土ブロック。

2．赤褐色土。焼土化ローム主体。多量の粘土。

3．白色粘土主体。焼土化ローム。

4．焼土化したロームブロック。

5．ローム粒主体。焼土ブロック・粘土。

6．茶褐色土。ローム主体。

7．焼土ブロック主体。灰・ローム。

8．灰褐色土。灰主体。ローム・焼土。

9．（不明）

図一97　H308・309号住居跡
0　　　1m

一

H308号住居跡（5H－37）　　位置
タ9～10。　形状　南北4．4m（推定）、

東西3．7mの隅丸長方形。北壁及び東壁

は対峙する壁に比べ約30cm長い。長軸

方向N－1。一W、面積14．6㎡、壁高

50～66cm（北西側）。周溝がめぐる。

カマド　掘り形内側に粘土を巻く。凝

灰質砂岩と安山岩を混用。全長123cm、

袖部内幅86cm、燃焼部長約50cm。　貯

蔵穴　南東隅。円形、32×24cm、深さ

38cm。　遺物　カマド内から土師器甕

（6～’8）、貯蔵穴付近貼床中から須恵

器圷（1・2）が、東壁沿い床面で紡錘

車（4）が出土した。重複関係　H309
号住居跡を切る。　　　　　　（唐澤）

H309号住居跡（5H－38）　　形状
4．Om×3．6m（推定）で、東西に長い隅

丸台形。東壁は西壁に比べ約60cm長い。

長軸方向N－20。一E、面積10．8㎡、壁

高46～68cm（北西側）で、周溝をめぐ

らす。　床面　南東隅で貼床の一部を

確認。厚さ40cm。　ピット　南壁下中

央、深さ13cm。出入口に関連するもの

と見られる。　カマド　掘り形内側に

白色粘土を巻く。全長111cm、袖部内幅

70cm、燃焼部長50cm前後と見られる。

遺物　カマド内から土師器甕（1・2）、

南壁下床面で須恵器圷（5）、覆土中か

らは砥石（8）等が出土した。7も実質

は覆土中である。　　　　　　（唐澤）
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図一98H308号住居跡出土遺物

出土遺物　　土師器　甕（6～9）、口縁部の形態及び調整手法から3種類に分けられる。第1種（7・9）、ゆるやかに

外反する口縁を持ち、肩部はヘラ削りで口縁部より一段低くする。第2種（8）、コの字状口縁に近い外反する口縁部を

持つが、頸部は明確でない。肩部から口縁部はなだらかに続く。第3種（6）、典型的なコの字状口縁甕で、頸部が明確

である。以上3者の調整手法は基本的には共通している。口縁部外面に指頭痕を残す横ナデ、同内面横ナデ、胴部外面

横ヘラ削り、同内面及び肩部内面にはヘラナデ痕を残す。　圷（3）、底部に丸みを残す圷で、口縁部内外面及び内面横

ナデ、底部外面ヘラ削り、体部下半指圧による調整、内面屈曲部に顕著な指頭痕を残す。　須恵器　圷（1・2）、1は

つくりのていねいな土器で、色調は青灰色である。底部切り離しは回転糸切り未調整。2は内外面に顕著なロクロ痕を

残すが、外面下半部のみ消す。底部には回転糸切り未調整痕を残す。黒灰色。　甕（5）、内面にロクロナデ、外面周辺

部回転ヘラ削り調整。青灰色。　石製品　紡錘車（4）、29．5g。蛇紋岩製。　　　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）

H308・309号住居跡出土遺物
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図一99H308・309号住居跡出土遺物

出土遺物　　土師器　甕（1～4・9・11）、1・2は“く”の字状に外反する口縁部を持つ甕で、口径と胴部最大径を同

じにとる。横ヘラ削りや頸部立ち上がり傾向が認められる。9はいわゆるコの字状口縁甕で、技法等は他住居跡出土の

ものと共通する。3・4は小型甕で、4は台部を欠失する。3は頸部の立ち上がりが明確である。4の胴部外面はすべ

て横ヘラ削りが施される。底部はヘラ削り整形後台部を接着する。11は台付甕である。以上、口縁部の調整は形態の違

いを越えてほぼ共通する。胴部内面は1・4・9・11ヘラナデ、2指ナデ、3ナデが認められる。　圷（10）底部に丸

みを残す圷で、口縁部内外面横ナデ、底部ヘラ削り、体部下半内外面に指頭痕。　須恵器　圷（5ら6・12）いづれも体

部または口縁部欠損。5は底部全面回転ヘラ削り調整。6の底部切り離しは回転ヘラ切りと見られる。周辺部手持ヘラ

削り整形か。中央部を一段低くする。12の底部には回転糸切り未調整痕を残す。ロクロの回転はいづれも右方向。　長

頸瓶（7）、下端及び頸部の半分に粕。頸部下端を上、肩部を下にして接合。　石製品　砥石（8）。流紋岩　　　（唐澤）
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H310号住居跡（図版27）
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1．茶褐色土。焼土粒・焼土ブロック。

2．焼土ブロック主体。黒色土。

3。粘土とロームの混土層。焼土ブロック。曹

4．赤茶掃色土。灰・焼土ブロック・一ロームの混土。

5．灰褐色土。灰主体。焼土ブロック。

　　1
34揚

0

5

1m

図一100H310号住居跡 一

H310号住居跡（5H－39）　　位置　タ9

～10、レ9～10にまたがって所在する。ここ

は東の谷地へ向かう傾斜地で、4軒の掘立柱

建物跡を含む一大住居跡群となっている。

形状　南北4m、東西3．6mの隅丸台形。南壁

東端に台形状の張り出し部を持つ。これは、

南壁西半の走向でそのまま東壁まで延獄す

と、カマド石袖部に近接した所にコーナーが

くるので、ここに張り出し部を設けることで

それを防ごうとしたとも考えられる。張り出

し部を含む東壁長と西壁長はほぼ一致する。

長軸方向N－39。一W、面積13㎡、壁高59～90

cmで北西隅付近が高い。カマド及び張り出し

部を除き、幅12～20cm、深さ3～7cmの周溝

がめぐる。　カマド　東壁中央南寄りに壁外

に構築する。両袖部は地山を20～30cmの幅で、

住居内方に5～10cm造り出している。燃焼部

右壁上端には、白色粘土が覆いかぶさるよう

に残存していた。構築材と推定される。燃焼

部は三角形状を呈し、細くすぼめた先端を煙

道とする。火床面は住居床面より18cm程低く

つくる。全長87cm、袖部内幅68cm、燃焼部長

71cm、燃焼部先端の壁への掘り込み角度は72。

である。　遺物　床面又はその付近からの出

土はなかったが、覆土中に体部の深い丸底の

土師器圷小片や同甕体部小片が出土してい

る。　　　　　　　　　　　　　（唐澤）

H312号住居跡

1劇
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1．茶褐色土。ローム主体。焼土粒。

2．茶褐色土。やや多量の焼土粒。△．155・70m

3．赤茶褐色土。焼土化ローム主体。

4．赤色ブロック層。

5．茶褐色土。（根のあとか）

6．茶褐色土。多量のローム。焼土粒。

7．黒みを帯びた茶褐色土。焼土粒。

8．茶褐色土。灰色み。灰・焼土粒・

炭化粒。

9．茶褐色土。ローム、焼土粒。

◎
P1

ρ

、⑤

＼喚

5

『

A
．／

．』些

、轟

O

図一101H312号住居跡

1m

一

H312号住居跡（5H－41）　位置　タ10。　形
状南北4．04m、東西2．831hを測るが、北壁は南

壁に比べ約30cm、東壁は西壁より約60cmそれぞ

れ長くなっている。従って、全体の形状は台形

を呈する。各コーナーは、北西隅を除いて他は

みな隅丸となっている。壁の形状は全て直線で

ある。長軸方向は南北にとり、N－4。一Wを測

る。面積は10．2㎡。幅10～26cm、深さ5cmほど

め周溝がカマド付近と東南隅を除き確認でき

る。　ピット　ー個確認される。53cm×31cm、

深さ7cmである。その性格は不明である。　カ

マド　東壁南寄り。構築材に石を使用するが、

とくに左壁中央には凝庚質砂岩を用いている。

全長86cm、燃焼部長60cm、袖部内部幅48cmを測

る。　貯蔵穴　南東隅。55cm×30cm、深さ13cm

の長円形を呈する。貯蔵穴を意識したのか、．南

東隅はきれいな曲線がつくられ、しかも、やや

張り出しの様相さえ見受けられる。　遺物　カ

マドの前方より集中して出土する傾向がみら

れ、床面より1～15cm上に3個体分の土師器甕．

が壊れた状態でみつかっている。また、須恵器

の圷（7）も1個分確認できている。南壁下の周・

溝上からは、須恵器の高台椀（6）の底部が出土

している。　　　　　　　　　．　　　　（中澤）

88



5（覆）

＼

1（覆）

　　　　⊂し

畢渠
　　　　　も＼　　　　　　一＼ミ
～

．＿一

｛
ノ

瓢C〔』．

一～《」辱　　　　　　　　　　　　　　　∠一一

＼
～　　、　　4」　　　　　　　　　　く『

＼　　　　　　　　　　　　　～

、＼1＼ 、＄1淑、
、 　　＼　　＼＼

＼

2（カ）

3（カ）

篭i」！

　　　1　6

一 『
　

一 『
一　　　■

『

一 一一　　　　　　　一

7

住居跡全景

カマド全景
一

＼

く、　　　∠L

尺

＼ 4
～

＼

　　、　、＼　　＼

く

女

奴　　、　、

＼

、

r了

．z

、

（「rr笈

一
4（カ）

0

’＼．

　18（覆）

o
10cm

図一102H312号住居跡出土遺物

彰　　　鱈

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カマド付近遺物2～4・6出土状態

出土遺物　　土師器　甕（1～4）、1は口縁部外面に粘土接合痕を残し、指頭圧痕を加える。口縁部内外面は横ナデ、

肩部外面には横ヘラ削りが施される。内面にはペラ痕を残す。内面は平滑である。色調は淡褐色。細石粒を多量に含み、

やや軟質である。2の口縁部外面屈曲部分には明瞭な稜線が形成される。口縁部は内外面横ナデ、肩部外面は横ヘラ削

りが施される。頸部は指頭痕を残し、緩やかに肩部へと移行する。肩部内面は調整時のヘラ痕を残す。色調は茶褐色。

焼きしまりは良好。3は口縁部外面中央部分に指頭痕を残し、内外面横ナデが施される。肩部には強い張りがみられ、

やや球形状を成す。最大径は胴部にある。肩部外面は横ヘラ削り、胴部外面は縦ヘラ削り整形である。内面は平滑であ

る。色調は茶褐色。酸化鉄粒や砂粒を多量に含む。4も1～3同様“コ”の字状口縁の形態を示し、口縁部外面には指

頭痕が顕著である。口縁部は内外面横ナデ、肩部外面は横ヘラ削り、さらに胴下半部に向けて縦ヘラ削りが施される。

肩部内面にはヘラ痕を残す。胴下半部内面では粘土接合痕がみられる。色調は茶褐色。酸化鉄粒や微石粒を多量に含む。

胴部外面には焼土が若干付着している。胴部内面はやや磨耗。　須恵器椀（5・6）、5は右回転ロクロ使用。底部の切

り離しは回転糸切りによる。高台貼り付け後、周辺部にナデ調整を加える。色調は暗灰色。礫や微細な雲母片を含む。

軟質である。内外面ともに器面の荒れが著しい。6はロクロ回転方向不明。底部切り離しは回転糸切りによる。高台貼

り付後、周辺部にナデ調整を加える。高台は細く、端部で凹状を示す。色調は暗灰色。礫や黒色鉱物を多量に含む粗い

胎土を使用しているが、焼きしまりは良好。　圷（7）、右回転ロクロ使用。底部切り離しは回転糸切りによる。体部外

面は成形時の凹凸が顕著であるが、内面は平滑である。色調は淡灰色。石英や微細な軽石粒を多量に含み、軟質である。

器面が荒れていて、底部は切り離し後に周辺部調整が加えられているかのように見えるが、回転糸切りのままと考えた

い。　石製品　8は直径6cm程と推測される紡錘車の破片である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中束）
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H313号住居跡（図版27）
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1．暗褐色土。ローム主体。焼土粒・

炭化粒。

。茶褐色土。多量の焼土粒。

．2に比ベロームが多い。

．黒茶褐色土。ローム・焼土粒。

．茶褐色土。ローム粒主体。灰。
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　　騨醤

＼並

　　　　　　ノ生＿．153・80m　　　　　＿生

．玉’

一一％

H313号住居跡（5H－42）　　位置　調査区域

北部の最東端、レ9に所在する。全体的に南東

方向に傾斜する台地が、東へ落ち込む最先端に

当たる斜面にある。　形状　北西～南東に長軸

を持つ長方形で、小さく張り出す南東隅を除い

て全て隅丸である。四壁全て外側に轡曲してい

る。北壁、西壁及び東壁北半分に拡張した跡が

認められる。南北は3．3m（拡張前は2．1m）、東

西は3．4m（拡張前は2．4m）、面積は7．9㎡（振張

前は6．9㎡）である。長軸方向はN－16。一E、壁

高38～66cm（振張前は47～86cm）である。周溝

なし。　’ピット　なし。　カマド　東壁南寄り

にある。全長92cm、袖部内幅58cm、燃焼部長56’

cm、壁への掘り込み角度は45。で、壁外掘り込み

は80cmである。火床面は拡張の前後共に床面と

ほぼ同じ高さである。カマド内（5）層は、燃焼

部を張って、拡張後の床にしていると考えられ

る。　貯蔵穴　南東隅にあり、円形で規模は60×

44cm、深さは11cmである。　遺物　貯蔵穴の南

側の壁上から須恵器蓋（3〉、中央から北にかか

る床面上から、須恵器甕（1）、小型壷（2）、高

台付椀（4）が出土している。　　　　（木部）

0 1m

一一図一103　H313号住居跡
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図一104H313号住居跡出土遺物

出土遺物　　須恵器　甕（1）、胴部の破片である。内面には当て具痕がみられる。色調は淡い暗灰色を主体とする。外

面には自然粕が掛かり、又、黒色鉱物の溶出がみられる。　小型壺（2）、胴部外面に平行叩き目痕、肩部内面には指ナ

デ痕を残す。口縁部内面は成形時の凹凸が顕著である。色調は暗青灰色。白色粒を多量に含み、やや軟質である。　蓋

（3）、右回転ロクロ使用。・内面にかえりをもっ。天井部は扁平で、中央に大型の凹状つまみが付けられる。天井部は濃

緑色の自然粕が掛かり、重ね焼きの痕跡を残す。　椀（4）、ロクロ成形。底部には浅い溝を形成し、高台を接合する。

体部外面下端はヘラ削り、口縁寄りには2条の凹線が巡る。色調は淡灰色。黒色鉱物を含み、やや軟。　　　　（中束）
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H314号住居跡
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カマド

1．黒色土。多量の白色粘土。

2．黒褐色土。

3．黒褐色土。少量の白色粘土。　　　　　　　旦．　153。10m

4．黒褐色土。焼土粒。

5．黒色土。多量の焼土粒。

6．赤褐色土。多量の焼土。

7．ローム。黒色土でよごれている。軽石なし。

貯蔵穴

1．暗褐色土。ローム粒。焼土粒。

2．暗褐色土。多量のローム粒。

　　　　　　　　A153．30m

S
も

OS

　～篇
．，⑤

　　　H314号住居跡（5H－43）　　位置　東の谷

　　　地へ向かう傾斜地レ8に所在する。掘立柱建

　　　物跡4軒を含む大住居跡群の南端に位置す

　　　る。　形状　南北3．9m、東西3．6mの隅丸台
　　．些形。南壁は北壁に比べ約30cm長い。長軸方向

　　　N－41。一E、面積13．5㎡、壁高35～88cm（北

　　　西側）・東壁南半を除き周溝をめぐらす。
．旦　　　ピヅト　南壁沿いに4個認められる。P1・

　　　P2は北東隈の貯蔵穴とともに柱穴と見るこ

／
　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

　　　ともできる。ピット間の中心距離はP1～P

　　　2、270cm、P1～貯蔵穴、300cmである。深さ
　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　ロ　　　はいずれも9～17cmである。P3は出入口施

　　　設関連ピットとも見られる。深さ13cm。P4

　　　は性格不明。深さ11c臨　　力マド　北壁中央

　　旦東寄り。カマド内覆土中から白色粘土を検出。

諺
貯蔵穴

．ざ

2　　　4

　　3　タイ
1　　　　　－6

0

　7勿

．1m

図一105H314号住居跡 一

構築材と見られる。焚口前面はピット状に低

『くなっており、灰かき穴と見られる。全長84

qm、袖部内幅60cm、燃焼部長78cmでその先端

を煙道とする。燃焼部先端の壁への掘り込み

角度69。。　貯蔵穴　北東隅。円形、40×32cm、

深さ17cm。柱穴とも見られる。　遺物　カマ

ド前を中心に土師器甕（2～4）・同圷（1）と

安山岩長石が出土。これらは出土レベルから

見て、カマドからなだれ落ちたものと見られ“

．る。北東隅を除くコーナーには、2～5個の

小長石（転石）が床面で認められた。覆土中

からは紡錘車（5）等が出土。　　　（唐澤）
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図一106H314号住居跡出土遺物

出土遺物　　土師器　甕（2～4）、2・3は細長い胴部に強く“く”の字状に外反する口縁部を持つ。最大径は口縁部

にとる。口縁部は内外面横ナデ、外面に指頭痕を残す。胴部外面は縦ヘラ削りで、2の肩部に横ヘラ削り1段が認めら

れる。胴部内面ヘラナデ。口縁部と肩部の境には肩部の低い段差が見られる。4は小型甕で胴部に最大径を取る点を除

き2・3に同じ。いづれも厚い器肉を持つ。色調褐色。　圷（1）、半球形の丸底。体部中ほどの内外面に指頭痕。　須

恵器　壷（6）、内外全面にロクロナデ。色調灰色。　石製品　紡錘車（5）、頁岩製。48．5g。　　　　　　　　（唐澤）
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H315号住居跡（図版28）
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彫一
　貯蔵穴

．旦・

．△

カマド
ー
1
．

黒褐色土。

2．黒色土。白色粘土。

3．灰褐色土。多量の白色粘土。

焼土粒。

4．褐色土。白色粘土・焼土粒。

5．黒色土。焼土粒。

図一107H315号住居跡

．諺§
6．黒褐色土。多量の焼土

7．黒色土。多量のローム粒。

8．黒色土。多量の炭化物。

貯蔵穴

1．黒色土。多量の焼土。軟らか

いo

0 1m

一一

H315号住居跡（5H－44）　　位置　調査

区域北東、タ9に所在する。台地が南東に

傾斜する北側の斜面上にある。　形状　北

西～南東に長軸を持つ台形で、南北4．9m、

東西3．6mである。南東隅は隅丸になってい

る。北、東、西壁は直線的であるが、南壁

中央部に床面レベルで30cmほど外側にえぐ

れるように張り出している部分がある。性

格は明らかでない。長軸方向はN
－20－W、面積は16．8㎡、壁高は66ん106cm

である。　ピット　なし。　カマド　東壁

南寄りにある。全長140cm、袖部内幅80cm、

燃焼部長100cm、壁への掘り込み角度47。、壁

外掘り込みは東に向かって左110cm右140cm

である。火床面は床面より18cm低い。構築

に当たっては、凝灰質砂岩の石材を用い、

白色粘土でかためたと推定される痕跡が認

められた。　貯蔵穴　南東隅、円形で規模

は46×36cm、深さ30cmである。　遺物　カ

マドの右袖の南側、F床面より27cm上に土師

器の甕（1）が、床面中央から南側にかけて

須恵器の圷（4、6、7）が出土した。覆土中

からは須恵器の蓋（9、10、11）が出土して

いる。　重複関係　本遺構の北壁西寄り部

分に、H309号住居跡の南東隅の部分が重複

している。新旧関係は、本遺構の北壁がH

309号住居跡の南東隅部分をわずかに切っ

て造られることから、本遺構の方が新しい

と推定される。　　　　　　　　　（木部）

＼

　　　　　ズH308号住居跡　　○＿

H309号住居跡
　　　　◎り

汐
H315号住居跡
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一図一108H308・309・315号住居跡重複関係図
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図一109H315号住居跡出土遺物’

出土遺物　　土師器　甕（1）、緩やかに外反する口縁部は内外面横ナデ、肩部外面は横ヘラ削り、胴下半部に向けて縦ヘ

ラ削りされる。内面は平滑。色調は淡褐色。圷（2・3）、底部破片。2は内外面に「此」と墨書され、3はヘラ記号「井」

を認める。　須恵器　圷（4～8）、4～6は右回転ロクロ使用。底部切り離しは回転糸切り。7と8も切り離しは回転

糸切り。・4はロクロ目を顕著に残す。色調は淡い暗灰色。礫や黒色鉱物を含み、軟質。5は底部が灰褐色、体部は暗灰

褐色を成す。軽石粒を含み、軟質。6は礫や黒色鉱物を含み、色調は淡灰色。7は黒色鉱物を含み、軟質。F器面の荒れ

が著しい。色調は淡い暗灰色。8は内面にヘラ記号r十」を認める。　蓋（9～11）、9はロクロ成形、切り離しは回転

糸切り。天井部中央に小さな凹状のつまみが付くσ周辺部は右方向にヘラ調整。10は浅い凹状のつまみが付く。黒色鉱

物を多量に含む。11は天井部にロクロ成形後の回転糸切り痕を残し、つまみ部分を閾失する。周辺部は右回転ヘラ削り

が施される。甕（12・13）、胴部破片。12は外面に平行叩き目痕、内面に方形状の当て具痕を残す6色調は暗灰色。微細

な白色粒を多量に含む。13は外面に平行叩き目痕、内面にも同様の平行条痕を残す。色調は淡い暗灰色を主体とする。

外面には自然粕が掛かる。石英粒を多量に含む。12・13ともに堅緻である己　　　　　　　　　　　　　　　　（中束）
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H316号住居跡（図版28）
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住居跡全体　　　　　　　　　　　　カマド

1。黒茶褐色土。　　　　　　　　1．黒褐色土。ローム粒・焼土粒。

2．茶褐色土。ローム主体。　　　2．暗褐色土。焼土粒。　一

3。暗褐色土。ローム主体。　　　2二2に比ベローム粒が多い。

　　　　　　　　3．暗褐色土。焼土ブロック。

　　　　　　　　4．黒褐色土。焼土小ブロック。
　　　　　　　　5．暗褐色土。焼土粒・ロームブロック。
　　　　　　　　6．暗褐色土．・一ム粒・同ブ・ック．（貼床）0」～」m

　　　　　　　図一110H316号住居跡

H316号住居跡（5H－45）　　位置　東の谷

地に向かう斜面の高台部分、タ8に所在する。

掘立柱建物跡4軒を含む大住居跡群の南端に

位置する。　形状　南北5．1m、東西3．5mの隅

丸台形。東壁に比べ南に60cm、北に30cm長く、

外方ーにわん曲している。南壁東端は約20cm程

度の弱い張．り出し部を持つ。長軸方向N
－29。一E、面積16．7㎡、壁高25～57cmで北西

側が高い。東壁を除き、幅8～16cm、深さ1

～5cmの周溝をめぐらす。　床面　カマド焚

口付近から南東隅にかけて、15cm前後の厚さ

で貼床の一部が認められた。　ピット　北東

隅、北西隅に各々1個ずつ認められた。いず

れも小規模で深さも4～11cmである。　カマ

ド　東壁中央南寄り。掘り形の内側に10ん25

cmの厚さにロームと黒褐色土の混土を巻く。

住居内には同材料で袖部をつくっている。『両

袖部には安山岩転石が置かれているが、先の

袖部先端からは15～20cm奥に立てられてい

る。すなわち焚口天井部分は同床面より奥へ

入る形態のカマドが想定される。燃焼部火床

面はロームを主体とする貼床を施す。全長90

cm、袖部内幅46cm、燃焼部長80cmで、燃焼部

先端の壁への掘り込み角度は61。である。　遺

物カマド内から土師器甕（3）と須恵器圷（2）

が、覆土中からは同じ形態の土師器甕（1）等

が出土した。　　　　　　　　　　　（唐澤）
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3（カ）
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10cm

図一111H316号住居跡出土遺物

出土遺物　　土師器　甕（1・3）、1は肩部以下を欠失するが、細長い胴部に強く“く”の字状に外反する口縁部を持

つ甕で、最大径を口縁部にとる。口縁部は横ナデで外面に指頭痕を残す。胴部外面はヘラ削りで肩部に1～3段の横ヘ

ラ削りを認める。胴部内面には横ヘラナデを施す。口縁部と肩部の境には段差があり、肩部側が低い。口縁部中ほどに

は粘土紐の接合痕が見られる。色調は褐色で、胎土中に細い砂粒を多量に混ぜる。3は口縁部と底部を欠失する。胴部

外面は縦ヘラ削り、同内面には横ヘラナデを施す。色調は淡褐色で、胎土中に細い砂粒を多量に混ぜる。1・3はいづ

れも同じ形態と技法を取るものと考えられる。器肉は口縁部を除き3㎜前後で、非常に薄くなっている。　須恵器　圷，

（2）、底部に丸みのある小型の圷で、厚い器肉を持つ。全体にていねいなつくりだが、底部内面に顕著な渦巻状のロク

ロ痕を残す。底部外面は全面に手持ちヘラ削りを施す。ロクロの回転方向は右回りと見られる。色調は灰白色で、胎土

中に多量の小石を混ぜる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　（唐澤）
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H317号住居跡（図版29）
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住居跡全体

1．茶褐色土。ロームブロッ久

1’．1に比べ軽石がやや少。焼土粒。

2．黒色土。焼土粒。

3．茶褐色土。焼土粒。

4．暗褐色土。炭化粒。

5．暗褐色土。ローム・焼土粒。

6．褐色土。ローム主体。

7．茶褐色土。多量のローム粒。

カマド

1．茶褐色土。

2．黒茶褐色土。

3．茶褐色土。焼土粒（特に下半分）

4』黒褐色土。焼土粒。

5．赤褐色土。・焼土ブロック。

H317号住居跡（5H－46）　位置　調査区域北東、

タ8に所在する。南東方向に傾斜する台地の東端に

当たる。　形状　ほぼ方形で、規模は南北3．1m、東

西3．4n1である。四壁とも直線的で、四隅ともほぼ直

角をなし、整ったプランを持つ。主軸方向はN
－35。一E、面積10．3㎡、壁高30～70cmである。カマ

ド付近及び南東隅を除く全ての壁下に周溝をめぐら

す。幅8～22cm、深さ1～5cmである。　ピット　カ

マドの右袖にくっついて1個（P1）、及び北西の隅

付近に1個（P2）ある。P1は20×36cm、深さ20
cm、P2は24×23cm、深さ38cmで性格は不明。　カ

マド　東壁南寄りにある。カマド主軸方向はN
－109。一Eで東壁と直交せず、北向きに交わる。全長

70cm｛袖部内幅50cm、燃焼部長50cm、壁への掘り込

み角度450で、壁外掘り込みは70cmである。火床面は

床面より16cm低い。　貯蔵穴　なし。　遺物　．、3、

5、7は床面より、4は床面上12cm、，1は床面上22

cmより出土。なお、、住居跡の床面及び床面上10cm位．

の高さの所から、多数の石と土器片が散乱して出土

した。これらは住居廃棄後、捨てられたものと考え

られる。　　　　　　　　　　　　　　　（木部）
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図一112　H317号住居跡 一
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図一113　H317号住居跡出土遺物

出土遺物　　須恵器　圷（1～3）、3個体ともに右回転ロクロ使用。底部の切り離しは回転糸切りによる。1は底部周

辺に僅かなヘラ調整が施される。色調は淡青灰色。砂粒を含むが焼成は良好。2は微細な白色粒を多量に含み、軟質で

ある。色調は淡灰色。3は内面に稜線が形成される。色調は淡灰色。焼成は良好。　長頸壷（4）、頸部片である。5条

の凹線が巡る。色調は淡灰色を主体とし、断面は黄色味を帯びる。微細な黒色・白色粒を含む。　蓋（5）、高い天井部

を形成する。つまみを閾失するか周辺部回転ヘラ削りを施す。色調は淡い暗灰色、黒色鉱物を少量含む。焼成は良好。

その他　　（6）、大江正行氏より、祭祀用としてのカマド破片ではないかとの御教示を得た。7は羽口片。　　　（中束）
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H318号住居跡（図版29）
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H318号住居跡（5H－47）　位置　ヨ9。形状　南

北長2．36m、東西長2．94mで、隅丸台形を呈す。東西に

長軸をもち、その方向はN－820－E、面積は6．7㎡、壁

高は40～50cmを測る。ほぼ全周にわたり壁下に周溝が

認められる。幅8～14cm、深さ1～6cmであるd　ピッ

ト　床面および遺構確認面からは認められなかった。

カマド　東壁南寄りに設置。全長80cm、袖部内幅54cm、

燃焼部長30cmの規模をもつ。構築については、カマド

の覆土の観察から白色粘土を用いたように思われる。

また、左側の壁には、焼けを受けた石が1個確認され

ている。　貯蔵穴　確認されない。　遺物　床面上か

らは何らの遺物も発見されていない。本遺構覆土中よ

り土師器圷（4分の1残）が見つかっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中澤）

B155．80m 3
， 旦

7

1
2

1．茶褐色土。焼土粒。炭化粒。

2．灰褐色土。白色粘土主体。焼土粒。

3．暗褐色土。ローム主体。

4．焼土化したロームと焼土ブロック主体。

5．褐色土（焼土化した壁）

6．赤茶褐色土。灰。焼土ブロック。

7．6に比べ、焼土粒・炭化粒が多い。

6

勿 蕊
フ
　1（覆）

O 10cm

0 1m

図一115H318号住居跡出土遺物

一一　　　　　　　　　図一114H318号住居跡
H320号住居跡（図版30）
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a．茶褐色土。ローム主体。

b．赤褐色土。焼土化ローム

主体。

c．茶褐色土。ロームブロッ

タ。

・d．3に似るが、焼土粒を混

ぜる。

e．赤灰色土。．灰と焼土ブロ』

ックの混土層。

f．5に比ベローム粒が入る。

H320号住居跡（5H－49）　　位置1ヨ7の

南西隅に所在し、東に接してH319号住居跡、

南に接して宜370号住居跡が存在する。　形状

南北2．78mに対して東西が3．13mと東西に長

い台形の平面プランを有する。北壁、西壁、

南壁は直線に近いが、東壁は外方に膨らむ傾

向を持ち、隅角もこれに比例して北西隅、南

西隅が直角を呈するのに対して、北東隅、『南

東隅はゆるやかなカーブを描いている。面積

は8㎡で東壁の南半分を除いてほぼ全周に周

溝がめぐらされている。長軸方向はN
－92。一Eをとる。　カマド　東壁中央部にあ

る。造りが丁寧で燃焼部と煙道部が明確に区

分されている。全長66cm、燃焼部長41cm、袖

部内幅70cmで壁への掘り込み角度は62。を測

る。　貯蔵穴1南東隅に不整円形の貯蔵穴が

存在する。’長軸68cm、短軸58cmで深さ15cmで
』
あ る。－遺物　北西隅付近床面近くから鉄鎌

が出土している。　　　　　　　　　（田口）

住居跡全体

1．黒色土。

2．黒褐色土。ロームブロッタ。

3．黒色土。ロームブロック。

4．暗褐色土。多量のロームブロッタ。

5．黒色土とロームブロックの混土層。

6．黒色土。

　　　　　　　　　図一116 H320号住居跡
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　　　－01　　　　　ヒニニ立ニゴ

図一117　H320号住居跡出土遺物

96



H319号住居跡
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1．茶褐色土。焼土ブロック・ロームブロック。

2。赤褐色土。ローム主体。焼土粒。

3。焼土化ローム主体層。ローム粒。
4．赤褐色土．・一ム主俺焼土化ロ＿ム．図一118　H319号住居跡

5．赤褐色土。多量の灰・焼土。

6．赤褐色土。焼土化ローム主体。灰。

一ア　　　　　　　　ー7

1

奎
0 1m

一

H319号住居跡（5H－48）　　位置　ヨ7。

形状　南北3．64m、東西3．3mで台形を呈す。

長軸は南北で方向はN－170－E、面積10．8

㎡、壁高52～67cmを測る。周溝はカマド部分・

を除き、ほぼ全周に認められ、幅10～14cm、

深さ3～8cmである。この住居跡でとくに注

意をひくものは、住居の四隅である。北東お

よび南東隅は鋭い角を呈し、北西隅と南西隅

は隅丸を呈す。　ピット　西壁下および東壁

下に1個ずつ認められる。形状はいずれも長

円形。　カマド』東壁南寄り。左右袖部とも、

それぞれ20cm程の地山を掘り残している。全

長134cm、袖部内幅36cm、燃焼部長57cmを測る。

カマド地層断面から観察すると、構築材料は

粘土と考えられる。　貯蔵穴　なし。　遺物

東壁下の北寄りで土師器圷（1）、その手前の

床面より須葱器の小型鉢　（6）が出土。カマ

ドからは、土師器甕（3）の底部が出土してい

る。さらに、本遺構の覆土からは、須恵器圷

（4）（5）が出土している。また、土師器の甕

（2）も出土している。そして、鉄津も見つか

っている・，　　　　　　『　　　（中澤）
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図一119H319号住居跡出土遺物

出土遺物　　土師器　圷（1）、口縁部が直立に近い形を示す、小破片。　甕（2・3）、2は胴下半部の破片。外面は底

部に向けて斜ヘラ削りが施される。3は大型甕の胴部片である。胴部外面は横及び斜ヘラ削り、底部もヘラ削りである。

底部には僅かに稜線が形成されるが、比較的丸味を帯びた形状を示す。内面は横及び斜ハケナデが施される。色調は淡

い茶褐色を主とし《やや黒味を帯びる。石粒や微細な雲母片を含む。　須恵器　圷（4・5）、底部切り離しは回転糸切

り。4は黒色粒や砂粒ゑ含み、暗灰色・5は底部周辺にヘラ調整が加わる。淡灰色で、断面は淡褐色。　小型鉢（6）、

口縁部は内傾し、肩部は厚く張り出す。体部下端には左回転ヘラ調整が加わる。底部切り離，しにはヘラを使用か。底部

には浅い溝が残る。色調は淡い暗灰色。自然紬が掛かる。微細な白色粒を含む。焼成は良好。　　　　　　　　（中束）

VI遺構と遺物　97



H322号住居跡
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1．灰褐色土。

2．黒褐色土。ローム粒・

ロームブロッタ。

3．赤褐色土。多量の焼土

粒。

　　　　　　　A155．50m4。赤褐色土。多量の焼土　　一・

粒・焼土ブロック。

5．黒褐色土。下半に多量

のローム粒。

．窒
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／

0　　　　　1m

一一

H322号住居跡（5H－51）　　位置　ヨ8の

北辺部に所在し、51号溝と52号溝に挾まれた

地域に位置する。　形状　南北、東西はそれ

ぞれ3．04m、3．26mで、面積は9．5㎡を測る。

東西がわずかに長く、主軸はN－56。一Eの方

位をとる。壁の形状は南壁を除いてほぼ直線

を呈すが、東壁のカマドより南の部分は外方

に大きく膨らんでいる。周溝は幅10～16cm、

深さ1～6cmのものが南東隅を除いた全周に

めぐらされている。　カマド　東壁の南寄り

に据えられている。全長72cm、燃焼部長56cm、

袖部内幅42cmであるが、左右袖部共に地山を

掘り残して造られており、袖石の使用が認め

られる。なお、燃焼部と煙道部の区分は判然

としない。　ピット　カマドの前面に長軸89

cm、短軸54cm、深さ12cmのピットが存在する

が、位置から考えて灰かき穴と推定される。

遺物　カマド内より土師器甕（1）が、覆土中

より土師器圷（2）が出土している。（田口）

図一120H322号住居跡
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出土遺物　　土師器　甕（1）、緩やかに外反する口縁部には、内

外面横ナデが施される。胴部は長胴形の系譜を示し、中央付近に

若干のくびれが生じている。胴部内面では粘土接合痕が認められ

る。頸部は斜ヘラ削りにより鋭く挟られ、明確な稜線を形成する。

胴部外面における整形の主体は、縦ヘラ削りである。内面は頸部

付近にヘラ痕を残すが、全体的に平滑である。底部はヘラ削りに

より、やや丸味をもつ。底部内面はすり鉢状を示し、中央付近の

器壁は非常に薄くなるものと思われる。色調は淡い暗褐色を主体

として、胴中央部及び底部周辺では黒味を帯びる。胴部には少量

の焼土が付着する。砂粒を多量に含む。　圷（2）、底部中央は定

方向ヘラ削り、その周辺を巡るかのように横ヘラ削りが施される。

口縁部外面に残る横ナデの幅は狭く、口唇部は丸味を帯びて内湾

する。内面は平滑である。色調は淡褐色を主体として、底部中央

付近でやや黒味を帯びる。砂粒を含む。　　　　　　　（中束）

く、　　　＼　！＼

　＼
　　＼ 2（覆）
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図一121H322号住居跡出土遺物 住居跡全景
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　　　　　　　VI遺構と遺物　99



H354・365・366号住居跡（図版30）
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E150．70m

笏 礁　H354号住

　　17・

％　彫
　H366号住

E’

　　　　　　　　〆a　　150．20m　　　　a

懸貯蔵穴（H366号住）

1．黒褐色土。ローム

　粒。

2．黒色土。焼土ブロ

　ッタ・炭化物。

3．暗褐色土。多量の

　ローム粒・焼土粒。

4．貼床。

　　　　　　　　’C　l50．20m　　　　C

繍P2（H354号住）

1．黒褐色土。ロー

　ムブロック。

2．黒褐色土。ロー

　ム粒・焼土粒。

　　b150．20m　b’

　　　　笏

P4（H366号住）

1．黒褐色土。ローム

　粒。

2．暗褐色土。

FC　　150．70m

多3’

多

C’

2
　　c2　　　5 　　65 7

B150．20m

1　　　2

．旦

H366号住

微 賜
　H354号住

9　　10 11

易。

12ンー
劣 3撫翻H365号住

A150．70m
A’

H366号住 H354号住 H365号住

彪

354・366号（C～CP、E～E’）

1．

2．

3．

4．

5．

6．

7．

8．

9．

9．

10．

褐色土。多量のローム。

黒色土。ローム粒。

褐色土。多量のローム粒。

黒褐色土。・多量のローム粒。

黒褐色土。ローム粒。

暗褐色土。多量のローム粒。

黒褐色土。ローム粒。

暗褐色土。多量のローム粒。焼土。

暗茶褐色土。ローム粒・焼土。

暗茶褐色土。ローム粒・焼土。

黒褐色土。焼土。

11．灰黒色土。黒色土・灰・焼土。

12．黒褐色土。焼土。灰。

13．黒褐色土。多量のロームブロック。

14．黒褐色土。多量のローム粒．

15．黒色土。ロームブロッタ。

16．黒褐色土。ローム粒。

17．漆黒色土。ロームブロッタ

365号住（B～R）

1．黒色土。ロームブロツク。

2．黒褐色土。ローム粒。

3．黒色土。

4．灰茶褐色土。多量の白色粘土。焼土粒。

5．暗褐色土。多量の焼土。

6．灰黄色。ロームブロック。

7．暗褐色土。焼土・ローム粒。

8．7に似るが焼土はブロック状。

9．7に比べ黒色みが強い。

10．黒色土。炭化物多し。

11．ローム粒主体。『

図一123　H354号・365号・366号住居跡重複関係図
0 1m

一
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H354号住居跡（5H－83）　位置　調査区域南東、レ3に所在する。東への傾斜を増す斜面に東からH366、354、365
号住居跡と重複している。　形状　北壁と東壁が不明ゐため推定になるが、規模は南北4m、東西2．5mである。長軸方

向はN－20－E、面積は推定10．6㎡、壁高17～36cmである。北壁西半分と西壁下に幅8～14cm、深さ5～6cmの周溝を

めぐらす。　ピット　南西隅床面に1個（P1、39×28cm、深さ12cm）ある。性格等は不明である。　カマド　重複のた

め壊わされていて定かでないが、東壁南寄りと推定される。床面は平担で堅くしまっている。　貯蔵穴　不明。　遺物

西壁付近床面上3cmから須恵器椀（3）が出土している。重復関係　H366号住居跡との新旧関係は、本遺跡め床面が、

H366号住居跡の南壁を切って造られているところから、本遺構の方が新しいと推定される。　　　　　　　　　（木部）

H365号住居跡（5H－94）　　形状　北西～南東に長軸を持つ不整方形で、規模は南北4m、東西3．2mである。長軸方

向はN－2。一E、面積は10．9㎡、壁高11～40cmである。北、西の壁下及び東壁下のカマドより北に周溝をめぐらすじ幅

6～14cm、深さ1～2cmである。　ピット　南側床面に1個（P1、25×23cm、深さ13cm）、北壁忙接して1個（P2、

20×16cm、深さ床面とほぼ同）ある。　カマド　東壁中央やや南寄り。カマド主軸はN－56。一Eで西壁にほぼ直交する。

全長90cm、袖部内幅60cm、燃焼部長82cm、壁への掘り込み角度71。で、壁外掘り込みは東に向かって左側74cm、右側45cm

である。袖部に粘土使用。火床面は床面より14cm低い。　貯蔵穴　南東隅、不整形で規模は100×34cm、深さ21cmである。

重複関係　H366号住居跡との新旧関係は、カマド部分の地層断面から本遺構の方が古いと推定される。　　　（木部）

H366号住居跡（5H－95）　　形状　ほぼ方形で、規模は1辺約5mである。主軸方向はN－go－E、面積23．6㎡、壁

高23～57c血である。H354号住居跡重複部分と、カマド付近から南東隅を除いた部分の壁下に周溝をめぐらす。幅14～54

cm、深さ12～14cmである。　ピット　床面にほぼ方形に並んでいるP1～P4は、柱穴と考えられ、規模はいずれも径

20～30cmで、深さは約30～50cmの円形である。p1とP2には建て替えが認められる。　カマド　東壁南寄り。’全長80

cm、袖部内幅は推定60cm、燃焼部長75cm、壁外掘り込みは80cmである。火床面は床面とほぼ同じ高さである。　貯蔵穴

南東隅、円形で規模は86×70cm、深さ29cmである。　重複関係　H365→本住居跡→354号の順と推定される。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（木部）
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　　　　　1．5～9二H366号住居跡　2．H354号住またはH366号住

　　　　　3．H354号住居跡　　　　　4．H354・365・366号住のいずれか。4（覆）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0
図一124H354・365・366号住居跡出土遺物

＼

　［　9

10cm

出土遺物　　須恵器　甕’（1）、胴部片である。外面は平行叩き目痕、内面には波状の当て具痕を残す。叩きしめは良好

で、焼成も堅緻である。色調は暗灰色。　圷（3）、小破片である。ロク白回転方向不明。底部切り離し技法不明。暗灰

色で、黒色粒を多量に含む。　土師器　甕（2）、胴上半部に向けて縦ヘラ削り、底部に向けて斜ヘラ削りの施された破

片である。内面は平滑であるが、粘土接合痕を残す。色調は暗灰色。砂粒を多量に含む。　圷（4～6）、4は口唇部が

丸味を帯びて、やや内傾する。色調は暗褐色。軟質。5は口唇部がやや外傾する。色調は茶褐色。6は口縁部が直立す

る。色調は暗褐色。3個体とも底部はヘラ削り、口縁部は横ナデが施される。6には口縁部内面にハケ条痕が認められ

る。　椀（7〉、体部外面はヘラ削りにより波状を形成する。口縁部は内外面横ナデ。内面は平滑である。色調は明褐色。

軟質。　石製品　用途不明の小石8と9が出土。9上面には浅い円形の凹が認められる。　　　　　　　　　　（中束）
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H355号住居跡
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3＼1
4

．△二

1．黒色土。

2．黒褐色土。ローム粒。

3．暗褐色土。多量のローム粒。

4．茶褐色土。ロームと黒色土の混土層。

図一125H355号住居跡

勿

0　　　　1m

一一

H355号住居跡（5H－84）　　位置　調査区域東端、レ

6に所在する。台地の南北位置の中央付近に当たり、東

へ傾斜する斜面の途中の所にある。　形状　住居跡の東

側の約半分が斜面によって削り取られていて、全体の正

確な形状を把握することは不可能だが、北壁と南壁が東

側で内に寄っている台形と推定される。南壁と西壁はほ

ぼ直線だが、北壁は外側にゆるく轡曲している。南北4．

3m、東西2．8m以上、長軸方向はN－11。一E、面積12㎡

以上、壁高0～45cmである。北～西の壁下には幅10～18

cm、深さ6～11cmの周溝をめぐらす。　ピット　北側の

床面に半円形とややほそ長い形のピットが2個（P1、

P2）ある。P1は32×14cm、深さ15cm、P2は20×10
cm、深さは不明である。住居跡との関係は不明である。

カマド　削平のため不明。　貯蔵穴　削平のため不明。

遺物　1、2は床面上14cmより、3は床面上17cmより出

土。　　　　　　　　　　　　　　　（木部）

住居跡全景

　　　裟i霧

　　　　難
1
　　　　　｛イ

鰍
螺，奪一隔勲　細

襲一
，燭甲い　誕

苦糧
530ゴ 2

欝鞭灘撫，

3

0 10cm

図一126H355号住居跡出土遺物

出土遺物　　須恵器　甕（1～3）、いずれも甕胴部の破片である。1は外面に平行叩き目痕を残し、内面にはナデによ

る調整が加えられる。色調は内面で紫を帯びた暗灰色、外面で暗灰色を示す。黒色鉱物の溶解がみられ、さらに外面に

は自然粕が掛かる。2は外面に格子状叩き目痕、内面に波状の当て具痕を残す。色調は淡い暗灰色。微細な白色粒を含

む。3の外面では、平行条の叩き目が重複して、格子状を形成する。内面は同心円状の当て具痕を残す。色調は内外面

ともに艶のある黒灰色。外面には自然紬が掛かる。礫や白色粒を含む。焼成は堅緻である。　　　　　　　　　（中束）
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H356号住居跡
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A152・10m

3

1

糎

2
　4　　乙文　

1．黒色土。

2．黒茶褐色土。

3．茶褐色土。ローム。

4．3に比ベローム量が増加する。

5．灰褐色土。粘土ブロック・炭化物。

6．灰褐色土。ローム粒。粘土質。

5　　　　6　78！9

　10

7．灰茶褐色土。黒色土・焼土。

8．灰褐色土。ローム。

9．灰褐色土。粘土質。

10．灰赤色土。焼土・灰。

11．灰黒色土。焼土・灰。

12．赤褐色土。焼土・灰。

0

　　　H356号住居跡（5H－85）　　位置
　　　調査区域東斜面北部、タ6～レ6に当

　　　り、東傾斜の始まり部分に所在する。』

　　　形状　ほぼ南北に長軸を持つ長方形

　　　で、南北4．4m、東西3．6mである。四壁

　　　とも直線的で、長軸方向はN
　　　－10。一E、面積は15．6㎡、壁高31～83

　　　cmである。カマド部を除く壁下には周

κ　　溝をめぐらす。幅10～20cm、深さ5～8

　　　cmである。　ピット　北東壁下に壁内

　　　へ30cmほど入り込むように所在する。

　　　径74×56cm、深さ79cmで、貯蔵穴的な

　　　機能を持ったものと見られる。　カマ

　　　ド　東壁中央南寄りにある。長さ40cm

　　　の粘土質の左側袖部先端と右側袖部に

　　　P凝灰質砂岩の切石を置く。カマド前に

　　　散乱している凝灰岩質砂岩の切石は、

　　　カマド構築に使用されたものと見られ

A’　　る。全長112cm、袖部内幅51cm、燃焼部

　　　長さ66cm、壁への掘り込み角度44。で、

　　　壁外掘り込みは84cmである。火床面は

　11　　床面より20cm程低く、袖入口に灰かき
　　　
％　　　穴と見られる幅45cm、奥行40cm、深さ

　　　16cmのくぼみがある。　遺物　カマド

　　　内底部より土師器片、1は床面上で3

　　　は床面から＋25cm。　テフラ　覆土上

　　　端にわずかのB軽石純層が認められ
　　　た。　　　　　　　　　　（近藤）

1m

一図一127H356号住居跡
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2（覆） 4（覆）

0 10cm

図一128　H356号住居跡出土遺物

出土遺物　　須恵器　圷（1・2）、1は右回転ロクロ使用。底部切り離しは回転糸切りによる。色調は内面で白味を帯

び、外面にはいぶしが掛かる。2はの底部切り離しは回転糸切り。体部及び口唇部の一部に煤が付着する。砂粒を多量

に含む。　甕（3・4）、胴部片。、3は外面に平行叩き目痕｛内面に同心円状の当て具痕を残す。4の外面では平行条の

重複により、格子状の叩き目痕が形成され、内面では同心円状の当て具痕が認められる。ともに堅緻である。　（中束）
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H357・395・396号住居跡（H395・396号住居跡本部は108頁）
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357号住居跡

1．茶褐色土。やや砂質。

2．黒茶褐色土。

3．ローム主体。小量の茶褐色土。

4．茶褐色土。

5．茶褐色土。焼土粒・ロームブロック。

5二5に比べ小さなロームブロッタ。

6．茶褐色土。多量のローム粒。

7．赤褐色土。ロームと焼土ブロック主体。

8．黒色土。焼土粒。

9．赤茶褐色土。ローム粒主体。焼土粒。『

10．赤茶褐色土。ロームブロッタと焼土ブロッタ主体。

11．茶褐色土。ローム粒主体。焼土粒。

395・396号住居跡（1軒分）

a．茶褐色土。ロームブロック・黒色土。

b．黒茶褐色土。ロームブロック。

c．茶褐色土。多量のローム粒。

d．暗褐色土。ロームブロック。
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H357号住居跡（5H－86）　　位置　レ6の20m杭近くにあって、地形が東へ傾斜し始めるところに位置する。　形状

南北4．45m、東西3．91mの長方形を呈す。長軸は南北で、その方向はN－28。一Eを測り、土地の傾斜とほぼ並行をなす。

面積は16．8㎡、壁高16～18cmである。北東および北西の隅角に隅丸を確認することができる。壁の形状をみると、北壁

以外は、弱く外側に轡曲している様子が窺える。周溝は北東および南西隅を中心に、幅6～28cm、深さ2～6cmのもの

が確認できる。　ピット　都合13確認されている。そのうちP1、P2、P『7、P10を柱穴と推定する。ともに東西の

柱間距離1．5m、南北の柱間距離3mを測る。柱穴以外のピッ．，トについては、その性格は不明である。また、本遺構と重

複するH395・396号住居跡との関連も出てくるが、どのピットがどの遺構に付設されたものかも一切不明である。　カ

マド　東壁中央南寄りにある。右側袖部は地山をそのまま三角形状に残している。全長110cm、袖部内幅78c血、燃焼部長

45cmである。地層断面図から見る限りでは、カマドの主構築材は茶褐色の粘質土である。火床面は住居床面より9cmほ

ど低くなっている。　貯蔵穴　南東隅、不整円形で規模は84×58cni、深さ14cmである。　遺物『P7の近くの床面で須

恵器甕（？）の底部（1）、西壁近くの床面より土師器圷（3）が出土している。』重複関係　本遺構と重複するH395・

396号住居跡との新旧関係は、本遺構がいずれよりも新。　その他　ピットの位置や数をみると、建て替えが行われた可

能性も少しく残る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　（中澤）
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図一13σ　H357号住居跡出土遺物

出土遺物　　須恵器　1の器形は甕であろうか。胴下半部から底

部にかけて残存する小破片である。胴下半部外面は細かな平行条

の叩き目痕を数ケ所に留め、底部及び周辺部にはヘラ削りが施さ

れる。胴下半部内面には粘土接合痕を残し、指ナデが加えられる。

色調は暗灰色を示す。黒色粒や微細な白色粒を多量に含有する。

焼きしまりは良好である。　土師器　圷（1・2）、1の断面部分

では口縁部がやや内傾する形状に表現されているが、全体的には

表面の表現にみられるような、直立に近い形態を示す。口唇部は

丸味を帯び、口縁部内外面に施された横ナデの幅は狭い。底部は

中央付近で不定方向のヘラ削りが施されたのち、その周辺に一巡

りのヘラ削りが加えられる。底部ヘラ削りと口縁部横ナデとの中

問に指頭痕を留める。口縁部内面には粗いハケ目痕を残すが、中

央部分では平滑な仕上げが施されている。色調の主体は茶褐色。

口縁部外面に黒斑状を示す部分が認められる。砂粒を含む。3は

口縁部が緩やかに外傾し、口唇部で丸味を帯びて内湾する。口縁

部は内外面横ナデ、底部は不定方向ヘラ削り整形が施され、中間

には指頭痕を残す。底部内面中央付近でも指頭痕が顕著である。

色調は茶褐色。砂粒や微細な雲母片を含む。　　　　　　（中束）
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図一131H357・359・395・396号住居跡重複関係図 H359号住居跡全景
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H358号住居跡
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A150。80m

　『A
。　，／

4

3

1．茶色土。ローム粒。

2．茶色土。焼土粒・ローム粒。

3．茶褐色土。砂質。

4．赤茶色土。ローム粒・ロームブロック。

5．黒褐色土。炭化物ち

6．茶色土。

図一132

，△二

　　　　　　　　　7　　　2　　　　　1
　　　　　　　　　　　　10　　　6　　　　　　5
　　　　　　　　　’8　　　9
　　　　　　　　　　　－11％’

　　　　　　　　　　12
7．灰茶色土。焼土粒・粘土。

8．茶色粘土層。焼土粒・ローム粒。

9．焼土・灰を含む粘土層。

10．焼土・灰を含む粘土層。11．赤灰色土。焼土・灰。

12．灰色土。焼土ブロック。

　　　　　　　　　0　　　　　1m
　　　　　　　　　－
　H358号住居跡

H358号住居跡（5H－87）　　位置　調査区

域の東斜面中央部、レ5～6に当る。　形状

隅丸方形で、南北4．5m、東西4．5mである。東

壁は外方に弱い轡曲をもち、面積は19．3㎡で

ある。住居は傾斜置に立地しているため、壁

高は西壁で109cm・東壁で13cmと高低の差炉

いちぢるしい。カマド付近および南東隅を除

き、各壁下に周溝をめぐらす。幅6～16cm、

深さ3～7cmで、ある。　カマド　東壁中央南

寄りにある。全長約100cm、袖部内幅56cm、燃

焼部長66cm、壁への掘り込み角度300で、壁外・

掘り込みは66cmである。火床面は住居床面よ

り8cm低くなっている。カマドの袖部開口方

向はN－91。一Eで東壁、西壁と直交しない。

貯蔵穴　東南隅に長軸70×47cm、深さ26cmの

半切すり鉢状を呈し、長円形である。　遺物

住居北西隅の周溝寄り床面から釘状鉄製品、

これよりやや内寄りから鉄津2個が出土した。

カマド周囲の床面～床面上12cmのところから

土師器圷（1・3）、土師器甕口縁部（5）、須恵

器壷口縁部（8）が出土している。

　　　　　　　　　　　　　　　（近藤）
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図一133H358号住居跡出土遺物

出土遺物　　土師器　圷（1～3）、1

・は内面に暗文の施された平底状の圷

で、底部はヘラ削り整形である。色調

は淡茶褐色。少量の酸化鉄粒や微細な

金雲母片を多量に含む。やや軟質で、

器面の荒れが著しい。2もラセン状暗

文の施された圷片である。底部には線

刻「井」が認められる。3は軟質であ
り、器面の荒れが著しい。指頭痕が幅

広く認められる。砂粒を多量に含む。

甕（4・5）、4は底部外面にヘラ削り

の施された大型甕の破片である。5は

小破片であるが、口縁部内外面横ナデ、

肩部外面には横ヘラ削りが認められ

る。肩部内面に粘土接合痕を残す。須

恵器　圷（6）、右回転ロクロ使用。底

部切り離しは回転糸切りによる。黒色

粒や多量の砂粒を含み、軟質である。

長頸壷（7）、口縁部の破片である。色

調は淡灰色。堅緻である。　壷（8）、

口縁部の小破片である。色調は暗灰色

を示す。礫や黒色粒・砂粒を含む。や

や軟質である。　蓋（9）、右回転ロク

ロ使用。つまみ部を閾失する。つまみ

部周辺には右回転ヘラ削りが施され

る。色調は淡い青灰色。砂粒を含むが、

焼きしまりは良好である。　（中束）
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住居跡全体

1．黒色土。

2．黒褐色土。ローム粒。

3．暗褐色土。多量のローム粒。

4．暗褐色土。多量のローム粒。

5．赤褐色土。多量の焼土粒。同ブロッタ。

6．茶褐色土。多量のローム粒。同ブロック。

7．黒褐色土。ローム粒。

8．暗褐色土。多量のローム粒。同ブロック。

貯蔵穴

1．暗黒色土。灰・焼土・ローム粒。

2．ローム粒を主体とする褐色土。

Pl
1．黒褐色土。多量のローム粒。炭化物。

2．黒褐色土。ローム粒。炭化物。

3．暗黒色土。多量のローム粒。

P2
1．黒褐色土。ローム粒。

2．暗褐色土。ローム粒。

3．暗褐色土。多量のローム粒

P3
1．暗褐色土。多量のローム粒。

2．茶褐色土。多量のロrム粒。

0 1m

一図一134　H359号住居跡
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H359号住居跡（5H－88）　　位置　調査区域東側中央、レ5に所在する。台地が南東に傾斜する東側斜面上の中央部

分に当たる。　形状　北壁と南壁がほぼ平行になっている台形で、南北7．3m、東西8mである。北壁と東壁は直交し、

東壁は西壁に比べて約30cm南端が長く、南壁は北壁に比べて約75cm西端が長い。南壁中央やや東寄りに、南壁から75cm

外側に曲線的な張り出しがある。長軸方向はN－1。一W、面積58．8㎡、壁高35～68cmである。カマド付近及び南東隅を

除いた全壁下に周溝をめぐらす。幅14～48cm、深さ5～15cmである。　ピット　P1、P2、P4、P5、P6は、い
ずれも規模が径60×80cm前後、深さ50cm前後であり、主柱穴と考えられる。P3は103×80cm、深さ20cmで、深さの点で

主柱穴とは異なる。P3の性格、機能については不明である。また、P12、P14は対象的な位置にあり、溝が内に入っ

ている点からみて、何らかの意味を持つものと考えられるが、詳細は不明である。さらに、P13、P15、P18、P19、

P22は壁に沿う柱穴と考えられる。P15とP19、P13と北西の隅の間の距離は、約2．8mで等しく、規則性を持った壁側

柱の配置である。P19の柱穴跡をみると、住居跡内側に向かって内傾してる。　カマド　傾斜地形のためにカマド壁が

残存していないので痕跡で推定すると、東壁南寄りである。痕跡からみて地山を約20cmほど掘り残して袖としている。

北東隅、袖部前端、南東隅はほぼ一直線になる。全長48cm、袖部内幅約70cm、燃焼部長48cm以上、壁への掘り込み角度

は不明、壁外掘り込みは現状で30cmである。火床面は床面とほぼ同じ高さである。　貯蔵穴　南東隅、不整円形で2段

になっており、規模は82×64cm、深さ34cmである。，遺物　北東及び北西床面から土師器圷（1、2、3、4、5）が、周辺

部床面から須恵器蓋（7、8、9、10、11）が出土している。南壁の張り出し部分から住居跡中央にかけて床面からは多数

の鉄津及び羽口（5）が出土している。

　住居中央付近では、床面から19cm浮いて刀子片（16）が出土した。　重複関係　北側でH395・396号住居跡（一軒分）

と重複している。新旧関係は、本遺構がH395・396号住居跡の床面を壊して造られていることから、本遺構の方が新し

いと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（木部）

H395・396号住居跡（5H－124・125）　　位置　タ5～6、レ5～6。　形状　北壁および西壁と床面の一部が残存

するのみで、全容ははっきりと把握できない。当初、H395・H396号住居跡の2軒分を考えていたが、検討の結果、1

軒分の竪穴式住居跡と考える。南北6・1m以上、東西6．5m以上の規模を持つ。面積・壁の形状・隅角の形状は不明であ

る。周溝は北壁下に幅14cm前後、深さ7cm前後のものがわずかに認められる。　ピット　都合9個確認されたが、P9

については、本遺構と重複するH359号住居跡に付く可能性もある。また、H357号住居跡との関係も不明である。　遺

物　地形が東側に傾斜しており、機械による表土剥ぎ作業で破壊されたことも考えられるが、カマドについては不明。

貯蔵穴　不明。　遺物　なし。　重複関係　H357号住居跡およびH359号住居跡と重複し、本遺構がいずれよりも旧で

ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中澤）

髭・・，
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H359号住居跡出土遺物

108



1（覆）

7
15（覆）

～

ら

一

ム 2
一　一

　皿　　『

｝　一

一

一 　　　｝
一

一　　　　　

一　　一

／
一　　一

一　｝　　　　　　　　罰 9

8

N

＼　　　　　　 ζ＿　　　・　　　　　4r

4
∠≧ニニLふ、。

ヲ マ

ヲ ヲ

　 　『

11（覆）

l　　l

◎　016

5

　　ヤ＝ρ窒・、1

観、紘
　　8k

12（覆）

　　　6（覆）

》
　　一》一　》一＿．

　　～、￥　　　　＿ノ

）

くr　　仙 も

ズ
ζ．レ’ン．、4

、1（ヅ　1・

　ツー’．、

　1

　似，
　ρへ＿’㌃A
　・・べ　　，1．1

13（覆〉

－懸翻欝鐵欝鞍

“◇、7

14

図一135　H359号住居跡出土遺物
0 10cm

出土遺物　　土師器　甕（13）、口縁部が“く。＞字状に外反する大甕。口縁部は外面に指頭痕を残す横ナデ。胴部内面は

横ヘラナデ。　圷（1～6）、1～4は丸底の圷で、口縁部外面及び体部内面に横ナデ、底部内面に指押えあるいは指ナ

デ、外面はヘラ削りで口縁部との境に指頭痕を残す。4は深みがあり、口縁部が内轡する古い形。5は口縁部が外反す

る盤状の圷で、底部との境の稜は不明確。調整は他のものと同じ。6は内面にラセン状の暗文を施す。　須恵器　圷（15）、

ロクロ成形は底部には切り離し後、全面回転ヘラ削り調整を施す。色調は白っぽい灰色で、やや甘い焼成。ロクロの向

転方向は左。　蓋（7～12）、ロクロ成形。7・8は同じ胎土で同じつくりだが、8は灰褐色で酸化炎焼成となっている。

つまみは円盤状でやや高い器高を持つ。外面は天井部からカエリの付近まで回転ヘラ削り調整、内面はカエリの内側に

軽いヘラナデを施す。8はつまみ中心部を欠損。9は色調灰色の堅緻な焼成。やや小さめなつまみを持つ。中心部は突

起する。外面の回転ヘラ削り調整は天井部のみで、7・8より後退する。内面のヘラナデは認められない。10の外面は

カエリの位置まで回転ヘラ削り調整がみられ、そこで弱い段になる。内面調整法は不明。11は胎土中に多量の黒色粒子

を含む蓋で、焼成は堅緻。外面調整はカエリの手前まで回転ヘラ削り、カエリ付近に手持ヘラ削りを施す。内面はカエ

リの内側に軽いヘラナデ。偏平なつくり。12は内面にヘラナデ。7～12のロクロ回転は右。　大甕（14）、内外面に叩き

目。　鉄製品　刀子（16）、棟方に関。　その他　羽口（17）。　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　（唐澤）
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H360・361号住居跡
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H361号住居跡南壁遺物4出土状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　　　　図一136H360号●361号住居跡　　　　　　　　　　　　　　カマド焚口付近遺物出土状態

H360号住居跡（5H一一89）　　位置　調査区域東端、レ3～4にある。台地南東部の斜面上に位置する。周囲には竪穴

式住居跡や掘立柱建物跡等の遺構が密集している。　形状　西北～南東に長軸を持つ長方形で、南北3．95m（現存長）、

東西3．15m（推定）である。北・南・西壁はほぼ直線であるが、東壁は｝1361号住居跡と重複するため定かでない。隅角

の状態は北西・南西隅のみ知り得るが、両者共隅丸である。長軸方向はN－2。一E、面積は12．6㎡、壁高83cm（最高値）

である。周溝は現存部分にはすべて巡っており、幅12～15cm、深さ10cm前後である。　ピット　本遺構推定範囲の東壁

中央南寄りにある。124×58cm、深さ42cmである。カマドの痕跡とも推定される。　重複関係　H361号住居跡の西側部

分と重複する。H361号住居跡1つ建て替える前のものと考えられる。　遺物　カマド内より鉄津、土師器甕（1、2、3）、

土師器圷（6、7）、南壁東寄りの床面より土師器台付甕（4）、南西隅床面より須恵器椀高台部分（8）が出土している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（木部）
H361号住居跡（5H－90）　形状　南東に長軸を持つ台形で、南北4．92m、東西3．9m（推定）である。北・南壁は直線

であるが、東壁は外に約30cm轡曲している。又東壁は南側が西壁より約45cm長い。西壁は重複するため定かではない。

隅角の状態は北東・南東隅共隅丸である。長軸方向はN－6。一W、面積は12．9㎡、壁高18～57cmである。周溝は西壁は

不明であるが、カマドから貯蔵穴付近を除く東・南・北壁に沿って巡っている。幅8～22cm、深さ1～10cmである。　ピッ

ト　床面に3個ある。P1は南東隅にあり、29×22cm、深さ41cm。P2は西壁推定線中央に位置し、18×15cm、深さ23

cm。P3は西壁推定線北寄りに位置し、10×14cm、深さは不詳である。P1は入口施設に係わる柱穴と推定されるが、

他のものについては機能・性格等不明である。　カマド　東壁中央南寄りにある。石材で構築されており、全長86cm、

袖部内幅60cm、燃焼部長72cm、壁への掘り込み角度65。、壁外掘り込みは86cmである。カマドの手前にある2個の石は、

カマドの袖部に使用されたものと考えられる。住居床面とカマド燃焼部のレベル差は一4cmである。貯蔵穴は南東隅に

あり、長円形を呈し、規模は92×68cm、深さ30cmである。　重複関係　本住居跡はH360号住居跡を建て替えたものと推

定される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鵤木）
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図一137H360号住居跡出土遺物

出土遺物　　土師器　甕（1～3）、1と3は最大径を胴部にもち、

口縁部は受け口状を示す。口縁の立ち上がり部分には指頭痕が顕著

に残る。口縁部は内外面横ナデ、肩部外面は横及び斜ヘラ削り、胴

下半部に向けて縦ヘラ削り整形が施される。1は砂粒を多量に含む。

色調は淡い暗褐色を示す。3は口唇部がやや内湾し、丸味を帯びる。

肩部内面には横方向のヘラ痕が認められる。胴下半部外面には多量

の煤が付着する。砂粒を多量に含み、色調は淡い暗褐色である。2

は土器片が微妙な残存状態を示し、形が不安定であった。そのため

残りのよい部分を計測し、図上から器形復元を試みた。口縁部は緩

やかに外反し、全体的に器壁は非常に薄い。口縁部は内外面横ナデ、

胴上半部外面は斜ヘラ削り、胴下半部に向けて縦及び斜ヘラ削りが

施される。胴部内面では器面が著しく荒れている。色調は明茶褐色

を示す。砂粒を多量に含み、軟質である。胴下半部外面には煤が付

着する。　台付甕（4）、緩やかに外反する口縁部、肩部は大きく張

り出し、最大径を胴上半部にもつ。肩部には直径3cm程の穿孔がみ

られる。穿孔は焼成後に施されたものであろうか。口縁部は内外面

横ナデ、肩部外面は横及び斜ヘラ削り、胴下半部に向けて斜ヘラ削

りが施される。内面は平滑である。脚部はハの字形に開き、外面及

び内面端部周辺には横ナデが施される。脚部内面には若干のヘラ痕

が認められる。砂粒を含み、暗褐色を示す。　圷（5～7）、砂粒を

含み、平底状を示す。5と7は軟質である。6は外面に煤が付着す

る。　須恵器　境（8）、高台部のみ残存。右回転ロクロ使用。回転

糸切り後に高台部貼り付け。やや軟質である。　　　　　（中束） H360号住居跡出土遺物
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H362号住居跡

　1劇

熱
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＼切

囹
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』
　　P1

　　　じ眞㊥ユ

1堕

　　◎
P3

a
’

貯蔵穴

1．黒褐色土。ローム粒

Pl

1．黒褐色土。ローム粒

2．茶褐色土。ローム。

欝ii

．忍・

7A
．－

？も

　149。70m
　　　　　ア丑一．　　　　　a・

無　　P1

・焼土・灰・炭化物。

・焼土ブロッタ。

P2

仲

149．80m
b　　　　b’

，霧・、

　P2
1　黒褐色土。ローム粒。

2　黒色土混りのローム。

3．暗褐色土。ローム粒。

4．茶褐色土。

A150．40m

13

2

住居跡全体

1．黒褐色土。ローム粒・ロームブロッタ。

2．黒褐色土。ローム粒。

3．黒褐色土。ローム粒・ロームブロック。

、4．暗褐色土。多量のローム粒。

5．褐色土。ローム粒・ロームブロッタ。

6．褐色土。多量のローム粒・ロームブロック。

7．黒褐色土。ローム粒。

5

¢96号

至田

　149．70m　　，
C　　　　　　　　C

短
　貯蔵穴

。ム

　　　　　　　　　　8　S　　　10　1　　　　　　　　4＿　　　　　　　　　　　　　　　　11

　　　3　　　　　　　6　　　　　　　　　　9
　　　　　　　　　　1♂
　　　　　　　　　％　　　　勿
　　　　　　7　　　　　　　12　　　　　　　　14
8．灰黒褐色土。白色粘土、焼土、ローム粒。

9．黒褐色土。焼土粒・ローみブロッタ。

10．黒色土。焼土・灰。

11．黒色土。焼土。

12．黒色土。多量の炭化物。

13．茶褐色土。

14．黒褐色土。ローム粒。

0 1m

図一138　H362号住居跡 一一

一H362号住居跡（5H－91）　．位置　東の

谷地へ向かう傾斜面レ3～4にかけて所在

する。，ここには住居跡と掘立柱建物跡から

なる遺構群がまとまりをもって存在する。

形状　南北5．6m、東西3．9mの隅丸台形。北、

西隅は鈍角をなし、東壁北側は西壁に比べ

30cm長い。南壁はやや外方にわん曲する。

長軸方向N－60。一E、面積20．9㎡、壁高

24～66㎝（北西側）．カマド及び貯蔵穴付

近を除き周溝をめぐらす。　ピット　5個

．認められた。P1は82×62cm、深さ27¢mで

規模及び位置的に貯蔵穴に似る。P2・P

5は深さ46cmないし58cmで柱穴にふさわし

い。両ピット間の中心距離は406cmである。

P3は深さ15cmで、南西隅にピットを持つ

例は多い。P4は深さ12cmで出入口関連施

設の痕跡とも見られる。　カマド　東壁中

央南寄り。白色粘土使用の右袖部残存。燃

焼部左壁には薄い安山岩1石が貼りつく。

全長110cm、袖部内幅約70cm、燃焼部長100

cm、燃焼部先端の壁への掘り込み角度50。。

カマド焚口付近から南東隅にかけて、灰、

焼土を散布する。　貯蔵穴　南東隅。方形

を呈す。96×86cm、・深さ30cm。P1も同様

の性格のものか。　遺物　カマド内及び焚

．口付近、貯蔵穴内から土師器片が出土。カ

マド内の土師器甕は、燃焼部中央で、口縁部

を煙道方向に向け、押しつぶされた状態で

出土した。　重複関係　南壁東端でF190号

土拡と切り合う。住居跡が旧い。、（唐澤）
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図一139H362号住居跡出土遺物

出土遺物　　土師器　甕（1・2）、1は胴『

部上位に最大径を取る甕で、底部を欠失す

る。胴部は丸い張りを見せ、肩部から口縁

部になだらかに続く。口縁部は緩やかに外

反する。頸部の立ち上がりは明確ではない

が、．その傾向を見せる。口縁部は内外面に

横ナデを苑すが、外面には口縁部折り曲げ

の際の指頭痕を残す。胴部外面は肩部で2、

段の横ヘラ削り、それ以下は斜ヘラ削りを

施す。胴部内面には横ヘラナデ痕が認めら

れる。色調は淡褐色で、胎土中に細かい砂

粒を多量に混ぜる。外面の所々には若干の

焼土が付着する。2はいわゆるコの字状口

縁を持つ甕で、肩部以下を欠失する。残存

部分から見て、肩の張りの度合が大きい。

口縁部内面の上位屈曲部は鋭い稜線を描

く。口縁部は内外面に指頭痕の残存する横

ナデを施す。肩部外面は横ヘラ削り同内面

は横ヘラナデ調整である。頸部付け根の調

整は雑で、肩部ヘラ削りの出入りが激しい。

色調は茶褐色で、胎土中に細い砂粒を多量

に混ぜる。肩部には薄く焼土が付着する。

　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）．
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　149，00m　　　　　　・
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a　　％1
　貯蔵穴

4　　　　5

、△二

住居跡全体

1．黒色土。ロ」ムブロッタ。

2．黒色土。ロームブロック。

3．黒褐色土。焼土。

4．黒褐色土。焼土。

5．黒褐色土。焼土粒。

貯蔵穴

1．黒褐色土。焼土・灰。

2．暗褐色土。ロームブロック・ローム粒。

0 1m

一

H363号住居跡（5H－92）　『位置　調査区

域の南東、レ4の東端に所在する。台地が東

へ傾斜する中間に当る所である。　形状　西

北から南東に長軸を持つ台形で、南北4．7m、

東西3．3mである。西壁は東壁より南端が約60

cm、北壁は南壁より西端が約30cm長い。西壁

がほぼ直線であるのに対して、東壁はやや外

へ轡曲する傾向にある。長軸方向はN
r10。一E、面積13．1㎡、壁高6～26cmである。、

西壁下から南壁下にかけて周溝をめぐらす。

東壁カマドの南側にも周溝らしきものがみら

れる。幅10～24cm、深さ5～8cmである。

ピット．P1～P3及びP7は、位置的に柱
穴とも考えられるが、深さはP2が西21cm、

東15cm、P3が12cm、P7が26cmとノぐラつい

ていて不明確さを残す。　カマド　東壁南寄

り、斜面により削平されていて不明な点が多

い。全長は推定で約84cm、袖部内幅は推定で

約60cm、燃焼部長及び壁への掘り込み角度は

不明、壁外掘り込みは推定で約84cmである。

火床面は床面より18cm低い。　貯蔵穴　削平亀

により不明確なため推定であるが、南東隅に

あり、規模は94×66cm、深さ17cmの不整円形

である。底面は凹凸が多く、しまりが悪い。

遺物　　（1）は床面上16cmより、（2）は床面上

10cmより出土。　　　　　　　　　（木部）

図一140　H363号住居跡
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図一141　H363号住居跡出土遺物

出土遺物　　須恵器　蓋（1）、端部のみ残存する

小破片である。内面にかえりはなく、端縁の部分

は丸味を帯びてハの字形に開く。色調は淡灰色を

示す。砂粒を含むが、焼成は良好である。　圷（2）、

　　　⑨
　　　　◎
◎
　H364号住居跡

　　　　◎9

　　6〉◎
小破片である。体部は緩やかに外傾し、口唇部で　。《i

更に外反する。体部外面では成形時の凹凸が顕著　　H365号住居跡

であるが、内面は平滑である。底部の残存は極め

て僅かである。底部はやや丸味を帯び、回転ヘラ

削りが施される。色調は内面で暗灰色、外面では

やや黒味を増す。微細な白色粒を多量に含む。直

径2～3㎜程の礫や、黒色鉱物も散見される。焼

きしまりは良好である。　　　　　　　（中束） 図一142　H363・364号住居跡位置図

0　　　2m　T

一 ＼
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53住居跡全景
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54　貯蔵穴付近遺物6他出

　土状態

6
4

5．

1．茶褐色土。

2．茶褐色土。ロームブロック。

3．茶褐色土。焼土粒・炭化物。

4．茶褐色土。ローム粒・焼土粒・炭火物。

5．茶褐色土。多量のローム粒。焼土粒。

6．茶褐色土。多量のローム粒。

7．茶褐色土。多量の焼土粒。炭化物。

8．茶褐色土。ローム粒・焼土粒。

9．茶褐色土。多量の焼土粒。炭化物。

10．赤褐色土。ローム粒・焼土粒。

11．茶褐色土。ローム粒・焼土粒。

12．青灰色土。多量の焼土粒。ローム粒。

13．赤褐色土。多量の焼土粒。ローム粒。

0 1m

一

55　鍔帯・紡錘車出土状態

図一143 H364号住居跡

H364号住居跡（5H－93）　　位置　調査区域東端、レ3にある。台地東南部の斜面上に位置する。西に接してH365

号住居跡、北西に接してH362号住居跡がある。　形状「北西一南東に長軸を持つ台形で、南北5．92m、東西5．4mである。

壁はすべて外に向かって轡曲する傾向を持つ。隅角の状態は北東隅は角があるが、南東・南西隅は隅丸である。東壁は

北側が西壁より約60cm、南壁は東側が北壁より約30cm長い。長軸方向はN－1。一W、面積は28．6㎡、壁高19～20cmであ

る。周溝はカマド付近～南東隅を除き壁直下に巡っており、幅12～40cmである。　ピット　柱穴と思われるピットが、

床面に4個（P1～P4）ある。P1は北東隅に位置し、48×36cm、深さ84cm。P2は北西隅に位置し、86×70cm、深

さ99cm。P3は南西隅に位置し、70×56cm、深さ59cm。P4は南東隅に位置し、58×56cm、深さ36cm。その他5個ある

が、機能や性格は不明である。ただし、P5は入口施設に伴うピットと推定される。　カマド　東壁中央南寄りにある。

左袖部は石材で構築されている。全長80cm、袖部内幅69cm、燃焼部長42cm、．壁への掘り込み角度20。、壁外掘り込みは30

cmである。住居床面とカマド燃焼部とのレベル差は一7cmである。　貯蔵穴　南東隅、壁直下に位置し、長円形を呈する。

規模は164×72cm、深さ32cmである。　遺物　周溝底部、床面北側からは土師器圷（1、2、3）が、床面中央部やや北寄

りの所からは土師器甕（4）が、P5の住居床面レベルからは紡錘車（13）と鍔帯（丸靹）（14）が出土している。他に、

床面直上からは、須恵器圷（6．9～11）～同蓋（5）、同椀（8）が出土している。　　　　　　　　　　　　　　　（鵤木）

ヱ14



9、

1
5

9

り

ら

2

一　『喚』

も 4一　　～
＼

3

6

　璽’、
置ξi幽，、・

　卜
鴨箏，．・1

’　灘・・嚇

◎
、

　　一
　　　　　へ
　　　　曳　曳　　　　《、一～

　　　　～6」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～

　　　ぺ
　　　～へ　哉

　、　　　、
、　　、、　　　、

、

、　＼

馬

＼＼　＼

　＼
＼

＼

1　7（覆）

一
一

10

畿磁◎

13

4

祉二　　　．

畿
・廊、，
　勇一’蝋

8

噸

11

．馬’∫．　　　　　　r『

◎遭一魯
　　1　　　　　14

0　　　2cm
O

ヒ

θ
12（覆）

10cm

一 図一144　H364号住居跡出土遺物

出土遺物　　土師器　圷（1～3）、緩やかに外傾し、横ナデとヘラ削りとの中間に指頭痕を残す形状を示す。1は底部

周辺内外面に指頭痕を残す。色調は淡褐色。軽石粒や砂粒を含み、やや軟質。2は石英や軽石粒、多量の砂粒を含み、

軟質である。色調は明褐色。3は口縁部内面に煤が付着する。色調は淡褐色。軽石粒や砂粒を含む。　甕（4）、口縁部

は緩やかに外反、口唇部辺でやや内傾し、受け口状を示す。器面は肩部外面構ヘラ削り、胴下半部に向けて斜ヘラ削り

される。，口縁部は内外面横ナデ。胴部内面は平滑。底部を欠失する。色調は茶褐色。砂粒を多量に含む。　須恵器　蓋

（5）、右回転ロクロ使用。天井部中央には擬宝珠を扁平にした形態のつまみ部が形成される。つまみ部周辺は右回転ヘ

ラ調整。色調は淡灰色。礫や砂粒を含み、軟質。　圷（6・7・9～11）、6は右回転ロクロ使用。底部切り離しは回転糸

．切り・のち底部周辺にヘラ調整を加える・色調は灰白色・黒色粒を含むが、比較的精選された粘土を使用。焼きしまり

良好。7は左回転ロクロ使用。底部は回転糸切り後、全面ヘラ調整を施す。色調は暗灰色。大粒の黒色粒を含む。9は

ロクロ回転方向不明。底部の切り離しは回転ヘラ切りか。切り離し技法は非常に粗雑である。色調は灰白色。微細な黒』

色粒を含む。10と11はロクロ回転方向不明。底部切り離しは回転ヘラ切り。10の色調は淡灰色。内面に僅かな自然粕が

掛かる。堅緻。11の色調は暗灰色。内外面に自然粕をみる。堅緻。　椀（8）、右回転ロクロ使用。底部切り離し後、高

台貼り付け。体部外面にはヘラ削りを施す。淡灰色。砂粒を含むが堅緻である。　鉄製品　刀子（12）、茎の部分残存。

石製品　紡錘車（13）、右撚りの削痕が集合。蛇紋岩製。　その他　鍔具（14）、表面の腐食した丸靹。　　　　（中束）
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H367号住居跡
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B　　　151．OOm

轡
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勿

H367号住居跡（5H－96）　　位置　調査区域東側レ3に所在す

る。台地東南部の斜面上に位置する。竪穴式住居跡や掘立柱建物

跡等の遺構が密集している所で、北に接してH360号住居跡があ

る。　形状　正方形を呈し、南北、東西とも3mである。北・南・

東・西壁もとほぼ直線であるが、北・南・西壁は外方に轡曲して

いる。隅角の状態は南東隅に隅丸が顕著である。なお南壁は北壁

に比べ東側が約30cm長い。主軸方向N－5。一E、面積は9㎡、壁

高0（東壁）～16cmである。周溝は存在しない。　ピット　床面

に3個、北壁に接して1個、南壁中央部に接して1個（149号掘立

に伴うものと思われる。）ある。P1は42×30cm、P2は50×24cm

（このピットの中にさらに20×18cm、深さ25cmのピツトがある。）

P3は25×20cm、深さ18cmである。これらのピットの機能や性格

については不明である。　カマド　東壁中央やや南寄りにある。

構築材は不明。全長72cm以上、袖部内幅35cm以上、燃焼部長30cm

以上と推定される。壁への掘り込み角度は不明である。壁外掘り

込みは72cmである。カマド主軸方向はN－82。一Eである。住居床

面とカマド燃焼部とのレベル差は一18cmである。　貯蔵穴　なし。

重複関係　149号掘立柱建物跡、146掘立柱建物跡と重複する。2

つの掘立柱建物跡の東側ピット列が本住居跡内を通っている。196

号掘立柱建物跡との関係は不明であるが、149号掘立柱建物跡より

本住居跡の方が新しいと考えられる。　　　　　　　　　（鵤木）

A’　151．00m　　　　　　　　　　　　　　　　A
へじ　　　　　　　　　　　　　ユ　　　　　　　　　ド　

1．茶褐色土。ロームブロック。

2．茶褐色土。多量のロームブロック。

3．茶褐色土。多量のローム粒。

4．茶褐色土。
◎

＼

k

0 1m

一一
、46号掘立柱建物跡　、H367号｛主師

　　　　　　　　　　戴

図一145H367号住居跡

地層堆積状況（北から）

　　　◎　　　　　　⑲
◎　9

　0

149号掘立柱建物跡
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響
◎◎

晃

O

り

H368号住居跡

ぺ
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○〉緯
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一図一146　H367・368号住居跡重複関係図
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慈　貯蔵穴

a

住居跡全体

1．黒色土。

2．黒色土。ローム粒。

3．黒褐色土。多量のローム粒。

5．灰黒色土。焼土粒・白色粘土。

6．赤褐色土。ローム粒・焼土粒。

7．ローム粒主体。黒色土粒。

P2

　

形

貯蔵穴

1．黒褐色土。ロームブロッタ・焼土。

2．暗褐色土。多量のローム粒。

P2
1．黒褐色土。ローム粒・同ブロック。

A150。10m　　4
一　　9 5　6　7

形
’
済

1 ’1

］

図一147H368号住居跡

．五
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一
一
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　住居跡全景

H368号住居跡（5H－97）　　位置　調査

区域南東、タ3～レ3に所在する。台地が

ゆるく南東に傾斜する斜面上にある。形

状北西～南東に長軸を持つ長方形で、規

模は南北5．1m、東西4．2mである。長軸方向

はN－11。一E、面積20．9㎡、壁高6～22cm

である。カマド付近及び南壁東半分を除き

壁下に幅8～26cm、深さ56cmの周溝をめぐ

らす。南壁東端に150×14cmの細長い台形状

の張り出しがある。　床面　全体的にやわ

らかく範囲は不明だが、厚さ22cm程度の貼

床が南壁中央付近で確認できた。　ピット

遺構中央付近に南北に並んであるP4とP

5は柱穴と考えられる。P4は深さ24cm、

P5は深さ21cmである。なお、西壁際にあ

るP6、P7、P8及び東壁際にあるP9、
P10は柱穴と考えられる。深さはP6、15

cm、P7、9cm、P8、19cm、P9、17cm、
P10、14cmである。　カマド　東壁南寄り

にある。カマド主軸はN－78。一Eで、南西

隅付近に向かっている。全長104cm、袖部内

幅58cm、燃焼部長64cm、壁への掘り込み角

度26。で、壁外掘り込みは34cmである。火床

面は床面より12cm低い。袖部その他に白色

粘土使用。　貯蔵穴　東南隅、不整円形

（70×44cm、深さ32cm）である。　遺物　カ

マド北側の床面に土師器圷（2、3）、住居

南西隅に石（1）が床面上で出土した。重複

関係　北壁上で149号掘立柱建物跡と重複

しているが、本遺構の方が旧いと推定され

る。　　　　　　　　　　　（木部）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出土遺物　　土師器　圷（2～3）、2は底部
　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がやや肉厚で、体部の立ち上がりは直に近い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　10cm　　　形態を示す。口縁部は内外面横ナデ、底部は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘラ削りが施されるσ口縁部横ナデ、底部へ　　　　　図一148　H368号住居跡出土遺物
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ削りとの中問に指頭痕を残す。内面は平滑

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な仕上げが施されている。色調は暗褐色。砂

粒を多量に含む。焼きしまりは良好。3は口唇部が丸味を帯びて外反する。口縁部は内外面横ナデ、底部はヘラ削りが

施される。ヘラ削りには波状を示す部分もみられる。横ナデとヘラ削りにより明確な区分が施され、指頭痕は残らない。

内面には僅かにハケナデ痕が認められる。色調は暗茶褐色。砂粒を含む。焼きしまりは良好。　その他　用途不明な楕

円形の石片（1）、が出土している。断面は卵形を示し、外見上では全面磨耗しているかのようにも思える。このような

タイプの石は、第304号・第397号住居跡からも出土している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中束）

VI遺構と遺物刀7
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a152．30m　　　a’
り　　　1　　1
0　　　　　2

　　　　男
　　　4　　P1

．黒茶褐色土。

．茶褐色土。

．茶褐色土、ロームブロック。

．褐色土。ローム主体。茶褐色土。

A152．70m

住居跡全体

1．黒茶褐色土。

2．黒茶褐色土。焼土粒。

3．茶褐色土。焼土粒。

4．黒茶褐色土。

5．暗褐色土。ローム主体。

6．茶褐色土。多量のローム粒。

7．茶褐色土。焼土粒。

8．褐色土。焼土ブロック・灰

9．

　　b152．30m　　b’

　　　癬
　　　貯蔵穴
1．茶褐色土。焼土粒・焼土ブロック。

10

　　　　　　　・粘土。
　赤茶褐色土。焼土ブロックと灰主体。

10．茶褐色土。焼土化ローム主体。

・繊
貯蔵穴

1．茶褐色土。炭化粒・焼土ブロック。

Pl
1．黒褐色土。

2．茶褐色土。

3．茶褐色土。ロームブロック。

4．褐色土。ローム主体。

査

　住居跡全景

H369号住居跡（5H－98）　　位置　力5

～6。　形状　南北4．1m、東西3．9mで、四

隅がいずれも隅丸を呈す方形となってい

る。長軸は南北で方向はN－39。一E、面積

15．2㎡、壁高29～46cmを測る。壁の形状は

東壁が外に轡曲している以外は、ほぼ直線

的である。周溝はカマド部分を除き全周に

認められ、幅10～26cm、深さ2～7cmであ

る。　床面　床面はカマド前を中心にして

非常に固くしまっている。　ピット　南西

隅付近に1個認められるのみ。規模は90×

70cm、深さ18cmで、ピットの底部、壁等に

は焼きを受けた跡も確認されない。忙格不

明。　カマド　東壁中央南寄り。全長80cm、

袖部内幅68cm、燃焼部長50cm、壁への掘り

込み角度45。である。火床面は住居床面とほ

ぼ同じ高さである。　貯蔵穴　南東隅、円

形で規模は58×54cm、深さ22cmである。遺

物　床面ほぼ中央より、土師器甕口縁部が

出土（1）　　　　　　　　　　　（中澤）

図一149　H369号住居跡
0　　　　1m
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1
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10cm

図一150　H369号住居跡出土遺物

出土遺物　　土師器　甕（1）、緩やかに外反し、やや

受け口状を示す口縁部の破片である。口縁部は内外面

ともに横ナデ、肩部外面は横ヘラ削りが施される。肩

部内面には粗い横ハケ痕が認められる。色調は淡い茶

褐色を示す。砂粒や微細な雲母片を多量に含み、軟質

である。　須恵器　甕（2）、口縁部の小破片である。

口縁部は緩やかに外傾し、口唇部辺で内攣形態を示す。

内面頸部付近には粘土接合痕が認められる。口縁部外

面は凹線により区画され、段問にはそれぞれ1条づっ

の粗い波状文が描かれる。色調は暗灰色を主体とする。

内面は黒味を帯びて、自然粕が僅かにかかる。白色粒

を多量に含む。焼きしまりは良好である。　（中束）
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H370号住居跡（図版31）
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図一152H370号住居跡出土遺物
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図一151H370号住居跡

諺

0 1m

一

H370号住居跡（5Hr99）　　位置　ヨ6。

形状　南北3．03m、東西4．2mで、北東および

南西隅が隅丸を呈し、全体としては台形をし・

ている。長軸は東西で方向はN－97。一E、面

積12．2㎡、壁高39～56cmを測る。周溝は認められない。　ピット、南壁西側に98×90cm、深さ7cmの浅いピットが確認

されたが、性格不明。　カマド　東壁南寄り。全長75cm、袖部内幅78cm、燃焼部長68cmの規模をもつ。しかし、カマド

の覆土からは焼土や灰などが全く確認されず、カマド壁面にも焼けが認められない。未使用の可能性もあり得る。なお、

壁への掘り込み角度は73。と大きいことも特徴といえよう。また、火床面は住居床面とほぼ同レベルをもつ。　貯蔵穴　南

東隈で半円形を呈す。規模は68×36cm、深さ6cm。覆土中からも焼土粒、灰等は確認されなかった。　遺物　直接本遺

構の床面につくものは出土していないが、覆土中より土師器圷（1）が見つかる。これには暗文がついている。また、土

師器甕の破片も見つかっている。　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中澤）

　　H371号住居跡

　　『ω

購
　伊
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　r

叫

麻

ω

熱
レ

、S

憎

Q◎
　　1匹

住居跡全体

1．黄褐色土。多量のローム。

2．茶褐色土。多量のローム粒。
　　　　　　　　　　　A152．30m3．茶褐色土。多量のロームブロック。　　『

4．茶褐色土。多量のロームブロック

5．茶褐色土。多量のローム粒。焼土粒。

6．茶褐色土。多量のローム粒。灰・焼土粒。

7．茶褐色土。ローム粒・焼土粒。

8．茶褐色土。多量の焼土粒。ローム粒。

　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　a　　152．00m　　　　　a9．茶褐色土。多量のローム粒。　　　　　一　　　　　・一

欝　　騨雛
1．黒褐色土層。焼土粒．炭化粒・白色粘土。　　貯蔵穴

2．暗褐色土。ロームブロック・焼土ブロック。

3．茶褐色土。ローム粒と茶褐色土の混土層。

3’・茶褐色土・焼土粒●炭化粒・　　　　図一153
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H371号住居跡 一

H371号住居跡　　（5H－100）　　位置『調

査区域東部、ヨ5にある。台地中央部やや東

寄りの斜面上に位置する。西に接してH373号

住居跡がある。　形状－北東～南西に長軸を

持つ台形で、南北3．16mと3．31m、東西3．8m

と4．4mである。北・南・東壁はほぽ直線であ

るが、西壁はやや外に向かって攣曲気味であ

る。隅角の状態は北西隅と南東隅に隅丸が認

められる。南壁は北壁より約60cm、西壁は東

壁より約15cm長い。長軸方向はN－93。一E、

面積10．7㎡、壁高24～43cmである。周溝はカ

マド・貯蔵穴部分を除く壁直下に巡っており、

幅14～26cm、深さ5～9cmである。　ピット

南西隅、壁直下に1個（P1）、南壁中央壁直

下に1個（P2）ある。P1は61×51cm、深

さ16cm。P2は40×31cm、深さ30cmで、入口

施設との関連が考えられる。　カマド　北壁

東寄りにある。石材を使用し、全長91cm、袖

部内幅58cm、燃焼部長68cm、壁への掘り込み

角度42。、壁外掘り込み91cmである。火床面と

床面との差は4cm。　貯蔵穴　北東隅、不整

円形で二段に造られ、規模は70×56cm、深さ

49cmである。　遺物　貯蔵穴部より土師器甕

　（1）が、周溝底部より土師器圷（4）が、カ

マド手前付近より土師器圷（2、3）が出土し

ている。（1）～（3）は床面上、（4）は21cm浮

いて出土した。　　　　　　、　　　（鵤木）

VI遺構と遺物刀9



住居跡全景

カマド全景

貯蔵穴付近遺物1出土状況

南壁下遺物4出土状態
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図一154H371号住居跡出土遺物

出土遺物　　土師器　甕（1）、全体的に厚手の土器である。底部は特に肥厚し、口

縁部は緩やかに外反する形状を示す。口縁部は内外面横ナデ、胴部外面は縦ヘラ削

りを主体とし、胴下半部は斜ヘラ削りが施される。頸部辺は胴部からの縦ヘラ削り

が波状をなして及び、凹凸が顕著に残る。底部は、ヘラ削りによりやや丸味を帯び

る。胴部外面は部分的に磨耗し、内面では器面の荒れが著しい。色調は暗茶褐色。

礫や砂粒を多量に含む。　圷（2～4）、2と3は口縁部が丸味を帯びつつ外傾し、

口唇部でやや内湾する形状を示す。口縁部は内外面横ナデ、底部はヘラ削りが施さ

れる。2の内面は平滑である。3は器面の荒れが著しい。色調は淡茶褐色。砂粒を

少量含む。3の口縁部には煤が付着する。4は平底で皿形を示す。口縁部は内外面

ともに横ナデ、底部はヘラ削りが施される。中問には指頭痕を残す。色調は淡い茶

褐色。砂粒を含み、やや軟質である。　　　　　　　　　　　　　　　　　（中束）
H371号住居跡出土遺物
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H3フ2号住居跡
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1．茶褐色土。多量のロームブロッタ。やや砂質。

2．黒茶褐色土。ローム粒。

3．茶褐色土。ロームブロック。

4．茶褐色土。

5．暗褐色土。ローム主体。

6．茶褐色土。多めなロームブロック。焼土粒。

7．焼土化（肌色）したローム主体。

6．赤色土。焼土ブロッタ主体。灰・炭化粒。

9．灰黒色土。灰主体。焼土粒・ロームブロック。

　　　図一155　H372号住居跡

0　　　　　1m

一

H372号住居跡（5H－101）　位置　ヨ14。

形状，南北3．4m、東西3．07mで平行四辺形の

平面を呈す。壁の形状を見ると、北壁が若干

外方に膨む以外は、ほぼ直線である。長軸は

南北で、その方向はN－15。一W、面積10．3㎡、

壁高34～50cmを測る。周溝はカマド及びカマ

ド以南の東壁を除いた以外は、ほぼ全周に認

められる。その幅は14～26cm、深さ1～8cm

である。　床面　カマド前を中心として床面

が固くしまる。　ピット　都合6個確認でき

る。特にP1は北西隅の壁を削るようにして

設けられている。その規模34×20cm、深さ15

cmである。またP2はP1に接近して、西壁
を削るようにして作られている。50×34cm、

深さ44cmの規模をもつ。形状はいずれも円形。

P3は南壁下の南西隅近くに造られている。

規模は40×21cm、深さ34cmである。P1、P

2、P3の性格は不明。残りのP4、P5、
P6はカマド付近にて確認される。特にP5

は灰かき穴か。　カマド　東壁南寄り。全長

120cm、袖部内幅50cm、燃焼部長78cm、壁への

掘り込み角度49。である。　貯蔵穴　なし。

遺物　カマドよりも南側の東壁下の床面より

土師器甕（1）、南壁下の中央床面の8cm上よ

り土師器大甕（2）、西壁寄りの床面より須恵器

蓋（3）が出土している。　　　（中澤）
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図r156H372号住居跡出土遺物

出土遺物　　土師器　甕（1・2）、1は口縁部がくの字形を示し、緩やかに外反する。口縁部は内外面ともに横ナデ｛

肩部外面は横及び斜ヘラ削り、胴下半部にかけて縦及び斜ヘラ削りが施される。胴部内面は平滑ぞある。色調は茶褐色。

砂粒を多量に含む。胴部外面には煤の付着がみられる。2は口縁部が直立気味に外傾する。最大径を胴部にもつ、胴張

り型の大甕破片である己口縁部は内外面横ナデ、肩部外面は波状を形成する横ヘラ削り、胴下半部にかけては斜ヘラ削

りが施される。胴部内面は横及び斜ヘラナデにより平滑である。色調は淡褐色。酸化鉄粒や多量の砂粒を含む。軟質で

ある。　須恵器　蓋（3）、．左回転ロクロ使用成形。天井部中央に凸状のつまみが付けられる。色調は淡い青灰色。天井

部全面に淡緑色の自然粕が掛かる。黒色粒や砂粒を含むが、堅緻である。・　　　　　　　　　　　　　　　　（中束）

VI遺構と遺物　12ヱ



H373号住居跡（図版32）
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1．茶褐色土。

2．茶褐色土。ロームブロッタ。

3．茶褐色土。多量のロームブロック。

4．茶褐色土。多量のローム粒。焼土粒。

5．茶褐色土。ローム粒。

6．茶褐色土。多量のローム粒。

7．茶褐色土。多量のローム粒。焼土粒。

8．茶褐色土。多量のローム粒。焼土粒。

9．茶褐色土。多量のローム粒。

0 1m・

図一157H373号住居跡 一

H373号住居跡（5H－102）　　位置　調査区域東部、『

ヨ5にある。台地中央部やや東寄りの斜面上に位置する。

東に接してH371号住居跡がある。　形状　北西～南東に

長軸を持つ隅丸長方形で、南北3．2m、東西2．47mである。

東壁はほぼ直線であるが、北壁と西壁は中央部が内へ向

かってせり出し、南壁は外に向かってやや轡曲気味であ

る。隅角は四隅とも丸味を帯びている。全体的にやや平

行四辺形気味の形状である。長軸方向はN－25。一E、面

積7．6㎡、壁高は25～44cmである。周溝はカマド付近から

南東隅に至るまでの部分を除き、全壁直下に巡っている。

幅10～20cm、深さ1～3cmである。　ピット　南壁中央

部、』壁直下に位置する。規模は35×27cm、深さ32cmで、

楕円形を呈する。その機能や性格については不明である

が、住居の入口施設に伴うものの可能性も考えられる。

カマド　東壁中央部よりやや南寄りにある。右袖部手前

付近から南東隅にかけて焼石等が散乱し、石材（凝灰岩）

をもって構築されたと思われる。主軸方向はN
－102。一Eで、東壁とは直交しない。全長78cm、袖部内幅

68cm、燃焼部長35cmである。壁への掘り込み角度は煙道

部76。、燃焼部18。である。壁外掘り込みは80cmである。住

居床面とカマド燃焼部とのレベル差は一10cmである。貯

蔵穴　東南隅にあり、不整円形を呈する。規模は64×48

cm、深さ19cmである。　遺物　カマド内及びカマド手前

付近床面やや上から土師質須恵器椀（2、4、5）が、床面

中央やや南寄りの所から土師器台付甕（6）が6～19cm浮

いて出土した。又、ピット東側付近の床面からは鉄津の

出土もみた。　　　　　　　　　　　　　　　（鵤木）
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図一158　H373号住居跡出土遺物

出土遺物　　須恵器　椀（1）、低い高台部を形成。底部にはヘラ調整が加わる。青灰色、堅緻である。　土師質須恵器

椀（2～5）、淡褐色で、微細な雲母片を多量に含む。ロクロ成形、回転糸切り後、高台貼り付け。4は右回転ロクロ使

用。高台の作りは粗雑である。　土師器　台付甕（6）、口唇部はやや平坦である。口縁部は指頭痕を残し、内外面横ナ

デ。肩部外面には明瞭な稜が形成され、胴部はヘラ削り。肩部内面にはハケナデが加わり、脚部はナデが施される。部

分的に黒褐色を示す。　甕（7）、ヘラ削りを施す胴部片。礫や砂粒を含み、色調は茶褐色を示す。　　　　　（中束）
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H374号住居跡
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住居跡

1．黒色土。

2．茶褐色土。ロームブロック。

3．茶褐色土。ロームブロック・炭化物。

4．黒褐色土。

5．明茶褐色土。ローム粒主体。

6．暗褐色土。多量のロームブロッタ。

7．茶褐色土。白色粘土。

8．茶褐色土。

　　　　　　　　　　　A’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　

・書／b＼c繊

　49・50号溝

　　a．黒茶褐色土。砂質。

　　b．水成の4～5層からなる固い砂質層。

　　c．黒茶褐色土。bに似る砂質。

　　d．茶褐色土。ローム粒。下部はやや砂質。

　　e．茶褐色土。ロームブロッタ。

図一159　H374号住居跡
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図一160　H374号住居跡出土遺物

　住居跡全景

H374号住居跡（5H－103）　位置　力4。

形状　南北2．73m、東西2．5mで四隅はいずれ

も隅丸を呈す方形である。壁の形状を見ると、

北および西壁は直線、南と東壁は外方に若干

膨む。長軸は南北で方向はN一19。一Eを測

る。面積6．5㎡、壁高33～41cmである。周溝は

カマド部分を除いたほぼ全周に認められる。

幅8～19cm、深さ3～8cmである。　ピット
北壁および南壁にそれぞれピットが確認され

る（P1、P2）。P1は北壁のほぼ中央に、

P2は南壁の東寄りに位置する。その規模は

P1が34×28cm、深さ28cm、P2は40×30cm、

深さ8cmである。このようにピツトが北壁と

南壁で対応する形をとる住居跡はH272号住

居距にも見られるところであるが、性格は不

明。　カマド　東壁南寄り。右側袖は地山を

若干掘り残す。構築材は白色粘土を多く使用

していることが地層断面からうかがえる。全

長44cm、袖部内幅42cm、燃焼部長39cm、壁へ

の掘り込み角度75。を測る。しかし、49・51・

57号溝によって破損を受け、カマドの掘り形

の一部が残る。なお、カマド前の細長い落ち

込みは灰かき穴的なものと見ることができ

る。　貯蔵穴　なし。　遺物　床面上7cmよ

り土師器小型の甕（1）、P2近く床面上30cm

より土師器圷（2）が出土している。　その他

49・51・57号溝と重複するが、本遺構の方が

旧。　　　　　　　　　　　　（中澤）

出土遺物　　土師器　甕（1）、短く直に立ち上がる口縁部は、口辺部辺

でやや外反する。胴部は球形を成し、底部を閾失する。内面の頸部辺に

は粘土接合痕が明瞭である。壷形土器とも言える形状を示す。加えて、

胴下半部に穿孔がみられることも、この土器の特徴であろう。穿孔は焼

成後に施されたものと考えられる。内外面ともに器面の荒れが著しく、

整形痕は不明瞭であるが、口唇部辺には指頭痕を残す。胴部外面はヘラ

削りが施されていたと考えられ、粗いヘラの単位をみることができる。

胴下半部では左方向への砂粒の移動がみられる。色調は明茶褐色。胴部

片側には黒斑を残す。酸化鉄粒や砂粒を含有する。　圷（2）、全体的に

丸味を帯び、口唇部で内湾する形状を示す。口縁部横ナデの幅は狭く、

内外面に施される。底部はヘラ削り整形である。口縁部横ナデ、底部ヘ

ラ削りの中間に、幅広く指頭痕を残す。内面はナデにより平滑である。

色調は茶褐色。底部には煤が付着する。砂粒を少量含む。　　　（中束） H374号住居跡出土遺物
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H375・383号住居跡（図版32）

臨

lo

ぶ
N
の
o…i

lq

　C　、

　Br
　
A

～．

383号住居跡

05

／o

I　l　49・50号溝
l　l

61号溝

P11

375号住居跡

09／
　　『　　 、

一、＼　　　＼

PI　　　　P7
　　　　　　　ド燈夢◎穿◎

03

01

、、

や
￥1

劉　。
　畢Olo

O8

h

雛轟轡
　　　　　ド　　　　　　　　　も

　　　恒　　　　1

1
ヨ

ロ
冒
目
11

冒
l　I

ノ
／　．ノ呈

．全

A152．20m ．五

……

　　　ノユ　　エ　ベユ

笏
　P1

b151．60mbF

髪
　P2

Bl51．80m 　　　B’　　　　

認

　　　ら　じ　　　　　ピ

羅
　　P3

d　151．60m　d〆

魏
　P4

H373号住居跡

1．黒褐色土。焼土粒。

2．茶褐色土。焼土粒。

3．暗褐色土。ローム粒主体。

4．茶褐色土。多量のローム粒。

41焼土粒が多い。肌色ぎみ。

5．小量の焼土粒。

P1～P4
1．茶褐色土。ローム粒。

2．

C152。20m ．立

49．50．61号溝

a．砂質土。小量の小石。

b．茶褐色土。砂質。

c．茶褐色土。耕作土に近い。（61号溝）

d．茶褐色土。ロームと砂の混土。

e．多量の砂とロームの混土層。

　暗褐色土。ローム主体。茶褐色土。

3．茶褐色土。ローム主体。茶褐色土。

　　　図一161H375・383号住居跡

劾 〃

0 1m

一
375号住居跡（5H－104）　　位置　力5。　形状　H323号住居跡を建て替えたもので、その際、北壁と南壁及びカマ

ドは再利用しているが、東壁と西壁を西に寄せて新たに掘削する。規模は南北4．75m、東西3．88m、面積17．7㎡、長軸方

向N－7。一E、壁高23～41cmである。　ピツト　東西に4個ずつ2列の柱穴列（P1～P8）が認められた。径は30～40

cm前後、深さ30cm前後のものが中心を占める。P4は建て替え前は貯蔵穴だった可能性があるが、ここでは柱穴と考え

たい。　カマド　東壁南寄り。左右袖部に石材を置く。カマド覆土中からは白色粘土も検出される。全長72cm、燃焼部

長62¢m、袖部内幅70cm。壁外に方形に24cm程掘り込む。火床面は床面より約5cm低い。　遺物　カマド内及び焚口付近

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トから土師器（1～5）、壁際の床面上から須恵器皿（7）、紡錘車（9・10）、墨書土師器（8）等が出土した。このうち、

8・10はH383号住のものと見られる。　その他　柱穴列の配置から西壁に出入口が（P11はそれに関連するか）、北壁

側に寝室的な空間が中央に土問が想定される。　重複関係　49・50・61号溝に切られる。

H383号住居跡（5H－112）　　規模は南北に4．76m、東西4．02m、面積12．9㎡である。　　　　　　　　　　（中澤）

124



一～も

ら
ク

く

～

1

＼＼＼1

D

　　1
　ゆりに
鰭ン減蔚，、禦

　　　～
　タハ、　　　　　　く～

ムー　　　　　　　　　　　　　　　　く＼

　～　　　＼
　　　＼

ミき鋳フ＿当
　　一一ぢ　　　＿一島ミー

2

6

♪

　　くr　　　　　　　　　』』＿～

く＼　　　　　　　　　　　～

一

へ細

　　　府
　短ゾ（＼

一姻鋭
　　レ／

9

八＿＼

　。…鉾
『￥一．＿．』一ヤドこイ　てベ　
　弩　　 多≡
　　ハ　ハ　　ノ
　　　レー一

3

　　1
．〈工D

10

0　　　2cm
ヒ±」

　　一　　　　　　＼

多

＼
／

8

＼
1～7・g：H375号住居跡

8・10：H383号住居跡

4（カ）

ダ

し　　　　ぎゅ

　罫澱．ン
　ヘ

0 10cm

図162　H375・383号住居跡出土遺物

出土遺物　　土師器　甕（1～5）、いずれも破片である。・1は胴部外面横ヘラ削りにより、頸部辺に明瞭な稜線が形成

される。口縁部は内外面横ナデ、胴部内面は平滑である。』色調は茶褐色、酸化鉄粒や砂粒を含む。2は頸部辺がハの字

形を成し、胴部内面には横ハケ痕を残す。平滑である。色調は暗茶褐色、軽石粒や酸化鉄粒を含み、軟質である。3・

4は口縁部がコの字形を示しつつ、口唇部辺で受け口状を成す。4は肩部辺がやや丸味を帯びて、最大径となる。口縁

部は内外面横ナデ、胴上半部外面は横ヘラ削りを主体とし、下半部に向けて斜ヘラ削りが施される。内面にはヘラ痕を

残す。3の色調は淡褐色。砂粒を含む。4は明茶褐色。酸化鉄粒や砂粒を含む。焼きしまりは良好。5の胴部外面は縦

ヘラ削りされる。煤が付着する。底部もヘラ削りである。色調は暗茶褐色、砂粒を含む。焼きしまりは良好。　須恵器

椀（6）、体部閾失。右回転ロクロ使用。底部回転糸切り後、高台部貼り付け。色調は青灰色。大粒の酸化鉄粒や砂粒を含

む。皿（7）、体部外面はロクロ目が顕著に残るが、内面は器面が荒れている。体部形成の後、底部切り離しは回転糸切

り。さらに高台部が貼り付けられる。色調は淡灰色、礫や雲母片を含む。やや軟質である。　土師質須恵器椀（8〉、体

部外面は横ヘラ削り、口縁部は横ナデ、内面はナデにより平滑である。淡茶褐色で、・酸化鉄粒や多量の軽石粒を含む。

内外面に「真」と墨書される。　石製品　紡錘車（9、10）、9は須恵器蓋つまみ部分の転用である。製作時の糸切り痕

を残し、中心部分には直径8㎜程の穿孔を施す。10は本住居跡と重複関係を示すH383号住居跡からの出土である。蛇紋

岩製。「有」三字、「合」、「木」または「米」、他一字不明、線刻が施される。　　　　　　　　』　　　　　　（中束）
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H376号住居跡（図版33）
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A152．oo皿　　　　　　　　　　　　　　　　　　 A’

1．ローム。

2．茶褐色土。焼土粒・同ブロッタ。

3．ローム粒。

4．茶褐色土。かなど）の焼土粒・同ブロック。

　　　　　　　　　図一163　H376号住居跡

0 1m

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カマド全景

H376号住居跡（5H－105）　　位置　力4北東隅。　形状　南北2．46m、東西2．86mで、南西隅以外の隅角は隅丸

を呈す長方形である。特に北東隅は大きなカーブを描く。壁の形状は北・南壁は直線。東・西壁は外方に膨む。長軸は

東西で方向はN－18。一E、面積6．8㎡、壁高64～71cmを測る。周溝はカマド部分およびカマドから北側の東壁部分を除い

て、ほぼ全周に認められる。規模は幅14～17cm、深さ2～3cmである。床面はカマド前が固くなっている。　ピット　認

められない。貯蔵穴なし。　カマド　東壁南寄り。構築材は石を使用していることは左右の袖石、冠材、右壁燃焼部の

石からわかる。なお、左袖部は地山を若干掘り残している。全長152cm、袖部内幅32cm、壁外への掘り込み角度106。を測

る。煙道部の天井も残存しており煙道床面から天井部まで22cmである。また、カマド焚口部の石組が完全な形で残存を

みる。　遺物　床面より約50cm上ほどを発掘中に、覆土中より多量の焼石、石魂、土器と少量の炭化物を検出する。こ

の段階で確認された遺物は土師器圷（1、2、3）、土師器甕（4）、須恵器甕の口縁部（6）、須恵器高圷脚部（5）、須恵器

横盆（8、9）がある。この出土状況をみると、本遺跡の埋没がかなり進んだところで、他住居で使用したカマド構築の

石や破損した土器片が投棄されたものと考えられる。この覆土中の遺物は北壁寄りに集中している。床面からの遺物は

須恵器蓋（7）が南壁下のほぼ中央部より出土している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中澤）

出土遺物　　土師器　甕（4）、口縁部はくの字形、底部は丸底を示す大型甕である。最大径を胴部にもつ。口縁部は内外

面横ナデ。外面は胴部から底部にかけて、横及び斜ヘラ削りが施される。内面は頸部辺にヘラ痕を残し、胴下半部に粘

土接合痕がみられる。指ナデ・ヘラナデが施される。色調は暗茶褐色。砂粒を多量に含む。外面に煤が付着する。　圷

（1～3）、1と2は体部が丸味を帯び、口縁部でやや内轡する。口縁部横ナデの幅は狭く、体部に軽く指頭痕を残す。

底部はヘラ削り。内面はナデにより平滑である。2の底部は平底状を成す。1の色調は茶褐色。2では底部が黒色を帯

び、外面はにぶい黄褐色、内面は淡褐色を示す。砂粒を少量含み、ともに焼成は良好。内面に炭化物が付着。3は口縁

部が緩やかに外傾する。口縁部横ナデの幅が広く、指頭痕は僅かである。底部はヘラ削りされる。色調は明赤褐色。砂

粒を多量に含み、やや軟質である。　須恵器　甕（6〉、頸部に粘土接合痕を残す。肩部には平行叩き目痕をみる。口縁部

は巻き上げ、水挽き成形か。色調は淡青灰色。長石・石英粒を多量に含む。　横盆（8・9）、8と9は胴部片である。8

は外面に平行叩き目を施し、内面には粗い波状の当て具痕を残す。色調は淡緑灰色。9は胴の開口部分を粘土板で覆い、

外面は平行叩き目痕、内面は波状の当て具痕を残す。色調は淡青灰色。6の肩部に僅かに残る平行叩き目痕、胎土の類

似等から、6・8・9は同一個体の可能性が強い。　高圷（5）、巻き上げ、水挽き成形。端部に反りを生じる。礫や砂粒

を含み、軟質である。　蓋（7）、右回転ロクロ使用。端部にかえりをもつ。天井部中央にはつまみ部が貼り付けられ、周

辺部はヘラ削り調整される。色調は淡灰色。内面にヘラ記号「×」をしるす。　　　　　　　　　　　　　　（中束）
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H377号住居跡

噌
　望
　8

陣

＼

旦．＼、

住居跡全体

1．褐色土。ローム粒。

2．黒褐色土。ロームブロッタ。

212に比ベローム粒が多い。

3．黒褐色土。

4．暗褐色土。ローム粒。

5．黒褐色土。やや黒色み強。
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　　　　　　　　ノユユら　ドらの　　　　　　　　　ユ

嚇鍵

カマド

1．黒色土。ロームブロック　　　　　　　　A　151．50n1

2．黒褐色土。ローム。　　　　　　　　　　　　　　　　一＼　　3　　　　　　／／

　　　　　　　　　　　　　　　　　ニこミを　
1：躊濫畿：購　　i笏彦i嚇
5．暗褐色土。多量のローム粒。焼土粒。

6．暗赤褐色土。ローム粒・焼土粒。

7．暗赤色土。多量の焼土。

8．黒灰色土。多量の灰。

9・黒褐色土・ローム粒・　　　図一165H377号住居跡

，旦

75紺

住居跡全景

1

0 ！m

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カマド全景

H377号住居跡（5H－106）　　位置　調査区域のほぼ中央、南下がりの平担地、カ4に所在する。東に接して49・50

溝が南北に走る。　形状　南北3．7m、東西3mの隅丸平行四辺形。対峙する壁は約30cmづつずれる。南壁東端は若干張

り出しぎみでコーナーへと続く。長軸方向N－11。一E、面積11．3㎡。壁高は37～56cmで北側が高い。しかし、南壁側の

土層断面では59cmまで認められるので、本来の壁高は60cm以上であろう。カマド部分を除き、幅8～25cm、深さ1～10

cmの周溝をめぐらす。北西隅と南西隅は幅が広がっている。　ピット　カマド手前付近に小ピット1個が存在する。長

円形で、26×16cm、深さ22cmである。また、南壁下中央には、その南側を接して径50cm程度の浅い窪みが認められた。

出入口に関連する施設の痕跡とも考えられる。　カマド　東壁中央寄り。壁外に構築する。左袖部は地山を16cm程造り

出して、右袖部とそろえている。燃焼部には34×24cm、深さ17cmの小ピットがある。支柱を埋め込んだ穴とも考えられ

る。焚口部には深さ10cmの細長いピットが北上がりに続いている。これは灰かき穴と考えられるが、北上がりの方向は

カマド使用者のとる方向と関連があるとも見られ興味深い。カマド全長85cm、袖部内幅60cm。燃焼部長は78cmだが、先

端は煙道部を兼ねているものと見られる。先端部分は特に強く焼けていた。燃焼部先端の壁への掘り込み角度は87。であ

る。　遺物　カマド手前付近から土師器圷（1）が出土した。床面から6cm程度浮いており、位置から見て他の例によく

見られるように、カマド付近から流れ込んで来たものと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）
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出土遺物　　土師器　圷（1）、平底の底部から内轡ぎみ

に立ち上がる体部を持つ。口縁部は内外面に強い横ナデ

を施し、受口状の口唇部になっている。内面は体部に放

射状暗文、底部にラセン状暗文を施す。体部下半及び底

部はヘラ削りを施す。厚い器肉を持つ。色調は褐色で、

胎土中に細かい砂粒を混ぜる。復元した形は安定感のあ

る整った形態を示す。25％残存。　　　　　　　（唐澤）

図一166　H377号住居跡出土遺物
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H378号住居跡（図版33・34）
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　　　P4
住居跡全体

1．黒褐色土。

2．黒褐色土。

212を基調とし茶色がかる。

212を基調とするが、浮石量が少。

3．黒褐色土。ローム粒。

4．茶褐色土。

5．暗褐色土。

A152．70m

2”　　　　2

1

1

．墨

1
2’

妻懲纂諺
　2”

多・

P4
1．暗褐色土。炭化物・ロームブロック。

2．茶褐色土。ロームブロック。

3．黒褐色土。

4．明褐色土。壁際に焼土g

5．暗黒褐色土。ローム粒。

　1～5には、軽石、灰は含まれない。

図一167　H378号住居跡
0　　　　　1m

一
H378号住居跡（5H－107）　　位置．調査区中央やや西寄りの平担地東縁、ヨ3～4に所在する。　形状　南北4．5m、

東西4．2mの長方形。西壁は東壁に比べ北端炉約30cm、北壁は南壁に比べ東端が約35cm長い。長軸方向N－9。一E、面積

18．3㎡、壁高は地層断面の覆土の厚さからして70cm以上と見られる。カマド付近及び南東隅を除き周溝をめぐらす。

ピット　住居跡四隅（P1、P2、P6、P7）及び中央（P4）と、南東隅と北西隅を結ぶ対角線上で♪4の西側（P

3、P5）の計7個が存在する。四隅のものは深さ28～83cmで位置から見て柱穴と推定される。P4は他に比べ卓越し

た規模（深さ62cm）で整然としたつくりである。底部周辺の壁は焼土化している。P3・P5の深さはそれぞれ58cm・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら65cmで一種の柱穴と見られるが、その位置からしてP4関連施設の痕跡であろう。P4は本住居跡の性格を考える上で

最も重要なものと考えられる。　カマド　東壁中央南寄り。両袖部は地山を掘り残す。両袖部及び燃焼部東側に石材（安

山岩）が残存していた。後者は壁以外に天井にも使用され、燃焼部先端を開いて煙道としている。支柱には土師器長胴

甕（8）を逆位に置く。全長126cm、袖部内幅66cm、燃焼部長80cm。　遺物　1～6の土師器圷は床面から10～19cm浮い

て出土した。カマド内からは支柱以外にも土師器甕（7）が出土している。鉄関係の出土遺物は全くなかった。（唐澤）
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図一168H378号住居跡出土遺物

出土遺物　　土師器　甕（7・8）、7は肩部のやや張る長胴甕で、口縁部先端と胴部下半を欠失する。口縁部は横ナデ、

胴部外面は肩部で横または斜ヘラ削り、それ以下は縦ヘラ削り、胴部内面にはヘラナデを施す。頸部ではヘラ削りを施

した肩部側が一段低くなる。8は短かく外反する口縁部を持つ、ずんどう形の長胴甕である。口縁部は横ナデ、胴部外

面は縦ヘラ削り、同内面はヘラナデ、底部外面にはヘラ削りを施す。前者の色調は淡褐色で胎土中に粗い砂粒を混ぜる

のに対して、後者は赤褐色で細かい砂粒と異なる。　圷（1～6）、1・2は底部の丸い圷で、口縁部横ナデと底部外面

ヘラ削りに挾まれて、指頭による押えを施す。3・4は浅い皿形の圷で、緩かに外反する口縁部を持つ。底部と口縁の

境には弱い稜を持つ。5・6は大きな口径と器高を持つ椀形の圷である。6は体部が強く張って内轡する口縁部に、受

口状に立つ口唇部を持つ。体部外面には5に比べ幅広い指頭痕を残す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）
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H379号住居跡
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　　1．茶褐色土。
　　2．黒色土。

　　3．暗褐色土。ローム主体。

　　4．茶褐色土。
　　5．茶褐色土。ローム主体。

　　6．茶褐色土。ローム主体。（貼床）
　　7．黒色土。底部に炭化粒。

　　8．ロームブロックと黒みがかった粘土の混土層。
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図一169　H379号住居跡
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H379号住居跡（5H－108）　位置　ヨ3。

形状　南北4．18m｛東西6mの長方形を呈す。

壁の形状はほぼ直線になっているものの西壁

は外方に若干膨らむ。壁高13～34cmであり、

比較的浅い。長軸は東西で方向はN
r76。一E、面積24．2㎡を測る。周溝は西壁と

南壁西端を除いた部分に認められ、規模は幅

12～18cm、深さ3～5cmである。ピット都
合2つ確認される。P2は住居中央近くに位『

置し、40×40cm、深さ6－cmである。P3はP

2の南20cm程に位置し19×7cm、深さ4cmを

測る。性格は不明。西壁に近く長方形のピッ

トが床面で確認されたが、地層断面図から本

遺構より後のものであるこ．とが考えられる。

炉住居中央北西寄りに位置し、円形を呈す。

102×92cmの範囲が赤く焼けを受けている。構

造は地床炉である。　貯蔵穴　南壁西寄りに

位置し、形状は四角ばった長円形で、規模は

60×46cm、深さ55cmである。　遺物住居中

央床面より西側半分に集中して遺物が出土す

る。床面より9cm浮いて東壁近くと西壁近く』

から土師器高圷の脚部が出土する（2・4）。

北壁に接するようにして床面で土師器圷（5）

がみラかる。また貯蔵穴近くの床面より5cm

浮いたところに土師器甑（6）が出土している。P

　　　　　　　　　　　　　　　（中澤）
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図一170　H379号住居跡出土遺物

出土遺物　　土師器　甕（7）、平底甕の破

片である。底部はヘラ削り。体部外面も

縦ヘラ削りで、底部の周辺は鋭い削ぎに

より調整される。内面はハケ調整。部分

的にヘラ削りも加えられる。　甑（6）、折

り返し口縁を形成する。口縁部は内外面

ヘラナデ、体部は縦ヘラナデ。小破片で

ある。圷（5〉、やや扁平な丸底状を成す。

器面は内外面に丁寧な細かいヘラ磨き、

口唇部辺に若干の横ナデが認められる。

色調は浅黄榿色。　高圷（1～4）、1は

稜を形成して、緩やかに開く形状を成す。

外面はハケのち細かいヘラ磨き。内面は

横及び斜ハケが施される。色調は浅黄榿

で、部分的に灰褐色。酸化鉄粒や砂粒を

少量含む。2の脚部は柱状を成し、下方

で若干の膨みをもつ。稜を形成する。裾

部は緩やかに大きく展開する。器面は脚

柱部分でヘラナデ、裾部では細かいヘラ

磨き。内面は脚柱部分に稜を生じ、横ヘ

ラ削り、裾部にハケが施される。色調は

淡黄色。酸化鉄粒や砂粒を含む。3は内

外面に丁寧な細かいヘラ磨きの施され

た、圷部の残閾。外面に緩やかな稜を形

成する。4は柱状を成し、内面に稜をも

つ脚部の残閾。裾部に小孔片あり。器面

はヘラナデされる。　　　　　（中束）
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H380号住居跡
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住居跡全体

1．茶褐色土。多量のB軽石。

2．茶褐色土。ローム粒。

3．茶褐色土。ローム粒。

4．茶褐色土。多量のローム粒。

5．黒褐色土。

6．茶褐色土。多量のローム粒。

7．茶褐色土。多量のローム粒。

8．茶褐色土。ローム粒。

9．茶褐色土。多量のローム粒。

10．赤褐色土。多量の焼土粒。

58号溝

a．茶褐色土。ローム粒。

．旦

2

霧　3懸
1
撫

漏・鐡

0 1m
図一171　H380号住居跡 一

H380号住居跡（5H－109）　　位置　調査

区域東南端、タ2にある。台地東南部、中央

寄りの斜面上に位置する。遺構の分布はやや

疎らであるが、58号溝と住居南壁で重複する。

形状　北東から南西に長軸を持つ隅丸台形

で、南北3．39m、東西3．85mである。北壁の東

％、東壁のカマドを除く部分は、内に寄って

いる。長軸方向はN－105。一E、面積12．5㎡、

壁高33～52cmである。周溝は存在しない。

ピット　南壁東寄り壁直下に1個（P1）あ
る。規模は48×40cm、深さは不明である。そ

の性格や機能等は不明である。　カマド　東

壁南寄りにある。両袖部地山を若干掘り残し

ている。原位置とは思われないが、石が残存

しており、石材で構築されたものと思われる。

全長112cm、袖部内幅90cm、燃焼部長54cm、壁

への掘り込み角度65。で、壁外掘り込みは106

cmである。住居床面ζカマド燃焼部のレベル

差は、一5．5cmである。　貯蔵穴　南東隅にあ

り、長円形が2個重なったような形状を呈す

る。規模は44×42cm、深さ15cmのものと、50×

24cm、深さ34cmのものである。　遺物覆土

中から土師質の須恵器椀（1・2）と須恵器

圷（3）が出土した。　重複関係　58号溝が

南壁を切る形で重複する。本遺構がより旧い

と考えられる。　　　　　　　　　（鵤木）
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図一172　H380号住居跡出土遺物

出土遺物　　土師質須恵器　椀（1・2）、1の体

部は比較的肉厚である。体部外面下半部はやや

丸味を帯び、内面口唇部辺には緩やかな稜線が

形成される。高台部はハの字形に開く“足高高

台”の形態を成し、端部内面には浅い凹線が巡

る。右回転ロクロを使用。体部形成後、底部の

切り離しは回転糸切りによる。高台部分は貼り

付け高台である。高台部外面周辺部及び底部全

面にナデ調整が施される。色調は淡褐色。酸化

鉄粒や砂粒を含み、やや軟質である。2も底部

．辺は比較的肉厚である。体部外面上半部で丸味

を帯び、口縁部辺で若干のくびれを成す。口唇

部は断面が三角形に近い形態を示し、やや外傾

する。内面口縁部辺には2条の浅い凹線が巡る。

高台部分を閾失する。右回転ロクロ使用。底部

切り離し後、高台部の貼り付け。さらに高台部

外面周辺及び底部全面にナデ調整が施される。

ナデは口縁部内外面にも施される。色調は淡褐

色であるが、1よりも灰色が強い。部分的には

暗灰色もみられる。微細な軽石粒や砂粒を含み、

軟質である。内面は器面が荒れている。　須恵

器圷（3）、破片である。ロクロ成形。ロクロ回

転方向不明。底部の切り離しは回転糸切りによ

る。色調は体部外面で暗灰色、底部及び内面は

淡灰色を示す。石粒や少量の砂粒を含み、加え

て黒色鉱物の溶解がみられる6焼きしまりは良

好である。　　’　　　　　　　　　（中束）
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H381号住居跡（図版34）
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1．黒褐色土。

2．茶褐色土。ローム粒。

3．茶褐色土。多量のローム粒。

4．黒褐色土。

5．茶褐色土。ローム粒。

6．茶褐色土。ローム粒・炭化物。

7．赤褐色土。多量の焼土粒。粘土ブロック。

8．茶褐色土。焼土粒。

0 1m

H381号住居跡（5H－110）　　位置　調査区域

南東端、タ2にある。台地南東部0斜面上に位置

する。周囲の遺構の分布はやや疎らである。北東

臼にH380号住居跡がある。形状　北西～南東に長

軸を持つ台形で、南北3．39m、東西2．39mである。

四壁はやや外方へ膨らむ傾向を持ち、北壁は南壁

より西端が約20cm長い。北西隅と南西隅は隅丸を

呈する。長軸方向はN－150－E、面積は7．5㎡、壁

高は17～34cmである。北壁直下とカマド北の東壁

直下に周溝が認められる。深ざ2～5cm、幅7～20

cmである。　ピット　床面に3個，（P1、P2、

P3）｛北壁中央の周溝内に1個（P4）ある。P
1とP4が位置、形状等から柱穴と思われる。P

、1は50×44cm、深さ10cm、P4は56×32cm、深さ

12cmであり、本住居は2本の主柱穴を持つ建物と

推定される。他のピットの性格、機能については

不明である。　カマド　東壁南寄りにある6左袖

部と燃焼部中央にある支石は、凝灰質砂岩である。

全長88cm、袖部内幅46cm、燃焼部長52cm、壁への

掘り込み角度47。で、壁外掘り込みは80cmである。

火床面は住居床面とほぼ同じレベルである。　貯

蔵穴　南東隅にある。長円形を呈し、1規模は32×

26cm、深さ56cmである。　遺物　カマド内より須

恵器甕（4）が出土した。　　　　　　　（鵤木）
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図一174　H381号住居跡出土遺物

出土遺物　　土師質須恵器（1・2）、1

と2は同一個体と思われるが、接合関

係は得られなかった。1は外面にロク

ロ目を残し、口唇部で丸味を帯び、や

や外反する。2は左回転ロクロ使用。

底部切り離しは回転糸切りによる。底

部には低い高台が貼り付けられる。粗

雑で、周辺部のナデ調整も僅かである。

1・2ともに色調は灰黄色。底部辺は

暗灰色。礫や微細な雲母片を含む。や

や軟質である。　須恵器　椀（3）、左回

転ロクロ使用。底部切り離しは回転糸

切りによる。底部には低い高台が貼り

付けられ、周辺部にナデが加えられる。

内外面にいぶしがかかる。酸化鉄粒を

含む。やや軟質である。　甕（4）、体部

下方から底部周辺にかけて、手持ちヘ

ラ削り。内面は指ナデ痕を明瞭に残す。

色調は暗灰色。礫や長石を含む。焼き

しまり良好。　土師器　甕（5）、小破片

である。口縁部はコの字形の系譜をと

どめ、内外面横ナデが施される。外面

には指頭痕を残す。肩部外面は横ヘラ

削り。内面には細かな横ハケ調整が加

えられる。色調は明褐色。酸化鉄粒や

軽石粒を含む。焼きしまり良好。

　　　　　　　　　　　　（中束）一
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H382号住居跡（5H－111）唱　位置　ル2～3にかけて所在する。台地の東西位置の西寄りに位置し、全体として平

担な所となっている。本住居跡の上には1号墳が構築されており、その墳丘下北西寄りに位置する。　形状　北東～南

西に長軸を持つ長方形で、規模は南北3．28、東西3．9mである。北壁は外方に張り、南壁・東壁はほぼ直線、西壁は中央

から南半を内に寄せている。長軸方向はN－72。一E、面積10．9㎡、．壁高20～4ぐcmである。南東隅には全長120cmの張り出

しがある。この部分の土質は地山のローム層と異なり、うすよごれた灰黄薄茶色土でややねばりがあるが、衝撃的には

もろい土質と思われた。本住居跡を埋めていた黒色土層や茶褐色土とはやや異なり、古墳の築土層とも別のものであっ

た。張り出し部覆土中、灰黄茶色土の中に微量の灰状の成分が認められた。カマドに類似する施設とも考えられる。こ

の張り出し基部の左右には、床面には着いていないが、板石が認められた。張り出し部との関係は不明である。　遺物

土師器のみ出土した。カマドの張り出し基部付近から高圷（1）、長頸壷（2、3）、小型堆形（4）、甑（8）》台付甕（9、
’
1
0
） が出土した。これら．は床面から15～40cm浮いていたが、土層関係より見て後に述べるF・A層よりは下から出土し

ている。覆土中からは小型増（5・6）、器台（7）が出土しているが、これらも前者の遺物とほぼ同じ所から出土し

たものとみられる。　テフラ　覆土中に、F・Aブロック層を多量に含む層が認められた。住居跡中央付近の最も床面

に近い所で18cmである。　その他　住居跡北西隅付近に2つの不整方形の焼土が検出された。周囲平面と焼土上端の比

高は、西側のもので7cm、東側のもので20“mある。後者東側焼土の地高から考えるとこれら2つの焼土は地床炉とは考

えにくい。　　　　　　　　　　　　』　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（近藤）
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図一177H382号住居跡出土遺物

出土遺物　　土師器長頸壷（2・．3）、2の底部は扁平な丸底状を成す。胴部外面はヘラ削り後、細かな横昏ラ磨き。内

面は横ヘラナデ。頸部辺横ナデ後、口縁部内外面に細かな縦ヘラ磨き。3の口縁部は大きく内轡し、底部は凹状を成す。

口縁部は内外面ハケ目後、細かなヘラ磨き。口唇部は凹が巡る。頸部外面横ナデ。肩部ハケ目、胴下半部ヘラ削り後、

全面に細かなヘラ磨き。内面は指ナデ。　台付甕（9・10）、9のS字状口縁は、外反して口唇部がやや丸味を帯びる。内

面の外反部分には凹が生じ、沈線的様相を示す。肩部のハケ目は細かく、内面は縦指ナデ。頸部内面にヘラ削り。10の

脚部は内面に折り返し、指おさえ、指ナデが施される。外面はハケ目、端部にも弱いハケ目を残し、指ナデされる。　甑

（8）口縁部は折り返し、軽く指頭痕を残す。外面はハケ目のち、ヘラ削り。削りの重複部分に光沢が生じる。内面はハ

ケ目のち、底部辺のみ細かなヘラ磨き。　小型堆（4～6）4と5は口唇部に浅い凹を生じ、口縁径が最大値を示す。

4は底部が扁宰で、ヘラ削り整形。口縁部は内外面横ナデ。5の口縁部は内外面細かなヘラ磨き。胴部内面ヘラ磨き。

外面は磨耗。6は5の復元縮図。　高圷（1）圷部底辺に稜を形成し、内外面丹彩。　器台（7）脚部が発達する。器受

部と脚部の接合部分は強くくびれ、．直径20㎜程の小孔を穿つ。脚部内外面ハケ調整。全面に丹彩を施す。　　　（中束）
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図一178　H384号住居跡
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一H384号住居跡（5H－113）　　位置　上武国道予定地の北側タ1に

所在する。台地東寄りの平担地で、すぐ南には古墳時代とみられる

52号溝が南北に走る。　形状　南北5．5m、東西5．8mのやや東西に長い

台形を呈する。四壁は直線的であるが、気持外方に膨みを持つ。東壁

は西壁に比べ北側が約30cm、南壁は北壁に比べ東側が12cm長い。長軸

方向N－88。一E、面積30．7㎡。壁高は検出面からでは北壁の38cmを最大

とするが、覆土の堆積状況から見て本来は50cm前後と見られる。ピッ　　難、．鰭　醸妻轟・鵡一・一艦

卜　柱穴（P1～P4）を持つ。柱穴問の中心距離は東西方向P1～P

2＝2．97m、P3～P4＝3．10m、南北方向P2～P3＝2．74m、P1
～P4＝2．6mである。深さは北側のP1、22cm、P2、33cmであるの

に対して、南側の柱列はP3、54cm、P4、58cmと20～30cm程深く掘
られている。P5は66×56cm、深さ45cmで貯蔵穴と見られるが、小規　　　住居跡全景

模なP6（深さ11cm）、P11（深さ29cm）も貯蔵穴的なものとも見られる。あるいはP11、P8（深さ17cm）で補助的

な柱穴と見ることもできる。P7、P9はP8とともに周溝の一部とも見られる。深さはいずれも7cmである。炉地

床炉。住居跡中央北寄りの柱穴P1、P2を結ぶ線上に位置する。長円形、88×58cmで、上面は床面と同じレベルであ

る。　遺物　西壁下中央やや南寄りから勾玉1個が床面上に出土。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）
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H385号住居跡（5H－114）　　位置　調査

区域南端、ソ1～2に所在する。台地の東西

位置の東端付近に当り、全体としてややなだ

らかな南斜面に位置する。　形状　東西に長

軸を持つ長方形で、南北4m、東西4．8mであ

る。四壁ともに直線的で、北東隅、北西隅、

南西隅が隅丸になっている。長軸方向はN．

一83。一E、面積18．9㎡、壁高5～11cmである。

ピット　床面に6個（P1～P6）の柱穴が

検出された。これらは炉が2つあることと考

え合わせて、建て替えているものと見られる。

P1、P2は兼用で、P4、P5は建て替え
前、P3、P6は建て替え後のものと考えら

れる。炉床面中央やや北寄りと中央付近
の東西2ヵ所にある。西寄りの炉は84×56cm

の不整形で焼土の厚さは6cmである。東寄り

の炉は126×90cmの不整形で焼土の厚さは6

cmである。　貯蔵穴　南西隅P7が貯蔵穴と

考えられる。　遺物　西寄りの炉とP6との

間床面上5～9cmに土師器甕（1、2、3、4）

が出土した。　その他焼土は東が建て替え

前で西が建て替え後と推定される。西側の焼

土付近では多量の遺物が出土しており、住居

の廃棄時まで使用されていたとおもわれる。

　　　　　　　　　　　　　　（近藤）
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図一180　H385号住居跡出土遺物

出土遺物　　土師器甕
’（1・3〉、　1は口唇部が

強く外反する形状を示す。

胴部外面は細かなハケ目、

内面は横ヘラ磨きが施され

る。口縁部外面は粗いハケ

目の上に横ナデ、内面では

横ナデ後に丁寧なヘラ磨き

が加えられる。酸化鉄粒や

砂粒を含み、焼成もよい。

3は胴上半部に粗いハケ
目、下半部に若干ヘラ状の

調整痕を残す。内面は横ヘ

ラナデである。軽石粒や砂

粒を含み、やや軟質である。

壷（4）、の口縁部は直に開

く。胴部外面はハケ目の上

にヘテ削りを施し、内面は

横ヘラナデされる。・口縁部

は内外面ハケ目の上に横ナ

デを施す。ハケ目は頸部辺

に顕著に残る。台付甕（2）、

甕部外面はハケ目の上に
　　　　　メ細かなヘラ磨きが、甕部下

方から脚部にかけてはヘヲ

削りが加えられる。内面は

器面が荒れている。（中束）
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1．黒茶褐色土。ローム粒。

2．褐色土。d一ム質。

3．黒茶褐色土。

H386号住居跡（5H－115）　　位置　調査
区域南東端、ソ101～1に所在する。全体とし

てゆるやかな南傾斜地でH387号住居跡の北

西にあたる。　形状　東西に長軸を持つ不整

方形で、南北2．9m、東西3．6mである。北壁の

東三分の二が北へ約45cm程屈曲する。南壁の

東側三分の二が北へ約45cmほど屈曲する。東

壁と西壁はほぼ直線的傾向を呈している。長

軸方向N－93。一E、面積は10．8㎡、壁高2～37

cmと南東隅がいちぢるしく少くなくなってい

る。北西隅が直角を呈し、南東隅が鈍角になっ

ている。炉住居跡中央北西寄りかち不整

円形の地床炉が検出された。規模は60×56cm

で、周囲床面より9cm程盛り上がっていた。

ピット　南東隅近く床面ののP1は径34×48

cmで深さ16cm、南西隅近くのP2は径52×48

cmで深さ56cm、北東の隅近くP3は径33×40

cmで深さ60cmの三カ所で確認出来たが、北西

隅については検出されなかった。　貯蔵穴

P2が位置及び形状から見て、貯蔵穴の可能

性がある。　遺物　P1近く床面上より土師

器片3個が出土した。　　　　　　　（近藤）

図一181　H386号住居跡
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一H387号住居跡（図版35）
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1．茶黒色土。ローム粒・ロームブロック。

2．茶黒褐色土。ローム粒。やや砂質。

3．’茶褐色土。ローム質。

4．茶褐色土。多量のローム。

5．灰茶色土。焼土粒・粘土ブロッタ。

6．灰黒色土。灰・ローム粒。

7．灰褐色土。多量の灰。焼土。

8．灰茶褐色土。多量の焼土。

9．灰茶色土。

10．赤色土層。焼土化した粘質土。

11．暗茶褐色土の焼土・ローム。

　　　　　　　　A〆　　　　　　　　　　　ロ　

笏膓麟

H387号住居跡（5H－116）　　位置　調査

区域南東端、ツ1～101に所在する。台地の南

東隅のゆるやかな傾斜面に当る。　形状　北

東～南西に長軸を持つほぼ方形状の住居跡

で、東西3．2m、南北2．97mである。北壁と東

壁はほぼ直線的である。南壁もほぼ直線的で

東側四分の一は約15cm内に寄る。西壁もほぼ

直線だが南側四分の一は約15cm内に寄る。北

東隅と南東隅は隅丸形を呈し、長軸方向はN

－87。一E、面積は9．5㎡、壁高45～35cmであ

る。　カマド　東壁南寄りにある。全長102cm、

袖部内幅33cm、燃焼部長70cm、壁への掘り込

み角度69。で、壁外掘り込みは95cmである。火

床面は住居面より10cm程低くなっている。袖

部には構築材として左右に一石づつ石材を置

く。　遺物　カマド内左袖付近から土師器甕

片、中央付近床面上から須恵器の圷2〉、南東隅

付近から土師器の圷片（1）が出土している。

その他　58溝以南ではく数少ないカマドのあ

・る住居跡である。・　　　　　　　　（近藤）
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出土遺物　一土師器　甕（3）、大型甕の底部片である。底部は僅か

に稜を形成する。外面は全面斜ヘラ削り整形。内面はヘラ痕を残

す。色調は外面が暗褐色、内面が明褐色を示す。砂粒を多量に含

む。外面に煤が付着する。　圷（1〉、皿状を示す。口縁部は外反し～

内面に段を生じる。底部外面はヘラ削り。口縁部は横ナデ。内面

は全面磨耗している。色調は明赤褐色。砂粒や軽石粒を含み、軟

質である。　須恵器　圷く2）、底部が僅かに張り出して、丸底状を

成す大型圷である。底部は全面に丁寧な左回転ヘラ削りを施し、

切り離し技法は不明。内面はヘラナデにより平滑である。色調は

淡暗灰色。、礫や石英粒を含む。焼成は良好。　　　　　　（中束）
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図一183H387号住居跡出土遺物 図一185　H389号住居跡出土遺物

H389号住居跡

醸

1㊥

’崔

Oc

“
の
目

1円

ム．．

＼ゆ

撫ゼ
）／

◎・曝

．亙

＼

A
． 148．50m

　　　　6　　7

憧

13 24　．五

住居跡全体

1。黒色土。　　　　　　　　　　5
2．暗茶色土。ローム質土と黒色土の混土層。

3．暗茶色土。ロームブロッタ。

、4．褐色土。ローム質。

5．暗灰黒色土。ロ」ム。

6．暗灰黒色土。ローム。

7．暗灰黒色土。ローム。

貯蔵穴

1．黒色土。砂質。

2．黒色土。ローム粒。

3．茶色土。ロームと黒色土との混土層。

4．黒褐色土。ロームブロッタ。

5．ロームと黒色土の混土層。

Pl

1．薄茶黒色土。ローム質。

2．黒褐色土。ローム粒。

3．茶黒色土。ロームと黒色土の混土層。

4．茶褐色土。ローム質。

　　　じ　の　　　

三稀l
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図一184　H389号住居跡
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H389号住居跡（5H－118）　　位置

調査区域南端、ヨ101に所在する。台地

の東西位置の中央付近に当り、全体と

して平担な所となっている。　形状

東西に長軸を持つ台形で、南北3．7m、

東西3．9mである。北壁、南壁、東壁は’

若干外方に膨む。長軸方向はN
－118。一E、面積13．2㎡、壁高8～24cm

である。東壁は西壁に比べ南端が27cm、

南壁は北壁に比べ西端が22cm長い。

ピット　床面に1個（P1）南西寄り

にある。径54×54cm、深さ18～27cmで

ある。炉住居中央西寄りにある。
径68×50cmの不整形で、地床炉の構造

をもち、焼土の厚さは14cmを測る。貯

蔵穴　南西隅に位置し、円形で径48×

46cm、深さ49cmである。　遺物　炉内

北寄りに2片、炉付近床面上7～11cm

から5片の土師器甕上半部が出土して

いる。　　　　　　　　　　　（近藤）

出土遺物　　土師器　壺（1）肩部外面

は丁寧なヘラ磨きにより、光沢が生じ

る。内面は粗い横ハケ調整。頸部外面

には棒状圧痕が巡り、口縁部は縦ヘラ

磨き。色調は赤褐色。酸化鉄粒を含む。

焼きしまり良好。　　　　　（中束）
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H388号住居跡

△．

仲

◎
P2

ノ

～

’

μ
ノノ

～

ノ

．三

1霞

住居跡全景

P2全景

A149．20m 。－

B149．20m
　　　＼　　　　　　　1

、一〔一一～一　－『、＿＿、　　　　　　　　　 2
　　　　　ハヘ　コヘ　、、　　　　　　　　　　　　3

ノ　　ヘヘヤ　ハ　　　　　　　　　　　　　ハヤ

　　形

1

影

．≦5二

2

％

1．茶褐色土。

2．茶褐色土。小量のF・Aブロックを混ぜる。

3．茶褐色土。小量のF・Aブロック。

4．茶褐色土。多量のローム粒。内部に砂礫層。

5．茶褐色土。多量のローム粒。

6．茶褐色土。多量のローム粒。

図一186　H388号住居跡

36％

0　　　　1m

一一1

H388号住居跡（5H－117）　　位置　上

武国道予定地に一部がかかる、レ101～102

にある。台地東の斜面上に位置する。遺構

の分布の疎らな所である。西に接して52号

溝が走っている。　形状　南北に長軸を持

つ隅丸長方形で、南北6．44m、東西4．9mで

ある。壁は東西南北とも直線である（壁下

端は細かい凹凸が多いが、全体として直線

と見られる）。隅角の状態は北東隅を除い

て、すべて隅丸である。長軸方向はN
－9。一W、面積は31．1㎡、壁高は41～54cm

である。周溝は存在しない。　ピット　床

面に2個ある。P1は北西隅にあり、やや

楕円形を呈する。大きさは42×36cm、深さ

18cm。断面の形状は丸底の円筒形を呈する。

P2は東壁北寄りの壁直下に位置し、東壁

に沿って、細長く続いている。大きさは

174×40cm、深さ20cm。断面の形状は円錐形

を呈し、東壁下部に向かって、斜めに食い

込むようにある。これらのピットの機能や

性格については不明である。　炉　検出さ

れなかった。　貯蔵穴　なし。　遺物　本

住居床面の遺物は皆無であった。ただし、

覆土中から縄文式土器の出土が見られた。

テフラ　FAブロックの混入が認められる。

床面からの距離は、約20cmである。

　　　　　　　　　　　　　（鵤木）
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1．黒色土。斑点状の茶黒褐色土を混ぜる・

2．黒色土．

3．漆黒色土。

4．3とロームの混土層。

5．黒褐色土。ローム粒。

6．暗褐色土。ローム粒。

7．暗褐色土。ロームブロッタ。

8．黒褐色土。

9．9に比べ色調が暗い。

10．暗褐色土。多量のローム粒。

w

図一187　H390号住居跡 0 1m
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H390号住居跡（5H－119）　　位置　上武国道予定地の北側力101～ヨ

101にかけて所在する。台地中央やや西寄りの平担地となっている。　形

状　南北6．3m、東西6mの大型の隅丸長方形。東壁は全体に30cm北へ

寄っており、平行四辺形ぎみの形状を呈す。北壁と南壁は外方にやや膨

んでいる。長軸方向N－15。一W、面積37．2㎡、壁高は住居内覆土の厚さ

から見て少なくとも70cm前後はあったものと推定される。西壁と北壁の

西半には、幅6～17cm、深さ3～8cmの周溝をめぐらす。　ピット　4

本の柱穴（P1～P4）を持つ。これらは住居対角線上のコーナーから

約150cm内に入った所に位置する。径は20cm前後と細い。柱穴の深さはP

l・P3、66cm、P2、34cm、P4、56cmである。柱穴問の中心距離は

東西方向P1～P2＝3．81、P3～P4二3．69m、南北方向P1～P
4＝3．70m、P2～P3＝3．70mで、柱の配列は正方形を意図したものと

見られる。　炉特に認められない。P1・P2中間の床面から長さ14

cmの細長い転石2個が検出された。これが地床炉の縁石で、元の位置か

ら大きな移動がなければ、この当りに炉の存在を想定することができる。

貯蔵穴　北東隅及び北東隅の2個所に認められた。前者は下端で不整方

形を呈し、97×65cm、深さ76cm、後者は円形で、55×40cm、深さ23cm。

遺物　西北隅及び南東隅付近にややまとまって出土した。前者は床面か

ら土師器甕（4）、同椀（2）が口縁部を上にして出土した。後者は土師器

甕台部（3）が床面上で、同高圷々部（1）が周溝底部から12cm浮いた状

態で出土した。　テフラ　住居跡中央付近、床面から約15cmの所で、淡

黄褐色で榛名山噴出にかかるF・P様の軽石を含む灰層が認められた。

F・A層と見られる。　重複関係　西壁寄り中央付近で17号井戸と切り

合う。覆土より見て、本住居跡の方が旧い。　　　　　　　　　（唐澤）

住居跡全景

17号井戸全景
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図一188　H390号住居跡出土遺物

出土遺物　　土師器　高圷（1）、底部を欠失

して圷部のみ残存。内面では体部と底部の境

に屈曲が認められ、平坦な圷底部が考えられ

る。調整は内外全面にヘラ磨きを施す。口縁

部内外面には横ナデ痕が残存する。色調は淡

褐色。内面に細かい剥落がある。　椀（2）、

小さな底部から内轡しながら立ち上がる体部

を持つ境で、1の圷部に似た形状を取る。調

整は第1次として口縁部横ナデ、体部外面ヘ

ラ削り、体部内面ヘラナデ（？）、底部内外面

指押え、第2次調整として体部外面と内部全

面にヘラ磨き、底部外面にヘラナデを施す。

色調は肌色に近い淡褐色で、部分的に褐色が

見られる。　甕（3・4）、3は台付甕、台部

のみ残存。やや器高が低く端部の開きも大き

い。端部は内側に折り返す。調整手法は内外

全面に指押えを施すが、外面はていねいに、

内面は指頭痕を顕著に残して雑に仕上げる。

外面上半はその後上半部に斜のハケ目を縦帯

状に施す。台部上面には放射状のヘラ押えが

見られる。4は胴下半部を欠失するが平底甕

と見られる。球形の胴部に“く”の字状に外

返する口縁部を持つ。調整は口縁部内外面に

横ナデ、胴部外面は細かいハケ目の後ヘラナ

デ、同内面は粗いハケ目の後やや細めのヘラ

状工具によるナデが施される。胴部内外面の

第2次調整はやや雑である。色調は淡褐色で、

胎土中に細かい雲母を多量に含む。頸部以下

の胴部外面には煤が付着する。　　　（唐澤）

ヱ42



H391号住居跡

叫

旦・

05

㊤
0！

04

A148．40m

噂

轟
』∠惑蚤『

　　◎

◎

d

　　　P6
◎P5

，些

．窒’

B148．50m

1

％

　　　　　2　8　　＼一㌣4

笏轍
4、一⊥

撚 3〆6彪

1．茶褐色土。ローム粒。

2．茶褐色土。ローム粒。

3．茶褐色土。多量のローム粒。ロームブロック。

4．茶褐色土。多量のローム粒。

5．茶褐色土。多量のローム粒。

6．茶褐色土。ローム粒。

7．茶褐色土。ローム粒。

8．茶褐色土。多量のローム粒。

9．茶褐色土。ローム質。
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住居跡全景

図一189　H391号住居跡

撫

H391号住居跡（5H－120）　　位置　調

査区域南端、ワ101にある。台地の南端のほ

ぼ中央部に位置する。東に接して160号掘立

柱建物跡、東南に接して161号、162号掘立

柱建物跡がある。　形状　東西に長軸を持

つ隅丸方形で、南北4．48m、東西4．56mであ

る。南壁と東壁は直線であるが、北壁は外

方にやや膨んでいる。西壁は直線を意図し

たと見られるが、北半分が外方にやや膨ら

んでいる。なお、南壁は北壁に比べて東端

が約20cm、東壁は西壁に比べて北端が約30

cm長い。北東隅を除き、角は隅丸である。

長軸方向はN－12。一E（南北方向で測定）、

面積は20．3㎡、壁高は21～41cmである。周

溝は存在しない。　ピット　床面に7個あ

る。位置、形状、断面等から推してP1・

P2・P4が柱穴と思われる。その他のピッ

トは、機能・性格等不明である。　炉　住

居中央西寄りに焼土部分がある。やや長め

の円形を呈し、大きさは68×56cmである。

焼土部分中央に石が2個（長さ15cm前後）

並んで置かれており、地床炉と思われる。

火床面は床面とほぼ同じ高さである。　貯

蔵穴　前述のように、床面に5個のピット

があるが、貯蔵穴に相当する構造、形態を

持つものは不明であった。　遺物　西壁直

下中央の床面から、砥石（1）が出土した（一

部破損）。また、北西隅付近の床面上から土

師器器台（4）が、西壁中央付近の床面より

3cm浮いたところから土師器高杯（5）が出

土した。　　　　　　　　　　　（鵤木）
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出土遺物　　土師器　甕（3）、平底甕の破片である。胴下半部外面は粘土帯接合部分に粗い斜ハケ目を残し、ヘラ削りさ

れる。内面は斜ハケ目、底部辺には指ナデが施される。色調は外面で明赤褐色、内面で淡黄色である。大粒の酸化鉄粒

や微細な石粒を含むが、焼きしまりは良好。　器台（4）、器受部を閾失する。脚部はハの字形を成す。器面は脚部外面で

細かな横ヘラ磨き。内面では上半部にハケ目を残し、指ナデ、下半部には横ナデが加えられる。器受部内面には丹彩が

施される。器受部中央には直径11㎜程の小孔がみられ、脚部にも直径10㎜程の3個の小孔が穿たれる。色調は暗茶褐色。

酸化鉄粒、軽石粒、石英を含む。焼きしまり良好。　高圷（5）、圷部を閾失する。脚部はやや中膨らみで、裾部の広がり

は少ない。脚部外面では、粗いハケ目を付ける削り状ヘラ磨きが施される。内面では、圷部及び脚部接合時のほぞ状の

形態を留め、指ナデが施される。裾部は内外面横ナデされる。残存する圷部外面には、横ヘラ削りののちに、削り状ヘ

ラ磨きが加えられる。内面では器面が剥離。色調は脚部辺で黒褐色、裾部では明赤褐色。酸化鉄粒や砂粒を含む。やや

軟質。　石製品　砥石1と用途不明2が出土している。2は扁平で楕円形を示す。周辺部には擦痕がみられ、上下端部

にも調整が加えられる。砥石1の素材は赤谷黒色頁岩とみられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中束）
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　　　　　　1．黒褐色土。ローム粒。

　　　　　　2．暗褐色土。ローム粒。
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図一191　H392号住居跡

貯蔵穴

1．黒色土。

2．茶褐色土。ローム粒。

3．黒茶褐色土。ロームと黒色土の混土層。

4．褐色土。ローム質。

5．茶褐色土。ローム質。
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H392号住居跡（5H－121）　　位置　上武国道予定地北側の、タ1～レ1に所在する。台地の東西位置のゆるやかな

南東傾斜面の中央付近に所在する。　形状　北東～南西に長軸を持つ隅丸長方形で、南北4m、東西6mである。北壁は

ほぼ直線、南壁は内方に膨む、東壁は外方に張る。西壁もやや外側に張る。隅角は南東隅を除く三隅が隅丸である。長

軸方向はN－88。一E、面積は23㎡、壁高4～14cmである。炉住居ほぼ中央やや西寄りにある。長軸96cm、短軸77cm

の半円形である。床面と同レベルの地床炉で、焼土の厚さ10cmである。炉の東半分が深さ8cmのピット状になっている。

貯蔵穴　南西隅、長円形で規模は長軸64cm、短軸50cm、深さ32cmである。　その他　柱穴及びピットはなく遺物につい

ても発見されえなかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（近藤）
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住居跡全景

A150。20m

匝

住居跡全体

1．暗褐色土。

2．黒色土。ロームブロック。

3．褐色土。F・Aを含む。

313にロームブロ・ソクが入る。F・Aを含む。

4．褐色土。やや黄味が強い。

5．黄褐色土。粘質。多量のロームブロッタ。

P1
・1．茶褐色。ロームと黒色土の混土層。

2．褐色土。ローム質。

燃

　　　　ノ　　　　のロ　　　　な

拠一
　　P1

P2
1．茶褐色土。ロームと黒色土との混土層。

2．褐色土。ローム質。

　　　　　　　　　図一192　H393号住居跡
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遺物3出土状況

戯．．

図一193　H393号住居跡出土遺物

出土遺物　　土師器　甕（3）、胴部は球胴形。底部は厚みをもっ

て張り出し、平底形態を示す。胴部外面はヘラ削り後、ヘラ磨き

が施される。内面は磨耗している。色調は淡黄色。やや軟質であ

る。　高圷（1・2）、1は圷部と脚部の接合部分で、細くくびれる

形状を示す。外面はヘラ削り。圷部底辺には僅かに稜が生じる。

2は柱状を成す脚部の破片である。外面には、丁寧な細かいヘラ

磨きが施される。色調は赤褐色。焼きしまり良好。’　　（中束）

　　　　　　　　　作業風景

H393号住居跡（5H－122）　　位置　調査区域南

端の、南に張り出した舌状の丘陵の中程、標高150m

のレ1に所在する。　形状　東西に長軸を持つ長方

形で、南北3．9m、東西4．4mである。長軸方向はN

－83。一E、面積16．9㎡、壁高は遺構確認面から

15～26cmと低い。壁はいずれも直線的で、北東と南

西の隅がやや隅丸になっているがきっちりとした形

をしている。周溝は確認されなかった。　ピット　西

壁南西隅近く（P1）と南東隅（P2）の2個を検
出した。P1は42×38m、深さ29cmの平面形が卵形の

円筒形のピットで、覆土中から遺物を出土。P2は

66×52cm、深さ5cmの皿形をしている。いずれも性

格は不明である。　炉住居中央北寄りに焼土範囲

が確認され、それと認めた。不整形で規模は100×52

cm。　遺物　炉付近床面から高圷脚部（2）、南西隅

付近を中心に床面に散乱した状態で甕（3）が、P1

から高圷（1）が出土した。　　　　　　　　（松村）
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H394号住居跡（図版35）
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1．黒茶褐色土。

2．暗褐色土。ロームブロック。

・3．茶褐、色土。ロームブロック。

9．3に比ベローム粒が多い。

4．黒茶褐色土。

5．茶褐色土。

6．暗褐色土。ロームブロック主体。

7．黒茶褐色土。

8．茶褐色土。ロームブロック主体。

9．黒色土。

図一194　H394号住居跡
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0　　　　1m

一

H394号住居跡（5H－123）　　位置　タ4

の20m杭をまたいでいる。　形状　張り出し

のある長方形を呈す。南北2．86m、東西3．18m

を測る。北と西では、どちらが張り出し部に

該当するかは不明である。従うて、張り出し

部の規模については測定不可能であるが西壁

は2．3m、北壁は2mを測る。壁の形状は北と西

壁がほぼ直線、東壁は直線であるがカマドよ

り南は走行を変える。南壁もほぼ直線。36～48

cmの壁高をもつ。周溝は南西隅付近のみ残存

する。幅12～16¢m、深さ9cmの規模である。

面積は8．4㎡で、長軸方向はN－17。一Eであ

る。　カマド　東壁南寄り。全長54cm、燃焼

部長39cm、袖部内幅60cm、壁への掘り込み角

度74。である。カマドの壁面に焼けの跡が認め

られない他、覆土中に焼土や灰、炭化物等一

切確認できなかった。このことから、本遺構

のカマドは未使用と考えられる。　遺物　カ

マド左側前方の床面から鉄津が出土。　その

他①135号建物跡と重複するが、その新旧関

係は不明。②カマドに使用の跡が認められな

いこと、貼床を施すべき箇所に貼床が認めら

れないこと。③住居床面またはその直上から

生活に関連した遺物が全く出土していないこ

と。以上①、②、’③のことから、本遺構は住

居構築途上において放棄されたものと考えら

れる。　　　　　　　　　　　　（中澤）

H397号住居跡
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住居跡全体

1．茶褐色土。ローム粒。

2．茶褐色土。

3．茶褐色土。ローム粒。

4．茶褐色土。下部にローム多量。

5．茶褐色土。焼土粒。

6．茶褐色土。焼土粒。

7．赤褐色土。焼土ブロック主体。

8．灰褐色土。灰・ローム粒の混土層。

％

貯蔵穴

1．茶褐色土の多量のローム粒。ロームブロック。

　　　　　　図一195　H397号住居跡
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H397号住居跡（5H－126）　　、位置　ワ’5
』
～
カ
5
。
　 形状　南北3．66m、東西2．83mで、

北西・南東・南西隅がそれぞれ隅丸を呈する

長方形である。壁の形状は、北と南壁がほぼ

直線、東壁は大きく外方に膨らむ。西壁の外

方への膨らみはわずかである。壁高は32～53

cmを測る。長軸は南北で方向をN－26。一Eに

とり、面積9．8㎡である。周溝はカマド付近と

南壁を除くすべてに認められ、幅10～13cm、

深さ1～3cmを測る。　ピット　3箇確認さ

れる。P1は南壁に接して設けられており、

42×30cm、深さ6cmを測る。P2は西壁をい
く分喰い込むようにして設けられており、

26×20cm、深さ18c卑（床面から）である。P

3は灰かき穴と推定される。　カマド　東壁

南寄り。両袖部は地山を若干掘り残す。構築

材は不明だが、住居床面より焼け石4箇が確

認されている。全長80cm、燃焼部長60cm、袖

部内幅70cm。　貯蔵穴　南東隅。円形で86×

72cm、深さ27cm。　遺物　貯蔵穴近くの床面

より土師器小型甕（1）、床面より5～15cmに須

恵の横瓶（5）、カマド内付近より土師器圷（4）、

甕（2、3）が出土している。西壁床面から

は刀子（7）も確認されている。　その他　南

東隅を中心に半径約2mの孤を描いた部分の

床が非常に固くしまっている。　　　（中澤）
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図一196　H397号住居跡出土遺物

遺物等出土状態

出土遺物　　土師器　甕（2・3）、2の口縁部の形態は、軽く指頭痕を残

して立ち上がり、緩やかに外傾する。口縁部は内外面横ナデ。外面にヘ

ラ痕を認める。肩部外面は横ヘラ削り、更に胴下半部に向けて斜ヘラ削

り。内面は肩部辺に僅かにヘラ痕を残すが、平滑である。色調は明茶褐

色。砂粒を多量に含む。3の胴部外面は斜及び縦ヘラ削り。底部もヘラ

削りが施される。胴部内面は粘土接合痕を残し、指ナデが施される。底

部辺内面には、放射状のヘラ痕が残る。色調は胴部外面が暗赤褐色、底

部が黒褐色、内面では明赤褐色を示す。　小型甕（1）、口縁部の形態は、

稜を形成して立ち上がり、口唇部がつまみ上げられて、受け口状を成す。

胴部は上半部が張り出して球形となり、底部はやや不安定な平底状を成

す。口縁部は内外面横ナデ。胴部外面は横及び斜ヘラ削り。底部もヘラ

削りが施される。底部及び周辺部は磨耗している。内面は平滑である。

色調はにぶい褐色。砂粒を含む。　圷（4）、平底状を示す。底部は定方向

ヘラ削りで、周辺部に調整を加える。体部には軽く指頭痕を残し、口縁部はやや内傾する。口縁部は内外面横ナデ。体

部内面にはハケ目を施す。煤状の付着痕を認める。色調は明赤褐色。砂粒を少量含む。　須恵器　平瓶（5）、体部を形成

後、中央の開口部分に粘土板で蓋をし、更に位置をずらして再び開口。口頸部を貼り付け、指頭圧を加える。口頸部が

形成される。口頸部はナデ。体部側面はナデ、のちに手持ちヘラ削りが施される。内面の底部辺は指ナデが施される。

（縮図は粘土板の接合状態を示す。）　鉄製品　刀子（7）、全長22．4cm、身の部分で長さ13．8cmを計る。両関造りである。

茎の断面は長方形、刃部では断面三角形を示す。錆のために刃部はやや轡曲する。茎の部分に若干木片の付着が認めら

れる。　その他　6は石英閃緑岩製の磨石である。河床礫を素材とし、長軸方向の上下端に磨痕が認められる。部分的

には敲石として使用された可能性もあろう。また、左側辺部に敲打痕が認められる。　　　　　　　　　　　（中束）
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1．黒褐色土。やや黒色強。

2．黒褐色土。ロームブロック。

3．黒褐色土。ローム粒。

4．暗褐色土。比較的多量のローム。

5．黒褐色土。多量の炭化物。

諺

住居跡全景

住居跡全景

～

図一197　H398号住居跡
0 1m

一
H398号住居跡（5H－127）　位置　1号墳の北約20mのヌ3～4に所
在する。この辺りが、南に分布の中心を持つ石田川期住居跡の北限とな

る。　形状　南北3．1m、東西3．6mの長方形。北壁はやや外方に膨む。西

壁南端を内に寄せて若干こける。北東隅には隅丸の傾向が認められる。

全体的には整然とした形を呈す。長軸方向N－65。一E、面積10。9㎡、壁

高は20～42cmで北側が高い。　ピット・貯蔵穴　南西隅付近に3個（P

1～P3）、南東隅に2個（P4、P5）の計5個のピットが認められた。

このうちP2、P3は径35cm前後×32cm、深さ12cmと他のものより大き

く、位置的に見て貯蔵穴と思われる。P1、P4、P5は深さはいずれ

も8～12cmで性格は不明である。炉住居跡中央西寄りに東西に細長

い焼土が認められた。炉跡と見られる。床面と同レベルで焼けており、

焼土上には長さ16cmの細長い安山岩山石がのっていた。炉に使用された

ものと見られる。　遺物　炉跡の北で床面から浮いて土師器甕片及び同

小型堀破片が出土した。覆土中からは小型柑（2）、砥石（1）等が出土し

た。　その他　東壁と北壁沿いの床面ないし同直上から、住居の構築材

とみられる炭化材が多量に出土した。炭化材の断面は全体に丸みを持っ

ているが、加工痕等は不明である。炉跡以外にも床面上から焼土塊が出

土している。本住居跡は焼失住居と見られる。　　　　　　　　（唐澤）

炭化材出土状況

＼

t『

欝
2（覆）

出土遺物　　土師器　小型柑（2）、口径は胴部径・器高より大きく、胴

部径と器高がほぼ等しい。口縁部高は胴部高の2倍強ある。調整手法は、

口縁部が内外面横ナデ（外面下部は指頭による押し）後ヘラ磨き、胴部

外面は底部中心に向かうヘラ削り、同内面は指頭痕が認められる。口縁

部と胴部は溝状の深い凹線で分かれる。色調は淡褐色で、口縁部下半以

下の外面に黒斑を留める。つくりは概してていねいである。石製品　砥

石（1）、細長い平板な砥石。両端の小口面を除く6面が使用されている。

頁岩。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）

　1　1（覆）

b
0 10cm

図一198　H398号住居跡出土遺物

148



H399号住居跡（図版36）
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磁・
　P1

住居跡全体

1．黒色土。

2．灰茶褐色土。多量のローム。

3．黒褐色土。

4．灰茶色土。多量の灰。

5．赤褐色土。多量の焼土。

6．茶色土。灰・ロームブロック。

7．黒色土。

8．褐色土。多量のロ‘ム。

S

　　　　’a　151．60m　　　　a

懸・
　　P3

％

Pl
1．茶褐色土。ローム粒・ロームブロック。

2．暗褐色土。ロームブロッタと茶褐色土の回混土。

P3
1．淡褐色（肌色）土。粘土主体の粘土粒。

2．ロームと黒色土の混土層。

図一199H399号住居跡
0 1m

一

H399号住居跡（5H－128）　　位置　調査

区域中央部ワ5～7に所在する。台地の東西

位置の中央付近に当り、全体として平坦な所

となっている。　形状　南北に長軸を持つ長

方形で、南北3．6m、東西2．8mである。北壁と

南壁は直線的である。なお、東壁は西壁に比

べ南端が約25cm、北壁は南壁に比べ東端が約

15cm長い。西壁中央南寄りの壁の一部が外方

に弱く突出している。長軸方向はN
－28。一E、面積は9．8㎡、壁高21～35cmであ

る。　ピット　南西隅を除く三隅床面にあ

る（P1、P2、P3）。形はいずれも皿形で、

P1は径74×60cm、深さ24cm、P2は径68×
56cm、深さ13cm、『P3は径73×60cm、深さ17

cmである。P3は貯蔵穴とも考えられるが、

P1、P2と形状、規模等が類似しているこ

とから柱穴と考えられる。　カマド　東壁中

央寄りにある。右側袖部はロームを掘り残し

ている。全長74cm、袖部内幅66cm、燃焼部長

40cm、壁外掘り込みは68cmである。遺物　カ

マド内より土師甕（1、2）、須恵器圷（5〉、同

椀（3）が、P1付近から須恵器椀（4）、埋土中

から須恵器圷が出土した。　　　　　（近藤）
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図一200・H399号住居跡出土遺物
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出土遺物　　土師器　甕（1・2）．、1の口縁部の形態は、外面に指頭痕を残し、受け口状を成す。肩部が若干張り出す。

口縁部は内外面横ナデ。頸部辺にヘラ痕付着。肩部外面は横ヘラ削り、胴下半部に向けて、縦及び斜ヘラ削りが施され

る。頸部辺内面に、粘土接合痕及びヘラ痕を認める。色調は暗赤褐色。砂粒を含む。焼きしまり良好。口縁部内外面に

炭化物の付着痕を認める。2の口縁部の形態は、外面に軽く指頭痕を残して直に立ち上がる。口唇部は丸味を帯びて、

外傾する。口縁部は内外面横ナデ、胴上半部外面は斜ヘラ削り、更に下半部に向けて縦ヘラ削りされる。内面では、頸

部辺にヘラ痕、胴下半部寄りに粘土接合痕を認める。色調は明褐色。軽石粒や砂粒を多量に含み、軟質である。　須恵

器『圷（5）、ロクロ成形。底部切り離しは回転糸切り。『外面はロクロ目が顕著であり、内面口縁部辺に僅かな稜が生じる。

色調は灰白色で、やや浅黄榿色を帯びるが｛底部辺は黒灰色。酸化鉄粒や軽石粒、多量の砂粒を含み、軟質である。　椀

（3・4）、ロクロ成形。底部切り離しは回転糸切り。更に高台部貼り付け後、周辺部1こナデを施す。4は内外面ナデ。3

の色調は灰白色。4は淡灰色。ともに礫や砂粒を多量に含み、軟質である。　　　　　　　　　　　　　　　　（中束）

　H400号住居跡
H400号住居跡（5Hr129）　　位置　調査区域中央、ヲ5～ワ．5に所在する。台地の東西位置の中央付近に当たり、

全体として平堤な所となっている。　形状　北西～南東に長軸を持つ隅丸長方形で、南北4．2m、東西3．34mである。北

壁はやや内側に膨みを持つが、他壁面はほぼ直線的である。長軸方向はN－15。一E、面積14．3㎡、壁高33～42cmである。

北壁全部と東壁北3分の1、西壁北10分の1には周溝をめぐらす。幅8～14cm、深さ1～3cmである。　貯蔵穴　南東

の隅壁にかかって1個ある。不整円形で、径64×60cm、深さ34cmを測る。　カマド　東壁南寄りにある。左右袖部付近

の石は浮いている。左壁の石は壁よりズリ落ちたかっこうで出土、いずれもカマド構築材として使用された可能性が濃

い。、全長96cm、，袖部内幅68cm、燃焼部長46cmで、壁外掘り込みは96cmである。火床面は住居床面とほぼ同じ高さである。

遺物　貯蔵穴内覆土中から須恵器圷（1）が1個出土している。　その他　床面でピヅトは、確認することが出来なかっ

た・　　　、　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　、　’　　、　　　　（近瞭）
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、図一202　H400号住居跡出土遺物

A151．80m

住居跡全体　　　　脇1．黒色土。

2．黒色土。ローム粒。

3．黒色土。ロームブロック。

4．灰茶褐色土。灰焼土粒。ローム粒。

5．黄褐色土の粘土質。

6．赤褐色土の焼土。

7．暗褐色の焼土。

8．茶灰色土。多量の焼土。粘性あり。

9．灰黒褐色土。多量の灰。

10．茶褐色土。粘土ブロック・ロームブロック。

11．茶褐色土。ロームブロック。

12．茶褐色土。ローム粒・ロームブロッタ。・

13．褐色土。ロームブロック。

貯蔵穴

1．赤茶褐色土。多量の焼土粒。

2．茶褐色土。ロームブロック主体。

　　　　　　　　図一201　H400号住居跡

　　6　。鑑

麺
ムヌ5L40m．一鉱

轍
　貯蔵穴

0 1m

一

出土遺物　　須恵器　圷（1）右回転ロ

クロ使用。底部の切り離しは回転糸切

りによる。底部の作りは比較的厚手で、

内面にはロクロ目が顕著に残る。底部

から体部への移行位置に、若干くびれ

が生じ、更に内湾する体部・口縁部が

形成される。色調は淡青灰色。礫や軽

石粒、多量の砂粒を含み、軟質である。

外面底部周辺は磨耗している。

　　　　　　　　　　　（中束）
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H401号住居跡

熱

1ゆ

ま
一

ゆ
o
ヨ

1切

ム．

1ゆ

搏
辰

◎　　・玉
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A151．40m

1㌍

住居跡全体

1．茶褐色土。

2．暗褐色土。ローム主体。

3．茶褐色土。多量のローム粒。

4．茶褐色土。焼土粒。

5．焼土化ロームブロック層。

6．赤茶褐色土。やや焼土化したローム主体。

7．赤茶褐色土。多量の焼土粒。ローム粒。

　　　　　　　．一△1

％％纏

　　　　’a　151．20m　　　　a

繍
　貯蔵穴

H401号住居跡（5H－130）　　位置　ワ4
北部。　形状　南北3．43m、、東西2．29mで四隅

がいずれも隅丸を呈する長方形である。壁の

形状は南と東壁が直線を描き、北と西壁は外

方に膨らむ。壁高は16～34cmである。周溝は

カマド付近および南壁を除いて全て認めら

れ、幅10～16cm、深さ1僧6cmを測る。長軸

は南北で方向はN－22。一Eを測り、面積は9．

4㎡である。床南東隅を中心にして東壁長

の約％を半径に描いた扇形の内部が固くし

まっている。ピットなし。カマド東
壁南寄り。袖部右側に石一箇残存。全長102cm、

燃焼部長56cm、袖部内幅60cm、壁への掘り込

み角度4Tである6　貯蔵穴．南東隅に位置し

隅丸長方形を呈する。78×76cm、深さ30cmを

測る。覆土には多くの炭化粒と焼土粒が混入

している。　遺物　住居床面北西部より鉄津

が2箇出土する。覆土中からは須恵器圷（1）

が出土。　重複関係　北西隅でF196号土拡

と切り合う。覆土から見て本住居跡の，方が旧

い。　　　　　　　　　、　　　　（中澤）

貯蔵穴

1．黒褐色土。焼土粒・炭化粒。

2．ロームと茶褐色土の混土層。
　　　　　　　　図一203 H401号住居跡

0　　　　　1m

一
0・

　　　出土遺物　　須恵器　椀（1）小破片である。

　　　ロクロによる成形。底部切り離し後、高台部

1。cm　　貼り付け・高台部周辺をナデ調整・色調は淡

　　　青灰色φ砂粒崔含み、軟質である。・（中束）

図一204　H401号住居吐出土遺物

H402号住居跡
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図一205　H40β号住居跡 一

H402号住居跡（5H－131）　　位置　調査区域中央

部、ヲ4～5に所在する。台地の東西位置の中心付近

に当り、全体として平坦な所となっている。形状南

北方向に長軸を持つ隅丸長方形で、南北2．7m、東西2

mである。北壁と東壁は外方に膨む傾向が見られ、西壁

は直線的で南壁は不明である。北東隅、北西隅、南東

隅は隅丸に形どられ、南西隅については不明である。

．長軸方向はN－280－E、面積は5．2㎡、壁高4～14cmで

ある。南壁よりのhn四方の床面はやや固くしまって

いる。南壁三分の二と西壁五分の一をきられて失って

いる。　ピット　北壁中央で壁にかかってP1、床面

北東隅寄りにP2が所在する。いずれも不整形で、性

格は不明である。P2、深さ7cm。P1は深さ不明。炉

所在については不明である。　貯蔵穴貯蔵穴につい

ては不明である。　遺物　床面、覆土中共に遺物なし

であるが、北東隅近くと南東隅寄りに焼石2個が床面

について出土した。　その他　本遺構はカマドの無い

点から見て、石田川期の遺構と推定され、小規模かつ

炉の無い点から見て一般的住居とは異る用途を持つも

のではないかと推定される。　　　　　　　、（近藤）
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H403号住居跡（図版36）
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1．黒色土。

2．茶褐色土。

3．ロームと茶褐色土の混土層。

4．茶褐色土。ローム主体。

5．暗褐色土

　　．－

醗

H403住居跡（5H－132）　位置・リ4
　　　　ぺ～5。　形状＼＼南北459m、東西2．81m、面積
14．2㎡を測る。壁の形状は東・西壁は直線的、

北と南壁はやや外方に膨らみ、北東隅以外は

隅丸を呈す。全体的には、隅丸平行四辺形と

いえよう。壁高9～39cm。周溝は認められな

い。　ピット　都合3箇確認される。P1・

P2は床面に、P3は南東隅近くの東壁を喰い

込むようにして設けられている。しかしP3

の深さはほとんど無きに等しい。P1・2の
規模も小さい。　カマド　東壁南寄り。構築

材はカマド内に多くの焼石が確認されたこと

から石使用と考えられるが、もとの位置を確

認できるものはない。カマドの全長90cm、燃

焼部長48cm、袖部内幅97cm、壁への掘り込み

角度170を測る。　貯蔵穴　はっきりしたもの

は確認できなかったが、カマド前から南東隅

に続く深さ5cmほどのくぼみのうち、南の方

が貯蔵穴として使用されていたのかも知れな

い。　遺物　カマド内はもとより、床面から．

も焼石が数箇確認されている。住居床面ほぼ

中央より須恵の高台付椀（1）・同壷（4）、南壁近

くより須恵器圷（2）、同甕（3）破片らしいものが

四片ほど出土している。　　　一　　，（中澤）

0　　　　1m

一図一206　H403号住居跡
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図‘207　H403号住居跡出土遺物

出土遺物　　須恵器　壷（4）、小破

片である。肩部であろうか。内外

面にナデが施される。色調は暗青

灰色。外面では斑点状に黒色気泡

が認められる。堅緻である。　甕

（3〉、胴部片であろうか。外面は自

然粕がふりかかり、浅黄緑色の斑

点を成す。内面は成形時の当て具

痕を明瞭に残す。色調は暗青灰色。

黒色の気泡痕を多数認める。堅緻

である。　圷（2）、右回転ロクロ使

用。底部切り離しは回転糸切りに

よる。底部中央部分の作りは薄く、

体部下半では器壁がやや張り出す

傾向にある。色調は暗灰色。内外

面に黒色の気泡痕を認める。堅緻

である。　椀（1〉、右回転ロクロ使

用。底部切り離しは回転糸切りに　G

よる。更に高台部の貼り付け後、

高台部周辺にナデが加えられる。

高台の張り出しは小さく、端部は’

丸味を帯びてやや内傾する。体部

及び口縁部はナデが施され、平滑

である。色調は暗灰色。砂粒を少

量含み、底部外面には、黒色の気

泡痕が若干認められる。焼成は良

好である。　　、　　　（中束）
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H404号住居跡（図版37）
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78
1．黒褐色土。

2．暗褐色土。ローム粒主体。焼土粒。

3。暗赤褐色土。多量の焼土粒。．

4．黒褐色土。焼土粒。　，

5』甲褐色土。比較的多量のローム粒。

6・黒網土・・一ムブ・ック・

7．暗褐色‡。ローム粒主体。

8。暗褐色土』＼レまりなし。

図一208　H404号住居跡

〃2形
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一

H404号住居跡（5H－133）　　位置　台

地の西端に近い平坦地、リ5に所在する。

すぐ南の156号掘立柱建物跡を囲むよう

にして、H403・308号住居跡と一群を成

す。　形状　南北4．4m、東西3．3mの隅丸

台形。東・西壁は外方に膨み、南壁は中〆

・央部で若干内側に反るピ北壁は南壁に比

べて東側が約60cm長い。長軸方向N
－24。一E、面積13．4㎡。壁高は住居内覆

土の堆積状況から見て50cm以上と考えら

れる。カマド部分を除き周溝をめぐらす。

ピット　西壁下中央南寄り（P1、P2）

及び南壁下中央（P3）に所在する。P

1・P2はやや不整形の小ピットで、深

さは27～37cmである。性格不明。P3は

深さ8cmで、出入口関連施設の痕跡と見

られる。P3を囲むように輪状に周囲が

若干高くなっていた。　カマド　東壁中

央南寄り。壁外に構築する。燃焼部火床

面付近から白色粘土ブロックが出土し

た。カマドの構築材と見られる。全長110

cm、袖部内幅63cm。燃焼部長は64cmで、1

先端の壁への掘り込み角度は41。である。

先を細くすぼめた燃焼部先端は煙道を兼

ねると考えられる。　遺物　カマド内か

らは土師器圷（4・5）・同甕（2〉等が、住居

北半からに安山岩山石の石塊とともに、

土師器甕（1・3）、須恵器甕（6）が床面か

ら6～17cm浮いて出土した。この土師器

甕の中には、カマド内出土のカメと同一

個体のもの（1・3）も認められた。テ

ラフ　住居跡中央付近の床面から約30cm

の覆土中にB軽石純層d　　　　（唐澤）
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出土遺物　　土師器　甕（1～3）、いわゆるコの字状口縁を持つ甕で、いづれも胴下半部を欠失する。形態的には、

1・2の胴部が緩かに張る肩部から丸味を持ちつつ底部まで続くのに対して、3の肩部の張りは強く、そこから底部ま

で直線的に延びる胴を持つ。いづれも頸部の立ち上がりは明瞭である。口縁部は内外面に横ナデを施すが、外面には顕

著な指頭痕を残す。2の口縁外反部内面にはやや強い横ナデが施され、口唇部が受口状になっている。胴部外面は肩部

付近に横または斜のヘラ削り、それより下では縦のヘラ削りを施す。胴部内面には横のヘラナデが認められる。色調は

1が淡褐色、2・3が褐色で、胎土中に細かい砂粒を混ぜる。3の胴部外面には焼土が付着する。　圷（4・5）、4は

底部に丸味を残す圷で、口縁部内外面から底部内面周辺部までは横ナデ、底部外面はヘラ削り、同内面は指ナデ、体部

外面は指頭による押え、同内面には弱い指頭痕を残す。底部と体部の境に稜を残す。5は平底風の底部と緩かなS字状

の体部を持つ圷で、体部外面及び内面屈曲部と同底部に顕著な指頭痕を残す。底部外面はヘラ削りである。全体に磨耗

が著しい。　須恵器　壷か（6）、底部のみ残存。体部及び底部内面にロクロナデの痕跡。灰赤褐色。　　　　　（唐澤）

H405号住居跡
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．黒褐色土。

．暗褐色土。ローム粒多量混。

．黒褐色土。ローム粒。

．黒色土。

図一210　H405号住居跡
0　　　　　1m

一

　西壁沿い遺物出土状況

H405号住居跡（5H－134）　　位置　台地

西端の平坦地チ4～リ4に所在する。東西方

向の3ないし4のラインは、南に分布の中心

を持つ石田川期住居跡の北限であり、例外な

くここで止まっている。本住居跡は石田川期

のものとしては最も北限にある住居の内の一

つである。付近には同時期の住居跡が南に向

かって散在している。　形状　南北3．1m、東

西3．5mの隅丸長方形を呈す。壁の形状は直線

的な南壁を除き、いずれも外方に膨んでいる。

北壁西端と東壁南端は、住居内側に強く寄せ

ており、その部分がこけたようになっている。

長軸方向N－24。一E、面積10．2㎡、壁高は地

層断面北壁側の観察によると最大46cmを計

る。周溝は幅7～12cm、深さ2～4cmで、四

壁下を全周する。炉西壁際中央やや北寄
りの焼土範囲が炉跡と推定される。形は80×

50cmの長円形を呈しており、ロームの床面を

そのまま地床炉としている。　遺物　西壁沿

いで，炉跡を挾んでその北と南にまとまって

出土している。北群からは手捏状小型土器

（1）、椀（2）、甑（3・4）、長頸壷（6）が、

南群からは圷（5）、平底甕（8）、その他壷の

体部小片等が出土している。これらはいずれ

も土師器であり、床面ないし床面直上から出

土したものである。南壁沿い中央やや東寄り

の所からは、床面から約10cm浮いた状態で土

師器甕が出土している。　テラフ　覆土中で

床面に最も近い所で16cmの所に、F・P様の

軽石を含む淡褐色の灰層が認められた。榛名

山ニツ岳噴出のF・A層と見られる。

　　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）
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図一211　H405号住居跡出土遺物
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出土遺物　　土師器　壷（6・7）、6は長頸壷で口縁部先端を欠失する。胴部は最大径を中心よりやや下に置く。底部’

は不整円形気味の平坦面を持つ。外面調整は口縁部縦ヘラナデ、胴部に横ヘラナデ痕を残す横ヘラ磨き、底部ヘラ削り、

内面調整は口縁部にヘラナデ、胴部に上位（肩部）粘土紐接合痕を残す指押え、中位は斜ハケ目、下位は横ハケ目、底

部の窪みにはハケ目痕を残す。外面に赤彩を施す。胴部外面と口縁部内には光沢がある。7は口縁部を欠失する壷で肩

の張りが非常に大きい。外面調整は肩部に粗いハケ目を残す縦ヘラナデ、底部ヘラ削り、内面調整は縦ヘラナデで、粘

土紐接合痕を顕著に残す。胴部の半分以上に黒斑を持つ。胎土中には多量の雲母を混ぜる。　甕（8）、平底。球形の胴

部に、くの字状に直線的に外反する口縁部を持つ。調整は口縁部内外面に横ナデ、胴部外面に縦及び斜ヘラナデを施し、

同下位にはヘラ削り、胴部内面ハケ目、底部外面にはヘラ削りを施す。胎土に多量の雲母を含む。胴部には黒斑が見ら

れる。　圷（5）、形状的には小型柑に似るが、口縁部が短かく、低い器高から判断して圷的な機能が想定される。最大

径を口径に取り、大きく開いた口縁部を持つ。底部は緩かな丸底で、浅い胴部からくの字状に延びる口縁部は内轡する。

口唇部先端は尖る。調整は口縁部内外面と胴部内面にヘラナデ、胴部外面にヘラ削りを施す。口縁部外面の口唇部寄り

には横ナデが認められる。胴部内面は平滑である。　椀（2）、やや深めの椀で、内面の剥落が著しい。外面調整は縦ヘ

ラナデ後、粗いハケ目を縦に施す。底部は軽いヘラ削りである。内面調整は口縁部の横ハケ目、それ以下には縦ヘラナ

デの後、粗い縦ヘラ磨きを施す。胎土中には小石、雲母を含む。’甑（3・4）、いづれも単孔。3は口縁部の開きの少

ない甑で、口縁部の器肉がやや厚くなっている。口縁部内面には粘土紐接合痕が見らむる。外面調整は縦ヘラナデ後、

粗いハケ目を縦に施す。底部は軽いヘラ削りである。内面は粗い斜ハケ目の後、縦ヘラナデを施す。底部穿孔はヘラ状

工具で行われたものと見られる。体部には黒斑が見られる。4は口縁部の開きの大きい甑で、器肉の厚さも平均してい

る。調整は外面に縦ヘラナデ、内面は平滑でナデとも見られる。口縁部外面には粘土紐接合痕が残る。胎土中には多量

の雲母を含む。底部穿孔には筒状の道具の使用が考えられる。　手捏状小型土器（1）、粘土紐による成形。調整は体部

外面に縦ヘラナデ、同内面に横ヘラナデ、底部外面にはヘラ削りを施す。つくりは全体に雑である。’　　　（唐澤）
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H406号住居跡

1切

造，

〆，

霧 ．述’

煙

A148．70m　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A’

傭一一3｝賜礁～懸

H406号住居跡（5H－135）　　位置　調査
区域南西端付近、ル101～1に所在する。台地

’の東西位置の西部付近に当たり、全体として』

平坦な所となっている。　形状　北東～南西

に長軸を持つ長方形で、南北3m、東西3．8m・

である。各壁ともに直線的である。長軸方向

はN－91。一E、面積12．3㎡、壁高5～15cmで

ある。　ピット　現状において不明である。

炉住居中央北寄りに東西にならんで2つの
焼土が検出された。西側の範囲は40×28cm、

東側は68×48cmである。ほぼ同じ地床炉構造

である。西は厚さ6cm、東は厚さ11cmを測る。

床面　貼床されていると見られるが範囲・厚

さ等不明である。　貯蔵穴　貯蔵穴について．

は確認されなかった。　遺物床面上、覆土中

土からは出土遺物は無かった。　その他　床

面は全体的に10cm程掘りすぎている。北西隅

付近の壁も掘りすぎである。　　　　（近藤）

B148．80m ．旦

1．黒色土。

2．茶褐色土。ローム粒。（貼床）

3．ローム主体層。若干の黒色土。（貼床）

図一212　H406号住居跡
0　　　　1m

一H407号住居跡
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B148．60m
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勿

H407号住居跡（5H－136）．　　位置　調査

区域南端～ヲ101～1に所在する。台地の東西

位置の中央付近に当り、全体として平坦な所

となっている。　形状東西に長軸を持つ

台形で、南北2・9m、東西3．4mである。北

壁・西壁は直線的で、東壁はほぼ直線的、，

直線的であるがやや内に膨む。北南壁は東

隅は鈍角で南西隅は隅丸である。長軸方向

はN－85？一E、面積9．5㎡、壁高2～8cmであ

る。東壁は西壁に比べ北端が23cm長い。　炉

住居中央北西寄りにある。床面と同じレベル

の地床炉で、長軸116cm×短軸66cmの不整形で

ある。　貯蔵穴　南西隅に位置し、長軸66cm×

短軸42cm×深さ（床面掘りすぎのため推定で

ある）17cmの規模で形状は長円形をなしてい

る。　遺物炉と北西隅の中間に位置して甑

（1）が出土している。　その他　床面全体が

3～7cm掘りすぎている。柱穴は確認されな

かった。　　　　　　　　　　　　　（近藤）

　　　　2
1．黒色土。ローム。

2．茶褐色土。多量のローム。（貼床）

0 1m

一図一213　H407号住居跡
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H408号住居跡
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1．茶褐色土。

2．茶褐色土。ローム粒。

3．茶褐色土。多量のローム粒。

4．茶褐色土。ローム粒。

5．茶褐色土。ローム粒。

6．茶褐色土。ローム粒。

7．茶褐色土。

8．茶褐色土。多量のロームブロック。

＼
H408号住居跡（5H－137）　　位置　調査

区域南端、ル101にある。上武国道予定地北、

中央部よりやや西寄りの平坦地に位置するる

遺構の分布はやや疎らであるが、東に接して

H406号住居跡がある。形状　東西に長軸を

持つ隅丸長方形で、南北2．76m、東西3．86mで

ある。北壁の東側一部が外方侭膨らんでいる

他は、1ほぼ直線的である。長軸方向はN
－117。‘E、面積は10．4㎡、壁高11～23cmであ

る。周溝は存在しない。　炉　住居床面中央

部よりやや北西の所に位置する。焼土部分が

不整方形を呈して広がっており、観模は64×

56cmである。焼土の厚さは約5cmある。地床

炉と考えられる。火床面は床面とほぼ伺じ高

さである。　貯蔵穴　なし。　遺物一住居中

央付近からは土師器甕（2）と土師器高圷の脚

部（3）が出土した。床面とのレベル差は、前

者が2cm、後者が11cmそれぞれ高い。　その

他本住居跡の南東部分が、2m×1mの範
囲に亘って、床面が他より約10cm低くなって

いるが、その性格や機能等は不明である。

　　　　　　　　　　　　　　（鵤木）

図一214　H408号住居跡
0 1m

一H409号住居跡
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1．茶褐色土。ローム粒。

2．茶褐色土。多量のローム粒。

3．茶褐色土。

H409号住居跡（5H－138）　　位置　調査
区域南端、ヌ101～102にある。台地の最南端、

中央部より西寄りの平坦地に位置する。南西

に接してH410号住居跡がある。又、北西に接

して159号掘立柱建物跡がある。形状　南北

に長軸を持つ不整四角形である。長さは北壁

2m、南壁2．34m、東壁3．66m、西壁3．23mで

ある。北・南壁はやや外へ膨らみ、東・西壁

はやや内へ寄っている。長軸方向はN－4．

5。一W、面積9．8㎡、壁高2～14c血である。周

溝は存在しない。　ピット　北壁西寄りの壁

直下に1個（P1、深さ18cm）、南西隅に、1個

P2（46×40cm、深さ13cm）、南側中央に2

個（P3、P4）ある。P1、P2は、その
位置、形状等から推して柱穴の可能性もある。

P3はやや方形を呈し、56×29cm、深さ11cm。

P4はそれに密着するように位置し、48×14

cm、深さ17cm、不整形である。P3、P4と
も、機能や性格は不明である。　カマド　な

し。　貯蔵穴　北東隅にある。四角張った長

円形で、規模は68×56cm、深さ48¢mである。

　　　　　　　　　　　　　　（鵤木）

図一215　H409号住厨跡
0 1m
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図一216　H407・408号住居跡出土遺物

H410号住居跡
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1．茶褐色土。ローム粒。

2．茶褐色土。多量のローム粒。

3．茶褐色土。ローム粒。

4．茶褐色土。多量の焼土粒。ローム粒。

5．茶褐色土。多量のローム粒。焼土粒。

6．茶褐色土。多量のローム粒。

7．茶褐色土。黒色が強い。ローム粒。

8．茶褐色土。多量のロームブロッタ。

図一217　H410号住居跡

笏

0 1m

　住居跡全景

H410号住居跡（5H－139）　　位置　調査

区域南西端、ヌ101にある。台地の最南端西寄

りの緩やかな斜面上に位置する。南に上武国

道予定地が接する。東にH409号住居跡があ

る。　形状　南北に長軸を持つ長方形で、南

北5．36m、東西4．47mである。四壁とも直角

で、非常に整然とした四角形である。南東隅、

南西隅は隅丸を呈する。長軸方向はN
－1。一W、面積は24㎡、壁高は7～22cmであ

る。北壁西寄り中央部から西壁北寄り中央部

にかけてと、東壁中央南寄りの一部に周溝が

認められる。それぞれ深さ4～7cm、幅11～16

cmである。　ピット　床面に8個ある。P1・

P2・P4は南西隅に、P3は南東隅に、P
5・P6は北東隅に、P7・P8は中央部よ
りやや西に位置する。形状、位置等から推し

て柱穴とは考え難い。各ピットの性格、機能

等不明である。炉住居中央寄りにある。

等脚台形状を呈し、規模は42×40cmである。

かたくしまった焼土が堆積し、地床炉と考え

られる。焼土層の厚さは8～11cmである。焼

土の上には土師器片が散乱していた。　遺物

住居北西隅と北東隅の壁寄りの所に炭化物の

出土があった。床面とのレベル差は、それぞ

れ＋30cm、＋34cmである。　テラフ　覆土中

に、ニツ岳系の軽石を含まなかった。

　　　　　　　　　　　　　　（鵤木）
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出土遺物　　土師器　甑（1）、第407号住居跡出土。小型浅鉢型の単孔甑。底部中央に径20㎜程の小孔を穿つ。穿孔は焼

成前。口縁部を形成する粘土接合部に、軽く指頭痕を残す。全面指ナデ調整9内面底部辺にヘラ調整痕あり。色調は浅

黄色、部分的に黒褐色を示す。酸化鉄粒や砂粒を含む。一2・3・4は第408号住居跡出土一　甕（4）、小破片。胴部外

面は粗いハケ目後、ヘラ磨き。底部は周辺部調整後、ヘラ磨き。内面は粗いハケ目。色調は暗赤褐色。焼成良好。　台

付甕（2）、S字状口縁の形態は、大きく外反し、口唇部で丸味を帯びる。胴部外面ではハケ目の下に、更に斜のハケ目

を認める。内面は指頭痕を残し、指ナデ調整される。口縁部は内外面横ナデ調整。色調は淡褐色。酸化鉄粒、砂粒を含

む。口縁部と肩部外面には煤が付着し、内面では有機物痕を認める。　高圷（3）、脚部は柱状で若干中膨みの形態を示

し、裾部には緩やかな稜が形成される。圷部も底部辺に稜を形成する。圷内外面及び脚部外面は、丁寧なヘラ磨きが施

される。脚部内面はヘラナデ、裾部内面はハケ目による調整。色調は浅黄榿色。酸化鉄粒や砂粒を含む。　　　（中束）
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H411号住居跡（図版37）
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1．茶褐色土。．ローム粒。

3．茶褐色土。多量のローム粒。

3．茶褐色土。ローム粒。

4．茶褐色土。多量のロームブロッタ。

5．茶褐色土。多量のローム粒。
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H411号住居跡（5H－140）　　位置　調査

区域の南西、リ101にある。台地谷寄りの緩

やかな斜面上に位置する。東に接して56号溝

が走り、北に接してH412号住居跡がある。

形状　南北に長軸を持つ隅丸長方形で、南北

4．97m、東西3．64mである。四壁とも直線で、

整然とした四角形を呈する。南東隅を除き、

角はすべて隅丸である。長軸方向はN
－2。一E、面積は18。3㎡、壁高24～80cmであ

る。周溝は存在しない。東壁中央部に「張り

出し」の施設を持つ。台形を呈し、規模は95×

64cmである。　ピット　柱穴や本住居に関連

すると思われるピットは存在しない。　炉

不明。住居の中央部、南北に及ぶ広い範囲に

焼土がある6不整形のひょうたん形を呈し、

規模は320×173cmである。焼土の厚さは9
～14cmである。地床炉と思われる。焼土範囲

の広さから、住居内における単なる炉と考え

てよいものかどうか疑問もあり、焼失住居と

の見方も成り立つ。しかし、床面には炭化物

等の散乱もなく、特に暁失したとの証拠もな

い。　貯蔵穴　北西隅と北東隅にある。一とも

に円形を呈し、規模は前者が50×36×16cm、

後者が72×52×50¢mである。この2つの貯蔵’

穴及び前述の東壁中央部の張り出しはH416

号住居跡のあり方に類似しているる　遺物

中央東寄り、焼土部分の脇より土師器高圷の

脚部（1）が出土した。　テラフ　覆土中にニ

ツ岳系の軽石は含まれない。　』　　（鵤木）

図一218　H411号住居跡 0　　　　1m
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出土遺物　　土師器　高圷（1）、脚部は細長い柱状を成し、裾部は緩やか

な稜を形成して、くの字状に広く移行する。裾部上半は器肉も厚く、緩

やかな曲線を描き、薄く直線的な端部へと続く。図面の断面部分が、形

状を特徴的に表現しているといえよう。脚柱部外面は、ハケ目の上に細

かな横ヘラ磨きを施し、内面は横ヘラ削り整形される。裾部外面は粗い

斜ハケ目を残し、端部は横ヘラ磨き。内面は、斜ハケ目の上に横ナデを

施す。細かなヘラ磨きにより、器面には光沢が生じる。色調は淡い明褐

色。胎土は比較的精良であるが、酸化鉄粒や砂粒が少量混入する。焼き

しまりは良好。　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　（中束〉
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図一219　H411号住居跡出土遺物
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第412号住居跡
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H412号住居跡（5H－141）　　位置　調査

区域の南西、リ101にある。台地谷寄りの緩や

かな斜面上に位置する。、東に接して56号溝が

走り～南に接してH411号住居跡がある。　形

状南北に長軸を持つ長方形で、南北5．28m、

東西4．16mである。東壁は直線であるが、北・

西壁は外方に膨らみ、南壁は内方に膨らむ。

西壁は東壁に比べて東端が約15cm長い。南東

隅のみ隅丸を呈する。長軸方向はN
－2。一E、面積は20．5㎡、壁高は6～20伽で

ある。周溝は存在しない。　ピット　柱穴及

び本住居跡に関連すると思われるピットは存

在しないb炉住居西寄り中央部と、住居
南寄り隅にある。前者は不整三角形を呈し、

規模は126×90cm、後者は不整四角形を呈し、

規模は33×24cmである。前者の焼土は、床面

から5cmの厚みを持つが、後者の焼土層は不

明である。二つの焼土部分の性格を考察する

と、前者は位置、層の厚さ等から地床炉と思

われるが、後者は果たして「炉」’として機能

したかどうか速断出来ない。　遺物　東北隅

付近の床面から、管玉（5）、小型壷（1）、土

師器高圷（2）、土師器壺口縁部（4）が出土レ

た。　テラフ　覆土中には、ニツ岳系の軽石

は含まれていなかった。　　　　　（鵤木）

1．茶褐色土。ローム粒。

2．茶褐色土。多量のローム粒。

図一220　H412号住居跡
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図一221　H412号住居跡出土遺物

出土遺物　　土師器壺（4）、口唇部がつまみ上げら

れた形態を示す。口縁部は外反状に開き、内外面に

横ナデが施される。色調は浅黄色。内外面％程は黒

褐色である。砂粒を多量に含む。内面及び口唇部周

辺は脆く、器面が荒れている。小型壷（1）、口縁径・

胴部径・器高がほぼ等しb数値を示す。平底土器で

ある。、口縁部は内外面横ナデ、外面は全面にハケ目

を施したのち、口縁部から胴上半部は細かな横ヘラ

磨き、胴下半部は細かな縦ヘラ磨きが加えられる。

底部は無調整。胴部内面の調整技法もヘラ磨きと思

われるが、器面の荒れが著しく、観察は不可能であ

る。内面頸部辺の調整は、他土器との接触により生

じた磨滅痕であろうか。色調は浅黄榿色。口縁部か

ら胴上半部外面％程に、有機物の付着がみられる。

軽石粒や砂粒を含み、焼成は良。　小型増（3）、口縁

径が胴部径や器高より大きな値を示す。口縁部は内

外面横ナデ。内面は更に、細かな外ラ磨きが施され

る。底部外面はヘラ削りされ。色調は浅黄榿色。砂

粒を含む。　高圷（2）、内外面に丁寧な細かいヘラ磨

きが施される。外面ヘラ磨きの下に体部では横ハケ

目、底部辺ではヘラ削りが認められる。色調は明黄

褐色。酸化鉄粒や砂粒を含む。　石製品　管玉（5）、・

全長17㎜、直径6㎜を計る。滑石製で、表面が黒味

を帯びた、細身の管玉である。　　　、　（中束）－
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H413号住居跡
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1．茶褐色土。ローム粒。

2．茶褐色土。多量の焼土粒。ローム粒。

3．茶褐色土。多量のローム粒。
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図一222　H413号住居跡 0　　　　1m

一

H413号住居跡（5H－142）　　位置　調査

区域の南西、リ102にある。台地谷寄りの緩や

かな斜面上に位置する。東に接して56号溝が

走り、北に接してF230号土拡、H411号住居

跡がある。　形状　北西～南東に長軸を持つ

隅丸の不整四角形で、南北2．92m、東西3．06m

である。四壁とも不規則な形を呈する。北壁

は外方に轡曲し、南壁は出入りが激しく、曲

線状を呈する。東壁は中央部が内に入り込み、

西壁は全体に緩やかな曲線を描いている。長

軸方向はN－22。一E、面積は7．8㎡、壁高

12～21cmである。周溝は存在しない。　ピッ

ト　柱穴と思われるもの、本住居跡に関連す

ると思われるピットは存在しなかった。　炉

住居北部の中央部寄りにある。長円形を呈し、

規模は50×40cm、地床炉と思われる。焼土の

厚さは不明である。　貯蔵穴　本住居跡に関

連すると思われる貯蔵穴は存在しなかった。

遺物　南西隅より土師器壷口縁部（1）、中央

部西寄りと南西隅より炭化物の出土があっ

た。いずれも5～14cm浮いている。　テラフ

覆土中には、ニツ岳系の軽石は含まれていな

かった。　　　　　　　　　　　　（鵤木）

1

0 10cm

図一223　H413号住居跡出土遺物

出土遺物　　土師器　壷（1）胴部及び底部を閾失する。口縁部の形態は、

単口縁で、幅が長く、直線的に大きく開く。頸部は強く収縮する。口縁

部は内外面横ナデ、口唇部中央は、ナデにより、浅い凹が生じ、内面がや

や肥厚する。肩部外面も横ナデ。内面は指ナデが施される。色調は明黄

褐色を主体とし、口唇部辺は黒褐色、肩部内面は赤褐色である。礫や砂

粒を含む粗い胎土ではあるが、焼成は良好である。　　　　　（中束）
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H414号住居跡
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住居跡全体

　1．茶褐色土。ロームブロック。

　2．茶褐色土。ロームブロック。

　3．黄褐色土。多量のローム粒。

　4．茶褐色土。ローム粒。

　5．茶褐色土。ローム粒。

　6．茶褐色土。ロームブロッタ。

　7。茶褐色土。ローム粒。

　8．茶褐色土。

　9．茶褐色土。多量のローム粒。

10．赤褐色土。多量の焼土粒。

11．茶褐色土。多量のローム粒。

12．赤褐色土。多量の焼土ブロック。ローム粒。

13．茶褐色土。多量の焼土粒。ローム粒。

14．茶褐色土。ロームブロック・焼土粒。

Pl

1　暗褐色土。ローム主体。

2．黒褐色土。ロームブロック。

3　黒褐色土。ローム粒。

P2
1．黒褐色土。ローム粒・焼土粒。

2．暗褐色土。ローム主体。

図一224　H414号住居跡
0　　　　1m

一162

住居跡全景

カマド全景

H414号住居跡（5H－143）　　位置　調査

区域中央部北寄り、ヲ5～6にある。台地の

中央やや北寄りの平坦地に位置する。周囲の

遺構分布は比較的疎らである。西に接して158

号掘立柱建物跡がある。　形状　北東～南西

に長軸を持つ不整四角形で、南北5m、東西4．

4mである。北壁はカマドより南半分は44cmほ

ど東に入っている。北西隅は鈍角を成し、全

体的に平行四辺形状を呈す。長軸方向はN
－37。一E、面積は21．2㎡、壁高は68～98cmで

ある。カマド部分を除き全周に溝を巡らす。幅

20～34cm深さ10～13cmである。床面カマド前

及び中央部を除き、壁下を一巡する部位に貼

床が認められる。土質は軟らかく、厚さ15～28

cm、幅1～1．5mである。　ピット　床面に4

個（P1～P4）、南壁中1個（P5）、南溝

中に1個（P6）ある。位置、形状等からP1

・P3・P5・P6が柱穴と考えられる。　カマ

ド　東壁南寄りにある。燃焼部左右に2個ず

つ焼石が残存し、石材により構築されたと思

われる。全長150cm、袖部内幅60cm、燃焼部長

80cm、壁への掘り込み角度58。、壁外掘り込み

116cm（右）、157cm（左）である。又、南西隅

からも焼石が出土しており、これもカマド使

用の石材と考えられる。（燃焼部左壁にこの石

を入れると、左右燃焼部壁の石使用部の長さ

が等しくなる。）遺物　P1内より鉄津、覆

土中より多量の土器及び鉄津や羽口が出土し

ている。　　　　　　　　　　　　　（鵤木）
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出土遺物　　土師器　甕（1～3）、1の口縁部は受け口状を示し、口縁下半部には指頭痕が認められる。口縁部は内外

面横ナデ、肩部外面横ヘラ削り、胴下半部に向けて斜ヘラ削りを施す。内面頸部辺にヘラ痕を残す。色調は明赤褐色。

砂粒を多量に含み、軟質である。2の口縁部は、端正なコの字形を示し、頸部の張り出しも強い。口縁部は内外面横ナ

デ、肩部外面は横ヘラ削り整形。内面はナデが施され、平滑である。口縁外面に、ヘラ痕を認める。色調は淡い明褐色。

外面は黒色を帯びる。砂粒を多量に含む。焼成は良好。3の口縁部は、直線的に外傾し、頸部外面には指頭痕が認めら

れる。口縁部は内外面横ナデ、肩部外面には、波状を形成する横ヘラ削りが施される。色調は淡赤褐色。内面は淡い暗

褐色を示す。酸化鉄粒や多量の砂粒を含み、やや軟質である。内外面ともに器面が荒れている。　圷（4・5）、4の口

縁部の形態は、緩やかに外傾する。口縁部は内外面横ナデ、底部外面はヘラ削りが施され、内面はナデにより平滑とな

る。色調は淡褐色。砂粒を含み、やや軟質である。口唇部辺に煤が付着する。5の底部は平底形態を示し、口唇部は丸

味を帯びて、やや内傾する。体部には、幅広く指頭痕を残す。口縁部は内外面横ナデ、底部外面はヘラ削り、内面はナ

デが施され、平滑である。色調は淡い榿褐色。砂粒を含む。焼成は良好。　須恵器　甕（6）、上端部が内轡形態を示す。

胴部片であろうか。外面には平行叩き目痕を残し、内面には、細かな平行条をもつ当て具の重複が認められる。色調は

暗青灰色を示し、堅緻である。　蓋（7）、右回転ロクロ使用。切り離し技法不明。天井部中央に凹状の小さなつまみを

貼付。つまみ部調整。つまみ周辺部に回転ヘラ削りを施す。つまみ部剥離面に、二重の浅い溝を認める。色調は灰白色。

黒色粒を含み、やや軟質である。　椀（8～11）、8は右回転ロクロ使用。内面はロクロ目が顕著である。底部切り離し

は、回転糸切りによる。高台部貼付痕を認める。高台周辺部調整。色調は淡い青灰色。黒色粒を含み、若干気泡が入る

が、堅緻である。9はロクロ回転方向、切り離し技法不明。高台部貼付後、高台周辺部調整。高台はハの字形に張り出

し、端部は丸味を帯びる。色調は淡灰色。黒色粒を含み、若干気泡が入るが、堅緻である。10はロクロ回転方向不明。

底部に糸切り痕を認める。高台部貼付後、高台周辺部調整。高台は厚味をもって張り出す。色調は灰白色。長石・雲母

を含む。やや軟質である。11は右回転ロクロ使用。切り離し技法不明（ヘラ切りか。）高台部貼付後、高台周辺部調整。

高台は断面三角形を示す。色調は青灰色。黒色粒を含み、気泡が入る。堅緻である。　圷（12～17）、12はロクロ回転方

向不明。底部は回転糸切り。色調は紫灰色。若干気泡が入るが、堅緻である。13はロクロ回転方向不明。体部の形態は、

直線的に外傾する。底部は回転糸切り。色調は灰白色。気泡が入り、やや軟質である。14はロクロ回転方向不明。体部

が丸味を帯びる。底部はヘラ切りか。色調は淡青灰色。砂粒を含み、やや軟質である。15は右回転ロクロ使用。底部は

回転糸切り。色調は淡灰色。気泡が入るが、堅緻である。16は右回転ロクロ使用。底部は回転糸切り。色調は灰白色、

底部辺は灰黒色。やや軟質である。17はロクロ回転方向不明。口唇部はつまみ上げられ、外反する。底部は回転糸切り。

色調は体部外面が黒色、底部はやや褐色を帯びる。酸化鉄粒を含み、軟質である。内面は器面が荒れている。　（中束）
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図一226　H415号住居跡 一

H415号住居跡（5H－144）　　位置　上武国道北側、ヌ102にある。台地西寄りの緩やかな斜面上に位置する。北に接

してH409号住居跡、西に接してH410号住居跡がある。　形状　南北に長軸を持つと思われるが、現状で南北2．5m以上、

東西2。9mである。北・東壁は直線であるが、西壁は弓状に内に轡曲している。南壁は不明である。長軸方向（南北方向

で測定）はN－20－E、面積は5．8㎡、壁高は8～14cmである。周溝は存在しない。　ピット　検出された床面には、本

住居跡に関連すると思われるピットは存在しない。　カマド・炉本住居跡に関連するカマドないし炉は、検出されな

かった。　貯蔵穴　関連する貯蔵穴は検出されなかった。　遺物　覆土中、床面上とも関連する遺物の出土はなかった。

重複関係　不明。　その他　中央部北寄りの所に、高さ約9cm、長さ約1mの凸部がある。かたく、しまった部分である

が、その機能、性格等下明である。周囲の住居跡、及び地層より石田川期の住居跡とみられる。　　　　　　　（鵤木）
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H416号住居跡（図版38）
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住居跡全体

　1．黒褐色土。

　2．茶褐色土。ローム粒・炭化物。

　3．茶褐色土。多量のローム粒。焼土粒。

　4．黒褐色土。

　5．茶褐色土。

　6．茶褐色土。

　7．茶褐色土。

　8．茶褐色土。ローム粒。

貯蔵穴1

　1．茶褐色土。ローム粒。

　2．茶褐色土。ローム粒。

　3．茶褐色土。ロー」粒。

　4．茶褐色土。多量のローム粒。

図一227　H416号住居跡
0　　　　　1m
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H416号住居跡（5H－145）　　位置　調査区城南端、ヌ101～1とル

101～1にまたがってある。台地南端の緩やかな斜面上に位置する。北東

に接して1号墳、西に接して重複住居H467号、H468号住居跡がある。

形状　北西～南東に長軸を持つ隅丸長方形で、南北7．75m、東西7．4mで

ある。四壁ともほぼ直線であるが、角を隅丸にしたため、全体的にやや

ふくらみを持った形となっている。長軸方向はN－2。一E、面積は57．2

住居跡全景

Plは67×46cm、深さ28cm、P2は132×128cm、深さ10cm、P3は84×53cm、

深さ23cmの規模である。その位置、大きさ等から推して、柱穴とは考え

難い。本遺跡内において、これだけの規模を持つ住居は少ない。　炉　検

出されなかった。　貯蔵穴　北東隅と北西隅にある。前者は円形で、住

居外へ突出して造られており、規模は68×56cm、深さ70cm、後者は円形で、

72×72cm、深さ37cmである。遺物　床面中央より土師器甕（2）、西壁張

り出し部南より土師器甕（3）、南溝近くより土師器壷（4）、東壁中央近

くより土師器高圷脚部（7）が出土した。3は床面から17cm浮いて、他は、

床面又は同直上の出土である。　テラフ　床面から18cmの所にF・Aブ

ロックを含む層がある。　その他　焼失住居と思われ、中央東寄りの床

面が広範囲に焼けている。東壁中央から南壁にかけて、西壁中央付近、

北壁中央付近等広範囲に炭化材が散乱している。　　　　　　　（鵤木）

南壁中央部付近炭化材出土状況
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図一228　H416号住居跡出土遺物

出土遺物　　土師器　小型壷（1・2）、小破片。1は横ナデ後、内外面に細かなヘラ磨き。ヘラ磨きの手法は、上下二

連の反復による。色調は淡い明褐色。2は丸底形であり、底部辺をヘラ削りにより形成。胴部外面はヘラ削り後、細か

なヘラ磨き。内面は指ナデ。底部辺に、放射状のヘラ痕をみる。色調は淡い明褐色。胴部に黒斑あり。　甕（3・5）、

3は外反する口縁部をもつ。肩部外面に細かなハケ、内面にナデを施した後、口縁部内外面横ナデ。石英を含み、色調

は外面黒褐色、内面淡い黄褐色。5の底部は未調整。胴下半部形成後、内外面ハケ調整。更に胴上半部成形。ハケ調整

後、外面全体ヘラナデ。内面ヘラナデ。色調は黒褐色。　小型甕（4）、底部は平底状に造り出し、胴部は喪形である。

胴部外面は粗いハケ調整後、ヘラ磨き。内面ヘラナデ。口縁部外面はヘラナデ後、粗いハケ調整。内面は横ヘラナデ。

色調は黒褐色。口縁部辺黄褐色。　高圷（6・7）、中膨みの形態を示す。6の上半部は柱状を留め、7の裾端部は稜を

形成する。6の外面は、細かなヘラ磨きにより光沢を生じ、内面はヘラ調整。アの外面は、ハケ調整後、ヘラ磨き。裾

部は横ハケ後、横ヘラ磨き。内面はハケ調整後、端部横ナデ。6の色調は暗赤褐色。7は淡い明黄褐色。酸化鉄粒を含

む。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中束）
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H417号住居跡
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1．黒褐色土。

2．茶褐色土。ローム粒。

3．黒褐色土。

4．黒褐色土。ローム粒。

5．黒褐色土。

6．茶褐色土。多量のローム粒。

7．黒褐色土．ローム粒。

8．黒褐色土。ローム粒。

9．茶褐色土。ローム粒。

図一229　H417号住居跡
0 1m

一

住居跡全景

貯蔵穴内遺物出土状況

H417号住居跡（5H－146）　　位置　調査区城の南西、リ101にある。

台地南西部の緩やかな斜面上に位置する。西に接して56号溝が走り、東

に接してH466号住居跡、北に接してH463号住居跡がある。　形状　北

東～南西に長軸を持つ隅丸方形で、南北3．44m、東西3．12mである。全体

的にふくらみを持った形である。長軸方向はN－1。一W、面積は10．2㎡、

壁高は12～30cmである。周溝の確実な存在は不明であるが、北西隅、壁

直下にあるピット（P1）が周溝との見方も出来る。形状は長円形を呈

し、規模は25×7cm、深さは8cmである。炉本住居跡に伴う炉跡は

検出されなかった。　貯蔵穴　南東隅にあり、円形で、規模は58×50cm、

深さ37cmである。北側部分が2段に造られている。　遺物　床面南より

土師器甕（1）が、中央部北より土師器甕（2）が出土した。いずれも床

面から出土している。　テラフ　覆土中にニツ岳系の軽石を含まない。

その他　西壁南側がやや外方に張り出す形は、H456号住居跡に類例があ

るが、いかなる機能を有するかについては不明である。　　　　（鵤木）
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図一230　H417号住居跡出土遺物

出土遺物　　土師器　甕（1・2）、1は、直口縁でやや内轡する器形の土器である。肩部外面はハケ調整後に細かなヘラ

磨きが施され、内面はヘラナデされる。口縁部は横ハケ調整後、外面に横及び縦ヘラ磨き、内面に横ヘラ磨きが施され

る。色調は明赤褐色。砂粒を少量含み、焼きしまりも良好。口縁の一部にみられる器面の脆さは、二次的な火熱による

ものであろうか。外面には煤が付着する。2は破片である。外面は、頸部辺に粘土紐接合がみられ、ハケ調整後に粗い

ヘラ磨きが施される。内面には、15～20㎜幅の粘土紐が4段程明瞭に残る。ハケ目は頸部辺にのみ若干施され、肩部辺

は指ナデ、又はヘラナデが加えられる。色調は、外面が淡い暗赤褐色。内面はにぶい榿色を示す。2～3㎜程の石英粒

や酸化鉄粒、及び多量の軽石粒が混入する。外面には若干煤の付着も認められる。やや軟質である。　　　　　（中束）
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H418号住居跡
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住居跡全体

　1．黒褐色土。

　2．漆黒色土。

　3．黒褐色土。ローム粒・ロームブロック。

　4．黒褐色土。

　5．黒褐色土。ローム粒。

　6．黒褐色土。多量のローム。

　7．不　明

　8．暗褐色土。ローム主体。

　9．暗褐色土。ローム。

　10．黒褐色土。ローム粒。

　11．暗褐色土。多量のローム粒・ロームブロック。

58号溝

　a．暗褐色土。ローム粒。

　b．黒褐色土。多量の砂粒。

　c．黒褐色土。砂粒。

6　7

P　l

　1．黒褐色土。ローム粒。

　2．黒褐色土。やや黒色み強。

　3．暗褐色土。ローム粒やや多量。

P2
　1．黒褐色土。

　2．黒褐色土。ローム粒。

1P3

　1．暗褐色土。やや多量のローム粒。

　2．黒褐色土。

　3．暗褐色土。ロームブロッタ。

P4
　1．黒褐色土。

　2．黒褐色土。やや黒色味強。

　3．黒褐色土。

　4．黒褐色土。ローム粒。
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住居跡全景

H418号住居跡（5H－147）　　位置　49・50号溝と58号溝の交点付近、

ヨ1～2に所在する。南下がりの緩傾斜地で、西に近接してH471号住居

跡がある。　形状　南北5．6m、東西6．5mの隅丸台形を呈す。壁はいずれ

もほぼ直線的であるが、コーナーが隅丸となっているため四壁に膨みを

感じさせる。西壁は東壁に比べ南側が約30cm長い。南壁は西寄りの所で

壁の走向に乱調を来たすが、掘りすぎと見られる。長軸方向N－76。一E、

面積35．4㎡で大型の部類に層す。壁高は北東側が最も高く61cmである。

周溝は全く認められなかった。　ピット　4本の柱穴（P1～P4）と、

他に1個のピット（P5）が検出された。柱穴は住居跡の対角線上にほ

ぼのっており、コーナーから約180cm内側に位置している。柱穴は径50cm

前後、深さ40～42cmである。柱穴間の中心距離は、東西方向P1～P2＝

3．36m、P3～P4＝3．52m、南北方向P1～P4＝2．50m、P2～P
3＝2．94mで東西に細長い台形を呈す。なお、柱穴内地層断面によると、

柱の太さは20cm前後と推定される。P5は南壁沿い西寄りの貯蔵穴のす

ぐ東側にある。深さ29cmで、柱穴より若干小さい程度の規模である。他

の例から見て出入口関連施設の痕跡と推定される。　炉　住居中央北寄

り、柱穴P1とP2を結ぶ線上でやや西に片寄って認められた。平面は

96×86cmの不整形をなし、床面と同じレベルの地床炉である。　貯蔵穴

南壁沿い西壁寄りに長方形の貯蔵穴が認められた。規模は、88×54cm、

深さ70cm。　遺物　貯蔵穴付近（1・2・4）及び炉跡を中心とする広範囲

の区域（3・5・7）から出土した。これらは4と2の一部が貯蔵穴内覆土

中から出土したのを除くと、いずれも床面ないし床面直上から出土して

いる。　テラフ　住居跡床面に最も近い所で10cmの所の覆土中に、F・

Aと見られる淡褐色の灰層が認められた。　　　　　　　　　　（唐澤）
小型堀（遺物5）出土状況

H418号住居跡出土遺物

VI遺構と遺物ヱ69
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図一232　H418号住居跡出土遺物

出土遺物　　土師器　甕（1・4）、平底甕。1の外面は口縁部上端横ナデ、同下半にヘラナデ。胴部外面は肩にハケ目

を残すが、ほぼ全面にヘラ磨き。内面は口縁部にハケ目（横）、胴部に光沢のないヘラ磨きを施す。4は外面ヘラ削り、

内面ベラナデで、1に比べ簡略である。1の肩には煤が付着。　壷』（2・3）、2は胴下半部に最大径を置く。調整は外

側全面と口縁部全面にていねいなベラ磨き、胴部内面に粗いヘラナデ（横）。肩部外面に煤、胴部内面に黒色炭化物が薄

く付着する。3は球形の胴部で、F口唇部先端を外頃して平坦化する。調整は口縁部横ナデで、外面にハケ目（縦）、・内面に

ヘラナデ（横）痕を残す。胴部は外面にヘラナデ、内面に指ナデとヘラナデ。堅緻な焼成で、ていねいなつくり。　小

型柑（5・6）、法量・つくりは共通するが｛6は精選された胎土で、ていねいに調整する。口縁部横ナデ、胴部外面ヘ

ラナデ、同内面指ナデ（横）。　高圷（7）　柱部のみ残存。外面にヘラ磨きを施すが光沢はない。内面はヘラ削りで裾

部側の内径を広げている。　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）
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2．黒褐色土。1cm大の炭化物。

貯蔵穴

1．黒色土。

2．暗褐色土。ローム粒・ロームブロック。

図一233　H419号住居跡
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　住居跡全景

H419号住居跡（5H－148）　　位置　上武

国道予定地の南、ネ106に所在する。南下がり

の緩傾斜地で、西には幅約50mの浅い窪地が

南北に延びている。　形状　南北4．1m、東西

4mの隅丸方形を呈す。北壁と南壁は若干内

に反り、東壁と西壁は若干外に膨む。北壁西

寄りの突出部は掘りすぎと見られる。長軸方

向N－30。一E、面積15．7㎡、壁高6～17cmで

北側が高い。周溝は認められない。床面　床

面の平面観察及び貯蔵穴壁面の観察によると

貼床は認められない。特に踏みしめられてい

る箇所もなかった。炉住居中央西寄りに、

長円形に焼土化した床面が認められた。炉跡

（地床炉）と見られる。　貯蔵穴　南西隅。

円形、60×53cm、深さ52cm。　遺物　貯蔵穴

内から土師器甕（1）が、西壁沿いから土師器

甕の小片が散在して認められた。1はほぼ完

形で、あたかも貯蔵穴の底部に置かれたかの

如く、口縁部を上に向けて出土した。覆土中

からは、壷口縁部（2）や小型甕（3）が出土

した。いずれも土師器である。　テラフ　覆

土中にはC軽石のみで、ニツ岳系の軽石は

まったく認められなかった。F・A降下以前

の住居跡と推定される。1層の色調も漆黒色

を呈し、F・A降下前の特色を示している。

その他　住居跡内に炭化材が散在して認めら

れた。いずれも小片であるが、床面ないし床

面直上で認められている。本住居跡には焼失

の痕跡も特に認められないので、住居の廃棄

直後に炭化材が捨てられたものと考えられ

る。　　　　　　　　　　　　（唐澤）
図一234　H419号住居跡出土遺物

出土遺物　　土師器　壷（2）、口縁部のみ残存。折り返し口縁。調整は、　・一一肇・。、

艦極鞭欝灘麗灘融聯一磁繋魂鹸灘
鞠議綴潔騰輪膿義難謙論，ゾ∵勲藤顯幽
斜ハケ目・それ以下に横ヘラ削り・月同部内面は肩部と腰部に横ハケ目・◇・霧灘曝鷺
その中間にハケ目痕を残す横ヘラナデを施す・胴部中ほどでは・月同上半・，1笥騨　　臨

と下半の接合痕が認められる・色調は淡褐色・縁部と肩部外面に厚い．、、1醸潔

屡1，羅暫糠嵩禦繋撒萬鬼面尖響灘諺熱鍵灘羅驚
磨きを施す。色調は淡褐色。　　　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）　　貯蔵穴内遺物出土状況
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3
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筋・
　P4

　　　　住居跡全体
　　　　　1．漆黒色土。（F・A降下前）

　　　　　2．黒褐色土。
　　　　　3．暗褐色土。多量のローム粒。

　　　　　4．黒褐色土。
　　A’　　　　5．暗褐色土。比較的多量のローム粒。

影・離ll嚇
　　　　　2．暗褐色土。多量のローム。

　　　　P2
　　　　　1．黒褐色土。
　　，．旦二　　　　2．暗褐色土。ローム粒。

影　　灘鑑錨甑描
　　　　　5．褐色土。ローム主体σ

　　　　P3
　　　　　1．黒褐色土。
　　　　　2．暗褐色土。多量のローム粒

　　　　P4，
　　　　　1．黒褐色土。ロームブ』ロック

　　　　　2．茶褐色土。多量のローム粒。

図一235　H420号住居跡
0 1m

一

H420号住居跡く5H－149）　　位置　上武
国道予定地のすぐ南、ラ104～105に所在する。

18区では最も北端にあり、小規模な部類に属

す。同規模のものが東から南にかけて3軒近

接して存在する。　形状　南北2．5m、東西3．

3mの隅丸長方形を呈す。北壁と西壁はほぼ直

線的だが、東壁と南壁には若干外に膨む傾向

がある。北壁は南壁に比べ西側が約20cm長い。

長軸方向はN－90◎一E、面積759㎡。壁高は覆

土の堆積状況から見て40cm前後以上あったも

のと推定される。　床面　床面の表面観察及

びピット壁面の観察結果等から見て貼床は認

められない。特に踏みしめられた部分もなく

全体に軟らかい。　ピット　貯蔵穴を除き4

個のピットが認められた。P1・P3は規模・

深さ（32cm）・位置に共通性が見られ、同一機

能を持つものと見られるが、性格不明である。

’P2（深さ29cm）は貯蔵穴のすぐ東にあり、

H418号住居跡等と共通している。出入口の施

設に伴うピットと見られる。P4は深さ32cm

で性格不明である。　貯蔵穴　南西隅。やや

不整の長方形で、115×98cm、深さ20cm。住居

跡に比して異常に大きい。　遺物’貯蔵穴内

及び東・西・北壁に近い所から出土している。

貯蔵穴内のものは底部ないし直上から、床面

のものは大部分が9～15cm浮いて出土した。

　　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）
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図一236　H420号住居跡出土遺物

出土遺物　　土師器　甕（1～3）

いづれも台付甕。2・3は台部を欠

失する。形状づくりはほぼ同じだが

3は他よりも一回り大きい。3者の

調整手法は、口縁部内外面の横ナデ

と胴部外面に施された2段の斜ハケ

目は共通するが、『胴部の内面調整で

1・2と3の問に若干の違いが見ら

れる。1・2は指押えまたは指ナデ

が肩部のみで、それ以下には縦・横・

斜のハケ目が入るのに対して、3の

指押えと指ナデは胴部中ほどまで延

びており、その上に重ねて肩部から

内部全面に横ヘラナデを施しでい

る。1の台部外面は斜ハケ目を指ナ

デで縦にすり消す、内面は指押え及

び指ナデである。端部は内側に折り

返す。色調は淡褐色で、胎土中に雲

母を含む。1・3外面に煤、3内面
に黒色炭化物付着。手捏状小型土器

（4・5）、4は口縁部内外面横ナデ、

体部外面指押え、同内面横指ナデ、

底部外面にヘラ削りを施す。5は内

外面に横ヘラナデを施すが、両面に

顕著な指頭痕を残す。底部外面ヘラ

削り。色調は淡褐色。雲母含む。

　　　　　　　　　　　（唐澤）

172



ム．

H421号住居跡

　　司
　　　　　　　bl

　　エ
a．◎・ぎ翻

戴哲　．

OS

イ

羅－・

s

＼

　　　　　　の

・播魏禽
　　　　　　　Ql
　　qコ1

A144．00m

．△二

．窒

B144．00m

霧

C144．OOm
　6　75　4　3

慧
1

　．一旦：

勿

　34　　　C’
　　　ア

ク％

　　　’な　　り　の　こ

筋l
　P1

　　　じ　ハ　　ゼ

『撫『
　弱

　　　　　　　　のハ　　　ぴ

　　　鷺
　　　　P33
住居跡全体

1．漆黒色土（F・A降下前）。

2．黒褐色土。ローム粒。

3．暗褐色土。ローム粒。

4．黒褐色土。

5．暗褐色土。ローム粒。

6．暗褐色土。多量のローム粒。

7．暗褐色土。ローム粒。

Pl
1．黒褐色土。ローム粒。

2．暗褐色土。ローム主体。

P2
1．黒褐色土。ローム粒。

2．暗褐色土。ローム主体。

P3
1．黒褐色土

2．黒褐色土。

3．暗褐色土。ローム主体。

0 1m

図一237　H421号住居跡

獣』7

0

一

10cm

図一238　H421号住居跡出土遺物

　住居跡全景

H421号住居跡（5H－150）　　位置　ラ106

に所在する。H420号住居跡の南約15mにあ
り、同様の小規模の部類に属す。　形状　南

北3．3m、東西3．7mの隅丸の不整四角形。北壁

と東壁、南壁と西壁は直交関係にあり、それ

ぞれは直線壁と曲線壁の組み合わせを持つ。

長軸方向N－96。一E（南壁走向）、面積11．3

㎡。壁高は覆土の堆積状況から見て本来は25

cm以上あったものと見られる。　床面　住居

中央部を取り囲むように、黒色土の貼床を施

す。床面は全体に軟らかい。　ピット・貯蔵

穴北東隅を除く各コーナーにピットが所在

する。そのうちP3は長方形で84×37cm、深

さ41cmで貯蔵穴にふさわしい。その西に接す

るP4は深さ14cmで、出入口施設に伴うピッ

トと見られる。P1（深さ17cm）、P2（深さ

8cm）は性格不明だが、貯蔵穴を含め同様の

ピットの配例の認められるものにH409・402

号住居跡等があり注目される。炉住居中
央西寄りの南北に細長い不整形の焼土（地床

炉）。表面は非常に固く、床面より4～5cm高

い。住居内に散乱する焼石は、炉に関連する

ものと見られる。　遺物　炉表面及び貯蔵穴

内覆土中とその周辺から土師器小片が出土し

た。1は床面から14cm浮く。　　　　（唐澤）

出土遺物　　土師器　甕（1）、口縁部片。胴部から“く”の字状に外反する短かい口縁部を持つが、頸部のくびれはそ

れほど強くない。調整手法は内外面とも細かな斜ハケ目の後横ナデを施す。頸部外面には口縁部から続くハケ目が良く

残る。色調は淡褐色。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）

H422号住居跡

H422号住居跡（5H－151）　位置　上武国道予定地南の、ラ106に所在する。H421号住居跡の西3mに位置する。　形

状東西・南北とも3．05mの隅丸正方形を呈す。南東隅のみが鋭い角をなし、他のコーナーと異なる。西壁南半の張り出

し状の突出部は掘りすぎと見られる。南北方向N－4。一E、面積8．9㎡で小規模な部類に属す。壁高は1～27cmで北側

が高い。周溝は認められない。　床面　貯蔵穴の東壁上端に厚さ10cmの貼床が認められた。範囲は不明である。P2と

北壁中央を結ぶ線を中軸として、240×120cmの範囲に踏みしめられて固い床面部分が認められた。東壁・西壁沿いには、

床面の軟らかい部分が広く認められた。　ピット　南壁沿いにP1～P3、北西隅にP4が認められる。P1は南東

隅に所在する正方形の浅いピットで、60×58cm、深さ12cmである。貯蔵穴と似た機能を持つものと推定されるが、床面は

荒れていた。P2は深さ12cmで、ここから北に床面の固い部分が始まっているので、出入口施設に関連するピットと考

えられる。P3・P4は底部が非常に荒れた浅いピットで、貼床を掘ってしまったものと見られる。炉住居中央や

や北西寄りに所在する長円形の地床炉。　貯蔵穴　南西隅。隅丸正方形を呈す。72×53cm、深さ23cm。　遺物　炉跡を中

心に、住居の北半分に集中して出土している。一諸に長さ15cm程度の細長い小石（転石）や炭化材が出土している。こ

れらは炉跡上のものはその表面に、他の大部分のものは床面から3～12cm浮いて出土している。　その他本住居跡に

ついては焼失住居の徴候は全く認められず、炭化材の存在については他に理由を考える必要がある。　　（唐澤）
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B　　　144．10m ．旦：

％ 諺
住居跡全体

　1．黒褐色土。

　2．1に比べやや黒色味が弱い。

　3。黒褐色土。細粒～5cm大の炭化物。

　4．暗褐色土。ローム粒。

　5．暗褐色土。多量のローム粒。

P　l

　1　暗褐色土。

　2　暗褐色土。

0 1m

遺物出土状況全景

高圷（遺物8）出土状況

一図一239　H422号住居跡
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　　　　　　　　　　　　　　　　図一240　H422号住居跡出土遺物

出土遺物　　土師器　壷（5・13・14〉、5は立ち上がりの強い口縁部を持つ。口縁部内外面に横ナデ、胴部外面に目の細

かい斜ハケ目、同内面に斜ヘラナデを施す。13は長頸壷。外面は斜ヘラ磨き、内面は口縁部で横ヘラナデ痕を残す斜ヘ

ラ磨き、胴部は指押えで部分的に横ヘラナデ。14は小型壷で口径、胴部径、器高がほぼ等しい。外面及び口縁部内面は

光沢のある斜ヘラ磨き、胴部は上位に粘土紐接合痕を残す横ヘラナデ。つくりていねい。　甕（1・2）、S字状口縁甕。

両者とも口縁部内外面の横ナデと胴部外面の斜ハケ目を共通にするが、胴部内面は1が斜指ナデ、2が横ヘラナデと異

なる。外面のハケ目は浅い。　甑（3・4）、3は単孔で幅の広い折り返し口縁を持つ。外面は大部分がヘラ磨きで下位

に指押え、内面は折り返し部分が斜ヘラ磨き、それ以下はヘラ削り。つくりていねい。4は多孔（1＋5）で、幅の狭

い折り返し口縁を持つ。外面は全面の斜ハケ目の後、折り返し部に指押え、体部下位に斜ヘラナデを加える。内面は

口縁部に斜ハケ目を残す他は、全面に斜ヘラナデ。穿孔は3・4とも筒状用具による。4のつくりは雑である。　鉢（6）、

内面の稜の所で上半と下半を接合する。外面は接合痕を残す。内外全面に斜ヘラ磨きを施す。　小型柑（7・12・15）、7

は胴部と口縁部の境が不明瞭。胴部内面のみ放射状ヘラ磨き、他はヘラナデ（口縁部横、胴部斜）内外面に第1次調整

の粗い斜ハケ目を残す。口縁部は外面粗い斜ヘラ磨き、内面横ナデ、胴部外面ヘラ削り、内面に横または斜のヘラナデ。

15は胴部のみ。外面ヘラ削り、内面ヘラ押え。　高圷（8～11）、8・10は脚部に3つの円窓を持つ。10の圷部には屈曲

部が見られる。圷部内外面及び脚部外面にヘラ磨きを施す。』9の圷は半球形状を呈する。調整は前者に同じ。11は内面

に絞り目が見られる。外面ヘラ磨き。脚部内面の調整は8・10・11の3者で異なる。8は円窓以下横ナデ、以上縦指ナ

デ、10は縦ヘラナデ、11は指押えを施す。　手捏状小型土器（16）、椀形、外面ハケ目に指押えを加える。内面横ヘラナ

デ。　　　F　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　（唐澤）
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H423号住居跡
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1．漆黒色土（F・A降下前）。

2．暗褐色土。ロー一ム粒。

3．黒褐色土．

4．暗褐色土。比較的多量のローム粒。

図一241　H423号住居跡
O 1m

H425号住居跡
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H423号住居跡（5H－152）　　位置　H422

号住居跡の西5m、ラ106に所在する。　形状

南北4・1m、東西3・9mの台形を呈す。北壁は南、

壁に比べ西側が46cm長い。壁の形状は東壁が

ほぼ直線をなすが、それ以外では、北壁一外

に膨らむ、南壁一西半に若干の張り出し、西

壁一ゆるやかに波を打つ等、それぞれに変化

が認められる。長軸方向N－4。一W、面積15．

2㎡。壁高は覆土の堆積状況から見て、少なく

とも18cm以上はあったものと推測される』。周

溝は認められなかった。　床面　特に固い部

分は認められなかったが、住居中央部分及び

南壁中央部を除く壁沿いに、黒色土の貼床が

施されていた。厚さについては未調査のため

不明である。　ピット　南壁西半の張り出し

部にP1が確認された。この部分から住居中

央にかけては貼床が認められないが、これは

H422号住居跡の床面の踏み固められた部分

の範囲と一致する。このような点から、P1

は出入口施設に関連するピットと推測され

る。深さは25～26cmで、掘り替えが見られる。

炉住居跡中央やや北寄りに、東西に細長い

不整形の地床炉が存在する。焼土表面は固く

焼けており、住居床面より約10cm高い。遺

物　床面から9cm浮いて土師器小片（壷また
『
は
平
底
甕
体
部 ）が出土した。覆土中には縄文土

器が認められた。　　　　　『　　（唐澤）

1．黒褐色土。ニツ岳系軽石なし。

2．暗褐色土。比較的多量のローム粒。

3．暗褐色土。多量のローム。

0 1m

図一242　H425号住居跡 一

H425号住居跡（5H－154）　　位置　H424

号住居跡の南7m、ナ107に所在する。北に近

接するH419・424号住居跡とともに長軸方向

の東偏度が大きい。　形状　南北3．2m、東西

3．45m（張り出し部分で計測）の不整四角形。

東壁は南半部で約30cm程ゆるやかに張り出し

ており、南東隅の角を削るようにして南壁に

続いている。長軸方向N－120。一E、面積10．

3㎡でやや小型の部類に属す。壁高は検出面か

らは6～12cmであるが、覆土の堆積状況から

見て30cm以上はあったものと見られる。周溝

は認められなかった。　床面・貼床は認めら

れない。踏みしめられて特に固い部分もなく、

全体に軟らかい。　ピット　住居内中央部に

4個（P1～P4）、南東隅住居外には3個（P

5～P7）認められた。深さはP1、22cm、

P2、15cmで他は不明である。P5～P7は
南東隅コーナーの直線部分と対応しており注

目されるが、住居内ピットを含めて住居跡と

の関連は不明である。　遺物　床面又は床面

．直上及び覆土中からの遺物はまったく認めら

れなかった。　テフラ　1層を除く覆土中に

は、C軽石のみで、ニツ岳系の軽石はまった

く認められなかった。本住居跡の時期は周囲

のもの同様石田川期のものと見られる。　重

複関係　住居内北部でF242号土拡と切り合

う。覆土より見て土拡の方が新らしい。（唐澤）
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1．黒褐色土。（貼床）

2．暗褐色土。ロームブロック。（貼床）

3．黒色土。ローム粒。（貼床）

4．暗褐色土。焼土。

5．黒褐色土。ローム粒。

0 1m

一

一　曝

融　　　『

図一243　H424号住居跡

　住居跡全景

H424号住居跡（5H－153）　　位置　H423
住居跡の西8m、ナ107に所在する。周囲の住

居跡に比べ方位の東偏度が大きく、ほぼ同じ

位のものが側にもう2軒（H419・425号住居

跡）認められた。　形状南北4．9m、東西5．

7mの隅丸長方形。西壁は南半で内に寄せてお

り、その結果、北壁は東壁に比べ西側が約30

cm長い。長軸方向N－121。一E、面積25．7㎡、

壁高5～21（北側）cm。周溝は認められない。

床面　中央部を除く四壁下に、幅80～120cm、

厚さ12cmの黒色土の貼床が確認された。貼床

の施されていない中央部南側で2カ所に固く

踏みしめられた箇所があった。　ピット　住

居中央南寄りで長円形のピットが認められ

た。深さ12cm。炉住居中央北寄りの貼床
のない箇所に地床炉が認められた。表面は赤

榿色に固く焼けていた。　貯蔵穴　南西隅。

隅丸長方形を意図したものと思われる。規模

104×90cm、深さ38cmである。．遺物　北東隅

付近（1他）では床面から5～11cm浮いて、西

壁沿いでは小片が床面（推定）で数カ所に、

貯蔵穴内のもの（2～4）は底部から10cmの所

で出土した。　　　　　　　　　　（唐澤）
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図一244　H424号住居跡出土遺物

出土遺物　　土師器　壷（1・3・4）、1は有段の折り返し口縁。外面調整は折り返し部に斜または横のハケ目を残す粗

い横ヘラ磨き、頸部斜ハケ目、肩部斜ヘラ磨き、内面は全面横ヘラ磨きを施す。肩部以下欠失。3・4は小型壷。3は

短かい口縁部で、胴部最大径を中央に置く。調整は外面で口縁部横ナデ、胴部は上位から中位に横の、下位に斜のヘラ

磨き、内面には口縁部横磨き、胴部上位に指頭痕を残す横指ナデ、それ以下は横ヘラナデを施す。4はやや口縁部が長

く、胴部最大径を下位に置く。調整は口縁部上半と同内面に横ナデ、口縁部から胴部中位にかけての外面に縦ヘラナデ、

それ以下に斜ヘラ磨き、胴部内面には横ヘラナデを施す。　甕（2）、S字状口縁甕。口縁部横ナデ。胴部外面のハケ目

の刻みは深い。胴部内面には指ナデの後横ヘラナデ。　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　（唐澤）
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住居跡全体

1．黒色土。

2．漆黒色土。

3．黒褐色土。

4．黒褐色土。ローム。

5．黒褐色土。

6．暗褐色土。比較的多量のローム。

7．黒褐色土。ローム。

8．暗褐色土。多量のローム

貯蔵穴

1．黒褐色土。

2．黒褐色土。ローム粒。

3．黒褐色土。ローム粒。

物

P3・P4
1．黒褐色土。ローム粒。

2．黒褐色土。ローム粒。

212に比べやや黒味が強い。

212に比べ比較的多量のローム。

3．黒褐色土。ロームブロック。

4．黒褐色土。ロームブロック・炭化物。（貼床）

　　　　’　　　　　ロ　の　　　　　　

鯵
　貯蔵穴

0 1m
　　　　　　　　　　一図一245　H426号住居跡

ヱ78

住居跡全景

　貯蔵穴内円形偏平石出土状況

H426号住居跡（5H－155）　位置　ラ

107。この付近では、等高線の最も張り出

した条件の良い所に位置する。　形状

南北6．1m、東西6．1mの隅丸正方形。四壁

はいずれも外に膨らむ傾向を持つ。長軸

方向N－5。一W、面積34．9㎡、壁高18～

38（北側）cm。南壁下東半を除き周溝を

めぐらす。　床面　四壁下に厚さ20cmの

黒色土の貼床を施す。P2東壁、P3・

P4の壁には黒褐色土の貼床が認められ

る。これは住居中央部分を除き2種類の

土で貼床を施したものと見られる。炉を

囲むようにして西壁南側まで踏み固め部

分が認められた。　ピット　柱穴（P1

～P4）は住居対角線上に位置する。柱

穴問の中心距離は東西方向P2～P3＝

2．78m、P1～P4＝2．98m、南北方向P

1～P2＝3．06m、P3～P4＝3．4m
で、その配置は不整四角形となる。柱穴の

深さは60～80cm、そこに建てられた柱径

は地層断面から12～15cmと推定される。

炉　住居中央やや北西寄りの地床炉。

貯蔵穴　北東隅。底部は隅丸方形ぎみで、

76×56cm、深さ73cm。　遺物炉の周囲

及び四壁寄りの床面から出土。北壁沿い

のものは床面付近から、他は5～24cm浮

く。住居内に散乱する偏平ぎみの焼石も

同じ傾向。なお、貯蔵穴及びP4底部か

ら楕円形偏平の転石出土。　テフラ　床

面から最も近い所で22cmの所にF・A。

　　　　　　　　　　　　　（唐澤）
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図一246　H426号住居跡出土遺物

出土遺物　　土師器　壷（1・2）、1はやや細長い球形の胴に、口径の大きく短かい口縁部がつく。調整は口縁部内外

面に横ヘラナデ。胴部外面に横または斜ヘラナデ、同内面には粗い横ヘラナデ後粗い縦ヘラ磨きを施す。全体に調整は

雑である。外面全体に煤が付着する。底部欠失。2は口縁部がラッパ状に大きく開く小型の壷で、口縁部は折り返し口

縁になる。調整は口縁部内外面に横ナデ、胴部外面は全面に縦ヘラナデを施すが、上位はていねいに、中・下位は雑に

仕上げる。胴部内面は下位に約1・5cmの幅で横ハケ目を巡らす所があるが、他は全面縦ヘラナデで雑に仕上げている。

底部外面はヘラ削りである。胴部外面に黒斑を持つ。　甕（3～5）、3はS字状口縁甕で、肩部以下を欠失する。口縁

部上半は長く延び、屈曲もややシャープさに欠ける。調整は口縁部内外面に横ナデ、胴部外面にハケ目、同内面に横ヘ

ラナデを施す。ハケ目は深い刻みを持つ。焼成は良好である。4はやや細長い胴部に内轡気味の口縁部を持つ甕で、胴

部下半を欠失する。外面調整は全面ハケ目だが、口縁部から胴部上位には縦、胴部中位には斜のハケ目を施す。また、

口縁部には2次的な斜ハケ目も加える。内面は口縁部で横ハケ目を残す横ヘラ磨き、胴部で斜ヘラナデ痕を残す斜ヘラ

磨きを施す。外面全体に煤が付着する。5は細長い胴部に、大きく開く口縁部を持つ小型の甕で、胴部中位以下を欠失

する。口縁部と胴部最大径はほぼ一致する。口縁部先端は尖る。調整は口縁部にハケ目痕を残す横ナデ、胴部外面は斜

ハケ目で、肩部のみ横ヘラナデで消す。胴部内面はヘラナデ後斜ヘラミガキを加える。1～5の壺及び甕の色調はいづ

れも淡褐色で、胎土中に雲母を含む。　石製品（6）、表面は全面に磨滅が見られる。黒灰色の安山岩。　　　　（唐澤）
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住居跡全体

1．黒色土。

2．黒色土。

3．漆黒色土。ニツ岳系の軽石なし。

4．黒褐色土。ローム粒。

5．暗褐色土。ローム粒。

6．暗褐色土。多量のロームブロッタ。（貼床）

貯蔵穴1

1．黒茶褐色土。ローム・ロームブロック。

2．茶褐色土。ロームと黒色土の混土。

貯蔵穴2

　1．黒褐色土。ローム。

　2．黒茶褐色土。ロームと黒色土の混土。

　3．黒茶褐色土。ローム粒・ロームブロック。

　4．褐色土。ローム粒主体。

2号墳周掘

　a．黒色土。

b，黒色土。ローム粒。

　c．黒褐色土。ローム粒。

　d．暗褐色土。ローム粒・ロームブロック。

　　　　ア』L．143．10m．！＿

磁
　貯蔵穴1

b　　143．70m　　　b’

　1
　　　　32σ3

　　％

貯蔵穴2

0 1m
図一247　H427号住居跡 一ヱ80

住居跡全景

北壁下中央付近高圷脚部出土状態

H427号住居跡（5H－156）　　位置　ラ

106～107。東の谷地へ向かう傾斜面の頂端付

近に位置する。　形状　南北4．2m、東西4．5m

の隅丸長方形。西壁北端の下端は20cm程の張

り出し状になっている。長軸方向N
－86。一E、面積19．8㎡。壁高は覆土の堆積状

況から見て50cm以上はあったものと推定され

る。周溝は認められなかった。　床面　黒色

の貼床が壁沿いに全周していたが、覆土と問

違えて完掘してしまった。貼床は西側で壁に

接して120cmと幅広くなっているが、他では壁

から50～60cm内側の60cm前後の幅と狭くなっ

ている。住居空問内の部分による機能の差を

想定させる。床面は全体に軟らかかった。

ピツト　北壁側に、壁と平行に2個のピット

が認められた。深さは20～22cmとやや浅いが、

柱穴と考えられる。ピット間の中心距離は207

cmである。南の対応する箇所では認められな

かった。炉P1・P2を結ぶ線上の中央
やや北寄りに円形（推定）の地床炉が認めら

れた。　貯蔵穴　北東隅及び南西隅の2カ所

で認められた。前者は長方形で、60×50cm、

深さ86cmで2段に掘られている。後者は長円

形で64×52cm、深さ46cmである。　遺物　床

面直上で、脚部が円筒形に細長い高圷等が出

土したが、粉失。　重複関係　2号墳と切り

合う。古墳が新らしい。　　　　　　（唐澤）
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住居跡全景

遺物8出土状況
住居跡全体

1．漆黒色土。（F・A降下前）

2．黒褐色土。

212に比べ軽石が少い。

3．黒褐色土。ローム粒主体。

4．黒褐色土。ローム粒。

5．黒褐色土。多量のローム粒。

6．黒褐色土。ローム粒。

Pl
1．漆黒土。

2．暗褐色土。ローム粒。

P3
1．黒色土。ローム粒。

0 1m
図一248　H428号住居跡 一

遺物7出土状況

H428号住居跡（5H－157）　　位置　H427号住居跡の西3．5mの、ム107に所在する。本住居跡のある台地と東の谷地

との境は崖となっており、そこに向かう緩傾斜面上に位置する。崖から西約10mである。　形状　南北3．7m、東西3．3m

の隅丸長方形。北壁と東壁は外方に膨みを持つ。南壁は北壁に比べ東側が約20cm長い。長軸方向N－26。一E、面積12㎡。

壁高は検出面から測定すると11～24cmで北側が高いが、住居内覆土の堆積状況から見て本来は26cm以上あったものと推

定される。　床面　床面の平面観察によると、南壁から東壁沿いに貼床黒色土が認められた。しかし、北東隅の踏み固

められた部分も黒色土となっており、この部分まで貼床が認められる。　ピット・貯蔵穴　東壁南端（P1）、北壁西寄

り（P2・P3）、南壁中央付近（P4）の計4個のピットが存在する。このうちP1、P2は一部壁の外に出ている。

P1は2段に掘られており、底部上段の深さ29cm、同下段の深さ49cmである。P2は深さ70cmである。両者は貯蔵穴と

も見られる。p3はP2の西に位置する。深さ38cmで覆土中にニツ岳系の軽石を含むので、住居廃棄後のものと見られ

る。P4は深さ13cmで性格は不明である。　炉　住居中央北西寄りに南北に並んで、2ヶ所に床面の焼土化した所が認

められた。いづれも形は不整形で東西に長く、地床炉と見られる。北側のものは表面が赤榿色に固く焼けていたが、南

側のものは焼けがやや弱く表面もやわらかい。後者は床面から4cm程盛り上がっていた。2つの炉は、ある時期に炉が

移動したことを物語っているとも考えられる。　遺物住居跡の北半に、炉を挾んで東と西の両側にまとまって出土し

た。東側では高圷のみ4点（9・11～13）が出土した。西側では台付甕（3、．4）、平底甕（5）、高圷（10）、手捏状小型小

器（6）などが出土した。また、北側の炉上からは高圷（8）が、南壁沿い西寄りの地点及び覆土中からは台付甕（1・2）

が出土した。これらはいづれも床面から2～16cm浮いて出土したが、比較的まとまりのある器種構成を示す。北側炉の

東から焼石（床面から＋13cm）が、東壁沿い北寄りの所からは炭化材が出土した　　、　　　　　　　　　　（唐澤）
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出土遺物　　土師器　甕（1～5）、1～4は台付甕、5は平底甕である。1はS字状口縁甕でやや小型。口縁部内外面

横ナデ、胴部外面2段の斜パケ目、同内面に指押えと指ナデ（縦）後軽い横ヘラナデ。胴下半部欠失。2もS字状口縁

一甕で、口縁部上半がやや長く延びる。調整は胴部内面に第2次調整のヘラナデが施されないだけで、他は1とまったく

同じである。胴下半部欠失。3は胴上半部を欠失する甕で、台部下端を内に折り返す。胴部外面には細かい斜ハケ目を

浅く施し、所々に横・斜ヘラナデまたはヘラ削りが見られる。同内面は横・斜ヘラナデ、底部付近のみ放射状の縦ヘラ

ナデを施す。台部外面は斜ハケ目を指ですり消す。同内面は縦方向の指ナデで、縦に仕上げる。4は胴部と台部の接合

部分。調整は3と同じである。5は直立ぎみの短口縁の甕で、浅めな器高とやや張りの大きい肩を持つ。口縁部は外面

指押え、内面横ハケ目、胴部外面は上位（肩部）横ハケ目、中位斜ハケ目、下位斜ヘラナデ、同内面は斜ヘラナデで底

部周辺に横ハケ目、低部側面と同外面はヘラ削りである。2～5の外面に煤、内面には黒色炭化物が薄く見られる。　小

型柑（7）、口径が胴部径・器高より大きい。調整は外面で口縁部に斜ヘラ磨き、胴部に横ヘラ磨き、内面は全面に斜ヘ

ラ磨きを施す。ていねいなつくりで、全面に光沢を持つ。　高圷（8～13）、いづれにも赤彩を施す。8は最も法量の小

さいもので、口縁部が立ち上がり気味になる。口縁部内外面横ナデ、体部内外面にていねな指ナデ（？）を施す。体部

外面の粘土紐接合部には斜ハケ目が残る。圷部内面に黒斑を見る。脚部欠失。9は口径に比べ浅い圷部を持つ高圷で、

内外全面に放射状のヘラ磨きを施す。堅緻な焼成である。脚部欠失。10は圷部の底部と体部の境に屈曲の認められる高

圷で、口唇部外面にヘラを当てて先を尖らす。外面調整は横ヘラナデ後に縦ヘラ磨き、内面は体部縦ヘラミガキ、．底部

同心円状（？）ヘラミガキを施す。脚部欠失。内面は著しい剥落。11は筒状の柱部を持つ高圷で、均等に3つの円窓を

穿つ。外面縦ヘラ磨き、内面横ヘラナデ。12・13は圷部外面に稜線（屈曲部）を持つ高圷で、長い脚部は裾広がりに開，

く。圷部全面と脚部外面に縦ヘラ磨きを施す。脚部内面は縦指ナデで、絞り目が認められる。8～11は内外全面に光沢

がある。　手捏状小型土器（6）、小型堀に近い形状。口縁部外面斜ハケ目、胴部外面と口縁内面斜ハケ目の後指押え、

胴部内面横指ナデ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）
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H429号住居跡（5H－158）　位置ラ
107～ム107。東側谷地の崖に向かう緩傾斜面

’上に位置する。南に接してH430号住居跡があ

る。北側で2号墳と切り合う。　形状　南北

4．6m、東西5．8mの隅丸方形。北壁と西壁はほ

ぼ直線をなすが、南壁及び東壁は外方に膨ら

む傾向を持つ。南壁は北壁に比べ西側が約30

cm長い。長軸方向N－84。一E、面積21．8㎡、

壁高6～20cmで北側が高い。周溝は東壁を除

く他の壁下の全体または｝部に存在する。

床面　東側の炉から南壁下まで固く踏みしめ

られた部分が認められた。南壁に接する部分

は出入口と推測される。住居中央部分を除き

厚さ18cmの貼床が施されている。幅不明。炉

住居中央付近で2カ所に地床炉が認められ
た。．いずれも赤榿色に固く焼けた表面をして

おり、周囲床面より1～3cm盛り上がってい

た。　遺物　炉から北壁寄り及び南東隅にや

やまどまって出土した。前者からは甕（2）、

椀・（3）、’手捏状小型土器（4）、後者からは壷

　（1）、台付甕（5）、平底甕等が出土した。い

ずれも床面から3～10cm浮いていた。なお、

南東隅にまとまって、他でも壁下や炉上で大

小の石塊が出土しているが、とれらの出土状

況は遺物とほぼ同じである。　重複関係　2

号墳と切り合う。古墳が新しい。　（唐澤）

C　　　143．10m

㎜
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諺

1．黒褐色土。

2．黒褐色土。ローム粒。

3．黒褐色土。ローム粒。

4．暗褐色土．ローム粒・ロームブロック。（貼床）

5．黒褐色土。ローム粒。（貼床）

6．暗褐色土。やや多量のローム粒。（貼床）

7．黒褐色土。

8．暗褐色土。ローム粒。
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図一250　H429号住居跡
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出土遺物　　土師器　壷（1）’、幅の狭い折り返し口縁を持つ。肩部以下

欠失。第1次調整として胴部内面を除く全面にハケ目を施し、第2次調

整として口縁部内外面に横ナデ、胴部外面にヘラナデ（？）を施す。　甕

（2・5）、2はしまりのない口縁部を持つ。口縁部のみ残存。外面に斜ヘ

ラナデ後、口縁部には横の、頸部は縦のヘラナデ、口縁部内面は横ヘラ

ナデを施す。5は台付甕。胴部上半欠失。胴部外面に刻みの浅いハケ目、

同内面に斜ヘラナデ、台部は外面上半に斜ハケ目の指によるすり消レ、

同下半指ナデ、内面横指ナデを施す。　椀（3）、丸底のやや深目の椀。

口縁部先端は平坦に仕上げる。接合部に段差がある。内外全面ヘラ磨き。

手捏状小型土器（4）、内外面に顕著な指頭痕を残す雑なつくり。内面は

斜指ナデを施す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）
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H430号住居跡
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1．黒褐色土。

2．黒色土。

3．暗褐色土。・ローム粒。

4．暗褐色土。ローム主体。

　5．暗褐色土。焼土粒。

　6．暗褐色土。比較的多量のローム。

貯蔵穴

1．黒褐色土。ロームブロッタ。

2．黒褐色土。ロームブロック。（貼床）
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図一252H430号住居跡
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一

H430号住居跡（5H－159）　　位置　H429
住居跡の南約50cmのラ107～108、・ム107～108

にまたがって所在する。　形状　南北4．4m、

東西5．1mの隅丸台形。北壁と東壁は外方に膨

らみ、南壁の西端部分から南西隅にかけて弱

い張り出しを持つ。西壁の斜行により、南壁

は北壁に比べ西側が約45cm長い。長軸方向N

－88。一E、面積21．5㎡、壁高6～18cmで北東

側が高い。周溝は認められなかった。　床面

住居中央部を除き幅50cm前後、深さ7cmの黒

色土貼床が全周する。床面は全体に軟らかい。

ピット　南壁中央部に大小2つのピット（P

1・P2）が検出された。p1は深さ30cmで、

位置から考えて出入口施設に関連するピット

と見られる。P2は深さ20cmで性格不明であ

る。炉住居中央北寄り及び同西寄りの2

つの地床炉が認められた。いずれも周囲の床

面より4～6cm盛り上がっていた。　貯蔵穴

南西隅。上端は隅丸正方形、下端は円形を意

図したものと見られる。72×60cm、深さ27cm。

遺物　壷と甕が出土した。1は貯蔵穴になだ

れ込むように、2・3は床面から0～17cm浮

いて、4・5は覆土中からのものである。ま

た南側炉の東の焼石は床面ないし同直上で、

炉との関連が考えられる。　テフラ　覆土中

にF・Aがブロック状に層をなして認められ

た。　　　　　 　　　　　　（唐澤）
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図一253　H430号住居跡出土遺物

出土遺物　　土師器　甕（1・3～5）、1は球形の胴部に口径の大きい口縁部がつく。口縁部は内外面横ナデ、頸部外

面に浅い斜ハケ目、・胴部外面はヘラ削りで中位以下にはやや深い削りを施す。胴部内面は斜ヘラナデで、下位にハケ目

を残す。底部外面はハケ目である。3は台付甕の台部で、接地部分内側に折り返しを持つ。調整は外面上半で斜ハケ目

を指頭によるすり消し、下半指ナデ、内面天井部は指押え、側面に指頭痕を残す横指ナデを施す。形態的には他に比べ

下方の開きが少ない。4は細長い胴部を持ち、胴部最大径と口径がほぼ等しい。頸部のしまりも弱い。調整は口縁部内

外面横ナデ、肩部外面斜ハケ目、同内面に横ヘラナデを施す。外面には煤が付着する。胴部中位以下を欠失する。5は

S字状口縁を持つ甕で、口縁部先端と胴部中位以下を欠失する。肩の張りの度合が大きい。調整は口縁部内外面横ナデ、

肩部内外面に非常に細かい斜ハケ目を施す。肩部内面には縦ハケ目も若干見られる。堅緻な焼成で、厚い器壁を持つ。

甕類はいづれも胎土中に雲母を含み、色調は淡褐色を呈す。　壷（2）、球形の胴部に短かい口縁部を持つ。調整は口縁

部内外面横ナデで、頸部内面に横ヘラナデ、胴部外面斜ヘラ削り、同内面に縦ハケ目・指ナデを残す斜ナデ。色調は淡

灰褐色で堅緻な焼成。胎土中に雲母を含む。胴部中位以下欠失。　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　（唐澤）

184



H431号住居跡（図版38・39）
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431号住居跡

1．黒褐色土。ニツ岳系軽石なし。

2．黒褐色土。やや黒色味強。炭化物。

3．黒褐色土。ローム粒・炭化物。

4．暗褐色土。比較的多量のローム粒。

4号墳
a．黒色土。

b．黒褐色土。ローム粒。

b二ややローム粒が多い。

c．黒褐色土。ロームブロック。

d．暗褐色土。多量のローム粒。

e．暗褐色土。比較的多量のローム粒。

図一254　H431号住居跡
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鞭／霧
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一

遺物出土状況全景

H431号住居跡（5H－160）　　位置

4号墳と北東隅を切り合って、周堀内

側のラ108～ム108にかけて所在する。

形状　南北5．2m、東西5．1mの隅丸方

形と推定される。北東隅は古墳に切ら

れ、南東隅は生活道路にかかるため未

調査である。長軸方向N一17。一E、面

積25．9㎡（推定）。壁高は地層断面（付

図1参照）によると最高60cmを測る。

幅6～19cmの周溝をめぐらす。　床面

一部に貼床らしき黒色土が認められた

が、床面下は未調査のため明確にでき

なかった。P1～P4を結ぶ住居中央
部を中心に、固く踏みしめられた所が

認められた。これは南壁際まで延びて

おり、ここに出入口が想定される。

ピット　柱穴（P1～P4）が住居対
角線上に、コーナーから160cm前後内に

入った所に認められた。柱穴径は上端

で本来は25cm前後と見られ、深さは

54～66cmであった。P1は2段に掘ら

れており、深さ30cmの所で径12cm前後

と細くなっている。炉住居中央西
寄りの、大きめな不整形の焼土が炉跡・

と推定される。西壁側に入口を想定す

ると、正面の奥に炉があったことにな

る。地床炉で東西に細長い。遺物　北

東隅の遺物群（11、18）と東壁中央西

寄りの遺物群（3、5、10、12）を除く

ものは、底面から10cm前後浮いていた。

住居内に散乱する石も、同様な傾向を

示す。東壁中央西寄りの遺物群は、当

初からの位置を保っており、住居の機

能空間を考える上で興昧深い。　その

他本住居跡は焼失したものであり、

西壁を中心に、住居内に向かって倒れ

た炭化材が出土した。南壁ぞいでは、

他の壁に比べて、踏み固められていな

い部分が広く認められ、上記の遺物同

様、住居の機能空間を考える上での好

資料である。　重複関係　4号墳と切

り合うが、本住居跡が旧い。　（唐澤）
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出土遺物　　土師器　壷（1～6・13～17）、1は折り返し口縁で、肩部以下を欠失する。口縁部は斜ハケ目の後、外面

上半と内面に横ナデ、肩部は外面に横及び斜のヘラ磨き、内面に同方向の指ナデを施す。折り返しの取り付けは雑であ

る。色調は淡褐色で、胎土中に雲母を含む。外面に光沢を持つ。2は大きな球形の胴部に小さめな口縁を付ける。口縁

部は短かく外反し、端部にヘラを当て平坦に仕上げる。口縁部外面横ナデ、同内面横ヘラ磨き。胴部外面は斜のハケ目

を残すヘラ磨きで、中位以下はていねいに施す。器接合箇所は横のヘラ磨きを施す。色調は白味がかった淡褐色。外面

に光沢を持つ。3は胴部中位以上を欠失するが、6同様の扁平気味の体部を持つものを考えられる。外面はハケ目を残

す斜のヘラ磨きをていねいに施す。内面は横のヘラナデで、底部との境付近に横ハケ目を残す。底部外面はヘラ削り後

ヘラ磨き。色調は褐色で、外面に光沢を持つ。4は肩部以下を欠失する。外面はハケ目を残存して粗い横ヘラミガキ、

内面は口縁部で横ヘラ磨き、肩部には横ヘラナデを施す5淡褐色で、胎土中に雲母を含む。つくりはていねい。外面に

2次的に火を受ける。5はやや細長い球形の胴部を持つ甕で、口縁部と底部中央を欠失する。外面は上位で横、中位以

下で斜のハケ目を残すが、所々に斜ヘラナデを加える。下位の接合箇所でなヘラ削りを施す。内面は全面斜の浅いハケ

目である。底部外面ヘラ削り。色調は淡褐色で、内面は灰色に近い。6は扁平な球形胴を持つが、口縁部と底部中央を

欠失する。外面は上位に目の細かいハケ目、下位に目の粗いハケ目またはヘラ削りの後に、全面に縦ヘラ磨きを施す。

内面は胴部と底部境付近にハケ目、上位に指頭痕を残すが、大部分はヘラナデである。底部ヘラ削り。色調は淡褐色で、

外面に光沢を帯びる。17は口縁部に立ち上がり部分を持つ壷で、先端は短かく外反する。口縁部は内外面ともヘラ磨き

で、外面立ち上がり部には指頭痕、他には横ナデ痕を残す。色調は淡褐色、胎土中に雲母を含む。外面に光沢を帯びる。

13・14は小型壷で、扁平な球形胴を持つ。口縁部は直線的に短かく延びる。13の調整手法は外面で、口縁部上半を指に

よるナデ、同下半から胴部上位は非常に細かいハケ目、中位以下はヘラナデでハケ目を消す。内面は口縁部から胴部上

位まで指ナデ、それ以下は横ヘラナデを施す。14は外面で、口縁部縦ハケ目の後粗い縦のヘラ磨き、胴部ヘラ削り、内

面は口縁部で横ハケ目の後斜ヘラ磨きを施す。両者はいづれも淡褐色で、胎土中に多量の雲母を含む。13は内外全面に

丹彩を施す。15は口縁が内轡する長頸壺で、胴部中位以下を欠失する。口縁部先端．を尖らす。外面は全面に縦のヘラ磨

きをていねいに行なう。内面は口縁部で横または斜のヘラ磨き、胴部で指ナデを施す。色調は淡褐色で、光沢を帯びる。

甕（7～12）、7は台付甕の台部のみ残存する。端部は内側に折り返す。調整は内外面全体にていねいな指ナデを施す。

外面はその後縦帯状にハケ目を入れる。台部上面には指押痕が残る。色調は黒色。ていねいなつくり。8はS字状口縁

甕で胴部中位以下を欠失する。口縁部内外面横ナデ、胴部外面ハケ目。胴部内面はヘラナデか。色調は褐色。9は8と

同じS字状口縁甕で、胴部外面に帯状の横ハケ目を持つ。口縁部内外面横ナデ、外面の稜はシャープである。胴部外面

は2段の斜ハケ目で、最後に横ハケ目を施す。同内面は上位で指押え、以下縦ヘラナデ。ハケ目の刻みは深い。色調は

淡褐色（肩部黒色）。10は単口縁の台付甕で、台端部の折り返しを見ない。口縁部はハヶ目を残す横ナデ、胴部外面は上

半にハケ目、下半にヘラ削り、胴部内面はハケ目を残す横ヘラナデを施す。台部外面は斜ハケ目の指頭によるすり消し、

内面は横ハケ目、天井部は指ナデを施す。内外面のハケ目は非常に浅い。色調淡褐色。胎土中に雲母。11・12は単口縁

の平底甕である。11の外面調整は口縁端部横ナデ、そこから胴部上位まで縦のハケ目、胴部中位以下は縦ヘラ磨きを施

す。内面調整は口縁部に横の胴部に斜のヘラ磨きを施す。底部外面もヘラ磨きである。色調は淡褐色で、頸部に厚い煤

付着。12は外面調整に口縁部上半横ナデ、下半から胴部全般に縦または横ハケ目、内面は口縁部にハケ目を残す横ヘラ

磨き、胴部内面にていねいな横ヘラナデを施す。ハケ目の刻みは浅い。色調は暗褐色。10は小型甕。内面はヘラナデか・

高圷（18）、裾が大きく広がる高圷ぞ、上から見ると正三角形状に並んだ6個の円窓を穿つ。外面は縦ハケ目を若干残す

縦ヘラ磨き、内面は端部に横ナデ、その上に横ハケ目、円窓付近に横ヘラナデ。色調淡褐色。　　　　　　　　（唐澤）
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H432号住居跡（5H－161）　　位置　ナ

108に所在する。，形状　東西・南北4．2mの

隅丸台形。南壁が斜行し、西壁は東壁に比

べ南側が約30¢m長い。北壁はやや内側に反

るが、他は若干外に膨む傾向がある。長軸

方向（南北で測定）N－20－E、面積17．2

m2、壁高は50～69cmで北側がやや深い。周

溝は認められなかった。　床面　ピット壁

面の観察によると6cm前後の貼床が認めら

れるが、平面観察でははっきりしなかった。

また、特に固く踏みしめられた所もなかっ

たが、全体に一定のしまりを持っていた。

ピット　柱穴（P1～P4）の他に4つの
ピット（P5～P8）が認められた。柱穴

問の中心距離は、東西方向P1～P4＝207

cm、P2～P3＝254cm、南北方向P1～P
2＝・217cm、P3～P4＝254cmである。柱．

穴の配列は、P3が南東隅に片寄っている

ため、不整方形となる。P5～P8は深さ

が6～14cmで、性格は不明である。炉一P

4、P7の東側の東壁寄りに焼土のブロッ

クが認められたが、床面から浮いており、

炉とは認めがたい。　遺物　床面から24cm

浮いて器台（2）、覆土中から．甕（1、3）が

出土している。住居内に散乱する小石は、

ほぽ床面上にのっている。また、P3上の

大きな石（板石・転石）は、ほぼ床面と同

レベルに乗っていた。　　　　　　（唐澤）

　142．OOm

　　　　’a　　　　　　　　a

纏3
　P1

上一．
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影
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　　142．00m　　　　　　　　　　　　　　142．00m
　d　　　　　　　d’　　　　　　　　　　　　　e　　2『　e’

7諺　　骸一
　　　，P4
住居跡全体

　1．黒褐色土。

　2．漆黒色土。

Z．2と3の中間の色調。

　3．黒褐色土。

4．暗褐色土。比較的多量のローム粒。

5．黒褐色土“ロームブロック。

6．黒褐色土。ローム粒。

　7』黒褐色。

8．暗褐色土。やや多量のローム。

Pl
1．暗褐色土。多量のローム。

2．暗褐色土。多量のロームブロック。

3．暗褐色土。ローム粒・ロームブロッタ。（貼床）

　　

1．黒褐色土。ローみ粒・ロームブロック。　’

2．暗褐色土。比較的多量のローム粒。

　　　　　　　　　　図一257

％

2

0

ぺ

灘§
　＼
　　、
　　　　　1（覆プ

避蝋
　　　3（覆）

10cm

3．暗褐色土。やや多量のロームブロッタ。

4．暗褐色土。ローム粒・ロームブロック。（貼床）

P3
1．暗褐色土。比較的多量のローム粒。

2．暗褐色土。多量のローム粒。

Z．2よりやや黒色味炉強い。

3．暗褐色土。ローム粒・ロームブロック。（貼床）

P4
　1．黒褐色土。ローム粒。

　1’．1より若干黒色味強。

P5
　1．黒褐色土。ローム粒。

2．暗褐色土。ローム・炭化物。（貼床）

　　　　　　　　　0　　　　　1m
　　　　　　　　　一
H432号住居跡

図一258　H432号住居跡出土遺物

出土遺物　　土師器　甕（1・3）、1はS

字状口縁甕と見られるが、屈曲部の外面稜

線は非常に弱くなっている。肩の張りが大

きい。口縁部内外面横ナデ、胴部外面横ハ

ケ目、同内面斜ハケ目。淡褐色で堅緻な焼

成。3は台付甕の台部。外面はハケ目を指

で縦にすり消す。内面は指押え。褐色。　器

台（2）、圷と脚部の接合部のみ残存。圷外

面に横、圷部下端から脚部に縦のヘラ磨き～

脚部内面に横ヘラナデ。穿孔は筒状用具で

行ない、両端の口径をヘラで広げる。褐色。

　　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）
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H433号住居跡（図版39）
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図一259　H433号住居跡（建替え後〉

O 1m

一
　　H433号住居跡（5H－162）　　位置　3号墳と4号墳に挾まれたナ108に所在する。　テフラ　建替え住居床面から最

　』少で24cm上にF・Aが、60cm上にB軽石が層を成して認められた。．

　　〈建替え前〉形状　南北2．5m、東西6．2mの台形。東壁はやや外方に膨らむ傾向を持ち、西壁に比べ南北両側でそれぞ

　れ30cm、計60cm短かし｝。長軸方向N－85。一E、面積30㎡。壁高は覆土の堆積状況から見て85cm以上はあったものと見ら

　れる。’四壁下に周溝が認められた。、床面　貯蔵穴北側壁面に貼床が認められた。中央部を除く四壁下に貼床が施され

　　ているものと見られる。柱穴をつないで方形に幅100cm前後の踏み固め部分が認められた。　ピット　4本の柱穴（P1

　～P4）が住居の対角線上に認められた。P1は建替え後の柱穴と重なっているものと見られる。P4は位置的に疑問

　があるが、他に該当するものはない。深さは35～78cmである。　炉　住居中央西寄りに南北に細長い地床炉が認められ

　　た。　貯蔵穴　南東隅。70×70cm、深さ71cm。　遺物　貯蔵穴と東壁の間から土師器甕または壺の小片が出土した。
’

　　〈建替え後〉　形状　南北6．85m、東西5．9mの台形で、当初住居の南北壁側を拡張している。東壁は西壁に比べ南北両

　側でそれぞれ20～26cm短かく、当初住居に似た傾向を示す。長軸方向N－5。一W、面積38．8㎡。壁高は覆土の堆積状況

　　から見て60cm以上はあったものと見られる。周溝は南壁下のみ認められた。南壁外中央東寄りには張り出し様の施設が

　存在する。検出面からの深さ7～12cm、住居床面からは12～23cm上段にある。底面は固く、それに続く住居床面も固く

　踏みしめられているので、出入口施設とも見られる。　床面　当初住居を16～24cm埋めもどし、その面で住居を拡張し

　　ている。P2周辺からP3にかけてと、南壁東寄り部分に固く踏みしめられた範囲が認められた。　ピット・貯蔵穴　P

　　1～P3は柱穴と見られるが、南西部分には存在しなかった。深さは37～120cmである。P5は深さ51cmで貯蔵穴とも見

　　られる。　炉　P2の南及び南西に位置する焼土は床面で焼けている。他は床面上にのっている焼土ブロックである。

　前者は地床炉の痕跡とも考えられる。　遺物　住居跡南東及び北東付近でややまとまって出土したる5～7は貼床中か

　　ら、2・8～12は床面から2～8¢m浮いて、1・3は30cm以上浮いて、覆土中からは4が出土した。　　　　（唐澤）
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住居跡全体

1．黒色土。

2．漆黒色土。

3．暗黒色土。多量のローム粒。

4．暗褐色土。比較的多量のローム粒。

5．暗褐色‡。ローム粒・ロームブロック。（貼床）

5二5に比ベロームブロック少。

6．暗褐色土。比較的多量のローム粒。

616にロームブロックを混ぜる。　　　　に

・7．暗褐色土。ローム粒とロームブロッタ。（貼床）

P2

　1．

　2．

　3

黒色土。

黒色土。ローム粒。

暗褐色土。ロームブロッタ。

P3
　1　黒色土。

　2　暗褐色土。ローム粒。

P4
　1　黒褐色土。ローム粒。

　2　暗褐色土。ローム粒。

　3　暗褐色ム多量のローム粒。

貯蔵穴

　1．黒色土。

　2．暗褐色土。ローム粒。

　3．暗褐色土。ローム粒。

　4．暗淡褐色土。ローム主体。

図一260　H433号住居跡（建替え前）
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図一261　H433号住居跡出土遺物 0 10cm

出土遺物　　土師器　壷（1・6・7）、1は頸部に帯状の粘土紐を巻きつ

け、口縁部の内外面には赤彩を施す。粘土紐には指頭痕を並べる。2ケ

所ほどハケ目の刻みを入れた箇所もある。調整は口縁部横ナデで、外面

に斜、内面に横のハケ目を残す。胴部外面は縦ハケ目を残す縦ヘラ削り、

同内面は粘土紐接合痕と指頭痕を顕著に残す横ヘラナデ。6・7は同一

個体と見られる長頸壺。内轡する口縁部の先端を尖らす。外面調整は口

縁部縦ヘラナデ、胴部横または斜ヘラナデ、内面調整は口縁部斜ヘラナ

デ、胴部上位指押えの後横指ナデ、中位～下位軽い横ハケ目、下端～底

部ヘラナデ。底部外面指押え。外面にやや光沢。　甕（2～5）、2は底

部のみ残存。外面は横と斜のハケ目、内面は底部中心に向かう放射状の

粗いヘラ磨き。底部外面はハケ目。3はS字状口縁甕で、肩部以下欠失。

口縁部内外面横ナデ、頸部外面ヘラナデ（ヘラ削り状）、胴部外面斜ハケ

目、胴部内面横ヘラナデ。甘い焼成。4は台付甕の台部。端部に折り返

しを持つ。外面上半はハケ目の指ナデによる縦すり消し、下半はていね

いな指ナデ、内面は縦指ナデで天井部は指押え。台部上面は横ヘラナデ。

5は台付甕の胴部と台部の接合部。外面に縦、内面に斜、上面に横のハ

ケ目。4と異なり厚い器壁で、非常に細かいハケ目を持つ。堅緻な焼成。

鉢（8）、内外面の接合痕が折り返し状に見える。内外全面に縦ヘラ磨き。

底部ヘラ削り。内外面に光沢。　小型柑（10）、多量の砂粒を混ぜ、表面

が荒れる。調整は外面に斜、内面に横のハケ目を残す指ナデ。底部は周

縁部を若干高くする。つくり雑。　高圷（9・12）、9は柱部下端に均等

に3個の円窓を持つ。外面には赤彩を施す。柱部外面は非常に細かい縦

ハケ目の後縦ヘラナデ、同内面に横ヘラ削り、裾部外面粗い横ヘラ磨き、

同内面非常に細かいハケ目。12は全面指押えと指ナデ。手捏状を呈す。

薄い器壁。　器台（11）、X字形。外面全面に縦の、受け部内面に横のヘ

ラ磨き。脚部内面斜ハケ目。　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）
H433号住居跡出土遺物
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H434号住居跡
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H434号住居跡（5H－163）　　位置　調査

区域南端の、ナ109に所在する。南北方向に走

る西側低地寄りの緩斜面上に位置する。南に

は大正用水が走り、遺跡地南限を画す。　－形

状南北4．6m、東西4．7mの不整方形。西壁・

北壁は外に膨む傾向があり、南壁は弱く波を

打つ。東壁のみきれいな直線をなす。方向

（南北方向で測定）N－19。一E～面積19．5

㎡。壁高は覆土の堆積状況から見て40cm以上

はあったものと見られる。周溝は認められな

い。　床面　住居中央部分を除く壁沿いに、

幅50～80cmの黒色土貼床が認められた。床面

上での平面観察によるため深さは不明であ

る。　ピット　住居南半に3個（P1、P2、

P4）、北壁沿いに1つ（P3）認められた。

しかし、P1、P2、P4は深さが9～14．5
cmと非常に浅く、貼床の施行範囲内に位置す

る。大きさ及び貼床との位置関係から見て、

掘り過ぎとも考えられる。P3は不整形をな

すが2段に掘られている。深さは底面上段18

cm、同下段で62cmである。　炉　住居中央北

寄りの貼床面上に地床炉が確認された。表面

は赤榿色に固く焼けており、周囲床面より1i

cm盛り上がっていた。　遺物　土師器の甕

（1）、高圷（2）、台付甕、（3）等若干の遺物が

出土した。いづれも床面から10cm以上浮いて

出土したる　　　　　　　　　　　　（唐澤）

　　　　ア皇＿，141．30m．」隻』

礁l
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b　　　　　　b’
r、14L20m．．＿一

2繍x
　　P2

住居跡全体

1．黒褐色土。

2．黒色土。

3．暗褐色土。比較的多量のローム粒。

，4．黒褐色土。ロームブロック。

Pl
1．暗褐色土。ローム粒・同ブロッタ。

P2

≦≧．141．46m．送

・磁1
　　P3

1．黒褐色土。ロームブロック。

2．暗褐色土。ローム主体。

P3
1．黒褐色土。ローム粒。

2．暗褐色土。多量のローム粒。
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図一262　H434号住居跡

0　　　　　1m

一
出土遺物　　土師器　甕（1・3）、1は細長い胴部に外反する口縁を持

つ甕で、胴部中位以下を欠失する。外面調整は、口縁部に斜ハケ目と指

頭痕を残す横ヘラナデ、肩部に2段の斜ハケ目、内面調整は、口縁部に

横または斜の櫛目を残す横ヘラナデ、肩部に横または斜のヘラナデを施

す。口縁部外面に煤が付着する。3は台付甕の台部と底部である。台端

部には折り返しが見られない。器壁は厚めだが、一定している。台部と

底部の接合部外面には補強用の粘土を当てているが、取り付けは雑であ

る。調整は底部外面にやや細かいハケ目、同内面に横または斜ハケ目、

台部外面指押えで上端の所々に短いハケ目を入れる。同内面は非常に目

の細かい斜ハケ目。台端部の接地面は平坦で角を持つ。　高圷（2）、半

球形状の圷部のみ残存する。調整は内外面ともヘラ磨きで、外面は斜（接

合部のみ縦）、内面は縦のヘラ磨きが施される。圷部中程やや下位に器接

合部が認められる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）
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図一263　H434号住居跡出土遺物
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H435号住居跡
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萎毒
1．黒色土。

2．黒褐色土。

2二2に比べやや黒色が強い。

3．黒褐色土。数cm大の炭化物。

4．暗褐色土。比較的多量のローム粒。

5．黒褐色土。ローム粒。

6．黒色土。比較的多量の炭化物（数cm大）。

7．暗褐色土。ローム粒。

8．．黒褐色土。炭化粒。

図一264　H435号住居跡 0 1m

一

H435号住居跡（5H－164）　位置　ナ110。

南西向きの緩傾斜面上に位置する。　形状
南北3．6m、東西3．9mの隅丸長方形。壁は四壁

とも外に膨む傾向を持つ。西壁は東壁に比べ

南側が20cm短い。長軸方向N－103。一E、面積

13．4㎡。壁高は覆土の堆積状況から見て40cm

以上と推定される。　床面　壁から20～30cm

離れて黒色土の貼床の一部が認められた。他

の例から見て住居中央部を除き壁沿いに一巡．

しているものと見られる。炉を取り囲むよう

に固く踏みしめられた部分が認められた。東

壁沿いは軟らかい部分が広く見られ、床面に

機能差が考えられる。　ピット・貯蔵穴　住

居北半のピット（P1～P4〉は深さ13～27
cmで、性格不明。南壁東寄りの2つの大きな

ピットは貯蔵穴と考えられ、2つの炉に対応

するものと見られる。深さは東30cm、西54cm、

P5は踏み固め部分がこの付近から始まる事

から、出入口施設に伴うピットども考えられ

る。　炉　住居中央西寄りに、地山床面を8

cm前後掘りくぼめた地床炉が、2つ並んで検・

出された。　遺物　住居北半（2）及び西壁寄ワ

（1）で土師器片が数点出土した。床面から3～

13cm浮いていた。　その他　焼失住居で炭化

材・焼土等が出土した。北東隅壁は赤榿色に

焼けていた。壁際の炭化材のレベルは壁側が

高く、倒れた状態で出土した。　　　（唐澤）

出土遺物　　土師器　甑（2）、底部が欠失しているため鉢とも考えられ

るが曳他の例から見て甑であろう。口縁部外面に折り返し口縁を持つ。

外面調整は、折り返し部に横のヘラ削り、体部に斜のヘラナデを施す。

内面は全面に横のヘラナデを施す。外面のつくり、特に折り返し部の調

整は雑である。色調は淡灰茶褐色で、胎土中に雲母と粗い砂粒（石英を

含む）を混ぜる。　小型堀（3）、口径が胴部径、器高より大きく、胴部

径と器高がほぼ等しい。口縁部と胴部の境にヘラを立てるように削り、

胴部側外面に鋭い稜を巡らす。口縁端部は内轡し、受口状になる。調整は

口縁部横ナデで、内面下方にヘラ押えの痕跡を残す。胴部は外面にヘラ

削り、内面に指ナデを施す。色調は淡褐色で、黒斑がある。胎土中には

雲母を含む。　高圷（1）、圷部は底部外面に弱い稜を持つ。脚部は短か

い柱部に短かめに開く裾を持つ。外面全体と圷部内面及び裾部内面に赤

彩を施す。外面調整は圷部側面に櫛目状の斜ハケ目を残す斜ヘラ磨き、

脚部は縦ヘラ磨き、内面調整は圷部縦ヘラ磨き、脚部に横ヘラ削り、脚

部接地面に横ナデを施す。色調は白味の強い淡褐色、胎土は精選された

土で雲母を含む。圷部の底部内面は厚くほぼ完全に剥落している。人為

的か。『　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　（唐澤）
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図一265　H435号住居跡出土遺物
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H436号住居跡
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．茶褐色土。少量のローム粒。

．茶褐色土。少量のC軽石・ローム粒。

．黒褐色土。少量のC軽石。

．茶褐色土。多量のローム粒。

．黒褐色土。多量のC軽石。ローム粒。

．茶褐色土。多量のC軽石。ローム粒。

．茶褐色土。少量のC軽石。ローム粒。

．黄褐色土。ローム粒主体。C軽石。

．茶褐色土。少量のローム粒。

図一266　H436号住居跡 O 1m

一

　　H436号住居跡（5H－165）　，位置　調査
　　区域の南東、ネ110にある。台地最南端の緩や

　　かな斜面上に位置する。周囲の遺構分布はや

　　や疎らであるが、東にH435号住居跡がある。

伊　形状　北西～南東に長軸を持つ方形（東隅に

　　ピットによる張り出し部を持つ）で、南北2．

　　2m、東西2．22mである。南壁は北壁に比べ、

　　西端が約20cm、酉壁は東壁に比べ、南端が約

　　20cm長い。北東、南東隅は隅丸を呈する。長

　　軸方向はN－12。一E、面積は44．3㎡、壁高は

　　5～10cmである。周溝は存在しない。　床面

　　全体的に軟らかく、中央から東壁下中央部分

　　を除くほぼ全周に貼床が認められる。厚さは

　　不明であるが、幅60cmである。土はC軽石の

　　混入する黒色土である。　ピット　床面に三

　　個（P1、P2ミP3〉東隅に1個（P4）
　　があるが、位置、形状、大きさ等から考えて、

　　柱穴とは認め難い。特にP1～P4の底部は

　　凹凸が激しい。P1とP4はH411号、H416
　　号住居跡の例から貯蔵穴の可能性もある。P

　　2は貼床外の所にあり、P1、P4とは異な

　　る機能を持つと推定される。　炉認められ

　　ない。　遺物　覆土中から土師器甕体部片が

　　出土したが、床面上からの出土はない。　テ

　　フラ　覆土中にニツ岳系の軽石は含まれな

　　い。　　　　　　　　　　　　　　　（鵤木）
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1．茶褐色土。多量のローム粒。

2．黒褐色土。ローム粒。

3．茶褐色土。多量のローム粒。

4．黒褐色土。ローム粒。

5．茶褐色土。多量のローム粒・

6．茶褐色土。ローム粒主体。

7．茶褐色土。ローム粒。

8．黒褐色土。ローム粒。

9．茶褐色土。多量のローム粒。

10．黒褐色土。ローム粒。

％9

H437号住居跡（5H－166）　　位置　調査

区域の南東、ナ106にある。台地の南傾斜の緩

やかな斜面上に位置する。周囲の遺構分布は

疎であるが、東にH420号住居跡、H423号住

居跡がある。　形状　北東～南西に長軸を持

つと思われる台形で、北壁の長さ3．7m（推

定）、南壁4．04m、東壁1．8m、西壁2．5mである。

東壁、西壁はほぼ直線であるが、南壁は両端

の内側約70cmの所から張り出しが始まる。北

壁はカマ掘りによって切られ、不明である。

長軸方向はN－83。一E、面積は9．3㎡前後（推

定）、壁高は3～6cmである。周溝は存在しな

い。南壁中央の張り出しは、幅2．7、奥行0．25

mである。　床面　全体的に軟らかいが、’貼床

の形跡はない。　ピット　床面に5個（P1

～P5）ある。位置、形状等からP1、P2、

P3、P4が柱穴との見方も出来るが｛住居
跡の広がりと、ピットの配列が反対になって

おり、断定はし難い。炉それらしい痕跡
や焼土部分も認められない。　貯蔵穴　南東

隅にある。長円形を呈し、規模は60×38cm、

深さ19cmである。　遺物　床面上の遺物はな

い。　テフラ　第8層を除き、ニツ岳系の軽

石は含まれない。　　　　　　　　　（鵤木）

図一267　H437号住居跡
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H438号住居跡（図版40）
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H438号住居跡（5H－167〉　　位置．ル7

～8にかけて、溝状遺構1の北に接して所在

する。　形状　南北3．8m、東西3．8mの隅丸方

形。西壁は外方に膨む孤をなすが、他の壁は

ほぼ直線である。南壁は北壁より西側に40cm、

西壁は東壁より北側に20cm長い。南北方向N

－14。一E、面積14．2㎡、壁高14～17cmである。

周溝はカマド付近及び南東隅を除き全周す

る。幅12～20cm、深さ5～8cm。　床面　南

壁中央やや西寄りからカマド前にかけて、床

面が固く踏みしめられていた。　カマド　東

壁中央やや南寄り。壁外に構築している。燃

焼部左壁に石材1石が貼りついていた。火床

面は良く焼け込んでいる。全長＝燃焼部長78

cm、袖部内幅54cm、燃焼部先端の壁への掘り

込み角度80。。燃焼部のレベルは、住居床面よ

り6cm程低い。南東隅から南壁にかけての床

面には、灰の散布が認められた。　遺物　遺

物は、いずれも、床面または床面直上で出土

した。小型甕（2）の出土した南壁沿い西寄り

の位置は、灰の散布地と同じ所であり、カマ

ド内の灰と一諸にこの所に廃棄されたものと

も見られる。この場所には、他にも土師器甕

小片が若干散布している。　重複関係　溝状

遺構1と切り合う。覆土から見て、本住居跡

が旧い。　　　　　　　　　．　　　（唐澤）

図一268　H438号住居跡
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図一269　H438号住居跡出土遺物

出土遺物　　土師器　甕（1・2）、1は口縁部が・“く、字状に外反する甕で、口径と胴径がほぽ等しい。口縁部は内外

面横ナデ。底部はヘラ削りで、丸みを残す。2は小型甕で、頸部の立ち上がりが明確化し、頸部と肩部の境に稜をつく

る。調整手法は1と同じ。底部に丸みを残す。　須恵器　圷（3・5・6）、3は内面全体と外面の一部に自然粕がかか

る堅緻な焼成。底部には回転ヘラ切り痕を残す。口縁部内面には直接重ね焼き痕を残す。5は底部に全面回転ヘラ削り

調整を施す。体部下端には1段の回転ヘラ削り調整を加える。やや甘い焼成で、胎土中に細かな白色鉱物を多量に含む。

6は底部回転糸切り後、周辺部回転ヘラ削り調整。体部下端に1段の回転ヘラ削り調整を加える。色調は黄褐色で、甘

い焼成である。　蓋（4〉、口径の小さいリング状のつまみを有する。端部を短かく折る。天井部には回転ヘラ削り調整

を施す。須恵器のロクロの回転方向は5が左、他はすべて右。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）
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H439号住居跡（図版41）
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1．茶褐色土。焼土粒。

2．茶褐色土。焼土粒・炭化物。

3．茶褐色土。ローム粒・焼土粒。

4．茶褐色土。

5．茶褐色土。ロームブロック・焼土粒。

6．茶褐色土。多量のローム粒。

7．赤褐色土。多量の焼土粒。

8．赤褐色土。多量の焼土ブロック。

9．茶褐色土。小量の焼土粒。

10．赤褐色土。多量の焼土粒。

戯

0 1m

一

カマド全景

カマド付近遺物出土状況

図一270　H439号住居跡

　　H439号住居跡（5H－168）　　位置　調査区域やや北寄り、ヲ8にある。台地中央の緩やかな斜面上に位置する。東

　　に接してH440号住居跡がある。　形状　北東～南西に長軸を持つ長方形で、南北4．35m、東西2．46m（北壁）ないし3．

　　54m（張り出しを含む南壁）である。長軸方向はN－7。一E、面積は14．2㎡、壁高は28～56cmである。カマドより南の

　　東壁と南壁東半分を除く壁直下に周溝が存在する。深さ4～31cm、幅13～28cmである。西壁南端とカマド南側の東壁に
の

　　各種施設が付属する。前者は「張り出し」で台形を呈し、規模は180×100cmである。住居構築の際、計画的に設置され

　　たものと思われる。後者は「棚状平坦面」で長方形を呈し、規模は106×41cmである。後者の類例にH273号住居跡があ

　　る。　床面　南壁沿いで周溝のない部分を除き、硬くしまっている。　カマド　東壁南寄りにある。袖石が床面上約10

　　cmの所に設置されている。全長104cm、袖部内幅46cm、燃焼部長64cm、壁への掘り込み角度68．5。、壁外掘り込みは92cmで

　　ある。床面と火床面の差は12cmである。南東隅に散乱する焼石はカマド使用のものと思われる。　遺物　カマド内から

　　土師器甕（3）が、南壁東半部から土師器甕（4・5）、同圷（1）、須恵器圷（7）、同椀（8）、同蓋（6）が出土した。南

　　壁東半部のものは、この付近の石と共に床面から10～18cm浮く。南西隅床面上では砥石（9）が出土した。なお、南壁下中

　　央西寄りの石は、床面についている。　重複関係　53号溝と重複する。堆積土層等より推して本遺構の方が旧い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鵤木）
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図一271　H439号住居跡出土遺物

出土遺物　　土師器　甕（2～5）、『2は黛く。の字状に強く外反する甕で、頸部が締まる。頸部外面には幅のせまい小

口状工具で強い凹線を引く。口縁部内外面に横ナデ、肩部外面ヘラ削り、同内面横ナデ。3・4は頸部に締まりを持た

ずゆるやかに外反する甕で、2・5に比較し薄いつくりである。口縁立ち上がり部外面には指頭痕を残すが、調整法は

2にほぼ同じである。3と4の違いは、3が肩部の削り込みが深いために段差ができるのに対して、4は肩部との境に

浅い凹線をめぐらし、頸部側が一段低くなることである。3の方が古い整形法と言えよう。5は頸部が締まらずわずか

口縁部が外反する甕で、胴部は縦位のヘラ削りである。口縁部や胴部内面の調整は2～4と同じである。5の胎土は粗

い砂量を多量に混ぜるもので、厚い器壁を持つ。　圷（1）、内面体部に粗い放射状暗文、同底部にラセン状の暗文を施

す。器壁の厚い圷で、外面は口縁部を除く全面にヘラ削りを施す。　須恵器　圷（7）、ロクロ整形で、底部に回転ヘラ

切り痕を残す。周辺部には回転ヘラ削りが施されているものとみられる。色調はやや白っぽい灰色で、つくりはていね

いだが、やや甘い焼成である。底部外面にワラ状の細長い痕跡がつく。　椀（8）、付高台。高台はハの字状に開く薄い

つくりで、接着はていねいである。体部下端には2段の回転ヘラ削りを施す。色調は若干褐色味を帯びる灰色で、やや

甘い焼成である。　蓋（6）、径4cm程度のリング状のつまみを持つ。形状は笠形で、天井部に回転ヘラ削りを施す。　鉄

製品（11・12）、11は幅の広い部分の両側が刃になる。鉄鎌か。12は木工具の一種か。太い部分の先を欠損する。　石

製品　砥石（◎・・10）、いずれも流紋岩製。使い込んでいる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）
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H440号住居跡（5H－169）　　位置　調査

区域の北部、ヲ8に所在する。台地の東西位

置の中央付近に当り、微傾斜となっている。

形状　南北5．22m、東西5．56mの隅丸平行四

辺形である。北壁と東壁は外に膨む傾向にあ

るが、南壁と西壁は内に寄る。長軸方向はN

－31。一Eであり、面積は27．7㎡、壁高45～69

cmである。東壁北半分を除き、壁下全体に幅

14～32cm、深さ10～15cmの周溝をめぐらす。

床面　カマド手前に小範囲65×45cmの楕円形

に固く踏み付けられた部分がある。　ピット

床面の4個の断面の形状はいずれも逆載頭円

錘形であり、その規模は、P1、深さ65cm、

P2、深さ62cm、P3、深さ52cm、P4、54
cmである。これらは柱穴と考えられ、中心間

の距離は、P1～P2＝2．3m、P2～P3＝
2．4m、』P3～P4＝2．6m、　P4～P1＝
2．4mである。また南壁にかかって南東隅寄り

にP5（深さ15cm）、カマドの袖部外側にP6

（深さ15cm）がある。　カマド　東壁南寄り

にある。右壁の2石は燃焼部壁石と見られ

る。全長78cm、袖部内幅70cm、燃焼部長76

cm、壁への掘り込み角度50。で、壁外掘り込み

は64cmである。火床面と住居床面は同じ高さ

で、カマド手前の床面上には50×40cmの焼土

及びP3北側に30×30cmの灰が見られる。

　遺物　カマド内及び同左袖部付近の床面か

ら12cm浮いて、土師器甕（13・14・16）、西壁，

及び南壁の壁沿いからは、上から落ち込んで

来た形で、床面から3～18cm浮いて土師器圷

（7、9、10、12）、須恵器圷・椀（24・26～29）等が

出土した。また、南西隅付近には、ほぼ同形

の川原石（長さ10cm前後）が床面上に、一部

は周溝の埋土中床面レベルで、多数出土した。

　　　　　　　　　　　　　　（白石）
図一272　H440号住犀跡
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図一274　H440号住居跡出土遺物（2）

出土遺物　　土師器　圷（1～12・17～22）1は口縁部が大きく外反し、皿形を示す。2～5は体部が丸味を帯び、口唇

部が内湾する己幅の狭い横ナデが口縁部に施される。2及び5は底部ヘラ削りとの中問に、指頭痕を残す。6の口縁部

は丸味を帯び、底部ヘラ削りにより僅かな稜が形成される。7及び9は、口縁部がやや外傾する。10は2及び5同様中

間に指頭痕を残すが、口縁の幅が狭く、やや直に立ち上がる形態を示す。軟質で、器面の荒れが著しい。11は口縁が直

に立ち上がり丸口唇部で僅かに外反する。8は口縁の立ち上がりが直線的で、底部ヘラ削りも鋭い。12は全体的に器肉

が厚い。口縁は直に立ち上がり、口唇部辺で外反する。色調は榿色。軟質で、器面が荒れている。17～22は暗文圷の一

群である。口縁部は内外面横ナデ、底部及び体部外面はヘラ削り、内面全体をヘラ磨きした後に、体部薦射状暗文・庫

部ラセン状暗文を施文する。18・19と比較して、21の暗文線は細い。20は暗文線が明確で、刻み込むよう唱な施文方法で

ある。放射状暗文の上に、ラセン状暗文が施される。18は部分的に放射状暗文の重複がみられ、格子状を形成する。暗

文圷は平底形態を示し～胎土中に微細な雲母片を含む。なお17・・21は軟質で、器面が荒れている。　甕（13・16）、13は

大型甕の破片である。口縁部は受け口状を示す。口縁部は内外面横ナデ、肩部外面は横及び斜ヘラ削り、胴上半部は斜

ヘラ削りされる。内面は頸部辺にヘラ痕を残す。16の口縁部は、くの字状に大きく開き、内外面横ナデ、肩部外面は横

ヘラ削りされる。　短頸壷（14）、口縁部の形態は、外面に粘土紐接合痕を残し、口唇部が内傾して丸味を帯びる。胴上

半部が張り出して、最大径を示す。口縁部は内外面横ナデ、胴部外面は横及び斜ヘラ削り、内面はナデが施され、平滑

である。砂粒や微細な雲母片を多量に含み、軟質である。　鉢（15）、器形は鉢形であるが、胎土中に多量の砂粒を含み、

又外面に煤の付着がみられるなど、煮沸用具としての可能性が強い。整形技法は甕と同様である。　　　　　　（中束）
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図一275　H440号住居跡出土遺物，（3）

出土遺物　　須恵器　蓋（23）、右回転ロクロ使用。切り

離し技法不明。天井部中央につまみ部を貼付。つまみ部

調整。つまみ部は、中央が緩やかな凹状を示す。つまみ

部周辺には回転ヘラ削りが施される。やや扁平な器形と

なる。色調は青灰色。微細な黒色鉱物を多量に含有し、

内面には気泡が認められる。焼成は良好である。　圷

（24～28）、24は右回転ロクロ使用。底部内面はロクロ目

を顕著に残す。底部ヘラ切り後、底部の一部及び周辺部

に手持ちヘラ削りが加えられる。ヘラ削りにより、底部，

周辺には丸味が生じ、緩やかに外反する口縁部へと続く

形状を示す。色調は淡灰色。礫や砂粒を少量含み、焼成

は良好である。25は右回転ロクロ使用。体部が直線的に

外傾する。底部内面にロクロ目を残し、体部内外面はナ

デが施される。底部回転ヘラ切り後、底部全面及び周辺

部に手持ちヘラ削りを施す。ヘラ削りにより、底部から

体部への移行位置には稜が形成され、端正な作りとなる。

色調は淡い暗灰色。礫や砂粒を少量含み、焼成は良好で

ある。26は右回転ロクロ使用。体部が直線的に外傾する。

底部切り離し技法不明。底部及び周辺部全面ヘラ調整か。

素地は灰白色、底部外面から口縁部にかけて、浅黄緑色

の自然粕がかかる。微細な黒色粒を多量に含み、焼成は

良好である。27はロクロ回転方向不明。底部切り離し技

法不明。26同様、底部及び周辺部全面ヘラ調整か。色調

は灰白色。白色粒や砂粒を少量含み、燐成は良好である、。

28はロクロ回転方向不明。底部切り離し技法不明。全面

ヘラ調整か。中央に浅い溝あり。色調は暗青灰色。黒色

鉱物の溶解を認める。　塊（29）、右回転ロクロ使用。体

部がやや丸味を帯びて外傾する。体部内外面にナデが施

される。底部は回転ヘラ切りか。体部下端ヘラ調整後、

高台部貼付。高台部周辺ナデ調整。高台は細身で、外側

に大きく張り出す。色調は淡い明緑灰色。黒色粒及び砂『

粒を少量含み、焼成は良好である。　　　　　（中束）
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一図一276　H441号住居跡

H441号住居跡（5H－170）　　位置　調査区域のほぼ中央、ワ3

に所在する。本台地上では、最北端の石田川期の住居跡の一つであ

る。周囲には住居跡の分布がほとんどなく、南にH476号住居跡が隣

接しているだけである。　形状　南北2．2m、東西2．4mの隅丸長方形

で非常に小規模な住居である。壁は北壁と西壁が外側に膨む孤を描

くが、東壁はやや内側に反り、南壁はほぼ直線的だが西側で内に寄っ

ている。長軸方向N－92。一E、面積5．1㎡、壁高7～13cmで北壁側が

やや高い。周溝は認められなかった。　床面床面は特に固い所は

見受けられず、全体に軟らかかった。XI層を床面としており、貼床

1ま認められなかった。　ピット　住居中央やや南西寄りに、小ピッ

ト1が検出された。径25cm前後、深さ18cm。その性格は不明である。

炉住居中央北西寄りに、床面の焼土化した範囲が認められた。東’

西にやや細長い円形で、表面は軟らかく、焼けもそれほと強いもの

ではなかった。地床炉と見られるσ焼土化した範囲は東西46cm×南

北38cmで、表面の高さは周囲の床面と同じである。　貯蔵穴　南東

隅の円形ピットが貯蔵穴と見られる。47×44cm、深さ28cm。　遺物

覆土中から土師器甕・同圷片・鉄製品（不明）・砥石・鉄津等が出土

したが、床面または同直上付近か，らの出土は見られなかった。　そ

の他　覆土中に榛名山ニツ岳の軽石をまったく含まない。　（唐澤）．
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一

蕪鵡

紮y

・＿蕾舗響　　　　　　　　　　　　　H442号住居跡（5H－171）　　位置　調査区やや北寄り、ワ9にある。
璽．、誌戴叢護灘欝台地上の緩やかな斜面上に位置する・周囲の遺構分布は密で西に接し

　　　　　　　　　　　　　　　難てH295号住居跡がある。　形状　東北～南西に長軸を持つ隅丸長方形
　　　　　駝』F鰯　議警禦　　謬蒙1で＼南北5．8m、東西4．71mである。全体にやや膨らみを持った住居であ

　　　　　　　　　　　　　　　　る。長軸方向はN－22。一E、面積は25㎡、壁高は35～84cmである。カマ

　　　　　　　　　　　　　　　　ド付近を除く壁直下すべてに周溝を巡らす。深さ4～24cm、幅7～24cm

　　　　　　　　　　　　　　　　である。カマドとP1の間の床面が円形（径約lm）に硬く踏み固められ
　懸麟覇鱒’灘謡1麟譲灘蝋“　　螺一墜ている。他の床面とほぼ同じ高さである。　ピット　床面に6個（P1

住居跡全景

カマド全景

　　　　　　　　　　　　　　　　　性格等については不明であ
る。　カマド　東壁南寄りにある。石材使用により構築されたものと思

われ、煙道部左右の壁、右袖部に石（袖の芯にしたと思われる）が確認

された。全長96cm、袖部内幅60cm、燃焼部長43cm、壁への掘り込み角度

74。（燃焼部）、39。（煙道部）、壁外掘り込み68cmである。床面と火床面の

差は最大16cmである。　貯蔵穴　南東隅にあり、円形。規模は39×38cm、

深さ9cmである。　遺物　南東隅、貯蔵穴付近の床面から土師器小型甕

（2）、同圷（1）、須恵器圷（6、7、9）が出土した。西壁南側の床面より

須恵器圷（8）、須恵器椀（10）が出土した。P2付近からは土師器甕（4）

が、中央部北寄りの床面から土師器甕（5）、北壁直下の床面からは須恵

器短頸壷（13）が出土した。又、覆土中からは羽口片、鉄津が出土して

いる。　重複関係　54号溝と重複する。覆土層から判断して本遺構が旧

いと思われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鵤木）
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図一278　H442号住居跡出土遺物

出土遺物　　土師器　甕（2～5）、2は小型甕。肩部と口縁部の境に浅い凹線を引く。口縁部外面は指押え後、軽い横

ナデを施す。3は頸部の締まりの強い黙ーく。の字状の口縁部を持つ甕である。肩部の削り込みで、所々に口縁部との境

に段差ができる。口縁部は指ナデで、外面に指頭痕を残す。胴部内面は横ヘラナデ。4・5は頸部の立ち上がりが明確

化しつつある甕である。調整手法は3と同じである。5の内面には焼土が付着する。　圷（1）、丸底の圷だが、宰底化

の傾向にある。体部外面上端及び同内面横ナデ、底部内面は指押え、同外面ヘラ削り、体部外面下半に指押えを施す。・

須恵器　圷（6～9・14〉、いずれもロクロ成形。6は底部回転ヘラ切り後、周辺部に回転ヘラ削り調整を加える。体部

内外面のロクロ痕を消す。7は底部全面に回転ヘラ削り調整を施す。切り離し技法は不明。8は青灰色の固く焼き締っ

た圷で、底部周辺に「×」のヘラ記号を刻す。底部の切り離しは回転糸切りで、底部周辺及び体部下端に手持ヘラ削り

を施す。9は底部のみ残存する圷で、回転糸切り後、周辺部に回転ヘラ削り調整を施す。14の切り離し技法は回転糸切、

りだが、その後ヘラによる軽いナデつけがみられる。これがヘラ削りかどうかは不明である。以上のロクロの回転方向

は8が右で、他は左方向である。7と9は胎土中に白色の細砂粒を多量に含み、色調、焼き上がり等の点で共通する。

椀（10～12）、付高台。10・12の高台はハ字状に開く細長い高台で、取りつけはていねいである。体部内外面の調整はヘ

ラ状工具によるロクロナデである。11は、高台が三角形状になり、開きも少ない。体部内面と同外面下端にヘラ状工具

によるロクロナデ。11・12の胎土中には多量の黒色粒子を含む点で共通する。　小型壷（13）、底部外面及び胴部下半に

手持ヘラ削り。底部内面と胴部外面に自然粕がかかる。非常に堅緻な焼成。　　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）
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H443号住居跡（図版42）
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＠ 　P31
）

A155．80m

匝

．巡

1．黒褐色土。ローム粒

2．黄褐色土。・一ムブ・ック

3．黒褐色土。ローム粒。

4．黒褐色土。ローム粒。

5．茶褐色土。多量のローム粒。

6．茶褐色土。多量のローム粒。

7．茶褐色土。多量のローム粒。

0 1m
図一279H443号住居跡 一

H443号住居跡（5H－172）　　位置　調査

区域北寄りの、ワ9にある。台地の緩やかな

南傾斜の斜面上に位置する。東に接して50号

溝がある。　形状　南北に長軸を持つ隅丸長

方形で、南北3．26m、東西2．26mである。東・

西壁は直線であるが、北・南壁はやや外へ膨

らむ傾向を持つ。長軸方向はN－14。一E、面

積は7㎡、壁高は16～36cmである。西壁及び

南壁東半分に周溝を巡らす。深さ10cm、幅

10～12cmである。　ピット　床面に5個（P

1～P5）ある。位置、形状、大きさ等から

推して、P1、P2、P3、P4（形状は他
の3つと異なるが）が柱穴と考えられ．る。　カ

マド　東壁南寄りにある。袖部も消失してい

る。全長606m、袖部内幅37cm、燃焼部長50cm、

壁への掘り込み角度77。、壁外掘り込みは56cm

である。床面と住居の火床面との差は一7cm

である。　貯蔵穴　位置からしてP3が考え

られるが、同ピットは柱穴の可能性が大きい。

遺物　カマド内、及びカマド手前付近から、

床面から3～9cm浮いて土師器甕（1、2、

4）、土師器椀（6～8）が出土した。　重複

関係　H454号住居跡と東壁側で重複する。カ

マドがH454号住の中に構築されていること

から、本遺構が新しいと考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　（鵤木）
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図一280　H443号住居跡出土遺物

4

＼

0

8（カ）

ぞ一一w＾・ワ

10cm

出土遺物　　土師器　甕（1～4）、1・2・4はコの字状口縁磨の範疇に入るものだが、典型的なものに比較すると、

形態的には肩部と頸部の境が不明瞭になり、胴部が丸みを持ち、頸部が内傾する等の特色がある。器壁も厚くなる。調

整は口縁部内外面に横ナデ、胴部外面ヘラ削り、同内面はハケ目状の痕跡を残す横ヘラナデ（小口状の道具か）を施す。

3は大甕で、肩部の削り込みが深く、頸部との境に段差ができる。口縁部内面横ナデ、胴部内面は横ヘラナデ。　圷（5〉、
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底部に丸みを残す圷で、口縁部は内轡する。　須恵器　椀（6）、付高台。高台は底部と体部の境に接着する。台形の低

い高台で、接地面は平坦。口縁端部は肥厚し、外反する。　土師質須恵器　圷（7）、暗黒褐色の圷で厚い器壁を持つ。

調整手法は、口縁部と体部内面に横または斜ヘラナデ、底部内面にヘラ押え、胴部外面に凹凸の激しい雑な指押えとナ

デつけ、底部は簡単なヘラ削りである。　椀（8）、付高台。淡明褐色。口縁部と体部内面に横ヘラナデ、底部内面に指

押え、胴部外面に細かいヘラ削り、高台はヘラによる横ナデ。

蒙

H444号住居跡（図版42・43）
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（唐澤）

、1．茶褐色土。

2．茶褐色土。ロームブロック。

3．茶褐色土。

4．茶褐色土。焼土粒。

5．茶褐色土。焼土粒。

6．赤褐色土。多量の焼土粒。

7．茶褐色土。焼土粒。

8．茶褐色土。焼土粒・ローム粒。

9．茶褐色土。

10．茶褐色土。ローム粒。

11．茶褐色土。ローム粒。

12．茶褐色土。ローム粒。

13．茶褐色土。

14．茶褐色土。多量のローム粒。

15．茶褐色土。多量のローム粒。

H444号住居跡（5H－173）　位置　調
査区域北寄りの、ヲ9にある。台地の南

向きの緩やかな斜面上に位置する。北東

に接してH445号住居跡がある。’形状

北東～南西に長軸を持つ隅丸台形で、南

北5．35m、東西3．64mである。長軸方向は

N－330－E、面積は18．5㎡、壁高は
63～79cmである。カマド付近から南東隅

を除き、周溝を巡らす。深さ6～9cm、

幅10～36cmである。カマドから南の東壁

に棚状の平担面（1．9×59cm）が付属する。

カマドと貯蔵穴の間は踏み固めてある。』

ピット　床面に1個（P1）あるが、性
格は不明である。　カマド　東壁南寄り

にある。全長138cm、袖部内幅78cm、燃焼

部長43cm、壁への掘り込み角度49。、壁外

掘り込みは138cmである。床面と火床面と

の差は一24cmである。　貯蔵穴　南東隅、

円形で規模は40×40cm、深さ22cmである。

遺物　カマド左手から土師器甕（1）、同

圷（2）、須恵器蓋（3）が、床面から5～17

cm浮いて出土した。　重複関係P171号建

物跡が本遺構と重なる。両者の新旧関係

は不明である。　　　　　　　　（鵤木）

図一281　H444号住居跡

ζ

0　　　　　1m

一
出土遺物　　土師器　甕（1）、口縁部辺から肩部にかけて、ハの字形に開く形

態を示す。砂粒を含み、軟質である。肩部外面のヘラ削りが認められる。　圷

（2）、底部は平底状、口縁部は若干内傾する形態を示す。底部外面はヘラ削り、

口縁部は内外面横ナデ、体部には指頭圧が加えられる。色調は暗赤褐色。　須

恵器　蓋（3）、右回転ロクロ使用。端部は丸味を帯びる。天井部中央に小さな

凸状のつまみを貼り付け、周辺部にはヘラ調整が加えられる。礫を多量に含

み、内外面暗青灰色。内面に重ね焼きの痕をみる。器形に歪みあり。圷（4）、

ロクロ回転方向不明。口唇部は外反する。底部切り離しは糸切りによる。あ

げ底状を示す。内面は平滑。礫を含み、色調は緑灰色。　　　　　　（中束）
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図｝282　H444号住居跡出土遺物
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H445号住居跡
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図一283　H445号住居跡
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H445号住居跡（5H－174）　　位置　調査区域北寄りの、ヲ9にある。

台地中央やや北寄りの緩やかな斜面上に立置する。南西にH444号住居跡

がある。　形状　北東～南西に長軸を持つ長方形で、南北3．32m、東西2．

76mである。長軸方向はN－29。一E、面積は9．4㎡、壁高は6～27cmであ

る。東壁北半、北・西壁の一部に周溝が残存する。深さ2cm、幅6～12

cmである。南壁東側に張り出しがある。台形で、規模は103×32cmである。

ピット　床面に6個（P1～P6）ある。位置、形状等から推して、P

2～6が柱穴と思われる。P1は出入口施設に関連するピットと考えら

れる。　カマド　東壁南寄りにある。袖石を抜いたと見られる深さ10cm

のピットが左右袖付近にある。全長76cm、袖部内幅70cm、燃焼部長56cm、

壁への掘り込み角度38。、壁外掘り込みは76cmである。住居床面と火床面

はほぽ同じレベルである。　貯蔵穴　南東隅にある。円形を呈し、規模

は54×48cm、深さは16cmである。　遺物　3は床面から0～11cm浮いて、

4は床面で出土したが、本住居跡につくものとは考えにくい。　（鵤木）

　　　出土遺物　　土師器　圷（1～4）、いずれも器壁は薄く、体部にゆるや

　　　かなくねりが認められるが、底部の平底化したもの（2・4）と若干丸

　　　みを残すもの（1・3）の2種類がある。調整手法はいずれも1同じで、

　　　体部外面上半と同内面に横ナデ、体部外面下半に指押え、底部内面に指

　　　押えまたは指によるナデ、同外面にヘラ削りを施す。口縁部先端は尖ら

　　　す。1の底部外面には墨書を認めるが、墨痕が薄いため字形の読み取り

　　　は十分でない。　須恵器　椀（5）、付高台。ハの字状に開く細長い高台

　　　を付す。接着はていねいである。色調は白みがかった灰色で、堅緻な焼

10。．　　成である。内外全面に非常に細かい気泡状の穴がある。底部には回転糸

　　　切り痕（右回転）。　鉄製品刀子（7）、棟方に関。　　　　　（唐澤）

図一284　H445号住居跡出土遺物
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H446号住居跡
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H446号住居跡（5H－175）　　位置　調査区域北

寄りの、ヲ9にある。台地の緩やかな南傾斜の斜

面上に位置する。　形状　北東～南西に長軸を持つ

隅丸台形で、南北4．14m、東西2．86mである。北壁は

18号井戸によって切られている。長軸方向はN
－18。一E、面積は11．4㎡、壁高は1～17cmである。

周溝は存在しない。　ピット　床面に6個（P1～P

6）あるが、柱穴と認定できるものは不明である。

ただ、P6はカマド右袖に接する位置にあって、焼

土に覆われており、「灰かき穴」と考えられる。規模

は44×42cm、深さ10cm前後である。　カマド　東壁

南寄りにある。全長52cm、袖部内幅28cm、燃焼部長

28cm、燃焼部長35cm前後、壁への掘り込み角度55。、

壁外掘り込みは44cm（右壁）、52cm（左壁）である。

床面と火床面の差は11cmである。　貯蔵穴　南東隅

にある。長円形で、規模は66×41cm、深さ19cmであ

る。　遺物　貯蔵穴内覆土中より須恵器圷（2・3）

同椀（1〉が出土した。　重複関係　18号井戸に切られ

る。　　　　　　　　　　　　　　　（鵤木）

図一286　H446号住居跡出土遺物

出土遺物　　須恵器　圷（2・3）、2は右回転ロクロ成形。体部は緩やかに外傾する。底部切り離し後、底部全面ヘラ調

整。体部下端にもヘラ調整が及ぶ。底部の作りは厚く、全体的に重量感のある形態を示す。色調は淡い青灰色、体部外

面は灰白色。礫や砂粒を含むが、焼きしまり良好。内面に少量の鉄分が付着する。3はロクロ回転方向不明。底部切り

離しは回転糸切りによる。底部はあげ底状となる。器面に褐色の気泡痕が多数認められる。内面に線刻「井」あり。　椀

（1）、右回転ロクロ成形。底部切り離し後、高台部貼り付け。高台は厚味を帯びて、張り出す。更に底部全面及び外面調

整。色調は青灰色。黒色鉱物や砂粒を含み、軟質。内面の底部に認められる墨書は、「蒔」であろうか。　　　（中束）
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H447号住居跡
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1．黒褐色土。

2．黒褐色土。ローム粒。

3．茶褐色土。ローム粒・焼土粒。

4．茶褐色土。ローム粒・焼土粒。

5．黒褐色土。ローム粒。

8．黒褐色土。ローム粒。

8．黒褐色土。・ローム粒。

9。茶褐色土。多量のローム粒。

カマド内甕（遺物2・3）出土状況

図一287　H447号住居跡
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H447号住居跡（5H－176）　　位置　調査区域北部、ワ10にあ

る。台地北寄りの緩やかな斜面上に位置する。東に接して50号溝

が走っている。　形状　北西～南東に長軸を持つ隅丸の不整方形

で、南北2．17m、東西2．75mである。全体的に膨らみを持った形で

ある。長軸方向はN－102。一E、面積は5．5㎡、壁高は21～38cmで

ある。周溝は存在しない。　床面　凹凸が激しく、荒れており、

椀底状の形を呈する。　ピット　床面に4個（P1～P4）ある
が、位置、形状等から推して、柱穴とは考えにくい。ピットの性

格、機能等については不明である。　カマド　東壁南寄りにある。

左袖部に袖石に使用したと見られる石が残存する。覆土中より焼

土や土器が出土し、使用されていたことは確実と思われる。全長

62cm、袖部内幅60cm前後、燃焼部長50cm前後、壁への掘り込み角

度49。（水平面から）、壁外の掘り込みは、カマドを中心にして右か

ら44cm、左から62cmである。住居床面と火床面は、床面の認定が

難しいが、ほぼ同じと考えられる。　遺物　カマド内より土師器

長胴甕の一部（2、3）が出土した。　　　　　　　　　（鵤木）

図一288　H447号住居跡出土遺物

出土遺物　　須恵器　蓋（1）、右回転ロクロ使用。内面にかえりを

もつ。切り離し技法不明。天井部中央に、円形の扁平なつまみを

貼付。つまみ部調整。つまみ部周辺回転ヘラ削りを施す。色調は

淡青灰色。礫や黒色粒を含む。つまみ部に朱が付着する。　土師

器甕（2・3）、同一個体と思われる。器壁が厚く、長胴甕の形態

を示す。口唇部外面に粘土紐接合痕を認める。口縁部は内外面横

ナデ、頸部から胴部外面にかけて縦ヘラ削り、内面はナデが施さ

れる。色調は黄褐色。砂粒を多量に含み、軟質である。胴部外面

は煤が付着し、火熱によるものか、器面が荒れている。　（中束）
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H448号住居跡（5H－177）　　位置　本台

地の調査区域の中央付近で、台地西端寄りの

リ3に所在する。本住居跡は、南北溝47・56

号と東西溝60号に挾まれており、カマドを持

つ住居跡としては、最南端にあるものの一つ

である。　形状　南北4m、東西3．35mの南北

に長軸を取る隅丸台形の住居跡である。壁は

南壁が外側に膨む孤を描くが、他はほぼ直線

をなす。北東隅と北西隅は、気持張り出し状

になっている。長軸方向N－17。一E、面積11．

・8㎡、壁高17～28cmで北壁側がやや高い。周溝

は認められなかった。・、床面踏みしめられ

て固くなっている所は、特に認められなかっ

た。床面の平面観察によると、XI層を床面と

しており、貼床は認められなかった。　ピッ

ト　住居跡四隅にピットが認められた。深さ

は北東隅のP2が28cmとやや深いが、他は9

～14cmである。南東隅のP4は貯蔵穴とも見

られるが、四隅のピットから考えて柱穴と見

るのが妥当であろう。柱穴問の距離は、東西

方向P1～P2＝2．4m、P3～P4＝・212m、

南北方向P1～P4＝3．2m、P2～P3＝3
mで、台形ぎみの矩形に配置されている。　カ

マド　東壁中央南寄りに、壁外に構築してい

る。右袖部は地山を掘り残して、左袖に前端・

をそろえている。全長78cm、壁外掘り込みは

右壁60cm、左壁76cm、燃焼部長52cm、袖部内、

幅46cm、燃焼部先端の壁への掘り込み角度

31。。火床面は先端部に向かって低ぐなり、そ

こで住居床面より一6cmである。遺物　カマ

ド前の床面上で土師器甕（1）が細片で出土し

た。　テフラ　覆土中1層上面に、B軽石の

純層がわずか残存した。　　『　　　（唐澤）

住居跡全体

1．黒色土。

2．黒色土。

3．暗褐色土。ローム粒。

4．黒褐色土。ローム粒。

5．暗赤褐色土。焼土粒・炭化物。

6．暗赤褐色土。比較的多量の炭化物。

7．黒褐色土。p一ム粒・焼土粒・炭化物。

8．黒褐色土。ローム粒。

図一289　H448号住居跡 ］m

出土遺物　　土師器　甕（1）、いわゆるコの字状口縁甕で、頸部の立ち

上がりは明確である。口唇部外面は平坦で、先端を尖り気味に仕上げる。

胴部は丸く張った肩から直線気味に底部まで続く。全体に整った形状を

示す。調整手法は口縁部に指頭痕を残す横ナデ、頸部と肩部及び口縁外

反部との境には浅い凹線、胴部外面は肩部で横ヘラ削り、それ以下では

斜ヘラ削り、同内面はヘラナデで、底部付近にはハケ目状のヘラナデ痕、

底部外面はヘラ削りを施す。胴部外面の底部付近ヘラ削り個所では、ヘ

ラ削り時にできる稜線を顕著に残す。色調は肌色に近い淡褐色で、胎土

中に若干の小石と粗い砂粒を混ぜる。胴部外面には煤が、同内面には黒

色炭化物が付着する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）

0

1

10cm

図一290　H448号住居跡出土遺物
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H449号住居跡（巻頭図版5）
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講
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住居跡全体

1．黒色土。

2．黒色土。F・Aを混ぜる。

3．黒色土。

4．黒色土。ローム粒。

5．黒色土。ローム粒。

6．暗褐色土。多量のローム粒。

7．暗褐色土。やや多量のローム粒。

Pl
　　　　　　　　　　　　　　　b150．50m1．黒褐色土。ロ、一ム粒。

2．黒褐色土。ローム粒。

2二，2に比べしまりが弱い。

3．黒褐色土6ロームブロック。

P2
1．黒褐色土。ローム粒。

2．暗褐色土。ロームブロック。

3．暗褐色土。ローム粒主体。

4．黒褐色土。ローム粒。

　　　　　　　図一291　H449号住居跡
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図一292　H449号住居跡出土遺物

H449号住居跡（5H－178）　　位置　リ3。

H448号住居跡の南西4mの所に隣接する。石

田川期の住居跡としては、本台地では、分布

の最北端に位置する。　形状　南北3二5m、東

西4．1mの隅丸長方形。壁は四壁とも外側に膨

む孤を描くが、西壁はやや直線化傾向が強い。

長軸方向N－134。一E、面積12．9㎡、壁高70cm

前後で概して深い。周溝は認められなかった。

床面　広範囲にわたって、固く踏みしめられ

ている。西壁沿いには広く踏みしめられてな

い部分がある6炉床面上で焼土化した所

は認められなかったが、住居中央西寄りの床

面に焼石が散乱していること、同所の北側に

接して、床面の軟らかい部分が、固く踏みし

められた範囲内に入り込んでいることから見

て、この入り込んだ地点＝住居中央北寄りの

所に、地床炉を想定することができる。　貯

蔵穴　南東隅と南西隅の2ヶ所で確認され
た。前者は下端が長円形をなし、規模は66×

50cm、深さ51cm、後者は長軸を西壁に合わせ

た南北に細長い隅丸長方形で、規模は92×56

cm、深さ39cmである。　遺物　住居中央西寄

りの焼石と一諸に平底甕（1、P2）、北壁沿いで

台付甕脚部（3）、南西隅貯蔵穴の西側から高

圷脚部（4〉等が出土した。いづれも床面から

3～10cm浮く。　テフラ　覆土中にF・A純

層。　　　　　　　　　　　　（唐澤）

、出土遺物　　土師器　甕（1～3）、1は単口

縁の平底甕で、ほぼ完形で遺存した。外面調

整は、口縁部で指頭痕を残すヘラ削り状の粗

い縦または斜のヘラナデ、胴部は全面縦ヘラ

削りで、下半に斜の粗いヘラ磨きを重ねる。

内面調整は、口縁部で指頭痕を残す横ヘラ削

り、胴部内面は強いヘラナデで、上位と下位

には横、中位には斜または縦に施す。底部外

面はヘラ削り後ヘラ磨きを加える。全体の調　　轟

整は非常に雑で、形状の歪み、器壁の凹凸等

が激しい。2は1に比べ肩の張りの少ない甕

で、底部を欠失する。1伺様つくりは非常に

雑である。外面調整は口縁部上半に指押え、

下半から胴部全体に縦ヘラ削り、内面調整は

口縁部にヘラによる横の強いナデつけ、胴部

は全面横ヘラナデで、下半に粗いヘラ磨きを

重ねる。1・2の胴部外面には煤が付着する。

3は台付甕の台部で、端部に折り返しを持つ。

外面のハケ目を斜ヘラナデで帯状にすり消

す。内面は指ナデである。つくりはやや雑で

あるも　高圷（4）、脚部のみ残存する。柱部

に若干エンタシス状の膨みを持つ。外面調整

・は縦ヘラ磨き、内面調整は指ナデによる。裾

部に黒斑が見られる。1～4は淡褐色あるい
♂
は
白
味 の強い淡褐色で、胎土中に雲母や粗砂

を混ぜる。　　　　　　　　　　　（唐澤）
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H450号住居跡
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住居跡全体

1．漆黒色土（F・A降下前）

2．黒褐色土。ローム粒。

3．暗褐色土。ローム粒。

4．暗褐色土。

5．黒色土。暗褐色ブロック。

6．暗褐色土。多量のローム粒。

　　　．旦

懸
貯蔵穴

1．黒褐色土。若干のローム粒。

砺

　　　　　’a　150．30m　　　　a

　　　　　貼床
　　1　　％

貯蔵穴

0 1m
図一293　H450号住居跡 一

H450号住居跡（5H－179）　　位置　1号

墳の北東約8mの、ヌ2に所在する。すぐ北に

は、同じ石田川期のH458号住居跡が隣接して

いる。　形状　南北3．1m、東西3．75mの隅丸

長方形を呈す。壁はほぼ直線をなしているが、

南壁の西端の貯蔵穴部分で、やや張り出しぎ

みの孤を描く。長軸方向N－103。一E、面積

11．3㎡、壁高11～27cmで北壁側がやや高い。

周溝は検出されなかった。　床面　貼床は、

貯蔵穴の東側壁面に厚さ12cmで認められた。

他の例から見て、住居中央部を囲む周溝状の

掘り形に貼床を施したものと推定される。床

面で、踏みしめられて固い部分は認められな

かった。炉北壁西寄りに近接して、床面
に2ヶ所焼けている所が認められた。焼土の

表面は軟らかく、焼けもあまり強くないもの

であったが、すぐ西側の壁下から焼石が出土

しており、焼失住居でもないことから判断す

ればぐ本住居に伴う地床炉と見るのが妥当で

ある。焼石は偏平な石で、表面が非常に磨滅

していた。　貯蔵穴　南西隅。2段に掘削さ

れている。上段は下端が隅丸長方形と推定さ

れ、規模は70×68cm、深さ16～20cmである。

下段は上段の北東壁に寄せて、規模39×25cm、

深さ20cmの不整形に掘り下げている。　遺物

住居跡北東隅の、床面または床面直上から、

長頸壷頸部（1）、高圷圷部（2）等の小片が出

土した。　その他　覆土中には、榛名山の一

峯ニツ岳墳出にかかる軽石はまったく認めら

れなかった。軽石は、浅問山噴出にかかるC

軽石のみであった。　　　　　　　（唐澤）

H450号住居跡遺物出土状況

出土遺物　　土師器　壷（1）、直線的に開く

口縁部を持つ長頸壷で、肩部以下を欠失する。

口縁部の調整は内外面共に曲線的に施された

やや斜めのヘラ磨きで、口縁端部付近には横

ナデ痕を残す。若干残存した肩部には外面に

縦ヘラナデ後縦ヘラ磨き、内面に指押えを施

す。ヘラミガキは粗い。色調は暗い淡茶褐色。

高圷（2）、圷部のみ残存する。圷部は内轡し

ながら立ち上がるが、底部外縁に稜を持つ。

調整は内外面に縦のヘラ磨きを密に施し、口

縁部先端には横ナデ痕を残す。色調は明るい

淡褐色で、ていねいなつくりである。1・2

共に堅緻な焼成で、胎土中に雲母や石英を含

む。　　　　　　　　　　　　　（唐澤）

0 10cm

図一294　H450号住居跡出土遺物
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　　　　　　　　　図一295　H451号住居跡

H451号住居跡（5H－180）　　位置　ム107。北東に隣接して2号墳が所在する。　形状　南北3．4m、東西3．7mの隅

丸長方形。長軸方向N－64。一E、面積11．9㎡、壁高18～43cm（西壁側）。南東隅を除き周溝がめぐる。　床面特に固

い所も、貼床もない。　ピット　住居中央（P2）及び北東隅付近（P1）。深さ、P1、15cm、P2、12cm。いづれも

性格不明。炉特に見受けられないが、P2の西側に焼け石1を含む石2石が、床面直上から出土しているので、こ

の辺に地床炉を想定することもできる。　貯蔵穴　南東隅。下端で整った長方形を呈す。規模は48×44cm、深さ18cm。

貯蔵穴には、細長い割れ石が9個敷きつめられ、その一端にかかるようにやや大ぶりな自然石が置かれていた。割れ石

のうち2個は焼石であった。　遺物　P2周辺で、床面から3～8cm浮いた状態で土師器高圷等が出土した。　（唐澤）
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6

4

　　　　　　　　　　　　　0図一296　H451号住居跡出土遺物
10cm

出土遺物　　土師器　壷（3）、球形の胴部を

持つ小型壷。口縁部を欠失する。外面調整は

肩部に斜ハケ目、1ケ所それに重ねて斜の櫛

描、肩より下は縦ヘラナデ、内面調整は頸部

付近に斜櫛描文、胴部は底部中央に向かう放

射状の縦ヘラナデ。底部外面ヘラナデ。胴部

外面に煤が付着する。　甕（2）、胴部下位か

ら底部にかけて残存。外面は縦ヘラ磨き、内

面は斜ヘラ磨き。底部外面はヘラ削り後粗い

ハケ目。調整は全体に雑である。　甑（1）、

単孔。口縁部器壁は厚めにつくり、その外面

には粗い斜ハケ目を施し、他と区別する。口

縁部を除く外面調整は縦または斜ヘラナデ、

内面下半には横ヘラナデを施す。底部外面ヘ

ラ削り。褐色で焼成良好。　高圷（4・5）、

両者共赤彩を施す。5は圷部外面に弱い稜、

柱部の短かい脚部を持つ。外面調整は圷部側

面に斜、底部に横、脚部に縦のヘラ磨きを施

す。圷部内面は厚く著しい剥落があるが、ヘ

ラ磨きと見られる。脚部内面は上半が横ヘラ

削り、下半は櫛描状の横ハケ目を残す。5は圷

部底面に広い平坦面、圷部外面に稜、エンタ
　　　　　ヤ　　ヤシス状に膨む脚部を持つ形状と推定される。

柱部内面には絞り目が見られる。圷部内外面

と脚部外面ヘラ磨き。　その他（6）輝石安山

岩。転石。　　　　　　　　　　　　（唐澤）
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H452号住居跡
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1．黒褐色土。ニツ岳系の軽石なし。

2．暗褐色土。比較的多量の白一ム粒。

0 1m
図一297　H452号住居跡 一

H452号住居跡（5H－181）　位置　ム108。

本台地における調査区域の南端で、H451号住

居跡とともに、東側谷地に面する崖に近い所

に位置している。西に隣接して4号墳がある。

本住居跡の南側は、生活道路に一部がかかる

ため未調査である。　形状　遺構の大部分が

削平されていたため、北壁全部と東西壁の一

部が確認されただけで、全体の形状を知りう

る資料を把握するにいたらなかった。焼け石

等の散布状況から見て、南北3．6m以上、東西

　4mであるが、形をいま一つ明確にできない

ため、規模は不明と言わざるを得ない。北壁

の走向はN－103。一E、’面積は少なくとも15

㎡以上はあるものと見られる。北壁から西壁

一にかけて幅8～13cm、深さ3～7cmの周溝を

　めぐらす。　床面　全体に軟らかく、貼床は

認められない。　ピット　3個認められたが、

北壁沿いのP1は、39cmの深さを持つが、P

　2・P3の深さは5ないし11cmである。炉
北西隅寄りに、南北に細長い焼土範囲が検出

　された。表面は赤榿色に固く焼け込んでおり、

地床炉と見られる。調査時点で表面の一部は

　すでに削平されていた。　遺物　北西隅付近

　の床面から、石田川期の甕もしくは壷の小片

が1個出土したのみで、他は縄文式土器の小

片であった。　　　　　　　　　　（唐澤）

H453号住居跡（図版43）
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形

1．茶褐色土。ローム粒。

2．茶褐色土。ロームブロック。

3．茶褐色土。多量のローム粒。

4．茶褐色土。ローム粒。

5．茶褐色土。多量のローム粒。

6．茶褐色土。ローム粒・焼土粒。

7．茶褐色土。多量の焼土粒。ローム粒。

図一298　H453号住居跡 0　　　　1m

一

H453号住居跡（5H－182）．　位置　調査
区域の北部、ヲ8にある。台地の緩やかな斜

面上に位置する。遺構の分布が密の所で、西

に接してH440住居跡がある。　形状　北東

～南西に長軸を持つ隅丸台形で、南北2．87m、

東西2．65mである。東壁は西壁より北端が25

cm長く、外方に大きな膨らみを持つ。長軸方

向はN－30。一E、面積は6．7㎡、壁高は9～24

cmである。周溝は存在しない。　床面　カマ

ド手前が、長円形に100×50cmの広さで踏み固

められている。’ピット　床面北西隅に1個

あり（P1）、規模は30×22cm、深さ13cmであ

る。その性格、機能等については不明である。

カマド　東壁南寄りにある。左右袖部と左壁

燃焼部に石が、又、左袖部から燃焼部にかけ．

て粘土が残存しており、石材と粘土をもって

構築したと考えられる。全長58cm、袖部内幅

38cm、燃焼部長30cm前後、壁への掘り込み角

度47◎、壁外掘り込みは50cmである。住居床面

と火床面のレベル差は一2cmである。　貯蔵

穴　南東隅にある。円形で、規模は26×24cm、

深さ31cmであるq　遺物　カマド内から須恵

器椀（3）が、住居跡床面からは、土師器甕（5〉、

須恵器圷（1、2）、同椀（4）が出土した。

　　　　　　　　　　　　　　（鵤木）・
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図一299　H453号住居跡出土遺物

出土遺物　　土師器　甕（5）口縁部はコの字形態を示し、横ナデにより、中央に稜が生じる。器面は、外面胴上半部横

ヘラ削り、胴下半部縦ヘラ削りが施される。内面はナデにより平滑。炭化物付着。　須恵器　圷（1・2）1の底部は小

さく、口径の彪以下の値を示す。内面はナデにより平滑。底部切り離しは回転糸切り。底部がやや突出する。製作上底

部には粘土が補足された可能性も考えられる。内外面黒色。2は右回転ロクロ使用。皿状を成す。底部切り離しは回転

糸切り。境（3・4）3は右回転ロクロ成形。底部回転糸切り後、高台部貼り付け。更に高台周辺部調整。色調は体部灰．

黄色、底部辺黒色。砂粒を含み、軟質。4はロクロ成形。底部回転糸切り後、高台部貼り付け、周辺部調整。2同様底

部の作りは小さく、やや突出する様相を示す。内面は平滑。色調は淡灰色。砂粒を含み、軟質。　　　　　　　（中束）

H454号住居跡

　　／喋1，
　　　　　 　　　　　　A’
A　　　　　　　　　s　S　　　。一

　　　　　　　’　　　、×語　ら一s

　　＼／ξへ＼

　　＼　＼　＼
　　＼　　＼H89
　　　＼　＼号土砿＼
　　　＼、　＼　＼
　　　　＼　＼
　　　　＼　＼、／　・
　　　　　＼　　一　　　／
　　　　　＼シ／

ムーユ60．02m　　　　　　　　　　　　　2　」墨

魎羅0
　　　　　　5
　1．黒色土。灰・焼土ブロック。

　2．黒褐色土。

　3．褐色土。やや多量のローム粒。

　4．褐色土。
　5．黒色土。ローム粒・灰・焼土。

住居跡全景

H454号住居跡（5H－183）

位置　調査区域北側、南に緩や

かに下る台地上のワ9に所在す

る。　形状　住居の西半分をH

443号住居跡に削り取られ、更に

残存部分南半をH79号土拡に
よって掘りこわされているた

め、東壁及び北壁の一部にかか

る住居北東隅とかろうじて破壊

を免れたカマドを残すのみであ

る。したがって規模は推定で南

北2m以上×東西1．7m以上。壁

高は遺構確認面から10～38cm。

カマドを持つ東壁の方位はN－13。一Wで、周溝及びピット、貯蔵穴は

確認されなかった。　カマド　東壁南寄りと思われる位置にあり、全

長84cm、袖部内幅20cm、燃焼部長42cmで、壁外への掘り込み62cmと細

長く、左右2石ずつの袖石を使用している。（カマド手前の石は住居に

付くものでなく、後で投げ込まれたものと思われる）　遺物　床面出

土の遺物はなかった。　重複関係　西側でH443号住居跡、南側でH79

号土拡、そして南北に走る49・50号溝を切り合う。いずれも本住居跡

の方が旧い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（松村〉

図一300　H454号住居跡 0 1m
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H455号住居跡（図版44）
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B151。30m　　　　　　　　　　　　　　　　　B〆

　　　住居跡
　　．△1　1．黒色土。

％1：藷瀦繭隼
　　　56号溝
　　　　a．黒色土。
　　　　b．黒褐色土。ローム粒。

　　　　c．褐色土。ローム粒、同ブロック主体。

H455号住居跡（5H－184）　　位置　調査

区域西際、標高151mのチ3に所在する。形

状西壁北3分の2及び北西隅を56号溝に
よって切られているが、1辺2．4mの隅丸方形

を皇する。壁は若干の膨らみはあるがほぼ直

線で、壁高12～20cm。方位はN－7。一W、『面

積は推定で5．7㎡である。周溝及びピット、貯

蔵穴は確認されなかった。　炉　住居中央や

や西寄りの床面に、焼土範囲が2カ所確認さ

れた。中央寄りの炉は48×42cmの不整円形を

・し、西寄りの炉は42×25cmの隅丸長方形をし

ており、南壁とこの炉との問は床面が固く踏

み固められていた。　遺物　踏み固められて

固くなった床面の西側（炉に向った時、左手

になる位置）で炉の南側にあたる西壁際から、

遺物が並べ置かれた状態で出土した。

　　　　　　　　　　　　　　　（松村）

図一301　H455号住居跡
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出土遺物　　土師器　甕（1～3・8）、』1～3

は平底甕。1は口縁部内外面にヘラによる横

ナデ、胴部外面に浅い斜ハケ目、同内面に横

ヘラナデ、底部外面にヘラ削りを施す。2は

口縁部の開きの大きい甕で、口縁部内外面は

細かく浅い斜ハケ目の上に斜ヘラ削りで、肩・

部は更に縦方向に荒い研磨を施す。胴部内面

は横方向の浅く細かいハケ目である。3は口

縁部にヘラによる横ナデ後部分的に軽いヘラ

削り、胴部外面上半に櫛目状工具による縦方

向ナデつけ、同下半は縦方向の軽いヘラ削り

で器面を平滑にする。胴部内面はヘラミガキ。

8は台付甕の台部のみ残存。端部に折り返し

はなく、接地面を平にする。外面は指押えの

後縦のハケ目、更に縦または斜今ラナデを施『

す。下端付近は内外面とも横ヘラナデ、内面

は斜ヘラナデ。　壷（4）～偏平な胴にゆるや

かに内轡する口縁部を持つ長頸壺で、先端を

尖らす。調整は外面と口縁部内面にヘラミガ

キ。小さな底部はヘラ削り。　椀（5）、小さ

な平底の底部を持つ。内外全面に横または斜

めのヘラナデ。　小型柑（6）、内面及び口縁

部上端はヘラによる横ナデ、口縁部外面はハ

ケ目、胴部ヘラ削り。　高圷（7）、浅い圷部。

圷部外面上端と内面はヘラによる横ナデ、『他

は指押え。脚部内面に紋り目。　　　（唐澤）

0 10cm

図一302　H455号住居跡出土遺物
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H457号住居跡
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C　　150．90m

A151．00m
5　　56号溝

．玉

B151．10m
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撫撚痂縮彦

諺

59号溝

．旦i

．！

％撒 ％　繊
住居跡全体

1．黒色土。ローム粒。

2．黒褐色土。ローム粒。

3．黒色土。ローム粒・ロームブロッタ。

4．褐色土。ローム粒・ロームブロッタ主体。

5．黒色土。ローム粒。

6．黒褐色土。ローム粒。

7．黒褐色土。ローム粒。

8．褐色土。ローム粒・ロームブロッタ主体。

彪

　　56号溝との重複状況

H457住居跡（5H－186）　　位置　調査区

域西際で南西に緩やかに下りはじめる台地

上、チ3の56号溝と59号溝との交点の位置に

所在する。　形状　南壁が溝によって掘り取

られてないが、南東隅に住居に属す深さ12～

16cm、幅8～22cmの周溝が確認されており、

東西3．7m×南北3．3mの東西にやや長い長方

形をしていることが判る。壁はやや外方に膨

らみ、壁高19～36cm。面積は推定で11．4m2、

方位はN－95。一Eである。ピット、貯蔵穴、

炉あるいはカマドといった施設は確認されな

かった。　テフラ　本遺構中央付近覆土中に

F・A純層の堆積を確認した。床面から23cm

の位置にあり2層の問層を挾んでいて、地層

断面から、本遺構がほぽ埋り切ってからの堆

積である。　遺物　本遺構に係る遺物の出土

はなかった。　　　　　　　　　　　（松村）

56号溝

a．ローム粒・ロームブロッタ主体層。

b．黒褐色土。砂質。ローム。

c．ローム粒・ロームブロッタ主体。黒色土。

59号溝

a．黒色土。固い面が数層重なる。

b．黒色土。砂層。

c．黒褐色土。砂質。

図一303　H457号住居跡
0 1m
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H456号住居跡
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1．黒色土。一

2．黒色土。

3．黒色土。

4．漆黒色土。ローム粒・ロームブロック。、

5．黒褐色土。ローム粒・ロームブロッタ。

6．黒褐色土。

7．褐色土。ローム粒・ロームブロック主体。

窒

H456号住居跡（5H－185）　　位置　調査
区域西際、標高151m、チ3のH455号住居跡の

南側3mの位置にある。　形状　南壁がわず

かに外方に膨らみを持っている他はほぼ直線

の壁で、1辺3．1mの隅丸方形。壁高は39～50『

cmだが、地層断面から推定される構築時の壁

高は約60cm以上である。方位

はN－1go－Eで、面積は9．6㎡である。周溝及

びピット、貯蔵穴は確認されなかった。床面

から20cm程の覆土中に厚さ約10c血のF・Aブ

ロックを含む層が確認された。　炉　住居北

西寄りに2カ所焼土範囲が確認されたが、焼

けは弱く形も不整形である。平面形を見ると

西壁の南3分の1程が外にやや出っ張ってい

る様に見えるが、ここに広い空間を持たせる

ことを意図したものかどうかは不明である。

　遺物　住居南西隅に高圷脚部があった他は

炉の周辺に集中して出土した。これらの遺物

は、床面上または同直上で出土した。覆土中

から石斧、黒曜石片、縄文式土器が出土した。

　　　　　　　　　　　　　　（松村）

図一304　H456号住居跡
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図一305　H456号住居跡出土遺物
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出土遺物　　土師器　甕（1～3）、1・3は単口縁の台付甕。1はやや偏平ぎみの胴部を持つ。口縁部内外面はヘラに

よる横ナデの後指押えを施すが、粘土紐痕を残す。胴部外面は軽い斜ヘラナデ、同内面は横ヘラナデである。台部を欠

失する。小礫や粗い砂粒を含む胎土で、焼成も甘く、つくりも雑である。2は3より若干小型の甕で、胴は球形に張る。

調整は口縁部内外面横ナデ、胴部外面は雑なヘラ削り、同内面には横ヘラナデを施す。台部は端部に折り返しを持つ。

台部の調整は外面指押え、内面指押え後、指による横ナデ。胎土中に粗い砂粒を含む。2は平底甕で口縁部を欠失する。

胴は球形に張る。調整は外面に軽い斜ヘラナデ、内面に粘土紐痕を残す横ヘラナデ、底部外面ヘラ削りである。胎土中

には小礫を多量に混ぜ、焼成時に全面に細かいヒビ割れが入る。焼成も甘い。　甑（4）、単孔で、体部は直線的に延び

る。外面調整は縦方向のハケ目の後、斜めの軽いヘラナデ。内面は口縁部に細かい横方向のハケ目、体部に斜めヘラナ

デを施す。粗い砂粒を含み、焼成はやや甘い。　高圷（5・6）、5は圷部のみ残存。胎土中に小礫や多量の粗い砂を混

ぜ、内外全面に細かいヒビ割れがある。粗雑なつくりである。形も歪む。調整は内外面に横ヘラナデ、外面下端に縦ヘ

ラナデを施す。6は脚部内面を除く全面に赤彩を施す。圷部内外面及び脚部はヘラミガキで光沢を持つ。脚部内面には

縦方向のヘラナデ痕を残す。脚部先端は欠失する。胎土中には粗い砂粒を含むが、焼成は良好である。　　　　（唐澤）

　H458号住居跡
H458号住居跡（5H－187）　位置　1号墳の北側20m程の所に、住居東隅をヌ3に接して所在する。　形状　北西～南

東に長軸を持つやや平行四辺形ぎみの長方形で、東西3．2m、南北2．8mである。長軸方向はN－119。一E、面積8．6㎡、

壁高は非常に低く4～13cmである。4壁ともほぽ直線で、隅も東隅がやや張り出す感じになっている他は南、北隅が鈍

角、西隅が隅丸ときっちりと掘られている。　炉住居中央にある。20×16cm、焼土の厚さ6cmの長円形で、炉に接し

た南西部分が踏み固められている。　遺物　住居西隅床面から出土（1）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（松村）
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南西隅小型増（遺物1）出土状況
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図一307　H458号住居跡出土遺物

A150．70m

　　12
．窒

霧

1．黒茶褐色土。焼土粒・炭化粒。

2．茶褐色土。ローム主体。

図一306　H458号住居跡 0　　　　1m

一

出土遺物　　土師器　小型堆（1）、口径が胴

部径・器高より大きく、胴部径と器高のほぼ

等しい柑である。調整は口縁部の内外全面及

び底部に粗いヘラミガキを施す。底部外面は

ヘラ削りである。薄い器肉のつくりで、焼成

は良好である。色調は淡灰褐色だが、口縁部

中程から下位の外面には、黒斑を有する。体

部は極めて偏平な形状を呈す。　　　（唐澤）
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A150．20血

一’5

住居跡全体

1．黒色土。

2．黒色土。茶褐色土を含む。

3．赤茶褐色土。やや多量の焼土。

4．茶褐色土。

5．茶褐色土。

貯蔵穴・ピット

1．黒色土主体。炭化粒。

2．茶褐色土。炭化粒。

3．茶褐色土。ローム粒。
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図一308　H459号住居跡
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a．黒褐色土。

b．黒褐色土。砂質（B軽石）

c．b＋小量のローム粒。

d．ローム粒集合ブロック。しまりなし。

　（根による掩乱か）

10

一

218

住居跡

1．掩乱層。ローム粒主体。

2．黒褐色土。ロームブロッタ。

3｝異色土。

4．黒褐色土。ーローム粒・ロームブロック。

5．黒褐色土。ローム粒・炭化物。

6．黒褐色土。焼土粒・灰・炭化物。

7．暗褐色土。多量のローム粒。

8．暗褐色土。ローム粒・ロームブロック。

9．暗褐色土。多量のローム。

10．暗褐色土。ローム主体。（貼床）

図一309H－460号住居跡 一

H459号住居跡（5H－188）’位置『リ2。

本遺構の東25mほどに古墳（1号墳）がある。

形状　南北3．11m、東西3、29rhで方形を呈す

る。壁の形状は、南壁と東壁はほぼ直線、北

壁は中央部で段差をもつ直線、西壁は北半分

まで直線で、南側は一旦内に入り込みP3に

沿って外に張り出す。壁高は4～8cm。隅角

は南西隅の隅丸を除くと、他はすべて直角に

近い。長軸は東西で、方向をN－27◎一E（南

北方向）にとり、面積は9．5㎡を測る。　床面

ついては南西隅付近が固く踏みしめられてい

た。西壁沿い南方で貼床が確認された。　ピッ

ト　4箇確認されているが、P2・3はその

深さや設置場所等からみると貯蔵穴の可能性

も指摘できよう。P1とP4は柱穴として機能

したと考えられ、それらに関係してP3・P2

がときとして柱穴になったとも思われる。ま

た、P1は2箇のピットの連結したものと捉

えることができた。炉方形のものが二つ
連結している。特に東半分は固くなっており

踏み固められた感がある。　貯蔵穴　西壁の

北端と南端にみられる。　その他　貯蔵穴が

2つあること、炉の表面の固さに差があるこ

と、P1が2箇のピットの連結したものであ
ること等を考え合わせると、一度建て替えら

れていると考えるのが妥当であろう。なお遺

物の出土はない。　　　　　　　　（中澤）

H460号住居跡（5H－189）　　位置　台地

の西端を南北に走る56号溝に切られ、チ1
～リ1にかけて所在する。56号溝を挾んで、

東にはH459号住居跡が隣接する。南側には、

同時期の石田川期住居跡が高い密度で分布す

．る。　形状　南北2．85m、東西3．6m（推定）

の隅丸平行四辺形を呈す。東壁は56号溝と切

り合うため不明だが、貯蔵穴の位置から見て、

溝の東側下端線がほぼ東壁と一致するものと

推定される。北西隅と南東隅が鈍角となる。

壁は北壁が外側に膨む弧を描くが、他はほぼ

直線的である。長軸方向N－94。一E、面積16．

2㎡、壁高26～40cmで北壁側が高い。周溝は認

められなかった。　床面　住居中央及びその

一部が南壁に延びて、床面の固い範囲が認め

られた。南壁と接する部分は入口と考えられ

る。　ピット　4個認められたが、P4は住
居につくか溝につくか不明である。深さは7

～17cmで、概して浅い己　炉住居中央北寄

り。地床炉。　貯蔵穴　南東隅。この付近は、

56号溝により10～20cm床面が削られている。

規模は現状で62×48cm、深さ13cm。　遺物　覆

土中から滑石製勾玉の模造品が出土した。

その他　焼失住居と見られ、中央部床面に炭

化材小片が、北壁西半で10c血の厚さで焼土が

見られた。　重複関係　56号溝と切り合う。

本住居跡が先行する。　　　　　　　（唐澤）、



一鯛．

　　　　1（覆）　　0
、（⊃

図一310　H460号住居跡出土遺物

　　　出土遺物　　石製品　勾玉（1）、滑石製の勾玉である。側面は平坦で、

　　　外縁は鋭い角を持つ。C字形の内面には細かく石材を刻んだ跡が残る。

　　　両側面の背寄りには弱い稜が見られ、背の部分の厚さを若干減じている。

1伽　　この勾玉については未製品とも考えられるが、石製模造品とみることも

　　　可能である。本遺跡では18区住居跡内から臼玉1ケ（所在不明）を検出

　　　したのみで、他に石製模造品は出土していない。　　　　　　、（唐澤）
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1．茶褐色土。炭化物。

2。黒褐色土。ローム粒・炭化物。

3．黄褐色土。ローム主体。

4．黒褐色土。ローム粒。

5．黒褐色土。多量のローム粒。

6。茶褐色土。多量のローム粒。

7．黒褐色土。ローム粒。

図一311　H461号住居跡
O 1m

一

H461号住居跡（5H－190）　　位置　上部

国道予定の北部、ヌ1にある。西側の谷地に

向かって傾斜する台地の緩やかな斜面上に位

置する。西に接してH456号住居跡がある。

形状　北西～南東に長軸を持つ長方形で、南

北2．39m、東西2．88mである。南・東壁はほぼ

直線であるが、北・西壁は外へやや膨らみを

持ち、全体にいびつな形である。南西隅を除

き隅丸である。長軸方向はN－111。一E 、面積

は6．5㎡、壁高16～47cmである。周溝は存在し

，ない。　床面　炉、貯蔵穴の周囲、中央部、

西壁付近の床が硬く踏みしめられている。い

ずれも不整形の長円状を呈し、規模はそれぞ

れ50×40cm、140×70cm、50×20cm、80×40cm

に亙る。　炉　北東隅にある。深さ6cm前後’

の不整四角形を呈する。規模は68×60cmで、

中央に石が2個残存しており、石材を使用し

た地床炉と思われる。中央40×36cmの範囲に

亙り、焼土部分が見られる。厚さ3cmで、強

く焼けており、表面も硬く、締まっている。

貯蔵穴　南東隅にある。長円形を呈し、規模

は51×51cm、深さは32cmである。　遺物　床

，面上に遺物はなかったが、覆土中からS字口

縁甕、長頸壷、小型壷や縄文式土器片が出土

した。　　　　　　　　　　　　　（鵤木）

心
4』一　　　　　　　　眠

灘撒“、
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10cm

出土遺物　　土師器』壷（3）、口頸部の破片で

あろうか。器面調整は、内外面ハケ目を施し

た後に、口唇部周辺横ナデ、内面頸部辺に斜

ヘラ削りが加えられる。外面には煤が付着し、

内面の色調は浅黄榿色を示す。0．5㎜程の石英

粒を含む。砂粒の混入は少ない。焼きしまり

良好。　壷（2〉、胴下半部の残存。底部を円盤

状につくり出す。中心部はやや上げ底ぎみに

する。内面調達は細いハケ目で、底部はその

上にヘラナデを施す。外面は粗いハケ目の上

に横ヘラナデを施す。底部外面はヘラ削り。P

淡い茶褐色で、軟質。　台付甕（1）、S字状口

縁の形態は、緩やかに外反し、外面の張り出

しも僅かである。肩部は凹状に屈曲して張り

出す。外面は、ヘラ削り後に粗いハケ目を施

す。内面は指頭痕を残し、肩部辺ヘラ調整さ

れる。口縁部及び胴部外面には煤が付着する。

肩部内外面の色調は灰白色。砂粒を含む。

　　　　　　　　　　　　　　（中束）

図一312　H461号住居跡出土遺物
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住居跡全景

A149．50m ．一窒ノ

住居跡全体

1．黒褐色土。ローム粒・焼土粒。

2．茶褐色土。多量のローム粒。

3．茶褐色土。多量のローム粒。

4．黄褐色土。ローム粒主体。

貯蔵穴

1．黒褐色土。ローム粒。

2．黒褐色土。ロームブロック。

3．暗褐色土。比較的多量のローム粒。

4．暗褐色土。多量のローム粒。

砺

図一313　H462号住居跡
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図一314　H462号住居跡出土遺物

　　　　　　　　　遺物1出土状況

H462号住居跡（5H－191）　　位置　1号墳の南西に高い密度

で分布する石田川期住居跡群を構成する1住居跡で、チ1～リ1

にかけて所在する。この住居跡群の中では、他の大部分と壁の走

向を異にしており、同じものは他にH467号住居跡とH473号住居

跡に見られるだけである。　形状　南北3．6m、東西3．9mの長方形

を呈す。北西隅と南西隅は隅丸を持つが、他は鋭い隅角となって

いる。壁は全体に直線的につくられているが、貯蔵穴のある北壁

西側は、外側に大きく膨らむ弧を描いている。長軸方向N
－60。一E、面積12．8㎡、壁溝12～30cmで、地形が西側に傾斜して

いるため、東壁側が高い。周溝は認められなかった。　炉住居

中央部を挾んで、北西側と南東側の2カ所に、焼土が認められた。

前者は、広範囲に焼けているが、形が不整形であり、焼けにむら

が多く、表面の高さも床面より6～9cm高い。炉としてはやや不

自然である。これは、北東隅と南西隅付近の炭化物の出土と合わ

せて、本住居跡が焼失住居だったことを物語るものであろう。後

者の焼土は円形に赤く良く焼けており、表面の高さも周囲床面と

同じである。また、ここからはS字状口縁甕が出土しており、炉

に良く見られる所である。しかし、通例から見ると位置に問題が

ある。　貯蔵穴　北西隅。やや不整の円形を呈す。規模104×78cm、

深さ25cm。炉の位置同様、通例から外れているが、他とは入口の

方向が異なるのであろう。　遺物　炉付近以外では、S字状の口

縁甕（1）が10cm前後浮いて出土。　　　　　　　　　　（唐澤）

出土遺物　　土師器　甕（1）、S字状口縁甕で、台部を欠失する。口縁部は内面に平坦面を有し、外面屈曲部は丸味を

持つ。口縁部上段は先端で外反する。肩部の張りは大きいが、胴がやや長くなっている。調整は口縁部内外面に横ナデ、

胴部外面に2段の斜ハケ目、同内面は全面に斜ヘラナデを施す。頸部内面には縦の指ナデが若干残る。色調は口縁部で

淡褐色、胴部以下は暗灰褐色を呈する。胎土中には多量の雲母・砂粒を含む。　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）
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住居跡

1．茶褐色土。焼土粒。

2．黒色土。

3．茶褐色土。炭化粒・黒色土。

4．茶褐色土。

Pl

a．茶褐色土。

諺
地層堆積状況（東から）
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56号溝

イ．茶褐色土。砂質。
ロ
．
茶 褐色土。ローム。

土。ロームブロック。

図一315　H463号住居跡
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一
H463号住居跡（5H－192）　　位置　リ1。本遺構の東30mほどに古墳

（1号墳）がある。　形状　56号溝に破壊され西壁が残存しないため南

北3．81mしか確認できない。東西は56号溝に切られる所まで3．3mほどを

測る。壁の形状は、北壁は中央部で外方にやや突出し、東壁は直線、南

壁は外方に少し膨らむ。壁高は14～45cm、面積は11．6㎡以上を測る。東

西に長軸を考えたときの方向はN－109。一Eである。　ピット　検出さ

れなかった。炉住居中央（推定）より西寄りに確認できる。しかし、

本住居を廃棄した後掘られたと思われる長方形の掘り込みにより、炉を

示す床面上の焼け部分が切られている。　貯蔵穴　不明。　遺物　南壁

近くの床面より土師器甕の破片、南壁に接するようにして2箇の石器が

出土している。　その他　56号溝と重複し本遺構の方が旧い。また、H

473号住居跡とも重複するが、その新旧は不明である。　　　　（中澤）

H463号住居跡・50号溝重複状況
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　　　　　　　　『A151．00m住居跡全体　　　　　　　　一’

1．黒色土壁

　　　　　　　　52．黒色土。ローム粒。　・

3．黒褐色土。ローム粒。

4．黒褐色土。ローム粒・数cm大の炭化物。

5．暗褐色土。比較的多量のローム。

　ロームブロック、焼土、炭化物（1cm大）

5．5に比べ炭化物の量、大きさ共に小。

貯蔵穴、P1・P2

1．黒褐色土。ローム粒。

2．暗褐色土。比較的多量のローム粒。　49

3．暗褐色土。ローム主体。（貼床〉

4．暗褐色土。多量のローム。

！1欺、

》

49・50号溝

．窒

％
d

　　　　　　　ゐ　　ラじ　む　ひ　

　　　　　　　1彫3

　　　　　　　　P1
・50号溝

a．・黒褐色土。砂質感あり。

　　　　　　　　　　　　　　アざ．1に比べ、砂質感が強い。　　　　≦L‡50・50m．一≦L

欝聾1轡雛一
　　　　　　　　　　　　貯蔵穴e．暗褐色土。ロームブロック。

図一316　H464号住居跡

　　　．△二

P覇

b15016Qm　b’

3短3
2　Pβ

0

＼
￥

1m

一

H464号住居跡（5H－193）　　位
置　49・50号溝が途中で51号溝を合

わせて南下し、東西に走る58号溝と

接する点の、北約25mの地点、オ3

～ヨ3に所在する。49・50号溝と重

複しており、南に182号掘立柱建物『

跡、東にH379号住居跡が隣接してい

る。　形状　南北2．7m、東西3．05m

の隅丸長方形を呈す。北壁は外側に

膨む弧を描くが、他は直線的な壁と

なっている。東壁は西壁より南側が

約20cm長い。長軸方向N－58。一E、

面積7．7㎡、壁高は17～51cmで、北壁

と西壁側が高い。周溝は認められな

かった。　床面　住居中央部に不定

形の固く踏みしめられた範囲が認め

られた。貼床は、ピット及び貯蔵穴・

壁面に認められるので、中央部を除

き壁下に周溝状に施されているもの

と見られる。厚さは10cm前後である。

ピット　2個検出された。P1は深
さ18cmで、その位置から見て出入口

施設に伴う柱穴と推定される。P2
は深さ30cmで、”性格は不明である。

炉住居中央北寄りの不整形の焼土

・が、地床炉と推定される。この焼土

は、円形の深さ4cmの窪地の中にあ

る。　貯蔵穴　南西隅。円形で規模

は50×46cm、深さ53cmである。遺

物2は床面から12cm浮いて、3は
貯蔵穴底部付近。　重複関係　49・

50号溝と切り合う。溝の方が新しい。

　　　　　　　　　　　　（唐澤）

　」e∈じ撫ぎ．δ・

〆難隷
灘騰

1（榎）’

曝
3

鳩陥一き　■4

繋淑、1
瓢てて冒’

一

2

0

一＿．＿〃
ノ　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　ー
　　4（覆）

10cm

図一317　H464号住居跡出土遺物

出土遺物　　土師器　壷（2）、外面

に煤付着。形態的には小型甕が妥当

か。外面調整は口縁部横ナデ、胴部『

上半に斜ハケ目を残す軽い横ヘラチ

デ、下半にヘラ削り、内面は口縁部

と胴部に横の、底部に不定方向ぎみ

のヘラナデ。　甕（1）、胴部は丸く

張り球形胴に近い。内側全面と肩部

を除く胴部にヘラ磨きを施す。肩部

外面と口縁部内面に残るハケ目は非

常に細い目を持つ。口縁部外面は顕

著な指頭痕を残す横ナデ。胴下半部

欠失。　甑（4）、内轡する体部は整っ

た形を持つが｛下半部を欠失する。

鉢の可能性もあるが他例から見て甑

が妥当。調整は折り返し部と内面に

横の、外面に縦ヘラナデ。つくりて

いねい。　椀（3）、口縁部に横ナデ

　　　　　　　　　ま痕を残すが、内外全面にていねいな

ヘラ磨き。光沢を持つ。　　（唐澤）

222



H465号住居跡

造．

1切

／
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α

灘
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’鯉心s

．避’

＼．

　　＼

住居跡全景

A149．60m

1霞

　　　　　A’ク　　　　　　　　　　　

6繋

住居跡全景

B149。70m ．旦

住居跡全体

1．黒褐色土。

2．茶褐色土。多量のローム粒。

3．黒褐色土。ローム粒。

4．茶褐色土。

5．茶褐色土。ローム粒主体。

6．茶褐色土。多量のローム粒。

7．掩乱層。ローム粒主体。

8．黒褐色土。

9．黒褐色土。

10．茶褐色土。多量のローム粒。

11．黒褐色土。ローム粒。

12．黒褐色土。ローム粒。

13．茶褐色土。多量のローム粒。炭化物。

貯蔵穴

1．黒褐色土。ローム粒。

2．黒褐色土。（貼床）

諺

　　　　’a149．30m　　　　　　　a

繍　貯蔵穴

0 1m
図一318　H465号住居跡 一

H465号住居跡（5H－194）　　位置　1号

墳西側の高い密度で住居跡が分布する区域の

北端、リ1に所在する。　形状　南北4．2m、

東西5．7mの隅丸台形。他の同時期の住居跡に

比べ、細長い形状を取る。西壁は東壁より南

北西端が50cmづつ長く、顕著な台形を示す。

長軸方向N－98。一E、面積22．3㎡、壁高18～

35cm（北壁側）。周溝は認められない。　床面

貯蔵穴壁面の観察等から、10～15cmの厚さの

貼床が考えられる。住居中央付近では、地山

を床としている。炉中央部を挾んで焼け
が認められた。両者とも焼けにムラがあり、

焼土の広がりとともに、炉跡としては疑問が

ある。焼失した住居であろうか。貯蔵穴　南

西隅。44×20cm、深さ22cm。　遺物　東側焼

土及び北壁下中央付近で土師器甕または壺の

小片が床面から出土したが、実測・写真には

耐えないものであった。　　　　　（唐澤）

ぱゴ、（覆） 出土遺物　　土師器　手捏状小型土器（1）、厚い底部のみ残存する。形状は不明で

ある。内外全面に指頭痕による凹凸が激しい。内面には細かい横ハケ目を施す。色

調は淡褐色。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）

0 10cm

図一319　H465号住居跡出土遺物
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H466号住居跡
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◎P・
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　　　　　バ
　　　　ノ

戸Lζレ

随避

S

S　．五

生・◎P琶

1霞

仲

AI49．30m 　．－

笏

住居跡全体

1．茶褐色土。ローム粒主体。

2．黒褐色土。ローム粒・炭化物。

3．茶褐色土。多量のローム粒。

4．黒褐色土。

5．黒褐色土。

6．黒褐色土。

7．黒褐色土。ローム粒。

8．黒褐色土。ローム粒。

9．茶褐色土。ローム粒主体。

Pl
1．

2．

P2
1．

2．

3．

4．

黒褐色土るローム粒。

黒褐色土。ロームブロック（貼床）

黒褐色土。ローム粘。

黒色土。

暗褐色土。比較的多量のローム粒。

黒色土とロームの混土層。（貼床）

　　　　’　　　じ　む　　　　　

7魏一
　P1

　　　　ロ　ぼ　　げ

4罷4

　P2

図一320　H466号住居跡 0 1m

一
H466号住居跡（5H－195）　　位置　リ101～1、ヌ101～1。H465号住居跡のすぐ南に位置する。・　形状・南北4．35

m、東西7．25mの隅丸台形。東壁は西壁に比べ南側が約30cm長い。長軸方向N－99。一E、面積30．7㎡、壁高12～29cm

（北壁側）。床面　P2の北側に、東西に細長く踏みしめられている所が確認された。貼床はP1、P2の壁面に認めら

れるが、範囲は不明。周溝状になるか。厚さ6～15cm。南東隅床面は、他より約10cm低ヤ】。　ピット・貯蔵穴『、P1（深

さ22cm）とP3（深さ48cm）は貯蔵穴的なもの・とも見られる。P3内からは表面の磨滅した拳大め自然石が出土。P2

は深さ54cmで、その位置関係から見て、出入口施設に伴う柱穴とも見られる。炉不整形に広範囲の焼土が見られた。

一般の炉としては疑問。　その他　次の点でH465号住居跡と共通する特色をもつ。①東西に非常に細長く、長軸方向も

等しい。②隅丸台形。③広範囲の床面に焼けを持つ。　遺物　南東隅壁付近から管玉未製品142個（図324）が、南壁沿い

西側から勾玉（5）が床面から10cm以上浮いて出土。1、2は焼土直上、4は床面から7cm浮いて出土。　　　　（唐澤）

1
1糊

一
3（覆）

4

0

》
　05

’
1
0 cm

図一321　H466号住居跡出土遺物

出土遺物　　土師器　甕（1・2）、1はS字状口縁甕。口縁部外面屈曲部は丸味を持つ。若干残存する肩部外面のハケ

目は粗く浅い。同内面は縦ナデ。2は内外全面に横ヘラナデ。頸部外面に非常に細かい斜ハケ目。外面に煤付着。　小

型堀（3）、’口縁部内外面に粗い斜ヘラ磨き、胴部外面ヘラ削り、同内面指ナデ。　高圷（4）、若干膨みを持つ柱部が想

定される。外面粗い縦ヘラ磨き。　石製品勾玉（5）、滑石製。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）
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H467・468号住居跡
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467号住居跡
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　　2

ぎ

◎9‘
S　　　　O4

　　　3 ○

．一旦

468号住居跡

㌦
v

／Q

　．△二

勿

H467・468号住居跡全景

．磁

A149．30m

撚
南壁側遺物出土状態

B　149．10m
．一昼

C　149、30m

z
勿

慧 轟
1．黒褐色土。

2．黒褐色土。やや褐色味が強い。

3．黒色土。ローム。

4．黒褐色土。やや褐色味が強い。

5．黒褐色土。ローム粒。

5．5に比べ粘性。しまセ）が弱い。

6．黒褐色土。

7．黒色土。

8．暗褐色土。ローム粒・ロームブロック。

9．暗褐色土。比較的多量のローム粒。

10．黒褐色土。

11．黒褐色土。焼土粒。

12．黒褐色土。

13．黒褐色土。

14．黒褐色土。ローム粒。

図一322　H467号・468号住居跡

，一⊆二

勿

0 1m

一

H467号住居跡（5H－196）　　位置　ヌ

101～1。H466号住居跡のすぐ東に位置する。

形状　H468号住居跡との重複部分の壁が確

定できないため判然としない。現状で南北2．

75m、東西3mの不定方形。長軸方向N
－320－W、面積6．6㎡、壁高10cm前後。　床面

貼床や踏み固め部分はない。　ピット　P1

深さ36cm。P2深さ32cm、H468号住居貯蔵穴

か。炉不明。北壁にかかる細長い焼土は、

10cmの厚さで床面に乗っており、炉とは考え

にくい。　貯蔵穴　北西隅。隅丸長方形で、

72×48cm、深さ22cm。　遺物　南壁沿いの床

面ないし同直上からまとまって出土した。焼

土中央付近では、滑石製の勾玉が出土した。

また、層内からも出土。　重複関係　H468号

住居跡と切り合う。地層の違いは余り明確で

ないが、地層断面から本住居跡の方が旧いと

見られる。　　　　　　　　　　　　（唐澤）

H468号住居跡（5H－197）　　形状　南北

4．15m、東西3．55mの隅丸長方形。長軸方向N

－15。一E、面積14．5㎡（推定）、壁高15～35

cm（北壁側）。床面重複部分に貼床。炉

2個所とも赤榿色に焼け、床面から4～6cm
盛り上がる。南のものは15cm程の厚さに焼け

込み、不整形に広範囲に焼けている。H465・

466号住居跡と共通している。　貯蔵穴　不

明。H467号住居P2か。　遺物　床面から10

cm浮いて管玉（8）が出土。北東壁沿い覆土中

から管玉の未製品50個が出土した。　（唐澤）
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図一323　H467・468号住居跡出土遺物

出土遺物　　土師器　壺（1）、1は有段口縁。外面は全面ヘラ磨き、内面は口縁部横ヘラナデ、胴部中位までやや細か

いハケ目（下位は剥落で不明）。外面全面に煤付着。7は櫛描の綾杉文と平行文を施す壷体部片。無文の所に煤付着。

甕（4～6）、いづれも台部のみ残存。4・5は端部に折り返しを持つ。4は外面上半指ナデによる縦すり消し、下半斜

ヘラナデ、内面指ナデ、上面（底部）放射状ヘラナデ。5の外面は非常に細かいハケ目を部分的に指ナデによるすり消

し、内面横ヘラナデ。5は内外面指ナデ。形が歪む。上面（底部）ヘラナデ。　小型堆（3）、口径が胴部径・器高より

大きい。口縁部は外面斜ハケ目、内面横ハケ目の後両面に横ヘラナデ、．胴部内外面に横ヘラナデ。口縁部と胴部の境に

へら状工具をめぐらして凹線を入れる。　圷（2）、外面は口縁部上半横ナデ、同下半～胴部上端斜ヘラナデ、胴部ヘラ

削り、内面全面ヘラミガキ。　石製品（8・9）、管玉（8）、緑色火山岩類か。　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）

　1（覆）

合

』⑩

島2（覆〉

憩⑳一
⊂）3（覆＞も4（覆）

一噛一

0
　15（覆）

一鋤一

○
16（覆〉

G17（覆）

D
5（覆）

（⊃

9（覆）

D
6（覆）

○
7（覆）

一㊧魯
　　　10（覆）　　　　　　　11（覆）

く｝　　の

○

£

8（覆）

12（覆）

一翻一，一恥

ぐ）、8（覆）

一〇一

0
　21（覆）

o
19（覆〉

⑩
0
　22（覆）

02。（覆）

一歯一

　　　13（覆）

D o
14（覆）

1～14　H466号住居跡

15～22H468号住居跡

O 10cm

図一324　H466号・468号住居跡滑石製未製品
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H469号住居跡

　　　　！中
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住居跡全景及び遺物出土状況

A148．50m　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A’

　5
＼疹・痂…参31揚

B148．30m ，旦

％
1．黒茶褐色土。炭化粒。

2．黒色土。炭化粒。

3．茶褐色土。ローム主体。根痕か。

4．茶褐色土。ローム粒・ロームブロッタ。

5．茶褐色土。

図一325　H469号住居跡
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H469号住居跡（5H－198）　　位置　チ101～リ101。

1号墳西側の高密度の住居跡分布地域の西端に位置す

る。西側の谷地へ下る緩傾斜面を掘削して構築する。　形

状南北3．37m、東西2．81mの隅丸長方形。南壁と西壁

は、外側に膨らむ緩やかな弧を描く。南壁西端は大きく

こけており、結果として西壁は東壁に比べ西側が約20cm

長い。長軸方向N－23。一E、面積8．9㎡、壁高14～50cmで

東壁側が高い。周溝は認められなかった。　床面　住居

中央部分を中心に不整形に固く踏みしめられている。南

壁東端の一部も固く踏みしめられていた。貼床は、南東

隅貯蔵穴東側壁面に8cmの厚さで認められた。他の例か

ら見て、中央部を除き周溝状に貼床が施されているもの

と思われる。　ピット　北西隅南寄りにピットが検出さ

れた。規模は40×40cm、深さ20cm。南東隅の貯蔵穴とと

もに、その内外から遺物がまとまって出土するので、貯

蔵穴的な機能を持ったピットとも考えられる。　炉　踏

み固め部分の北側にかかる焼土は、一段窪んだ中にあり、

その付近床面から炉材とも考えられる転石が出土するの

で、これが本住居跡の地床炉と推定される。　貯蔵穴　南

東隅。長円形、54×50cm、深さ26cm。　遺物　P1の南

の床面直上から土師器甕（1・2）が、貯蔵穴内からも同

形態甕の細片が出土。　その他　数カ所の床面の焼けと

炭化物の散布から焼失住居と推定。　　　　　　（唐澤）

図一326　H469号住居跡出土遺物

出土遺物　　土師器　甕（1・2）、いづれもS字状口縁

を持つ台付甕である。1は2に比べ肩部が丸く張る。調

整は口縁部内外面に横ナデ。胴部外面は2段の斜ハケ目

だが刻みは浅い。特に下段のハケ目は非常に浅く、地の

縦ヘラ削りがほとんど現われる。胴部内面は全面ヘラナ

デと見られる。若干残存する台部外面は胴部と異なる非

常に細かい斜ハケ目が見られる。同内面には指押えまた

は縦指ナデが施される。肩部に厚い煤が付着する。2は

小型の台付甕である。調整は口縁部内外面横ナデ。胴部

外面に浅い2段の斜ハケ目、上下段のハケ目の境には地

のヘラ削りが現われる。胴部内面は上端に指押え・指ナ

デ痕を残すが、他は全面横ヘラナデである。台部は接地

面内側に折り返しを持つ。外面は指頭による調整後、ハ

ケ目を縦帯状に入れる。内面は指ナデである。1・2共

に、長胴化した胴部、浅いハケ目と地のヘラ削りの現出、

曲線的に描かれるハケ目、甘や焼成等の点で共通する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）
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住居跡全体

1．黒色土。ニツ岳系の軽石を含む。

2．黒色土。ローム粒。

3。暗褐色土。

カマド状張1）出し部。

1．黒色土。ローム粒。

2．赤褐色土。焼土。

3．ローム粒と黒色土の混土層。

図一327　H470号住居跡
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　北壁中央付近遺物出土状態

H470号住居跡（5H－199）　　位置　1号

墳の周溝の渡り部分の前方にあたるヲ1に所

在し、調査区域中央を通る生活道に住居の一

部がかかっている。　形状　北西～南東に長

軸を持つ長方形で東西3．2m、南北2．5mであ

る。長軸方向はN－107。一E、面積7．7㎡、壁

高12～28cmで、壁はいずれもほぼ直線である。

北東隅は住居床面よりも20cm前後高く、テラ

ス状になっている。南東隅のカマド様張り出

しは壁外に66cm掘り込まれ、幅30cm前後で外

方に向って徐々に高くなっており、底面は弱

いが赤褐色に焼けている。　ピット　南壁西

寄りに2個検出。P1は46×40cm、深さ34cm、

P2は45×33cm、深さ10cmと浅く、断面の形

状は皿形をしている。いずれも遺物は伴わな

かったが貯蔵穴の可能性が強いと思われる。

　遺物　北壁中央付近にS字口縁甕（2）、

壺上半部（1）、高圷脚部（3）が床面より8cm

の位置で出土した。他に北東隅付近床面より

5cmの所に炭化材が検出されている。

　　　　　　　　　　　　　　　（松村）

図一328　H470号住居跡出土遺物

出土遺物　　土師器　甕（2）、口縁部に直線的な傾向がみられるS字状口縁甕である。台付とみられる。内面は横方向

の軽いヘラナデである。淡褐色で、焼成は良好である。　壷（1）、球形に張る胴を持ち、締まりの強い頸部を持つ。調

整は第1次調整として口縁部外面に非常に細かいハケ目、同内面に横方向のヘラナデ、胴部外面に斜ヘラ削りを施し、

それらの上に粗いヘラミガキを重ねる。胴部内面は横方向のヘラナデである。　高圷（3）、圷部を欠失する。つくりは

ていねいだが、粗い胎土。外面は光沢のないヘラミガキ、脚部内面はヘラ削り。紋り目がある。　　　　　　（唐澤）
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　　　　　　　2．黒色土。
　　　　　　　3．黒褐色土。ローム粒。
　　　　　　　4．暗褐色土・比較的多量のローム粒・　　　　　　　　　　　　　　　　高圷脚部（遺物1）出土状態

　　　　　　　414に比ベローム粒の粒が大きい。
　　　　　　　5．暗褐色土。多量のローム粒。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H471号住居跡（5H－200）　　位置　力1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～2。東10mの地点で南北溝49・50号と南北溝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0」＿ヒ」m　　58号が接している。周囲は概して住居跡の分
　　　　　　　　図一329　H471号住居跡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　布の少ない所である。　形状　南北3．05m、東

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西4．15mの隅丸平行四辺形を呈す。北西隅と
南東隅が鈍角となる。南壁のみ直線化傾向を示すが、他は外側に膨む孤を描く。長軸方向N－131。一E、面積12．6㎡、壁

高は50cm内外である。全体に幅4～5cm、深さ1～5cmの周溝をめぐらす。　ピット　北東隅（P1）と西壁沿い南寄

り（P2）の2個所に存在する。P1は一部が壁の外に張り出している。規模58×40cm。深さは145cmまで掘り上げたが、

更に下がる。P2は15×17cm、深さ10cm前後の小規模なものである。P　l・P2いづれも、その性格は不明である。　炉

住居中央北西寄りで、60×44cmの範囲に不整形に焼土化した床面が認められた。表面は赤榿色に強く焼けていた。本住

居跡に附随する地床炉と見られる。　遺物　北壁下中央部の床面直上から、高圷脚部の破片（1）が出土した。他には、

覆土中も含めて、遺物の出土は全く認められなかった。　テフラ　床面から30cmの覆土中に、厚さ6cmのF・Aブロッ

クの集積層が見られた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）
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図一330　H471号住居跡出土遺物

出土遺物　　土師器　高圷（1）、裾部外端を欠失して脚部のみ残存。外

面はハケ目の上にヘラ磨き（裾部は横）、内面裾部横ナデ、同柱部縦ヘラ

ナデで下端に指ナデ。柱部上面に圷部設置の痕跡。　　　　　　（唐澤） H471号住居跡出土遺物
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1．黒色土。ローム粒。

2．黒褐色土。ロームブロック。

3．黒褐色土。非常に砂質感が強い（B軽石か）。

O 1m

図一331　H472号住居跡 一

H472号住居跡（5H－201）　　位置　上武国道予定地の北、

ヲ102～ワ102に所在する。南下がりの緩傾斜面上に立地するが、

台地全体から見ると平坦地に近い所となっている。生活道路と

48号溝に挾まれた三角地帯の底辺に近い所に位置する。　形状

南北2m、東西2．35mの平行四辺形ぎみの不整四辺形。四壁の平

面形はいずれも波を打つ。西壁は東壁に比べ北側が23cm程長く

なっている。長軸方向N－51。一E、面積4㎡、壁高4～14cmで、

北壁から西壁にかけてやや高くなっている。周溝は認められな

かった。　床面　特に踏み締められて固い所もなく、地山のX

層を床面とし、貼床も認められなかった。　炉　住居の北東隅

寄りに、34×20cmの範囲に床面が焼けていた。焼けの程度はか

なり弱く、表面もやわらかいが、本住居跡に附随する地床炉と

考えられる。表面のレベルは、周囲床面より5cm前後高い。遺

物　床面または同直上から、遺物の出土はまったく見られな

かった。覆土中から土師器甕（1）が出土しただけである。　そ

の他　覆土中に榛名山の一峯ニツ岳系の軽石を含まないので、

他の例から見て、F・A降下以前の住居と考えられる。なお、

本住居跡は、本遺跡において、最も小規模なものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）
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　　　　　　　　　炉跡全景

出土遺物　　土師器　甕（1）、台付のS字状口縁甕。厚い器肉を

持ち、全体に雑なつくり。口縁部横ナデ、胴部外面は浅いハケ目

（所々に地のヘラ削り現出）、同内面は指ナデで肩部以下はその上

にヘラナデ。台部は端部を内方に折り返す。外面はハケ目の帯を

施す。内面は顕著な指頭痕。褐榿色。小石粗砂粒。　　　（唐澤）
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図一332　H472号住居跡出土遺物

H472号住居跡出土遺物
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住居跡全体

1．黒褐色土。

2．黒色土。

3．暗褐色土。比較的多量のローム粒。

4．黒褐色土。ローム粒。

5．黒褐色土。ローム粒。

6．暗褐色土。多量のローム。

7．暗褐色土。ローム粒主体。

56号溝

イ．黒褐色土。砂質。

ロ．黒褐色土。ロームブロック。砂質。

色土。炭化物。砂質弱。

色土。ローム粒。砂質。

Pl
1　暗褐色土。ローム粒。

2　暗褐色土。多量のローム粒。

P2
1　黒褐色土。ローム粒・ロームブロック。

2　暗褐色土。ロームブロッタ。

P3
1．黒褐色土。ローム粒。
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H473号住居跡（5H－202）　　位置　1号

墳の西、リ101～1に所在する。本住居跡は、

南側に高密度で分布する石田川期住居跡群の

北西に位置する。　形状　長軸3．75m、短軸3．

05mの長方形。北東壁と北西壁には、外に膨ら

む弧を描く傾向が見られる。北の隅はH463号

住居跡と重複しており、コーナーは不明。長

軸方向N－42。一W、面積20．2㎡（推定）。壁高

は、地層断面の観察によると、少なくとも50

cm以上はあったものと見られる。西のコー

ナーには、台形状の張り出しが見られる。床

面　特に固い所や貼床は認められなかった。

ピット・貯蔵穴　P1は、74×68cm、深さ15

cmで、その北壁に寄せて、更にもう一段20×

16cm、深さ18cmの小ピットが掘られている。

P2は、78×64cm、深さ18cmで、P1上段の
規模にほぽ同じである。いずれも貯蔵穴と見

られる。炉住居中央付近床面に、弱く焼

けた地床炉が認められた。　遺物　P1上段

底部から8cm浮いて、砥石が出土しただけで

ある。　テフラ　床面から25cmの覆土中に

F・Aブロック集積層。　重複関係　56号溝

及びH436号住居跡を切り合う。前者は56号溝

が新しいが、後者との関係は不明。　（唐澤）

住居跡全景（手前）

図一333　H473号住居跡 0 1m

1
O

一

10cm

砥石（遺物1）出土状況

図一334　H473号住居跡出土遺物

出土遺物　　石製品　砥石（1）、据え砥の残

片で、実際はこの2倍近くあったものと見ら

れる。使用面は図の上下面と右側面の3個所

である。流紋岩製。　　　　　　　　（唐澤）

VI遺構と遺物　231



H474号住居跡
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　　　　　　　　　　　　　　a－4．黒褐色土。やや褐色味強。砂質。
　　　　　　　　　　　　　　a－5．黒褐色土。ローム粒。砂質。

a－6．暗褐色土。比較的多量のローム粒。砂質。

b－1．黒灰色土。砂粒主体。非常に固い。

b－2．a－2に似るが固い。層の下端は特に固い。

b－3．黒褐色土。4～5枚の固い層の重なり。

　　※砂粒はB軽石と推定される。

0 1m

住居跡全景

纏
，
鐵
』
纈

須恵器圷（遺物1）出土状況

一図一335　H474号住居跡

H474号住居跡（5H－203）　　位置　力6に所在する。周囲には国分期の竪穴式住居跡が分布しており、西15mには4

号製鉄阯がある。本住居跡の東半分は49・50号溝に切られる。　形状東半分が不明のため定かでないが、現状では南

北3．8m、東西1．7mを測る。隅角は隅丸を呈す。各々の壁下には幅9～23cm、深さ12～26cmの周溝をめぐらす。面積7．9

㎡（現状）、方位N－4。一E（西壁）、壁高7～30cmである。　床面　南壁沿いの周溝が住居内に広がるが、これはこの

部分の貼床を掘りすぎてしまったものと思われる。厚さ7～16cm。範囲不明。　ピット　北壁にP1（深さ8cm）、西壁

中程にP2（10cm）、P6（不明）、南西隅付近床面にP3（37cm）、P4（22cm）、P5（45cm）、南壁沿いにP7（26cm）

がある。それぞれの性格については不明である。　遺物　P1付近床面直上から須恵器圷（1）が、覆土中からカマドに

使用する土製支脚とみられる円柱状の焼き物が出土した。　重複関係　49・50号溝に切られる。　その他　覆土中のニ

ツ岳系の軽石及び須恵器圷（1）から、平安時代の住居跡と推定される。従って、住居の東壁部分にはカマドが付設され

プいたものと推測される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）

＼

1

（ρ＼

） 一⊂）

　　　2（覆）

0 10cm

図一336　H474号住居跡出土遺物
H474号住居跡出土遺物

出土遺物　　須恵器　圷（1）、小さな底部を持つ圷で、体部内外面のロクロ痕を消す。切り離しは回転糸切り未調整。

ロクロは右まわり。色調は灰白色で、底部付近の内外面は黒灰色。やや甘い焼成。　その他　土製支脚か（2）。図上端

で横に広がる。上面に平坦部が一部残存する。指頭痕を残す指ナデ調整。色調は茶褐色で土師質。　　　　　　（唐澤）
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H475号住居跡
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偽

妙

1．黒色土。焼土粒。

2．黒色土。ロームブロック。

2．2を基調とするが、ローム粒を混ぜる。

3．黒色土。ローム粒・ロームブロッタ。

4．黒色土。ローム粒・ロームブロック。

5．暗褐色土。多量のローム。

6．黒色土。ローム粒。

H475号住居跡（5H－204）　　位置　ワ4。

台地の東西の中央に位置し、概して平坦な所

である。奈良時代以降のカマドを持つ住居跡

と、石田川期の住居跡の分布の境界に位置す

る。本住居跡の南側一帯は、概して住居跡の

分布が少ない。本住居跡の西側半分は、生活

道路下のため未調査になっている。　形状

南北3．5m＋α（3．6m前後か）、東西2．6m＋α

の隅丸四辺形と推定される。北壁はほぼ直線

をなすが、西壁は外側にゆるく膨らむ弧を描

く。コーナーは隅丸の度合が大きいため、壁

線が膨らんでいるような印象を受ける。南北

方位N－13。一E、面積5．4㎡以上、壁高は北壁

で最高45cmを測る。　床面　調査区域の東半

から未調査区にかけての住居中央付近は非

常に固く踏みしめられている。貼床は床面の

平面観察の範囲内では認められなかった。

遺物床面または同直上、及び覆土中から遺

物の出土はまったく見られなかった。　その

他　本住居の使用された時期は、覆土全体に

榛名山ニツ岳噴出にかかる軽石を含むので、

本台地の他の例から推して奈良時代以降のも

のと考えられる。　　　　　　　　（唐澤）

図一337　H475号住居跡
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H476号住居跡
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住居跡及び増層断面

A151．10m ．一ざ’

u

×4

1

B　150。40m

5 3

蜘
・
繊

　　6

．旦

諺 南西隅付近炭化材出土状態

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H476号住居跡（5H－205）　　位置　南北
　　　　　　　　1．黒褐色土。F・Aを含む。
　　　　　　　　2．黒色土．　　　　　　　　　　　　　　　　　　溝の48号と49・50号溝に挾まれた、ワ3に所
　　　　　　　　3・黒褐色土・ローム粒●炭化物　　　　　　　　　　　　　在する。北に隣接して同時期のH441号住居跡
　　　　　　　　4．黒褐色土。ローム粒。
　　　　　　　　5．暗褐色土．。＿ム粒．　　　　　　　　　　　　　　　　があるだけで、周囲はほとんど住居跡の分布

　　　　　　　　6・黒褐色土・ローム粒’ロームブロツタ・　　　　　　　　　　しない区域となっている。北側3分の1は生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　活道路下のため未調査である。　形状　南北

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3m以上、東西3．4mの隅丸四角形と見られ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。東壁は北側で、約10cm外に張り出す。南

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　1m　　壁は西側3分の1が大きく内に寄る。長軸方
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　　　　　　　　図一338H476号住居跡　　　　　　　　　　　　　向N－20。一W、面積7．3㎡、壁高は地層断面の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　観察によると、東で70cm、西で55cmを測る。

周溝は認められない。　床面　住居中央付近は固く踏みしめられている。　ピット・貯蔵穴　南西隅のP1は深さ34cm、

未調査区に一部がかかるP2は深さ20cm（現状）。南壁東寄りのピットは、半分以上が壁の中に掘り込まれており、貯蔵

穴と見られる。P1もその位置の共通性から推して、貯蔵穴的なものと考えられる。　遺物　P1を大きく取り囲むよ

うにして床面直上から土師器壷小片が出土した。1の図はその口縁部である。　テフラ　床面から34cmの覆土中にF・A

ブロック集積層。　その他　壁沿いに炭化材が出土。焼失住居と見られる。　　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）

癬薪

0 10cm

図一339　H476号住居跡出土遺物
H476号住居跡出土遺物

出土遺物　　土師器　壷（1）、口縁部のみ残存。外面はハケ目を顕著に残すヘラナデで上端のみ横ナデ、内面は中ほど

やや下方まで横ナデ、それより下位は横ヘラナデの上に横ヘラ磨き。内外面概して平滑。黒茶褐色。　　　　　（唐澤）
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H477号住居跡
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％
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1

　　1　　　　　　　　　

　　號　勿
住居跡全体

1．黒褐色土。焼土粒。

2．，黒褐色土。ローム粒・ロームブロック。

3．黒褐色土。ローム粒。

4．黒褐色土。焼土・焼土ブロッタ。

Pl

1．黒褐色土。ローム粒。

2．暗褐色土。比較的多量のローム粒。・炭化物。

3．暗褐色土。ローム粒。

図一340　H477号住居跡 0 1m
」＝＝ゴ＝＝」，

H477住居跡（5H－206）　　位置’ヲ1。

南北溝48号と生活道路が形づくる三角地帯の

頂点付近に位置する。本住居跡の北側は、広

い範囲にわたって住居跡のほとんどない区域

となっている。　北側2分の1は生活道路下．

のため未調査であるQ　形状南北5m＋・
α、東西2．8m＋αの方形の住居跡と推定

される。壁は直線的につくられているが、南

壁西側は内に寄り、こけたような形になる。

東壁走向N－10。一W、面積4．5㎡以上。壁高

は、地層断面の観察によると、東壁で30cm、

南壁で22cmである。この付近では住居構築時

の表土がすでに削平されているので、実際は

．それ以上の深さになる。　床面　床面での観

察及び東壁南寄りの掘りすぎ部分から判断し

て、住居中央部分を除き、約10cmの厚さで貼

床が施されているものと見られる。　ピット

P1は深さ10～15cmで性格不明である。P2

は南壁西側の位置から判断して貯蔵穴と考え

られる。　炉　地層断面下の、P1北端に近

い床面で焼土の一部が認められた。炉と見ら

れる。　遺物　覆土を含めて、遺物の出土は

まったく認められなかった。　その他　本住

居跡は、覆土中にニツ岳系の軽石を含まない

こと、炉肚が推定されること、及び周辺の住

居跡から見て、石田川期のものと推定される。

　　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）

H478号住居跡

A
一雫　l

　　l　　l　　ヒ
　　l　P1
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A，153．20m
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　O　　　　　　　　・一

　　　剛
　？馬6引

轟2■弱鵬

イ

．五

膨獣・笏彰

478号住居跡

1．黒褐色土。

2．1を基調とし、若干のローム粒。

3．暗褐色土。皿のブロック主体。

4．暗赤灰色土。灰主体。焼土粒・ローム粒。

49・50号溝

イ．黒褐色土。砂質強。

ロ
．

黒褐色土。ローム粒。砂質。

H478号住居跡（5H－207）一　位置　力7。南北溝49・’50号

が同じ南北溝の51号溝と合流する点から南10mに所在する。

南に隣接するH474号住居跡同様に、東端を49・50号溝に切ら
’
れ る。北側半分は生活道路下とため未調査である。形状　南

北1．5m＋α、東西2．6m前後の隅丸長方形になるものと見ら

れる。本住居跡は、出土遺物、覆土中の軽石、周囲に分布す

る住居跡から推して、奈良時代以降の南北方向に長軸を取る

住居跡と推定される。「西壁はやや掘りすぎている。南壁は、

東端部分で15～20cmの張り出しを持つ。長軸方向N－17。一W

　（推定）、面積2．5㎡以上。壁高は、地層断面の観察によると、

西壁で30cmである。　床面　焼土付近が非常に固く踏みしめ

られている。カマド前から住居中央部を除く床面には貼床が

施される。住居中央部の焼土は、カマド前に位置し、焼けも

それほど強いものではない。また、この部分は貼床のない部分

＝固く踏みしめられた所であり、カマド内の懊を利用してこ

の部分を乾燥させたものとも考えられる。　ピット　南西隅

付近に大きなピツト（P1）が、焼土と東の壁際に2つの小

ピット（P2・P3）が確認された。前者の深さは17～26cm、

後者はP2、39cm、P3、36cmである。　カマド　東壁のP
2・P3の北がカマド跡である。地層断面の観察によると、

この部分の底面がゆるやかに立ち上がり、そこに灰を主体と

し、焼土粒を混ぜる層が覆っている。　遺物　東壁沿いに集

中して5～11cm浮いて出土したが、掘りすぎの貼床を考慮

すると床面ないし床面直上である。　重複関係　49・50号

溝と重複する。本住居跡の方が旧い。　　　　　　　（唐澤）

　　　　　　　　　　　0　　　　　1m図一341　H478号住居跡　　　」＿扇
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図一342　H478号住居跡出土遺物

出土遺物　　土師器　甕（1・2）、1はコの

字状口縁甕だが、頸部の立ち上がりは不明瞭

で、屈曲部のシャープさが認められない。器

肉は厚くなっており、つくりも雑である。調

整手法は、口縁部は外面に指頭痕を残す横ナ

デ、頸部外面の肩部と口縁外反部の境には浅

い凹線、胴部外面はヘラ削り｛同内面は横ヘ

ラナデ（下半には斜ヘラナデを加える）を施

す。色調は軽い茶色で、胎土中に多量の黒雲

母・小石・粗い砂粒を混ぜる。2は1に比べ

、薄い器肉を持つが、口縁部に類似点が認めら

れる。調整は1よりていねいだが、手法はまっ

たく同じである。口縁部に粘土紐の巻き上げ

痕を残す。色調は淡褐色で、胎土中に細かい

砂粒を混ぜるら　圷（3・4）、いづれも同じ

つくりの土器であるが、4は雑なつくりで、

』胎土中に粗い砂粒が多く、色調も淡灰褐色で

土師質須恵器と同じ焼成である。調整手法は

口縁部及び内面に横ナデ、体部外面中ほどに

指頭痕、体部外面下半と底部はヘラ削りを施

す。　須恵器　圷（5～7）、5は底部を欠失

するが、6・7は付高台で、底部外面に回転

糸切り未調整痕を残す。5の外面の顕著なロ

クロ痕、7の高台のやや雑な接着を除くと、

概してていねいなつくりである。色調は5・

6が灰色、7が灰白色である。ロクロの回転

方向は右である。　　　　　　　　（唐澤）

H479号住居跡

≧／

A148．10m

　　

験

シ

諺

．旦

伽
．黒褐色土。

黒褐色土。ロームブロック。

黒褐色土。

勿勿

0　　　　　1m

一一

・H479号住居跡（5H－208）　　位置　ヲ102。遺跡内を南北

に縦断する生活道路が、上武国道予定地と一緒になる地点の

北側に所在する。ここで、生活道路は48号溝と共に二等辺三

角形の区域を画しており、その底辺の西端やや北側に本住居

跡は位置する。北30mには1号墳が、東20mには3軒の掘立柱

建物跡があるが、周囲に分布する堅穴式住居跡はすべて石田

川期のものである。本住居跡の西半分は、生活道路下のため

未調査である6　形状　南北4．12m、東西1．6m＋αの隅丸の

四角形と推定される。北壁』東壁は全体に直線的につくられ

ているが、東壁南端はこけており、隅丸の度合いが大きい。一

東壁走向N－38。一E、面積4．7㎡以上。壁高は、地層断面の観

察によると最高25cmであるが、地層断面中にすでに住居跡築

造当時の土層が残っていない．（削平されている）ので、実際

はもっと高い壁を有していたものである。周溝は、調査範囲

内では認められなかった。　床面特に固く踏みしめられた

所は認められなかった。床面はX層ないしXI層の地山で、貼

床は見られなかった。　遺物　床面及び床面直上、あるいは

覆土中からも、遺物の出土はまったくなかった。　その他　東

壁北端から炭化材が出土している。細かくいくつかに分かれ

ているが、のっている面や木目の方向（南北方向）『が同じな

ので、1本の炭化材と見られる。床面より6．5cm浮いている。

図中の右は、偏平な安山岩山石で、表裏とも一面に良く焼け

ているb床面から8cm浮いている。なお、本住居跡は、覆土

中に榛名山ニツ岳の軽石を混ぜないこと、東壁にカマドを持

たないこと、石田川期住居跡の分布区域内にあること等から、

石田川期の住居跡と推定される。　　・　　　　　（唐澤）
図一343　H479号住居跡
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H495号住居跡
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H495号住居跡（5H－224）　　位置　ル4。

1号墳の北25mに本住居跡がある。　形状
南北3．10m、東西2．84mの方形を呈し、面積は

8．2㎡を測る。長軸は南北、その方向はN
－220－Eである。壁の形状は、南壁以外はほ

ぼ直線で、南壁は波打つ。壁高4～12cm。床

は全般にやわらかい。　ピット　南壁の東端

近く、貯蔵穴近くに確認できる己その規模は

34×26cm、深さ15cmである。炉住居中央

東寄りにあって、38×21cmの瓠形を呈する。

焼土の厚さ1～3cm。　・貯蔵穴　南東隅で

56×40cm、深さ8cmの不整円形である。遺

物　北東隅付近で土師器甕の破片2片が出

土。　　　・　　　　　　　　（中澤）

A151。40卑
1

　．五

勿
　2
1．黒茶褐色土。

2．茶褐色土。ローム粒主体。

0 1m

一図一344　H495号住居跡
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表一15竪穴式住居跡出土鉄関係遺物 （覆土中）と特にことわりのないものは、床面ないし、床面付近の出土

住居Nα 鉄　F製　　品 鉄　　　　　津． 羽　　　　口 砥　　　　石 備　　　　考

272号 流紋岩

273号 種類不明（覆土中）

275号 鉄鎌片（覆土中） 流紋岩

276号 流紋岩

278号
　釘

刀　　子

刀芋を分析資料に

使用

279号
　釘　　（覆土中）

刀　子（覆卑中）

（覆土中）流糖

280毎 釘または柄 鍛冶津

282号 種類不明（覆土中）
鍛冶津
（椀形鉄津他覆土中）

輝石安山岩

283号 刀　子？
鍛冶津
（椀形鉄津覆土中）

284号 鎌　　片

285号 鍛冶津（P5内覆土中）
出土したが、所在、

不明

286号 鍛冶津 流紋岩

288号 鍛冶津（椀形鉄津）

289号 種類不明 鍛冶津
径　6．5～7．5cm

（2ケ）

290号 ・鎌 鍛冶津

291号 鍛冶津（椀形鉄津！

（

293号
鉄　　鎌？

刀　　子

295号
鍛冶津
（椀形鉄津他覆土中）

298号
釘
鎌
　 （覆土中）

鍛冶津（覆土中） 流紋岩
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住居翫 鉄　　製　　品 銑　　　津 羽　　　　口 砥　　　　石 備　　考

299号
鍛冶津
（椀形鉄津他覆土中）

覆土中

300号
　鎌？

刀　　子（覆土中）
鍛冶津（椀形鉄津覆土中）』

301号 刀　　子？

、　冶

（椀形鉄津他覆土中を含 覆土中』

302号 鍛冶津（覆土中）

303号 種類不明（覆土中） 鍛冶津（椀形鉄津覆土中）

304号
刀　　子

L字型金具　（覆土中）
鍛冶津（覆土中）

305号
流・紋岩

（2ケ）

307号 鍛冶津（椀形鉄津他覆土中） 覆土中
輝石安山岩

（覆土中）

308号

種類不明

　釘
　釘（覆土中）
刀子または、鎌（覆土中）

鍛冶津（覆土中）P

309号 鍛冶津（覆土中） 径　7．5cm前後
流紋岩
（覆土中）

315号 鍛冶津（椀形鉄津覆土中）

317号 刀　　子（覆土中）
径　8．5cm前後

長さ、10・5cm

318号’

鍛冶津（覆土中）

319号 鍛冶津（覆土中）

320号 鉄　　鎌

354号 鍛冶津

355号
　／

鍛冶津（椀形鉄津）

358号 釘 鍛冶津（椀形鉄津）

359号
刀　　子

釘　　状（覆土中）
鍛冶津（椀形鉄津中心） 径　5c血

361号 鍛冶津
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住居Nα 鉄　　製　　品 鉄　　　　　津 羽　　　　口
砥　’　　石．

備　　　　考

364号
刀　子（覆土中）

鍛冶津 径　7cm前後

366号 鍛冶津

373号
一

鍛冶津
鉄津は炭化物を多

量にかみ浴む・

387号 鍛冶津（椀形鉄津覆土中）

391号 頁’岩

394号 鍛
．

冶津（椀形鉄津）

397号 刀子片 鍛冶津（椀形鉄津覆土中）

398号 頁　　岩

401号
鍛冶津
（椀私手のひ狸他）

径　8cm前後か

（カマド内）

414号
霧数不轟、／覆土中 鍛冶津

（椀形鉄津P、内・覆土中）
覆土中

418号 鍛冶津（椀形鉄津）、

433号
（建替後）

出土したが所在不

明

438号 錺i？ 鍛冶津

439号 釘？1．（覆土中） 鍛袷津（椀形鉄津他）
流紋岩
（2ケ）

440号 種類不明（覆土中） 鍛冶津（椀形鉄津覆土中） 流紋岩
（覆土中）

’
4
4
2
号 鍛冶津（覆土中）

　、
径　7．5cm

（覆土中）　’

凝灰質砂岩

履土中）

444号 鍛冶津（覆土中）

445号 刀　　子（覆土中） 鍛冶津
輝石安山岩

（覆土中）

451号
種穎不明（覆土中）

473号 流紋岩
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表一16竪穴式住居跡ピット計測値一覧表 （単位　cm）

臼竪穴Nα ピツトNd 長径×短径 深　　　　さ 備　　　　　　　　　考

貯蔵穴 55　×　48 23

268号

P1 38　×　22 29 柱穴

P2 12　×　　6 6 柱穴

P3 18　×　14 19

P4 18『×　12 2 間仕切り的なものか

P5 16　×　14 2 間仕切り的なものか

P6 138　×　66 14 間仕切り的なものか

P7 20　×　20 12 柱穴出入口施設に関連するものか。

P8 40　×　36 28． 柱穴

269号

P1 28　×　26 19．5

P2 38　×　30 53．5

P3 20　×　18 20

P4 44　×　38 ・42

P5 22　×　20 28

P6 34　×　26 27

P7 24×　17 35

P8 26　×　22 30

Pg 42　×　20 11（上）　38（下）

Plo 26　×　24 36

270号

P1 78　×　68 22

P2 26　×　16 6
P3 56　×　50 15

P4 59　×　54 25

P5 32　×　30 8
P6 48　×　40 8
P7 82　×　71 18

P8 58　×　50 30

Pg 34　×　26 21

Plo 38　×　34 39（検出面から）
22（床面から）

271号

貯蔵穴 46　×　32 24

P1 91　×　65 35 貯蔵的な機能をもつか

P2 52　×　50 40（遺構検出面から）
7　（床面から）

272号

貯蔵穴 44　×　30 31．8

P1 48　×　32’ 8．9

P2 30　×　18 50．9 柱穴か

P3 44　×　42 58．8 柱穴か

P4 36　×　34 ・24．7 灰かき穴

273号

貯蔵穴 46　×　40 42

P1 86　×　70 24 主柱穴か

P2 56　×　38 15 主柱穴か

P3 62　×　46 25 主柱穴か
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竪穴Nα ピツトNα 長 径×短 径 深 さ 備　　　　　　　　　考

273号
P4 76 × 60 12 主柱穴か

．P5 54 × 48 30 灰かき穴

274号 貯蔵穴 52 × 43 27

275号 貯蔵穴 72 × 56 11

277号 P1 50 × 38 16 出入口施設に伴うものか

278号
貯蔵穴 46 × 36 30

P1 70 × 58 14

279号
P1 54 × 46 17

P2 42 × 15 12

280号
貯蔵穴 70 × 66 16

P1 86 × 47 6

281号

貯蔵穴 54 × 34 12

P1 94 × 37 6
P2 36 × 35 9

282号

P1 24 × 16 14 出入口施設に関連するものか

P2 38 × 18 9 出入口施設に関連するものか

P3 30 × 30 10

283号

P1 約54 × 50 35

P2 68 × 50 15

P3 63 × 58 6
P1 100 × 88 23 主柱穴

P2 90 × 86 23 主柱穴

P3 52 × 48 42 主柱穴．

P4 68 × 46 34 主柱穴

P5 36 × 36 30

P6 32 × 28 13

P7 38 × 19 24

284号
』P8 24 × 16 53

Pg 20 × 18 35

Plo 28 × 19 26

P11 20 × 19 41

P12 26 × 24 9
P13 24 × 21 22

P14 26 × 22 33

P15 20 × 17『 12

285号

貯蔵穴1 32 × 30 25

貯蔵穴II 56 × 52 27

P1 40 × 36 5（東半） 38（西半） 主柱穴。 建て替えあり。（第1次・第2次）

P2 22 × 16 12 第1次主柱穴

P3 32 × 21 48 第2次主柱穴

P4 46 × 42 13

P5 38 × 30 36 第2次主柱穴
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竪穴Nα ピツ，トNα 長 径×短 径 深 さ 備 考

285号

P6 34 × 30 10 第1次主柱穴

P7 26 × 26 34 第1・2次主柱穴

P8・ 24 × 22 24

P9 69 × 48 18 灰かき穴

286号

P1 44 × 40 12 主柱穴か

P2 86 × 52 42

P3 34 × 28・ 10 主柱穴か

P4 40 × 32 17

P5 40 × 36 14

P6 34 × 20 20
一

P7 24 × 24 36 主柱穴か

287号

P1 46 × 26 19

P2 26 × 22 25

P3 36 × 22 13

P4 26 × 22 28

P5 36 ×
．

24 22

P6 26 × 20 16
、

P7 32 × 12 57

P8 34 × 27． 36

P9 34 × 20 20 カマド跡、燃焼部の可能性あり。

Plo 83 × 63 20

288号

P1 44 × 44 43

P2 56 × 46 12

P3． 50 × 42 27

P4 30 × 26 14

P5 77 × 60 20

P6 44 × 28 26

P7 20 × 19 34

P8 31 × 25 30

P9 73 × 約54 20 H287号住のカマド跡の可能性あり

Plo 34 × 32 33 H287号住に付く可能性あり

P11 27 × 21 18

P12 30 × 26 14

P13 32 × 28 29

P14 52 × 24 15

pl5 29 × 26 22

P16 40 × 12 26

289号

貯蔵穴 72 × 50 29

P1 21 × 20 8

P2 22 × 14 不明

P3 35 × 34 20 出入口施設に関導するのか。
耳

P4 25 × 22 20
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竪穴Nα ピツトNα 長径×短径 深　　　　さ 備　　　　　　　　　考

289号

P5 64　×　48 16 灰かき穴

P6 30　×　25 13

P7 18　×　12 不明

290号

貯蔵穴 68　×　55 22

P1 50　×　36 25 主柱穴

P2 19　×　12 10 主柱穴

P3 52　×　50 18 主柱穴

P4 46　×　36 15

P5 32　×　22 3
P6 30　×　20 2 主柱穴臼

291号

貯蔵穴 32　×　28 23

P1 30　×　19 22（西〉　25（東）

P2 32　×　29 19 深さは遺構検出面から柱穴か

P3 34　×　26 26 深さは遺構検出面から柱穴か

292号 貯蔵穴 82　×　62 22

293号 貯蔵穴 46　×　41 30

295号

P1 90　×　68 12

P2 56　×　32 8
P3 28　×　24 13 主柱穴か

P4 11　×　11 9
P5 18　×　16 12 主柱穴か

296号

P1 50　×　37 11

P2 28　×　22 14

P3 19　×　　8 7

297号
貯蔵穴 94　×　64 12

，P1 58　×　28 20

298号 P1 22　×　21 7

299号
P1 21　×　14 11

P2 32　×　16 8

300号 貯蔵穴 50　×　50前後 12

301号 P1 41　×　34 10 H302号住居跡のカマド灰かき穴か

302号 P1 94　×　74 26（南西隅）

303号 貯蔵穴・ 23　×　32 14

304号

貯蔵穴 66　×　52 25

P1
L
6
6
　 ×　54 16

P2 33　×　29’ 21

P3 47　×　46 18

307号

貯蔵穴 64　×　44 14

P1 39　×　30 12

P2 23　×　20 12

308号 貯蔵穴 90　×　52 21 ぞの中に、32×24cm深さ38cmのピットあり

309号 P1 31　×　26 13 出入口施設に関連するものか
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竪穴恥 ピツトNQ 長径×短径 深　　　　さ 備　　　　　　　　　考

312号
貯蔵穴 55　×　30 13

P真 53　×　31 7

313号 貯蔵穴 60　×　44 11

314号

貯蔵穴 40　×　32 17 主柱穴か

P1 30　×　23 9 主柱穴か

P2 44　×　40 13 主柱穴か

P3 58　×　40 13 出入口施設に関連するものか

P4 40　×　30 11

315号 貯蔵穴 46　×　36 30

316号
P1 25　×　16 11

P2 18　×　16 4

317号
P1 36　×　20 20

P2 24　×　23 38

319号
P1 26　×　12 7
P2 33　×　11 4

，320号 貯蔵穴 68　×　58． 15

322号 P1 89　×　54 12． 灰かき穴か

354号 P1 39　×　28 12 H366号住の入口施設と関係あるものとみなされる。
その場合深さは約20cm

355号
P1 32　×　14 15

P2 20　×　10 不明

356号 P1 74　×　56 79 貯蔵穴的な機能を持ったピットか

357号

貯蔵穴 84　×　58 14

P1 64　×　52 58 主柱穴

P2 97　×　43 23（東）　31（西） 主柱穴

P3 25　×　15 28

P4 28　×　22 なし

P5 23『×　19 30 貯蔵穴内のピット

P6 50　×　33 34 H395・396号住居の一部の可能性もある。

P7 89　×　29 45 主柱穴

P8 36　×　28 65

Pg 13　×　13 11

Plo 32　×　19 23 主柱穴

P11 23　×　23 51

P12 20　×　19 24

P13 16　×　16 14

358号 貯蔵穴 70　×　48 26

359号

貯蔵穴 82　×　64 34

P1 70　×　66 53 主柱穴

P2 76　×　66 46 主柱穴

P3 103　×　80 20

P4 82　×　60 51 主柱穴

P5 80　×　64 55 主柱穴
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竪穴No ピ．ットNα 長径×短径 深　　　　さ 備　　　　　　　　　考

359号

P6 86　×　56 49　』 主柱穴

P7 104　×　24 なし

P8 34　×　18 なし

Pg 26　×　24 なし

Plo一 40　×　20 18

P11 52　×　30 22

P12 30　×　22 なし 間仕切り的な施設に伴うものか

P13 36　×　24 なし、 壁柱

P14 22　×　20 29 問仕切り的な施設に伴うものか

P15 34　×　32 なし 壁柱

P16 ．110　×　10 なし

P17 16　×　12 なし

P18 18　×　16 なし 壁柱

P19 30　×　22 30 壁柱

P20 80　×　16 なし

P21 14　×　　8 なし

P22 27　×　25 不明

360号 P1 124　×　58 42 カマド痕跡か

361号

貯蔵穴 92　×　68 30

P1 29　×　22 41 出入口施設に関連するものか。

P2 18　×　15 23

P3 14　×　10 不明

362号

貯蔵穴 96　×　86 30

P1、 86　×　62 27 貯蔵穴的な機能を持つものか

P2 54　×　44 51 主柱穴か

P3 4σ　×　34 15 柱穴か

P4 40　×　32 12　・ 出入口施設に関連するものか

P5 60　×　38 58

363号

貯蔵穴 94　×　66 17

P1 30　×　24 なし

P2 52　×　28 21（西）　15（東）

P3 54　×　32 12

P4 32　×　28 30　・

P5 16　×　16』 なし

P6 18　×　’10 なし

P7 26　×　22 26

P8 27　×　14 なし

Pg 22　×　22 なし

Plo 20　×　18 なし

P11 10　×　　8 なし　・

364号 貯蔵穴 164　×　72 32

24！6
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竪穴NQ ・ピツトNα 長　径×短径 深　　　　さ 備　　　　　　　　　考

364号

P1 48　×　36 84 主柱穴

P2 86　×　「70 99 主柱穴

’P3 70　×　56 59 主柱穴

P4 58　×　56 、36 主柱穴

P5 58’×　48 30 出入口施設に関連するものか。

P6 54　×　47 22

P7 52　×　36 16

P8 32　×　28 58

Pg 34　×　26 5

365号

貯蔵穴 100　×　34 21

P1 25　×　23 13 出入口施設に伴うものか。1

P2 20　×　16 床面が若干くぼむ程度

366号

貯蔵穴 86　×　70 29

P1 28　×　20 32 主柱穴。・建て替えあり。

P2 38　×　14 なし 主柱穴6建て替えあり・

P3 24　×　22 40 主柱穴

P4 30　×　22 52 主柱穴

P5 28　×　22 30

P6 120　×　96 24

P7 36　×　32 15

P8 62　×　58 57

Pg 40　×　38 36

Plo 28　×　24 29

367号

P1 42　×　30

P2 50×　24 不明 この中に20×18c叫、深さ25cmのピット有り・

P3 25　×　20 18（検出面から） 住居外。

368号

貯蔵穴 70　×　44 32

P1 （推定50　×　50） 16 掘りすぎ

P2 58　×　48 12 この中に16×16cm、深さ37cmのピット有り。

P3 42　×　32 19

P4 38　×　30「 24 主柱穴

P5 50　×　46 21 主柱穴

P6 40　×　34 15 壁柱

P7 36　×『26 9 壁柱

P8 ．32　×　22 19 壁柱

Pg 76　×　38 17 壁柱

Plo 90　×　60 14 壁柱

369号
貯蔵穴 58　×　54 22

P1 90　×　70 18

370号
貯蔵穴 68　×　36 6
P1 98　×　90 7

371号 貯蔵穴 70　×　56 49
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、

竪穴Nα ピツトNα 長　径×短径 深　　　　さ 備　　　　　　　　　考

371号
P1 61　×　51 16

P2 40　×　31
『

30 出入口施設に関連するものか。

372号

P1 34　×　20 15（49）

（）内は遺構検出面からP2 50　×　34 44（78）

P3 40　×　21 34（69）

P4 78　×　19 18

P5 78　×　30 13 灰かき穴か

P6 30　×　28 12

373号
貯蔵穴 64　×　48 19

P1 35　×　28 32 出入口施設に関連するものか。

374号

P1 34　×　28 28（71）

柱穴か（）は遺構検出面からの深さ。
P2 40　×　30 8（48）

P3 80　×　40 6
P4 18　×　14 なし

375号

P1 43　×　32 37 柱穴

P2 38　×　28 33 柱穴

P3 81　×　24 17（北）　38（南） 柱穴・

P4 60　×　45 35 柱穴。建て替え前は貯蔵穴か。

P5 42　×　30 61、 柱穴

P6 40　×　13 23 柱穴

P7 27　×　25 41 柱穴

P8 24　×　20 28 柱穴

Pg 52　×　50 15 灰かき穴とみられる

Plo 64　×　50 15 灰かき穴とみられる

P11 16　×　12 17 出入口施設に関連するものか。

377号 P1 26　×　16 22

378号

P1 104　×　68 32 主柱穴

P2 98　×　67 38 主柱穴

P3 43　×　39 58

P4 131　×　106 62 底部付近壁面焼土化

P5 41　×　33 65

P6 128　×　49 29 主柱穴

P7 56　×　28 28 主柱穴

379号

貯蔵穴 60　×　46 55

P1 40　×　40 6
P2 19　×　　7 4

380号

貯蔵穴1 44　×　42 15

貯蔵穴II 50　×　24 34

P1 48　×　4q 不明

381号

貯蔵穴 32　×　26 56

P1 50　×　44 10 柱穴

P2 58　×　58 45
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竪穴Nα ピツトNα 長　径×短径 深　　　　さ 備　　　　　　　　　考

381号
P3 62　×　46 32

P4 56　×　32 ．12 柱穴

383号 貯蔵穴 （50　×　48） （35）、

384号

P1 36　×　36 22 主柱穴

P2 54　×　，38 33 主柱穴

P3 42　×　38 54 主柱穴

P4 48　×　36 58 主柱穴

P5 66　×　56 45 貯蔵穴

P6 52　×　48 11 貯蔵穴か

P7 102　×　16 9 周溝か

P8 48　×　28 17 周溝か

P9 62　×　32 、9 周溝か

Plo 86　×　46 12（西）　20（東）

P11 40　×　34 29 貯蔵穴か

P12 24　×　20 10

P13 34　×　18 7
P14 37　×　30 30

．P15 22　×　16 15

385号

貯蔵穴 70　×　54 41

P1 33　×　30 40 主柱穴（第1・2次兼用）

P2 56　×　46 9 主柱穴（第1・2次兼用）

P3 44　×　36 ’9 第2次主柱穴

P4 62　×　44 8（北）5（東）10（南） 第1次主柱穴

P5 82　×　52 14 第1次主柱穴

P6 52　×　36 10（北）　21（南） 第2次主柱穴

386号

P1 52　×　34 9～12
P2 54　×　52 55 貯蔵穴か

P3 40　×　32 18（北）　60（南）

388号
P1 42　×　36 18

P2 174　×　40『 20 東壁にオーバーハングしている

389号
貯蔵穴 48　×　46 49

P1 54　×　54 18（東）　27（西） 入口施設に関係するものか

390号

貯蔵穴1 97　×　65 76

貯蔵穴II 55　×　40 23

P1 24　×　18 66 主柱穴

P2 28　×　19 34 主柱穴

P3 33　×　26 68 主柱穴

P4 52　×　30 58 主柱穴

391号

P1 32　×　30 8 柱穴か

P2 40　×　32 38 柱穴か

P3 23　×　22 30

P4 40　×・34 17．5 柱穴か
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竪穴Nα ピツトNo 長　径×．短径 深　　　　さ 備　　　　　　　考一

391号

P5 21　×　18 11．5

P6 16　×　14 7
P7 29　×　18 22

392号 貯蔵穴 64　×　50 32

393号
P1 42　×　38 29

P2 66　×　52 5

lll号

P1 54　×　54 22

P2 42　×　18 61（北）　29（南）

P3 36　．×　36 18

P4 46　×　26 29

P5 32　×　18 57

P6 24　×　24 15

P7 38　×　16 26

P8 24　×　24
9．

Pg 45　×　33 34 H357号住のP6と共通どちらに付くか不明

397号

貯蔵穴 86　×　72 27

P1 42　×　30 6
P2 26　×　20 　18（床面から）

55（遺構検出面から）

P3 42　×　28 11 灰かき穴．

398号

P1 45　×　17 8
P2 38　・×　32 35 貯蔵穴か

P3 34　×　32 35　　　　　・ 貯蔵穴か

P4 24　×　19 12

P5 57　×　35 12

399号

P1 74　×　60 24 柱穴

P2 08×　56 13 柱穴

P3 73　×　60 17 柱穴

400号 貯蔵穴 64　×　60 34

401号 貯蔵穴 78　×　76 30

402号
P1 26　×　14 不明

P2 32　×　26 7
P1 24　×　20 40

403号 P2 18　×　10 なし

P3 30　×　20 なし

404号

P1 28　×　11 27
｝ハシゴ状の出入・施設とも考えられる？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
P2 18　×　11

37’

P3 27　×　24 8 出入口施設に関連するピットか

407号 貯蔵穴 66　×　42 推　　定（17）

409号

．貯蔵穴 68　×　56 48

P1 52　×　42 18 柱穴か

P2 46　×　40 13 柱穴か

P3 56　×一29 11
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竪穴No ピツトNα 長　径×短径 深　　　　さ 備　　　　　　　　　考

409号 P4 48　×　14 17

410号

P1 20　×　18 35

P2 36　×　18 10

P3 36　×　36 29

P4 32　×　23， 9
P5 24　×　16 27

P6 28　×　17 13

P7 11　×　　7 14

P8 11　×　　6 6

411号
貯蔵穴1 72　×　52 50

貯蔵穴II 50　×　36 16

414号

P1 48　×　44 58 主柱穴

P2 62　×　52 15

P3 68　×　56 87 主柱穴

P4 42×　16 なし

P5 26　×　26 46 主柱穴

P6 20　×　20 23 主柱穴

416号

貯蔵穴1 68　×　56 70

貯蔵穴II 72　×　72 37（床面から）

P1 67　×　46 28

P2 132　×　128 10

P3 84　×　53 23

417号 貯蔵穴 58　×　50 37

418号

貯蔵穴 88　×　54・ 70

P1 46　×　42 48 主柱穴

P2 56　×　34 511 主柱穴

P3 67　×　52 52 主柱穴

P4 53　×　50 40 主柱穴

P5 42　×　36 39 入口施設に伴うピットとも考えられる

419号 貯蔵穴 60　×　53 52

420号

貯蔵穴 115　×『98 20

P1 30　×　27『 32

P2 78　×　44 39 出入口施設に関連するものか。

P3 40　×　36 32

P4 46　×　44 32

421号

P1 44　×　36 16．5

P2 80　×　76 8
P3 84　×　37 41 貯蔵穴か

P4 40　×　40 14．2（18） 出入口施設に関連するものか。

422号

貯蔵穴 72　×　53 23

P1 60　×　58 12 貯蔵穴的な機能を持つものカ｝

P2 52　×　38 12 出入口施設に伴うものと推定される。
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竪穴Nα ピツトNα 長径×短径 深　　　　さ 備　　　　　　　　　考

422号
P3 40　×　28 不明 二｝ 　　『　　　　1

貼床を掘ったものか。
　　　　　　　　　　』P4 19　×　12 不明

423号 P1 50　×　44 25（北）　26（南） 出入口施設に伴うものか

424号
貯蔵穴 104　×　90 38

P1 38　×　24 12

425号

P1 82　×　56 22

P2 48　×　48 15

P3 54　×　42 なし

P4 18　×　16 なし

P5． 48　×　32 ．なし

P6 34　×　24 なし

P7 40　×　36 なし

426号

貯蔵穴 76　×　56 73

P1 70　×　56 60 主柱穴

P2 76　×　66 70 主柱穴

P3 62　×　52 80 主柱穴

P4 56　×　50 70 主柱穴

P5 48　×　34 41

P6 48　×　34 11

P7 38　×　28 14

427号

貯蔵穴1 00×　50 85．5

貯蔵穴lr 64　×　52 46

P1 50　×　28 20 柱穴か

22 柱穴か2 －　　×

P3 36　×　26 不明

428号

P1 70　×　56 29（東）49（中央） 二段ピット。貯蔵穴か

P2 60　×　50 70 貯蔵穴か。

P3 26　×　24 38 住居廃棄後のもの。

P4 42　×　42 12．5

430号

貯蔵穴 72　×　60 27

P1 62　×　58 30 出入口施設に関連するものか。

P2 36　×　28 20

431号

P1 34　×　20 66 主柱穴

P2 36　×　24 不明 主柱穴

P3 52　×　44 61 主柱穴

P4 32　×　28 54 主柱穴

432号

P1 46　×　40 34 主柱穴

P2 50　×　48 46 主柱穴

P3 52　×　42 40 主柱穴

P4 49　×　・40 48 主柱穴

P5 38　×　32 14

P6 42　×　40 不明
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竪穴Nα ピットNα 長　径×短径 深　　　さ 備　　　　　　　　　考

432号
P7 42　×　40 不明

P8 44　×　38 6

433号

（建替え前）

貯蔵穴 70　×　70 71

P1 108　×　76 78 主柱穴第2次住居P、と兼用か

P2 55　×　40 38 主柱穴

P3 48　×　46 70 主柱穴

P4 62　×　44 35 主柱穴

433号

（建替え後）

P1 128　×　62 93 主柱穴

P2 138　×　82 120 主柱穴

P3 46　×　34 57 主柱穴

P4 53　×　44 40

P5 50　×　42 81

P6 59　×　46 28（北）　15（南）

P7 56　×　30 15

P8 27　×　24 なし

Pg 34　×　18 18’

Plo 20　×　19 8

434号

P1 62　×　48 23．5 ／貼床の掘りすぎか

P2 88一×　80 12

P3 78　×　60 62

P4 103　×　100 9 貼床の掘りすぎか。

435号

貯蔵穴1 50前後　×　48 30

貯蔵穴II 54　×　49 54

P1 42　×　27 16

P2 34　×　32 13

P3 50　×　24 27

P4 22　×　20 7
P5 径26前後 不明 出入口施設に伴うピットか

436号

P1 70　×　56 27（北）　12（南） 貯蔵穴か

P2 68　×　62 25

P3 42　×　32 17（北）　18（南）

P4 80　×　56 25（北）　30（南） 貯蔵穴か

437号

貯蔵穴 60　×　38 19

P1 63　×　50 19．5 柱穴か

P2 64　×　41 26．5 柱穴か

P3 50　×　38 22 柱穴か

P4 52　×　41 37 柱穴か

P5 56　×　38 18（北）　20（南）

440号

P1 76　×　60 』65 主柱穴

P2 96　×　70 62 主柱穴

P3 42　×　42 52 主柱穴

P4 69　×　63 54 主柱穴
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竪穴Nα ピツトN砺 長　径×短径 深　　　　さ 備　　　　　　　　　考

440号 P5 44　×一32 約15

441号
貯蔵穴 47　×　44 28

P1 26　×．22 18．5

442号

貯蔵穴 39　×　38 9
P1 64　×　48 67 主柱穴

P2 55　×　54 7
P3 36　×　30 50 主柱穴

P4 26　×　20 40、 主柱穴

P5 38　×　36 38 主柱穴

P6 72　×　50 13t

443号

P1 50　×　44 25 主柱穴

P2 50　×　35 12．5 主柱穴

P3 37　×　32 36 主柱穴

P4 116　×　46 12 主柱穴

P5 30　×　26 22．5

444号
貯蔵穴 40　×　40 22

P1 42　×　34 15

445号

貯蔵穴 54　×　48 16

P1・ 30　×　26 21 出入口施設に関連するものか。

P2 16　×　15 9 柱穴

P3 24　×　16 13 柱穴

P4 23　×　21 14 柱穴

P5 18　×　16 なし 柱穴

P6 18　×　16 28 柱穴

446号

貯蔵穴 66　×　41 19

P1 32　×　32 42

P2 　　　　　　、
46　×　36 32

P3 29　×　28 20

P4 26　×　20 10・

P5 24　×　19 27

P6 44　×　42 10前後 灰かき穴と見られる

447号

P1 28．×　23 10

P2 26　×　24 62

P3 27　×　24 79

P4 46　×　44 14

448号

P1 48　×　38 9 主柱穴

P2 56　×　34 28 主柱穴

P3 82　×　64 13 主柱穴

P4 60　×　50 14 主柱穴

449号『
貯蔵穴1 66　×　50 51

貯蔵穴II 92　×　56 39

450号 貯蔵穴 70　×　68 40
、
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竪穴Nα ピツト栴 長径×短径 深　　　　さ 備　　　　　　　　　考

451号

貯蔵穴 48　×　44 18

P1 28　×　24 15

P2 30　×　21 12

P3 20　×　16 24

452号

P1 28　×　22 39

P2 15　×　11 5
P3 28　×　18 11

453号
貯蔵穴 26’×　24 31

P1． 30　×　22 13

459号

P1 84　×　60 13 柱穴

P2 70　×、52　’ 43 貯蔵穴か

P3 45　×　44 37 貯蔵穴か

P4 40　×　33 ・10 柱穴

460号

貯蔵穴 62　×　48 25cm前後（推定）

P1 30　×　18 6
P2 16　×　14 不明

P3 19　×　14 17

P4 22　×　14 8 56号溝につく可能性もあり

461号 貯蔵穴 51　×　51 32

462号 貯蔵穴 104　×　78 25

464号

貯蔵穴 50　×　46 53

P1 40　×　34 18 出入口施設に関連するものか

P2 42　×　32 30

465号 貯蔵穴 44　×　42 22

466号

P1 48　×　40 22 貯蔵穴的なものとみられる

P2 70　×　54 54 出入口施設に関連するものか

P3 46　×　44 48 貯蔵穴的なものとみられる

467号
貯蔵穴 72　×　48 22

P1 44　×　40 36

468号

貯蔵穴 57　×　54 32・

P1 20　×　16 43

P2 28　×　22　・ 8

469号
貯蔵穴1 54　×　50 26

P1 40　×　40 約20

470号
P1 42　×　40 19 貯蔵穴か

P2 40　×　36 8 貯蔵穴か

471号
P1 58　×　40 145～

P2 17　×　15 不明

473号

P1 74　×．68 15

P2 64　×　60 24 中に20×16cm、深さ10cmの小ピット

P3 78　×　64 18

474号 P1 19　×　18 8
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竪穴Nα ピツトNα 長　径×短・径 深　　　　さ 備　　　　　　　　　考

474号

P2 17　×　16 10

P3 42　×　38 29～37

P4 36　×　28 22

P5 39　×　28 45

476号

貯蔵穴 56　×　50 43 全体の％以上が壁の中に入る

P1 42　×　38 34 貯蔵穴的なものとみられる。

P2 18　×　16ん 20

477号
P1 58、×　38 10（北）～15（南）

P2 径32cm以上 7～ 貯蔵寒か

478号

P1 68　×　60 17（上段）26（下段）

P2 19　×　14 39

P3 21　×　20 36

495号
貯蔵穴 56　×　40 8
P1 34　×　26 15
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4竪穴遺構
　概要
　芳賀東部団地遺跡では、竪穴式住居跡状の形態を持ち、住居ならばカマドを持つ時期のものにもかかわらず、カマド

のない遺構を、5軒検出している。これをH竪穴遺構と称することにする。以下、本報告書で取り扱うのは、この内の

東側台地に係わる3軒分（H3～5号竪穴遺構）である。

　H3号竪穴は、比較的平坦な所で住居跡群に挾まれてわずか1軒で所在するのに対し、H4・5号竪穴は、東側の谷

地へ向かう傾斜面上で、住居跡や掘立の密集する1群に含まれて所在する。これらH竪穴遺構に確実に附随する遺物は

なく、覆土中の遺物のありかたも、特に顕著な特色はない。

　遺構の構造としては、3者とも柱穴とカマドのない点で共通するが、それぞれの違いも大きい。H3号竪穴は小規模

な点に特色がある。H4号竪穴は、床面中央にロームを掘り残した凸起部があり、その中央に柱穴状のピットを持つ点

で特異である。H5号竪穴は東壁中央南寄りにカマド状の若干の張り出しがあり、住居構築途中で放棄したものか。

　これらの遺構は、覆土及び覆土中の遺物から、周囲の住居跡や掘立と同じ奈良・平安時代のものである。　　（唐澤）

H竪穴遺構3地層断面（西から） H竪穴遺構4全景 H竪穴遺構5全景

H3号竪穴遺構
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A158．30m

短
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笏購
1諺

1．黒褐色土。ローム粒・焼土粒。

2．黒褐色土。褐色味強。ローム粒・ロームブロック。

3．黒褐色土。多量のローム粒。

H3号竪穴遺構（5H一竪穴1）　　位置　ヲ

12に所在する。北と南にはそれぞれ7～8軒

の住居吐群があり、それに挾まれて他に遺構

のない所に1軒で所在する。　形状　東西方

向に長軸を取る隅丸の長方形で、西壁側の幅

がやや広い。規模は東西2．65m、南北2．12mの

小型の遺構である。面積4．9㎡、長軸方向N

－102。一E、壁高30～46cmで北壁側が高く

なっている。　ピット　西壁寄りに1個検出

された。長方形で、規模は72×30cm、深さ8

cmである。性格は不明である。　遺物　床面

及び覆土中から、遺物の出土はまったくみら

れなかった。　その他　本遺構の時期につい

ては、覆土中にニツ岳系の軽石を含むこと、

周囲の住居内の覆土と良く似ていることの2

点から、周囲の住居祉群とほぽ同じ頃の奈良

時代から平安時代のものと推測される。また

この性格については、極めて小規模な竪穴で

あること、南北の住居吐群から離れて所在す

ることと関係するかも知れない。　（唐澤）

図一345　H3号竪穴遺構
L＿一」m
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H4号竪穴遺構
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H4号竪穴遺構（5H一竪穴2）　　位置　タ
9に所在する。周囲には奈良・平安時代の竪穴

式住居跡や掘立柱建物跡が分布する。　形状

隅丸の方形で、’規模は東西・南北共に3．9m、面

積12．4㎡、南北方向N－10。一E、　壁高16～40

cm。　床面　床面中央にロームの盛り上がり部

分がある。これは断面等で見ても固くしまって

おり、、地山ロームとの差はみらむなかった。当

初から地山を計画的に掘り残したものとみられ

る。規模は南北1．3m、東西1．24m、床面からの

高さ約10cmである。また、この中央には、36×18

cm、深さ16cmのピツトがある。遺物、覆土中か

ら、H359号住居跡出土の圷に類似するものが、

数多く出土している。　　　　　　　　（唐澤）

A155．40m　　　　　　　　　A’

＼麟謡『
1．黒褐色土。かたくはる。

2．茶褐色土。ローム粒主体。

3．暗褐色土。小量のローム粒・ロームブロッタ。

4．黒茶褐色土。

5．暗褐色土。多量のロームブロック。

6．暗褐色土。

0 1m
図一346　H4号竪穴遺構

H5号竪穴遺構
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H5号竪穴遺構（5H一竪穴3〉　　位置　タ
10。　形状　南北3．9m、東西4．07mの隅丸方形。

東壁の中央南寄りに、不整形の小さな張り出し

状の施設がある。他の住居跡ではここにカマド

の来ることが注意される。面積15．2㎡、南北の

方位N－27。一E、壁高65～92cm。　床面　東壁

の張り出し部付近に、厚さ36cmの貼床がある。

範囲不明。『遺物　床面付近から、幅が狭く低

く削り出した高台を持つ須恵器圷（底部回転ヘ

ラ切り後周辺部回転外ラ削り調整）。覆土中から

底部全面手持ヘラ削り調整の須恵器圷、締まり

のある“く“字状口縁甕等が出土。　その他　本

遺構は、住居構築途中で放棄したものと推測さ

れる。　　1　　　　　　　　　　　（唐澤）

旦，

皇，， a
’

＼礎

．些 ＼
堅穴遺構

1．黒褐色土。若干の焼土粒。ロームブロック。

2．暗褐色土。小量のローム粒・ロームブロック。

3．黒褐色土。黒色味強い。ややしまり弱い。

3二3＋少量のローム粒。

313＋焼けた凝灰質砂岩。

31’ややローム粒が多く、しま『）も強い。

4．暗褐色土。比較的多量のローム粒・ロームブロック。

4”．・4に比ベロームブロッタが少。

4二4に較べややしまりなし。

5．暗褐色土。ほとんど浮石を混ぜない。

5二1＋班点状に腐植質の黒色土層。

F260号土墳

a．黒褐色土。砂質感強い。

b．黒褐色土。aに比琴やや砂質感が弱い。

c．暗褐色土。多量のローム粒。

A156．20m

一L一一
．旦

i鉱轟膏業・差 　　　　’　　　　　　むぼ　　　

翻一

図一347　H5号竪穴遺構
O 1m
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5　掘立柱建物跡

　概要
　芳賀東部団地遺跡全体で、約200棟の掘立柱建物跡が検出された。これに建て替えや、今後の机上での組み立てを考慮

するならば、総数は更に増加することが予想される。この内、本書に収録したのは建て替え分を含む64棟である。規模

は、1問×1間が1棟、2間×1間が5棟、2問×2間が33棟（内、庇2棟）、3問×1間が3棟、3問×2間が13棟、

3間×3間が2棟、4間×2問が1棟、4問×3間が1棟、6間×2間が1棟、2間×2間の総柱が4棟である。

　分布の特色をみると、（1）数棟以上でまとまっているもの、（2）1～2棟で存在するものの2種類がある。（1）は更に、6）

L字型に配列するものと、（ロ〉しないものの両者がある。周囲の竪穴式住居跡との関係でみると、（A）周囲または同じまと

まりの中に、奈良・平安時代の竪穴式住居跡を持つもの、（B）持たないものとがある。ここで注目されるのは、（1）一（イ）一（A）

の類型で、東側斜面に2群存在するが、そこの竪穴式住居跡には一際大型のもの（H359号住、H395・396号住）や、

鍔帯を出土する住居（H364号住）が検出されていることである。また、この2群には、他に比較して大型の掘立がみら

れることも注意される。本遺跡ではL字型の配列とそれ以外の配列の問には、特別な意昧が見出されそうである。また、

庇のある2軒は、調査区域南端の同じ建物跡群中で検出されている。

　（A）の類型は、柱穴内の覆土や遺物からみても奈良・平安時代のものであろう。しかし、（B）の類型に属する掘立（例え

ばワ101やヌ101付近の掘立）は、周囲が石田川期の竪穴式住居跡のみで、柱穴内の覆土中にニツ岳系の軽石がほとんど

見られないことを以って、石田川期のものと断じるには躊躇せざるを得ない。今後の検討を要する所であろう。

　掘立柱建物の建て替えは、重なり具合及び方位から考えて2～3回程度とみられる。掘立柱建物跡を含む群によって

も異なるであろうが、これが竪穴式住居と同時に存在したものか、或は竪穴に替って掘立柱建物が出現したのか、検討

を要する所である。また、掘立柱建物跡を含む群と含まない群及び、倉庫と推定される総柱建物跡を含む群と含まない

群にはどのような差があるのか、興昧深い所である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）

　ヤ　ぬド
§灘繭・　　　邑
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　　　夢・　㌧

　　　一噸
　　　鉱
　　　lll義k，・、．がり‘　’・甲“・　琴一◇、卜、議蝦◇’『謡

　　　褻璽・　・　．“、＿　認畿鰹　’・　磨’－・｝融懸「≧1・臼［ 繭薦』一瓢i轟談轍鍼藁一一螺糠驚』・

撃饗繋繋欝響欝鐸響響掌・、欝◇響響

　　　　　　∵一．・．心．霧☆☆饗難峯華蔑、評鑑鞭鶴畿

住居跡及び掘立柱建物跡群（レ3～4付近、東から）
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116号掘立柱建物跡
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繊

皇L．L．141．40m．』生

磁　P7’P7

．黒色土とローム粒の混土層。

1よりローム粒が少ない。

※いづれもニツ岳系軽石を

　含む。

旦． ．旦1

％ 彪

L．141．70m

0 1 2m
図一348116号掘立柱建物跡

116号掘立柱建物跡　　位置　17区調査区域南端のヨ110に所在する。南に隣接して大正用水が東行する。周辺の3棟の

掘立柱建物跡と4軒の竪穴式住居跡で一群を構成する。　形状　2問×2間の建物跡で、南側に1．2m離れて庇を設ける。

身舎部の規模は、南北4．2m、東西3．9mで、建て替え後東西を3．6mに減じているものとみられる。面積は建て替え前21．

1㎡、建て替え後19．5㎡、長軸方向はNF－10。一Wである。柱間間隔は南北列2．1m、東西列1．95m、建て替え後東西列を

1．8mに減じているものとみられる。　柱穴　庇部分の柱穴は、身舎より一まわり小さい。　遺物　柱穴内より典型的な

土師器「コ」字状口縁甕、底部糸切り未調整でやや軟質の須恵器圷、「ハ」の字に開くやや長い長方形の高台を持つ須恵

器椀等が出土した。　その他　周辺の掘立の中に、同じような庇を持つものがある。　　　　　　　　　　　（唐澤裕）

掘立柱建物跡全景（北から） P7・務地層断面（西から）
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117号掘立柱建物跡
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慈塑
P3

1．暗褐色土。斑文状に黒褐色土。

2．黒色土。

3．暗褐色土。ローム粒・ロームブロック。

4．褐色土。ローム粒・焼土。

5．黒色土とロームブロックの混土層。

L．142．00m

0 1 2m

図一349117号掘立柱建物跡

117号掘立柱建物跡　　位置　力111～ヨ111に所在し、119号建物跡と重複する。　形状　東西2問、南北2間の掘立柱

建物跡であるが、南側の長辺は中間の柱穴を欠いている。東西方向に長軸をとっており、N－93．5。一Eの方向を示して

いる。西側短辺の外側にはそれぞれの柱穴について、1個から3個の柱穴が存在することから1回乃至2回の建て替え

があったものと推定される。面積は内側で21．6㎡、外側で24．3㎡を測る。　柱穴　掘り形は円形及至楕円形を呈し、径

は60cm前後のものが多い。P3には4個の柱穴が、P5には3個の柱穴が重複している。また、P4の西に接して1個

の柱穴が存在する。P3には柱痕跡が認められ、径はいずれも15cm前後を測る。　遺物　ピット内から須恵器圷底部片

（回転糸切り未調整）が出土した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（田口）

119号（IXH）掘立柱建物跡
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図一350　117，119号掘立柱建物跡関係図
掘立柱建物跡全景（東から）
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118号掘立柱建物跡

響
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面1

嚇
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　　　・’笏

P1

1．黒色土。焼土粒。

2．黒褐色土。

3．暗褐色土。

4．黒褐色土。褐色土、ロームブロッタの混土層。

　※いづれにもニツ岳系の軽石を混ぜる。

0 1 2m

，L．141．40m 図一351118号掘立柱建物跡

118号掘立柱建物跡　　位置　17区調査区域南端のヨ111に所在する。北側には同じグループを形成する3棟の掘立柱建

物跡と4棟の竪穴式住居跡がある。　形状　2問×2間の台形を呈する建物跡で、南北3．6m、東西は南辺で3．9m、北辺

で3．3mを測る。北側には60cmないし90cm離れて庇状の柱穴列があり、建て替えが認められる。面積は15．1㎡ないし16．2

㎡、南北の主軸方向はN－16。一Eである。柱間問隔は、南北方向の柱穴間が1．8m、東西方向は南辺で1．95m、北辺で

1．65mとみられる。　柱穴　身舎部分は60cm前後の柱穴径を有するが、庇部分の柱穴は30cm前後で一まわり小さい。庇

部分柱穴と、P2・P6・P8には建て替えがみられる。　遺物　柱穴内から、典型的な土師器「コ」字状口縁甕、酸

化炎焼成の土師質須恵器圷（底部糸切り未調整）、偏平化した擬宝珠つまみを持つ須恵器蓋等が出土した。　　（唐澤裕）

掘立柱建物跡（身舎部分、北から） 掘立柱建物跡全景（北から）
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119号掘立柱建物跡
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1．暗褐色土。ロームブロッタ。

2．黒色土とローム粒・ロームブロックの混土層。

3．黒色土。若干のロームブロック。固くしまる。

4．暗褐色土。

5．黒色土。若干のローム粒。

0 2m

L．142。10m 図一352　119号掘立柱建物跡

119号掘立柱建物跡　　位置　力111～ヨmに所在し、117号建物跡と重

複する。　形状　建て替え関係とみられる2棟の掘立柱建物跡から成り

立つ（119号建物跡の1、119号建物跡のII）。119号建物跡の1は東西2

間（4．5m）、南北2問（4．5m）の正方形のプランを持つが、P6は東方

にずれている。この119号建物跡の1より南西方向にわずかにずれて119

号建物跡のIIが存在する。119号建物跡の1と同じく東西2間南北2問の

規模を持つが、それぞれ4．8m、4．5mと異なっており、東西方向に長軸を

とっている。P6〆は同じく東方向にずれている。　柱穴　掘り形は全体

としては円形にまとまる傾向を見せている。P4～P8については119号

建物跡の1・IIに共通しているが、その他の柱穴は重複、あるいは隣接

関係にある。径は40～50cm前後のものが多い。　遺物　関連する遺物の

出土はなかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（田口） 掘立柱建物跡全景（西から）

VI遺構と遺物263



120号掘立建物跡
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1．黒茶褐色土。

111よン）ローム粒・ロームブロッタが多い。

2．黒茶褐色土。ローム粒。

3．茶褐色土。ローム粒。

4．暗褐色土。多量のロームブロッタ。

5．茶褐色土。ローム主体。

6．暗褐色土。ローム主体。

7．茶褐色土。多量のローム粒。

8．茶褐色土。多量のローム粒。

9．茶褐色土。多量のローム粒。

図一353120号掘立柱建物跡 0L＿＿」一2m

120号掘立柱建物跡（5K－1）　　位置　タ7に所在し、

東斜面直前の台地に立地する。東に接して総柱2問×2間

の121号建物跡が、また西接して52号溝がある。　形状　2

問（3．3m）×2間（3m）の総柱で、東西方向に長軸をとる。

長軸方向は、N－106．5。一E、面積は9．9㎡である。西方1．

8mには本建物跡に付属すると思われる柱穴列が、約1．5m

問隔で3箇認められる。方位はN－18．5。一Eで、やや東に

ふれ、柱の並びもやや南寄りになっている。　柱穴　掘り

形は全体として円形を呈するものが多く、径60～80cm前後、

深さ80cm前後のものが多い。P2～P4・P7・P8には
地層断面図に柱痕跡が認められ、径は15cm前後とみられる。

遺物　本遺構に関係する遺物の出土はみられなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（中澤）
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121号掘立建物跡
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0 2m

121号掘立柱建物跡（5K－2）　　位置　タ7にあり、台地東斜面上の高台に位置する。西に接して、総柱2間×2問

の120号建物跡がある。　形状　2問（3．3m）×2問（3m）の総柱建物跡で、南北方向に長軸をとる。長軸方向はN

－27。一E、面積は9．9㎡である。　柱穴　掘り形は全体として円形ないし長円形を呈するものが多く、径40～60cm前後、

深さ50～80cm前後である。P1に1回、P5に2回の建て替えが認められる。　重複関係　」90号土拡、F90号土拡と

の問に認められる。土層等より推して、本遺構は」90号土拡より新しく、F90号土拡より古いと思われる。　遺物　関

連する遺物の出土はなかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鵤木）

掘立柱建物跡全景（北から）

178P5全景（北から）
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122号掘立建物跡
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図一356　122号掘掌柱建物跡

122号掘立柱建物跡（5K－3）　　位置　タ10～レ10に所在し、東南に傾斜する台地上に立地している。東は2間×2

問の123号建物跡が重複している。　形状　2間（4．8m）×2問（4．8m）の正方形の掘立柱建物跡である。主軸方向（南

北方向）はN－7．5。一Eで、面積は23㎡を測る。　柱穴　掘り形は全て円形を呈し、径50～70cm前後のものが多い。P2

には地層断面に柱痕跡が認められ、径は10cm前後が推定される。また、P4は建て替えている。　重複関係　123号建物

跡とは、柱穴どうしの切り合いがないため、新旧関係は不明。　遺物　関連する遺物の出土はなかった。　　　（田口）
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123号掘立建物跡
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図一358　123号掘立柱建物跡

，野乏

123号掘立柱建物跡（5K－4）　　位置　チ10に所在し、東南に傾斜す

る台地上に立地している。西は2間×2間の122号建物跡と重複し、東は

H301・302・311号住居跡と重複している。　形状　東側は住居と重複し

ているため、柱穴2つを欠くが、他の柱穴の状況より2間（2．95m）×2

間（3．50m）の掘立柱建物跡が推定される。南北方向に長軸（N－21．

5。一E）をとり、面積は9．9㎡である。　柱穴　掘り形は殆どが円形を呈

するが、P3のみが長円形の平面をもつ。径40cm前後のものが多いが、

深さは柱穴によって異っている。P1、P4には地層断面図に柱痕跡が

認められ、径は15cm前後と見られる。　遺物　特徴のある遺物の出土は

なかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（田口）

・
ご
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124号掘立建物跡
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図一359　124号掘立柱建物跡

124号掘立柱建物跡（5K－5）位置タ10の東南傾斜面上に立地し、123号建物跡の北西方向に隣接している。形

状東西2問、南北2問の掘立柱建物跡で、実長はそれぞれ4．8m、3．9mを測る。東西方向に長軸をとり、N－89。一E

に向く。面積は18．7㎡であるが、南北の中問に位置する柱穴が東・西とも外側に膨らみを見せている。　柱穴　掘り形

はいずれも円形を呈し、径30cm～40cm前後のものが多い。P4は建て替えの可能性を持っている。また、P2、P3、

P5は地層断面図等から柱痕跡が認められており、径15cm～20cmにまとまりを持つ。　遺物　関連する遺物の出土はな

かった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（田口）
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125号掘立建物跡
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図一360　125号掘立柱建物跡

125号掘立柱建物跡（5K－6）　　位置　タ9に所在し、西に接して52号溝が走っている。　形状　東西方向に長軸を

とり、N－136．5。一Eを測る。一応東西2問、南北2間の掘立柱建物跡と考えられるが、南側の東西方向の中央には柱穴

が認められなかった。東西1間、南北2間の建物跡であった可能性も考えられる。面積は17．5㎡を測る。　柱穴　掘り

形は殆どの柱穴が円形を呈する。径の大きさから30cmを中心とするものと、45cmを中心とするものの2通りに別れるが、

いずれも比較的しっかりした掘り形を備えている。柱痕跡はいずれのピットからも確認できなかった。　遺物　関連す

る遺物の出土はなかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（田口）
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135号掘立建物跡
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図一361　135号掘立柱建物跡

135号掘立柱建物跡（5K－16）　　位置　タ4に所在する。　形状　南北棟の2間（5．1m）×2問（4．2m）の建物跡で、

面積は21．4mを測る。柱問寸法は南北方向で2．7mと2．4m、東西方向で2．1mとみられる。P5はH394号柱住居跡と重複

するが、新旧関係はおさえられなかった。また、東側柱穴列の中央の柱穴は認められなかった。方位はN－11。一E、面

積21．4㎡。　柱穴　柱穴は円形または長円形を呈するが、P1のみ隅丸長方形ぎみである。一般に径40cm前後、深さ30

cm前後である。P3の地層断面には径28cmの柱痕跡が認められるが、他の掘立やこの種の掘り形にくらべ大きい。P4

には建て替えが見られる。　重複関係　H349号住居跡。新旧不明。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
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136号掘立建物跡
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図一362　136号掘立柱建物跡

136号掘立柱建物跡（5K－17）　　位置　ヨ5に所在し、東斜面にかかる手前25mほどに位置する。　形状　1間（3．

9m）×1問（3．9m）の規模をもち、正方形を呈する。面積は15．2㎡、南北の方向はN－5．5。一Eをとる。柱穴間の寸法

が3．9mと長いことが他の建物跡と大きく異なる点である。　柱穴　掘り形は全体として円形を呈するものが多く、径

40～50cm前後、深さ30～40cm前後となっている。P4のみ深さ17cmを測り、他柱穴跡より浅くなっている。P1の地層

断面図には径20cmほどの柱痕跡をみとめることができる。　遺物　本遺構に関係する遺物の出土は認められなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中澤）
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137号掘立建物跡
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L．152．50m 0 2m
図一363　137号掘立柱建物跡

137号掘立柱建物跡（5K－18）　　位置　タ5。　　形状　3問（5．4m）×2問（5．4m）の建物跡で、南北方向の方位

はN－16。一Eを測る。南側柱穴列（南辺）のみ3問で、他はすべて2問である。柱穴間の寸法は南辺のみ1．8m、他は2．

7mに統一されている。南辺から南1．2mの所に2個のピット（P10・P11）が検出された。位置関係から見て本建物跡の

一部と考えられるが、確証はない。2個の柱穴間の距離は3．9mである。　柱穴　円形の掘り形で径50cm前後、深さ33～61

cmである。P3、P5、P7の地層断面には柱痕跡が認められ、径は20cm弱と推定される。　重複関係　138号建物跡と

建て替え関係にあると見られるが、柱穴どうしの切り合いがないため、新旧関係は不明である。　　　　　　（唐澤）

掘立柱建物跡全景（西から）

0
138号掘立柱建物跡

137号掘立柱建物跡

0　　1　　2m

一137，138号掘立柱建物跡模式図

2741



138号掘立建物跡
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1．黒褐色土。ややしまりなし。

111＋若干のローム粒。

111＋多量のローム粒。

2．暗褐色土。ローム粒。ロームブロッタ。

3．暗褐色土。比較的多量のローム。しまりなし。

4．ローム主体。若干の黒色土。

5．暗褐色土。ロームブロック。

O ！ 2m
L．152。70m

図一364　138号掘立柱建物跡
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　　　138号掘立柱建物跡（5K－19）　　位置　タ5。137号建物跡と重複して、東

　　　斜面直前の高台に立地する。　形状　東西2間（5．7m）、南北は東3問・西6間

　　　　（8．1m）の長方形の建物跡である。柱間は東西で3＋2．7m、南北は東側列で2．

　　　4＋3．3＋2．4m、西側列で1．2＋1．2＋1．8＋1．5＋1．2＋1．2mである。長軸方向N

　　　－15．5。一E、面積46．1㎡である。　柱穴　掘り方は円形を呈する。規模は大部

　　　分のものが、径50cm前後、深さ54～77cmとなっているが、西側列のP4・P6・

　　　P8は、径40cm前後、深さ22～29cmで、一回り小さい。P4、P6、P8を除
　　　く西側列の柱穴は、東側列の柱穴と位置及び規模の点で対応する。P5、P
lo。．　　10～P13には柱痕跡が認あられ、径は20cm前後と見られる。　遺物　P2から

　　　土師器圷が出土した。　重複関係　137号建物跡と切り合う。新旧不明。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）

図一365138号掘立柱建物跡出土遺物

出土遺物　　土師器圷（1）、底部～口縁部片。丸底の底部を持つ。調整は口縁

部外面横ナデ、底部ヘラ削りで、両者に挾まれた所には指頭痕を残す。内面は、

底部中央付近に指頭痕を残すが、磨耗している左め細かい調整は不明である。

色調は明褐色で、胎土中に細かい砂粒と雲母を含む。　　　　　　　　（唐澤）

VI遺構と遺物　2Z5



139号掘立建物跡
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図一366　139号掘立柱建物跡

139号掘立柱建物跡（5K－20）　　位置　タ4に所在し、本遺構の東部分は東斜面上に立地する。140号建物跡と139号

建物跡とは長軸をほぼ一にして接している。　形状　3問（7．8m）×2問．（5．1m）の長方形を呈し、南北方向に長軸を

とる。長軸方向はN－8．5。一E、面積は39．7㎡である。　柱穴　掘り形は全体として円形が多く、径は50～90cm、深さ

20～60cmと数値の幅が広い。東西方向の北列と南列の中央にある柱穴は、いずれも中心から約15cmほど西に寄っている。

P1、4の地層断面図からは径15cm前後の柱痕跡が認められる。　遺物・本遺構に関係する遺物の出土はみられなかっ

た。　　　　　　　　　　　　’　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，（中澤〉
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142号掘立柱建物跡
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　／143号掘立柱建物跡
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140（1）号掘立柱建物跡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　1　　2m
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　図一367　140（1）・140⑪・141・142・143号掘立柱建物跡関係図
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140－1号掘立建物跡
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1．黒色土。

1’．黒色土。ロームブロッタ。

2．暗褐色土。ローム主体。

3．黒茶褐色土。ロームブロック。

4．黒茶褐色土。ローム粒・ロームブロッタ。

L．151．50m 0 1 2m

図一368　140（1）号掘立柱建物跡

140－1号掘立柱建物跡（5K－21－1）・位置　レ4。東斜面に立地する。　形状　3間（6．6m）×3間（4．2m）の

建物跡で、南北方向に長軸をとる。長軸方向はN－5。一Eで、面積は27．7㎡である。P13～P16は、側柱よりも1回り

小さく、床束とも見られる。　柱穴　掘り形は全体として円形を呈するものが多く、径50～70cm、深さ60cm前後のもの

が多い。P1、P4、P8の地層断面図には径15cm前後の柱痕跡が認められる。　重複関係　140－II号と重複する。そ

の新旧は不明だが、140号一IIに属すると考えられるP5’・6〆のあり方が、本遺構に規制されているような位置にある

ことから本遺構を旧としたい。　遺物　P5から須恵器蓋、P10から土師器圷等が出土した。　　　　　　　　（中澤）

τ∫⊃

ゑ 76……1ら・

0 10cm

図一369140－1号掘立柱建物跡出土遺物

出土遺物　　土師器　圷（1）、体部～口縁部小片。丸底と

みられる。色調は淡褐色で、良好な焼成である。　須恵器

蓋（2）、偏平な形状呈す。頂部には回転ヘラ削りを施し、

鉦に向かって凹ます。色調は灰色で、堅緻な焼成。表面に

は気泡状の細かい穴。ロクロは左回転。　　　　（唐澤） 掘立柱建物跡全景（東から）
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’140一”号掘立建物跡
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1．黒色土。

2．暗褐色土。ローム主体。

L．151．20m
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140一“号掘立柱建物跡（5K
－21－II）　位置　140－1号掘

立と重なる。建て替え関係と見ら

れる。　形状　3問（5．4m）×2間

（4．5m）の建物跡と考えられる。

西辺は140－1号掘立P5・P6の
建て替えであるP5’・P6〆に柱

を建てたものと考えられる。北辺

と東辺の中央の柱は、140－1号掘

立のP2・P3とP11・P12をそ
のまま利用しているようにも見え

る。とすれば、北辺の柱間は3間

となる。主軸方向N－4。一E、面

積24．3㎡である。　柱穴　P3に

は径18～22cmの柱痕跡が確認され

た。　重複関係　140－1号掘立の

他に、北東隅にかかる2間×1間

の東西棟の建物跡と重複する。後

者との新旧関係は不明である。前

者は140－1号を参照。　（唐澤）
　　　　　　図一370　140（II）号掘立柱建物跡

141号掘立建物跡
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1．黒茶褐色土。

2．黒茶褐色土。ロームブロック。

3．茶褐色土。ロームが入る。
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図一371　141号掘立柱建物跡

141号掘立柱建物跡（5K－22）　．位置　レ4に所在し、東斜面に立地する。　形状　2間（4．8m）×2問（4．2m）の

長方形で、南北方向に長軸をとる。長軸方向はN－3．5。一Eで、面積は20．2㎡を測る。しかし、東西方向の南辺は柱穴跡

のあり方から、3．9niつまり1．95＋1．95mの可能性もあることを付記しておく。　柱穴　掘り形は円形を呈するものが多

く、径30～50cm前後、深さに関しては傾斜地に位置することから南・北・西側列の柱穴跡が50cm前後で、東側列のもの

より一段と深くなっている。　重複関係　143号建物跡と重複し、本遺構の方が新しいことはP8の地層断面図から明ら

かである。　遺物　P2内から須恵器圷の底部片が出土した。　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中澤）
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一　　　　　　1　　　1

9響　　，
　図一372　141号掘立柱建物跡出土遺物

10cm

出土遺物　　須恵器　圷（1）、底部片。ロクロ整形。底部切り離し技

法は回転糸切り（未調整）。色調は暗灰褐色で、堅緻な焼成。胎土にや

や粗い砂粒を含む。底部内面は広く、平坦。　　　　　　　　（唐澤）

掘立柱建物跡全景（東から）
142号掘立建物跡
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図一373　142号掘立柱建物跡

142号掘立柱建物跡（5K－23）　　位置　レ4。

レ3からレ4にかけては、11軒の掘立柱建物跡と

9軒の竪穴式住居跡が、群として一つのまとまり

を持って所在する。掘立柱建物跡はL字形に配列

され、その内側に竪穴式住居跡がくる。両者の間

には、立地の違いも若干認められる。掘立柱建物

跡は、南北に配列されたものは東斜面直前の高台

に、東西方向に配列されたものは東斜面上に立地

するのに対し、竪穴式住居跡はほとんどすべてが

東斜面上に構築されている。以上のように両者の

問には、配列及び立地の上で違いが認められる。

本建物跡は、L字形の掘立柱建物群のうち、東西

方向に配列されたものの一つである。　形状　2

間（4．5m）×2問（3．3m）の長方形の建物跡で、

南北方向に長軸をとる。西辺と南辺の柱問は、そ

れぞれ1間となっている。長軸方向N－3。一E、

面積14．9㎡。　柱穴　円形の掘り形で、径30～40

cm前後、深さ15～28cm前後であるが、P6は60×

52cm、深さ43cmで他と趣を異にする。柱穴の底面

の標高は、P1～P4が150m前後であるのに対し

て、P5・P6の2つは149．6m前後と低くなって

いる。遺物　丸底風の土師器圷小片が出土した。

重複関係　143号建物跡と重なるが、柱穴間の切り

合いがないため新旧関係は不明である。また、西

に近接する141号建物跡とも、距離的に近すぎるた

め、同時に存在することは不可能である。

　　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）

掘立柱建物跡全景（南から）

欝※叢義☆添☆　，繋

難雛総辮i欝嚢
　P、全景

VI遺構と遺物279



143号掘立建物跡
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図一374　143号掘立柱建物跡

143号掘立柱建物跡（5K－24）　　位置　レ4。142号建物跡と重なって、東側斜面途上に立置する。他の6軒の掘立

柱建物跡と、L字形の建物群の北辺を構成する。このL字形の建物群の内側には、9軒の竪穴式住居跡が存在する。

形状　2問（4．8m）×1間（2．4m）の長方形で、東西方向に長軸をとる。南辺の柱間は1問となっている。柱間の距離

は2．4mを基準にして矩形をつくっている。長軸方向N－101．5。一E、面積11．5㎡。同じ建物群の中で、東西方向に長軸

をとるのは、本建物跡だけである。　柱穴　円形を呈する。P4を除き、径65cm前後、深さ34～46cmである。P4は40～×

39cm、深さ21cmで、やや小さい。斜面下方の柱穴ほど、柱穴底面の標高は低くなる。P3・P4は141号建物跡の柱穴に

より南側が破壊されている。　遺物　関係する遺物の出土はみられなかった6　重複関係　141号建物跡と柱穴を切り合

う。141号建物跡が新しい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）

掘立柱建物跡全景（東から）
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144号掘立建物跡
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図一375144号掘立柱建物跡

144号掘立柱建物跡（5K－25）　　位置　レ4～ソ4。11軒の掘立柱建物跡で構成するL字形の配列の北辺東端に位置

する。本建物跡群の中では東斜面の最下端に位置する。西側に隣接する142・143号建物跡とは2．5～3mの間を置く。東

の谷地水田との比高差は5m前後である。　形状　2間（4．5m）×2問（4．5m）の正方形の建物跡である。斜面下方の

東辺のみは1間となっている。柱問の距離は1問2．25mで矩形をつくる。南北方向N－7。一E、面積20．3㎡。　柱穴　掘

り形は円形を呈す。規模は径40cm前後、深さは21～46cmであるが、東辺の柱穴（P1・P7）は径30cm前後、深さ7～10

cmとひとまわり小さい。これは、本建物跡が斜面上に立置するためひときわ削平が大きく、特に東辺のP1・P7が顕

著であるとも考えられる。また、東辺の柱問が、他と異なり1間なのも、中間の柱穴がやや浅いため削平されたとも考

えられれ。北辺中央の柱穴P2は、掘り形の底部中央に、深さ5cmの浅い窪みをもつ。　　　　　　　　　　　（唐澤）

掘立柱建物跡全景（東から） P3全景
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図一376　145号掘立柱建物跡

145号掘立柱建物跡（5K－26）　　位置　ヨ4に所在し、東斜面手前30mほどの台地に立地する。本建物跡西側には49・

50号溝が南行している。　形状　3問（4．8m）×2間（3．6m）の長方形を呈し、長軸を南北方向にとる。長軸方向は

N－3。一Eで、面積は17．2㎡を測る。南北の柱穴列は東西とも、その尺度の割合が6：4：6、つまり中間の柱穴問の

長さが、両端の柱穴跡間の長さの三分の二になっていることが特徴といえよう。また、東西南側についても、中央に位

置すべき柱穴跡（P9）が東寄りに確認されている。その位置は東西全長の約3分の1のところである。　柱穴　掘り

形が円形を呈するものが多い。深さは30cm前後が多くなっている。　遺物　本遺構に関連する遺物の出土はみられなか

った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中澤）

掘立柱建物跡全景（南から）
噛㌘。．　　恥 ．＿、讐　　』空　蘇爆、嚇

～』ーず欝・脚

145掘立柱建物跡付近遠景
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146号掘立建物跡
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1．黒褐色土。ローム粒。しま1）弱。

2．暗褐色土。ローム粒・ロームブロック。
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図一377　146号掘立柱建物跡

146号掘立柱建物跡（5K－27）　位置　タ3～レ3。北辺と西辺からなるL字形に配列する掘立柱建物跡群の西辺中央

に位置する。北辺の建物跡が東斜面上にあるのに対し、西辺は斜面直前の高台に立地している。南北に隣接する139・

147（148）号建物跡とは、7m前後の距離を置く。　形状　2間（4．8m）×2問（3．9m）の長方形で、南北方向に長軸

を取る。柱間の距離は長軸方向で2．4＋2．4m、短軸方向で2．1＋1．8mである。特に後者の場合、南北の対応する柱問を取り

かえている。長軸方向N－7。一E、面積18．7㎡。　柱穴　掘り形は全体として同形を呈するものが多く、径35～40cm、

深さ45cmである。西辺中央のP4は長円形の掘り方で、深さは16cmと浅い。P2に柱痕跡が認められるが、径8～27cm

の間である。　遺物　P4内から丸底風の土師器圷小片、薄手の土師器甕体部小片等が出土した。　重複関係　149号建

物跡と重なる。東側ではH367号住居跡とも・一部重複する。いづれも新旧関係は不明。　　　　　　　　　　　（唐澤）
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掘立柱建物跡全景（東から）
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146・149号掘立柱建物跡関係図
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147号掘立建物跡
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2．暗褐色土。比較的多量のローム粒。しまヒ）弱。

3．褐色土。ロームブロック混。

L．151，50m
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図一379　147号掘立柱建物跡

147号掘立柱建物跡（5K－28）　　位置　レ2～3。L字形の掘立柱建物跡群の南端に位置する。東斜面直前の高台に

立地する。南9mには58号溝が東西に走る。　形状　2問（4．2m）×2間（3。9m）の建物跡で、南北に長軸をとる。柱

問の距離は、長軸方向で2．1m、短軸方向で1．95mである。P1～P3・P5は2つの柱穴が重なっており、建て替えを

示すものと見られる。長軸方向N－6．5。一E、面積16．4㎡。　柱穴　円形または長円形の掘り形で、径は30～50cm前後、

深さ32～39cmであるが、長軸方向の東辺と西辺の中間の柱（P4、P8）の深さは14～24cmで他よりも一段浅く掘られ

ている。　重複関係　148号建物跡と重なる。このような例は他にも多く、建て替えを意味すると見られる。新旧不明。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）

147号掘立柱建物跡

148号掘立柱建物跡

掘立柱建物跡全景（東から）

　　　　　　　　0　　1　　2m
　　　　　　　　ニ図一380　147，148号掘立柱建物跡関係図
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148号掘立建物跡

饗、
▽’ ’7▽

＼

無

1ω　　　　　　，1国
　　　　　　　阿
　　　△◎＠F3

　　　　　　　1σ〔

　　　　　　　　1
　　　　　　　◎1P4

　　　　　　　　び

匝　　　　　　仲

　　P2　　　　ア　　　　　　　　　　
・生須盆・一一◎・ざ

　　　　　　　　2
　　　　　　　　『
　　　　　　　　1　　　　　　◎l

　　　　　　　　l

　　　　　　　　l
　　　　　　　r◎
　　　　　　　　lP8

　　　　　　　◎

◎　　　　　1
　　　　　　　　し一⑲ヨ琉一ゆP7

ダ

a　　　　　　　a

辮
　P2

b　　　　b’

鵜
　P3

1．黒褐色土。若干のローム粒。しま1）やや弱。

2．黒褐色土。少量のローム粒。しまりあり。

L．151．50m
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図一381148号掘立柱建物跡

148号掘立柱建物跡（5K－29）　　位置　レ2～3。147号建物跡と重なって、L字形に配列する掘立柱建物跡群の南

端に位置する。　形状　2問（4．5m）×2問（3．9m）の建物跡で、南北方向に長軸をとる。柱間は長軸方向で2．7＋1．8

mで、東辺と西辺の相対する柱間の距離を変える。短軸方向の柱問の距離は、北辺1．95m、南辺1．8mで一定している。

全体の形としては、北辺に比べ南辺が30cm短い台形となる。長軸方向N－14。一E、面積16．9㎡。　柱穴　円形の掘り形

を呈し、径50cm前後、深さ50～60cmであるが、東辺寄りの柱穴は径、深さともにやや小さい。柱穴底面の標高は150．7

～151．Om前後で、ほぼ一一定している。P4の底面は6cmの深さに浅くもう一段掘る。柱径は20cm前後。　重複関係

上記。新旧不明。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）

掘立柱建物跡全景（北から）

二’，～

P3全景
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149号掘立建物跡　　（巻頭図版5）
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1．黒褐色土。ローム粒少量。しまり弱。

2．暗褐色土。比較的多量のローム粒。ロームブロック。

3．黒褐色土。若干の小ロームブロック。
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5．暗褐色土。比較的多量のローム粒。しまりやや弱。

6．黒褐色土。少量のローム粒とロームブロック。

6．6より黒色味強。ロームブロックは少。

7．褐色土。ローム主体。非常に固い。

図一382　149号掘立柱建物跡 0 1 2m

286



149号掘立柱建物跡（5K－30）　　位置　タ3～レ3。　形状　3間（7．8m）×3間（5．1m）の、南北方向に長軸を取

る建物跡である。柱問の距離は、長軸方向で2．7＋2．4＋2．7m、短軸方向でL8＋1．5＋1．8mで、中央の柱問を30cm短く

している。長軸方向N－7。一E、面積39．8㎡。　柱穴　方形の掘り方を

持つ。東及び北辺に正方形で大ぶりな掘り形を、西及び南辺には長方形

ないし円形のやや小規模な掘り形にする。掘り形の最大のものは、一辺

が96×94cm（P11）である。深さは22～74cmと変化に富む。掘り形底面

の標高も150．30～150．99mと深さにほぼ対応する。P3、P4、P8、P

9は建て替えが認められる。柱の大きさは、P1、P2、P5、P6の
地層断面によると25～30cmの径を持つ。重複関係　146号建物跡及びH

367・368号住居跡と重複する5前者とは建て替え関係にあるものと見ら

れるが、柱穴どうしの切り合いがないため新旧関係は不明である。後者

は、地断及び覆土の観察から、本遺構が新しい。　その他　本建物跡は、

位置、面積、掘り形の形状、柱間の配置、柱の太さ等から見て、周囲の

建物跡を卓越している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（唐澤） 掘立柱建物跡全景（西から）
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図一383　H150号掘立柱建物跡

150号掘立柱建物跡（5K－31）　　位置　レ2。東斜面の上端近くに立置する。北に近接して11軒の掘立柱建物跡と9

軒の竪穴式住居跡からなる遺構群が、南には一部を切り合っている58号溝が東西に走る。本台地の中央東寄りには、49・

50号溝が南北に走るが、この溝の東側で、58号溝の南には掘立柱建物跡は一棟も検出されていない。　形状　2問（4．

2m）×1間（3．9m）の建物跡で、東西方向に長軸をとる。しかし長軸方向の南側柱穴列（南辺）は、北の4．2mに対し、わ

ずか3．9mで、形状は台形となる。長軸方向N－91。一E、面積15．8㎡。　柱穴　北東隅のP1は若干方形ぎみだが、他は

円形の掘り形を持つ。規模は径40～50cm、深さ30～50cm前後が一般的だが、北辺中央のP2は、径約15cm、深さ12cmと

小規模になっている。柱穴底面の標高も他に比べて高くなっている。　遺物　P1内からカエリを持つ須恵器蓋小片が

出土した。　重複関係　58号溝と南西隅のP4が切り合う。地層断面の観察によると（図一445）、58号溝の方が新しい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）
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151号掘立建物跡
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151号掘立柱建物跡（5K－32）　位置　タ6。9軒の掘立柱建物跡と6軒の竪穴式住居跡からなる遺構群に含まれる。

竪穴式住居跡は東斜面に構築されているのに対し、掘立柱建物跡は東斜面直前の高台を中心に立地する。形状　3間（5．

4m）×2間（4．2m）の建物跡で、南北方向に長軸をとる。柱間の長さは、長軸方向で1．8m、短軸方向で2．1mと一定の

長さを取る。南東隅の柱穴は認められなかった。長軸方向N－21。一E、面積22．7㎡。　柱穴　円形の掘り形で、径45～50

cm、深さ30～47cmである。柱穴底面の標高は西辺が152．5m前後に対し、地形的にやや低い東辺及び南辺は、152．4m前後

と10cm程低くなっている。本来は同じ程度の深さの柱穴を意図したものであろうか。P2、P4、P5は、2つの柱穴

が重複しており、柱の建て替えがあったものと見られる。　重複関係　152号建物跡と東側で重複する。両者は建て替え

の関係にあると見られるが、柱穴どうしの切り合いがないため、新旧関係は不明である。本建物跡の西辺と南辺に沿っ

て、L字形の柱穴列が検出された。建物跡の一部か。他に続く柱穴は不明。　　　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）
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4．暗褐色土。多量のローム粒。

5．黒色土。しまりあ｝）。

6．暗褐色土（撹乱）。
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図一386　152号掘立柱建物跡 0L－2m
152号掘立柱建物跡（5K－33）　　位置　タ6。151号建

物跡と重複して、東斜面に一部がかかる。　形状　2間（4．

8m）×2問（4．8m）の正方形の建物跡。西辺は中問の柱が

なく1間となっている。柱間の長さは、東辺と北辺が2．4＋

2．4m、南辺が2．7＋2．1mである。北辺と南辺の中央の柱穴

は、四隅の柱穴を結ぶ補助線の外側（P2）ないし内側（P

5）に若干ずれる傾向を持つ。このような例は、他の建物

跡でも良く見られる所である。南北方向N－11。一E（南北

方向）、面積23㎡。　柱穴　円形の掘り形で、径50cm前後、

深さ27～45cmである。P4は建て替えが認められる。柱の

規模は、P5・P7の地層断面に認められた柱痕跡による

と、径18ないし19cmである。また、南東隅のP6は2段に

掘られており、下段のピットは径18cmなので、これが柱の

さし込まれた跡とすれば、先の柱の規模と一致する。　重

複関係　151号建物跡と一部重なるが、柱穴どうしの切り合

いがないため新旧関係は不明である。　　　　　　（唐澤）

P3全景
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153号掘立建物跡
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図一387　153号掘立柱建物跡

153号掘立柱建物跡（5K－34）　　位置　レ6～7。この周辺の掘立柱建物跡群の中では、唯一の東斜面に構築された

建物跡である。この東西では多数の柱穴が検出され、他にも建物跡が想定されたが、建物跡として柱穴の組めるものは

なかった。　形状　P3・P4・P6には柱の建て替えが認められるが、この時に一辺5．4mの正方形の建物（面積29．2

㎡）を、同じ問取りでほぼ同規模の台形（面積27．5㎡）につくり替えている。P6はその後もう一度建て替えている。

柱間の長さは、北辺3＋2．4m、東辺1．8＋0．9＋1．5＋1．2mで、建て替え前と同じ。南辺は2．7＋1．8＋0．9mから2．1（2．

4）＋2．4（2．1）＋0．9mに、西辺は3＋2．4mから2．4＋2．4mに変更している。長軸方向（南北）N－28。一E。　柱穴　円

形の掘り形で、一般に径50～60cm前後、深さ50cm前後のものが多い。P1・P3・P5の3つの柱穴は82～115cmと特に

深い。柱の規模は、P6の地層断面の観察によると、22cmの径を持つ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）

掘立柱建物跡全景（北から） P3・P§　（ゴヒカ＞ら）
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154号掘立建物跡
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図一388　154号掘立柱建物跡

154号掘立柱建物跡（5K－35）　　位置　ヨ7およびタ7に所在し、東斜面にさしかかる手前の台地に立地する。東に

接して155号建物跡がある。　形状　2間（4．2m）×2間（3．9m）で、南北方向に長軸をとり、その方向はN－11。一E、

面積は16．3㎡である。　柱穴　掘り形は四隅の柱穴跡が長円形を呈す。長軸50cm前後、短軸30～40cm前後、深さ20～50

cmにおよぶ。また、他の柱穴跡は円形を呈し、径40～50cm、深さ20～40cm前後。四隅に位置する長円形は、その長軸が

東西または南北に対し45度の傾きをもって掘られている。P5の地層断面図には径16cmの柱痕跡が認められる。　重複

関係　52号溝と重複し、本遺構の方が旧いことは、P3の覆土上部に水が流れたと考えられる地層が確認されている。

遺物　本遺構に関連する遺物の出土はみられなかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中澤）

煙き・

掘立柱建物跡全景（北から）

P5全景
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155号掘立建物跡
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図一389　155号掘立柱建物跡

155号掘立柱建物跡（5K－36）　　位置　タ6からタ9に所在し、東斜面直前の台地に立地する。西接して154号建物

跡がある。．形状　4間（9m）×3問（5．4m）であるが、南辺側は1問（5．7m）になっている。南北方向に長軸をと

り、長軸方向はN－33。一Eである。面積は51㎡である。　柱穴　掘り形は円形のものが多く、径40～60cm、深さに関し

ては西辺側の柱穴跡が80cm前後におよぶ。それに反し、東辺の柱穴跡は30cm前後のものが多くなっている。P1・P4・

5には地層断面図に柱痕跡が認められ、径は20cm前後と考えられる。なお、P8の掘り形は長円形を呈している。　遺

物　本遺構に関係する遺物の出土はみられなかった。　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　（中澤〉
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156号掘立建物跡
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図一390　156号掘立柱建物跡

156号掘立柱建物跡（5K－37）　　位置　リ4。本台地の北側に分布の中心をもつ奈良時代以降のカマドをもつ住居跡

群と、南側に分布の中心を持つ石田川期住居跡群の境界に位置する。東西の47・56号溝に挾まれた平担な地に立地する。

周辺には他に掘立柱建物跡は検出されず、本建物跡がわずか1棟所在するだけであった。　形状　2問（4．5m）×2間（4．

2m）の、東西方向に長軸を取る建物跡である。柱問の長さは、長軸方向が2．4＋2．1mで、南・北辺の相向かいの柱間の

長さをかえている。短軸方向は両辺とも2．1＋2．1mと考えられるが、東辺は2．25＋1．95mとも考えられる。後者の場合、

ピットは位置的にしっくりと納まる。長軸方向N－96．5。一E、面積18．9㎡。　柱穴　P6の長円形を除くといずれも円

形の掘り形で、径40cm前後、深さ30cm前後である。この中で、東辺中央のP8は小規模なつくりで、径20cm前後、深さ

16cmとなっている。P6には地層断面に柱痕跡が認められ、径は10～17cmである。　その他　平面形に歪みがあり、や

や平行四辺形ぎみとなっている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）

掘立柱建物跡全景（北から） P6全景
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158号掘立建物跡
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図一391　158号掘立柱建物跡

158号掘立柱建物跡（5K－39）　　位置　ル5～ヲ5。東と西を南北に走る49・50号溝と48号溝で、北側を東西に走る

46号溝で画された区域の、北西隅寄りに所在する掘立柱建物跡群の中の1軒である。　形状　南北3問（6m）×東西2

問（4．8m）。西辺は2間。柱間の長さは、東辺2．4mと1．8m、西辺3m、南北辺2．4mを基準にしている。長軸方向N－3．5。一E、

面積28．8㎡。　柱穴　掘り形は円形ないし長円形を呈す。P2・P6は下端の形状から見て建て替えの可能性もある。

東辺西端のP1・P7の底部には、更にもう一段深さ8～14cmの小ピットがある。p1・P7に挾まれたP8・P9は、
径30cm前後、深さ16ないし19cmで、他に比べ半分以下の規模である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）

掘立柱建物跡全景（南から）
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159号掘立建物跡
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2．黒茶褐色土。
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　※柱穴によっては、ニツ岳系の軽石を含む。

煙
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L．148．40m

図一392159号掘立柱建物跡

159号掘立柱建物跡（5K－40）　　位置　ヌ101～102。1号墳の南西35mに所在する。西に近接して56号溝が南北に走

、る。，この付近は石田川期の住居跡の分布する区域となっており、カマドを持つ住居跡はまったく認められない。ここで

は、石田川期住居跡が一定の空間を馬締形に取り囲む形で濃密に分布しており、その囲まれた空間の中に本建物跡は所

’在する。　形状　3間（5．4m）×2間（3．6m）の建物跡で、東西方向に長軸をとる。柱間寸法は1．8mを基準にしている

ものと見られるが、長軸方向中央の柱間を2．1mに意図したとも考えられる。長軸方向N－89。一E、面積19．4㎡。　柱穴

全体として円形または長円形の掘り形を持つが、P4、P6は隈丸方形ぎみになっている。深さは26～49cmである。北

東隅のP4は、その長軸を建物跡の対角線に直交するように配置しており、他の隅の柱穴の置き方と異なる6P10は底

部に凹凸が激しく、荒れている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　（唐澤）
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160号掘立建物跡
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3．ロームブロッタと黒色土の混土層。非常に固い。
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図一394　160号掘立柱建物跡

160号掘立柱建物跡（5K－41）　　位置　ワ101。南北に走る48号溝が、上武国道予定地に入る所のすぐ北に位置する。

本建物跡を含め、4軒の掘立柱建物跡が一群となって検出された。付近一帯は石田川期住居跡の分布する所となってい

る。　形状　3間（7．2m）×1間（3．9m）の建物跡で、東西方向に長軸をとる。長軸方向の柱間寸法は、2．4mに統一さ

れる。長軸方向N－97。一E、面積28．1㎡。　柱穴　円形の掘り形で、径40～50cm、深さ15～32cm。北西隅のP4は建て

替えと見られる。柱の径はP1、P4の柱痕跡によると20cm程度である。　その他　西に近接する161号建物跡との距離

は1m。覆土中に、浅問山と榛名山噴出にかかるC軽石及びニツ岳系の軽石は認められなかった。　　　　　（唐澤）

掘立柱建物跡全景（西から）

P4全景（北から）
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161号掘立柱建物跡
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図一395　161号掘立柱建物跡

161号掘立柱建物跡（5K－42）　　位置　ワ101。160号建

物跡の西1mに所在する。付近一帯は、石田川期の住居跡の

分布地で、この付近から本台地の南側に分布の中心がある。

本建物跡の西半に重なって、48号溝が南北に走る。　形状

2間（5．1m）×2問（4．2m）の建物跡で、南北方向に長軸

を取る。柱間寸法は長軸方向で2．4＋2．7m、短軸方向では2，

1＋2．1mを意図したものと見られる。西辺中央のP4はそ

の後2度程建て替えられており、その際に柱間寸法は当初

の2．4＋2．7mから、2．1＋3m（P41）あるいは2．55＋2．55

m（P4”〉に変化したものと見られる。長軸方向N
－3。一E、面積21．4㎡。　柱穴　円形ないし長円形の掘り

形を呈する。径は30～40前後、深さ14～38cmである。P1

及びP4には建て替えが認められる。P6もあるいは建て

替えか。P2の地層断面には柱痕跡が認められ、径は18～20

cmであった。　重複関係　本建物跡の西半で、南北に走る

48号溝と重複するが、新旧関係は不明である。南に近接す

る162号建物跡とはほぼ接しており、同時に存在することは

不可能である。　その他　柱穴覆土中には、浅間山及び榛

名山墳出にかかるC軽石とニツ岳系の軽石を含まない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）

掘立柱建物跡全景（西から）
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162号掘立柱建物跡
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3．暗褐色土。比較的多量のローム粒。しま『）弱。

4．暗褐色土。ローム粒主体。ややしまり弱。

凶1

162号掘立柱建物跡（5K－43）　　位

置　ワ101。161号建物跡に接してその

南に位置する。群在する4棟の掘立柱

建物跡は、6m程の空間を挾んで北に

3軒、南に1棟と分かれているように

分布する。本建物跡は160・161号建物

跡と共に、北の3軒の中に含まれる。

形状　2間（4．5m）×2間（3m）の長

方形の建物跡で、東西方向に長軸をと

る。柱問の寸法は、長軸方向を2．25m、

短軸方向でL5mに統一している。長軸

方向N－96。一E、面積13．5㎡。　柱穴

いずれも円形の掘り形で、径30～40cm

前後、深さ26～71cmである。P3・P

7には建て替えが認められる。P5・

P6の側壁には、斜め方向のピットが

認められた。P5・P6との関係は不
明である。その他　北の161号建物跡

と接しており、同時に建物が存在する

ことは不可能である。柱穴覆土中には、

浅問山及び榛名山噴出にかかる、C軽

石とニツ岳系の軽石は含まれていな

かった。　　　　　　　　　（唐澤）
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図一396　162号掘立柱建物跡
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図一397　163号掘立柱建物跡

163号掘立柱建物跡（5K－44）　　位置　ワ102。4軒の掘立柱建物跡群のうち、最南端に所在するものである。南半

は上武国道予定地にかかるため未調査である。　形状　東西3間（5．7m）、南北1間（3．3m）以上の建物跡である。北

に隣接する3軒の建物跡の短辺長は3～4．2mであり、本建物跡の南北長がその範囲内のものであるとすれば、南北長は

1問（3．3m）になる。長軸方向の柱間寸法は2．1＋1．8＋1．8mである。長軸方向N－960－E、面積18．8㎡。　柱穴　円

形の掘り形。径30～40cm、深さ21～39cm。　重複関係　45号溝と重複。新旧は不明。　　　　　　　　　　　（唐澤）
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164号掘立柱建物跡
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1．黒色土。やや固い。

2．褐色土。ローム粒主体。

3．黒色土。ロームブロック。

4．茶褐色土。ロームと黒色土の混土層。やや固い。

0 1 2m
L．154．30m

図一399　164号掘立柱建物跡

164号掘立柱建物跡（5K－45）　　位置　ヲ8に所在し、

ゆるやかな南斜面の高台に立地している。　形状　東辺3

間（5．4m）、西辺2間（6．3m）、南辺2問（4．2m）、北辺2

問（約4．3m）の台形を呈す。長軸方向はN－8．5。一W、面

積は24．5㎡である。　柱穴　掘り形は大部分が円形で、P

6・8・9のように若干角ばっているものもある。規模は

P2の径48×48cmからP3の径80×74cm、深さP4の13cm

からP1の40cmにわたる。底面標高はP5の153．56mから

P9の153．92mである。P1は3回建て替えの痕跡があり、

P2・5は2回の建て替えの痕跡がある。P2には地層断
面図に柱痕跡が認められ、径は20cm以下と見られる。遺

物　本遺構に関係する遺物の出土はみられなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（近藤）

掘立柱建物跡全景（北から）
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165号掘立柱建物跡
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図一400　165掘立柱建物跡

て、P3〆・4〆・5’の柱穴列が3個あるが、建て替えによるものと思われる。

（15cm）せばまる。面積は10．4㎡である。　柱穴　掘り形は全体として円形を呈し、径30～60cm前後、深さ20～40cm前後

である。　重複関係　本遺構には重複関係はないが、柱の建て替えによるものと見られるピットがP3、4、5に隣接

して存在している（P31・4。、5〆）。なおP1にも建て替えの痕跡が認められる。　遺物　遺物の出土はなかった。

　　166号掘立柱建物跡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鵤木）

＼
1団

饗
一▽。

Aσ

1ロコ

1

P3 P2 P1

165号掘立柱建物跡（5K－46）　位置　ル9～
10にあり、道路の西側の南斜面上に位置している。

南にH290号住居跡がある。　形状　2問（3．3m）

×2問（3．3m）の正方形、総柱建物跡である。東

西については、南側がやや広くなっている。総柱

の中心の柱は、建物の中心点より、南西方向に

約30cmずれている。南北方向はN－37。一E、面積

は10．9㎡である。西側のピット3・4・5に接し

　　　この建て替えの結果、東西行は0．5尺分

　！
パ

髪

醸
　　匝

甲万

P4

P5

◎

◎

◎

イコ

．些

P6

166号掘立柱建物跡（5K－47）　　位置　ル

9～10とヲ9～10にまたがって所在する。全

体として緩やかに南に下っている台地上に立

地している。　形状　北側柱穴列、西側柱穴

列が2間、南側柱穴列、東側柱穴列が1間の

1辺3．9mの正方形を呈する。主軸方向（南北

方向）はN－29。一E、面積は15．2㎡である。

P4は西側柱穴列の中央に位置するが、P2

はP3に寄っている。　柱穴　掘り形は円形

もしくは長円形で、四隅の柱穴は断面が皿形

をして浅いP5を除いて、径50～60cm前後、

深さ40cm前後である。P3とP6は建て替え

か。P2とP4はそれぞれ北側柱穴列と西側
柱穴列の中間に位置し、径30～40cm、深さ15

cm前後の他に比べ小さく浅い。　遺物　関連

する遺物の出土はなかった。　　　　（松村）

1円

L．155．80m
0 1 2m

図一401166号掘立柱建物跡
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167号掘立柱建物跡
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図一402　167号掘立柱建物跡

167号掘立柱建物跡（5K－48）　　位置　ル10に所在し、南斜面の高台に立地している。164号建物跡から175号建物跡

まで四囲を溝に囲まれた掘立柱建物跡群の中で最北端に位置している。　形状　南北3間（6m）×東西2問（4．2m）の

建物跡で、長方形を呈する。南北に長軸をとり、主軸方向はN－29。一E、面積は25．2㎡である。　柱穴　掘り形は大部

分が円形で、一部隅丸長方形（P7、P9）を呈する。柱穴の規模はP5の径36×30cmからP9の径82×64cm、深さP

8の21cmからP9の44cmにわたる。底面標高はP6の155．52mからP1の155．86mである。P2、P3、P5は建て替え

がみられ、その結果、形状は不整四角形となる。建て替え後の面積は23．7㎡である。P9の地層断面図には柱痕跡が認

められ、径は12～14cmと見られる。　遺物　関連する遺物の出土はなかった。　　　　　　　　　　　　　　（近藤）

掘立柱建物跡全景（北から）

黛

　P5・P倉全景（南から）
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168号掘立柱建物跡

熱・

ゆ

匝

＠

一　監、《P3

◎　　I
　　　P3”

〈◎
P2

P2’

■ 7⑫P1

P3β

49⑳

ム．

P4

P5’

　　

仲

亜5”

◎

P1’

49（1）

o
49（1）

（

P6’
P6

P7’ P7

49⑳　◎
　　講

　　　印P8

．ざ

ム．

繊
A’

0 1 2m
L。155．90m

図一403168号掘立柱建物跡

168号掘立柱建物跡（5K－49）　　位置　ヲ10にあり、道路の西側、南斜面上に立地している。東に接して3間×2間

の169号建物跡、西に接して2間×1問の166号建物跡がある。　形状　168－1号建物跡は2問（4．5m）×2問（4．5m）

の正方形で、南北方向はN一150－E、面積は20．3㎡である。168－II号建物跡は2問（3．9m）×1間（3．6m）の正方形

で、主軸方向はN－10．5。一E、面積は14．05㎡である。すべての柱穴を、新しく建て替えている。柱穴　掘り形は全体と

して円形を呈するものが多く、径30～50cm前後、深さ30～50cm前後のものが多い。II号の掘り形は円形で、径20～40cm

前後、深さ30～50cm前後である。P1、P3、P5、P7には柱痕跡が認められ、径は10cm前後である。　重複関係　建

て替えによると思われる遺構168－II号建物跡（本遺構は168－1号建物跡）がある。　遺物　関連する遺物の出土はな

かった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鵤木）

掘立柱建物跡全景（西から、中央の柱は疑問）

灘灘
（　、

ξゴタ』

P6・P召全景（南から）
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169号掘立柱建物跡
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図一404　168・169号掘立柱建物跡関係図
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図一405　169号（1）（1⊃掘立柱建物跡

169号掘立柱建物跡（5K－50）　　位置　ヲ10にあり、道路西側の平担地に立地している。西に接して168号建物跡が

ある。　形状　169－1号建物跡は3間（5．7m）×2間（4．2m）の長方形で、東西方向に長軸をとる。長軸方向はN

－101。一E、面積は23．9㎡である。柱間寸法は東西2．1＋1．5＋2．1m、南北2．1＋2．1mである。169－II号建物跡は、一

問（3．9m）×2間（3．9m）の正方形で、主軸方向（南北方向）はN－26。一E、面積は15．2㎡である。　柱穴　1号の

掘り形は全体に円形を呈し、径30～60cm前後、深さ40～60cm前後である。柱穴の底は、大部分U字状を呈する。II号の

柱穴とみれるピットはP1、P2、P5が確認出来るが、P3、P4の存在は、全体図や航空写真から推定されたもの

である。重複関係　1・II号は建て替え関係ともみられる。新旧関係は不明である。　遺物　関連する遺物の出土はな

かった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鵤木）
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170号掘立柱建物跡
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1．黒褐色土。ローム粒。

2．黄褐色土。ローム。

3．茶褐色土。多量のローム粒。
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図一406　170号掘立柱建物跡

170号掘立柱建物跡（5K－51）　　位置　ヲ9～ワ9にあ

り、道路西側の平坦地に立地している。西に接してH445号

住居跡、171号建物跡がある。　形状　3間（6m）×2間（北

側3．6m、南側4．5m）の台形で南北方向に長軸をとる。長軸

方向はN－15．5。一E、面積は24．3㎡である。（1）　柱穴，

掘り形は全体として円形ないし長円形を呈し、径40～60cm

前後、深さ30～50cm前後である。　重複関係　本遺構は建

て替え（II）によると思われる柱穴の重複関係が見られる。

建てかえと見られるピットは、P1’・3’・5ノ・61・7ノ・

9〆である。建てかえは、建てかえ前とほぼ同形・同規模で、

長軸方向はN－16．5。一E、面積は24．3㎡である。　遺物

関連する遺物の出土はなかった。　　　　　　　　（鵤木）

掘立柱建物跡全景（北から）
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171号掘立建物跡
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図一407　171号掘立柱建物跡

171号掘立柱建物跡（5K－52）　　位置　ヲ9に所在し、南斜面の高台に立地している。重複している遺構にH444号

住居跡がある。　形状　南北3間（6．9m）×東西2間（4．8m）の建物跡で、長方形を呈し、南北方向に長軸をとる。長

軸方向はN－12．5。一E、面積は33．12㎡である。　柱穴　掘り形は全体として長円形を呈するものが多い。規模はP6の

径46×20cmからP7の径102×86cm、深さP4の26cmからP8の77cmにわたる。底面標高はP5の154．19mからP1の

154．72mである。P5には地層断面図に柱痕跡が認められ、径は26cm前後と見られる。　重複関係　住居跡との新旧関係

は不明である。　遺物　関連する遺物の出土はなかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（近藤）

掘立柱建物跡全景（北から） P5（西から）

～
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172号掘立建物跡
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172号掘立柱建物跡（5K－53）　　位置　ヲ9

に所在する。　形状　建て替えとみられる重複

を示す。1は2間（3．6m）×2間（3．6m）の正

方形で、面積12．96㎡、長軸方向N－11．5。一Eで

ある。IIは2間（3．6m）×1間（3m）の長方形

で、面積10．8㎡、長軸方向N－18。一Eである。

柱穴　掘り形は全体として、円形ないし長円形

を呈し、径30～50cm、深さ18～50cm前後である。

1でみると、問に挾まれる柱穴は、四隅のもの

より一まわり径の小さい傾向がある。（1）重複

関係　本遺構は建て替えによると思われる柱

穴（柱もか）の再利用が考えられるのは、P1・

P5である。建て替えによると思われる柱穴は

P31・P7〆・P81である。（II）遺物　関連す遺

る物の出土はなかった。　　　　　　（鵤木）
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図一408　172号掘立柱建物跡 掘立柱建物跡全景（1・II、北から）

174号掘立建物跡
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174号掘立柱建物跡（5K－55）　　位置

ワ8にあり、道路西側の平坦地に立地し

ている。西に接して、H453号住居跡、北

西に接してH143号住居跡がある。形状

3問（4．5m）×2問（3．3m）の長方形で、

東西方向に長軸をとる。長軸方向はN
－105。一E、面積は14．95㎡である。柱間

寸法は東西1．35＋1．5＋1．65m（北側）、1．

35＋1．8＋1．35m（南側）、南北1．8＋1．5m

である。南北柱の東辺と西辺は、お互い

に向かい合っている所の柱間間隔を変え

ている。　柱穴　掘り形は全体に円形を

呈し、径30～60cm前後、深さ20～40cm前

後である。柱穴の底についても、大部分

はU字状を呈するか、平坦になっている。

P2には2～3回の建て替えの痕が認め

られる。また、P8にも図では不分明で

あるが、2～3回ほどの建て替えの痕跡

が認められる。　遺物　関連する遺物の

出土はなかった。　　　　　　　（鵤木）

図一409　174号掘立柱建物跡
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175号掘立建物跡
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図一410　175号掘立柱建物跡

175号掘立柱建物跡（5K－56）　　位置　ヲ8～ワ8に所在し、南斜面の高台に立地している。　形状　北辺2間（約

5．7m）、南辺1間（5．7m）、西辺1間（4．8m）、東辺2問（4．2m）の台形を呈し、東西方行に長軸をとる。長軸方向は

N－86．5。一E、面積は25．65㎡である。　柱穴　掘り形は全体として円形を呈するものが多い。規模はP4の径32×26cm

からP1の径53×38cm、P4の深さ11cmからP5の深さ32cmにわたる。底面標高はP5の153．73mからP1の153．95m

である。　遺物　関連する遺物の出土はなかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（近藤）

掘立柱建物跡全景（西から〉

P、全景（北から）

VI遺構と遺物　309



176号掘立建物跡
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2．黒褐色土。

3．茶褐色土。多量のローム粒。
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掘立柱建物跡全景（西から、P3位置ずれる）
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図一411176号掘立柱建物跡

176号掘立柱建物跡（5K－57）　　位置　ヲ6～7にあり、道路西側の平担地の中央部に立地している。西に接して、

177号建物跡がある。　形状　2間（3．6m）×1間（3．3m）の長方形で、南北方向に長軸をとる。長軸方向はN－14．5。一E、

面積は11．8㎡である。柱問寸法は南北1．8＋1．8m、東西3．3mである。　柱穴　本遺構を構成すると思われるピットは、

合計6穴を数える。掘り形は全体として円形を呈する。径30～40cm前後、深さ20～40cm前後である。柱穴の底について

は、大部分がU字状を呈する。ただし、P2においては、建て替えた可能性がある。本掘立柱建物跡の範囲内には数穴

のピットがあるが、本遺構との直接の関係は認め難い。　重複関係　本遺構と183号建物跡、184号建物跡の三軒の掘立

柱建物跡が重複する。183号建物跡は184号建物跡の中にすっぽりと包み込まれるように入っており、176号建物跡の南側

部分が、それぞれ上記の2住居跡の北側部分と交錯する。3遺構の新旧関係は不明である。　遺物　関連する遺物の出

土はなかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鵤木）

176号掘立柱建物跡
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　拘
　　　　184号掘立柱建物跡
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　　　　　　　　　　－
176・183・184号掘立柱建物跡関係図

　　　　　　．．麟灘麟欝

176・183・194号掘立柱建物跡重複状況（西から）
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177号掘立建物跡
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1．黒褐色土．

2．茶褐色土．ローム粒。

3．茶褐色土。ローム粒。

4．茶褐色土。多量のローム粒。

0 1 2m
L．152．90m

図一413　177号掘立柱建物跡

177号掘立柱建物跡（5K－58）　　位置　ル6にあり、道路西側の平担地に立地している。北西に接して178号建物跡

がある。　形状　177－1号建物跡は2問（5．7m）×2問（3．9m）の長方形で、南北方向に長軸をとる。長軸方向はN

－5。一E、面積は22．2㎡である。建て替えと見られる177－II号建物跡は、建て替え後の形状は台形で、2間（5．7m）

×2間（北4．2m、南3．6m）、面積22．2㎡である。II号の柱穴の掘り形は円形で、径40cm前後、深さ40～60cm前後である。

　柱穴　1号は円形ないしは不整方形（P1、2、7）を呈する。径30～40cm前後、深さ30～50cm前後である。　重複

関係　本遺構は建て替えによると思われる柱穴の重複関係が見られる。P3・3’の断面より、1号が古いと思われる。

　遺物　関連する遺物の出土はなかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鵤木）

掘立柱建物跡全景（東から） P2（西から）
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178号掘立建物跡
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1．黒褐色土。ローム粒。

2．茶褐色土。ローム粒。

3．黄褐色土。ローム粒主体。
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図一414・178号掘立柱建物跡

178号掘立柱建物跡（5K－59）　　位置　ル6にあり、道路西側部のほぼ中央の平担地に立地している。東南に接して

177号建物跡がある。　形状　範囲を同じくして、建て替え関係にあると見られる2棟の建物跡（1とII）が検出された。

1は2間（6．3m）×2問（4．2m）の長方形で、南北方向に長軸をとる。長軸方向はN－7。一W、面積は26．5㎡である。

柱間寸法は南北3．3十3m（東側）、6．3m（西側）、東西2．1＋2．1m（南側）、4．2m（北側）である。IIは2間（6．3m）×

2間（4．5m）の長方形で、南北方向に長軸をとる。長軸方向はN－7．r－W、面積は28・4㎡である。柱問寸法は南北3．

3m×3m、東西2．25m×2．25mである。　柱穴　1の掘り形の形状は全体として、円形又は方形を呈する。径20～30cm

前後、深さ20～30cmのものが多い。ただし、P5は深さ50cmあり、他に比べて例外的である。IIの柱穴の掘り形の形状．

は、円形又は長円形を呈する。径30～40cm前後、深さ20～30cm前後である。P9～P11（1）とP4’・P9〆・P8’（II）

は建物跡内において、「間仕切り」に類似した施設とも考えられる。　重複関係　P1とP　r、P6とP6〆の地層断面か

ら178－II号建物跡が新しいと思われる。　遺物　関連する遺物の出土はなかった。　　　　　　　　　　　　（鵤木）
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182号掘立建物跡

仲

熱
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L．150．70m
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1団

P1

匝

0 1

　　　182号掘立柱建物跡（5K－63）　　位置　力2～3、

　　　ヨ2～3。南北に走る49・50号溝の西に近接する。そ

・一　　　こから南15mの地点で、東西に走る58号溝が始まる。周
、V

　　　囲に近接して、他の掘立柱建物跡は検出されなかった。

　　　形状　2問（4．2m）×1間（3．3m）の建物跡で、南北

　　　方向に長軸をとる。長軸方向の柱問寸法は2．1mであ

　　　る。長軸方向N一11。一W、面積13．9㎡。　柱穴　円形

．墨　　の掘り形を持つ。径は東側柱穴列（東辺）がやや大き

　　　くて50cm前後、西側柱穴列（西辺）は一まわり小さく

　　　て40cm前後である。深さは26～43cmである。P3底部

　　　は、その中央を径20cm、深さ10cmに、もう一段掘り下

　　　げている。　　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）
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図一415182号掘立柱建物跡

掘立柱建物跡全景（西から）

183号掘立建物跡
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183号掘立柱建物跡（5K－64）　　位置　ヲ6にあり、

道路西側の平坦地に立地している。西に接して175号建物

跡がある。　形状　2間（4．8m）×1問（2．7m）の長方

形で、南北方向に長軸をとる。長軸方向はN－8。一E、

面積は13㎡である。南北の柱問寸法は南北2．7＋2．1m

（東側）、2．4＋2．4m（西側）である。　柱穴　掘り形は

全体として円形を呈する。径30～40cm前後、深さ20～30

cm前後である。柱穴の底の部分については、大部分がU

字状を呈している。　重複関係　本遺構と176号建物跡、

184号建物跡の3軒の遺構が重複するが、新旧関係は不明

である。　遺物　関連する遺物の出土はなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鵤木）

L．152．800m

図一416183号掘立柱建物跡 掘立柱建物跡全景（西から）
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184号掘立建物跡
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図一417184号掘立柱建物跡

184号掘立柱建物跡（5K－65）　　位置　ヲ6。　形状　2間（5．7m）×2間（5．4m）の長方形で、南北方向に長軸を

とる。長軸方向はN－31。一E、面積は30．7㎡である。柱問寸法は南北3．3m＋2．4m（西側）、3m＋2．7m（東側）、東西

2．7m＋2．7mである。この付近には、組めないピットが濃密に分布しているが、P10は建物跡の中央に位置しており、本

建物跡は、総柱になる可能性もある。　柱穴　掘り形は全体として円形を呈し、径30～50cm前後、深さ20～30cm前後で

ある。柱穴の底は大部分がU字状か平担である。P6は一度約20cmの所まで掘り、その後さらに規模を小さくして掘り

下げたと思われ、2段の柱穴になる。本遺構を構成するピットは、計10穴を数える。P2、P3は北辺の中央柱の建て

替えと考えられる。P4の長円形も、建て替えの結果と考えられる。　重複関係　176号建物跡、183号建物跡と重複す

る。新旧関係は不明。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鵤木）

掘立柱建物跡全景（西から、総柱） P，全景（南から）
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．195号掘立建物跡
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195号掘立柱建物跡（5K－76）　　位置1

ル9、ヲ8～9。東西南北め四方を溝で

囲まれた区域内を、更に四等分している

53号溝と54号溝の交点の南西に所在す

る。南には、ほぼ同じ方位を取る164号建

物跡と175号建物跡がある。形状　3問

（4．5m）×2問（3m）のやや歪んだ長方

形の建物跡で、東西方向に長軸を取る。

短軸方向東辺中央の柱穴P9は、東辺両

端の柱穴を結ぶ補助線よりやや外に位置

する。西辺は東辺の2間に対して1間で

あり、長さも2．55mと東辺より45cm短
い。これは」北側柱穴列（北辺）西端の

P4が、他のものより内側に設置されて

いるためである。長軸方向N－96◎一E、面．

積11．5㎡。柱穴　円形の掘り形を持つ。

大きさに2種類あり、P5・P8・P9
は50cm前後、他のものは25～30cm前後の

径を持つ。深さは14～43cmである。P8

は2段に掘られている。　　　（唐澤）
L．154．80m

図一418『195号掘立柱建物跡

て司フ

0 10cm

図一419（番号不明）掘立柱建物跡柱穴内

VI遺構と遺物315



表一17　掘立柱建物跡ピ、ツト計測値一覧表

（単位、cm）

掘立恥 ピット
　Nα

長径×短径 深　さ 柱痕径 底面標高

116号

P1 70×40～ 33～ （不明）

Pi 46×38 141．05

P2 62×50 42 141．04

P3 40×36～ 26 141．38

P§ 36×29 141．25

P4 54×48 17 20 141．21

P5 50×30～ 26 141．04

P言 43×35 140．93

P6 58×50 41 140．90

P7 56×40～ 32 140．99

P多 52×44 140．86

P8 56×50 29 140．99

Pg 32×30前後 44 140．82

：Pも 34×30前後 140．82

Plo 39×35 37、 140．86

P11 70×47 54 140．91

117号

P1 60×60前後 71 141．14

P2 80×58 75 141．08

P3 30×26～ 71 15前後 141．24

P§ 40～×32～ 55 141．41

Pぎ 32～×29～ 36 141．63

P急” 58～×40～ 31 141．62

P4 54×48 48 141．34

P才 40×34 28 141．56

P5 54×38～ 65 141．15

Pも 44～×40～ 68 141．11

Pぎ 40前後×38 62 141．13

P6 60×50 39 141．13

P7 66×54 34 141．36

118号

P1 74×62 43 140．80

P2 　66×62
（P条分含む）

28 140．95

P条 P2で
一緒に計測

31 140．92

P3 68×56 43 140．81

P4 57×43 13 141．02

P5 90×80 36 16 140．82

P6 56×35～ 30 140．82

Pる 45×40 30 140．82

P7 58×48 57 140．53

P8 46×28～ 34 140．81

P§ 50×40前後 35 140180

Pぎ 60前後×
　　　50前後

51 140．64

316

掘立Nα ピツト
　NQ

長径×短径 深　さ 柱痕径 底面標高

118号

Pg 34×28 42 140，81一

Pも 20×18 41 140．82

Plo 22×20 26 141．00

Pi。 35前後×34 23 141．03

P11 44×36 44 140．81

Pi、 30×30 31 140．99

119号
（1）

P1 40×36 ．16 141．58

P2 62×54 35 141．61

P3 36×32 50 141．51

P4 72×58 14 141．69

P5 70×40～ 30 141．51

P6－ 52×40前後 32 141．31

P7 46×42 27 141．32

P8 62×52 37 141．43

119号
（II）

P壬 42×42 19 141．51

Pる一 46×40 46 141．51

P§ 52×45 37 141．68

Pも 52×30～ 20 141．57

Pも 58×50前後 32 141．23

P多 48×41 46 141．11

120号

P1 56×54 80 153．80

P2 80×60 85 13 153．76

P3 54×50 80 14 153．82

P4 52×40 74 10～ 153．86

P5 56×44 68 153．89

P6 76×64 82 153．74

P7 80×56 91 12 153．64

P8 66×58 80 10～ 153．65

Pg， 70×60 83 153．62

Plo 100×74 105 153．45

P11 62×60 90 153．61

P12 66×64 86 153．65

121号

P1 60×36 58 153．49

P2 62×48 71 153．45

P3 （不』　　　　　　明）

P4 54×54 70 153．47

P5 （不明） 81 153．43

P6 48×40 65 153．40

P7 64×40 58 153．36

P8 44×40 63 153．37

Pg 44×42 73 約153．85

122号
P1 68×62 56 154．83

P2 70×50 46 10 154．91



掘立NQ ピット
　NQ

長径×短径 深　さ 柱痕径 底面標高

122号

P3 46×28 34 154．91

P4 76×56 63 154．84

P乞 44～×43 （不明） （不明）

P5 68×58 73 154．95

P6 60×50 47 155．17

P7 58×46 68 155．03

P8 60×48 44 155．06

123号

P1 42×40 46 9～16 154．67

P2 64×58 26 154．95

P3 46×30 18 155．14

P4 42×38 62 8～14 154．79

P5 46×34 50 154．83

P6 30×30 29 154．93

124号

P1 36×30 71 155．51

P2 38×36 37 19 155．90

P3 68×60 64 15cm
前後

155．67

P4， 58×36 37 155．77

P乞 48×46～ 23 155．91

P5 30×30 48 16～18 155．46

P6 44×38 18 155．74

P7 36×32 49 155．44

P8 56×44 31 155．80

125号

P1 30×30 14 155．36

P2 44×不明 24 （推定）

154．88

P3 34×34 22 （推定）

155．60

P4 46×36 46 155．30

P5 48×45 31 155．38

P6 34×30 39 155．08

P7 40×38 26 155．24

135号

P1 44×34 31 151．49

P2 40×30 31 151．50

P3 56×50 27 281 151．55

P4 62×50 22 151．56

P5 （不　　　　　　　明）

P6 40×40 25 151．40

P7 44×36 37 151．32

136号

P1 46×42 40 約20 152．30

P2 52×46 30 152．35

P3 50×46 35 152．15

P4 46×40 17 152．43

137号

P1 34×34’ 53 151．92

P2 50×44 33 152．17

P3
『
5
2 ×48 61 15～19 151．99

掘立恥 ピツト
　NQ

長径×短径 深　さ 柱痕径 底面標高

137号’

P4 38×34 37 152．17

P5 50×44 58 16～18 151．84

P6 52×44 42 151．91

－
P
7 52×50 33 20 151．92

一
P
8 40×34 51 151．63

Pg 42×40 40 151．97

Plo 44×36 61 151．72

P11 50×48 54 151．67

138号

P1 58×50 61 151．86

P2 54×54 72 151．83

P3 46×42 77 151．88

P4 42×42 29 152．29

P5 50×48 66 20 151．87

P6 38×38 25 152．26

P7・ 46×42 71 151．75

P8 38×36 22 151．16

Pg 38×38 54 151．77

Plo 64×53 58 24 151．70

P11 44×40 57 13～19 151．57

P12 52×48 55 約24 15L70

P13 48×48 61 22 151．75

139号

P1 80×74 61 12～16 150．90

P2 68×60 48 151．15

P3 90×56 27 151．40

P急 45×40 45 151．22

P4 48×14 56 14～20 151．01

P三 34×28 28 151．29

P才 48×24 56 151．01

P5 58×50 24 151．24

P6 50×50 20 151．26

P7 48×46 40 151．00

P8 68×68 29 151．Oo

Pg 80×68 39 150．97

Plo 78×68 33 151．11

140号
（1）

P1 76×66 49 11～ 150．62

P2 36×34 63 150．63

P3 76×68 62 150．74

P4 63×60～ 76 18 150．65

P5 71～×70 70 150．65

P言 74×50～ 84 150．51

P6 88×68 45 150．77

Pる 44×37 55 150．67

P7 68×60 61 150．45
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掘立Nα ピット
　Nα

長径×短径 深　さ 柱痕径 底面標高

140号

P8 70×62 44 10～16 150．51

Pg 55×44 19 150．61

Plo 56×55 33 150．38

P11 68×56 45 150．35

P12 70×60 60 150．34

P13 58×58 85 150．18

P14 44×34 33 150．92

P15 40×38 23 150．87

P16 48×38 20 150．75

140号
（II）

P1 40×34～ 34 150．77

P2 58×36～一 （不明） （不明）

P3 44×42 53 18～22 150．61

P4 46×40 61 150．34

P5 40×38 22 150．53

141号

P1 50×50 33 450．26

P21
46×38 20 150．64

P3 54×46 77 150．27

P4 94×56 53 150．34

P5 54×38 52 150．14

P6 38×28 24 150．19

P7 50×38 21 150．04

P8 58×42 78 ～24 149．66

142号

P1 46×40 26 149．90

P2 34×28 15 ■50．13

P3 36×36 25 150．26

P4 34×30 28 149．93

P5 40×28 19 149．63

P6 60×52 43 149．54

143号

P1 64×62 46 149．43

P2 68×66 39 149．70

P3 66×60～ 34 150．10

P4 40～×39 21 150．16

P5 66×60 36 149．40

144号

P1 32×28 7 148．96

P2 42又40 21 149．04

P3 44×40 46 149．04

P4 41×38 37 149．04

P5 40×38 22 149．07

P6’ 32×28 30 148．74

P7 30×26 10 148．74

145号

P1 60×48 33 151．59

P2 74×62 45 151．37

P3 52×44 33 151．43
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掘立NQ ピット
　Nα 長径×短径 深　さ 柱痕径 底面標高

145号

P4 70×52 36 151．40

P5 70×56 37 151．32

P6 44×40 37 151．46

P7 44×42 27 151．58

P8 50×42 29 151．58

Pg 29×27 31 151．48

146号

P1 26×24 24 150．66

P2 36×34 47 8～27 150．65

P3 26×24 43 ・150．79

P4 34×23 16 151．04

P5 40×36 48 150．62

P6 38×34 46 150．55

P7 30×30 35 150．55

147号

P1 48×38 24 151．04

Pi 24×24前後 14 151．14

P2 54×34 39 150．97

Pる 38×25～ 22 151．14

P3 90×57 34 16～20 151．05

P§ 56×46～ 28 151．11

P4 46×33 14 16～20 151．15

P5 36×26 32 10～16 151．03

P告 50前後×36 23 151．12

P6 30×25 34 150．95

P7 28×28 24 150．96

P8 32×32 33 150．90

148号

P1 40×38 31 150．91

P2 58×50 53 19～21 150．78

P3 50×46 63 12～22 150．77

P4 40×40 36 151．01

P5 56×48 60 150．72

P6 54×48 55 150．72

P7 52×44 23 150．69

P8 32×28 39 150．80

149号

P1 70×60 50 29～33 150．39

P2 78×76 44 29～34 150．64

P3 102×92 22 150．68

P§ 64×46 50 150．68

P4 80～×80 28 150．99

P三 66×60 81 150．46

P5 62×60 74 26～27 150．49

P6 68×47 70 22 150．48

P7 59×48 56 1与0。54

P8 56×48 52 150．50



掘立Nα ピット
　Nα

長径×短径 深　さ 柱痕径 底面標高

149号

P倉 50×35前後 45 150．57

Pg『 76×40～ 37 150．54

P5 70×46 40 150．51

Plo 90×88 29 150．56

P11 96×94 52 150．30

P12 88×74 46 150．36

150号

P1 42×34 30 10 149．99

P2 16×14 12 150．28

P3 43×38 35 150．12

P4 38×35 36 150．09

P5 50×40 ．49 16 149．90

P6 50×48 52 15～22 149．76

151号

P1 48×48 32 152．51

P3’ 46×40以上 41 152．49

Pる 40×30前後 55 152．35

P3 46×39 47 152．51

P4 40×30以上 46より小
不　　　　明
（152．43より大）

P乞 36×30前後 46 152．43

P5 34×30以上 27 152．58

Pも 42×35前後 36 152．49

P6 46×36 32 152．38

P7 44×42 36 152．32

P8』 44×44 30 152．38

Pg 46×44 31 152．43

152号

P1 56×46 27 152．46

P2 52×46 36 152．46

P3 48×40 36 152．49

P4 40×31 45 152．18

P三 46×43 25 152．43

P5 46×34 32 18 152．25

P6 62×48 44 約15 151．99

P7 52×50 41 19 152．18

153号

P1 64×52 82 150．47

P2 62×58 56 151．09

P3 52×48 115 150．96

P§ 66×48 59 151．51

P4 40前後×
　　　40前後

60 151．38

P急 58×50前後 （不明） （不明）

P5 43×40 88 150．83

P6 44×38 53 22 150．76

Pる 76×約70 25 151．18

P6’ 約60×50 18 151．11

P7 52×45 52 150．46

掘立酌 ピット
　Nα

長径×短径 深　さ 柱痕径 底面標高

153号

P8 70×66 23 150．60

Pg 60×56 19 150．73

Plo 48×44 43 150．67

P11 80×74 40 150．77

154号

P1 46×32 25 153．80

P2 42×34 27 153．77

P3 54×38 26 153．78

P4 50×40 42 153．56

P5 58×50 48 16 153．39

P6 44×44 21 153．60

P7 56×46 57 153．26

P8 56×50 35 153．63

155号

P1 52×52 81 24～26 152．80

P2 46×46 93 152．88

P3 50×46 66 18～20 153．14

P4 60×58 93 22～26 153．02

P5 61×60 89 19～34 152．91

P6 62×50 90 152．75

P7 48×42 59 152．88

P8 48×38 49 152．85

Pg 52×40 30 152．83

Plo 44×40 34 152．87

P11 44×44 31 152．99

P12 66×50 23 153．26

156号

P1 38×36 22 151．64

P2 34×32 24 151．56

P3 42×38 44 151．34

P4 50×44 30 151．42

P5 36×34 36 151．32

P6 50×32 28 10～17 151．42

P7 35×32 30 151．44

P8 28×14 16 151．62

158号

P1 68×66 40 i51．81

P2 82×60 58 151．68

P3 『52×50 38 152．82

P4 74×52 42 151．65

P5 60×50 36 151．58

P6 95×62 37 151．58

P7 49×48 45 151．63

P8 28×26 16 151．86

Pg 33×30 19 151．86

159号
P1 52×51 29 148．03

P2 58×40 47 147．80
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掘立Nα ピット
　No、 長径×短径 深　さ 柱痕径 底面標高

159号

P3 45×44 45 147．83

P4 61×50 39 147．88

P5 40×40 42 147．75

P6 38×34 31 147．79

P7 43×40 30 147．83

P8 44×40 33 147．83

Pg 50×46 26 147．93

Plo 72×48 49 147．78

160号

P1 40×38 30 22～23 148．06

P2 50×32 28 148．01

P3 46×36 31 147．97

P4 52×36 32 16～23 147．98

P5 34×32 21 147．97

P6 32×26 17 147．98

』P7 34×30 15 147．96

P8 38×26 20 148．06

161号

P1 40前後×28 14 148．05

Pl 32×30 43 147．76

P2 42×33 26 18～20 147．92

P3 34×28 30 147．85

P4 29×29 34 147．74

P乞 34×32『 36 147．72

PZ 34×31 36 147．72

P5、 43×38 38 147．61

P6 53×28 24 147．77

P7 40×30 17 147．84

P8 32×32 28 147．84

162号

P1 28×28 59 147．46

P2 36×30 71 147．30

P3 28×18以上 26 147．75

P§ 36×33 60 147．41

P4 44×36 65 147．30

P5 44×36 36 147．56

P6， 45×28 58 147．35

P7 25×18以上 39 147．57

P多 34×32 57 147．39

P8 28×24 46 147．54

163号

P1 39×32 30 147．52

P2 39×38 39 147．40

P3 44×40 24 147．53

P4 30×22 25 147．49

P5 24×22 21 147．49

164号 P1 78×40～ 41 153．73

320

掘立NQ ピツト
　Nα 長径×短径 深　さ 柱痕径 底面標高

164号

Pi 60×38 41 153．73

Pl’ 40～×32 21・ 153．93

P2 48×40～ 33 ～20 153．72

Pる 30～×30～ 11 153．94

P3 80×74 28 153．73

P4 60×53 13 153．81

P5 63×60～ 23 153．56

P倉 60前後×50 17 153．62

P6 80×74 25 153．61

P7 76×64 15 153．79

P8 74×68 27 153．79

Pg 70×54 19 153．92

165号

P1 54～×50 40 155．40

Pi 32～×30 45 155．29

P2 62×56 47 155．22

P3 48×24～ 23 155．44

P§ 51×38

、
　
　
3 5 155．32

一P4 56～×52 32 155．30

P三 38×34 48 155．14

P5 40×38～ 32 155．23

P言 35×27 39 155．16

P6 52×50 27 155．29

P7 36×36 41 155．17

P8 60×50
44一 155．21

Pg 68×58 29 155．33

166号

P1 52×50 45 155．21

P2
『
4
0 ×32 18 155．50

P3 64×54 37 155．30

P4 34×30． 12 155．47

P5 64×48 14 155．30

P6 52×44 35 155．11

167号
（1）

P1 、54×48 24 155．86

P2 52×42 39 155．72

P3 42×38 33 155．78

P4 42×39 25 155．77

P5 36．×30 33 155．64

P6 40×38 33 155．52

P7 56×36 25 155．59

P8 47×44 21 155．58

Pg 82×64－ 44 12～14 155．49

Plo 42×38 28 155．73

167号
（II）

P条 48×35 25 155．86

P§ 42×30～ 23 155．88



掘立Nα ピツト
　NQ

長径×短径 深　さ 柱痕径 底面標高

167号
（II）

P§’ 38×38 44 155．67

Pも 44～×35 14．5 155．78

168号
（1）

P1 68×60 34 155．56

P2 66×44 38 155．46

P3 73×70 54 155．27

P4 52×48 49 155．17

P5 46×30～ 11 155．48

P6 40×34～ 22 155．39

、P7 46×39 32 155．37

P8 28×24 6 155．70

168号
（II）

Pi 40×36 53 155．43

P条 28×24 32 155．54

P§ 32×30 46 155．35

Pぎ 32×12～ 94 154．87

P3 40×16～ 43 155．16

Pξ〆 40×34 67 154．92

Pる 32×26 45 15前後 155．16

P多 43×38前後 46 155．21

169号
（1）

P1 50×44 54 155．47

P2 44×43 48 155．49

P条 36×32 38 155．59

P3 36×24～ 27 155．65

P§ 30×23 43 155．49

P4 40×36－ 65 155．22

P5 53×30 40 155．36

Pも 30前後×20～ 33 155．43

P6 44×38 25 155．42

P7 54×52 41 155．32

P8 52×44 57 155．22

Pg 50×46 72 155．15

Plo 46×40 45 155．50

169号
（II）

P1 60×43 47 155．49

P2 30×30 43 155．40

P条 26×26 40 155．43

P3 ’　（不　　　　　　　明）

P4 （不　　　　　　　　明）

P5 52×34 45 155．47

170号
（1）

P1 66×30～ 14 155．48

P2 66×62 58 154．96

P3 56×41～ 22 155．25

P4 60×46 33 155．05

P5 38～×38～ 23 155．07

P6 50前後×30～ 25 154．97

掘立Nα ピット
　No． 長径×短径 深　さ 柱痕径 底面標高

170号
（1）

P8 40×36 23 155．05

Pg 64×50～ 50 154．93

Plo 60前後×
　　　50前後

31 155．20

P11 84×62 33 155．26

170号

Pi 50×59 62 155．00

P§ 53×38 37 155．10

P告 。40～×28～ 33 154．98

Pる 70前後×46～ 59 154．63

P7 50前後×17～ 51 154．74

P多 54×44 68 154．57

Pも 40×39 58 154．85

Pio 60前後×
　　　’40前後

40 155．11

171号

P1 80×68 43 154．72

P2 66×62 40 154．70

P3 54×54 45 154．62

P4 64×44～ 36 154．66

P5 98×86 64 26 154．19

P6 46×20～ 31 154．50

P7 102×86 50 154．41

P8 78×74 77 154．19

Pg 72×68 33 154．67

172号
（1）．

P1 44×36 28 154．65

P2 30×28 20 154．75

P3 ’32×30 24 154．70

P4 32×32 26 154．61

P5 58×46 42 154．38

P6 46×42 17 154．63

P7 40×33 34 154．46

P8 32×24 40 154．48

172号
（II）

P§ 41×33 33 154．63

P多 28×26 52 154．28

P急 36～×30 18 154．70

174号

P1 46×38 12 154．65

P2 約50×48 25 154．53

P条 36×31 50 154．27

P3 50×43 43 154．30

P4 55×44 16 154．50．

P5一 36×32 16 154．43

P6 42×40 28 154．25

P7 60×58 19 154．38

P8 87×48 31 154．30

Pg 28×28 16 154．47

Plo 41×35 16 154．56
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掘立臨 ピツト
　Nα

長径×短径 深　さ 柱痕径 底面標高

175号

P1 53×38 24 153．95

P2 36×32 18 153．92

P3 40×36 20 153．77

P4 32×26 11 153．75

P5 52×30～ 32 153．73

P6 50×44 23 153．90

176号

P1 38×32 26 152．64

P2 43×30 28 152．57

P3 36×32 46
’

152．32

P4 30×28 28 152．44

P5 34×32 30 152．42

P6 30×30 23 152．56

177号
（1）

P1 36×20～ 27 152．55

P2 36×30～ 28 152．50

P3 48×44 37 152．41

P4 36×30～ 21 152．52

P5 36×24～一 16 152．50

P6 41×21 57 152．10

P7 37×20～ 32 152．30

P8 34×34～ 21 152．47

177号
（II）

Pi 44×30～ 33 152．49

Pる 44×40前後 55 152．23

P§ 30×20～ 61 152．17

P三 、51×44～ 30 152．43

Pも 48×40～ 48 152．18

P多 42×33 44 152．16

Pる 42×36 33 152．35

178号
（1）

P1 30×22～ 16 152．48

．P3 20×16～ 15 152．54

P5 26×22 50、 151．92

P6 22～×20 29 152．11

P7 26×22 31 152．10

P8 40×26
　　一

6 152．42

Pg 28×28 16 152．33

Plo 24×22 11 152．40

P11 36×28
』
1
7 152．35

178号
（II）

Pi 48×44 34 152．30

Pる 46×42 29 152．40

P5 32×26 31 152，38・

322

掘立NQ ピツト
　Nσ 長径×短径 深　さ 柱痕径 底面標高

178号
（II）

P三 34×28 20 152．『29

Pも 36×32 19 152．24

Pる 44×40前後 39 152．01

P争 44×42 26 152，15－

P§ 40×34 20 152．29

Pる 46×34 20 152．28

Pi。 54×37 （不明） （不明）

■82号

P1 44×40 43 150．．14

P2 38×32 33 150．08

P3 38×30 28 150．11

P4 38×36 30 150．07

P5 46×46 33 150．10

P6 50×40 26 150．23

183号

P1 40×38 32 152．40

P2 33×32 10 152・63

P3 40×26 22 152．46

P4 60×48 33 152．24

P5 40×26 21 152．38

P6 32×26 17 152．48

184号

P1 40×36 28 152．49

P2 28×20 22 152．46

P3 32×23 19 152．49

P4 48×26 22 152．50

P5 34×28 30 152．33

P6 42×36 33 152．19

P7 42×34 24 152．30

P8 54×46 26 152．31

Pg 42×31 17 152．48

Plo 50×46 34 152．31

195号

P1 25×24 16 154．55

P2 24×24 14 154．56

P3 32×26 43 154．22

P4 25×22 14 154．49

P5 50×46 31 154．16

P6 27×25
28 154．20

P7 46×28 29 154．23

P8・ 46×36 41 154．15

Pg 56×56 28 154．38
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1．黒褐色土。若干の焼土粒・炭化物・鉄澤・チップ・ノロ。11．暗褐色土。ローム主体。鉄澤。

11小鉄澤とチップをかなり多量に含む。

2．黒褐色土。炭化物・焼土ブロック・チップ・ノロ。

212＋小量のローム粒。

3．黒褐色土。比較的多量の鉄津（5～10cm）・チップ。

31小粒の鉄澤。1cm前後の炭化物多量。

4．黒褐色土。小量の鉄澤。炭化物・チップ。

5．黒褐色土。非常に多量のチップ。

6．黒褐色土。ローム粒・ロームブロック。小量の鉄澤。

炭化物・チップ。

7．暗褐色土。比較的多量のローム粒。チップ・鉄澤。

8．小鉄津の層。チップ。

9．黒褐色土。混り物ほとんどなし。

10．黒褐色土。ローム。チップ・焼土粒。

　　　　　　　　図一420

　芳賀東部団地遺跡では、製鉄祉と認定できるものは5基

あった。このうち第1巻で扱う東側台地では2基（製錬炉

1、小鍛冶遺構1）検出された。

4号製鉄趾（5T－1〉　　位置　南下りの緩傾斜面上ワ

6に所在する。台地の東西位置の中央付近で、49・50号溝

と51号溝の交流点の南西約20mの所に位置する。本遺構の

南から東にかけては国分期の竪穴式住居跡が、西から北西

にかけては掘立柱建物跡が存在する。5号製鉄祉は、北25

mの所に間に46号溝を挾んで所在する。概要東西に長い

楕円形の竪穴の中に、中央よりやや西に偏して製錬炉とそ

の北に続く作業場が検出された。作業場の西側には2ヶ所

の焼土化した浅い窪地があり、鍛冶炉の跡とみられた。竪

穴東端付近の焼土化した所も向じものと見られた。製錬

炉・作業場掘り形と鍛冶炉を取り囲むように多数の小ピッ

トが認められたが、鍛冶津等の排棄穴と推定された。　竪

穴　規模は東西5．2m、南北4．1n‡で、遺構検出面からの深さ

は最大35cmである。壁は斜めにゆるやかに立ち上がり、壁

高も20cm前後で、竪穴式住居跡とは趣を異にする。竪穴の

長軸方向は概ねN－70。rWで、製錬炉・作業場掘り形の

長軸線と直交関係にあるのでくこれらと同時に掘削された

ものと考えられる。柱穴は特定しがたいが、P7とP8の
深さが50．7cmに55．8cmで他に比して深く、位置的にも柱穴

に近いが、他に該当するものがなく判然としない。竪穴の

周囲からはいくつかの柱穴状のピットが検出されたが、覆

土中に多量にB軽石を含むので、後の時代のものと見られ

た。　製錬炉　掘り形の規模は東西1．1m、南北1．2m前後の

方形で、深さは最深部で竪穴床面から54cmを測る。掘り形

底面は南半分がピット状に20cm程深くなっているが、これ『

を埋める平担な面で一定のしまりが認められた。この面で

の深さは、同前で36cmである。西壁下端を北に追って行く

と、作業場に至る手前で東に折れる。ここまでが炉主体部

と見られる。下端での規模は東西65cm、南北80cmの長方形

を呈す。また、ここにある石は、掘り形上部からずり落ち

るような形で出土している。一方、南壁に貼りつく石は、

そこより下の壁は直で、上の壁は傾斜を持つ変化点にあり、

平の面を内側に向けて立てている。恐らくこの石は、元の

位置を保づているものと見られる。石の種類は輝石安山岩

の山石である。南北方向の地層断面によると、この石の下

端まで厚さ14cmのチップスを混ぜる小鉄津の層があり、こ

れが炉床下の防湿施設とも見られる。これが南に行くに

従って薄くなるのは、冷却した鐸塊をかき出す時に削られ

たことも考えられる。炉内面で、他に元位置を保つ石や、

壁面に粘土等を残している所はなかった6また、地山壁面の

焼けている所も認められなかった。　作業場　製錬炉の北

側に、ほぼ同じ幅（1．1m〉で約2m続く。中程で北半分が
12’黒褐色土。若干のローム柾チツて。一一段（約30cm）高くなる。北端の立ち上がりは余り明確で
13．黒褐色土。小量のローム粒。チッフ。

14．黒褐色土。鉄澤・チップ。

15．暗褐色土。多量のローム。

16．黒褐色土。若干の鉄津・チップ。

第4号製鉄吐

1はないが、P15・P16・P27を含む。P27は作業場に降り

る階段状の施設ともみられる。製練炉前面の掘り形は、2

段のピット状に深くなるが、これを埋める平担な面でしま

りが認められた。製練炉低面との比高差は、ピットの底で
び

約30cm、しまりのある面で約10cm低い。　鍛冶炉　作業場西

側の2つは、深さ10～15cmの浅い窪地内にあり、その中心を

L一」m
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東に偏して焼土化していた。竪穴東側のものには窪地が見られなかった。焼土のあり方をみると、三者とも中央部が青

灰色に還元され、それを取り囲むように周縁部のみ赤榿色に酸化していた。これらの焼土面付近からは、重量感のある

1～2cm程度の小鉄津とチップスが多量に出土した。作業場東の北側の鍛冶炉は、同じ窪地内で青灰色の焼土面が南北

2ヶ所で認められるので、2期にわたる使用が考えられる。付近から、鍛造の台石に当るようなものの出土はなかった。

遺物　覆土中からは、輝石安山岩焼石、椀形鉄津、及びチップスが多量に出土した。これに混って、多量の羽石と若干

の土師器・須恵器・鉄製品・炉壁・石製紡錘車等の破片が出土した。これらの内容及び出土状況から判断して、本遺構

の廃棄後は、小鍛冶に関わる廃棄物を中心に、ゴミ穴的に使用されたものと考えられる。　　　　　　　　　　（唐澤）

表一18　4号製鉄祉ピット計測値一覧表 （単位：cm）

番　号 長 径 短 径 深　　　さ 番　号 長 径 短 径 深 さ

Pl 46 22 5（炉底より） P15 40 34 32．3

P2 88 62 27．3 P16 39 32 20

P3 80 78 19．2 P17 26 16 9．5

P4 58 52 27．2 P18 64 36 12．2

P5 94 70 14 ：P19 28 21 10

P6 62 54 12．7 P20 41 32 11．4

P7 29 26 50．7 P21 29 23 6．9

P8 33 30 15．6 P22 24 24 12

P9 38 37 41 P23 36 30 43．5

P10 38 36 17．5 P24 ’22 20 40

P11 34 30 23．9 P25 28 26 55．8

P12 22 20 12．4 P26 22 16 17

P13 30 17 11．7 P27 75 62 29．4

P14 46 28 11．7

2

　、犀
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一

3

1

〆、〆　　 俺，一7

4

、．’』一’

5

轟欝，難

6

一ア

7

〆　　 ダ

10 一11

8 9

0 10cm

図一421　4号製鉄吐出土遺物（1）
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出土遺物　　遺構に確実につく遺物の出土は、なかった。大部分は覆土中から出土したものである。　土師器　圷（図

419－10。以下同図）、底部に丸みを残す圷で、体部は強い横ナデによりS字状のゆるやかなカーブを描く。内面掘曲部

には指頭痕による顕著な凹凸が認められる。体部内面のr・部には縦方向のハケ目状の痕跡が認められ、横ナデ前の小口

状用具による第一次調査痕とみられる。口縁部先端を尖らす・　須恵器　圷（4～6、11）、底部嫉全て回転糸切り未調整

である。　椀（7）、付高台。高台は長方形状を呈すが、やや形がくずれる。端部は内側の角を接地点とする。高台は八

字形に開くが、低いものになっている6口縁部を外反、肥厚させる。同端部内面はヘラ状用具を当て平坦に仕上げる。

底部外面は回転糸切り未調整である9　蓋（2・3）、2の笠部外面の調整は｛傾斜部の中程まで回転ヘラ削りを施す。

内面調整は外周部分を除き、ロクロ回転使用のヘラナデを施す。3は天井部外面の平坦面にのみ回転ヘラ削りを施す。

2・3の胎土中には多量の細かい白色鉱物を混ぜる。ロクロの回転はいずれも右方向である。　壷（8）、体部小片であ

るが偏平ぎみな胴部をもつ壷形土器と考えられる。色調は黒灰色で、極めて焼成である。胎土中は、蓋2・3と同じも

のである。　一甕（1・・9）、1は内外面に顕著な指押え痕が認められ、その後内面はヘラによる横方向の粗いナデつけ、

外面は主に横方向のヘラナデを施す。内外面とも凹凸が激しい。9は全体に1と似た雰囲気を持ち、同一個体ともみら

れる。内面は指でナデつけるが、同じ円状の叩き目文が薄く認められる。頸部付近にはロクロ使用のヘラナデ痕が認め

られる。1・9とも色調は灰色で、やや甘い焼成である。図示したもの以外に、須恵器長頸瓶、鉄製の鎌、刀子、石製

紡錘車（片状蛇紋岩か。中央の孔内面の黒茶褐色のサビ状付着物から鉄の心棒が想定される。）、スサ入りの製錬炉々壁

等がある。出土土器全体の傾向は、土師器甕にはコ字状口縁甕がなく、口縁部が緩やかに外反する薄手の甕が中心であ

る。同圷は底部に丸みを残すものが大部分で、ラセン状暗文圷も認められる。須恵器圷はほとんどが底部糸切り未調整

である。高台椀の高台は短かく太くなる傾向にある。圷・椀の一部には口縁部を外反・、肥厚させるものがある、等であ

る。　　羽ロ（下表）　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　（浜田・中野覚・唐沢）

表一19　4号製鉄祉出土羽口 ※（）は残存長　（単位　cm）

遺物番号 全　　長 径 孔　　径 備　　　　　　　　　　　　　　　考

図422－1、 （4．1） 6．8 2．1 覆土中、挿入部側残存、スサ入る、爽雑物少ない

〃　一2 （10．2） 6．8． 2．3 覆土中、挿入部側残存、スサ入る、爽雑物やや多い

〃　一3 （9．0） 5．8 2．3 覆土中、挿入部側残存、スサ入る．

〃　一4 （6．7） 8．0 1．9 覆土中、挿入部側残存、爽雑物少ない

〃　一5 （6．7） 8．3 2．1 覆車中、挿入部側残存、スサ多い、爽雑物多い

〃　一6 （6．2） 8．1 2．2 覆土中、挿入部側残存、爽雑物少ない

〃　一7 （8．8） 7．9 2．7 覆土中、挿入部側残存、スサ多い、爽雑物多い

図423－1 （5。6） 6．8 2．7 覆土中、挿入部側残存、爽雑物多い

〃’一2 10．9 7．4 2．5 覆土中、完形推定可、スサ入る、爽雑物多い

〃　一4 （5。2） 8．0 2．3 覆土中、挿入部側を欠失、スサ多い、爽雑物少ない

〃　一7 （13．5） 7．5 2．2 覆土中、挿入部側残存、スサ入る、爽離物多い

〃　一8 （9。0） 8，．5 2．4 覆土中、挿入部側を欠失、スサ入る、爽雑物少ない

表一20　5号製鉄祉出土羽口 ※（）は残存長　　（単位　cm）

遺物番号 全　　長 径 孔　　径 備　　　　　　　　　　　　　　　　考

図426－1 （9．4〉 6．0 1．8 覆土中、挿入部側残存、スサ入る、爽雑物やや多い．

〃　一2 （3。9） 8．4 2．2 覆土中、挿入部側残存、爽雑物少ない、砂質

〃　一3 8．3 7．3 2．6 鍛治炉付近で床面から9cm浮いて出土。完形、スサ入る、爽雑物少な
い

〃　一4 7．9 8．4 2．2 覆土中、完形推定可、ス妾多い、爽雑物多い
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5号製鉄趾（5T－2）　　位置　四囲を溝に囲1まれた区

域内の南端ヲ7に所在する。南に近接して区域の南限を画

す46号溝があるが、これは北側と東側を画す溝と共に、覆土

中にB軽石を含むので、本遺構使用時には存在していない。

従って、南約25mにある4号製鉄祉とは、同地区内のものと

見られる。竪穴南側にやや張り出しぎみの円形の竪穴の

西寄りに鍛冶炉を築く。竪穴の規模は、東西3．8m、南北4．2

mで、遺構検出面からの深さは最大60cmである。壁は4号

製鉄祉同様に、斜めに緩やかに立ち上がる。壁沿いには、南

東部分を除いて、径20～30cm前後の小ピットが多数認めら

れる。これは上屋構造に関連するものであろう。東側竪穴

外のP21・P22は入口施設に関連するものかも知れない。

鍛冶炉　周囲床面より一段低くした所に、炉底をピット状

に掘り下げた鍛冶炉を築く。ピットの規模は、東西32cm、

南北34cmの円形で、深さ12．5cmの逆円錘形の浅い断面を持

つ。内面は地山面で、上端を除く全面を青灰色に固く焼く。

底部のみは、直径約4cm位が赤榿色に焼けている。外側で

は、ピット上端から5～6cm程離れてそれをとり・囲むよう

に、幅4～9cmのリング状の赤榿色の固い焼土面が検出さ

れた。炉の東側（竪穴中央部）には、やや大きめの円形と

方形ぎみのピット（P1・P2）があるが、これらは鍛冶

津等の排棄穴と推定される。調査時には、廃棄物に特定で

きるものの出土はなかった。　遺物　鍛冶炉に重なるよう

に、焼石（輝石安山岩割れ石）や羽口、鉄津等が出土した。

覆土中からも焼石や鉄津・羽口等が出土したが、4号製鉄

オ止に比べ概して少なかった。　　　　　　　　　　．（唐澤）

C’　　153．50m ．立

難1塞麟

表一215号製鉄祉ピツト計測値一覧表 （単位：cm）

b7153．50m ．一⊇二

賜

1．黒色土。多量の炭火物・焼土粒。1～2cm大の鉄澤。

2．黒褐色土。炭化物・焼土粒。1～10cm大の鉄澤。

2二2に比べ若干ローム粒が多い。

3．黒褐色土。ローム粒・ロームブロック。炭化物・焼土粒。1～2cm大の鉄澤。

3二3に比べ若干ローム粒が多く。しまりも強い。

4．暗褐色土。多量のローム粒。若干量の小鉄澤。

5．黒褐色土。ロームブロック。他に混りものなし。

6．2＋ロームブロック＋比較的多量のローム粒。

7．暗褐色土。比較的多量のローム粒。炭化物が多い。

0 1m
図一424　5号製鉄吐 一

番　号 長　　径 短　　径 深　　さ

P1 116 90 34

P2 94 92 63

P3 118 118 23．9

P4 39 35 21．7

P5 30 23 10．8

P6 22 1蓼 6．8

P7 44 38 38．6

P8 32 32 30．4

P9 32 20 22．4

P10 24 23 6．5

P11 24 17 7
P12 37 27 26．5

P13 50 28 22．2

P14 24 20 21．9

P15 43 38 18．6

P16 40 34 34

P17 26 21 10．5

P18 17 12 23．5

P19 39 27 47．7

P20 18 17 19．2

P21 48 32 18

P22 34 28 22．6

P23 69 69 29．3

P24 70 68 21．1’
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　Nl
　　　＞

口＼
l　　l
l　　l
l　　l
l　　l　　l　‘
　　　　　　」4

O 10cm

図一426　5号製鉄量出土遺物（2）

出土遺物　　須恵器椀（1・2）、付高台。いずれも八字状に開くが、1は台形で短く、接着がやや雑である。2は体

部下端に1段の回転ヘラ削り痕を認める、両者とも糸切り未調整。　甕（3）、体部片。他に短頸壷用須恵器蓋で天井周

辺部に鍔を持つ、その内側に稜状の凸線を立てるものがある。土器傾向は5号製鉄；吐にほぼ同じ　羽ロ　（327頁、表20）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（浜田・唐澤）
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7　溝

概要
　芳賀東部団地遺跡全体で、74条の溝（調査地区ごとに、同一溝に対して別番号をふっている可能性があるので、今後

の検討で若干減少する可能性がある）と2条の溝状遺構が検出された。この内、今回の報告書に収録したものは、東側

台地に係わるもので、溝20条と溝状遺構2条である。これを覆土により分類すると、次のとおりである。

　（1）覆土中にニツ岳系の軽石を混ぜ黒色昧の強いもの。…52号溝（1条）

　（2）覆土中にB軽石純層を堆積するもの。…・……・………・39・45・48号溝（3条）

　（3〉覆土中にB軽石を多量に混ぜ砂質なもの。……………40・41・46・47・49～51・53～60号溝、溝状1・2（17

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　条）

　（4〉覆土が耕作土（表土）と同じもの。…………・……・・…61号溝（1条）

　上の分類は同時に時期差も表わしており、走向や形状にも顕著な違いがみられる。（1）は南北方向に大きくうねりなが

ら走向し、H307号住居跡に切られていることから、奈良・平安時代の集落出現前、ニツ岳系軽石の降下後に掘削された

ものと考えられる。（2）はB軽石降下前のもので、奈良・平安時代の集落の存続したある時期に掘削されたものとみられ

る。（3）はB軽石降下後のもので、竪穴式住居跡や掘立柱建物跡が廃棄された後のものである。（2）・（3〉の走向は極めて直

線的なもので、或は直角に折れ、或は直交し、或は平行するなどの特色を持つ。また、一定の空間を方形に囲んだり、

何組かの溝問の距離がほぽ一致する例もある。（2）・（3）の溝は、全てが同時存在でないとしても、ある程度の企画性を持っ

て掘削されたことが予想される。（3）は極めて新しい時期のものと見られる。弧状に一部が検出された。

　溝の機能は、（1）・（4）については不明であるが、（2）・（3）についてはそのあり方からみて区画することを第1義の目的に

して、排水を兼ねて掘削されたものと推測される。‘ここで興味深いのは、掘立柱建物跡、或は竪穴式住居跡の密集して

いる地区を、（2）・（3）の溝で囲む例がみられることである。これは、溝の大部分がB軽石降下後のもので、全てが竪穴式

住居や掘立柱建物と同時に存在することはないが、これらの消滅後もここに区画を必要としたことを物語るものであろ

う。なお、本文に収録した溝の幅や深さは、規模の違い以外に、遺構検出面の深さによる差も考えられる。　　（唐澤）

39号溝（5W－19）

WLニ146．40m　　　　E

　　　　39－1地断

1．黒色土．B軽石。

2．黒色土。C軽石。ニツ岳系軽石。

3．黒褐色土。ローム粒。C軽石。ニツ岳系軽石。

4．IX＋黒褐色土＋ローム粒。

5．淡灰色土。粒子細かく均質。C軽石。

SLニ142．70mN　　　　　＿＿工V皿！　　　　　　　　　1　　　　　　V皿

男　　2　　　勿

位置　ヨ105からツ110にかけて、概ねN－10。一Wの方向に直線的に走

る。レ106からツ110の間の地形は、南北に走向する浅い窪地となってい

る。規模南側は更に続くが、現状で長さ135m、幅2．25～2．6m、深さ30

～60cmを測る。　概要　上武国道予定地で中断されているが、走向及び

覆土からみて48号溝と一連のものと見られる。覆土中にはB軽石の純層

が堆積する。底部は水の影響で固い。　遺物　底面付近から、灰粕陶器

の長頸瓶及び椀の破片が出土している。　　　　　　　　　　　（唐澤）

　　39－2地断
1．黒褐色土。多量の砂粒。

2．黒色土。しまり良く粘質。

C軽石。ニツ岳系軽石。

O 1m
　　　　　　一図一42739号溝 溝全景（南から）

　葵麺麟熱翻
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40号溝（5W－18）

S　L＝143．50m ．一旦

　　　　1
　　1　　　　　　　W十VW十V　　　　＝2＿

40－1地断

〃VI

1．黒色土。C軽石。しまり良。

2．砂層。

図一42840号溝Oヒ＿」m

位置　レ105からソ109にかけて、概ねN－6。一Eの方

向に走向する。　規模　現状で長さ約100m、巾1．6m前

後、深さ30cm前後を測る。　概要　上武国道予定地で

中断されているが、走向及び覆土からみて、49・50号

溝と一連のものと考えられる。もっとも、40号溝は走

向に波をうつ点が49・50号溝と異なる。39号溝南端は

走向からみて、本溝の一部とも考えられる。覆土中に

はB軽石を含む。底面は非常に固い。　　　　（唐澤）

41号溝

位置　南はヨ106から、北はヨ105の上武国道予定地内まで延びる。走向はN－13。一Eである。南端はヨ106の先について

は不明である。　規模　現状では長さ約30m、幅1m、深さ30cmを測る。　概要　南端と共に北側の始りも不明であるが、

走向を北に延ばすと39号溝（48号溝）と交わる。あるいは、39号溝（48号溝）の分岐したものかも知れない。ただ、地

層断面図の註記には～底面を覆う土はB軽石を含むとあるので、上記溝より新しい時期に当る。　　　　　　　（唐澤）

45号溝（5W－1）

WL＝154．90m
2’， 2’

．旦一

2’一m2”　　2
皿 2翻

45－1地断

45号溝

＼

lz

辺
．

　／）
グ　汚　0

グ　　／

　　②

7　　∠
7　　〃

・亙‘4か・蜘

WL＝154．90m　　　　　　E

　　　45－3地断

1．暗褐色土。B軽石を含む。

2．黒色土。C軽石。

3．黒色土。暗褐色土とロームの混土層。

50号溝

　　ω　／．／　　　（
／　　　　“

　　叩
　　ロ
　　醸
　　蚤
　　）

SL＝155．40m ．丑

吻

　　　　髪

筋繍
45－2地断

1・．暗褐色土。ニツ岳系軽石。

2．黒褐色土。軽石含まず。

3．暗褐色土と褐色土の混土層。

4．黒色土。固くしまる。多量のC軽石。

5．黒色土。C軽石・ニツ岳系軽石。

5．黒色土。C軽石。ニツ岳系軽石。

図一43045号溝（50号溝）
0　　　　1m

一
位置　北は調査区域外のル14以北から始まり、南端は46号溝と交わるル7で終る。　規模　現状で長さ約160m、幅1．

1～4m、深さ26～68cmを測る。ヌ11の分岐点付近から、幅・深さ共に減少する。概要　分岐点で溝の走向がN－38。一E

から西寄りに変化する。南端では1．5mを置いて、ほぼ同じ方向で48号溝が始まる。覆土中にはB軽右純層がある6　重

複関係　東西方向に走る46・50・54号溝と切り合う。いずれも45号に溝切られる。（旧い〉。　　　　　　』　（唐澤）
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46号溝（5W－16）

S　Lニ154．40m ．」！

＼と諺

46－1地断

獲
一1．褐色土。C軽石。B軽石。ニツ岳系軽石。砂質。

2。黒色土。ローム粒。C軽石。ニツ岳系軽石。

3．茶褐色土。ローム粒。C軽石。

4．黒色土。C軽石。B軽石。ニツ岳系軽石。

5。暗褐色土。ロームブロック。C軽石。B軽石。

ニツ岳系軽石。

位置　東端はワ7の49・50号溝の2m手前から始まり、西方に

直線的に走る。45号溝との交点では角度をやや南に変え、西

端は走向の延長が56号溝と直交する。規模　現状で長さ110

m、幅1．7～2．3m、深さ70～100cm。走向はN－110。一Eで、．

45号溝から西はN－98。一Eになる。覆土は全体に砂質で、B

軽石を多量に含むと見られる。　遺物　覆土中から国分期の

土師器甕、圷小片や刀子残片が出土している。重複関係　ル

7で45号溝と切り合う。46号溝が新しい。　　　　（唐澤）

SLニ153。90m ．」1
一（ク

1

　2　1
43諺

46－2地断

1．暗褐色土。砂質。ローム粒。

2。黒色土。砂質。ローム粒。

3．黒褐色土。ローム粒・ロームブロック。

4．黒褐色土。ローム粒。ロームブロック。

※1～3には、C軽石、ニツ岳の軽石。

O

’

1

10cm

図一43246号溝出土遺物

4

配　‘，

㌧｝，～　場

、ン・

溝全景（東から）

図一43146号溝
0 1m

一 出土遺物　　鉄製品　刀子（1）、茎と刀部1cm程を残存する。

茎は棟の側に幅を広げる。　　　　　　　　　　　（唐澤）

47号溝（5W－B）

WLニ153．10m ．一旦

1

1乞皿　　1　　　皿v
ぱ　　　　　　　さ

影　霧　　％
　　47－1地断
　1．黒褐色土。B軽石。

　2．暗褐色土。B軽石。

WLニ152．00m ．．旦

　　エ
以　1吻　　隈
　　　3勿
　47－2地断
1．黒褐色土。B軽石。

2．砂主体層。

3．黒褐色土。多量の砂流。

図一43347号溝
0　　　　1m

一
雛郵

溝全景（北から）

位置　南向きの緩傾斜面を、北のヌ6から南のル3まで直線的に走る。　規模　確認できた範囲で、長さ70m、幅1．4m、

深さ45～56cmを測る。概要　北側は46号溝の手前1mの所まで確認されている。南端は遺構検出面までの削平がやや深

いため明確におさえられなかった。覆土はB軽石を含む砂質土である。覆土から見て46・60号溝とほぼ同時期のもので、

46号溝の走向とは直交し、一時期旧い48号溝の走向と平行する。走向は概ねN－9。一Eである。　　　　　　（唐澤）
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48号溝（5W－1－1）

WL二15L40m ．旦

形皿黍
　　　　48－1地断
1．黒色土。腐植質。

2．黒色土。砂主体。

3．黒褐色土。ローム粒。

『

1　1

v　 ・・鍬’嘉’、∫》

　　　　　　　　　　　　ノの
％轟　．　　、ン

篭」4　　　　　　2　　　f

　．露霧藝き・、

．磁維鎌

0　　　　1m

一図一43448号溝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図一43548号溝出土遺物0　　　　　　　10cm

位置　ル7の45号溝立ち上がりから1m置いて、ほぼ同じ走向

で上武国道予定地内まで進む。　規模　長さ155m、幅1．3㌣3．4

m、深さ22～64cmで、南に行く程小規模な溝になる。　概要　覆　出土遺物　　須恵器　圷（1・2）、1は底部糸切り後周

土中にB軽石純層を含む。走向は概ね：N－8。一Eである。39号　辺部回転ヘラ削り。2は糸切り末調整、体部下端に1

溝とは一連のものとみられるので、現状の総延長は約360mであ　段の横方向手持ヘラ削り。内外面に火裡。　　（唐澤）

る。　遺物　須恵器大甕・同圷、椀形鉄津等が出土。　重複関係

161・163号掘立と重なるが、新旧不明。　P　　　　（唐澤）

49号溝（5W－2）

＼

童

ゆ

藤
諦

　＼　＼
＼
　　＼

＼
＼

画／

シ

誘
～

＼

　＼
　　＼
＼

＼

＼　＼

＼　＼

　＼＼　　＼

　＼＼＼　＼
　＼　＼＼
　＼膚、＼

　　一＼

郎

51号溝

WL＝153．90m
．一旦

＼

＼
＼
　＼・
、

E　（49－2地断）

皿

V

％

49－1地断

1．灰褐色土。砂層（B軽石）

2．黒褐色土。固くしまった砂層。

　　
勿霧

WL＝153．70m　　　　　　　旦

　　　　49－2地断

1．褐色土。ローム粒。

2．黒色土。しまる。

3．黒色土。ロームブbック。

4．灰褐色土。砂質。

5．黒褐色土。ローム粒。

6．黒褐色土。ローム粒。

7．黒色砂層。

8．褐色土。砂質。

9．黒色土。下部に砂層。

10．黒色土。中に黒色砂層。

11．褐色砂層。

12．褐色土。ローム。

WL二152．20m　　　　　 ，　　　E

藤麟慧一
　　　　　　49－3地断

49・50号溝

1．灰黒褐色土。多量のB軽石。

2．，黒褐色土。B軽石。

212＋若干のローム粒。　「

3．黒灰色土。固くしまる。

4．黒褐色土。若干のローム粒。

61号溝

a．耕作土。

、a’やや砂質感の強い耕作土。

b．ほこ｝）っぽい耕作土。

c．礫混入の砂質土。

5．黒褐色土。少量のローム粒。砂質。

6．暗褐色土。多量のローム粒。砂質。

7．暗褐色土。多量のローム粒・ロームブロック。

8．暗褐色土．ローム粒主体。

図一436　49号溝（50・51号溝）

WL二148．80m

　　　　　　エ皿　 D【　　2　1　　　21

　砺　　 霧％
　　　　49－4地断

　　1．黒褐色土。砂質性。

　　2．黒褐色土。砂質性。

　　3．黒褐色土。砂質性の固い層。

E
、皿

　ぷ
％x

0 1m

一
位置　ワ11北部で固い底面のみ検出され、ワ10で50号溝と重なり、そのまま上武国道予定地南の40号溝に続くものとみ

られる。’規模　現状で長さ約250m（40号溝を含むと400m）、幅0．5～1．9m、深さ12～40cmを測る。ワ8付近からは50

号溝に近い規模になる（図一437参照）。　概要　覆土は砂質性で多量のB軽石を含む。底面は非常に固い。ワ10以南は、

50号溝に重なって掘り返す。　重複関係　50号溝1より新しい。オ5の61号溝より旧い。　　　　　　　　　　（唐澤）
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50号溝P（5W乙3）

SLニ157．80m　　　　　N

『慧『
　　　50－1地断

　1．暗褐色土。ニツ岳系軽石。

　2．黒褐色土。

　3．暗褐色土。褐色土の混土層。

　4．砂質黒色土。C軽石。

　5．黒色土。多量のC軽石

　　固くしまる。

WL；156．60m ．旦

1　　　2

WL＝154．50m ．旦

　　　　　　移
　　50－2地断　冒
1．黒色土。下方に砂層。

　C軽石。ニツ岳系軽石。

2．黒褐色土。サラサラする。

　浮石。ローム粒。

図一43750号溝（49号溝）

　　　　　　　　l　　V　　　　　a、　　　　　　　　　　V
　　　　　　　　　　　　　rて皿　　　3　　』皿

　　皿　　　砺
　　　　　50－3地断
49号溝

a．黒色土。サラサラする。C軽石。ニツ岳系軽石。

5q号溝

1』褐色土。C軽石。ローム粒。

2．灰褐色土。砂層。C軽石。

3．黒色土。固くしまる。ニツ岳系軽石。

　　　　　　　　　　　　0　　　　1m
　　　　　　　　　　　　一

位置ヌ10からワ10まで東西に走向し、そこで直角に南に折れて49号溝と重なる。以下南の状況は49号溝と同じ。規

，模　長さは現状で東西方向が約80m、南北方向は49号溝と同じ。幅は0．7～2．5m、深さ15～80cmを測る。　概要　45・46・

49号溝と共に四囲を方形に囲む区域をつくる。．覆土は砂質でB軽石を含むものと見られる。レベルの最高はワ11付近、

西端は谷に落ちるか。　遺物　ヌ10・ワ11で高台椀等。　重複関係　45号溝を切り、49号溝に切られる。　一　（唐澤）・

』1ゴ　　　1　　1

　　　　撰

　　　　　ゆ　　　ロ　　　　　び　　　　謬

㌔……口
　　　i　　2

一
席 ’　σ

＼…1三ク

　　　！『．3

　　　議
　　　　　F　　　　　ロ　　　　　身　　　　　甲　　　　　σじ

0 10cm

図一43850号溝出土遺物

出土遺物　　須恵器　椀（1～3）く1は青黒灰色、つくりはていねい。2・3の高台接着は雑。3は軟質。　（唐澤）

51号溝（5W－4）

（51－1地断）W． 51号溝

／糸＼＼

＼
．里・

．E

．£健な騨、

52号薦

WL＝157．60m

“教
51－1地断

WL＝157．50m　 E

聲　　51－4地断

図一439’51号溝（52号溝）（1）

旦

0　　　　1m

一

51号溝

1．褐色土。砂質層（B軽石）

2．黒褐色土。B軽石を含む砂質層。

3．褐色土。固いるローム粒・ロームブロック。
’
4
．

暗褐色土。砂質。

52号溝

a．黒褐色土。ローム粒。ニツ岳系軽石。

b．黒色土。ニツ岳系軽石。しまる。
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WL＝157．10m ．一旦

51－2地断

覇
1．褐色土。人為的な埋土とみられる。

2．灰黒褐色土。ローム粒。強い砂質。

3．灰黒色土。砂質。B軽石。

4．黒褐色土。ローム粒。

5．褐色土。砂質。ローム。

WLニ154．50m

顯懸
51－3地断

1．暗褐色土。B軽石。砂質。

2．砂質土。B軽石。

212＋褐色土。
3．黒色土。ロームブロック。砂質

4．褐色土。

．一旦

0 1m

一図一44051号溝（2）

位置北は調査区域外のレ14以北から始まり、ワ7で49・50号溝と合流する所まで続く。　規模現状で長さ150m、幅

2．1～2．9m、深さ0．7～1．1mを測る。　概要　生活道路に沿って、概ねN－50。一Eの走向を持つ。45号溝と共に本遺跡

では最大の幅・深さを持つ。覆土は全体にB軽石を含む砂質。ヨ10付近では覆土上部に人為的な埋土（褐色土）が見ら

れた。底部には固い砂質層がある。　重複関係　タ13でH305号住居跡、ヨ9でH294号住居跡を切る。　　　　（唐澤）

52号溝（5W－5）

WLニ157．70m ．旦

覇　52－1地断

WLニ149．30m

　　　　IV皿　　　　　　1
D【　　　　r　　　D【

　　　　％
　　　52－2地断

．一旦

0

％

1m

一

1．黒色土。ニツ岳系軽石。

2．黒褐色土。固い。ニツ岳系軽石。ローム粒

1．黒色土。ローム粒。C軽石。ニツ岳系軽石。

11黒色土。軽石上に同じ。

2．黒褐色土。ローム粒。

溝全景（北半分、北から）
図一441　52号溝

位置　北側はヲ13で碓認され、大きくうねりながら南は上武国道予定地内まで続く。その南では検出されなかった。途中

ヨ7～タ1は、遺構検出面が深すぎるため不明である。　規模　現状ではヨ7～タ1分を含め長さ約300m、幅0．8～1．25

m、深さ13～49cmを測る。　概要　覆土は強い黒色土で、B軽石降下前のものである。底部は非常に固い。他の溝と異な

り直線的でない。　重複関係　ヨ11で51号溝、ヨ10でH307号住居跡に切られる。　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）

ご≦……1
1

　　マ・懸
3

5

ノ「己⊃
　　　　　2 　　　x、

瞥　ト　戚、

4
1～5は、どちらの溝に

属するか不明

0 10cm

図一442　51・52号溝出土遺物

出土遺物　　土師器圷（3・4）、丸底。口縁部を短く立てる。　須恵器　蓋（1・2）、両者とも黒色粒を含む同じ

胎土。　1は非常に堅緻な焼成。　その他　（5）、全体に磨滅。図下端小口面のみ細かく欠ける。安山岩。　　（唐澤）
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53号溝（5W－6）

WL＝157．00m ．一旦

　れナぼ　　　　　　　　ぼナハ

　　　　ひ　　　凪1s　影

　　53－1地断
1．黒褐色土。数枚の砂層をはさむ。

全体に砂質。

位置　ヲ10からヲ7まで南北に直線的に走る。　規模長さ70m、幅
60～130cm、深さ17～43cm。　概要　四囲を45・46・49・50号溝で囲まれ

た方形の区域を、中心から東西に分ける形で存在する。南北端は46・50号

溝と3．5mないし0．5m離れて始まっており、水を流すことよりも区画を

設定することを目的とした溝と考えられる。走向N－28。一E。　重複関

係住居跡・掘立柱建物跡・54号溝、溝状遺構1を切る。　（唐澤）

WL二153．90m　　 E

　　a　　　1

　　　　　％
　　53－2地断

53号溝

　1．褐色土。浮石を含む。

溝状遺構1

　a．黒色砂質土。

　　　　　　　　　0　　　　1m
　　　　　　　　　ニ図一44353号溝（溝状遺構1）

溝全景（北から）

54号溝（5W－7）

45号溝

S　L＝154．10m ．≦吐

　　　　エ田　　　　　　1　　　　　四

　　　　　撫
　　　54－1地断

1．砂層。C軽石。ニツ岳系軽石。

W 　　、
E 54号溝

SL＝155．80m
瓢

．並

皿　　　　　1

　　皿　　　　形
54－3地断

1．砂層。C軽石。ニシ岳軽石。

　　WL＝155．10m　　　E

　　　　　　　　　エ
　　　　　　　　　　　　　　

　　　霧　　c’zb
　　　　54－2地断
54号溝

1．砂層。C軽石。ニツ岳系軽石。

45号溝

a。黒色土。しまりあり。C軽石。ニツ岳系軽石。

b．aより軽石が多い。

c．褐色土。ローム粒主体。

0　　　　1m

一図一44454号溝（45号溝）

位置　リ9からワ9まで東西方向に直線的に走る。　規模　現状で長さ83m、幅1～1．6m、深さ16～27cm。　概要　東

端は49・50号溝の西1．5mから始まる。西端は谷地に落ちるものと見られる。53号溝と直交する形で、四囲を45・56・49・

50号溝で囲まれた方形の区域を、中心から南北に2分する。走向はN－119。一E。覆土は砂質で、B軽石を含むとみられ

る。底部の固い所もある。　重複関係　住居跡・掘立柱建物跡及び45号溝を切り、53号溝に切られる。　　　（唐澤）
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55号溝（5W－8）

位置　タ11からレ10にかけて所在する。東側の谷地へ向かう斜面上に立地する。北側は調査区域外に延びる。　規模　現

状で長さ23m、幅1．1～1．5m、深さ15cm前後である。　概要　本台地の溝はお互いに有機的な関連性がうかがえるが、55

号溝は52・61号溝と共に、他の溝と走向・覆土等の点で趣を異にする。覆土は砂質性が強いが、やや耕作土に近い面も

ある。走向はN－162。一E。　遺物　羽口、常滑様の大甕片、南北朝時代の五輪塔地輪が出土。　　　　（近藤・唐澤）

財9
ψ

9、

∫
2

0 10cm

出土遺物（1）、凸面頂部はやや荒れる

が、全体に磨滅する。人為的なものか

どうか不明。羽口（2）　　　（唐澤）

図一44555溝出土遺物

56号溝（5W－14） 溝全景（東から）

里．L・＝148．30mE
　一＼　　　　　　1　　　　～＿
　ドいヤ　　　　　こ　　イリ　
孤　一、一＿＿2　　四

徳43彫雛
　　　　56－1地断

1．茶褐色土。

2．黒褐色土。

3．黒褐色土。

4．茶褐色土。

図一44656号溝
0　　　　1m

一

h　’＼y

獄〃瀦
1

　　　l

◎巨…：〕2（実長の壱）

　　　1

O 10cm

位置　北側はト6から直線的に南下し、上武国道予定地内まで続く。その南で

は検出されなかった。　規模現状で長さ140m、幅0．9～1．4m、深さ35～50cm。

概要　未調査であるが、56号溝と46号溝の走向を延長するとほぼ直交する。

また、47・48号溝とは平行する。チ3では59号溝を分岐する。覆土は砂質で、

B軽石を含むものと見られる。走向はN－8。一Eである。　遺物　石田川期と

国分期の土器片、管玉。　重複関係　重複するすべての住居を切る。　（唐澤）

図一447　56号溝出土遺物

出土遺物　　土師器　甕（1）、外面ハ

ケ目は細く、浅く、弱い。　石製品　管

玉（2）、滑石製。　　　　　　（唐澤）

57号溝（5W－15）

位置　ヲ2。1号墳の東側周堀の法面から検出された。北側は周堀から先では確認されなかった。南側は古墳の東西方

向地層断面の東側周堀内法面に見られるのを最南端とする（付図1）。　規模　現状で長さ8m、幅60cm前後、深さ10cm

前後である。　概要　覆土は砂質の黒色土または黒褐色土で、周堀中のB軽石純層を切る。覆土の砂質分はB軽石とみ

られる。走向は概ねN－11。一Eである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）
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58号溝（5W－17）

WL＝155．50m ．旦

58－1地断

％ 1．茶褐色土。砂質感強。1層か。

土。ロ乙ム粒。1基調。

2．黒褐色土。砂質感あり。C軽石、ニツ岳系軽石。

3．黒灰色土。5枚の薄い固い層。ローム粒。砂質。

4．’黒褐色土。砂質。しまり良。

5．暗褐色土。比較的多量のローム粒。

6．褐色土。ブロック状のローム主体。

旦．　　　．」■

醸1’
　58－2地断

図一44858号溝
・0 1m

～
位置・ヨ2からッ2まで、東西方向に直線的に走る。ツ2では崖状に深く落ち込んでおり、ここから台地東の谷地が始

まるものと考えられる。　規模　長さ75m、幅・深さは残存状態の良い所で、それぞれ2．05mに70cmであった。　概要西

端は49・50号溝と接する所で立ち上がる。東側斜面ではこの溝より南に掘立はない。覆土はB軽石と見られる砂質性の

強い黒褐色土。走向はN－109。一E。　重複関係　H380・418号住居、150号掘立、F249号土墳を切る。　　『（唐澤）

59号溝（5W－20）

SL」150．10mN

醸　59－1地断

1．黒褐色土。砂質層。

111＋ローム粒。

2．黒褐色土。砂質。．2枚の固い薄層を含む。

3．黒褐色土。砂質。やや粘質。

311＋ローム粒。

0　　　　1m

一　　　　図一44959号溝

位置56号溝から分岐して、ト3からチ3にかけて検．

出された。西側の谷地へ向かう緩斜面を、直線的に東

西に走る。西端は谷に落ちるものと見られる。　規模

現状で長さ20m、幅0．65～1．12m、深さ26～42cmを測．

る。　概要　走向はN－104。一Eで、56号溝とほぼ直交

する。覆土は砂質土層で、B軽石を含むものとみられ

る。56号溝と同時期に掘削されたものであろう。重複

関係　東端でH457号住居跡を切る。　　　　（唐澤）

60号溝（5W－21）

SL＝151．10mN
一
繍

’『

　60－1地断

SL二151．00m ．」吐

慧　60－2地断

1．黒褐色土。砂質性強。少量のローム粒。

2．黒褐色土。黒色と砂質強。

3．黒褐色土。IX層ブロック。

図一450　60号溝
0 1m

一

位置　ヌ3からル3にかけて検出された。遺構検

出面からの深さが浅いため、東西両端の本来の位

置は不明である。　規模　現状で長さ30m、幅0．

7～1．2m、深さ6～24cmを測る。概要　走向はN

－118。一Eで、54号溝とほぼ一致する。図一430は東

端が南へ折れるようになっているが、確証はない。

覆土は砂質の強い黒褐色土で、B軽石を含むもの

とみられる6『重複関係　ヌ3でH104号土墳と重

複する。土墳を切る。　　　　　　　　　（唐澤）

61号溝（5W－22）

WLニ15L90m　　　E
一’　　『画3　’一
　　x　　諺

61－1地断

0 1m

一

1．耕作土と同じ層。

2．黒褐色土。鉄分凝縮粒。

固くしまる。

図一45161号溝

位置　力5を、孤を描くよケに南北に走る。・南北両端

は、いずれも生活道路下に入り～その先については不

明である。　規模　現状で長さ約30m、幅0．92～1．54

m、深さ20～26cmを測る。概要覆土は耕作土とまっ

たく同じで、新しい時期の掘削と推定される。底面は

非常に固くなっている。　重複関係　49・50号溝及び

H375号住居跡と重複する。いずれをも切っている（図

一436）。　　　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）
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溝状遺構1

S　L＝153．90m ．且

皿 　　　　　　ぱ

　　％
1－1地断

1．黒色砂層。

O 1m

一図一452　溝状遺構1

位置　ル7からヲ7にかけて所在する。46号溝

の北4．5mの所に平行（東西方向）に走り、東端

は53号溝南端と直交して切り合う。　規模　全

長8mで、東西両端は明確に立ち上がる。幅は最

大1m、深さは14cmを測る。　概要　非常に短い

溝で、その用途については理解に苦しむ。覆土

は黒色砂層で、B軽石を多量に含む。出土遺物

等もなかった。　重複関係　H438号住居跡を切

り、53号溝に切られる。　その他　溝状遺構2

と似た形状。覆土を示す。　　　　　　（唐澤） 溝状遺構全景（西から）

溝状遺構2

WL＝154．40m ．旦

⊂⊃　v

鷺

V　　　1

賜
a

2－1地断

溝状遺構2

1．黒色砂層。B軽石主体層。

49・50号溝

a・灰褐色土。砂質層。

皿一

％

0 1m
図一453溝状遺構2（49・50号溝） 一 溝状遺構全景（南から）

位置　ワ7で、49・50号溝と重複して検出された。　規模　長さ6．5m、幅は最大2．2m以上、深さ43cmである。幅につい

ては、東半分を切られているため、不明である。　概要　果して溝であるかどうか不明であるが、長さの短い点や覆土

が溝状遺構1と類似するので、溝状遺構2とした。覆土は溝状遺構1同様の黒色砂層で、これはB軽石とみられる。走

向はN－32。一Eである。　重複関係　上記のとおり。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）
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8　土 墳

　概要
　芳賀東部団地遺跡全体で、約500余りの土墳が検出されている。今後整理が進む中で多少の変更が出るであろうが、そ

の内訳をみると、縄文時代の土壊（J土墳と呼称する。以下同じ）103、古墳・奈良・平安時代の土墳（H土墳〉118、

浅間山噴出にかかるB軽石降下後の土壌（F土墳）279（井戸を含む）を教える。本報告書で対象となるのは、この内の

古墳・奈良・平安時代のH土墳で、東側台地に係わる計80の土墳ぞある。これの全体については、表20をご参照願いた

いが、一本文の収録に当っては、これを（1）、F・A降下前の土墳、（2〉、長方形の土壌、（3〉、方形の土墳、（4）、円形の土墳、

（5〉、2段1こ掘られた長方形の土墳、（6）、細長い土墳、（7〉、不整形の土墳、（8）、その他の土墳の8つに分類し、計25の土

墳を収録した。（8）のその他の土壌は、調査時にはF土墳と考えられていたが、出土遺物からみてH土墳の可能性もある

ので、今回の分に収録することにした。

　東側台地ではH土壌の他にJ土墳14、F土墳175（他12時期不明29）が検出されているが、これらの分布を見ると（付

図4参照）、J土壊は高燥部分を中心に台地全体に分布する。F土墳は東側の谷地に向かう傾斜面上で58号溝の北側と、

1号墳北側のル5付近、及び上武国道予定地の北側リ101～ル101付近の3カ所にまとまって分布する。これに対して、

H土墳は調査区域全体に分布し、これといって顕著な特色はないが、比較的濃密に分布する所を上げれば、45・46・50・

51号溝で囲まれた範囲と、リ101付近である。両者は竪穴式住居跡あるいは掘立柱建物跡が濃密に分布する所であるが、

一方め濃密分布地の58号溝の北部の緩斜面では、極めて少ない所となっている。

　H土墳の性格については、大部分が不明と言わざるを得ないが、（8）のF182号土墳低面から完形の灰粕陶器と須恵器の

椀が出土しており、これが副葬品とすれば、似た形状の（7）の土墳と共に墓墳とみることもできる。また、本文には収録

していないが、（4）の円形の土壊の小規模のものは柱穴になるものも考えられる。

　なお、芳賀東部団地遺跡全体のH土墳数に対して、東側台地の数が多いのは、調査方法の違いと考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）
　（1）F・A降下前の土墳

H76号土墳（遺物）（5P－219）

／灸

N

※1は底面出土

01

〃

DS

S

π

メ、

δ

判

位置　1号墳の南西部の周堀と重複して、ル1に所在す

る。土墳の長軸方向と周堀がほぼ一致する。　形状　南

北方向に長軸を取る細長い土墳で、中央部はややくびれ

る。規模は長さ7．1m、幅3．6m、長軸方向はN－33．50－W

である。遺構確認面からの深さは最大99cmである。　遺

物　床面から土師器壷胴部が出土した。　その他　1号

墳周堀との重複関係は不明だが、遺物から石田川期の土

壊と推測される。　　　　　　　　　　　　　（唐澤）
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0 1m 図一455　H76号土墳出土遺物

一図一454　H76号土塙

出土遺物　　土師器　壷（1）　胴部最大径を中央より下に置く偏平ぎみな壷。口縁部を欠失する。外面は全面に粗い

ヘラ削り、内面には横ヘラナデを施す。外面部には縦ハケ目を残す。色調は褐色で、，精選された胎土を用いる。（唐澤）
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H78号土墳（5P－225）

ム＿．
．述’

位置　ナ108に所在する。周囲には多数の石田川期の住居跡と

3基の古墳が分布する。　形状　東西方向に細長い土拡で、

H76号土墳と似た形態を持つ。規模は長さ4．5m、幅1．15m、

長軸方向はN－100。一Eである。　遺物　覆土中より石田川

期の台付甕片が出土しただけである。　その他覆土中はC

軽石のみで、F・A降下前のものと見られる。　　（唐澤）

A142．80m ．述’

魏レ享奪遜烹究諺
1．黒褐色土。若干のローム粒。C軽石。

1二1＋若干のローム・ブロック。

2．黒褐色土。C軽石。

3．黒褐色土。ロームブロック。

4．暗褐色土。多量のローム。

5。暗褐色土。比較的多量のローム。

6．暗褐色土。ローム主体。

7．黒褐色土。少量のローム粒。

8．黒褐色土。ロームブロッタ。

0 1m

図一456　H78号土壌 一 土墳全景

H83・84号土墳（5P－232・233）

棄◎メ
　　　　　83号
A143．30m　　　　

A’

　　　　　　2　　’一

／

．黒色土。多量のC軽石。

．黒色土。若干のローム粒とロームブロック。

黒色土。少量のローム粒。

．暗褐色土。ロームブロック主体。

．黒色土。少量のC軽石。しま1）弱。

暗褐色土。ローム主体。

暗褐色土。多量のローム粒。

※F系軽石は全くなし。

　　　　　　　　0　　　　1m
　　　　　　　　ニ
　図一457H83・84号土塙

位置　ム107。H428号住居跡の東1mに位置する。　形状　円形（84）または隅

丸方形（83）をなし、後者は東壁側が2段になる。規模は前者で径53cm、後者

で86×74cmである。深さはそれぞれ35cmと82cmである。　その他　両者の覆土

中には、ニツ岳系の軽石が含まれず、F・A降下以前のものと見られる。位置

的にH428号住居跡に関連するものとも見られる。　　　　　　　　　（唐澤）
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H102号土墳（5P－256）

鉱◎…

A　　143．50 ．一へ’

　

湯

．黒色土。多量のC軽石。

C軽石が少ない。

黒色土。若干のローム粒。

黒色土。ややしま『）なし。C軽石

　　　　　　　0　　　　1m
　　　　　　　一
図一458　H102号土墳

位置　ム106。H428号住居跡の

北約1mに所在する。　形状
円形の土墳で、底部は先細りに

なる。規模は径77cm、深さ94cm

である。　その他　覆土中には

C軽石を含むが、ニツ岳系の軽

石はまったく認められなかっ

た。F・A降下以前の土墳と見

られる。位置的に見て、H83・

84号土墳と共に、石田川期のH

428号住居跡と関連する土墳と

も見られる。　　　　　（唐澤）
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H77号土墳（5P－220）
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A152．70m　　　A’

一’聾一
1．黒褐色土。

2．黒褐色土。黒色強。多量の鉄澤と

ニツ岳系の軽石を含む。

3．．黒褐色土。小量のローム粒。

0 1m

一

位置　周囲に国分期の住居跡の分布するワ6に所在する。西1．

5mには、4号鉄製祉がある。　形状　南北方向に若干長い方形

で、規模は長さ2．89m、幅2．34mである。深さは最大30cmである。

西壁中央やや北寄りに46×33cm、深さ（土壌上端から）34cmの

小ピットが検出された。　遺物　覆土中から国分期の土師器・

須恵器、若干の鉄津が出土した。　　　　　　　　　　（唐澤）

　　　　図一459
（2）長方形の土墳

H77号土堰 土墳全景

H60号土墳（5P－141）

き

∫
1－

1

卜o

わ

に
’お

8
ヨ

醸，

映

＞

◎◎

　a

乏

．黒色土1炭化物混。やや砂質感あ1）。

．暗褐色土。多量のローム。

0 1m

位置　ソ101。周囲には石田川期

の住居跡を中心に、若干の国分

期の住居跡が存在する。本土墳

を含め3基の土堤がまとまって

存在する。　形状　南北に長い

長方形の土墳で、長さ2．05m、幅

1．15m、深さ17cmである。床面に

は、深さ6cmの小ピットが東西

に並ぶ。南壁沿いでは5cm程ム

段高い所があった。　遺物　覆

土中から国分期の土師器・須恵

器片が出土した。　　　（唐澤）

土墳全景

一　　　図一460H60号土塙

H81号土墳（5P－229）

く　1＞

奮
醸
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1＞

1諺　　　i＞
1．表土層（1）。

2．黒褐色土。ローム粒。C軽石。

3．黒褐色土。ローム粒。F系軽石。

4．茶褐色土。ローム。C軽石。

5．茶褐色土。ローム・ブロック。C軽石。F系軽石。

6．黒褐色土。ローム。

7．褐色土。ローム主体。

　　　　　　　　0　　　1m
　　　　　　　　一一
　　図一461H81号土塙

位置　四囲を溝に囲まれたヲ9

に所在する。周辺には国分期の

住居跡と掘立柱建物跡が濃密に

分布する。　形状　南北に細長

い長方形で、規模は長さ2．1m、

幅0．9mである。深さは最大26cm

で、床面は平坦である。壁は、

ほぽ直に立ち上がる。　その他

遺物の出土はなかったが、覆土

からみて、周囲の国分期の住居

跡と同じ頃のものと見られる。

　　　　　　　　（唐澤）

土墳全景
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（3）方形の小土墳

H33号土墳
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B145．50m
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1
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劣

2

影
3

．黒色土。ロームブロック。C

軽石。

黒色土。C軽石。F系軽石

量が多い。

黒色土。ロームブロッタ。C

軽石。多量のF系軽石。

0 1m

位置　上武国道予定地の南レ106

に、東西を39曼40号溝に挾まれて

所在する。周辺には、規模・形態

の類似するH32～36号土壌が存在

するが、住居跡や掘立柱建物跡は

ない。　形状　南北に長い隅丸の

長方形で、西壁側はオーバーハン

グしている。規模は長さ2．23m、幅

1．7m、深さ45cmである。長軸方向

N－3．5。一E。西壁下は床面より

更に15cm深い。　　　　（唐澤）

土壌全景

継塾」

一図一462　H33号土塙

H34号土墳
　　　　　
　　　　　～
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A　　’〆
一・ll儀

　　、　　規2
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隻
ノ1

、

一へ
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位置　H33号土壌の北15m、タ105に所在する。　形状　南北方向に長軸

を取る台形で、西壁側はオーバーハングしている。その底部は円形のピッ

ト状で、床面より50cm深い。規模は長さ2．17m、幅（最大）1．53m、床面

の深さ46cm。長軸方向N－2．5。一W。　その他　遺物の出土はないが、覆

土中の軽石から見て、F・A降下後のものである。　　　　　　（唐澤）
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図一463

1

4

5

黒色土と褐色土の混土層。C

軽石。F系軽石。ローム。

黒色土。C軽石。F系軽石。

黒色土。ややローム粒多い。

軽石同上。

黒色土。よごれたロームブロ

ック。軽石同上。

黒褐色土。軽石同上。

　　　　0　　　　1m
　　　　一一
H34号土墳
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H57号土墳（5P－122）
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　　　．茶褐色土。炭化粒。

　　　．漆黒色土。炭化粒。

　　　　黒茶褐色土。黒褐色土。炭化粒。

　　　※1～3にC軽石。F系軽石。

　　　　　　　0　　　　1m
　　　　　　　ニ
図一464　H57号土墳

位置　レ2。周囲には石田川期

の住居跡が分布するが、北20m

にある50号溝（東西）の北側に

は、真問・国分期の住居跡・掘

立柱建物跡が存在する。　形状

隅丸の小形の長方形で、規模は

長さ1．2m、幅0．9m、深さ20cmで

ある。長軸方向は：N－53．5。一E

である。　その他　覆土中にC

軽石やニツ岳系の軽石の他に焼

土粒を含み、底面と側面に焼け

がある。　　　　　　（唐澤） 土墳全景
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H63号土墳（5P－148）

一敬○∫＼

A152．60m　　　A’

一謙ξ難
　　　　　　　※1・2にC軽石。F系軽石。

　　　　　　　　　0　　　　1m
　　　　　　　　　ユ
　　　図一465　H63号土墳

位置　周囲に国分期の住居跡や掘立

柱建物跡の分布するワ6に所在す
る。西1．5mには4号製鉄祉が位置す

る。　形状　東西に細長い長円形で、

西端は先がややすぼまる。規模は長

さ1．4m、幅0．85m、深さ28cmである。

長軸方向はN－60．5。一Wである。

その他　底面中央付近に25cm大の安

山岩山石が出土した。覆土中にはニ

ツ岳系の軽石を含む。　　　（唐澤） 土墳全景

H67号土墳（5P－152）

　　4

．ぐ
　　考

1．黒色土。多量のC軽石．F系軽石。

2．ローム粒主体層。

O 1m

図一466　H67号土墳 一
位置　ワ5。周囲には国分期の住居跡や掘立柱建物及び

4号製鉄杜が存在する。本土墳の南に、ほぼ同じ形態・

規模の小土墳が、4個まとまってある。　形状　南北に

細長い台形の土堰で、規模は長さ1．03m、幅（最大）0．64

m、深さ15cmである。長軸方向はN－34．5。一E。　遺物

北西隅から10cm浮いて須恵器圷が出土した。　その他

覆土中にはニツ岳系の軽石を含む。　　　　　　（唐澤）

1

　　ロしさ

0 10cm

図一467　H67号土堤出土遺物

出土遺物　　須恵器　圷（1）、ロクロ整形。切り離し技法は

回転ヘラ切りで、その後周辺部回転ヘラ削り調整。厚い器壁

で、焼成はやや甘い。色調は黒みがかった灰色。　　（唐澤）

H86号土墳（5P－238）

A
＿
．

．」v ＼
A　　153．50m　　　　　　　A’

　　　1　　　　　　　1．黒褐色土。多量のロームブロ
　　　　笏　ック．c軽砂系甑
　　　　　　　2．黄褐色土。ローム粒主体。

　　　　　　　　　　0　　　　1m
　　　　　　　　　　ニ　　　図一468　H86号土塙

位置　四囲を溝に囲まれた区域内の

南西隅付近、ワ7に所在する。西3

mに5号製鉄；吐、南2mに46号溝が

東西に走る。周囲には国分期の住居

跡や掘立柱建物跡が分布する。　形

状東西に長い長方形の小土墳で、

規模は長さ1．23m、幅0．75m、深さ31

cmである。長軸方向はN－114．
5。一E。壁の立ち上がりはほぼ直立

する。　　　　　　　　（唐澤） 土墳全景

H100号土墳（5P－253）
　　　　　　　　　　　　1　　　　位置　ヲ6。一群の掘立柱建物跡

／へ＼、　　　　A’

　　　　1　　）・一　　　　　　　　　の西端に位置する。　形状　長さ

　　　　）　　　　　　　　　　1．8m、幅0．87mの土墳で、東半分
　　　　　　　　　　　　　　　　　を一段深く掘る。深さは西半部で
A152．g。．　　　　　　κ　　　　　　　　　17cm、東半部で96cmである。西半

　　1一で劉　・．茶褐色土・C軽石・　　　部と東半部は別個の小土墳が重複
　　　　　2　　・　　2．茶褐色土。はり赤味強。C軽
　　　　　一’　　　　　　　　　していると見ることも可能であ
　　　　　　　　　　の
　　　　　3諺3欝一一一る・長軸方向1まN－56・3乱
　　　　　　　　　　　　　　　　その他　本土墳は、周囲に分布す
　　　　　　　　　　0　　　　1m
　　　　　　　　　　一一一」　　　る土墳から見て、国分期のものと
　　　　図一469　HIOO号土壌　　　　　　推測される。　　　　　　（唐澤） 土墳全景
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H101号土墳（5P－254）
　　　　　　　　　　　　　　　位置　ヲ6。H100号土拡の南1mに隣接

纏動へ・儀で型窺模灘器鷺早藻
　　　　　　　　　　　　　　　さ28cmである。長軸方向はN－27．5。一E

A152，g。，、　　A・　　　　　　　である。南東隅と南西隅には、深さ12cm

欝1諜健懲二繕麟鴬寛そ、纏、，禺賜
　　　　　　　　　　o一当mものと考えられる。　　　　　（唐澤）

　　　図一470H101号土壌 土壌全景

（4）円形の土壌

大H7号土墳

　　　　　　　了

、＼、 久
＼

＼

A142．60m

魅○熟
　ss紛冥
　　　　＼，イ「

　し
　／

／

＼

∵，、！2冊／

’魏2縷，
　　　吻’

　　　　　　　　1．黒色土とローム粒。ロームブロッ
　　　＼ア　　クの混土層。c軽石を含む．

　　　　　　　　2．黒色土とロームブロックの混土層。
　　　　　．＿A’3．同上。若干のC軽石。

　　　　　　　　4．黒色土と小量のローム粒の混土層。

3／4　　　多量のC翫

諺岨i雛鵜li
　　　　　　　　　　　　　O　　　　l　m

一

位置　タ109。本土墳，を北限として、南に国分

期の遺構がまとまって分布する。　形状　不

整円形の大型土堤で、規模は3．81×3．19m、深

さ1．1mを測る。　遺物　覆土中から国分期の

土師器甕（コ字口縁になりきらず）、同圷（底

部に丸味を残す）、炭化材、クルミ等が出土し

た。　重複関係　H271号住居跡より旧い。

その他　人為的埋てん。　　　　　　（唐澤）

土墳全景（手前部分）

、酸藏滋

磁鞭1羅

轟
俺5

図一471大H7号土壌

H96号土‡廣（5P－248）

A
＿

　　　ズ

○メ

　　　　　　じ　む　　　　　　　　　　ノ

＼

0　　　　　1m

一

位置　四囲を溝に囲まれた区域内の南東

の隅付近ワ7に所在する。東2mには溝
状遺構2が位置する。この区域内には、

国分期の住居跡と掘立柱建物跡が、高い

密度で分布すす。　形状　上端が隅丸方

形ぎみの円形で、径は135cmないし120cm

である。深さは33cmを測る。その他　周

囲の遺構からみて、国分期の土墳と考え

られる。付近に類似の3土墳。　（唐澤） 土墳全景

図一472H96号土‡廣

H99号土墳（5P－252）

A
＿
．

⊂〕

A152．90m

り

・
ゴ

～　鶴部コ編肇縫離琶薦二
　　　　　　　　　　　　　て存在する。北4mには46号溝が東

　　　　　　　　　　　　　西に走る。　形状　円形の土墳で、
　　1．黒褐色ム多量のロームブ・ック．径は約140cm前後、深さ30cmを測る。ll鴛・「モ、

一
4
．
・

1：難糊二霊麺壁のみ醐南壁と北壁沿い床面畿』、

＼

臨竃 4．黄褐色土。多量のローム粒。

※1～4にC軽石。

　　　0　　　　1m
一一」

図一473H99号土塘

には、整った長方形の小ピットがあ

る。深さは、南で20cm、北で7cmで

ある。　その他　周囲の遺構から国

分期と見られる。　　　　　（唐澤） 土墳全景
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（5）2段に掘られた長方形の土墳

H79号土墳（5P－227）

と．

一一…へ

／
1　　　目
l

I

A＿．154．1m

ノー

＿ざ

1．黒褐色土。C軽右。F系軽石。

2．黒褐色土。ローム粒。C軽石。

3．黒褐色土。多量のローム粒。C軽石。

4．黄褐色土。ローム粒主体。C軽石。

．△

玉蓬諺
0　　　　1m

一図一474　H79号土壌

位置　ワ9。49・50号溝の東に

接して所在する。溝の西方は住

居跡等が濃密に分布するが、東

方は51号溝まで遺構の少ない区

域となっている。　形状　南北

に細長い長方形で、東西両壁を

2段に掘る。規模は長さ2．64m、

幅1．74m、深さ60cm。重複関係

北側をH454号住居跡と切り合

う。住居跡の石材がカマド材と

すれば、本土墳が旧い。　その

他国分期か。　　（唐澤）
土壌全景

（6〉細長い土堰

H92号土墳（5P－244）

　　　失

4
＼僑
　　吻

㌧
＼
、

、
＼
．

’
N

敵

＼4・

覧
・
　

’
＼
イ

！

笏

0 1m

一

位置　ル9。53号溝と54号溝の交点

の北西付近に所在する。付近には国

分期の住居跡と掘立柱建物跡が濃密

に分布する。　形状　幅の割に南北

に非常に細長い土壌である。規模は

長さ2．7m、幅0．6m、深さ15cmであ

る。長軸方向はN－20．5。一Eであ

る。　その他　周囲の住居跡等から

判断して、国分期の土墳と考えられ

る。　　　　　　　　　（唐澤） 土墳全景

　　図一475H92号土墳

（7〉不整形の土墳

H62号土墳（5P－143）

4
＼
．

＼§、

＼＼こ舅

4　　　　　　　　　　　　　　　　F『＼‘4ノ
＼ノ49，60’η

　　　　＼＼、
　　　　　＼＼蚕
　　　　　　　＼　　　　　　　　＼＼＼　　　　・＼4ノ
　　　　　　　　　　マ　　　　　　　　　　笏
1．黒褐色土。

2．暗褐色土。比較的多量のローム粒。

※1・2にC軽石。F系軽石。
　　　　　　　　　　　　0　　　　1m
　　　　　　　　　　　　一
　　　　図一476　H62号土塙

位置　ソ101。ここは石田川期住

居跡の分布区域だが、東7mに

は国分期のものも存在する。本

土壌を含め3個の土壌がまと
まってある。　形状　南北に細

長い土墳で不整形を呈するが、

あるいは長方形を意図したもの

か。規模は長さ3m、幅1．58m、

深さ最大30cmで、長軸方向はN

－3。一Eである。北壁側は15cm

程一段高い。　その他　覆土中

にニツ岳系の軽石。　　（唐澤） 土墳全景

H95号土墳（5P－247〉
＼

9　◎　　　＼
　　　　　．＿A』

A
一
忽

A154．30職

＼
＼

＼

ン
＼

A・1・黒褐色土。ロームブロック。

’一2．黒褐色土。ロームブロッタ。

　3．茶褐色土。ローム粒。

　　※1～3にC軽石。F系軽石g

　　　　　　0　　　　　1m
　　　　　　　図一477　H95土墳

位置　ル8。周囲には国分期の住居

跡や掘立柱建物跡が濃密に分布する

が、本土墳から西側はほとんど遺構

のない区域となっている。　形状

東西に長軸を取る不整形の土墳で、

規模は東西2m、南北1．35mである。

深さは35cmを測る。底面には3個の

ピットが検出された。深さは北壁沿

いのもので3～8cm、南西隅は約40

cm。　その他　国分期か。　（唐澤） 土墳全景
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H103号土墳（5P－260）
　　　　A’
　　　　／

☆r

　　A／
A151．30m　　　　A’

べ

＼
1．黒褐色土。C軽石F系軽石。

2．黒褐色土。若干のローム粒。

3．暗褐色土。小量のローム粒。

0 1m

一

位置　ヌ3。石田川期の住居跡と真

問・国分期の住居跡の、東西方向の

境界線付近に位置する。　形状　隅

丸方形に近い形を呈するが、下端等

から見て不整形の土墳とするのが妥

当である。底面も凹凸が激しい。規

模は東西1．3m、南北1．25m、深さ62

cmを測る。　その他　覆土中にニツ

岳系の軽石を含むので、F・A降下

後のものである。　　　　（唐澤）

・4』㌧・辱・
一　》．

土墳全景

、　　　 ，、　

図一478H103号土埴

（8〉ぞの他の土墳

F182号土墳（5P－128）

4
＼
． ヱ○撃

　　　　　　　　　o　　・＿ぐ会ノ．4　　　　　　　　　　　　　　3一乳49．00’η

　　5！＼　　　　へ　　　　　念＼＿1　　・一4’
1．羅色ム　心繊

　黒色土・ロームブロック。

2．暗褐色土。ローム・ブロッタ。砂質。

3．黒茶褐色土。黒色土・ロームブロッタ。

4．茶褐色土。ローム主体。

5．茶褐色土。砂質。

※1’2●5にC軽石、F系軽石。　　　　0　　　　　1m

　　　　　　　　　　一

　曹　　皿　　　　　　『

一　　　　　　　　　　　一

一

1

｝

“’『　、。

3

図一479F182号土塘

位置　ソ3。東の谷地へ向かう傾斜面上に

立地する。この付近は、真問・国分期の住

居跡・掘立柱建物跡を中心に分布する。形

状等高線の走向に合わせて南北に長軸を

取る長方形で、規模は長さ2．5m、幅1．05m、

深さ53cmを測る。　遺物　副葬品とみられ

る灰粕陶器と須恵器の椀・圷が床面から出

土した。　その他　調査時にはB軽石降下

後としたが、再考を要す。　　　（唐澤）

〆酎．1．6

2

0 10cm

図一480　F182号土塙・出土遺物

出土遺物　　須恵器　圷（3）　ロクロ整形。切り離し技法は糸切り（未調整）。小さめの底部から直線的にのびる体部を

持つ。厚い器壁で、やや甘い焼成。色調は灰白色。底部から体部下半に黒斑。　椀（1）　高い付高台と浅めに内轡する

体部を持つ。厚い器壁で、やや甘い焼成。体部外面に黒斑。色調・つくり・焼成・胎土等は3とまったく同じ。形態は

2の灰粕陶器椀に似る。　灰粕陶器境（2）、付高台。底部には回転糸切り痕を残す。内面には積み重ね焼痕、灰粕（不

透明粕）は口縁部につけがけ。体部外面に顕著なロクロ痕。色調は灰白色。丸石2号窯式に相当。　　　　　　　（唐澤）
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表一22土塙一覧表
不整形で方位の入っているものは、長軸の
概ねの方向である。　　　　　　　　（単位＝cm〉

名　　称 位　　置 平面形 長軸長 短軸長 深　　さ 方　　　　位 備　　　　　考

H大P－7 ター109 不整円形 381 319 110 H－271に続く

HP－32 レr105 不整円形 162 148 東46西76 N－14。一E

HP－33 レー106 長　円　形 223 170 45 N－3．5。一E

HP－34 ター105 不．整　形 217 152．5 46 N－2．5。一W

HP－35 ター105 不　整　形 126 82 23 N－0。

HP－36’ レー106 長　円　形 143 一　104 37 N－12。一E

HP－38 ヲー106 不　整　形 277 114 39 不整のため測定不能

HP－39 ルー106 不　整　形 187 116 30 N－96。一E

HP－40 ヲー105 不　整　形 171 149 27 N－22．5。一E

HP－41 ワー110 長　円　形 239 99 39 N－22．5。一E

HP－42 ワー110 不　整　形 254 209 91 不整のため測定不能

HP－43 不　明 長　円　形 102 66．5 不　明 N－18．5。一E

HP－44 ヲー12 長　方　形 200 110 33 N－113．5。一E 5P－2
HP－45 カー13 1長　円　形 52 43 27 N－53．5。一W 5P－6
HP－46 カー11 円　　　形 128 115 7 5P－8
HP－47 ター9 長　方　形 70 36 25 N－16．5。一E 5P－53

HP－48 レー11 不整方形 70 45 18 5P－66不整のため測定不能

HP－49 レー10 円　　　形 45 35 22 5P－67

HP－50 レー7 円　　形 55 50 57 5P－77

HP－56． ター6 長　方　形 250 180 15 N－21．50－E 5P－110

HP－57 レー2 長　方　形 120 90 20 N－53．5。一E 5P－122

HP－58 レー1 長　方　形 、　100 65 11 N－6。一E 5P－124

HP－59 ソー2 長　円　形 70 50 2 N－32．5。一E 5P－126

HP－60 ソー101 長　方　形 205 115 15 N－19．5。一W 5P－141

HP－61 ソー101 長一方　形 200 142 20 N－25．5。一W 5P－142

HP－62 ソー101 不整方形 300 158 30 N－3。一E 5P－143

HP－63 ワー6 長　円一形 140 85 28 N－60．5。一W 5P－148

　！HP－64 ワー5 長　方　形． 115 60 15 N－28．50－E 5P－149

HP－65 ワー5 長　方　形 100F 54 12 N－35．5。一E 5P－150

HP－66 ワー5 長　円　形 150 75 18 N－30－E 5P－151

HP－67 ワー5 長　方　形 103 64 15’ N－34．50－E 5P、一152

HP－68 ワー5 長　円　形 145 80 15 N－44．5。一E 5P－153

HP－69 ルー4 長　円　形 115 55． 5 N－43．50‘E 5P－173

HP－70 リー101 長　方　形 222 ・　　175 46 N－86。一E　． 5P－193

HP－71　』 リー101 不整円形 140 113 60・ 5P－199不整のため測定不能

HP－72 リー101 長　方　形’ 105 83 23 N－93．5。一E 5P－200

HP－73 リー101 隅丸方形 95． 60 54
36 N－8go－E 5P－201

HP－74 ヌー101 不整円形 165 140 34 5P－203不整のため測定不能

HP－75 リー101 方　　　形 88 83 52 N－30－E 5P－204

HP－76 ルー1 長　円　形 710 360 25 N－33．50－W 5Pr219

HP－77 ワー6 隅丸方形 289 234 29 N－7．50－E 5P－220

HP－78
（FA以前） ラー107 長　方　形 450 115 39 N－100。一E 5P－225
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名　　称 位　　置 平面形 長軸長 短軸長 深　　さ 方　　　　位 備　　　　　考

HP－79 ワー9 長　方　形 2．64 1．74 80 N－320－E 5P－227

HP－80 ワー8 長　方　形 250 100 35 N－12．50－E 5P－228

HP－81 ヲー9 長　方　形 210 90 22 N－210－E 5P－229

HP－82 ヲー9 隅丸方形 162 88 23 5P－230位置不明

HP－83
（FA以前）

』
ム ー107 方　　　形 86 74 82 N－21．5。一E 5P－232

HP－84
（FA以前） ムー107 円　　　形 53’ 52 35 5P－233

HP－85 ワー9 長　方　形 210 120 47 N－62．5。一W 5P－237

HP－86 ワー7 方　　　形 123 75 31 N－114．5。一E 5P－238

HP－87 ワー7 不　整　形 93 76 52 5P－239不整のため測定不能

HP－88 ヲー10 不　整　形 185 103 29 ．N－27。一W 5P－240

HP－89 ルー10 不　整　形 、　105 80 26 5P－241不整のため測定不能

HP－90 ルー9 不　整　形 180 130 40 N－15。一W 5P－242

HP－91 ルー9 三　角　形 220 120 33 5P－243

HP－92 ルー9 長　方　形 270 60 15 N－20．5。一E 5P－244

HP－93 ルー9 長方　形 150 80 15 N－12．5。一E 5P－245

HP－94 ルー9 不　整　形 130 92 16 N－320－W 5P－246

HP－95 ルー8 不　整　形 200 135 35 5P－247

HP－96 ワー7 円　　　形 135 120 31 5P－248

HP－97 ヲー8 長　円　形 130 102 16 N－98。一E 5P－249

HP－98 ヲー10 不　整　形 110 60 39 N－96。一E 5P－251

HP－99 ヲー7 円　　　形 140 117 30 5P－252

HP－100 ヲー6 不　整　形 180 87 96 N－56．5。一W 5P－253

HP－101 ヲー6 隅丸方形 80 75 28 Nr27．5。一E 5P－254

HP－102
（FA以前） ムー106 円　　　形 77 77 94 5P－256

HP－103 ヌー3 不　整　形・ 130 125 62 5P－260

HP－104 ヌー3 長　方　形 180 124 49 N－350－E 5P』263

HP－105 ヌー2 不　整　形 136 130 75以上 5P－264不整のため測定不能

F－182 ソー3 長　方　形 250 105 53 5P－128HPの可能性が大
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皿化　学分析

1．芳賀東部団地遺跡出土土器の胎土分析

奈良教育大学　三辻利一

　　1　は　じ　め　に

　須恵器と違い窯跡の残っていない土師器は現段階では胎土分析によって産地を同定することは難しい。覧しかし、胎土

が同じかどうかは判定できる。同じ胎土の土師器は同じ産地でつくられた可能性をもち、異なる胎土の土師器は別の産

地でつくられたものと考えられる。このような考え方にしたがって、芳賀東部団地遺跡出土土師器が分析された。

　　2　分　　析　　法

　芳賀東部団地遺跡出土土器資料は前橋市教育委員会から、また、平城宮出土布留式土師器は奈良国立文化財研究所か

ら提供された。

　資料土器片は表面を研磨したのち、タングステンカーバィド製乳鉢の中で200メッシュ程度に粉砕された。粉末試料は

直径2cmの塩化ビニール製リングに入れ、約15トンの圧力を加えてコイン状のペレットを作成し、蛍光X線分析用試料

とした。エネルギー分散型蛍光X線分析装置によって、K（カリウム）、Ca（カルシウム）、Fe（鉄）、Rb（ルサジウム）、

Sr（ストロンチウム）の5元素が定量された。定量分析には岩石標準試料JG－1を使用した。分析データはJG－1に

よる規格化値で示された。規格化値は％濃度やppm濃度と同じで一種の絶対濃度である。規格化値が大きいというこ

とは含有量が多いことを示す。したがって、規格化値で胎土の違いを示すことができる。

　　3　分析結果
芳賀東部団地遺跡出土土器の分析データを表23に、また、平城京出土布留式土師器の分析データを表24に示す。分析

した土器資料の器形などは備考欄に記入してある。これらのデータから各因子ごとに土師器胎土の違いを比較してみよ

う。

　図481には、K量を比較してある。芳賀東部団地遺跡出土土師器のうち、4～5世紀の台付甕と8～9世紀の圷胎土の問に

ははっきりした相違が認められる。台付甕にはK量が少ないのに対し、圷にはK量が多い。さらに、圷の中でも、ラセ

ン状暗文を施した圷にはK量は少なく、暗文をもたない圷にはより多い。両者のK量にははっきりした相違が認められ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。一方、平城宮出土布留式土師器のK量は芳
　　　　　　　　　　　　　R
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　賀東部団地出土の8～9世紀の圷胎土に対応する。
　　　　O　　　α　　　Q2　　Q3　　Q4　　Q5　　　Q6　　Q7
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そうすると、芳賀東部団地遺跡から出土した内

4～5C
台付甕

8～9C
杯

平城宮跡出土

布留式土師器

平底甕

（内轡口縁）

．：　．．．
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図一481　芳賀東部団地遺跡出土土師器のK量

湾口縁の平底甕のK量は少なく、台付甕に対応

することが分かる。台付甕は関東産と考えられ

ているから、平底甕も胎土からみて関東産と推

定される。

　図482にはCa量を比較してある。台付甕の

Ca量は少ないのに対し、圷のCa量は多い。

また、圷のうちで転暗文のない土師器の方が

暗文のある土師器よりCa量が少ない傾向があ

る。平城宮出土布留式土師器のCa量は台付甕

に対応する。そうすると、芳賀東部団地遺跡出

土の平底甕の胎土は平城宮出土の一部の布留式

土師器の胎土に対応するが、むしろ、芳賀東部

団地遺跡出土の台付甕に対応するといった方が．
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図一483　芳賀東部団地遺跡出土土師器のFe量

よい。したがって、K量でも、Ca量でも台付甕に対応するこ

とになる。

　図483にはFe量を比較してある。Fe量は台付甕には少な

く、圷には多い6しかも、暗文のない圷にはさらに多い。こ

のように、種々の因子で暗文のある圷と暗文のない圷胎土に

は明確な差違が認められた。一方、平城宮出土布留式土師器

のFe量はかなりばらついているが、大部分のものはFe量

が少なく台付甕に対応する。そうすると、平底甕はFe量で

も台付甕に対応することが分かる。

　図484にはRb量を比較してある。．この図ではRb量が台

付甕、ヲセン状暗文のある圷、暗文のない圷、平城宮の布留

式土師器の順に多くなることが分かる。須恵器ではRb量が

少ないのはフォッサマグナの東側の須恵器の特徴である。一

般に、この傾向は土師器、弥生土器にも認められる。この点

からは芳賀東部団地遺跡出土の台付甕は関東型、逆に、平城

宮の布留式土師器は西日本型と云えるだろう。また、Rb量でも平底甕の胎土は台付甕に対応し、関東産であることを示

唆する。

表23・24より、Sr量には有意な差違が認められないので、Sr量の図は省略した。

　最後に、K／Ca～Rb／Sr分布図を図485に示す。花こう岩をはじめ、砂、火山灰、粘土、種々の土器でKとRb、ま

た、CaとSrの間に正の相関関係があることが見つけられている。その結果、K／Ca～Rb／Srの問にも正の相関関係

が成り立つ。図485に分布する点はおおよそ右上がりの直線に沿って分布していることが分かる。すなわち、K／Ca～Rb／

Srの間に正の相関があることを示す。そして、平城宮出土布留式土師器は右上半部分に、また、芳賀東部団地遺跡の土

師器は左下隅にまとまって分布する。右上半部分は西日本産土器の分布する領域であり、また、左下隅はフオッサマグ

ナから東側の土器の占める領域である。したがって、芳賀東部団地遺跡の土師器はすべて関東産と推定される。勿論、
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幾内系の要素を持つとされる内攣口縁の平底甕も胎土

は関東産である。

　以上の結果、土器型式からみて西日本産とされる平

底甕はどの因子をみても胎土は関東産であり、まず、

西日本産である可能性はない。さらに、芳賀東部団地

遺跡出土の圷胎土はラセン状暗文のある土師器と暗文

のない土師器では異なり、各々、産地は別であること

は明瞭である。しかも、両者とも図485では関東領域に

分布しており、関東産であること1には間違いない。

　台付甕には単口縁、S字状口縁のものと台部に折り

・返しのあるものとないものの両者含まれているが、胎

土には殆んど差違は認められない。したがって、同一

産地のものか、別産地のものが混じっているのかの判

別はできない。

　なお、芳賀東部団地遺跡出土灰粕陶器の分析データ

も表23に示してあるが、いずれもRb量が多く、Sr量

が少ない典型的な西日本型胎土を有する。しかも、Fe

量がきわめて少ないという美濃地方産陶質土器の特徴

をもつので、間違いなく美濃産であろう。しかし、美

濃地方の窯跡出土灰粕陶器の胎土分析データはまだ出

されておらず、現段階ではどの窯のものかは不明である。表23の分析値のばらつきからみて、必ずしも同一窯跡のもの

ではなく、いくつかの窯跡のものが含まれていると推定される。
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表一23　芳賀東部団地遺跡出土土器の胎土分析データ
※備考欄の「住居名＋数字」はその住居跡の遺物番号を示す。

試料番号 K
一

Ca
一

Fe
一

Rb
一

Sr

一
K／Ca Rb／Sr 備’　　　　　　　　　　考

1 0．22 0．43 1．9 0．12 0．46 0．43 0．19
土師器4C後半～5C前半、台付甕台部（折り返しな．し）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　H434号住一3

2 0．25 0．44 2．2 0．22 0．56 0．46 0．29
〃　　　　　　　　〃　　（　　〃　　）
　　　　　　　　　　　　　H455号住一8

3 0．35 0．56 2．9 0．16 0．46 0．50 0．25
〃　　　　　　　　〃　　（　　〃　　）
　　　　　　　　　　　　　H467号住一6

4 0．23 0．58 2．6 0．21 0．61 0．32 0．24
〃　　　　　台付奎口縁部（単口縁）

　　　　　　　　　　　　　H456号住一3

5 0．12 0．43 2．6 0．22 0．40 0．23 0．39
〃　　　　　台付甕（S字状口縁）
　　　　　　　　　　　　　H382号住

6 0．19 0．48 2．0 0．16 0．50 0．32 0．23
〃　　　　　　　〃　（　〃　　）
　　　　　　　　　　　　　H412号住

7 0．17 0．50 1．9 0．16 0．53 0．28 0．23
〃　　　　　　　〃　（　〃　　）
　　　　　　　　　　　　　H417号住

8 0．19 0．82 2．7 0．14 0．63 0．19 0．16
〃　　　　　　　〃　（　〃　　）
　　　　　　　　　　　　　H431号住

9 0．34 0．31 2．0 0．34 0．45 0．88 0．55
〃　　　　　　　〃　（　〃　　）・
　　　　　　　　　　　　　H431号住

10 0．12 0．66 2．0 0．12 0．55 0．14 0．15
〃　　　　　　　〃　（　〃　　）
　　　　　　　　　　　　　H431号住一9

11 0．15 0．55 2．2 0．21 0．65 0．22 0．23
〃　　　　　　内轡口縁の平底甕
　　　　　　　　　　　　　H432号住

12 0．21 0．66 3．1 0．16 0．61 0．26 0．19
〃　　　　　　　　　　〃

　　　　　　　　　　　　　1号墳一2

13 0．35 1．80 3．8 0．23 0．69 0．16 0．24
土師器8C後半～9C前半、ラセン状暗文圷
　　　　　　　　　　　　　　　　　　H279号住一1

14 0．42 1．63 4．1 0．29 0．47 0．21 0．44
〃　　　　　　　　　　　　　ノノ

　　　　　　　　　　　　　H296号住一1

15 0．28 1．01 4．1 0．21 0．54 0．18 0．31
〃　　　　　　　　　　　　　〃

　　　　　　　　　　　　　H358住一1

16 0．44 0．70 3．8 0．32 0．60 0．41 0．42
〃　　　　　　　　　　　　　ノノ

　　　　　　　　　　　　　H359号住一6

17 0．32 1．50 3．5 0．25 0．58 0．14 0．33
〃　　　　　　　　　　　　　　〃

　　　　　　　　　　　　　H370号住一1

18 0．37 1．64 3．3 0．22 0．61 0．15 0．28
ノノ　　　　　　　　　　　　　ノノ

　　　　　　　　　　　　　H439号住一1

19 0．47 0．67 4．1 0．31 1
0

．54 0．46 0．45
〃　　　　　　　　　　　　　　ノノ

　　　　　　　　　　　　　H440号住一20

20 0．51 0．86 3．8 0．46 0．83 0．38 0．45
〃　　　　　　暗文持たない圷
　　　　　　　　　　　　　H279号住

21 0．49 0．85 4．0 0．32 0．72
0138

0．35
〃　　　　　　　　　　　　　〃

　　　　　　　　　　　　　H296号住

22 0．48 0．62 4．5 0．36 ・0．58 0．50 0．49
〃　　　　　　　　　　　　　〃

　　　　　　　　　　　　　H358号住

23 0．55 0．71 4．2 0．33 0．65 0．51 0．40
〃　　　　　　　　　　　　　　〃

　　　　　　　　　　　　　H359号住

24 0．52 0．81 4．0 0．44 0．83 0．42 0．42
〃　　　　　　　　　　　　　　〃

　　　　　　　　　　　　　H439号住

25 0．65 0．64 4．1 0．52 0．55 0．66 0．74
〃　　　　　　　　　　　　　〃

　　　　　　　　　　　　　H440号住

26 0．78 0．07 0．8 0．98 0．17 7．86 4．45
灰粕陶器椀
　　　　　　H272号住一8

27 0．44 0．10『 0．9 0．63 0．24 2．95 2．04
〃　長径瓶
　　　　H285号住
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試料番号 K
一

Ca
『

Fe
『

Rb
一

Sr

『
K／Ca Rb／Sr 備　　　　　　　　　　　考

28 Q・46 0．07 0．8 0．63 0．27 4．55 1．81
〃　　（不明）

　　　　H285号住

　！

　29 0．58 0．17 0．9 0．88 0．51 2．67 1．74
〃　　（皿か）

　　　　H286号住

30 0．61 0．06 1．2 0．79 0．29 8．23 2．77
〃　　（長径瓶か）

　　　　H288号住

31 0．76 0．06 0．8 1．05・ 0』24 9．91 4．48
〃　　（長径瓶か）

　　　　H298号住

表一24　平城京出土布留式土師器の胎土分析データ

試料番号 K
一

Ca
『

Fe
『

Rb Sr

一
K／Ca Rb／Sr 備　　　　　　　　　　　考

32 0．45 0．74 2．3 0．38 0．83 0．75 0．34
’甕

33 0．56 0．28 2．．9 0．49 0．51 2．43 0．72 ノノ　　　　　　　　　　　　．

34 0．49 0．13 1．7 0．50 0．36 4．78 1．03 ノノ

35 0．55 0．32 2．1 0．54 0．61 2．09 0．66 〃

36 0．55 0．23 1．6 0．52 0．51 2．96 0．75 〃

37 0．49 0．31 1．8 0．70 0．57 1．94 0．91 〃

38 0．56 0．24 2．2 0．63 0．50 2．91 0．93 鉢形土器

39 0．46 ．0．35 3．0 0．53 0．63 1．65 0．62 〃

40 0．39， 0．57 3．9 0．31 0．82 0．85 0．28 ノノ

41 0．49 0．23 2．8 0．50 0．53 2．58 0．70 小型丸底壷

42 0．44 0．26 4．0 0．52 0．47 2．06 0．83 〃

43 0．60 ．0．24 2．9 0．65 0．47 3．14 1．02 器　　台

44 0．45 0．23 2．8 0．53’ 0．47 2．45 0．84 〃

45 0．41 Q．53 4．9 0．42 0．55 0．95 0．57
ンノ
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2、群馬県前橋市芳賀東部団地遺跡出土津の分析について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京工業大学名誉教授　桂　　　敬

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京工業大学文部技官　高塚　秀治

1．　はじめに

　芳賀東部団地遺跡の発掘調査に伴い、出土した製鉄関連遺物の分析結果について報告する。

　今回分析を行った試料は9点で、鍛冶工程において生成したと思われる津8点と、使途不明な棒状の小片1点とであ

る。

－2．試料分析について

　試料分析は、化学組成については蛍光X線分析法（ガラスビード法）、鉱物組球については粉末X線分析法にて行った。

なお蛍光X線分析においては、分析用試料（ガラスビード）を作成するため、試料の前処理を以下のように行った。

　試料は電気炉中（大気中）にて900◎Cで一昼夜加熱し、共存する水分、有機物、揮発性物質を除去した。この条件では、

二価の鉄くFe20）は総て三価の鉄（FeO3）となる。また、表示した9成分で100％となるよう規格化した。

3．分析結果について

　分析結果を下表に示す。

表一25群馬県前橋市芳賀東部団地遺跡出土鉄津の化学組成および鉱物組成

分析者桂敬、高塚秀治

Sio2 Tio2 A1202 Fe203 MnO MgO CaO K20 P205 Ti／Fe 鉱物組成
GH－1 15．84 3．82 5．90 68．24 0．22 1．74 3．23 0．67 0．34 0，048 W廿，Mt，Fa

2 12．18 4．09 5．56 74．95 0．22 1．18 1．39 0．14 0．28 0，047 Mt，W茸，Fa

3 15．64 3．56 5．79 70．83 0．19 1．43 2．06 0．21 0．29 0，043 Mt，W廿，Fa

4 8．63 2．19 2．89 82．44 0．15 1．07 2．16 0．33 0．14 、0，023 W廿（（Fa））

5 14．60 0．80 3．76 75．93 0．07 0．62 3．25 0．84 0．13 0，009 WU，Fa
6 60．76 0．69 16．48 11．87 0．14 2．38 6．60 1．00 0．07 一

7 16．40 5．70 5．77 63．10 0．40 4．14 4．24 0．87 0．38 0，077 W菰，Mt，（UI），Fa

8 14．62 2．60 4．44 72．50 0．18 1．85 2．47 1．05 0．28 0，031 Mt，WU，Fa

9 18．50 0．38 4．46 74．00 0．02 1．00 1．17 0．39 0．07 0，004 Mt，G，Fa，Le

鉱物組成の記号について：W廿はW廿stite（FeO），MtはMagnetite（Fe304）

　　　　　　　　　FaはFayalite（2FeO・SiO2），UIはUlvδspinel（2FeO・TiO2），

　　　　　　　　　GはGoethite（Feo（OH）），LeはLepidocrocite（rFe203・H20），

　　　　　　　　　（（））はわずかに認められるもの

以下、各試料の外観的特徴と鉱物組成について示す。

GH－1。2号製鉄；吐。多孔質な津

粉末X線分析結果：W茸stite，Magnetite，およびFayalite．

GH－2。2号製鉄祉。多孔質な津

粉末X線分析結果：Magnetite，WUstite，およびFayalite．

GH－3。2号製鉄祉。炉の北側、流状模様ある鉄津

粉末X線分析結果：Magnetite，WnstiteおよびFayalite

GH－4。4号製鉄祉覆土中。底面椀状を呈する津

粉末X線分析結果：W廿stiteを主とし、わずかなFayaliteが認められる。

GH－5。5号製鉄祉。覆土中より採取したもので内部はやや緻密

粉末X線分析結果：W廿stiteを主とし、Fayaliteも認められる。

GH－6。4号製鉄‡止。覆土中より採取した流状を呈する小さな棒状物

粉末X線分析結果：結晶鉱物はほとんど認められない（非晶質）。但しd＝3．36A。にのみ微小なピークが認められる。

GH－7。4号製鉄；吐。比較的小さな津で内部は緻密

粉末X線分析結果：W“stite，Magnetite，Fayaliteが認められるが、MagnetiteはUlv6spinelと分相して認められ
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　る。

　GH－8。4号製鉄吐。小さな津、椀状津の破片とも思われる。

粉末X線分析結果：Magnetite，WUstite，この他にFay41iteが認められる。

　GH－9。4号製鉄祉。鉄片に付着していた津

　粉末X線分析結果：Magnetite，Goethite，Fayalite，Lepidocrociteが認められる。

4．分析結果についての考察

　本遺跡は、製鉄関連施設を含む遺跡であることは明らかであるが、今回の分析を行った試料の中には製錬津は1点も

なかった＊1。鉄器を作成するための作業工程としては鉄素材の品質を調整する（炭素含有量の調整、不純物の除去）ため

の工程（精錬）と、鉄（鋼）材から鉄器を作る（鍛造、熱処理）ための工程（いわゆる小鍛冶）が考えられるが、本遺

跡に存在した製鉄関連遺構は、こうした性格をもっていたものと判断される。遺物の遺存状況｛形状、分析結果とから

前者（精錬）の作業工程によって生成した津はGH－1・2・3・7・8の5点である。之れらの津の鉱物組成はいず

れもW蔵stite，Magnetite（少量のUlv6spine1を固溶しているとのと思われる）、Fayaliteが顕著に認められ、製錬時

の不純物をかなり多く含んでいる＊2。

　これに対して、後者（鍛造、熱処理）の作業工程によって生成した津（GH－6は津ではない）はGH－4・5．・（6）・

9である。この段階では、すでに製錬時の不純物はかなり少なくなっている。従って、SiO2、Al203、MgO、CaOなど

の成分の大半は、この作業工程中に新たにつけ加えられた成分であることが理解できる。このことは、当時（9～10世

紀）の鍛冶技術を考える上で重要な意味をもつものと考えられる。すなわち上記4成分が新たにつけ加えられるような

鍛冶の技法を見出す手がかりが得られると思われるからである。この様なことから、GH－6は鍛造、熱処理工程に用い

られた材料の一部ではなかったかと思われる。GH－6は、化学組成で見るならば、粘土とMgO、CaO成分を含む鉱物

との混合物のようでもある。これがどの様にして用いられたかは今のところ判じえないが、いずれにしても、高温作業

中に流出したもので、その際少量の鉄成分、チタン成分をとり込んだものと思われる＊3。

　またGH－9は鉄片（約309）に付着していたスラグである。鍛造中に空気酸化した金属鉄（Magnetite）、その後の水

分等によって金属鉄が錆化（Goethite，LePidocrocite）したものが鉱物組成から理解できる。Fayaliteが存在するのは、

鍛造中に酸化した2価の鉄（FeO）がSio2成分と反応して生成したものであろう。

　＊1今回の分析では、製錬津の存在は皆無であったが、分析個体数（9点）に問題がある可鱈性もある。

　＊2、不純物の多少を示す指標としてTi／Fe値が考えられる。製錬津は通常Ti／Fe＜0．12の場合が多い。したがっ

て精錬、鍛造づ熱処理と作業工程を経るに従って、Ti／Fe値は低くなるのが一般的である。

　＊3、筆者自身としては鍛冶用鉄（鋼）材の被覆用材として用いたのではないかと考えており、分析値との関係にお

いても整合すると判断している。
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W　ま と め

1　芳賀東部団地の古墳

　1　分布からみた特色

　前述のように、本遺跡で確認・調査された4基の古墳は、いずれも遺跡地南半区域に集中している。中でも、1号墳

を除いた他の3基は、台地東端に近く、東側の谷に接することろに互いに近接してつくられている。

　今回報告する調査対象区域では・これら4基の古墳の他に縄文時代の住居5軒と古壌時代初期の石田川期の集落跡及

び奈良～平安時代にかけての集落跡が調査された。このうち、石田川期の集落が分布する区域と奈良～平安時代の集落

が分布する区域は大きく二分される傾向が認められる。1号古墳は、この両者の分布の境界線に近いところにあり、1

号古墳周辺から南側区域に石田川期の住居跡が集中的に認められる。特に、』2号～4号墳のある遺跡地東南部でこの傾

向が強い。一方、1号古墳から北の区域には、奈良～平安時代の住居跡が集中し、石田川期の住居跡や古墳は確認でき

ない。すなわち、石田川期の集落区域と古墳の分布区域とがほぼ一致する傾向が指摘できる。また、この台地では、石

田川期に先行する弥生時代の遺構は全‘認められないとともに・後続すべき古墳時代の住居（鬼高期等）もほとんど認

められない。この時期のものは谷一つへだてた西側の台地で確認されており、この点も注目すべきところである。

　石田川期の住居跡及び古墳は、南の調査対象区域外にひろがるものと考えられる。すなわち、今回報告する遺跡地内

・では、古墳時代初期の頃、南半区域が人々の居住地として選定されはしたが、それも一時的で、その後人々は居住の場

を周辺の他の地区へ移している。さらに、奈良時代以降、この地域が再び人々の居住空問として見直され、墓域外であっ

た北半部に集落が営まれ始めるにいたったのである。

　調査区域内で見る限り、石田川期の住居分布区域と古墳分布区域が一致する傾向がある。これは調査区東南端で顕著

であり、石田川期住居分布の西限と古墳分布の西限が見事に一致している。この両者の間には、百有余年の時間的ずれ

があるとみられる。この分布上の一致が単なる偶然であるのか、歴史的意味があるのか今後の検討を要するところであ

る。古墳時代初期に集落の営まれた区域が、その後の人々によっても何らかの土地利用がなされ、立木等のない形で継

承され、古墳構築の適地となっていたのであろうか。

　2　墳丘及び内部主体

　4基の古墳はいずれも円墳である。墳丘の規模は1号墳22．7m、2号墳12．6m、3号墳20m前後、4号墳27m（推定）

の径をもち、いずれも周堀をめぐらしている。4号墳が30mに近い径をもつが、概して小形の円墳である。1号墳を除い

てはいずれも削平、平夷されていたが、周囲に埴輪片等は確認できず、いずれも埴輪を配列していた形跡はない。4号

墳を除く他の3基は、周堀全体を調査し得たが、このうち2号の周堀は墳丘をほぼ正円形に全周するが、1号墳及び3

号墳にあっては、形が不正円形であるとともに、墳丘南側で途切れ全周しない。1号墳では、墳丘裾部にテラス状の平

坦面がめぐっているが、他の3基にあっては、墳丘が完全に平夷されていたためその存在の有無を確認することができ

なかった。

　1号墳及び2号墳ともに、石室入口の開口部は周堀内径部に接するものではなく、かなり墳丘内に入り込んだ所に位

置する。いずれも石室入口前面は、耕作等により後世の削平、撹乱が著しく、この部分の構築時の様相を把握し得なかっ

たが、石室開口部の位置からして石室入口前には、前庭が設置されていたものと考えられる。

　内部主体　　主体部を把握し得たのは、1号墳、2号墳の2基だけであった。2基とも両袖型の横穴式石室である。

2号墳は、墳丘削平に伴って石室の破壊も著しく、石室の根石を一部残すのみで，表一261・2号墳石室計測値一覧表

あり、1号墳にあっても、石室入口部はこわされ、石室の全体規模については、

ともに正確なところは明らかでないが、両者の規模を石室全長及び玄室部で比較

してみると表一26のとおりである。

　1号墳石室に比較して2号墳石室はかなり小型である。特に石室全長が3m代

というのは、県内の横穴式石室の中でも小型の部類に属する。

　県内にある石室全長3m代の両袖型の横穴式石室としては、勢多郡宮城村の新
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1　号　墳 2　号　墳

石室全長 　　m5．70
（推定）

　　m3．60
（推定）

・
玄
　
　
室

長 3．39 2．70

奥幅 1．76 0．95

前幅 1．56 0．90



山2号古墳、高崎市乗附町　　表一27小型の横穴式石室計測値一覧表

の御部入20号古墳、同21号

古墳、・渋川市入沢のかね塚

古墳、沼田市奈良の奈良ワ

号古墳、伊勢崎市豊城町の

権現山1号墳、、利根郡昭和

村久呂保中裏古墳等がある

（『群馬県史』資料篇3〉。これら石室の規模は表一27のとおりである。

　これら石室に共通していることは、いずれも自然石を利用していること、奥壁にはやや大ぶりの石を設置しているが、

左右側壁に使用している石はいずれも小形であること、天井石の残っていた石室はないが、石室幅が0．7mから1．5m前律

であり、天井石にもさほど大きな石は使用していなかったと推測されること、小円墳であること等である。．いずれも、

古墳構築にあたって、高度な技術（石材加工等）、大きな労働力を必要としない条件であり、古墳構築に際し省力化が図

られているものといえろう。

　新山2号古墳に近接してある新山1号古墳も、玄室長2．29m、同幅1．69mと小さく、石室全長も3m余とみられるが、

この石室からは銅製の巡方、丸靹が出土している。また、久呂保中裏、かね塚、奈良ワ号の各古墳はいずれも榛名山ニ

ツ岳爆裂に伴って降下した軽石層の上にあり、軽石降下後に構築されたものである。さらに、新山1号古墳、同、2号古

墳、かね塚古墳、御部入21号古墳の石室には本県終末期古墳に特徴的にみられる玄門の設置、玄室プランの胴張り等が

みられる等の特色があげられる。これら古墳の構築時期については、権現山古墳が石室前から出土した土師器をもって

7世紀前半に位置づけられているが・他の古墳は、7世紀中半以降から8世紀初顎と考えられている。

　芳賀東部団地2号墳も小形石材を使用し、石室幅を狭くして奥壁使用石材、天井石使用石材も小ぶりの石を使用する

傾向が認められる。また、測定値が比較的正確に求められる玄室部でその数値をみると、玄室長270cm、同前幅90cm、奥

壁から梱石間240cmはいずれも30cmの倍数、すなわち、唐尺を使用しての企画、構築が行われたものとみられる。2号墳

からの出土遺物は、耳環3個の他鉄鎌等で年代推定の可能なものはないが、上記のことから、本古墳も前記諸小型古墳

同様に、7世紀後半の構築と考えられる。

　1号古墳は、2号古墳に比較して石室もやや大きく、使用している石材も大ぶりである。また副葬品も残存していた

ものだけでも直刀2本の他鉄鎌類も多い。さらに、本墳の周囲には近接して存在する古墳もなく、北端に1基だけやや

離れて構築されている等のことから、4基のうちでは他と異なった存在といえよう。石室は、自然石乱石積であるが、

玄室入口には玄門を設置し、玄室には胴張りが認められる。また、石室入口前には前庭も設置されていたものと推測さ

れる等、本県の終末期古墳の特色をそなえており、本古墳も7世紀後半代のものといえよう。

　3号墳、4号墳については、周堀の確認のみで主体部については、まったく不明であるが、1号・2号墳とほぼ同時

期のもの、すなわち、7世紀代でも中半以降のものとみて大差ないのではなかろうか。

　芳賀東部団地にあっては、7世紀中頃以降8世紀初頭の頃にかけて、以前石田川期に集落の営まれた区域が墓域とし

て設定され、ここに小円墳を主体とした古墳が構築されてきた。奈良時代に入ってからは、この墓域の北側区域に再び

人々の居住の場ができ、平安時代にいたるまで続けられていた。古墳終末期から奈良時代にかけての墓域と居住区域と

のあり方を単的に示す好資料といよう。今後整理のすすむ中で、古墳時代集落のみられた西側地区も含め居住区と墓域

の関係がさらに深められることであろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P　　　　　　（松本）

久呂保中裏 新山2号 御部入20号 同　　21号 か　ね　塚 奈良ワ号 権現山1号

石室全長 　　m3．82
（推定）・

　　m3．05 　　m3．10 　　m3．05 　　m3．61 　　m3．50 　　m3．50

玄
　
　
室

長 2．42 1．71 2．44 1．55 1．94 2．08 2．25

奥幅 1．15
（中央） 1．49 1．20 1．25 0．75 1．19 0．70

前幅 0．91 1．52 1．00 1．26 1．16 1．35 0．92
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2　奈良・平安時代の土器の分類

　1．一はじめに

　前述のように、本書に収録した竪穴式住居跡は、石田川期73軒、奈良・平安時代109軒の計182軒である。ここで分類

を試みようとするのは、後者の奈良・平安時代の竪穴式住居跡から出土したものを対象にしている。

　芳賀東部団地遺跡では、諸条件の制約の中で、短期間内に発掘調査を実施せざるを得なかった。よってこの節で重大

な係わりを持つ遺物の記録方法及び取り上げ方についても、原則として比較的床面に近いものを残して記録化し、他は

掘り上げの途上でr覆土中」として取り上げる、最も簡便な方法を採った。遺物が床面上、或は床面直上で出土したと

しても、その住居に属するものかどうかは判断できないし、また覆土中で出土したとしても、壁際等の遺物はその住居

で使用された可能性を考慮する必要がある。本遺跡の調査方法ではこれらの点を必ずしも明確化できないため、本書で

は床面乃至床面に近いものと、覆土中のものとを一諸に収録してある。従って、1住居跡内出土遺物として数時期に亙

るものもみられよう。これから実施しようとする分類でもこの資料を使用するわけであるが、以上述べたような危険性

が伴うことは明らかである。

　ところで、本遺跡では、互に良く似た土器群を持つ竪穴式住居跡どうしで切り合っている例が数ヶ所で認められる。

仮に土器型式で言えば、ほぼ同じものか、新らしい住居跡の方が1型式進んだ程度のものである。また、切られている

方（旧）の住居跡には、人為的に埋めもどしているような形跡は特に認められない。このことから、本遺跡では廃棄さ

れた竪穴式住居の覆土が自然に比較的早く堆積する状況が窺われる。住居跡の埋没が比較的短期問に行われるとすれば、

周囲の土器が流入したにせよ、ゴミ穴として利用されたにせよ、覆土中の遺物はある一定期間内のものが中心を占める

ことが想像されるるまた、覆土中の土器もその住居で使用されたものより極端に新らしいものが混ざる可能性は少ない
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と考えられる。以上のような観点から、必ずしも厳密ではないにせよ覆土中の遺物を混じえてもある程度の土器分類は

可能なものと考えられるρ芳賀団地遺跡出土土器の、より厳密で、より細かい分類は、今後の整理が進む過程で明確化

して来るものと思われる。今回は、そのための捨て石の役割が果せれば十分であり、また今後に生かしてゆく意味で識

者の御叱正をいただければ幸甚である。

　2　分類の観点

　土器を分類するに当っては、大部分の竪穴式住居に共通して出土し、消耗が激しいために比較的形態・技法等の変化

の度合いが大きいと予想される器種を中心に分類するのが好つごうであろう。本遺跡では、これに該当するものとして、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロの土師器では甕と圷、須恵器では圷と椀や蓋がある。そこで、本節ではこれら器種の形態的・技法的変化を中心に分類し、

それ以外のものについては適宜採り上げることにした。器種構成については、上記したように、その住居で使用された

一括遺物を中心に扱うわけではないが、各分類ごとの傾向を知る上で目安程度の役割は果たすと思われるので、参考ま

でに記述することにした。分類された土器群の名称は、各分類に属する住居跡で最も若い番号のもので代表させた。な

お、実際の分類に当っては、群馬県教育委員会文化財保護課参事井上唯雄氏の御指導を得た。しかし、その意を十分く

みとれず、図版・文章での誤解及び誤ちは、全て文責者に帰するものである。
　　　　　r／
　3　土器の分類

〈H387号住類土器群＞（図一486）

　器種は、土師器に圷と甕、須恵器には圷と蓋がある。土師器甕は厚い器肉の長胴甕で、締まりのない頸部に円筒状の

胴部を持つ。外面調整は、口縁部中程から胴部全面に縦方向のヘラ削りを施す。土師器圷は、丸底の底部に外反する口

縁部を持つ。外面には明確な稜を持つ。須恵器圷は、浅めな器高に丸底の厚い器肉の底部を持つ。底部外面は、全面に

丁寧な回転ヘラ削り調整を施す。底部内面には不整方向のヘラナデを加える。蓋は、径の大きい偏平なつまみで内面に

かえりを持つ。つまみ周辺の天井部には、ロクロを利用した回転ヘラ削り調整を施す。つまみ内側には朱を施す。他に

H387号住覆土中から、丸底ぎみの底部を持つ土師器大型甕片が出土している。

　本土器群は、器種の残存量が少ないため全体がいま一つはっきりしないが、土師器では鬼高式土器的な様相を残すこ

とが特徴的と言えよう。須恵器圷は、底部の丸底のものが中心を成すのではなかろうか。

〈H283号住類土器群＞（図一487）

　器種は、土師器に甕・小型甕・圷の3種類、須専器には甕・小型壷・圷・塊・蓋の5種類がある。土師器甕は胴部に

張りが出て来て、フットボール型の形状を呈す。同時に、頸部にも“く”字状の締まりが出る。また、器肉を薄く削り

込むもの（11）も認められる。胴部の外面調整は縦方向のヘラ削りを中心とするが、頸部付近に横方向のヘラ削りの認

められるもの（11）もある。また、胴部の厚いヘラ削りの結果、頸部の胴部側に一段低い段差のできるもの（10〉があ

る。小型甕は厚い器肉で、甕と良く似た形態を取るが、最大径は胴部にとる。土師器圷は全て丸底で、大部分の口縁部

は内轡する。口縁部が外反する圷（9）は、外面に稜を持つが、H387号住の土器群のものに比べ非常に弱くなっている。

須恵器圷は3個体分出土したが、底部の平担なもの（13）と、丸底を残すもの（14）の2種類がある。前者の底部外面

の調整は、全面回転ヘラ削りで体部下端に1段乃至2段の回転ヘラ削りを施すもの（13）と、手持ちヘラ削りを施すも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♂
のの両者がある。底部に丸みを残す圷の底部外面の調整は、手持ちヘラ削りである。、須恵器椀は1個体分のみ出土して

いるが、これは底部周縁の内側にハ字形に開く細長い高台を付す。体部外面下半には回転ヘラ削りを施す。須恵器蓋は、

つまみが7．5cm前後のもの（18）、5．5cm前後のもの（15・17）、擬宝珠形（16〉の3種類がある。このうち前2者の内面

にはかえりがあるが、擬宝珠形のものについては端部が現存しないため不明である。いずれも天井部に回転ヘラ削りを

施すが、擬宝珠のものは残存部の外部全部に広く回転ヘラ削りを施す。

・本土器群の特色は、土師器甕のフットボール型の形態に特に顕著に現われる。また、土師器圷の口縁部内轡傾向が一

般的なのもこの土器群の特色と言えよう（可能性として、前のH387号住の土器群の土師器圷も内轡傾向の強いものが多

いと推測される）。須恵器では、19の大型椀や16の擬宝珠のつまみを持つ蓋が認められたのは本土器群だけであるが、点

数が1点づつのため、これが本土器群の特色となりうるカ≦どうかは不明である。

　この土器群に含まれるものとして、他にH299、313、314、316、374、378号住の6軒がある。

〈H294号住類土器群＞（図一488）

　器種としては、土師器に甕・小型甕・圷が、須恵器には圷・蓋・大型甕がある。土師器甕は前2者の土器群と比べ、
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図一488　H294号住類土器群

　　ある程度器肉の薄いのが一般化し、器高もやや低くなる。外面調整でも肩部付近に斜め方向のヘラ削りを施』し、全体的

　　に器肉の非常に薄い“く”字状口縁甕やコ字状口縁甕に近い形態・技法をとるようになる。しかし、まだ最大径は胴部

　　より口縁部に置き、頸部に肩部側の低い段差を持ち、肩部のヘラ削りが横方向になっていないなど、前2者の土器群に

　　共通した面も多い。土師器圷は、底部が丸底のものと平底風の盤状圷の2者がある。前者は更に口縁部が外反するもの

　　としないものとに分かれる。前者のうち口縁部が外反しないものは、前のH283号住の土器群では口縁部に内轡傾向が認

　　められたが、ここではほぼ直に近い状態に立っており、内轡傾向はあっても極めて弱い。丸底で口縁部が外反する圷（6）

　　は、ここでもH283号住の土器群と同じ形態をとる。後者の盤状圷（5）は、1点のみなので本土器群の特色になるかど

　　うか不明である。他に比べやや薄手のつくりで、底部に若干丸味を残す。須恵器圷は、底部に丸みを持つもの（9）を

　　残すが、全体に平底のものが主流である。．いずれも底部外面は全面回転ヘラ削り調整を施し、体部のロクロ痕を消すな

　　ど丁寧なつくりである。須恵器圷の出土点数は極めて少ない。本土器群以降では、前2者の土器群のように大型の圷は

　　出土しない。須恵器蓋は前2者の土器群に比べ、大型で器高も高くなっている。つまみは径の大きい円盤状のものと小

　　型のものがあり、いずれもつまみ中央部が凸起する。内面にはかえりを持つものが主体となるが、かえりがなく端部を

　　短く折るものも若干認められる。技法としては、つまみ径及び笠部径の大きい蓋（11～14）は、“笠部外面の回転ヘラ

　　削りをかえりのある位置まで施し内面にはヘラナデを加えるが、つまみ及び笠部径の小さい蓋（10〉は、づまみ周辺の

　　天井部のみ回転ヘラ削りを施し内面のベラナデは認められない。前者に比べ調整を簡略化していると言えよう。かえり

　　のない蓋は小片であるが、10と同じ調整手法とみられる。

＜　　一本土器群の特色は、土師器甕の形態・技法が薄手の“く”字状口縁甕やコ字状口縁甕に似てきたことが上げられる。

　　土師器圷は、前のH283号住とほぼ同じ形態をとりながらも、口縁部の内轡傾向がほとんど認められない。また、全体に

　　小柄な圷が多くなることも挙げられよう。須恵器圷では、本土器群まで丸底が認められる。’

　　　本土器群に属するものに、－他にH320・322・355・359・363・366・368・371号住がある。
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〈H275号住類土器群＞（図一489、490、491）

　器種としては、土師器に甕・大型甕・小型甕・鉢・圷が、須恵器には大型甕・小型鉢・長頸瓶・圷・椀・蓋・高圷が

ある。土師器の口縁部形態と須恵器圷の底部外面調整の有無により、更にA・Bの2類に細分される。

　H275号住類土器群A（図一489、490）　　土師器甕の器肉は2～3㎜程度に薄くなる。前3者め土器群と異なり、胴

部の張りが大きくなり、口縁部径と胴部径がほぼ等しくなる。口縁部の形態は、前のH294号住の土器群と同様に“く”

字状に頸部の締まるもの（図489－5・6）、と、緩やかに外反するもの（図489－7・8）との2種類がある。外面調整

としては、肩部に横方向のヘラ削りが施され、口縁部外面に顕著な指頭痕を残すものが現われる。土師器大型甕は～一

般の甕に比べ口縁部径が一回り大きく（22～26cm）、球形の胴部で肩が大きく張り、最大径（30～32cm）を胴部にとる所
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図一490　H275号住類土器群A（2〉

に特色がある。口縁部は“く”字状に外反するもの、頸部の締まりが弱く緩やかに外反するもの、口縁部が短かく直に

立ち、短頸壷に似た形憩をとるものの3種類がある。器肉は2～3㎜程度の薄いつくりで、成形・調整技法は一般の甕

とほぼ同じである。小型甕は胴部に最大径をとり、口縁部の立ち上がり部分が明確になりつつあり、図489－10は特に顕

著である。また、小型甕の中には台付のものもある。以上述べた甕類の底部には、丸みを残すものがある。土師器鉢は

鉄カブトに似た形態をなし口縁部の下端に弱いくびれ部を持つ。最大径は口径にとる。器肉は2～3㎜程の薄いつくり

である。土師器圷は、丸底風の前3者の土器群以来の系譜を引くものと、内面に暗文を持つものの両者がある。前者は

平底に近い形態になり、口縁部径・器高ともに小規模なものが主体となる。内面に暗文を持つ圷は、丸底風と平底風の

ものがあり、いずれも厚い器肉を持つ。内面の暗文は、体部に斜め方向または放射状に、底部にラセン状の暗文を施す。

外面調整は、上端を除く体部全面と底部にヘラ削りを施す。須恵器圷は、体部が直線的に延びて浅めなものと、内轡ぎ

みの体部にやや深めな器高を持つものとの2種類がある。底部の切り離し技法は回転糸切りと回転ヘラ切りがあるが、

前者の場合周辺部に回転ヘラ削り調整を施す。底部の調整として他に全面回転ヘラ削り、周辺部手持ヘラ削り等がある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
体部下端に1段乃至2段のヘラ削りを加えるものがある。須恵器の小型高台椀は本土器群で初めて認められる。底部に

はハ字状に細長く開く高台を持つ。底部外面の調整は、回転糸切り未調整ものものと、高台取り付け後先端の細いヘラ

状道具により、全面に回転ヘラナデとも称すべき調整を施しているものとがある。H387号住やH283号類土器群で認め
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図一491　H275号住類土器群B

られた大型の圷や大型の高台椀は、前のH294号住類土器群以来認められない。須恵器蓋は、一部のものにかえりが残存

するものの、かえりのないものが中心となる。それに伴いつまみも小型化する。短頸壷用とみられる蓋（図489－23）も

1点だけ本土器群で出土した。須恵器小型鉢と高圷脚部も、本土器群で1点づつ出土した。

　H275号住類土器群B（図一491）　　器種構成及び形態・技法等は基本的にはAと同じである。ここでは、形態及び

技法に若干の違いが認められるもののみとり上げるごとにする。土師器甕は頸部の立ち上がり傾向の強いものが出現す

る。土師器圷では底部の平坦化が一層進み更に小規模な圷（3）が認められる。また須恵器圷に底面外面の糸切り未調

整のものが出現し、須恵器圷全体の約2分の1を占めるようになる。須恵器蓋に器高の高い笠形のものが認められるが、

わずか1点のみである。蓋受けのある小型鉢と長頸瓶も本土器群に入るが、両者とも1点づつの出土である。

本土器群（A・B）の特色は、器種構成として土師器に球形胴の大型甕と暗文を有する圷があり、本土器群の大きな

特徴である。須恵器では小型椀の出現とともに、圷の比率が土師器圷と同じ位に増加する。また、土器群Aの短頸壷用

とみられる須恵器蓋や、同高圷、同小型鉢、土器群Bの須恵器小型鉢、長頸瓶等、わずか1点づつであるが、須恵器の

器種が豊富なのも大きな特色と言之よう。形態的・技法的には、土師器甕の口縁部径と胴部径がほぼ等しくなり、器肉

が極めて薄くなる。また、土器群Aの小型甕や土器群Bの甕の口縁部の立ち上がり傾向が顕著になった。土師器圷は、

前3者の土器群の系譜を引くものは一層平坦化が進み、小型のものが多くなった。須恵器は、土器群Bで底部外面に糸

切り未調整のものが出現し、須恵器圷全体の約2分の1を占めるようになる。全体として、須恵器の勢いが盛んになる

土器群と言えよう。

　本土器群に入るものとしてミ他にH275・276・282・296・298・304・306・309・372・376・438・439・440F（以上、土

器群A）、278・279・289・300・303・307・315・318・319・357・358・364・369・370・377号住、（以上、土器群B）等

がある。
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〈H271号住類土器群＞（図一492）『

　器種は、土師器に甕・小型甕・鉢・圷がある。前のH275号住の土器群と異なり、大型甕や暗文圷はほとんど認められ

ない。須恵器には圷・椀・蓋る平瓶がある。平瓶は本土器群でのみ、わずか1点出土しただけである。また灰粕器長頸

瓶が出土した。

　土師器甕は、緩やかに外反する口縁部を持つ甕の外にコ字状口縁甕が出現する。“く”字状に頸部の強く締まる甕はほ

とんど見られない。甕は本土器群で初めて胴径が口縁径を凌駕する。肩部の外面調整も広範囲に横方向のヘラ削りを施

す。小型甕にも口縁部がコ字状のものが認められ、それ以外のものでも口縁部の立ち上がり・は明確に認められる。小型

甕には台付のものが多くみられる。土師器圷は全て平底化するが、若干底部に丸みを残す。口縁部径は13cm前後のもの

と11cm前後のものとの2者に統一されるが、後者の小型の圷が過半数を占める。須恵器圷は、ほとんどが底部回転糸切

り未調整であるが、一部に回転ヘラ削りを施すものがある。須恵器椀は、口縁部径に比し底径の小さいもの（27）が出

現する。高台は全体に断面の太いものが現われ、その形も長方形、二等辺三角形、中央部がややくびれる長方形など変

化に富む。高台の開き具合は、ハ字形に直線的に開くもの以外に、高台下半部に開きの強いもの（24・26・27）や、ほ

ぼ直に立つもの（23・28）が認められる。圷や椀には口縁端部が外反・肥厚するもの（18・28）が出現する。須恵器蓋

は笠形の形態をとり、つまみは中央部が凸起しつつも平盤化する。出土量は少ない。灰粕陶器は本土器群で初めて現わ

れる。30は長頸瓶と推定され、軟質の褐色がかった素地に、外面にハケ塗りを施す。

　本土器群の特色は、・土師器甕の口縁部形態にコ字状を呈すものが出現すること、土師器圷は小型化し、底部に丸みを

若干残しながらも平底化することが上げられる、器種構成では、土師器圷に替って須恵器圷が主流になる。また、灰粕r

陶器が本土器群で初めて認められるようになる。

　本土器群に属するものは、他にH284・295・297・308・312・354・360・362・397・400・403・404・414・444～446号

住等がある。

〈H267号住類土器群＞（図一493）

　器種としては、土師器に甕・小型甕・圷が、須恵器には圷・椀・皿・長頸瓶がある。須恵器の皿と長頸瓶は、本土器

群でわずか1点づつ認められただけである。

　土師器甕の口縁部形態は、コ字状に統一される。器肉の厚さは2～3㎜の薄いものの他に、5㎜前後の厚いものも認

められ、それに伴い胴部の張りの大きいもの（3）がある。小型甕もコ字状の口縁部を持つが、形態・技法等は、基本

的に前のH271号住類土器群のものとほぼ同じである。土師器圷には、平底の器高の浅いもの（1）と、椀形の深めなも

の（2）の両者がある。前者の圷の底部には丸みがまったく認められず、体部は強い横ナデの結果緩やかなS字を描く

ものが多い。口縁端部が内側に若干丸く張り出しているような形になるものもある。後者の椀形の圷はわずか1点認め

られるのみで、須恵器を模倣した形態ともみられる。色調も淡褐色で、堅緻な焼成である。外面調整は、上端を除く体

部全面と底部にヘラ削りを施す。形態及び技法は、前のH275号類住土器群の暗文を持つ圷に類似する面が多い。須恵器

圷は、底部は全て回転糸切り未調整である。底径は口縁部径に比べ小さくなり、比は2：1前後となる。須恵器椀は高

台が低くなり、その断面も太めな台形・偏平な方形・三角形状を呈する。ハ字状に細長く開くものはほとんどみられな

い。高台端部がほぼ平坦な場合、端部内側の角を接地点とするものが多い（8）。また、高台の取り付けの雑なものや、

底径が口縁部の40％程度に小さい深めの椀も認められる。須恵器の圷と椀の口縁部は、外反・肥厚するものが一般的と

．なる。皿は付け高台で、高台や口縁部の形態は須恵器の圷・腕に酷似する。須恵器長頸瓶は、ハ字状に開く短かめの付

高台を丁寧に接着する。

　本土器群の特色は、土師器甕が全てコ字状口縁に統一され、同圷が完全な平底になることが挙げられる。須恵器圷・

椀は底部の小さいものが認められ、口縁端部の外反・肥厚するものが一般的となる。椀の高台は太く短かめのものにな

り、ハ字状に開くものはほとんど認められない。器種構成としては、土師器圷が激減し、須恵器圷・椀が取って替わる。

また、本土器群には皿や長頸瓶もみられる。

　本土器群に属するものとして、他にH270・274・277・292・293・301・305・373・375・381・399号住等がある。

〈H273号住類土器群＞（図494、495）

　器種としては、土師器に甕・小型甕・圷の他に、新たに羽釜・塊・小型丸底土器がみられる。須恵器には圷・椀・甕

がある。土師器の小型丸底土器は、本土器群でのみわずか1点出土しただけである。
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図一493　H267号住類土器群

　土師器甕は、いわゆるコ字状口縁を呈すが、大部分のものは頸部が内傾し、中には肩部と一体化するものもある。更

にこれが進むと、口縁部が“く”字状1と外反したり、直立ぎみに立つもの（図494－8）も出現する。胴部は球形に大き

く張るのが一般的である。器肉も5～6㎜前後の厚いものとなる。小型甕は口縁部がコ字状を呈するものが少なく、大

部分のものが“く”字状に外反する。台付甕の台裾部は、今までの土器群と比べ接地面が大きくなる。土師器羽釜は本

土器群から認められ、三角形の鍔に、大きく内轡する口縁部を持つ。口縁部にはヘラを当てて内傾させる。最大径は胴

部に置き、全体に寸づまりの形態を持つ。土師器圷は前のH267号住類土器群と同様の小型平底圷である。土師器椀（2・

3）は、付け高台で（2は高台がとれる）、須恵器椀の形態を模倣したものとみられる。他に須恵器圷を模倣したとみら

れるものもある。体部外面は、口縁部を除き全面に指押え、またはヘラ削りを施す。高台は台形状の低いもので、接着

は丁寧である。須恵器圷は、底部が口縁部径の2分の1未満で、全体に底部の小さい椀形の形状になる。須恵器椀は、

高台端部を丸く仕上げるものが一般化し、雑なつくり、接着のものが多い。須恵器圷・椀は、口縁端部が外反し、肥厚

するものが一般的である。焼成はいずれも軟質なものが大部分である。外面には顕著なロクロ痕を残す。須恵器甕は肩

部から上のみ残存するが、細長い無果花形の胴部を持つものと推定される。灰粕陶器皿は、高台の外面が弧状で、内面

・の内轡する三日月高台を付す・口縁端部は外側に短かく折る。和は体部内面にのみ施され、ハケ塗り『とみられる。

　本土器群の特色は、土師器甕の内傾する頸部及び球形の胴部と、器肉の厚い変化が第1にあげられる。須恵器圷は底

部の小さい椀形のものになる。器種構成としては、新たに土師器羽釜が加わると共に、須恵器を模倣した圷や椀が良く

みられるようになる。また、灰粕陶器皿は三日月高台で、ハケ塗りとみられる。なお、本土器群以降のものには、須恵

器蓋が全く認められない。

　本グループに属するものとして、他にH280・285～288・291・443・453・478号住等がある。
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〈H272号住類土器群＞（図一496）』

　この土器群に入るものに、典型的なものはH272号住があるだけである。他に可能性があるものとしてH474号住が1

軒あるだけで、これも須恵器圷の破片が1点出土したのみで所属する土器群はいま一つ決し難い所がある。

　本土器群の器種としては、土師器に甕・小型甕、須恵器に腕が確認される。また、須恵器の技法でつくった褐色素焼

きの内黒土器椀が、1個体分認められる。灰粕陶器としては、皿が出土している。この他、土師器には羽釜・圷・椀が、

須恵器には圷・甕等が想定されるが、確実なものはみられなかった。

　土師器甕の口縁部は、短かく外反するのみで、コ字状口縁甕の面影はない。器肉も前の土器群に比べ一層厚くなり、

最大で1cm約を測るものもある（1）。胴部は前のH273号住類土器群と同様に球形に張るものもある（2）が、下半部

の削りを厚くし、胴部外面を・く”字状に掘曲させるものが現われる（1）。小型甕は口縁部にコ字状の形態を残すが、

頸部が内傾しコ字状口縁としてシャープさに欠ける。胴は球形に張っており、全体に前のH273号住類土器群の甕に似る。

内黒土器椀は、ハ字状に開く約1．5cmの高い高台を付すもので、底部には回転糸切り痕を残す。内面は煤を付着させ、ヘ

ラ研磨している。須恵器椀は底部片のみ残存するが軟質の焼成で、器壁断面は黄灰色の色調を呈するが、内外面はいぶ

されて黒色になる。高台は外れているため不明である。灰粕陶器皿は皿のみ認められる。5は体部片のみであるが、口

縁端部が外方に軽く折れる。4の高台は断面の幅が広く、外面下端で弧状をなす。底部は全面に回転ヘラ削りを施す。

両者とも漬け掛けとみられる。

　本グループの特色は土師器甕にあり、コ字状口縁の形態がなくなり、全体に土釜的な様相を持つ甕になっている。，灰

粕陶器は、前のH273号住類土器群のものと異なり、漬け掛けになることも特色と言えよう。

〈H290号住類土器群＞（図一497）

　本土器群に属するものとして、他にH380号住があるのみである。しかし、このH380号住居跡では土師質の須恵器椀

2点（6・7）が対象となるだけで、ほかにH290号住と同じ器種を共有していないため、両者が果して同じ土器群に属

するのかどうか疑問が残る。しかし、土師質の須恵器椀の分類上の位置を考えた場合、前に分類したH273号類土器群以

前のものに入れることは難しいと考えられる。これと形態的・技法的に比較的近いものに、H272号住類土器群の内黒土

器椀がある。しかし、この内黒土器椀と比べた場合、一層大型化し、高台の高さも倍近くあり、色調も淡褐色で、異な

る土器群のものとも考えられる。また、H290号住には土師質の須恵器圷があり、これと焼成・技法が類似する。そこで、

今回はとりあえず本土器群のものとして扱うことにする。

　器種としては、土師器に羽釜・須恵器に高台椀、そして先に述べた土師質の須恵器として、圷・椀がある。羽釜の鍔

は2等辺3角形状で、先端を尖らす。口縁部は内攣しつつも、H273号住の土器群のものに比べると立ち上がりは顕著で

ある。須恵器椀は灰白色を呈し、軟質の焼成である。高台の取り付けは極めて雑で、形もひしゃげている。体部の外面

調整も雑である。底部内面には、ヘラ状用具によるロクロ使用の渦巻痕を顕著に残す。底部は糸切り未調整である。土
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師質の須恵器圷は淡褐色で、底部に回転糸切り痕を残す。底部のみ残存する。土師質の須恵器椀は付高台で、いずれも

淡褐色を呈す。成形・調整にはロクロを使用し、底部の切り離し技法は回転糸切りである。その後の高台接着時にロク

ロナデで糸切り痕を消す。高台の接着は丁寧である。体部内外面もヘラ状用具（？）で丁寧に仕上げる。土師質の須恵

器は全体に丁寧なつくりである。長頸瓶（4）は、須恵器が2次的な火熱を受けて、色調が褐色になった可能性がある。

本土器群とは別の土器群のものとも考えられる。

　本土器群の特色は、・羽釜の形態と土師質の須恵器椀・圷にあるが、この両者が同一の土器群に納まるかどうかは、先

に述べたように今後検討を要する所である。また、本土器群が一つ前のH272号住類土器群と本当に別なグループに属す

るのかどうかも、一層の検討を必要としよう。いずれにせよ、本土器群と前のH272号住類土器群は、竪穴式住居跡の軒

数が少なく、良好なサンプルに恵まれないので、今後、類例の増加を待って今一度検討することになろう。

　以上の分類を、形態・技法を中心に表化したものが、表一28である。

　4　土器群の新旧関係と年代について

　住居どうしの切り合いは13ヶ所で確認されたが、このうち比較的良好な土器群を持ち、上記で分類した土器群に対応

できるものは次の5件であった。左に住居跡の切り合い関係、右に対応する分類上の土器群を記す。

　H286号住→H287号住→H288号住・…………一…・H273号住類土器群→H273号住類土器群→H273号住類土器群

　　H289号住→H297号住………・………・……………一H275号住類土器群（B〉→H271号住類土器群

　　H306号住→H307号住・………………・・…例……・…一H275号住類土器群（A）→H275号住類土器群（B）

　　　　　／H308号住　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／H271号住類土器群
　　H309号住　　　　　　…・…・…………・・…・』………・・H275号住類土器群1㈹

　　　　　＼315号住　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼H275号住類土器群
H366号住→H354号住＿＿＿＿．且294号住類土器群→H271号住類土器群際鷺て〕

　上記の右側の土器群を整理すると、次のようにまとめられる。

　　H275号住類土器群（A）→H275号住類土器群（B）→H271号住類土器群

　　H294号住類土器群　　　　　　　　　　　　　　↑

　これから、H275号住類土器群（A）・H275号住類土器群（B）・H271号住類土器群は、その順に新しくなる土器群であるこ

とがわかる。また、H294号住類土器群は少なくともH271号住類土器群よりも古いタイプの土器群である。』

　本書に収録した住居跡の切り合い関係からは、以上のことしか判明しないが、ここで、土器自体の変化から更に新旧

関係を考えてみることにする。須恵器圷の底部外面の調整方法に着目すると、（1〉、全面回転ヘラ削り乃至手持ヘラ削り

だけの土器群、（2）、全面回転ヘラ削り、周辺部ヘラ削り（糸切り・ヘラ切り）、ヘラ切り未調整等を混ぜる土器群、（3）、

（2）に回転糸切り未調整を加えた土器群、（4）、回転糸切り未調整だけの土器群、の4種類がある。一つの土器群が新旧両

者の形態・技法を持つものを混ぜ、且つ、大量生産等の事情に応じて複雑・丁寧なものから簡単・粗雑なつくりのもの

へ変化するならば、先の須恵器圷は（1）→（2）→（3〉→（4〉と変遷したものと考えることができる。これを土器群に当てはめる’

ならば、（1）H387・283・294号住類土器群→（2）H275号住類土器群㈲→（3）H275号住類土器群（B〉→（4）H271・267・273・272・

290号住類土器群となる。同じ観点で椀高台部の形状・取り付け技法等をみてゆぐと、H283・275㈲・（B）号住類土器群→

H721号住土器群→H267・273・272・290号住土器群といった変遷が考えられる。次に土師器甕の胴部と口縁部形態及び

器肉の厚さ、同圷の底部の形状に着目すると、前者ではH387号住類土器群→H283号住類土器群→H294号住類土器群

→H275号住類土器群㈲・（B）→H271号住類土器群→H267号住類土器群→H273号住類‡器群→H272号住類土器群の変

遷が想定され、後者ではH3留・283・294号住類土器群→H275号住類土器群㈲・（B）→H271号住類吐器群→H267・273・

272号住類吐器群の順に丸底から平底へ変遷してゆくことが判明している。この土師器甕と同圷の変遷は、前に述べた切

り合い関係や須恵器圷・椀の変遷とほぼ対応しており、矛盾する所はない。更に他の器種の形態的・技法的変遷も、これ

らに対応する形でみられる。以上から、本節で実施した分類は、そのまま時間的な変遷と考えるのが妥当であろう。しかし、

．これはあくまでも資料の不十分な状態での仮説であり、今後の整理・検討を進める中で、更に厳密な土器群の設定とと

もに、一つでも多くの切り合い関係で検証して行く必要がある。また、すでに述べたようにH290号住類土器群は内容的に

　　　　　　や
問題があり、H272号住類土器群との関係もいま一つ不分明であり、今後の資料の増加に伴い検討を要するところである。

　次に、分類と相対的な時間的序列とを与えた土器群に対して、具体的な時を考えてみることにする。しかし、本書第
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1巻の資料では、最も新しい時期に位置づけられるH290号住居跡覆土中（床面から32cm）にB軽石純層が堆積している

こと、本節で扱った全ての住居跡覆土中にはニツ岳系の軽石が含まれており、従って最も旧い住居跡もFるAまたはF・

P降下後に造られたものであること、H275号住類土器群（B）に位置づけられるH364号住居跡壁際床面レベルから青銅制

鍔帯が出土したことの3点が、具体的な時を考えるための資料である。これを要するに、本節で検討した土器群は上限

が6世紀代で下限が12世紀代、H275号住類土器群（B）は奈良時代以降のものと、漠然と年代が判明するにすぎない。

　本来、芳賀団地遺跡で出土した遺物には、芳賀団地遺跡内の資料を駆使して絶対年代を与え、他遺跡のものと比較・

検討することによって考古学的な深化を得ることができることは言うまでもない。今後整理される資料の中に、芳賀団

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　
地遺跡内の遺構・遺物の絶対年代を考える上で極めて重要なものがあることは明らかだが、本書の資料では上記した程

表一28　土器の形態・技法等一覧表

器種『
　　　形態・技法

土
甕

土器群

師

器

須

恵

器

1．最大径一

2．口　縁部

3．器 肉

大 型 甕

羽 釜

　1．底　　　部

　2．口　縁部杯　，

　3．暗、文　杯

　4．須恵器模倣

杯

塊

蓋

．法

．底

旦里

部

3．底部切り離し

　飢全面回転ヘラ削り

b．回転ヘラ切『）

c．回転糸切ヒ）

d．手持ヘラ削『）

．体部下端ヘラ削り

．口縁端部外反・肥厚

1．法

2．高

旦里

ム
ロ

1．か　え　り

2．つ　ま　み

灰 粕 陶 器

土師質の須恵器（内黒土器含む）

387 283 294 275（A）　　　275（B〉　　　271 267 273 272 290

口縁部 胴部＝口縁部 胴　部

く字状（締まる）

く字状（緩やかに外反）

コ字状

厚　い
一　　　　→

薄　い

←
厚　い

丸 底、． 平 底

内　轡

放射線・らせん状

大　形 小 形

丸底
一 平　底

一周辺部回転ヘラ削り

未調整

周辺部回転ヘラ削り
一一→

未　調　整

全　面

胆
一・．r→

大　形

一
小形

ハ字状に開く。細長い

ほとんど開きなし、太く短かい。

有　り

無　し

大一・中形
→　－

　小　形

ハケ塗り ミ責け掛け
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『
度 のことがわかる、だけである。そこで、芳賀団地遺跡内の資料による絶対年代の考察は、今後の整理・検討に期待する

ことにして、今回は、上記土器群を構成する須恵器や灰粕陶器の一部の器種を手がかりに丸これが他の遺跡では何時頃

に押えられているか、参考程度に考え，てみることにする。

　まず上限であるが・H387号住類土器群は・土師器甕と同圷に・南関東編年の鬼高III的な様相そ残しているものと考え

られる。また、須恵器圷は、いささか地域を異にするが、和銅年問に開設されたする美濃国官衛窯である岐阜市朝倉窯

　　　　　　　　　　　　　　　出土の高台椀の椀（圷）部に類似し、伊場遺跡では伴出する木簡等の関係から8世紀初頭以降に位置づけられる高台椀

　　　　　　　　　のの椀（圷）部に類似する。次に下限であるが、B軽石降下前の土器群として最も新しいものと考えられている下渕名遺
　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
跡II区91号住居祉出土遺物や鳥羽遺跡S　K332土拡出土遺物、或はそれに近い時期のものとみられる荒砥玉反田遺跡8号

　　　　　　　　住居の出土遺物と、本分類で最も新しい時期に位置づけられるH290号住類土器群と比較すると、類似する土師質の高台

椀を共有しながらも、H290号住類土器群には土師質（カワラケ様）の皿形土器を欠き、羽釜口縁部に内轡傾向が残るな

ど、ある程度旧い様相を示すものと考えられる。以上から、本分類で最も旧い様相を留めるものは、他の遺跡では700年

前後乃至8世初頭以降の年代のものに対応し、下限を示すとみられる土器群はB軽石降下時よりある程度旧いことが予

想される。

　須恵器圷は、国分寺の創建瓦乃至塔の再建瓦と結びつけて、概ね年代のわかるものがある。武蔵国分寺の創建に関連

し、より創建時に近いと推定される埼玉県入間市の東金子窯祉群中の前内出2号窯出土の圷は、底部の調整が全面ヘラ

削りのものと外周に回転ヘラ削りを施すものとの2種類がある。・また、これより一時期遅れるであろうとされる前内出

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　1号窯出土の圷は、全て底部の回転糸切り後、外周部に手持ヘラ削りまたは回転ヘラ削りを施したものであった。一方、

上野国分寺の創建時以来の瓦を焼いている笠懸村山際窯跡では、数種類の須恵器圷・椀・蓋等を出土するが、最も古手

の様相を呈する圷には、底部回転糸切り後周辺部ヘラ削り調整を施すものや、回転ヘラ切り未調整のものがある。ごれ

らは創建瓦の焼成時に近いものと推定される。また、入間市新久に所在する八坂前窯跡は、4～6号窯跡の調査の結果、

　r続日本紀」承和12（845）年の条にみえる武蔵国分寺塔の再建瓦を焼いた瓦窯と考えられ、ここで併焼された須恵器圷・，

椀は、4・6号窯の圷は底部の回転糸切り離し後、外周に回転ヘラ削りを施すものと未調整のものが出土しヨ前者は焼

台として利用されていた。5号窯圷は全て回転糸切り未調整で、境にのみ外周回転ヘラ削りの痕跡を残していた。また、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4～6号窯出土の圷の口縁端部には、肥厚するものも認められる。以上に述べた国分寺に関係するとみられる瓦窯乃至

同周辺出土の須恵器圷に～本節で分類した土器群を対応させると、H387・283・294号住類土器群は前内出2号窯より旧い

時代に、H275号住類土器群㈹は前内出1・2号窯または山際窯と同じ頃に、H275号住類土器群（B）は八坂前4P・6号窯

より旧い所に、H271号住類土器群は八坂前4・6号窯と同じ頃かそれ以前に、H26マ号住類土器群は八坂前5号窯と同

じかそれより新しい時期に、それぞれ位置づけられる。

　時期を限定する材料となるものに他に灰紬陶器がある。前の分類ではH271号住類‡器群で長頸瓶、H273・272号住類土

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の器群に皿が出土している。この皿の形態・技法・施粕方法を産地とみられる東濃の灰粕陶器の編年に対応させると、H

273号住類土器群のものが10世紀前半に位置づけられる光ヶ丘1号窯式に曳H272号住類土器群のものは10世紀後半に位

置づけられる大原2号窯式に対応するものとみられる。

　以上、いくつかの土器群について具体的な年代を当てはめてみたわけであるが、これを表化すると次のとおりである。

　表一29　分類した土器群と対応する他遺跡出土遺物1・2

土　　器1群 387 283 294 275（A） 275（B） 271 267 273 272 290
隔
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上の表は、あくまでも他の遺跡と機械的に対応させたものであり、本節で分類した土器群そのものの年代を示すもの
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ではない。そのためには、更にいくつかの前提条件や資料操作を必要とするであろう。しかし、前に述べたように本遺

跡出土土器の絶対年代を考える上で参考程度にはなるものと思われる。’

　5　今後の課題

　ところで、今まで述べてきた分類或は編年的序列の最終目的は、芳賀団地遺跡における奈良・平安時代の集落構造を

究明することにある。また、rII、位置と環境」でも述べているように、本遺跡地付近は平安時代前半につくられたr和

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　名抄』にのる勢多郡芳賀郷または藤沢郷に比定する見方が強い。もし、本遺跡がこれら郷の一角に当る≧すれば、集落，

そのものを越えて、更に郷の実態に迫ることができる可能性もある。

　いずれにせよ、まず最小単位の生活集団の抽出が必要である。これが文献にみえる房戸に相当するのか、或は郷戸に

当るのか、それとも全く別なものになるのか、まず究明する必要があろう。そして、それが時間的変遷の中でどのよう

な変化をみせ、生活する一空間とどのような係わり方を示すのか。近接する他の生活集団との係わり方にどのような変

化をみせる湖。また、時間的変遷の中で掘立柱建物はどのような現われ方をするのか。総体としてどのような集落構造

を持つのか。そして、郷との接点をどこに求めることができるのか。そのためには、周辺の遺跡内容の検討をどう進め

るか、等々。究明すべき問題は余りにも多く深い。しかし、本遺跡は、その内容からみて、上記課題にせまり得る内容

を持つものと確信している。本書の今までの資料でもある程度のところまで迫ることはできるかも知れない。しかし、

芳賀東部団地遺跡だけでも土師器を伴う竪穴式住居跡495軒、掘立柱建物跡約200棟があり、本書に収録したのは前者で

35％（奈良・平安時代のものに限定すると22％）．後者30％で、第2巻がむしろ中心と言える。遺構のあり方も第2巻で

扱う西側台地がむしろ中心と言える様相を持つ。これが芳賀団地遺跡全体では約800軒の土師器を伴う竪穴式住居跡が検

出されている。このような状況では、一部分の資料で集落論を述べるごとに不安を覚える。また、広範囲、長期に亙る

調査のため、発掘担当者の交替も激しく、未だ十分な意見交換ができていない。

　集落構造については、今後の整理が進む中で、編集・執筆委員を中心とする検討会組織を設定し、そこでの成果を報

告書第2巻以降等に掲載することにしたい。なお本節では、奈良・平安時代を中心とする土器群についてのみ触れたが、

同様の分類・編年や集落論を古墳時代のものにも、今後進めて行く予定である。　　　　　　　　　　　　　　（唐澤）

　（1）例えば芳賀北部団地遺跡では、「神功開宝」を伴出したり、B軽石層が床面近くで堆積する竪穴式住居跡があると

　のことである。

　（2）　「シンポジウム・神奈川県内における古墳時代後期から平安時代土器編年試案」（『神奈川考古』第5号　1978）

　（3〉（2）に同じ。

　（4）井上唯雄「群馬県下の歴史時代の土器」（群馬県史編さん委員会『群馬県史研究』8　1978）の記載文による。

　（5〉a，群馬県埋蔵文化財調査事業団『清里・陳場遺跡』　1981

　　b　大江正行・中沢　悟「群馬県における平安時代の年代観について」（『シンポジウム・関供地方における9世紀

　　代の須恵器と瓦』　1982　立正大学文学部考古学研究室）　　　一

　（6）a　群馬県教育委員会『荒砥五反田遺跡』　1978

　　1b　（4）に同じ

　（7）　「シンポジウム・奈良・平安時代土器の諸問題第II版」（神奈川考古同人会『神奈川考古』第14号　1983〉

　（8）井上唯雄・若月省吾「笠懸村の原始古代」（『笠懸村誌』別巻1983）

　（9）小林昭彦「八坂前窯跡の概要」（（5）bに同じ）

　　（7）に同じ。

　⑩a　、田口昭二「美濃窯の灰粕陶器と緑粕陶器」（『考古学ジャーナル』Nα2111982）

　　b　田口昭二『美濃焼』　1983

　ωa　「郡郷の成立」（『前橋市史』第1巻　1971）

　　b　尾崎喜左雄『群馬の地名』下巻　1976

　q2）一本分類では、H267味住類土器群のころから出現し、部分的に色調が淡褐色乃至灰褐色で土師質味を帯び始めた須

　恵器については、他の須恵器と同じものとして扱った。本分類で使用した「土師質の須恵器」は、これらに比べ全

　面に色調が淡褐色を帯び、軟質の焼成で、技法及び形態的に異なるものを指している。「なお、本書の「VI遺構と

　遺物」の遺物説明では、前者を「土師質須恵器」と扱っているものがある。
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結

芳賀団地遺跡群発掘調査報告書第一巻を刊行するにあたり関係各位に厚くお礼を申し上げます。

本遺跡は、昭和48年芳賀北部団地遺跡の発掘調査を実施してから8年余の歳月を経て終了したものである。

　この間に芳賀西部工業団地、芳賀東部団地の発掘調査を面的に実施してきたものである。』

　この問に、多数の遺構・遺物が発見された。調査にあたっては、多くの調査担当者が係わり調査を継続してきたので

ある。報告書刊行に当り発掘調査に少しの期間でも直接携っ左担当者で文化財保護係職員として残っている者は3名の

みであり、のべ数十名に友ぶ担当者は他に転出し庁外者となっている。

　このような状況の中で幾多の障害をのりこえ調査報告書第1巻が刊行されることは至上の喜びである。

　本遺跡地は、赤城山南麓の開折谷上の台地上に位置し、約40hαに亙る面的な調査を実施した他に類例のない調査例で

ある。

　そのために、住居の占地状況、生産地、墓域等を知る上で、また、丘陵上の幾多の集落の変遷、竪穴式住居跡と掘

立建物跡の配置、溝等の関連日土器では火山灰、住居跡の切り合い等を鍵とする型式分類、編年的研究等の好資料とな

るものである。

　また、今後の研究により文献史学で解明されつつある「郷」「郷戸・房戸」等の実証的研究を考古学的側面からその実

態を究明する一助になるものと確信をしている。

　これこそ先人が遺してくれた至上の資料であり、記録保存としての報告書の刊行・整理された遺物その他の資料が今

後の研究に役立つものと期待している。

　報告書にいくら最大もらさず記録されたとしても遺跡そのものではない。しかし、記録として後代に伝えることは我々

に課せられた重大な責務である・　　　　　　一．　　　　　　　．一　　　　　　　　　　』　　　　　　『（福田）
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H289号住居跡全景
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H303号住居跡（東壁上の集石）
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H315号住居跡全景
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H317号住居跡全景
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H359号住居跡
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H373号住居跡全景
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H378号住居跡（カマド）

讐欝織磯獄綱

艶　　　　　　　鰹、　　　　　　　　顎　・、　．謡羅v 　F『灘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．P轟、

醗灘』∵㌻縮
㌦ガ灘麗撫醜，轟

　　騨鱗、威　　　　　’》讐
・1、．醒．、駆　　←　灘㌧・
　蜘・騨．畢、，　　　　照、・　　㌧’轡

’櫨轟
，，瀞’魂　　、・嘉
　　　ざ　 缶　　　　 ‘

、

、敷矯曜』1諺

曝灘翻
驚耀

　．嵐漣欝
’籍，び
盤、

・鵡

卿

H381号住居跡全景



図版35

H387号住居跡全景
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H431号住居跡（遺物出土状況）
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H431号住居跡（遺物出土状況）
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H438号住居跡（遺物出土状況）

驚＾
　　・搬や・　櫓秘、γ　・、

、「1騨聯購

H438号住居跡全景



図版41

浬¢⊃㌢曾

　煎’F　　　－偽，

竃

ら

　　ぴ　　　　し　やへ、　　＾町．

　　　　砿　　　、
　　　豪難身
　　　　・．、ψ

ボがの　　　

爽勤ご隙遜戦幾、
　』・ψ　　　　へ讐鯉鰯’
ゼ・～

　　　　　・「』　　一‘
　　　　　儀

　麟　q‘

滋裾匁娠
』、幅躍11

　　フ　　　　噂　一i’

　嚇　、｛

　奄
ぐ　ぱを　　へ

、箋　　・

　、短塵

　　　磁、、乏㌔レ
　　　、寧㌣』　　ρ

　　　　∴塾蒔二．．
　　　　詑髪鋤鮎、・へ・．

　　　　　　“　　　噂聖㌧．⇔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r臨墾、

　　　　　　　　　　．」罵

、

H440号住居跡（床面集石）

H439号住居跡全景



図版42

　　　　　樽鰭霞　翫曽』’瓢　’ド『署F『

　　、、・ゆ舵罫』・

熱瀞

　　　　　　　　　）　心匹　ら諒
　　　㌦驚　

．，

　　　哉　ヤ1砥＾［一’　　　　　　　　　、粛」『

　　　　　雫職一レ．　　　　　　　　　ノ

　』嘱，、　丁』ガ・卜「1一，ぬ　ヤ1・

　　　　　　　　、』も・ザ　「｝一
　撫・．賊’・・1　　　　　　　’”蕉蕊ン’　　略　　　　　　　　　　　｛．．，

＼　　　　　　　　　　　ず’譲

　　　貯》　　　　　「も・、v
　　　　　　導・、1

サ　 もヤ

繋
短慰懇

、k．，笥

驚娠・

H443号住居跡全景

H444号住居跡全景



図版43

，醗禦繋樫三舞鯉・　．．州、貫、、騨鵜灘一一、…遇．詠・◇鋭・・

難籔凶調r藻墜霧頑，薩擁
懸麺鹸聴醤澱嚢勢轟簿灘，ll

　　　　　　　　　飼　　　　　　　　　竃　一㌧華、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　ぜ』　機

唐　、
←．＿黛

灘整，懸灘．墜
　　　　　　　　　　箇藍麹難、．．

H453号住居跡全景

嶋～

摩　〔’鱒 ∵嫉灘鵜嘉蕨ノ・
’』P　ぞ』

漂

H444号住居跡（棚状施設）



図版44

、知隊

儀
　　．　画」　　9も　　L 、瓢．勢鞭浦

455号住居跡（遺物出土状況）

一瀞’

；義’、螺　　 ゾ

　ぐ碍・教

魑魏・轡、鐙轟｝一．’　　‘’＝　　．．一堕㌧へ、噛魔’一　一、競

繋轡1勧臨．、轍、、一、、・、こニンニ．，遡灘駿

醇籍蕪蛮鐙☆舷続纏華餐鑛騨

H455号住居跡全景



図版45

、，織

瓠．

パ
、

1欝

☆斑
鐘麟鞍」1

H469号住居跡（遺物出土状況）

要す

．壁．

釜r　　く脳・

勒。餅
も

湊、、こ・、》

蓄．

，》　　蕊＝

H476号住居跡全景



図版46

H4号竪穴遺構全景
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4号製鉄祉（製錬炉西から）
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記号説明

J：縄文式土器を伴う
　　　堅穴式住居跡　㌧

H：土師器を伴う堅穴
　　　式住居跡

K：掘立柱建物跡

M：古墳
W：溝・溝状遺構

T：製鉄吐
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